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アツ サ ラーム ァ ライ クム 



世界の ムス リムが 最も 信頼す る ハディ一 スの ひとつ r サヒ一 フ ムス リム」 が 日 本人 イスラ一 ム学 

徒の 手に より 和訳され、 1987 年、 日本 サ ウディ アラビア 協会から 出版され た。 その後 2001 年に 
同 協会の ご 厚意に より、 当' 日本 ムス リム 協会で 再版す る 機会が 与えられた。 この ハディ一 ス集 
は 本邦 初の アラビア 語原 典からの 翻訳で ある ことから、 特に 日本人の ムス リムた ち、 イスラ一 ム研 
究者 たちの 間で 活用され てきた。 この度、 広く より 多くの 人た ちに 利用して もらうた めに 日本 ムス リ 
ム 協会の ホ一 ムぺ一 ジ 上で 一般 公開す る ことと した。 

預言者 ムハンマド (彼の 上に 平安 あれ） の 言行録 集で ある ハディ一 スは アツ ラ一 の 言葉 を 記した 
聖典 「クル ァ一 ン」 に 次ぐ 大切な 書と して、 ムス リムに とって は 生き方の 指針と なり、 生活の 規範と 

なって いるもの である。 したがって ムス リムに とって は イスラ一 ムを 理解し 実行す るた めに、 また 非 
ムス リムに とって は イスラ一 ム をより 深く 知る ための 文献と して 必須な ものである。 

今日、 世界に 約 14 億の ムス リムが いると 言われ、 イス ラーム は 世界の 政治、 経済に も 大きな 影 
響 を 与えつつ ある。 この 公開 ホームページ を 活用して いただき、 曰 本に おいても イスラ一 ム への 理 
解 と 関 心 をより一 層 深めて いただけれ ばと 願って いる。 

2009 年 11 月 20 日 

イスラ一 ム暦ズ ルヒッ ジャ月 

日本 ムス リム 協会 会長 徳增 公明 



1." ハディ一 ス" につい 



本書 は、 イマーム ■ ムス リム' ビン' アル 'パッ ジャー ジの 著作 r サヒ一 フ ムス リム」 （ムス リム 正伝 集) の 

日本語訳 (全 三 巻) である。 本書 は、 イスラ一 ムの 預言者 ムハンマド に関する ハディ 一ス (伝承)、 すなわち、 預 
言 者の 言葉、 行為、 また、 黙認 事項な どの 豊富な 採録 集で あり、 預言者の 日常 を 詳細に 記録した これらの 
ハ ディース を 通じ、 信徒ら は イス ラームの 基本 条項の みならず、 預言者と 共に 生きた 当時の 教 友ら (サ ハー 
バ) の 生活の 仕様に 至る まで 知り 得る 内容と なって いる。 

イスラ一 ム 以前から、 アラブ 部族 間で は 先祖伝来の 生活 慣習 を" スンナ "と 称して 遵奉す る 傾向が あつたが、 
イス ラーム 以降に は、 預言者 ムハンマドの 言動が 全 信徒の 日常生活 や 信仰の 有り様 を 示す 規範と みなされ、 
いわば、 新しい" スンナ "としての 位置 を 占める ことにな つた。 そして、 この 預言者の スンナ に関する 知識 は、 
ク ルアー ンの 教義 同様、 全 信徒の 共有すべき 知識、 つまり、 ハ ディース として 相互に 伝達され 遵守され るに 
至った。 

周知の ように、 ク ルアー ン における 啓示 は 信仰の みならず、 信徒の 生活 全般に わたる 広範な 教説を 含む も 
ので あるが、 その 具体的 指導 は 預言者の スンナ によって 補足され る 必要が あった。 たとえば、 礼拝 や 巡礼に 
関する 言葉 はク ルアー ンの 中に 何度も 繰り返され ている 力 、それらに 伴う 細かい 規則に ついての 言及 はみ 

られ ない ので、 信徒 は 預言者の スンナ に 倣って 実際の 形式 を 学ばねば ならな 力、 つたので ある。 
このように、 預言者 在世の 頃から ハ ディース は 信徒の 実生活 上 不可欠な 知識であった わけで、 そのため 預 
言 者 自身 も" 相互に スンナ を 伝達し 合うよう に" と教 友ら に 指示され たとい われる。 ただ、 預言者 在 命中に は、 
不明な 問題が 生じた 時、 人々 は 直接 預言者に 問いた だす ことができ たので、 ハ ディース は 記憶 や 私的な 記 
録 として 断片的に 保存され ただけ で、 組織的に まとめられる こと はな 力、 つた。 預言者 没後の 四大 カリフ 時代 
以降、 急速に イス ラーム 世界が 拡大 発展す るに 伴った 幾多の 新しい 問題 や 状況に 対処して いく 関係 上、 初 
めて 権威 ある 参考 指標と しての ハ ディース に対する 全般的 知識の 必要性が 痛感され るよう になった ので あ 
る。 そのため、 遠く 征服 地 や 新開地な どに 分散した 教 友ら をたず ねて 預言者に 関する ハ ディース を 聴聞 収集 
する 者た ちが 現われ だした。 当時、 マデイーナ は 元より、 マッカ、 クー ファ、 バスラな どに は 比較的 多くの 教友 
や ハディ一 スに 詳しい 人々 が 居住して いた こと もあって、 これらの 町に は ハディ一 ス 学習 を 志す 多くの 学徒 
が 参集した といわれる。 ハ ディース 聴聞の ため 遠隔地まで 苦労 を 重ねて 旅した 人々 の 逸話 は 数多く 知られ 
ている。 これらの 篤実な 学徒の 研鑽 や" 旅" を 契機と して 幾多の 貴重な ハ ディース は 保存され、 また、 各地 方 
の 信徒に も 広く 伝播され る ことにな つたので ある。 

ともあれ、 イス ラーム 世界 各地に 流 伝す るハ ディースの 組織的 編纂が 試みられ るの は、 8 世紀 以降の こと 
であり、 散逸した とはいえ ヒジャ 一ズの アブ ドル' マ 一リク (767 没)、 ク一 ファの スフ ヤーン' サゥリ 一(777 没) な 
どに より、 先駆 的な 小 ハディ一 ス 集が 編纂され たこと が 知られて いる。 

現存す る 初期の 重要な ハディ一 ス集 は、 イマーム' マ一 リク (795 没) による 『ムヮ ッタァ 集』 であるが、 内容 は 
ハディ 一スを 題目 毎に 整理し、 法律 事典 的 要素 を 備えた 体裁と なって いる。 なお、 このように 題目 毎に 分類し 
て 編纂す る 方式 は ムサン ナフ 型と 呼ばれ、 後代の ハ ディース 編纂 様式の 主流と なった ものであるが、 この ム 
サン ナフ 形式に 対し、 ハディ一 スを 最初の 伝承 者の 名の 下に一 括して 記述す る 形式 をと る もの も あり、 ムス 



ナド 型と 呼ばれて いる。 ムス ナド 型の 著名な ハディ 一ス 集に は、 イマ一 ム.ァ フマド 'ビン' ハン バル (855 没) に 
よる 「ムス ナド 集」 が ある。 

後代、 正伝の 名 を 冠せられ た 六書 は、 いずれも ムサン ナフ 形式 を 採る もので、 小 項目 や 簡単な 説明が 編 
者 自身に よって 付され たもの も あり、 いずれも 参照に 便利な 体裁に なって いる。 なお 六書、 すなわち、 六 正伝 
集と は、 ブハ一 リ一 (870 没)、 ムス リム (875 没) の両" サヒ一 フ集" に加えて イブ ン 'マ 一ジャ (886 没)、 アブー- 
ダウ 一ド (888,9 没)、 ティル ミズ ィ 一(892 没)、 ナサ一 ィ一 （915 没) らの四 『ス ンナ 集』 の 総称で ある。 

ハ ディース 編纂 は、 これら 六書に 終わった わけで はなぐ その後 も 数 世紀に わたって 継続的に 行われ、 バ 
ィハキ 一(1063 没)、 スニ 一ティ一 (1505 没) などに よる 著名な 集録 も 編まれて いる。 また、 イスナー ド (伝承 者 経 
路) を 最初の 語り手 以外 は 全部 省略し、 マトン (本文) のみ を 記述す る 簡単な 形式の ハディ一 ス集も 編纂され 
ている。 

ブハ 一リ一 や ムス リムの 両" サヒ一 フ集" は、 内容の 多様 さ、 また、 採録に 当っての 真偽 批判 基準の 厳格 さ 
によって、 もっとも 信頼で きる ハディ一 ス 集と しての 声価 を 得た ものであるが、 この 真偽に ついての 検討 はィ 
スナ一 ドと マトンの 両面から 為される のが 通常であった。 イスナー ド、 すわち、 伝承 者の 経路に ついての 検討 
と は" A は B より 聞き、 B は G より 伝えられた" という 形式で、 正しく 最初の 語り手に 遡源で きる かどう かにつ 
いての 調査 を 意味す る 力、 この場合、 各 伝承 者の 知的能力、 信頼 度、 年齢、 居住地 域、 更に は、 本文 を 伝え 
る 伝承 者 経路の 数 も 吟味され た。 マトンす なわち、 伝承 本文の 検討に おいて は、 イス ラームの 教義に 反して 
いない か、 特定の 党派への 偏向 は みられな いか、 歴史 事実に 即して いるか、 などと 共に アラビア 語 表現 上 
の 品性まで も 詮索され ている。 これらの 検討 を 受けた ハ ディース は 全て、 サ ヒー フ (確実な もの)、 ハ サン (妥 
当 性 を もつ もの)、 ダイ一 フ (典拠 薄弱な ものぬ ど 三 段階に 分類され た。 ブハ一 リ一 や ムス リム は、 彼らな りの 
判定 基準で、 確実な ハディ 一ス のみ を 採録した との 見解から" サヒ一 フ集" の 名 を 冠した ので ある。 

ハ ディースが 法学 上で はク ルアー ンに 含まれる 規定 を 補足す る 権威 ある 源泉で あり、 イス ラーム 初期の 歴 
史 研究 上 重要な 文献と なって いる こと は 再 言す るまで もな し、 が、 信徒に とって はなに よりも これらの 存在 は、 
信仰への 理解と 預言者 像への 親近感 を 促進す る 大きな 要素と なって いる。 

2. 著者 ムス リムに ついて 

r サヒ一 フ ムス リム」 の 著者 イマーム -ム スリム は 正確に は、 アブ一' アル' フサ イン' ムス リム' ビン 'ァ 

ル 'バッジ ャ一ジ 'アル' クシ ャ イリ一 ■ アン' ナイ サ一ブ 一リ一 (81 7/21 ~875) と 呼ばれる。 イランの ナイ サ一ブ 
ール (ニー シャープ ール) で 生れ、 死後 も その 郊外の ナス ラー バー ドに 埋葬され た。 四大 カリフ 時代、 枢要な 
地位 を 占めた 先祖 を もつ 名家の 出身と も 伝えられ るが、 詳しく はわ かってい ない。 15 才 頃より ハディ一 ス学 
習 を 志し、 広く アラビア、 エジプト、 シリア、 イラクな ど を 旅行して イス ハーク' ビン' ラフ ワイ ヒ、 ァ フマド 'ビン- 
ハン バル、 クタ イブ' ビン' サイ一 ド など 当時の 秀れた 伝承 学者に 学んだ。 イマーム 'ブ ハーリー とも 親交が あ 
リ、 終生、 ブハ一 リ一 の ハディ一 ス に関する 学識 を 尊敬して やまなかった といわれる。 

なお、 イマ _ム' ムス リム は 生涯に 約 30 万の ハディ一 スを 収集した と 伝えられる。 そのうち サヒ一 フ 集に 収 
めら れたハ ディースの 総数 は、 話題 別に 分類した 場合、 3,000 余で あるが、 伝承 者 経路 (イス ナ 一ド) の 数で 計 
算した 場合に は、 この 2 倍 以上の 数量に 達する といわれる。 この サ ヒー フ集 以外に も、 彼の 著作 や 論 稿 は 20 



数 種 も あり、 その 大半 はハ ディースに 関連した ものである。 なおまた、 彼に は 多くの 弟子が おり、 なかには ァ 
ブ一 'ハ_ テム 'ラ_ ズ ィ一、 ムーサ一' ビン' ハール一 ン、 それに 『ス ンナ 集』 の 編者 ティル ミズ ィ 一ら 著名 人 
の 名が みられる。 

イマーム 'ムス リムの サヒ一 フ 集の 特色 は イマ一 ム' ブハ一 リーの 収録と 異なり、 大 題目 以外に は、 小 題目、 
解説の 類が 一切 付され てない 点で ある。 現在 ほとんどの テキストに 大 題目 区分と して" キ ター ブ (…書)"、 内 
容を 説明した 小 題目 区分と しての" パーブ" が みられる 力、 この 小 題目 区分 は 後代の 注釈者の 筆に よる もの 
で、 イマ一 ム' ムス リム 自身が 付記した わけで はなし、。 第二の 特色と して は、 イスナー ド および マトンの 記述 
が 厳密で、 人物 名 や 表現 用語 上の 差異に 関して こまごまとした 指摘が みられる 点が 挙げられる。 
本文 は、 信仰、 礼拝、 婚姻、 商取引、 遺産、 戦争、 神学、 終末、 注釈 論な ど、 今回 我々 の テキスト とした r サ 

ヒ一フ ムス リム」 では、 56 書 (キタ 一ブ) に 分けられ 多様な 内容と なって いる。 

なお、 この サヒ 一フ 集の 注釈書と して は 、イマーム ■ アン 'ナヮ ウイ一 (1277 没) による 『シ ャルフ サヒ一 フ ム 
スリム』 が 有名で ある。 

3. 翻訳に ついて 

本書の アラビア 語 テキスト として は、 エジプトの 碩学 ムハンマド' ファー ド 'アブ ドル' バ一キ 一校訂の rSahih 
Muslim Li 卜 Imami Abil-Hussain MuslimJ (カイロ 1955 年刊 初版 本) を 訳出 原本と し、 かつ イマーム 'アン 'ナヮ 
ウイ一 の 注釈 付 『Sahih Muslim bhSharhi An_Nawawi』 (カイロ 1929 年刊） にある ハディ 一ス 本文 を 併用した。 
テキスト 前部に はゾ、 ディース 全般に 関する 解題 や 説話の 紹介が 記されて いる 力 、本書で は それら は 省略 
され、 訳出 は、 "信仰の 書 (キタ 一ブル' イマ一 ン)" 以降より 始められた。 

訳出に 関して は、 以下の 諸 点に ついても 予め 断って おきたい。 

a) 第一 巻の 翻訳 は 3 名が 分担し、 人物 名 や 地名な ど 頻出 度の 多い 事項の 表記に 関して は 統一 を 図った。 文 
体 やい ちし、 ちの 用語 法 は 訳者 それぞれの スタイルに 一任された。 

b) イスナー ド (伝承 者 経路) に 現れる 人物 名 を 逐一 列記す るの は 煩雑す ぎる ため、 最初の 語り手 以外 は 省略 
された。 この 方式 は、 Muhammad A 卜 Husain A 卜 Baghawi(1 122 没) の 「Masabih As- SunnaJ および これに 若干 
の 変更 を 加えて、 1336 年頃 改題、 再版され た 『Mishkat A 卜 Masabih』 や イマ一 ム' アン 'ナヮ ウイ一 (前 出) によ 
る 「Riyad As- SalihinJ に 倣った ものである。 

c) 預言者、 アツ ラーの み使い、 ムハンマド といった 呼称に は 必ず" アツ ラ一 の 加護と 平安 を! (サッ ラッラ 一フ ァ 
ライヒ ヮ サッ ラマ!)" という 祈願の 言葉 を 付す のが 伝統的 慣習で ある 力、 頻度が あまりに 多すぎる ため、 訳 
出 は 省略せ ざる を 得なかった。 教 友ら に関する 祈願に ついても 同様で ある。 



d) マトン (本文) 表現 用語の 差異に ついては、 前述した ように、 極めて 厳密な 指摘が みられる が、 訳語 上の 限 
界も あり、 訳者 それぞれの 判断に よって 簡略 化されたり、 補足説明が 加えられた 場合が ある。 

e) 前述した ように 、テキストの 小 題目 (パーブ) は 著者 イマーム 'ム スリム 自身の 筆に よる もので はなぐ 後代 
の 注釈者ら によって 書き加えられた ものである。 それ 故、 これ も 訳者の 判断で 内容 中心に 簡略 化された とこ 
ろが ある。 

f) 会話 体の 多い ハディ一 ス では、 内容 を 変更し ない 限り、 必ずしも 直訳 形式 を とらぬ 場合が あった。 また、 理 
解 を 容易に する ため、 テキスト にない 状況 説明 を 付加した ところ も ある。 

9) 訳出に 当って は、 前述した イマ一 ム' アン 'ナヮ ウイ一 の 注釈書 「Sharh As- Sahih MuslimJ および 
Abdul-Hamid Siddiqi による 英訳 「Sahih Muslimj(Lahore 1973) を 参照した。 なお、 クル ァ一ン について は 「 聖ク 
ルアー ン」 （日本 ムス リム 協会 昭和 58 年 版) を 参考に した。 

W テキスト 全体 は、 三分 冊で 出版され るが、 第一 巻に おいて は" 信仰の 書"、 "斎戒の 書" および" ハイドの 書 
"を 磯崎 定 基、" 礼拝の 書" および" モスクと 礼拝 場所の 書" の 大半 を 飯 森嘉助 、残りの" 礼拝の 機会 を 失した 
時の 償い" 以降" 旅行者の 礼拝の 書" まで を 小 笠 原 良 治が 担当した。 

ク ルアー ンの 日本語訳が すでに 数 種 も 存在す る 現今、 イス ラーム 理解 を 一層 深める ために は、 権威 ある 
ハ ディース 集の 翻訳 紹介が 急務で あるとの 見解から、 イマーム' ムス リムの" サ ヒー フ集" がその 対象に 選ば 
れ たので あるが、 訳業が 実際に 進められ だした の は 1984 年の 夏 頃からで あった。 爾来、 非力 を 嘆 じながら も、 
本業の 傍ら、 担当者 は それぞれ 翻訳に 苦心して きたので あるが、 語学 や 表現 上の 未熟 さ 故に 思わぬ 誤り を 
犯して いるかと も 省みて いる。 ささやかな 我々 の 努力に よる 本書が 日本に おける イス ラーム 理解に いささか 
なりと も 貢献で きる こと を 願う と共に、 将来、 これ を 轍と してよ リー 層 完全な ハディ一 ス 翻訳書が 数多く 紹介 さ 
れる こと を 心より 期待したい。 

なお、 この 翻訳 は、 日本 サ ウディ アラビア 協会の 浜 田 明 夫 氏、 富 塚 俊 夫 氏、 武 藤英臣 氏ら の 推 (車篇 に 免） 
と 全面的な 協力に よって 進められた。 また、 和久 井生一 氏に は 翻訳 文体の 全般的 調整 をお 願いした。 ここに 
記して 感謝 申し上げたい。 



1987 年 1 月 



これまで、 ハディ一 ス学、 イスラ一 ム 法学 基礎 論、 イスラ一 ム 法学に おける ハディ一 ス 
と スンナ の 意味 を 見て きました が、 これらの 議論 を 纏めた のが 以下の 表です。 



学問 間の ハディ 一 スとス ンナの 比較 




学問 


疋 *g 


ハ ディース 


ハ ディース 学 


(1) 預言者 ムハンマドに 帰属す る、 あるいは 

(2) 教 友に 帰属す る、 もしくは 

(3) 後続 世代 （ター ビィ 一） に 帰属す る 
① 発言、 ② 行為、 ③ 承認、 © 形容 




イス ラーム 法学 基礎 論 


( 1 ) 預言者 ム ハン マ ドに 帰属す る 
① 発言、 ② 行為、 ③ 承認 




イス ラーム 法学 


推奨 行為 


※ハ ディース 学に おける ハ ディース はハ ディース • ク ドウス ィー、 ハ ディース • マル フ一 
ゥ、 ノヽ ディース • マウ クー フ、 ノヽ ディース • マク ト ウー ゥを 含む。 

出典 ： 筆者 作成 



ハ ディース は 発言者 毎に 以下のと おり 区分され ます。 



発言者 別の ハ ディースの 区分 


発言者 


区分 


アツ ラー 


ハディ一 ス • ク ドウス ィ一 


預言者 ム ハン 
マ ド 


ノヽ ディース • マノ レフ— ゥ 

単に ハ ディースと 言われた 場合に は、 一般的に はハ ディース • マル フー ゥ 
が 意図され ている。 


教友 


ノヽ ディース • マウ クー フ 


後続 世代 


ノヽ ティース • マク トゥー ゥ 


出典 ： 筆者 作成 



ハディ一 スと スンナ という 言葉の 使い方 は一 見す ると 複雑です が、 各 学問 毎の 意味の 
違い を 見て ゆけば 明晰に 理解され うると 思います。 



(K. S. ) 



第 1 巻 



信仰の 書 

イマ一 ン (信仰） に関して 

ヤヒヤ—. ビン .ャァ マル はこう 伝えて いる。 

バスラで 初めて カダル （天命） について 語った の は、 マ一 バド 'ジュ ファニーであった。 
私と フマ イド' ビン ■ アブ ドル' ラフ マ一 ン' ヒムャ リー は/ 、ッジ （大 巡礼） 及び ゥ ムラ （小 巡 

ネ L) に 出かけた が、 その 折、 私たち は、 もしも アツ ラーの み使いの 教友 たち （ァス ハーブ） 
の 誰かに マッカで 会う ことができたら、 カダル （天命） について どのように 考える のか 聞き 
たい もの だと 話し合つ ていた。 

私たち は、 たまたま モスクに 入ろうと していた アブ ドッラ 一'ビン' ウマル' ビン •/、 ッタ一 ブに 

出会った。 

そこで 私たち は 取り囲む ように 彼の 左右に 立って一 同僚が 私に 質問 を まかせて し、 るよう 
なので一 私が 代表して 彼に 次のように 問い かけた。 

「私たちの ところに 聖 クル ァ一ン を 読み ハディ一 ス についての 知識 も 深い 人々 が やって き 
て、 様々 に 体験談 を 語って くれた。 彼ら は その 話の 中で、 カダルつ まり 予め 定められた 天 
命な ど 有りえな いと 語って いた」 
アブ ドッラ 一はこれ に 対し 次のように 答えた。 

「そのような 者た ちに また 会う 機会が あれば 告げる がよ い。 私 は 彼らの 見解に 同意で きな 

い。 

私に とって 彼ら は 全く 無縁の 輩に すぎない と」 
アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 次のように も 述べた。 

「アツ ラーに 誓って 申す 力、 そのような 者が たとえ、 ゥフド 山に も 匹敵す る ほどの 黄金 を 持 
ち、 それ を 善行の ために 使った としても、 カダル を 信じない 限り アツ ラ一 は 喜び 給わぬ だろ 
ラ」 

アブ ドッラ 一は 更に 以下の 話 も 語って くれた。 
「私の 父 ウマル' ビン' ハッタ一 ブ はこう 話して いた。 

私が アツ ラ一 のみ 使いのと ころに いた 或る 曰、 純白な 衣服 を 着、 真黒の 髪 をした一 人の 男 
が 突然 現われた。 

どこか 遠くから 旅して きた 様子で はな 力、 つた 力、 我々 の 誰一人と して 彼に ついて 知る 者 は 
いなかった。 

彼 は 預言者の 側に 膝 を 組み、 手のひら を 太腿の 上に おいて 座り、 次のように いった。 
『ムハンマドよ。 イスラ一 ム について 述べて みよ』。 



アツ ラ一 のみ 使い は 答えた 『イスラ一 ムとは アツ ラ一 の 他に 神 はなぐ ムハンマド は アツ ラ 
—の 御 使いで あると 証言し、 サ ラート (礼拝) を 行い、 ザ カート (喜捨) を 供し、 ラマ ダーン 月 
に は 断食し、 旅の 資金に 支障がない 限り、 アツ ラーの 館 (カーバ 神殿) に 巡礼す る ことで 

す』。 

その 男 はこれ に 対し 『あなたの 言葉 は 正しい』 といった。 

この 事に 関して、 父 ウマル' ビン' ハッタ一 ブは 『彼が そのような 質問 をし、 また その 答えが 

真実で あると 確信した ことに 驚いた』 と 語って いた。 

その 男 は 更に、 『イマ一 ン (信仰） について 告げよ』 ともい つた 力、 み使い はは これに 対し、 

『アツ ラ一、 その 天使た ち、 経典 類、 使徒た ち、 審判の 日 についての 信仰、 善悪に 対する 力 

ダル を 信ずる ことです』 と 述べた。 

その 男 は、 この 答え を 『正しい』 といい、 更に また 『ィ フサ一 ン （善行） について 述べよ』 と 問 
うた。 

み使い はこれ に対して も 『あたかも 目 前に 座す かの ように アツ ラ一 を 崇める ことです。 あな 
たに アツ ラーのお 姿 を 拝す る ことができ なくても、 アツ ラ一 は あなた をみ ておいで になる か 
ら です』 と 答えた。 

彼 は 更に 『週末の 時期に ついて 述べる ように』 といった 力、 み使い は 『おたずねになる 方 

以上に、 私が これに 関して 存じて いる わけではありません』 といわれた。 

その 男 はまた、 『審判の 日の 近づく 兆候に ついて 語れ』 とも 述べた 力、 これに 対し、 み使い 

は、 『その 時期に なると、 奴隸 女が 女主 人 を 生み、 裸足で 衣服 もまと わぬ 羊飼いの 者ら が 

競い合って 豪華な 住い を 建てる ことでしょう』 といわれた。 

その後 この 人物 は 立ち去った。 

私 はしば らくの 間、 そこにと どまって いたが、 この 時、 み使い は 『ウマルよ、 あの 質問者が 
誰で あるか 知っています 力、』 といわれた。 

私 力 《 『アツ ラーと アツ ラーの み使いの みが 最も 良く ご存知で ありましょう』 と 答える とみ 使い 
は 『あの方 は 天使 ジブ リールです。 あなたた ちに 信仰に ついて 教える ため、 ここに こられ 
たのです』 といわれた」 

ヤヒヤ—' ビン ■ ャァ マル は 、別の 伝承 者 経路で 次のように 伝えて いる 

「マ一 バドが カダルの 問題に ついて 語った 力、 私たち は その 見解に 賛同し なかった」 
なお、 この 伝承 者 経路の 口述 者の一 人 カフ マスの 伝える ハディ一 スに は、 前記 内容と や 
や 異なった 表現が みられる。 



ヤヒヤ一' ビン 'ャァ マル 及び フマ イド ゼン' アブ ドル' ラフ マ一 ンは 別の 伝承 者 経路で こう 伝えて 

いる 

「私たち は アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに 会い カダル やそれ に 関連す る 事柄に ついて 話し合 
つた。 アブ ドッラ 一は 預言者に ついて ウマルの 語った ハディ一 スを 私たちに 伝えて くれた」 
なお、 この ハディ一 スの 後半に は、 前記と はや や 異なった 表現が 使われて いる。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 父 ウマルから 聞いた イブ ン 'ウマルに よっても 別の 伝承 者 経路で 

伝えられ ている 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 人 々と一 緒に おられた 或る日の こと、一 人の 男が そこに 来て こういつ 

た。 

「アツ ラ一 のみ 使いよ、 イマ一 ンと はなんで すか」 

これに 対しみ 使い は、 「アツ ラ一 とその 天使た ち、 経典 類、 最後の 審判の 日に アツ ラ一 にお 
会いす る こと、 その 使徒ら、 そして 来世に おける 復活 を 信仰す る ことです」 と 答えた。 
彼 は 更に 「アツ ラーの み使いよ、 イス ラームと はなんで すか」 と 問うた。 
み使い はこれ に 対し 次のように 答えた。 

「イスラ一 ムと は、 アツ ラ一 のみ を 崇拝し、 アツ ラ一 以外の いかなる もの を も 拝さぬ こと、 義 
務 として 課せられる 礼拝 を 行い、 定めの ザ 力一 トを 提供し、 ラマ ダーン 月の 断食 を 守る こと 
を 意味し ます」 

質問者 は 更に 続けて、 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 善行 (ィ フサ一 ン） と は、 どのようなことです 
か」 と 問うた。 

み使い は 以下の ように 答えた。 

「アツ ラ一 を あたかも あなたの 目前に 座す かの ように 崇拝す る ことです。 
たとえ あなたが アツ ラ一 をみ る ことができなくても アツ ラ一 は あなた をみ て おられる のです」 
彼 はまた 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 最後の 審判の 時 は、 いつであろう か」 と 問うた が、 み使い 
は 次のように 答えた 

「たずねられる 者が、 おたずねになる 方 以上に それに 関して 知っている わけで はあり ませ 

ん。 

しかしながら、 私 は その 時の 兆候の 幾つか を 申し上げます。 

その 時期が 近づく と奴隸 女が、 成長して から 自分の 主人と なる 子供 を 生み、 また 裸体で 

靴 も はかぬ 者ら が 人々 を 支配す るよう になる のです。 

こういう 類の 事柄が 終末 期の 兆候です。 

更に その 時、 黒 羊 を 飼う 牧童ら は 大きな 建物 を 競い合って 建てます が、 それ も アツ ラ一以 

外 は 誰も 知り 得ぬ 五つの 兆候の 中の一 つです」 

この あと、 み使い は クル ァ一 ンの聖 句 をお 誦み になった。 



「アツ ラー、 本当に かれ だけが、 審判の 時 を 知って おられる。 

かれは 雨 を 降らせられる。 

また 胎内に ある もの を 知って おられる。 

だが 人間 は 誰も 明日 自分が 何 を 稼ぐ か を 知らず、 誰も 何処で 死ぬ か を 知らない。 

本当に アツ ラ一 は 全知に して 凡てに 通暁され る 御 方で あられる」 （クル ァ一ン 第 31 章 34 

節） 

この 後、 その 方 は 立ち去った。 

み使いが 「あの方 を 私の 所に つれ 戻す ように」 といわれ たので、 教友 たち は 急いで 探し ま 
わった が 見つける こと はでき な 力、 つた。 

み使い は、 この 折、 「あの方 は、 人々 に 信仰に ついて 教える ため 来られた ジブ リールな の 
です」 といわれた。 

前記の ハディ一 スは、 ムハンマド' ビン' アブ ドッラ 一により 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる 力、 「奴 
隸 女が 将来 その 主人 (ラップ） となる 子供 を 生む」 という 表現に は "ラップ" にかわり" バ アル" （主 
人' 所有者） という 言葉が 用いられ ている。 

アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「信仰の 問題 を 私に たずねる ように」 と 述べられた 力、 （み使い を 畏敬 
する あまり） 教友 たちの 誰 一人と して、 質問す る 者 はいなかった。 

とかくす る 中に、 一人の 男が そこに 来、 み使いの 膝 近くに 座って いった 「アツ ラーの み使い 
よ、 イスラ一 ムと はなんで すか」。 

これに 対しみ 使い は 答えた 「いかなる もの を も アツ ラーと 同等と せず、 礼拝 を 行い、 ザ 力一 
トを 供し、 ラマ ダーン 月の 断食の 定め を 守る ことです」。 

その 男 は 「あなたの 言葉 は 正しい」 と 述べ、 更に 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 信仰と はなんで す 
か」 とたず ねた。 

み使い はい われた 「それ は アツ ラ一 とその 天使た ち、 その 経典 類、 アツ ラ一 にお 会いす る 
こと、 その 使徒た ち、 更に 復活と 天命 (カダル) を 心から 信仰す る ことです」 
その 男 はまた 「アツ ラーの み使いよ、 ィ フサ一 ン （善行） と はなんで すか」 とも 問うた。 
これに 対し、 み使い は 「ィ フサ一 ンとは アツ ラ一 を あたかも あなたの 目前に みる かの ように 
恐れ 尊む ことです。 

あなたに アツ ラ一 を 見る こと はでき ない 力、 アツ ラ一 は あなた をい つも 見て おられる ので 
す」 と 答えられた。 

その 男 は、 「あなたの 言葉 は 正しい」 と 述べ、 更に 「審判の 時 はいつ です か」 とたず ねた。 
み使い は 「これに 関して は、 質問す る 方 力 せれる 者よりも よく 御存知で ありましょう。 
しかしながら、 その 兆候の 幾つか を 述べる とすれば、 奴隸 女が 将来 自分の 主人と なる 子 
供 を 出生す るの を 見る の も 兆候の一 つです し、 裸足で 衣服 も 着けぬ 盲目の 聾啞 者ら （無 
知で 愚かな 人々） が 地上の 支配者になる の を 見る の も 兆候の一 つです。 



更に 黒 羊 を 飼う 牧童ら が 豪華な 建物 を 競い合って 造る の も 兆候の一 つです。 

審判の 時 は、 アツ ラ一 以外に 知り 得な し、、 我らに は 知る ことので きぬ 五つの 事項 中の一 

つなので す」 と 述べ、 次いで 次の 聖句 をお 唱えに なった。 

「アツ ラ一、 本当に かれ だけが 審判の 時 を 知って おられる。 

かれは、 雨 を 降らせられる。 また 胎内に ある もの を も 知って おられる。 

だが、 人間 は 誰も 明 日 自分が 何 を 稼ぐ か を 知らず、 誰も 何処で 死ぬ か を 知らない。 

本当に アツ ラ一 は 全知に して 凡てに 通暁され る 御 方で あられる」 （クル ァ一ン 第 31 章 34 

節） 

その 男 は 立ち上がり 去って 行った。 

み使い 力 《 「 あの方 を 私の 処 につれ 戻す ように」 といわれ たので、 人々 はすぐ 彼 を 捜した が 
発見で きなかった。 

み使い はこの 折、 「あの方 は、 ジブ リール 様です。 あなたた ちが 私に 質問し なかった ので、 
信仰に ついて あなたた ちに 教えようと したので す」 といわれた。 



礼拝に ついて 



タル ハゼン 'ゥバ イド ッラ一 は 伝えて いる 

ざん ばら 髪の、 ネジド 出身の一 人の 男が アツ ラ一 のみ 使いの 処 にやって きた。 

私たち は、 初め 彼 （の 声） が 一体 何 をい つてい るの か 理解で きなかった 力、 彼が み使いに 

近づく に 及んで、 よう やぐ イスラ一 ム について たずねて いる こと を 知る ことができ たの だつ 

た。 

この 折、 み使い は 彼に むかって、 「昼と 夜の 間に 五 度の 礼拝 をす る ことです」 と 説明され た。 

これに 対し 彼 は 「それ 以外に も 礼拝し なければ ならない のです か」 とたず ねた 力、 み使い 

は、 「いや、 必要ない。 ただし、 任意に 礼拝す るの は 構わない」 といわれた。 

み使い は 断食と ザ カートに ついても 彼に 説明され た。 

彼 は 「規定 以外に は 行う 必要はありません か」 とたず ねたが、 み使い は 「いや、 その 必要 

はない。 ただし 自発的な 敬神 行為で あれば 構わない」 と 答えられた。 

この 男 は 立ち去る 時、 「アツ ラ一 に 誓って。 私 は 定められた 通りに やる つもりです」 と 述べ 

た。 

み使い は、 これに 対し 「もし 彼が 今の 言葉 通りに 行えば 大変 結構な ことです」 といわれた。 

タル ハゼン 'ゥバ イド ッラ一 による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 マ一 リク ゼン 'ァ ナスに よっても 
伝えられ るが、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉に 表現 上 多少の 差異が みられる。 
マ一 リクの 伝承に は、 アツ ラーの み使い は 「あの 男の 父親に 誓ってい うが、 彼が その 言葉 通りに 行 
うなら 大変 結構な こと だ」 

または、 「彼の 父親に 誓ってい うが、 誓い 通りに 行うならば 彼 は 天国に 入る ことができる だろう」 と 

いわれた と 記されて いる。 



アツ ラーへの 信仰に 関して 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私たち は、 アツ ラ一 のみ 使いに 特に 必要ない 限り 質問す る こと を 禁じられ ていた。 
それ 故 砂漠の 住民の 誰か 賢明な 男が み使いの 処に 来て、 質疑す るの を 私たち は 喜び、 
それ を 拝聴した のだった。 

或る時、 砂漠から 一人の 男が み使いの 処に 来て、 「ムハンマド 様、 あなたの 使いが 私たち 

の処 にき、 アツ ラーが あなた を 預言者と してお 遣わしに なった という あなたのお 言葉 を 私 

たちに 語って いました」 と 告げた。 

み使い はこれ に 対し 「彼の 言う 通りです」 といわれた。 

すると その 男 は 「だれが 天 を 創造され たのです か」 と 質問した。 

み使い はこれ に 対し 「アツ ラーです」 とお 答えに なった。 

その 男 は 更に 「だれが 地上 を 創造され たのです か」 と 問うた 力、 み使い は 「アツ ラ一 です」 

とお 答えに なった。 

その 男 はまた 「だれが これらの 山々 を 高く し、 そこに ある 様々 な もの を 造った のです か」 と 
もたず ねた 力、 み使い は それに も 「アツ ラーです」 と 答えられた。 
これに 対し その 男 はいった 「天と地 を 造り、 そこに 高い 山々 を 置かれた 御 方に 誓って 申し 
ますが、 （その 御 方） アツ ラーが あなた をお 遣わしに なった のです 力、」 み使い は 「そうです」 
と 答えられた。 

その 男 は 更に またい つた 「あなたの 使いの 方々 は、 夜と 昼の 間に 五 度の 礼拝 を 行うよう に 
と 私たちに 教えました」。 

み使い はこれ にも 「彼のい う 通りです」 と 答えられた。 

その 男 はいった 「あなた を 遣わされた 御 方に 誓って 申します が、 その 礼拝 を 命じた の は、 

アツ ラーです か」 み使い は 「そうです」 と 答えられた。 

その 男 は 続けて いった 「あなたの 使いの 方々 は、 私たちの 財産に 対し、 ザ 力 一卜の 義務が 

課せられ ると 告げました」 み使い はこれ にも 「彼の 言葉 通りです」 とお 答えに なった。 

その 男 はまたい つた 「あなた を 預言者と して 遣わされた 御 方に 誓ってお たずねし ますが、 

その ザ カートに ついて あなたに 命じた の は、 アツ ラーです か」。 

み使い は 「そうです」 とお 答えに なった。 

その 男 は 更にい つた 「あなたの 使い は、 毎年 ラマ ダーン 月に 断食す る ことが 私たちの 義務 
であると 告げました」。 

み使い はこれ にも 「彼の 言葉 は 正しい」 と 答えられた。 

その 男 はいった 「あなた を 預言者と して 遣わされた 御 方に 誓ってお 聞きし ますが、 それ を 

命じられ たの は アツ ラ一 です か」。 

み使い は 「そうです」 と 答えられた。 

その 男 はいった 「あなたの 使い は (力一 バの） 館への 巡礼 (ハツ ジ） が、 そこまで 旅する こと 



天国に 入る ための イマ一 ン (信仰） に関して 

アブ一 ■ アイ ュ一ブ 'アンサ一 リ一 によると、 ある 曰 アツ ラ一 のみ 使いの 旅 中に一 人の ベドウィンが 
現われ、 彼のら くだの 鼻綱 を とらえて 次のように いった 

「アツ ラ一 のみ 使い様 (または、 ムハンマド 様) 私 を 天国に 導き 地獄の 火から 遠ざける もの 

に関して 教えて 下さい」 

預言者 はしば らく 立ち どまり、 教 友ら を 一瞥 してから、 こうい われた 「この 人 はよ い 機会に 
恵まれた」 （または、 「よい 考えに 気付いた」） 

預言者 は その ベドウィンに 質問 を 繰り返させた 後、 次のように 説かれた 「あなた を 天国に 
近づけ 地獄より 遠ざける 行為 は、 あなたが アツ ラ一 を 祟し、、 アツ ラ一 以外の なにもの を も 
尊ばない こと、 礼拝 を 行い、 ザ 力一 トを 支払い、 親族に は 善行 を 為す ことです」 
この 言葉 を 述べた 後、 預言者 は その ベドウィンに らくだの 鼻綱 を はなす よう、 お命じに なつ 

た。 

この ハディ一 スは、 アブ一 ■ アイ ュ一ブ 'アンサ一 リ一 によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 ■ アイ ュ一ブ によると 、一人の 男が 預言者の 処に 来て 次のように いった 
「私 を 天国に 近づけ、 地獄の 火から 遠ざける 行為に ついて 教えて 下さい」 
これに 対し 預言者 は 「アツ ラ 一を 崇め、 なにもの を も アツ ラーと 同等に 尊んで はならない。 
礼拝 を 行い、 ザ カート を 払い、 親族に 善 を 行いなさい」 と 告げた。 
その 男が 帰り かけた 時、 預言者 は 「もしも これら を 守る ことができれば、 あなた は 天国に 
入る だろう」 といわれた。 

アブー 'フ ライラに よると、 一人の ベドウィンが アツ ラ一 のみ 使いの 処に 来て、 次のように 述べた 
「み使い 様、 私が 天国に 入り 得る 行為に ついて 教えて 下さい」 
これに 対しみ 使い は 「アツ ラ一 を 崇拝し、 彼 以外に なにもの を も 尊んで はならない。 定めら 
れた 礼拝 を 行い、 義務と しての ザ 力一 トを 支出し、 ラマ ダ一ン 月の 断食 を 守りなさい」 と 説 
かれた。 

その ベドウィン は 「生命の 主たる アツ ラ一 に 誓って 申します が、 私 は これら を 忠実に 守り、 
欠ける ことのな いよう 怠らず 努めます」 といった。 
彼が 立ち去った 時、 預言者 は 「天国に 住む ものた ち は、 喜んで 彼の 姿 を そこに 見る ことで 
あろう」 といわれた。 



ジャ一 ビルに よると、 ヌ アマ一 ンゼン 'カウ フ アルが 預言者の 処に 来て こういった。 



「もしも 私が 礼拝 義務 を 守り、 シャリ 一ァ （イスラ一 ム法） で 禁ずる もの を 避け、 許す もの を 

守って ゆけば、 私 は 天国に 入れる でしよう か」 

これに 対し 預言者 は 「その 通りです」 といわれた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で ジャ一 ビルに よっても 伝えられ、 それに は 次の 
表現が 加えられ ている 「私 は、 あなたが いわれた 通りに 致します」 



ジャー ビル は 伝えて いる 

或る 男が かって アツ ラ一 のみ 使いに こう 質問した 「私が 礼拝 義務 を 怠らず、 ラマ ダーン 月 
の 断食 を 行い、 （シャ リ一ァ によって） 正当と 認められ ている こと を 守り、 禁じられる こと を 
避けて 勝手な 判断 を 加えない 場合、 天国に 入れる でしよう か」 
み使い 力 《 これ を 肯定な さると、 その 男 は 「アツ ラ一 に 誓って、 私 は 必らず (シャ リ一ァ を） 正 
しく 守ります」 といった。 



「イス ラームの 基本 は 五つの 柱より なる」 との 預言者の 言葉に 関して 

ウマルの 息子 アブ ドッラ 一によると、 預言者 はこうい われた 

「イス ラームの 基本 は 五つの 柱で 構成され る。 即ち、 唯 一神 アツ ラーへの 信仰、 礼拝の 実 

践、 ザ 力 一卜の 供出、 ラマ ダ一ン 月 の 断食、 マッカへの 巡礼で ある」 

或る 男が アブ ドッ ラーに、 「巡ネ しと ラマ ダーン 月の 断食と では、 どちらが 上位です か」 とた 

ずね た 時、 彼 は 「預言者 は 『ラマ ダーン 月 の 断食が 巡礼より 上位で ある』 といわれた」 と 答 

えた。 

ウマルの 息子 アブ ッド ッラ一 によると、 預言者 はこうい われた 

「イスラ一 ムは 五つの 柱より 成り立つ ている。 それら は アツ ラ一 のみが 崇拝され アツ ラ一以 
外に はいかなる 神々 も 拒否され る こと、 礼拝の 実践、 ザ カートの 供出、 神の 館 (カーバ) へ 
の 巡礼、 ラマ ダーン 月 の 断食で ある」 

ウマルの 息子 アブ ドッラ 一によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「イスラ一 ムの 基本 は、 五つの 柱より 成り立つ ている。 それら は、 アツ ラ一 以外に 神 はなく 
ムハンマド は 神の しもべで ありみ 使いで ある こと を 証言す る こと、 礼拝 を 行う こと、 ザ カート 
を 支出す る こと、 （力一 バ） の 神殿への 巡礼 を果す こと、 ラマ ダ一ン 月の 断食 を 守る ことで 

ある」 

タ一 ゥ一ス によると、 或る 男が ウマルの 息子 アブ ドッラ 一にこう たずねた 
「どうして あなた は 遠征に 参加な さらない のです か」 
これに 対し、 彼 は 次のように 述べた。 

「アツ ラーの み使いが、 イスラ一 ムは 五つの 柱より 成り、 それら は、 アツ ラ一 以外の 神 はな 
いとの 信仰告白と、 礼拝の 実践、 ザ カートの 供出、 ラマ ダーン 月の 断食、 神殿への 巡礼で 
ある といわれ るの を 私 は 聞いた ことがある （注） 」 

(注） 「老 令の ため 遠征に 参加し 得ない 故、 私 は ムス リムと して 五つの 柱の 義務 を 果たす 
だけで ある」 という 意味で こう 述べた ので ある 



アツ ラ一 及び その 預言者への 信仰に ついて 

イブ ン' アツ バースに よると、 アブ ドル' 力 イスの 使節が、 アツ ラーの み使いの 処 にやって 来て 次の 
ように 述べた 

「み使い 様、 私共 は ラビ一 ァ 部族の 者です が、 あなた 様と 私共の 間に 不信者 ム ダル 部族 
の 居住地が あり、 私共 は 神聖 月間 以外に は、 自由に あなた 様の 処に 来る ことができ ませ 

ん。 

それ 故、 私たち だけで できる こと、 また、 私たちの 周辺に 住む 者ら を 導く ため、 なに を 行う 
べき かにつ いて 教えて ください」 
これに 対し、 み使い はこうい われた 

「それで は、 あなたた ちに 四つの 行うべき 事柄と アツ ラーより 禁じられる 四つの 品 目 につい 
て 次の こと を 命じます。 

先ず 為すべき 四つと は アツ ラ一 に対する 信仰 行為で、 アツ ラ一 以外に 神 はなく ムハンマド 

は 神の み使いで ある との 真理 を 証言し、 礼拝 を 行い、 ザ 力一 トを 供し、 また、 あなたた ち 

の 得た 戦利品の 五分の一 （フムス) を 提出す る ことです。 

更に、 私 は あなたた ちに 酒 を 入れる ひょう たんつぼ （ドウ ツバ一）、 酒が め （ハン タム）、 木 

鉢 (ナキ 一ル） 、皮 袋 (ム カイ ャル） （注) を 使う こと を 禁止し ます」 

ハ ラフ はこれ に 関連して 次の 言葉 を 加えて いる 「『アツ ラ 一以外に 神 はない と 証言す る こ 

と』 と 説明し な 力ち 預言者 は、 アツ ラ一 の 唯 一なること を 指で お示しに なった」 

(注） いずれも ナビ一 ズ 酒の 製造、 保存に 使われた 

アブ一 ■ ジャム ラは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'アツ バースの 話 を 人々 に 説明す る 役だった 力、 その 折 たまたま 一人の 女性が 
きて、 ナビ一 ズ 酒の 容器に ついて たずねた。 
それに 対して 彼 (イブ ン ■ アツ/ く一 ス） はこう 語った 

「アブ ドル' 力 イスの 使節が、 アツ ラーの み使いの 処 にきた 時、 み使い は 彼らの 部族 名 をお 
たずねに なった。 

彼らが 『ラビ一 ァ 部族の 者です』 と 答えた ところ、 み使い は 大変 歓迎され た。 両者 間に はこ 
れ まで なんら 対立 関係はなかった からで ある。 
彼ら は 次のように 述べた。 

『み使い 様、 私たち は 遠隔地から やって来ました 力、 あなた 様と 私たちの 間に は 不信者の 
ム ダル 族が 居住して いるた め、 聖月 間 以外に あなた 様の 処に 来る ことが 困難です。 
それ 故 どうか 私たちの 仲間への 導き や 天国に 私たち も 入れる ような 教え をいた だきた ぐ 思 
います』 

これに 対しみ 使い は 次のように いわれた 



『私 は あなたた ちに 四つの 行為 をす すめ、 別に 四つの 行為 を 禁じます』 

更に 付言して 『私 は あなたた ちに アツ ラ一 への 強い 信仰 を 持つ こと を 望みます』 と 述べ、 

『アツ ラーへの 信仰と は 何 を 意味す るか、 理解して います か』 とおたず ねに なった。 

彼ら 力 《 『知りません』 と 答える と、 み使い は 『それ は アツ ラ一 以外に 神 は 存在せ ず、 ム ハン 

マドは 神の み使いで あると 証言す る こと、 礼拝の 実践、 ザ 力 一卜の 支出、 ラマ ダ一ン 月の 

断食、 更に、 戦利品の 五分の 一 を 提出す る こと を 意味し ます。 

なお 私 は、 あなたた ちに ひょうたんつ ぼや 酒が め、 または 他の 飲酒 容器 類 を 使う こと を禁 

じます』 といわれた」 

シ ユウ バ による ハディ一 スに は、 容器に 関し 木製 鉢 (ナ キール） 、 または、 皮 袋 (ム カイ ャ 
ル） という 表現が みられる。 

み使い はまた 「これらの こと を 記憶し、 ここに 来れなかった 者た ちに 伝える ように」 ともい わ 
れ たと 記されて いる。 

イブ ン. アツ バースに よる ハディ一 スは 前記の シ ユウ バの それと 同 内容で ある 力、 その 中に 次の 表 
現が みられる 

預言者 はこうい われた 

『私 は ひょうたんつ ぼや、 木 鉢、 ニス 塗りの 瓶、 または 松脂 を 塗った 容器な どで ナビ一 ズを 
作る こと を 禁ずる』 

また イブ ン' ムアー ズは 彼の 父より 聞いた 話と して、 アツ ラ一 のみ 使いが アブ ドル' 力 イス 
族の ァ シャツ ジュに 対し 『あなた は、 アツ ラ一 が 悦び 給う 二つの 美点、 即ち 理解力と 思慮 深 
さ を そなえて いる』 といって 賞 護した こと を 伝えて いる。 

カタ一 ダ によると、 アブ ドル' 力 イス 族の 使節団の 一人が 以下の 話 を 彼に 語った 力、 アブ一' サイ一 

ド 'フ ドリ一 によれば その 人の 名 は アブ一 'ナ ドラであった という 

アブ ドル' 力 イス 族の 人々 は アツ ラーの み使いの 処 にきて、 次のように いった 
「アツ ラ一 の 預言者 様、 私たち は ラビ一 ァ 族の 者です 力、 私たちと あなた 様との 中間に 不 
信者の ム ダル 族 居住地 域が あるた め、 聖月 間 以外に は 私たち は あなた 様の 処に 来る こ 
と は 不可能です。 

どうか 私たちの 仲間の ために も、 天国に 入れる よう 善行に ついて 教えて ください」 

アツ ラーの み使い は それに 対し、 こうい われた 

「私 は あなた 方に 四つの 善行 をす すめ、 別に 四つの 悪行 を 禁じます。 

善行と は アツ ラ一 を 崇拝し、 アツ ラ一 になに もの を も 比肩して はならぬ こと、 礼拝 を 行い、 

ザ カート を 支出し、 ラマ ダーン 月 の 断食 を 守る ことです。 

それに 戦利品の 五分の一 を 提出し なければ なりません。 

私が 禁ずる 四つと は、 乾いた ひょうたん つぼ、 緑色の 瓶、 ニス 塗りの 容器、 なつめやしの 

木で 作った 鉢け キール） を 使用す る ことです」 



彼らが" ナ キール" と はなに かと 質問した ところ、 預言者 は それが 木の 幹 をく リ ぬいた 容器 
で、 中に 小粒の なつめやしの 実 （サイ一 ド によると、 預言者 は" タム ル" といわれた という） 
を 入れ、 

水 を 注ぎ 発酵 させて 酒 を 造ったり、 また それ を 飲んだり する ために 使われる 道具で ある 
と 答え 、「あなた 方の一 人 は 酔った あげぐ その 従兄 を 剣で 傷つけ たで はない か」 といい 加 

えられた。 

彼らの一 人 はこれ に対して 「実際 私たちの 仲間の一 人が 酔つ ばらって 人 を 傷つけ る 事件 
を 起こした のです が、 そのこと を 恥じ、 み使い 様に は 内密にして いたのです。 
しかしながら、 もし 私たちが これらの 道具 を 使えない とすれば どんな 容器が 水 を 飲む のに 
適当でしょう か」 とたず ねた。 

み使い 力 《 これに 対し 口元 を繙で 結ぶ 皮 製の 水 袋が 適当で あると 述べる と 彼ら は 「み使い 
様、 私たちの 国に は 野 ねずみが 多ぐ 皮の 水 袋 は それらに かじられて しまいます」 と 答え 
た 力、 アツ ラ一 の 預言者 は 三度 も 繰り返して 「たとえ 野 ねずみに かじられよう とも 皮 袋 を 使 
うように」 と 指示され たのでした。 

アツ ラ— の 預言者 はこの 後、 アブ ドル ■ 力 イス 族の ァ シャツ ジュ にむ かし 、「あなた は アツ ラ— 
の 喜ぶ 二つの 特性、 即ち 理解力と 思慮 深さに 富む 人物です」 といって おほめに なった。 

カタ一 ダ による アブ ドル' 力 イス 族が アツ ラーの み使いの 処 にやって きた 時の 前記と 同 内容の ハデ 
ィ一ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ るが、 それに は 「小粒の なつめやし （ク タイ一 ァ一） 、また 
は、 （普通の） なつめやし (タム ル） の 実、 および、 水 を それに 注ぐ」 などの 言葉 は 記されて いない。 
また、 サイ一 ドが 伝える 預言者の 言葉 「なつめやしの 実 （タム ル）」 という 表現 も みられない。 

アブ一 ■ サイド' フ ドリ一 によると、 アブ ドル' 力 イス 族の 使節 は、 アツ ラーの 預言者の 処に 来て 次の 
ようにい つた 

「アツ ラーの 預言者 様、 アツ ラーが 私たち を あなた 様の ために 役立た しめます ようにと 願つ 
ております。 

(ところで) どんな 飲物が 私たちに 良い の 力、、 教えて ください」 

預言者 はこれ に 対し 飲物に ついては 触れず 「酒 用 木 鉢け キール) から 飲んで はなら な 

し、」 と 述べ、 ナキ一 ルとは 何かとの 質問に 対し 「内部 を くりぬいた 木の 株で ある」 と 答える と 

共に 

「ひょうたん 瓶 や 酒器 を 用いて はならない。 

繙で 口元 をし める 皮 袋 （ムゥ 力一) を 使うよう に」 と 指示され た。 



イス ラームの 宣教 法に 関して 



イブ ン 'アツ バースに よると、 ムァ一 ズは 次のように 語った 

アツ ラーの み使い は 私 を イエメンに 派遣す るに 当り、 こうい われた 

「あなた は、 啓 典 を 信ずる 人々 に 会う だろう が、 先ず 彼らに 対し 『アツ ラ 一以外に 神 はなぐ 

私 (ムハンマド） は アツ ラ一 のみ 使いで ある』 と 説きなさい。 

彼らが それ を 信仰したら、 次に、 アツ ラ一 は一日 五 度の 礼拝 を 命じて いる こと を 説き、 更に 

それ を受 入れたならば、 アツ ラ一 は ザ 力一 トを 義務と して 定めて おり、 それ は 貧者に 給す 

るた め 富裕 者より 集められる こと を 教えなさい。 

ただし、 彼らが これ を受 入れた としても 彼らの 最も 大切な 財産まで ザ カートと して 徴収して 
はならない。 

迫害され 苦しむ 人々 の 祈りの 声 は 心して 聴く ように。 アツ ラ一 とその 人た ちとの 間に はな 
んら 障壁 もな ぐ 彼らの 声 は そのまま アツ ラ一 の もとに 達する ものです （注）」 

(注） 迫害され る 者の 祈り はたと え 不信者の それで すら、 直接 アツ ラ一 に 達する といわれる 

イブ ン 'アツ バースに よると、 預言者 は ムァ一 ズを イエメンに 派遣な さった 折、 次のように いわれた 
「あなた は、 啓 典 を 信ずる 人々 に 会う だろう」 以下 は 前記 ハディ一 スと同 内容で ある。 

イブ ン 'アツ バ一ス によると、 アツ ラ一 のみ 使い は ムァ一 ズを イエメンに （知事と して) 派遣した 時、 
こうい われた 

「あなた はこれ から 啓 典の 民ら の 地域に 赴く ので あるが、 先ず 最初に 彼らに 説くべき こと 
は アツ ラ一 への 信仰で、 

彼らが これ を 十分 理解したならば、 - 日 五 度の 礼拝が 課せられ ている こと を 説き、 

更に、 これが 守られる ようになったならば、 アツ ラーが 彼らに ザ カート を 義務と して 命じて お 

リ、 これ は 富裕 者より 集め 貧者に 分配され る こと を 話しなさい。 

そして これに 彼らが 納得したならば、 ザ カート を 集めなさい。 

ただし、 彼らの 最も 大切な 品々 まで ザ 力一 ト として 徴収す るよう な ことがあって なりません」 



不信者に 対する 戦闘 命令に ついて 

アブ一 'フ ライラ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 亡くなられ、 アブ一 'バ クルが カリフ （後継者） に 選ばれた 時、 アラブの 

幾つかの 部族が イスラ一 ム 信仰 を棄 てた。 

これに 関し ウマル' ビン' ハッタ一 ブは アブ一 'バ クルに 次のように いった 

「アツ ラ一 のみ 使い は、 かって 

『'アツ ラ 一以外に 神 はない" との 信仰 を 持たぬ 者と 戦うよう アツ ラーより 命ぜられた。 信仰 
を 告白した もの は、 私の 責任に おいて 庇護され るが (罰に 価す る） 違反者への 報い は アツ 
ラ一 （の 判断） に 委ねられる』 

と 述べられ たが、 あなた は (背信者ら と) 戦う つもりで すか」 

これに 対し アブ一' バ クル は 「ザ 力 一卜と 礼拝 を 分離させる 者に 私 は 必ずや 戦い をい どむ 

だろう。 

ザ 力一 トは 礼拝 同様 信仰の 基本で あり 富める 者の 義務で ある。 

今、 （ザ カート 運搬 用の らくだの 脚 をむ すんだ) 紐 を ゆるめよう としない 者ら も、 み使い 在世 

の 頃に は （義務と して ザ カート を） 支払って いたので ある。 

今 それ を やめる 者に 対して、 私 は 断固と して 戦う であろう」 と 答えた。 

この 言葉に ウマル ゼン' ハッタ一 ブは 「アツ ラーに 誓って 申します、 今や アツ ラ一 は アブ 

—'バ クルの 心 を 開き、 ザ カート 供出 を 拒否す る 者ら に対する 戦いが 正当で ある こと を 気 

づ かせ 給うた。 

アブ一 'バ クルの 決意 は 正当で あると 私 は 思う」 と 述べた。 

アブー 'フ ライラに よると、 アツ ラーの み使い はかって こうい われた 

「私 は、 人々 が アツ ラ一 以外に 神 はない と 証言し ないかぎ リ、 これと 戦うよう 命ぜられた。 

それ を 証言した 者の 生命 財産の 安全 は 私に よって 保証され る。 

ただし 法 を 犯した 違反者 は 別で、 その 処置 は アツ ラーの 判断に まかせられる」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私 は、 人々 が アツ ラ一 以外に 神 はない という 真理 を 証言し、 私が アツ ラーの み使いで あ 
る こと、 および、 私が 託された 教え を 信ずる まで 戦うよう 命ぜられ ている。 
人々 がそれ を 行ったならば、 彼らの 血と 財産の 安全 は 私に よって 守られる。 
ただし 法 を 犯した 違反者 は 別で、 その 処置 は アツ ラ一 の 判断に まかせられる」 

ジャ一 ビルに よると、 アツ ラーの み使い はい われた 

「私 は、 人々 が アツ ラ一 以外に 神 はない と 証言す るまで 戦う こと を アツ ラ一 から 命ぜられた。 
人々 が、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 証言した 時、 彼らの 血と 財産 は 私に よって 守られる。 



ただし 法 を 犯した 違反者 は 除かれ、 その 処置 は アツ ラ一 に まかせられる」 

この 後、 み使い は 次の クル ァ一 ン聖句 をお 誦み になった。 

「だから、 あなた は 訓戒しなさい。 本当に あなた は 一人の 訓戒 者に 外なら ない。 かれらの 

ための 支配者で はない」 （クル ァ一ン 第 88 章 21-22 節） 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私 は 人々 力 《 『アツ ラ一 以外に 神 はな 《 ムハンマド は 神の み使いで ある』 と 証言し、 礼拝 

を 行い、 ザ カート を 支出す るまで 戦うよう アツ ラーに 命ぜられた。 

もし 彼らが それら を 行う 時、 彼らの 血と 財産 は 私に よって 保証され るだろう。 

ただし、 彼らが 法に 反する 行為 を 犯した 場合 は 別で、 その 処置 は アツ ラーに 委ねられる」 

アブ一 ■ マ 一リクに よれば、 彼の 父 は アツ ラ一 のみ 使いが こうい われる の を 聞いた 

「アツ ラ 一以外に 神 はない と 証言し、 アツ ラ一 以外に いかなる 神 を も 崇拝し ない 者 は、 財産、 
生命 を 脅かされる こと はなし、。 その 者ら の 処遇 は アツ ラ一 に 委ねられる」 

アブ一' マ一 リクに よれば、 彼の 父 は 預言者 力に うい われる の を 聞いた 
「アツ ラ一 の 唯一 性 を 信ずる 者 は …… 」 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 



信仰に ついて 



サイ 一ド' ビン 'ム サイ イブが 彼の 父から 聞いた ハディ一 ス によると、 アブ一 'タ 一リブの 臨終に 近い 
頃、 アツ ラ一 のみ 使い は 彼 を 見舞いに おいでになった。 

そこに は、 アブ一 ■ ジャ フル' アム ル 'ビン' ヒシャ 一ムと アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ゥ マイヤ ゼン ■ 

ムギ一 ラ がいた。 

み使い はこうい われた 

「伯父 上よ、 『アツ ラ 一以外に 神 はない』 と 告白して 下さい。 

そうすれば あなたが 信者で ある こと を アツ ラ一 の 前で 私が 証言し ます」 

これに 対し アブ一 'ジャ フルと アブ ドッラ 一'ビン 'アブ一 'ゥ マイヤ はいった 

「アブ一 'タ 一リブよ、 あなた は 父 アブ ドル' ムッタ リブから 受け継いだ 先祖伝来の 信仰 を棄 

てるので すか」 

み使い は、 伯父に 対し 信仰告白 をす るよう 繰り返し 頼んだ 力、 アブ一 • ジャ フルら も 彼の 
(同じ) 言葉 を 繰り返し てし、 つた。 

アブ一 'タ 一リブ は 最後に 決断して、 アブ ドル' ムッタ リブの 信仰 を 守る ことと し、 「アツ ラー 
以外に 神 はない」 と 告白す る こと を 拒否した。 
これに 対しみ 使い はい われた 

「アツ ラーよ、 私 は あなたが 止める よう 命ずる まで、 あなたに 伯父の ための 許し を 乞い 続け 
るで しょ ラ」 

その後 間 もな ぐ アツ ラ一 は 次の 聖句を 啓示され た。 

「預言者で あれ、 信者で あれ、 不信者の ために 許し を 乞う の は、 たとえ その 親族であった 

としても、 許されない。 

(彼らが) 地獄の 居住者た る こと は、 すでに 明白で あるの だから」 （クル ァ一ン 第 9 章 113 

節） 

次の 聖句も アツ ラ一 のみ 使いに 啓示され た。 

「あなたが 愛する 者で あっても、 正しい 道に あなたが その 者 を 導き 得る わけで はない。 
アツ ラ一 こそ 人 を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれ を 導き 給う か 最も 良く 知り 給う 方で 
あられる」 （クル ァ一ン 第 28 章 56 節） 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズフリ 一によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられる。 

ただし、 クル ァ一ン のこれら ニ聖 句に 言及し ない 伝承 者 もあって、 後半 部分に 表現 上 若干の 差異 

が みられる。 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い は 死の 床に 臥す 彼の 伯父に こうい われた 
「『アツ ラ 一以外に 神 はない』 と 告白して 下さい。 

そうすれば 私が 審判の 日 にあな たが ムス リムで ある ことの 証言 者になります」 



しかし 伯父 （アブ一 'タ 一リブ） はこれ を 拒否した。 
この 折、 アツ ラ一 は 次の 聖句を 啓示され た。 

「あなたが 愛する 者で あっても、 正しい 道に あなたが その 者 を 導き 得る わけで はない。 
アツ ラ一 こそ 人 を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれ を 導き 給う か 最も 良く 知り 給う 方で 

あられる」 （クル ァ一ン 第 28 章 56 節） 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラーの み使い は 臨終 近い 彼の 伯父に こうい われた 

「『アツ ラ 一以外に 神 はない』 と 唱えて 下さい。 そうすれば 審判の 日に 私 は、 あなたが ムス 
リムで ある ことの 証言 者になります」 
これに 対し アブ一 'タ 一リブ はいった 

「死 を 恐れる あまり 改宗した の だと 私 を クライ シュ 族の 者ら が 非難す る 心配 さえなければ、 
私 はお 前の 言葉に 従った だろう に」 
この 折、 聖 句が 啓示され た。 

「あなたが 愛する 者で あっても、 正しい 道に あなたが その 者 を 導き 得る わけで はない。 
アツ ラ一 こそ 人 を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれ を 導き 給う か 最も 良く 知り 給う 方で 
あられる」 （クル ァ一ン 第 28 章 56 節） 



信仰に よって アツ ラ一 



こお 会いす る ことにつ いて 



ウス マーンに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「『アツ ラ 一以外に 神 はない』 との 真理 を 十分 知って、 死 を 迎える 者 は 天国に 入る」 

フ ムラ一 ン によると、 ウス マーン はこう 語った 

「私 は アツ ラーの み使い 力、 （前記と 同 内容の ハディ一 スを） 語る の を 聞いた」 

アブ一' フライ ラは 次のように 語った 

私たち は 預言者と 共に タブークへの 遠征に 参加した。 
その 途中 食糧が ほとんど 尽き、 状況が 切迫した。 
そのため 人々 は 乗 用ら くだ を 食糧と して 屠殺す る ことにした。 
ここに 至って ウマル はいった 

「アツ ラ 一のみ 使い様、 どうか 兵た ち それぞれの 持つ 僅かな 食糧で も 全部 集め、 あなたが 
その上に アツ ラーの 加護 を 祈って ください」 
預言者 は それに 同意な さった。 

そこで 麦 を 持つ もの は その 麦 を、 なつめの 実 を 持つ 者 は、 そのな つめの 実 を それぞれ 手 
にしながら 寄り集まった。 

ムジャ 一ヒド によると、 なつめの 種 を 持参した 者ら もお リ、 なつめの 種で どうす るの かと 聞 
かれた 時、 彼ら は 「これ をし やぶりながら 水 を 飲む の だ」 と 答えた という。 
(ともあれ) 預言者 は これらの 食糧の 上に アツ ラ一 の 恵み を 祈った。 
(すると その 分量 は 奇跡的に 増大し） 人々 は、 食糧 を 十分に 補充す る ことができ たので あ 

つた。 

この 時、 預言者 は 次のように いわれた。 

「アツ ラ 一以外に 神 はなぐ 私 は アツ ラーの み使いで ある こと を 証言し ます。 

(アツ ラーの） しもべに して これら 二つに 疑念 を 抱かず 審判の 日 に アツ ラーに お会いす る 者 

は 必らず 天国に 入れる であろう」 

アブ一 'フ ライラ、 または、 アブ一' サイ一 ドょリ 聞いて、 ァ アマ シュ はこう 伝えて いる 
タブ一 ク 遠征の 折、 食糧が 欠乏し 兵た ち は 飢えに 苦しんだ。 
彼ら は アツ ラ一 のみ 使いに 乗 用 ラクダ を 殺して 食糧と しその 脂肪 を 使いたい と 許可 を 求め 

た。 

み使い は 「望む ようにしなさい」 とお 答えに なった が、 ウマルが そこにき て 次のように いつ 
た 

「アツ ラ— のみ 使い様よ、 もし 彼らに それ を 許したら 乗り物が 足りなくなります。 提言し ます 
力、 兵た ち それぞれに 残って いる 食品 を 持って くるよう に 命じ、 それらの 食品に アツ ラーの 



恵み を 祈って 下さい。 そうすれば アツ ラ一 が 加護 を 下さる に 違いありません」 
み使い はこれ に 同意な さった。 

そして 皮 製の マット を 持って こさせ、 それ を 敷いて から 兵た ちに 食糧の 残り を 持って 集まる 
よう 命じた。 

それで 或る 者 は 一握りの 穀物 やひと つかみの なつめの 実な ど を 持って 集まった。 

パンの 切れ端 を 持って来る 者 もあった。 

僅かず つ 集まった これらの 食品 は マットの 上に 置かれた。 

み使い は これら 食品の 上に アツ ラーの 恵み を 祈って 後、 こうい われた 
「各自 容器に いっぱい 食品 をと りなさい」 

それで 兵た ち は それぞれの 容器に 食物 を あふれる ばかりに 満たした が、一 人と して 空の 
容器 を 持つ 者 はいなかった。 

彼ら は 腹一 杯 食事 をした 力、 マットの 上に はま だ 余りが 残されて いた。 
み使い はこの 折、 次のように いわれた。 

「アツ ラ一 以外に 神 はなぐ 私 は アツ ラ一 の 使徒で ある こと を 証言し ます。 まことに この 二つ 
に 疑念 を 抱く ことなく アツ ラーに お会いす る こと を 願う 者 は、 天国から 決して 遠ざけられる こ 
と はないで あろう」 

ウバー ダゼン 'サ 一ミトに よれば、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「『アツ ラ一 以外に 神 はなぐ アツ ラ一 は 唯一 にして 彼に 比肩すべき もの はない。 
ムハンマド は アツ ラーの しもべに して 使徒で ある。 

イエス もまた アツ ラーの しもべ、 そのし もべ 女の 息子で あり、 アツ ラーが マリア を 介して 伝 
達された そのみ 言葉、 その 精霊で ある。 

天国 は 存在し 地獄 もまた 存在す る』 と 証言す る 者 を、 アツ ラ一 は それぞれの 望みの まま 八 
つの 門の どれから でも 天国に お入れになる」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ゥ マイル ゼン ■/ ヽ一 二一 によっても 伝えられ ている。 

ただし これに は 「アツ ラ一 はに れらの 真理 を 確信す る 者 を） 八つの 門の どれから でも 望みの まま 

天国に 入らし め 給う」 という 表現 は みられない。 

スナ一 ビヒ一 はこう 伝えて いる 

彼 は 死の 床に あった ウバー ダ 'ビン 'サ 一ミト を 見舞い 悲しみ 泣いた。 
これに 対し ゥバ一 ダは 次のように 述べた。 
「落着きなさい。 どうして 悲しむ のです か。 

アツ ラ一 に 誓って、 もし 私が 証言 を 求められたら あなたが 信者た る こと を 必ず 証言し ます。 
また、 もし 執り成し を 求められたならば、 あなたの ために 必ず 執り成し を 致します。 
そして、 もし 他に もで きれば、 あなたの ために 役に立ち たいと 思います」 



それから 彼 は 言葉 を 続けて いった 

「アツ ラ一 のみ 使いから 私が 聞いた 話 は あなた 方に とっても 有益で あり 私 は その 全て を 話 

しました が、 まだ一 つ だけ 残って います。 

私 はもう すぐ 死ぬ 身で も あり、 今 話して おきましょう。 

み使い は 次のようにい われました。 

『アツ ラ 一以外に 神 はなぐ ムハンマド は アツ ラーの み使いで ある こと を 証言す る 者に 対し、 
アツ ラ一 は 地獄の 日 を 禁じ 給う だろう』 と」 

ムアー ズ ゼン' ジャ バル はこう 伝えて いる 

私 は、 ろばの 背で 預言者の すぐ 後に 座り、 間に は 鞍の一 部が みえる だけだった。 

預言者 はこの 折 r ムァ一 ズ 'ビン 'ジャ バルよ ！ 」 と お呼びに なった。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 あなたのお 側に おります 。なんなりと お申しつ け 下さい」 と 答 

えた。 

同じ ことが しばらく 間 をお いて 二度 ほど 繰り返された 後、 預言者 はこうい われた 
「あなた は アツ ラ 一力、 どのような 権利 を しもべら に 要求な された か 知っています か」 
私 はこれ に 対し 「アツ ラーと そのみ 使いが 最もよ くご 存知です」 と 答えた。 

預言者 は 「アツ ラ一 力 《 しもべら に 要求した 権利 は、 しもべら が アツ ラ一 を 崇め、 アツ ラ一 に 
なにもの を も 混え て はならない という ことです」 といわれた。 
その後、 しばらくして 預言者 は 「もしも アツ ラ一 をな にもの を も 混え る ことなく 信仰した 場合、 
しもべら が アツ ラーに 要求すべき 権利 は 何 か 知っています か」 と 問い かけられ、 「知り ませ 
ん」 と 私が 答える と 「それ は アツ ラ一 が 彼ら を (地獄の 業火で) 苦しめない ようにと 願う こと 
です」 といわれた。 

ムアー ズゼン 'ジャ バル はこう 伝えて いる 

私はゥ ファイル という 名のろ ばの 背で アツ ラ一 のみ 使いの 後に 座った。 
この 折、 み使い はこうい われた 

「ムアー ズょ、 あなた は しもべら に対する アツ ラーの 権利と、 アツ ラーに 対する しもべら の 

権利に ついて 知っています か」 

私が 知りません と 答える と、 み使い はこうい われた 

「しもべら に対する アツ ラーの 権利 は 彼らが アツ ラ一 のみ を 崇拝し、 アツ ラーに 対しな にも 
の を も 同位 者と しない ことです。 尊き アツ ラ一 に対する しもべら の 権利 は、 アツ ラ一 になに 
もの を も 混えない 者 を 罰しない ことです」 

ムアー ズが み使いに 対し 「この 喜ばしい 教え を 人々 に 知らせても よいです か」 とたず ねる 
と、 彼 は 「誰に も 話して はならない。 人々 が (イスラ一 ムの） これ 以外の 教え を 守らな ぐよ る 
恐れが あるから です」 といわれた。 



ムアー ズ 'ビン' ジャ バルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「ムアー ズょ、 あなた は しもべら に対する アツ ラーの 権利 を 知っています か」 

ムァ一 ズカ 《 「知りません」 と 答える と、 み使い はい われた 

「アツ ラ 一のみ を 崇拝す べきで、 なにもの を も 彼の 同位 者と して はならない ことです」 

更にみ 使い は 「もしも、 しもべら がその 通りに 行った 場合、 アツ ラーに 対する しもべら の 権 

利 はなんで すか」 とおたず ねに なり、 私が 「知りません」 と 答える と、 「アツ ラ一 が 彼ら を 罰し 

ない ことです」 といわれた。 

ァスヮ ドゼン セラ一 ル によると、 ムアー ズ はこう 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使いが、 私の 名 をお 呼びに なった。 

私が 答える と 「あなた は、 人々 に対する アツ ラーの 権利に ついて 知っています か」 とい わ 
れた。 

これ 以下の 記述 は、 前記の ハディ一 スと同 内容で ある。 

アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

私たち は、 アツ ラーの み使いの まわりに 座り、 アブ一 'バ クル や ウマル も 一緒だった。 
しばらくして み使い は 立ち上り、 外に 出て 行った まま、 長い間 帰って来なかった。 
そのため、 私達 は 「誰も 彼に ついて 行かなかった ために 敵に とらわれ たので はない か」 と 
心配し だした。 

不安に なって 私たち は 立ち上が つたが、 最初に 危惧し だした の は 私だった。 

それで 私 は、 み使い を 探しに 外に 出て、 アンサ一 ルの 居住 区に ある バヌ一 ■ ナツ ジャ一 ル 

所有の 庭園に 行き、 その 門の あたりまで みて まわった が 誰もい なかった。 

しかし 外部の 井戸から 庭園に ひき 込まれた 小川 （ラビ ィゥ） が 見えた ので、 私 は それに ひ 

かれきつ ねの ように そっと 近づいて 行った。 

すると、 そこにみ 使いが おられた のだった。 

み使い は 「アブ一' フライ ラか」 といわれた。 

私 力 《 「そうです」 と 答える と、 また、 「どうしたの だ」 といわれた。 

私 は 「あなたが 私共のと ころから 立って 出て 行かれ、 長い間 帰って来な いので、 誰もい な 

ぃ処で 敵に とらわれ たので はない かと 不安に なりました。 

私が 最初に そのような 危惧に とらわれ たのです。 

それで 私 は 庭園に 来て、 丁度き つねが やる ように、 そっと 近づいた のです。 

仲間ら もす ぐに ここに やって 参ります」 と 答えた。 

み使い は 「アブ一' フライ ラょ」 と 呼ばれ、 履物 を 私に 下さって からこう いわれた 

「私の これらの 履物 を 持って行きなさい。 

そして この 庭園の 外で、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 真実 証言す る ものが いたら、 その 者 は 
天国に 入れる こと を 伝え 喜ばせて あげなさい」 



さて、 私が 会った 最初の 人物 は ウマルでした。 

彼 は それらの 履物 は 何かと 私に たずねた ので、 私 は 次のように 答えた。 

「これ はみ 使いの 履物です。 

これらと 共に 彼 は、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 心の底から 証言す る もの は 誰でも 天国に 入 

れる という 良き 知らせ を 告げる こと を 私に 託した のです」 

この 時 ウマルが、 突然 私の 胸 を 強く 押した ので、 私 は ひっくりかえって しまった。 

彼 はいった 「アブ一 'フ ライラよ。 戻りなさい」 

私 はみ 使いのと ころへ 戻った が ほとんど 泣き出さん ばかりでした。 

ウマル は 私の すぐ 後に ついて きた。 

み使い 力 《 「どうした のか」 といわれ たので、 「ウマルに 出会い アツ ラ一 のみ 使い様が 私に 託 
した 朗報 を 彼に 話した ところ、 彼 は 私の 胸 をた たかい 後に ひっくりかえらせ、 ここに 戻る よ 
うにと 命じた のです」 と 告げた。 

これに 関してみ 使い は 「どうして そのような 事 をした のか。 ウマルよ」 といわれた。 
ウマル はこれ に 答えて 「アツ ラーの み使い 様、 父母に かけて 申し上げます 力、 あなた は、 
アブ一 'フ ライラに 履物 を もたせて、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 心の底から 証言す る 者に 
会ったら 誰でも その 者 は 天国に 入れる という 良き 知らせ を 託した のです か」 とたず ねた。 
み使い 力 《 r その 通りです」 とお 答えになる と、 ウマル は 次のようにい つた 
「どうか、 そのような 事 はなさらないで 下さい。 
なぜならば、 私 は 人々 がた だ その 事 だけ を 信ずる の を 心配す るからで す。 
彼らに 善行 を 奨励して 下さい」 

み使い は ウマルの 言葉に 同意され 「そう 勧めよう」 といわれた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 の 預言者 は ムァ一 ズ 'ビン • ジャ バルに 対し、 彼が 預言者の 後で 共に ろばの 背中 

に 乗って いた 時、 「ムアー ズょ」 と 呼び かけられた。 

ムァ一 ズは 「あなたのお 側に おります 。何なりと ご用 命 下さい」 と 答えた。 

この ことが 三度 繰り返された 後、 アツ ラ一 のみ 使い は 次のように いわれた 

「アツ ラ 一以外に 神 はなぐ ムハンマド は 神の しもべで あり、 神の 使徒で あると 心底から 証 

言す る 者で あれば、 誰でも アツ ラ 一により 地獄の 業火から 守られる であろう」 

これに 対し ムアー ズカ、 「その 事実 を 人々 に 知らせて 喜ばせて はいけ ません か」 といった 

ところ、 み使い はこうい われた 

「もし、 彼らに 知らせたならば、 彼ら はた だ それだけに 頼る ことになるだろう」 

ムァ一 ズは、 この 話 を 彼の 死の 床に おいて 初めて 語った ので ある 力、 それ は 人々 に 誤ち 

を 犯させない ためであった。 

イト バーン ゼン' マ一 リク は マディ一 ナヘ 来て、 こう 語った 



何 かの 原因で 私の 視力が 悪化した。 

そこで 私 は アツ ラ一 のみ 使いに 次のように 記した 手紙 を 送った 

「私 は あなた 様が 私の 家に おいで 下さる こと を 心より 願って おります。 あなたの ご 出席の も 

とに 礼拝 を 行う その 場所 を、 私 は 祈りの 場に したいと 思います」 

預言者 は そこに おいでになり、 また、 アツ ラーが お望みに なった 教 友の 何人 かも 共に やつ 

てきた。 

預言者 は 家に お入りに な リ 礼拝 をな された。 

彼の 教友 たち は 仲間 同志で 話 を 始め、 話題 は マ 一リク' ビン' ドウ フ シャムに およんだ。 

彼ら は、 預言者 力 《 マ 一リク を 呪って 死に 到らし める 力、、 または、 災難に 会わせる よう 神 アツ 

ラーに 祈願 すれば よいのに と 話して いた。 

この間に アツ ラ一 のみ 使い は、 礼拝 を 終え、 次のように いわれた 

「マ一 リク' ビン' ドウ フ シャム は、 アツ ラ一 以外に 神 はな 《 私が アツ ラ一 のみ 使いで ある こ 

と を 証言 しないので すか」 

これに 対し 「彼 は 勿論 証言 は 致します が、 しかし、 決して 心底からの ものではありません」 
と 彼らが 答える と、 み使い は 「アツ ラ一 以外に 神 はな 《 私が アツ ラ一 のみ 使いで あると 証 
言す る 者 は、 地獄に 入る こと はなぐ 業火 も その 者 を 焼き 尽くす こと はないで あろう」 とい わ 
れた。 

ァ ナス はこれ に 関連し、 次のように 述べて いる 

「この ハディ一 スを 聞いて 私 は 非常に 感動し ました。 それで 私 は 息子に これ を 書きと どめ 
るよう に 命じました」 

ァ ナスに よると、 盲目の イト バーン ゼン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに 手紙 を 送り、 私の 家に 来て、 礼拝 場所 を 定めて 下さる ようお 願い 

した。 

それで、 み使い は教 友ら 共々、 私の 家に 来られた 力、 その 時、 マ一 リク ゼン 'ドウ フ シャム 
という 人物に ついて 教 友の 間で 論議が かわされた。 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 



信仰の 喜びに ついて 



アツ バース ■ ビン ■ アブ ドル' ムッタ リブに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「信仰の 喜び を 味わう と は、 アツ ラ一 を 主と 崇め、 イスラ一 ムの 教え を 日々 の 導きと し、 ム 
ハン マドを アツ ラ一 のみ 使いと 信じる ことで ある」 



イマ一 ンの 種類に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると 預言者 はこうい われた 

「信仰 （イマ一 ン） に は 70 以上の 種類が ある。 謙譲 も 信仰の一 つで ある」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「信仰に は 70 以上、 もしくは、 60 以上の 種類が ある。 

その 最善なる もの は、 アツ ラーの 外に 神 はない と 証言す る ことで あり、 最も 小なる 信仰と 
は 道路から 邪魔になる 者 を 片付ける 行為で ある。 
謙譲 も 信仰の一 つで ある」 

サ一 リム は その 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は、 或る 男が その 弟に 謙譲に ついて 教えて いるの を 聞き、 こうい われた。 
「謙譲 は 信仰の一 つで ある」 

ズフリ 一は 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝え、 次の 表現 を 加えて いる 

預言者 は、 たまたま アン サールの ある 男が その 弟に 謙虚 さに ついて 諭して いる 時、 その 
傍ら をお 通りに なった。 

ィ ムラ一 ンゼン 'フサ イン は、 預言者の 次の 言葉 を 伝えた 
「謙虚で あれば 善い 結果が 生ずる ものです」 

これに 関連し ブ シャイ ルゼン '力 アブ は 「知恵の 書 にも 節制 及び 平穏 は 謙譲より 生ずる 
と 記されて います」 と 語った が、 ィ ムラ一 ンは 「私 は あなたに アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 伝 
えてい るのに、 あなた は あなたの 読んだ 本に ついて 話して おられる」 といって 彼 を 咎めた。 

カタ一 ダ はこう 伝えて いる 

私達 は、 ィ ムラ一 ン ■ ビン ■ フサ インと一 緒に 座って いた。 
そこに はブ シャイ ルゼン '力 アブ もいた。 

ィ ムラ一 ンは、 アツ ラ一 のみ 使いが 或る時お 話しに なった 「謙虚 さは 完全なる 善行で ある」 



もしくは 「謙虚 さは 善行 を 完全に する」 という 言葉に ついて 語った。 
これに 関して ブ シャイ ルゼン '力 アブ はいった 

「或る 種の 書物、 または、 知恵の 書に は、 謙虚 さが 心の 平穏 や アツ ラーに 対する 分別 を 生 
ぜ しめる と あり、 また 謙虚 さに は 弱点 も あると 記されて いる」 
この 言葉に ィ ムラ一 ンは 両眼が 赤くなる ほど 怒って 「私が アツ ラ一 のみ 使いの ハディ一 ス 
を あなたた ちに お話しして いるのに、 あなた は それに 相反す る こと を 述べようと している で 
はない か」 といった。 

私 （カタ一 ダ） が 思う に、 ィ ムラ一 ンは アツ ラーの み使いの ハディ一 スを 語った のに 対し、 ブ 
シャイ ルは それと 同じ 類の 一般的な 話 をした ため ィム ラーンが 怒った ので ある。 
それで 私たち は、 ィ ムラ一 ンに 対し 「アブ一' ヌジャイ ドょ （ィ ムラ一 ンの 呼び名） ブ シャイ ル 
は 私たちの 仲間で あり、 なにも 間違った 事 を 述べた わけで はない」 といって なだめた。 



前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ィ ムラ一 ンゼン 'フサ インに よっても 伝えられ ている。 



イスラ一 ムの最 重要な 教えに ついて 



スフ ヤーン ■ ビン ■ アブ ドッ ラ一 ■ サ カフ ィ一 は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに こういった 

「あなたが 亡き後 (もしくは あなた 以外に) イスラ一 ム に関して 誰に も 質問す る 必要の ない 
ほどに 重要な 事項 を 教えて 下さい」 

これに 対しみ 使い は 「アツ ラ一 を 信じます と 唱え、 それ を 固く 守って し 、くこと です」 といわれ 

た。 



イス ラームの 長所に 関して 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル はこう 伝えて いる 

或る 男が アツ ラーの み使いに 「イス ラームの 長所 は どんな 点に あります か」 とたず ねた。 
み使い はこれ に 対し 「食物 を 分ち 合い、 知っている 者 や 知らぬ 者の 区別な く 挨拶 を 交わす 
点です」 とお 答えに なった。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン' ァ一ス はこう 伝えて いる 

或る 男が アツ ラ一 のみ 使いに 「どんな ムス リムが よい ムス リムです か」 とたず ねた。 
これに 対しみ 使い は 「言葉に よってで も、 手に よってで も 他人 を 平安に する 人力ない ムス 
リムです」 といわれた。 

ジャー ビルに よると、 預言者 はこうい われた 

「ムス リムと は、 手に よってで も、 言葉に よってで も 他の ムス リムた ち を 安ん ずる 人の こと 
です」 

アブ一 ■ ムーサ一' アシュアリー は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いに r イス ラームの 何が 最も 秀れ ている 点です か」 とたず ねた。 
これに 関しみ 使い はこうい われた 「お 互いの 言葉と 行動に よって ムス リムた ちが 守られ、 
安全で ある 点です」 

ブラ イド' ビン' アブ ドッ ラー は、 これと 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いるが、 それに 次の 表 
現が みられる。 

「アツ ラ一 のみ 使い は 『どんな 人た ちがよ い ムス リムです か』 と 質問され た」 



預言者 を 愛する ことにつ いて 

ァ ナスに よれば、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「いかなる しもべで あれ （アブ ドル 'ヮ 一リスに よれば、 "いかなる 人であって も"） 私 を その 
家族、 財産、 あるいは、 全人 類よりも 愛する ようにならない 限り イス ラームの 信仰者と はい 
えない」 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなた 方 誰もが、 私 を あなた 方の 子供、 父親、 あるいは 全人 類よりも 大切な 存在と 考え 
るよう にならない 限り、 イスラ一 ムの 信仰者と はいえ ません」 

同胞愛に ついて 

ァ ナス 'ビン' マ一 リクに よると、 預言者 はこうい われた 

「あなた 方が 自分自身 を 愛する ように、 兄弟 や 隣人 を 愛する ようにならない 限り、 まことの 
信仰 を 持つ とはいえ ません」 

ァ ナスに よれば、 預言者 はこうい われた 

「私の 命 を 司る 方に 誓って 申します 力、 自分の ためになる もの を 隣人の ため、 もしくは、 兄 
弟の ために も 役立てよう としない 者 は、 まことの 信仰 を 持つ とはいえ ません」 



隣人 を 傷つけ ぬ ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「隣人 を 不当な 行為で おびやかす 者 は、 天国に 入る ことができない 

隣人 や 弱者に 寛大で ある ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラ一 と 審判の 日 を 信ずる 者 は、 良き 言葉の み を 語る か、 さもなければ、 沈黙 を 守りな 
さい。 また、 アツ ラ一 と 審判の 日 を 信ずる 者 は、 隣人に 対し 寛容 を もって 接しなさい。 そし 
てまた、 アツ ラ一 と 審判の 日 を 信ずる 者 は、 客人に 対し 十分な 親切 を 尽くしなさい」 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 



「アツ ラーと 審判の 日 を 信ずる 者 は、 隣人 を 傷つけ て はなり ません。 アツ ラーと 審判の 日 を 
信ずる 者 は、 客人に 対し 寛容 を 示すべき です。 そして また、 アツ ラ一 と 審判の 日 を 信ずる 
者 は、 良き 言葉 を 話す か、 さもなければ、 沈黙 を 守るべき です」 

アブ一' ハ シーンの 伝える ハディ一 スも 以下の 言葉 を 除き、 前記の アブ一' フライ ラ による ものと 同 

内容で ある。 

アツ ラ一 の 使徒 はこうい われた 

「アツ ラーと 審判の 日 を 信ずる 者 は、 隣人に 親切 を 尽くす べきです」 

アブ一 'シュ ライハ' フザ一 ィ一 によると、 預言者 はこうい われた 

「アツ ラーと 審判の 日 を 信ずる 者 は、 隣人に 親切 を 尽くすべき です。 アツ ラーと 審判の 日 を 
信ずる 者 は、 客人 を 歓待すべき です。 そして また、 アツ ラーと 審判の 日 を 信ずる 者 は、 良 
きこと を 語る 力、、 さもなければ、 沈黙 を 守るべき です」 



嫌悪すべき ものの 排除に ついて 



タ 一リク' ビン 'シ ハーブ はこう 伝えて いる 

ィ一ド (大祭) の 礼拝 前に、 フトバ (説教) を 行う 習慣 を 始めた の は マル ヮ一ン であった。 
ある 男が 立ち上 力 《 つて 「礼拝 は フトバ の 前に 行われるべき である」 と 抗議した のに 対し、 マ 
ルヮ一 ンは 「その 慣習 は 廃止された」 と 答えた。 
これに 関連して、 アブ一' サイ一 ドは 次のように 述べた 
「この 人物 は、 彼に 課せされ た 義務 を 果たした ので ある。 私 は、 アツ ラ一 のみ 使いが 次の 
ようにい われる の を 聞いた ことがある。 『あなた 方が なに か 嫌悪すべき もの を 見た 場合、 
手で それ を 排除す べきです。 そしても しも 排除す るた めに 十分な 力がない 場合 は、 舌 (言 
葉） で それ を 行うべき です。 そしても しも それすら もで きない 場合に は、 心の中で それ を 拒 
否すべき です。 それ も、 最も ささやかな 信仰の一 端です』」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 によっても マル ヮ一ン に 関連す る 物語と 

共に 伝えられ ている。 

アブ ドッ ラー' ビン' マス ゥ一ド によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私 以前に、 アツ ラ一 によって それぞれの 国に 遣わされた 預言者 は 全て、 人々 の 間に 弟子 

たちと 教 友ら を 持ち、 彼ら は 預言者の 教えと 命令に 従った ので ある。 

その 彼らの あとに、 彼らが 行わなかった 事 を 話し、 また、 彼らが 命じられなかった こと を 行 

う 彼らの 後継者た ちが 現われた のであった。 

それらの 者に 対し、 手 を 用いて 反対した 者 は 信仰者であった。 

彼らに 対し、 舌 を もって 反対した 者 も 信仰者であった。 

そして また、 彼らに 対し、 心で もって 反対した 者 も 信仰者であった。 

それら 以外の 者に は、 唐が らしの 種 ほどの 信仰す らもあった とはいえない」 

これに 関連し アブ一 'ラ 一フィ は 次のように 述べて いる。 

「私 はこの ハディ一 スを、 アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに 話した が、 彼 はこれ を 否定した。 

その 時、 たまたま、 アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド が カナ 一卜に 滞在して いたので、 アブ ドッ 

ラ一' ビン' ウマル は 私と 共に 彼 を 訪問す る こと を 望んだ。 

それで、 私 は、 彼に ついて 行き、 イブ ン' マス ゥ一ド の 前に 座って、 この ハディ一 スに 関し 

て 質問した。 

彼 は、 私 力 《 イブ ン 'ウマルに 告げた のと 同 内容の ハディ一 スを 物語って くれた」 

なお アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド による これと 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 

も 伝えられ、 それに は 次の 表現が みられる。 

「預言者の 中で その 指導に 従い、 その 教え を 守る 弟子た ち を 持たない 者 はいなかった」 



以下 は 前文と 同 内容で あるが、 ただし、 イブ ン 'マス ゥ一ド の 滞在 や 彼と イブ ン 'ウマルと 
の 会見に ついては 言及され ていない。 



イエメン 人の 信仰に 関して 

イブ ン 'マス ゥ一ド によると、 預言者 は、 イエメンの 方角 を 手で 指し示しながら、 こうい われた 
「イマ一 ン (信仰） はこの 方角の 人々 にある。 心情の 冷酷 さ、 粗雑 さは、 らくだ を 尻尾の 後 
で 追い立てる 飼主ら の 間で 見られる。 そこで は 悪魔 (シャイ タ一 ン） が 両角を むきだし てい 
る。 彼ら は ラビ一 ァとム ダルの 両 部族で ある」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「イエメン 人ら が やって きた 力、 彼ら は、 心情の やさしい 人た ちで ある。 信仰 は イエメン 人ら 
に 根ざし 信仰の 理解 も イエメン 人ら に 深い。 そして また、 イエメン 人ら は 十分な 賢明 さを備 

えてい る」 

アブ一' フライ ラは、 前記と 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなたた ちの 処に イエメン 人ら が やって きたが、 彼ら は 心 やさしぐ 感情が 豊かな 人た ち 
です。 イエメンの 人た ち は 信仰 をよ く 理解して おり、 十分に 賢 さ を 備えて いる」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「最も 不信なる 者た ちが 東方に ある。 傲慢、 自惚れ は 天幕 住いの 馬 やらく だの 飼育 者ら の 
間に 見られる。 一方 静穏 さは、 やぎ や 羊 を 飼育す る 人た ちに 見られる」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「信仰 は イエメン 人ら の 間に あり、 不信 は 東方に ある。 静穏 さは、 やぎ や 羊の 飼育 者の 中 
にあり、 高慢と 偽善 は 馬 やらく だの 飼育 者の 間に 見られる」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「傲慢と 偽善が らくだの 飼育 者ら に 見られ 、静穏 さは やぎ や 羊の 飼育 者の 間に 見られる」 

前記と 同 内容の ハディ一 スがズ フリ一 によっても 伝えられ、 それに は 次の 言葉が 付加され ている 
「信仰 は イエメン 人ら にあり、 聡明 さも イエメン 人ら にある」 

アブー 'フライ ラ によると、 預言者 はこうい われた 

「イエメン 人ら が やって きたが、 彼ら は 感情が 細やかで、 心 やさしい 人た ちで ある。 信仰 は 
イエメン 人ら にあり、 聡明 さも イエメン 人ら にある。 
静穏 はやぎ や 羊の 飼育 者ら の 中に 見られる。 



—方、 高慢、 偽善 はらく だの 飼育 者ら の 間に 見られ、 彼ら は 日の 昇る 方角に テント 住い を 
する 者た ちで ある」 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなたた ちのと ころに イエメン 人ら が やって きた 力、 彼ら は 心 やさしく 柔和な 人た ちで ある。 
信仰 は イエメン 人ら にあり、 彼ら は 聡明 さ を 備えて いる。 

—方、 不信の 最 たる 者ら は 東の 方角に いる」 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ るが、 「不信の 最 
たる 者ら は 東の 方角に いる」 という 表現 は みられない。 

シ ユウ バの 伝える ハディ一 スは、 前記と 同 内容で あるが 次の 言葉が 付加され ている 

「傲慢と 偽善 はらく だの 飼主ら の 間に 見られる 。平穏と 誠実 は 羊の 飼主の 間に 見られる」 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「野卑な 心情と 傲慢 さは 東方の 人 々の 間に あり、 信仰 は ヒジャ 一ズ 地方の 人 々の 間に あ 
る」 



信者 以外 は 天国に 入れない ことに 関して 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「信仰心 を 持たぬ 限り、 誰も 天国に 入る こと はでき ない。 また、 お 互いが 愛し 合わない 限り、 
信仰心 を 持つ とはいえない。 

そうする ことで 互いに 親愛 感を 育てる 方法 を 私 は あなた 方に 教えな 力、 つたです か。 

それ は、 お 互いが アツ サラ一 ム 'ァ ライ クム ！ （あなた 方の 上に 平安 を ！ ） と 言って 挨拶 を 
交わす ことです」 

ジャ リール はァ アマ シュ からき いて アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 をこう 伝えて いる 

「私の 生命 を 手に して おられる 方に 誓って。 信仰がなければ、 あなた 方 は 天国に 入る こと 
はでき ない」 

なお、 この ハディ一 スの 他の 部分 は 前記と 同 内容で ある。 



誠実な 信仰に 関して 



タミ一 ム 'アツ ダ一リ 一によると、 預言者 はこうい われた 
「アル' ディ一 ン (宗教） と は 真摯た る こと を 意味す る」 

これに 関し、 私たち 力 《 「 誰に 対してで すか」 とおたず ねした ところ、 預言者 は 「アツ ラ一、 そ 
の 経典、 そのみ 使い、 そして、 ムス リムの 指導者た ち、 及び 一般の ムス リムに 対してです」 
といわれた。 

タミ一 ム 'アツ ダ一リ 一による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

タミ一 ム 'アツ ダ一リ 一による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 更に 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて 
いる。 

ジャ リール はこう 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに、 礼拝 を 守り、 ザ 力一 トを 払し、、 そして、 全ての ムス リムに 対し 誠 
意 を 尽くす こと を 誓った。 

ジャ一 ドゼン 'イラ一 力 は ジャリ 一ル' ビン' アブ ドッラ 一がこう 話す の を 聞いた 
「私 は 預言者に、 全ての ムス リムに 対し 誠意 を 尽くす こと を 誓った」 

ジャ リール はこう 伝えて いる 

「私 は 預言者に 対し、 よく 教え を 聞き それに 従う こと を 誓った。 預言者 は 私に 対し、 全ての 
ムス リムの ためにで きる 限り、 誠意 を 尽くす ようにと 教示な さった」 



不信者の 行為に 関して 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「姦通 者が 姦通 を 続ける 限り 信者で はない。 
窃盗 者が 窃盗 を 続ける 限り 信者で はない。 
大酒飲みが 酒 を 飲み 続ける 限り 信者で はない」 
伝承 者の一 人 は 父親から 聞いて この ハディ一 スを 語り 次のように いった 
「アブ一 'フ ライラ はこう 付言して いる 『人々 の 注目 を 集める ほど 高価な 品物 を 略奪す る 者 
は、 その 行為 を 続ける 限り 信者で はない』 」 

アブ一' バ クル ゼン' アブ ドル' ラフ マ一 ンは アブ一 'フ ライラから 聞いて こう 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い はい われた 「姦通 者が 姦通 を 続ける 限り」 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 
ただ じ' 略奪" という 言葉 は みられる が" 高価な 品物" という 表現 はない。 
なお、 イブ ン 'サイ一 ドゼン 'ムサ イブと アブ一 'サ ラマが アブ一 'フ ライラから 聞いて 伝え 
る ハディ一 スに は" 略奪" という 表現 は みられない。 

アブ一' フライ ラ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブー 'バ クル、 及び ズフリ 一によっても 伝え 
られ ている。 

なお それに は" 略奪" という 言葉 は あるが" 高価な 品物" という 表現 は みられない。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 フマ イド ゼン' アブ ドル' ラフ マーン や ハン マ一 ムゼン 'ムナ ツバ 【こ 
よっても 別々 の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 'フ ライラに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる 力、 中には 

「人々 の 注目 を 集める ほど」 との 表現が みられな いもの も ある。 

ハン マ一 ム による ハディ一 スには 「信者た ち を 注視させる」 また 「略奪 を 続ける 限り 信者で はない」 

更に また 「搾取 者 は その 行為 を 続ける 限り、 信者で はなし、。 それ 故、 これらの 悪 を 避けよ」 などの 
言葉が 付加され ている。 

アブ一' フライ ラは 預言者の 言葉 をこう 伝えて いる 

「姦通 者 は、 その 行為 を 続ける 限り 信者で はない。 窃盗 者 は 窃盗 を 続ける 限り 信者で は 
ない。 酒飲み は それ を 飲み 続ける 限り 信者で はない。 その 罪 を 懺悔す る 者 は 後に 許され 

るであろう」 

ザ クヮ一 ヌは アブ一 'フ ライラより 聞いて、 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いる。 



偽善者の 特徴に ついて 



アブ ドッラ 一'ビン-アム ル によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「次の 四つの 特徴 を 持つ 者 は、 全くの 偽善者で ある。 
これら を 一つで も 持つ 者 は、 それ を棄 てぬ 限り 偽善者で あり 続ける だろう。 
それら は、 話せば 噓を 言い、 同盟 すれば それ を 裏切り、 約束 を すれば それ を 破り、 争い事 
になる と 不正 を 行う 者た ちで ある」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「偽善者に は 三つの 特徴が ある。 それら は、 話す 時 噓言を 口にし、 約束事に は そむき、 信 
頼され ると それ を あざむく ことで ある」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「偽善に は 三つの 特徴が ある。 それら は、 話す 時噓を 言い、 約束す ると それに そむき、 信 
頼され ると それ を 裏切る ことで ある」 

アラー' ビン' アブ ドル' ラフ マ一 ンは 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝え、 更にこう 付言して いる 
「(前述の） 三つが 不信者の 特徴で ある。 たとえ 彼が 断食 や 礼拝 を 行い、 ムス リムで あると 
主張した としても」 



前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる 



ムス リム 同胞 を 不信者と 呼ぶ 者に 関して 



イブ ン 'ウマルに よると、 預言者 はこうい われた 

「或る人が 信仰 上の 兄弟の一 人 を 不信者で あると いったと すれば、 （少なくとも） その 二人 
のど ちらか は 不信者で あるに 違いない」 

イブ ン 'ウマルに よれば、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「或る人が 兄弟 を、 不信仰 者と 呼ぶ 場合、 その どちら か は 不信の 徒で あるに 相違ない。 
不信者と 呼ばれた としても それが 真実で ない 場合 は、 その 言葉 を 口にした 者に その 非難 
は 返る ことにな ろう」 



父親 を 否認す る 者の 信仰に ついて 

アブ一 ■ ザ ツルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「自分の 父親 以外の 人物 を、 承知の 上で 父親で あると 主張す る 者 は、 不信の 徒 以外の 何 
者で もない。 

また、 実際 は 自分の もので もない のに その 権利 を 主張す る 者 は、 我らの 仲間で はない。 
そのような 者 は 地獄に 住む ことにな ろう。 

また、 誰か を 事実で もない のに、 不信者、 もしくは、 アツ ラ一 の 敵と 呼ぶ とすれば、 その 言 
葉 は 当人に 戻って くる ことだろう」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「自らの 父親 を 嫌って はならない。 自らの 父親 をう とむ 者 は 不信仰の 罪 を 負う ことにな ろ 
ラ」 

サード ■ ビン ■ アブ— .ヮッ 力— ス によると、 アツ ラ— のみ 使い はこうい われた 

「自分の 本当の 父親で ない こと を 知りながら、 他の 人 を 父親で あると 偽って 主張す る 者 は 
大罪 者に 相当し、 天国 は 彼に は 禁じられる」 

アブ一 'バ クラ 'サ カフ ィュ もまた、 アツ ラーの み使いから これと 同 内容の ハディ一 スを 聞い 
たと 述べて いる。 

サード 及び アブ 一'パクラ は それぞれこう 伝えて いる 

私の 両耳が 聞き 私の 心が 記憶して いる 力、 ムハンマド 様 はこうい われた 

「事実 を 知りながら、 自分の 父親 以外の 人物 を 父親で あると 主張す る 者に 天国 は 禁じら 

れ ている」 



ムス リム 同胞 を 非難す る ことにつ いて 



アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「同胞の ムス リム を 非難す る こと は 不法で あり、 ムス リム 同志が 相 争う の は 不信 行為で あ 
る」 

ズ バイダに よれば、 アブ一 'ヮ 一ィル もこの ハディ一 スを アブ ドッラ 一から 伝えられ ている。 
アブ ドッラ 一による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



ムス リム 同志の 争い は 不信 行為で ある ことにつ いて 

ジャ リール ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 最後の 巡礼の 折、 彼に 人々 を 沈黙させる ようにお 命じに なって 後こう いわれた 
「私の 亡き後、 互いに 殺し 合うよう な 不信者に 戻って はならない」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 イブ ン 'ウマルに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると、 預言者 は 最後の 巡礼の 折こう いわれた 

「注意せ よ ！ （もしくは、 心せよ ！ ） 私の 亡き後、 互いに 相 争う 不信者に 戻って はなら な 
い」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



中傷 や 悲嘆に 関して 



アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「二つの 事柄が 不信者に 近い 者ら の 間に 見られる。 それら は 他人の 血統 を 中傷したり、 
死者 を 過度に 悲嘆す る ことで ある」 



逃亡 奴隸を 不信者と 呼ぶ ことにつ いて 

ジャ リールに よれば、 預言者 はこうい われた 

「逃げ出した 奴隸 は、 主人のと ころに 戻らぬ 限り、 背信 行為 を 犯す ことになる」 

マンスール はこれ に 関連し、 次のように 述べて いる 

「アツ ラ一 に 誓って、 この ハディ一 スは、 預言者の 語られた ものである。 

しかしながら、 バスラで 私の 口から、 この ハディ一 スが 人々 に 伝えられ るの を 私 は 喜びと 

しない （注）」 

(注） 当時 バスラで はゾ、 ヮ一 リジュ 派が 勢力 を 占め、 この 派の 信奉者 以外 を 不信者と し 
て 非難して いた。 

マンス一 ルは 使徒の 言葉が ハヮ一 リジュ 派の 見解と 同一視され るの を 恐れた ので ある 

ジャ リールに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「逃げ出した 奴隸の 主人 は、 その 奴隸 に関する 一切の 責任 を 免除され る」 

ジャ リール ゼン' アブ ドッラ 一によれば、 預言者 はこうい われた 

「奴隸 が 主人のと ころから 逃亡した 時、 その 奴 隸の祈 リは受 入れられない」 



星座 を 信仰す る 者に ついて 



ザ イド' ビン 'ハーリド' ジュハ 二一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はフダ イビ一 ャで 早朝 礼拝 を 為さった。 
その 折、 前夜 来の 降雨の 跡が みられた。 

礼拝 後、 み使い は 人々 に 向かし 、「あなた 方に は、 私たちの 主が 何 をい われた かわかり ま 
すか」 と 問われた。 

彼ら 力 《 「 アツ ラ一 とその み使いの みが 最もよ く 御存じです」 と 答える と、 み使い はこう 話され 

た。 

「アツ ラ一 は 『私の しもべら の 中には、 私 を 信仰す る 者と 不信なる 者と が ある。 アツ ラ一 の 
加護と 慈悲に よって 降雨が あつたと 述べる 者 は、 私 を 真に 信仰す る 者で あり、 星座 を 崇拝 
する 者ら ではない。 そして、 これこれの 星の 動きの 故に 降雨が あつたと 語る 者 は、 私への 
信仰 を 持たず、 星座 を 信ずる 者ら である』 といわれた」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「あなた 方に は 主が 何 をい われた か、 わかりません か。 主 はこうい われた のです 
『しもべら の 中で いつも、 星座で あると か 星座に よると か 語って いる一 部の 不信者ら に 対 
し、 私 は なんらの 恩寵 も 与えない であろう』 と」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラー は (彼の 加護 を) 信ずる ことなぐ 朝 を 迎える 者ら に 対し、 決して 恩寵 を 天から 下 
し 給わないだろう。 彼ら は アツ ラーが 雨 を 降らした のに、 しかじかの 星座が その 原因で あ 
ると 話す 者た ちで ある」 

イブ ン 'アツ バ一ス によると、 或る 夜の 降雨に 関し、 まだ ご 存命であった 預言者 は、 こうい われた 
「人々 の 中には アツ ラ一 への 感謝の念 を 持って 朝 を 迎える 者と、 不信な まま 朝 を 迎える 者 
とが ある。 

感謝 を もって 朝 を 迎えた 者 は、 これ は アツ ラーの 恩寵で あると 語り、 恩知らずの 者ら は、 し 

力、 じかの 星座のお かげで あると 語って いる。 

次の 聖 句が 啓示され たの はこの 事に 関してで ある。 

「わたし は 沈んで ゆく 星に かけて 誓う。 

それ は、 本当に 偉大な 誓いで ある。 

もし あなた 方に 分かれば よいの だが。 

本当に これ は、 非常に 尊い クル ァ一ン である。 

(それ は) 秘蔵の 啓 典の 中に 書かれて あり、 清められた 者の 外に 触れる こと はでき ない。 
万有の 主からの 啓示で ある。 



これ は、 あなた 方が 軽んじる ような 教えであろう か。 

また、 あなた 方 は （それ を) 虚偽で あると 申し立て、 あなた 方の 暮らし を 立てる のか」 （クル 

ァ一ン 第 56 章 75-82 節） 



アンサ一 ル について 



ァ ナスに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「偽 信者の 証し は、 彼らが アンサ一 ル (注) を 嫌悪す る ことで あり、 また 信仰者の 証し はァ 
ンサ一 ルを 愛する ことで ある」 

(注) アンサ一 ルと は、 イスラ一 ム 初期 マッカからの 移住者ら （ムハ 一ジル 一ン) を 助けた マ 
ディ一 ナ 在住の ムス リムた ち を 意味す る 

ァ ナスに よると、 預言者 はい われた 

「アンサ一 ルを 愛する の は 信仰の 証し であり、 アンサ一 ルを 憎む の は 偽 信の 証し である」 

バラ一 ゥ によると、 預言者 は アンサ一 ル について こうい われた 

「信仰者の 外に 彼ら を 愛する 者 はなぐ 偽 信者の 外に 彼ら を 嫌う 者 はいない。 
彼ら を 愛する 者 を アツ ラ一 は 愛し、 彼ら を 憎む 者 を アツ ラ一 は 憎み 給う」 
シ ユウ バ によると 彼 は、 伝承 者の一 人 アディ ュに 対し 「この ハディ一 スを バラ一 ゥ から 直 
接 聞いた のです が」 とたず ねた。 

すると 彼 は 「バラ一 ゥが 私に 語って くれた ハディ一 ス です」 と 答えた という。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「アツ ラーと 審判の 日 を 信ずる 者 は、 アン サールに 憎しみ を 抱く こと はない」 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラ一 と 審判の 曰 を 信ずる 者 は アンサ一 ルを 決して 憎む こと はない」 



ジ ツルに よると、 ァリ一 はこう 語った 

「種子 を 散らし、 様々 な 生き物 を 創り 給うた 方に 誓って。 （文字 知らず の） 預言者 は、 かつ 
て 私に 関しこう 述べられた。 信仰者 は ァリ一 を 愛し、 偽 信者 は ァリ一 を 憎む であろう」 



信仰に 欠ける 女性に ついて 

アブ ドッラ 一'ビン-ウマル によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「女た ちょ ！ サ ダカ を 供し、 神の 許し を 求め 多く 祈りなさい。 私 は 数多くの 女た ち を 地獄 
の 住民の 中に 見ました」 

—人の 賢そう な 女性が 「み使い 様、 どうして、 私たち 女性が 地獄に 多い のです か」 とたず 

ねた。 

これに 対してみ 使い は 「あなた 方に は 人 を 呪う 者、 また 夫た ちに 忠実で はない 者が 多い。 
私 は 女性 ほど 知性に 欠け、 信仰心が 薄ぐ 男た ちの やさしい 心情に つけこむ もの を 見た こ 
とがない」 といわれた。 

すると その 女性 は 「私たちの 知性 や 信仰で 何が よくない のです か」 と 質問した。 

み使い はこうい われた 「あなた 方の 知性の 不足 は、 二人の 女性の 証言が 男性一 人の そ 

れと 同等で あると いう 事実から も わかります。 

また、 あなた 方 は 何日 も 礼拝す る ことなく 過し、 ラマ ダ一ン 月で も 日中の 断食 を 守って いな 

い。 

これらが 信仰心に 欠けて いる 証拠です」 

これと 同 内容の ハディ一 スは、 イブ ン' ハードに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ てい 

る。 



イブ ン 'ウマルに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブ一' フライ ラ によっても 伝えられ ている。 



礼拝 を 行わない 者に 関して 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

アダムの 子が スジ ユード (平伏 叩頭） に関する 聖句を 唱え 平伏 叩頭した 時、 悪魔 (シャイ タ 
—ン） は、 独り ひきこもって 泣きながら こういった。 

『ああ ！ （アブ一 クライブに よると、 ああ、 悲しい かな ！ ) 
アダムの 子 は 命ぜられる まま 平伏 叩頭した ため、 天国 を 約束され た。 
私 は 平伏 叩頭す るよう 命ぜられても、 それ も 拒んだ ために 地獄に 落とされ るので ある』 
前記と 同 内容の ハディ一 スはァ アマ シュ によっても 伝えられ ている 力、 それに は 悪魔の 言葉と して 
「私 は 命令に 従わなかった ために、 地獄に 落とされ るので ある」 と 記されて いる。 

ジャー ビルに よると、 預言者 はこうい われた 

「まことに 人々 の 中で、 多神教 徒 や 不信者 は 礼拝 を 行わぬ 者ら である」 

アブ一 -ズ パイルに よると、 ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一はこう 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 次のように いわれる の を 聞いた。 
「人々 の 中で 多神教 徒、 不信仰 者の 輩 は、 礼拝 を 放棄した 者た ちで ある」 



アツ ラーへの 信仰 は 最善の 行為で ある ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い は、 最善の 行為に ついて たずねられた 時 「それら はァ 
ッラ一 への 信仰 （イマ一 ン）、 アツ ラ一 のた めの 努力 （ジハ 一ド） 、更に 規定に 従った 巡礼 (ハツ ジ） で 
ある」 とお 答えに なった。 

なお、 ムハンマド 'ビン' ジャゥ ハルに よる ハディ一 スに は、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 は 「アツ ラ一 と 

そのみ 使いに 対する 信仰」 であると 記されて いる。 

なおまた、 これと 同 内容の ハディ一 スはズ フリーに よっても 伝えられ ている。 

アブ— ■ ザ ツル は 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いに 「どのような 行為が 最善です か」 とたず ねた 時、 み使い はこう 答 

えられた 

「アツ ラ一 への 信仰と、 アツ ラ一 のた めの ジハードで ある」 

私 は 更に 「どのような 奴隸を 解放す るの が 最善で しょうか」 とたず ねた。 

み使い はこれ に 対し 「家族の 役に立ち、 し 力、 も 値段の 高い 奴隸が 最善で ある」 といわれた。 

「もし 私に それが できない 場合に は、 どう すれば よいので すか」 とたず ねる と、 み使い は 

「労務者 を 助ける 力 、、もしくは 不慣れな 仕事 をす る 者に 役立って あげなさい」 といわれた。 

私 はいった 

「み使い 様、 私 は 御覧の ように 弱く これら 全て を 行う こと はでき ません」 
これに 対しみ 使い はい われた 

「他人に 迷惑 を かけぬ よう 慎し みなさい。 それ も あなたからの サ ダカ （施し） になります」 

アブ一 ■ ザ ツルに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 次の 話が 伝えられ ている 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに 「どのような 行為が 最善です か」 とたず ねた。 

み使い は 「定められた 時刻の 礼拝です」 といわれた。 

「次 は 何です か」 と 繰り返し たずねた ところ、 み使い はこうい われた 

「両親への 親切、 アツ ラーに 尽くす ための 努力 （ジハード) です」 

私 はもつ とたず ねたかった 力、 み使いの 迷惑 を 恐れ、 質問 を それだけに とどめた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド はこう 伝えて いる 

私が 「アツ ラーの 預言者 様、 どのような 行為が 人 を 天国へ より 近づける のです か」 とたず 
ねたと ころ、 預言者 は 「定めの 時刻の 礼拝です」 といわれた。 
「その 次 は 何です か」 と 繰り返し たずねた ところ、 預言者 は 「両親への 孝養と アツ ラ一 のた 
めの 努力です」 といわれた。 



アブ一' アム ル 'シャイ バ 一二一 はかって、 アブ ドッラ 一の 家 を 指さし ながらこう 語った 

この 家の 主人 アブ ドッラ 一は、 アツ ラ一 のみ 使いに 次のようにたず ねたと 私に 語った こと 
が ある 

「『どんな 行為が アツ ラ一 に 愛される のです か』 これに 対し、 み使い は 『定時 刻の 礼拝で あ 
る』 とお 答えに なり、 『次 は 何です か』 と 順次 繰り返し たずねた ところ、 『両親に 対する 善行、 
アツ ラーの ための ジハード である』 といわれた」 
アブ ドッラ 一はまた、 こう も 語って いた 

「これが アツ ラ一 のみ 使いから 私が 聞いた 話の 全てで ある 力 、もしも 私が 更に 質問 を 続け 
たなら ばみ 使い様 は、 もっと 語って 下さった に 相違ありません」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 シ ユウ バ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ、 それに は 「アブ 
—'アム ルは アブ ドッラ 一の 家 を 指さした が、 彼の 名前まで はいわなかった」 との 言葉が 付加され 
ている。 

アブ ドッラ 一によると、 預言者 はこうい われた 

「もろもろの 行為のう ち 最善なる もの、 もしくは、 最善の 行為 は 定めの 時刻に おける 礼拝 
の 遵守と 両親への 孝養で ある」 



多 神 信仰 は 最大の 罪 行で ある ことにつ いて 



アブ ドッラ 一はこう 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いに 「アツ ラ一 の 目から みて、 最大の 罪 は 何でし ようか」 とたず ねた 時、 

彼 は 「あなた 方 を 創った アツ ラ一 に 対し 同格 者 を 置く ことです」 といわれた。 

「まことに それ は 大罪です」 と 述べた 後、 私 は それに 次ぐ 大罪に ついて たずねた。 

彼 はこれ に 対し 「食料 不足への 恐れから、 あなた 自身の 子供 を 殺す ことです」 といわれた。 

私 は 更に、 これに 次ぐ 大罪に ついて 問うた。 

すると 彼 は 「あなたの 隣家の 夫人と 姦通 行為 をす る ことです」 といわれた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 或る 男が こういった 

「アツ ラ 一のみ 使い様、 アツ ラーの 目 からみて、 何が 最大の 罪 行です か」 

これに 対し 彼 は 「あなた 方 を 創り 給うた アツ ラ一 に 対し、 同格 者 を 置く ことです」 といわれた。 

その 男が 重ねて 「次の 大罪と はなんで すか」 と 質問 を 繰り返した ところ、 

彼 は 「食料 不足への 恐れから、 あなた 自身の 子供 を 殺す ことです。 

更に はまた、 隣家の 夫人と 姦通す る ことです」 とお 答えに なった。 

これに 関連す る 証し として、 アツ ラ一 は 次の 聖句を 啓示され た。 

「（信仰者と は) アツ ラ一 と 並べて、 外の どんな 神に も 祈らない 者、 正当な 理由がない 限り、 

アツ ラ一 が 禁じられた 殺生 を 犯す ことなぐ また 姦淫し ない 者で ある。 

だが 凡そ そんな こと をす る 者 は、 懲罰され る」 （クル ァ一ン 第 25 章 68 節） 



最大の 罪 行に ついて 



アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'アブ 一'パクラに よると、 彼の 父 はこう 語った 

私たちと 一緒に おられた 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 「最大の 罪 行に ついて、 私 はこれ まで 話 
さなかつ たのです か」 と 三度 繰り返され、 その後こう いわれた 
「それら は アツ ラーに 対し 同位 者 を 置く こと、 両親に 従わぬ こと、 偽りの 証言、 もしくは、 偽 
りの 言葉 を 述べる ことです」 

み使い は、 初め 背 を 後に もたれさせ ていたが 座り 直し、 何度も この 言葉 を 繰り返して いわ 
れた。 

私たち は、 もうお やめに なれば よいのに と 思った ほどであった。 

ァ ナスに よると、 預言者 は 大罪に ついて こうい われた 

「それら は アツ ラ一 に 対し 同位 者 を 置く こと、 両親に 従わない こと、 人 を 殺したり、 偽りの 言 
葉 を 口にする ことで ある」 

ゥ バイ ドッラ 一'ビン' アブ一 'バ クル はこう 語って いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リクから 聞いた ので ある 力、 アツ ラーの み使い は 大罪に ついて 人々 
力、 ら 質問され た 時 「大罪と は アツ ラ一 に 同位 者 を 置く こと、 人 を 殺す こと、 両親に 従わない 
ことで ある」 といわれた。 

み使い は 更に 続けて 「私 は 次の 罪 行に ついて 話さなかった か」 といわれ、 「偽りの 言葉、 も 
しく は 、偽りの 証言 も 大罪に 相当す る」 と 付言され た。 
これに 関連し、 シ ユウ バは 「アツ ラ一 のみ 使いが いわれた の は 恐ら ぐ '偽りの 証言" という 
表現だった に 相違ない」 と 述べて いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「七 種の 罪 行 を 避けよ」。 

人々 力 《 r それら はなんで すか」 とたず ねる と、 アツ ラ一 のみ 使い はこう 述べられた 
「アツ ラーに 何もので あれ 同位 者 をお くこと、 魔術 を 信仰す る こと、 正当な 理由 もな く アツ ラ 
—の 禁ずる 殺人 を 行う こと、 孤児の 財産 を 横領す る こと、 高利 子 を 取る こと、 軍隊の 進撃 
に 参加し ない こと、 貞淑な 女性 信者 を 軽率に 中傷す る こと である」 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン' ァ一ス によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「己れ の 両親 を 誹謗す る こと は、 大罪の一 つです」 
これに 対し 人々 は 「み使い 様、 己れ の 両親 を 誹謗す る 人が いるので すか」 といった。 
するとみ 使い は 「その 通りです。 なお、 もし 或る 男が 他人の 父親 を 誹謗 すれば、 その 人 も 



この 男の 父親 を 誹謗し ます。 また 他人の 母親 を 誹謗 すれば、 その 人 もこの 男の 母親 を 誹 
謗す るよう になります」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディ一 スはサ 一ド' ビン' イブ ラヒ一 ム によっても、 別の 伝承 者 経路で 伝えられて 
いる。 



高慢 さ を 禁ずる ことにつ いて 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 預言者 はこうい われた 

「心の中に からし 種の 実の 重さ ほどで も 高慢 さ を 持つ 者 は、 天国に 入る こと はでき ない」 
或る 男が これに 対し 「とも すれば 人 はよ い 衣服 や 履物 を 好み それ を 誇りたがる ものです」 
と 述べた ところ、 

預言者 は 更に 「アツ ラ 一は 確かに 美しぐ また 自ら 優美 さ を 好まれる 方です。 

ただ 虚栄心が もたらす 高慢 さは 真実 を 軽んじ 人々 を 軽蔑す る もとになる ものです」 とい わ 

れた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によれば、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「心の中に からし 種の 実 ほどで も 信仰 を 持つ 者 は、 地獄に 落ちる こと はない。 
また、 心にから し 種の 実 ほどで も 高慢 さ を 持つ 者 は、 天国に 入る こと はでき ない」 

アブ ドッラ 一によれば、 預言者 はこうい われた 

「心にから し 種の 実 ほどで も 高慢 さ を もつ 者 は、 天国に 入る ことはないだろう」 



天国 や 地獄に 入る 者に ついて 

イブ ン"ヌ マイルに よると、 アツ ラーの み使い はい われた 

「アツ ラーに 何 力、 を 比肩させる 者 は 地獄に 落ちる であろう」 

この 言葉に 関連し、 アブ ドッラ 一'ビン 'マス ゥ一ド は 「アツ ラ一 に 何もの を も 比肩させる こと 

なぐ 死んだ 者 は 天国に 入る だろう」 と 述べて いる。 

ジャー ビルに よると、 或る 男が 預言者の 処に 来て こういった 

「アツ ラ一 のみ 使い様、 義務と して 心得べき 二つの 重要な 事柄 は 何です か」 

これに 対し 彼 は 「アツ ラ一 に 何で あれ 同位 者 を 置く ことなく 死ぬ 者 は 天国に 入り、 アツ ラ一 

に 何もの か を 比肩させる 者 は 死後、 地獄に 落ちる という ことです」 といわれた。 

ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「何もの も 同位 者 を 置く ことなぐ アツ ラーに 会える 者 は 天国に 入り、 アツ ラーに 何 か を 比肩 
させる 者 は 地獄に 落ちる だろう」 

ジャ一 ビルに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一 ■ ザ ツルに よると、 預言者 はこうい われた 

「天使 ジブ リールが、 私の 処に 来て よい 知らせ を 伝えて 下さった。 

彼 はこうい つた 『あなたの ゥンマ (信仰 共同体） の 人た ちで、 アツ ラ一 に 何で あれ 比肩す る 

ことなく 死ぬ 者 は、 天国に 入る だろう』 と」。 

私 （アブ一ザ ツル） 力 《 これに 対し 「姦通 や 盗み を 行った 者 もです か」 とたず ねたと ころ、 み 
使い は 「その 通りです。 たとえ 姦通罪 や 盗 罪 を 犯した 者であって も」 といわれた。 

アブ一 ■ ザ ツル はこう 伝えて いる 

私が 預言者の 処 にきた 時、 彼 は 白い 布 を 身体に かけて 眠って おられた。 

私 は 再度お たずねし たが、 その 時 も 眠って おられた。 

しかし 三度 目に おたずねした 時には、 起きて おられた ので 私 は 彼のお 傍に 座った。 

この 折、 預言者 はい われた 「アツ ラ 一以外に 神な しとの 信仰 を 堅持す る しもべで、 その 信 

仰の まま 死ぬ 者 は、 必ず、 天国に 入る ことができる」 

この 時、 私 は 「もし 姦通 や 盗みの 罪 を 犯した 者で もです か」 とたず ねた。 

預言者 はこれ に 対し 「その 通りです。 たとえ 姦通 や 盗みの 罪 を 犯した としても」 とお 答えに 

なった。 

私 は 再び 同じ 質問 を 繰り返し たが 預言者 は 同じ 答え を 三度 口にされ、 四 度 目に 「たとえ ァ 
ブ一 ■ ザ ツル は 納得 しないと しても」 といわれた。 



なお、 アブ一 ル 'ァ スヮド は、 アブ一' ザ ツル は その 場所から 出て 行きながら 「たとえ アブ 
—ザ ツルが 納得 しないに しても」 という アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 繰り返し 唱 していた と 

伝えて いる。 



カリマ (信仰告白） を 唱えた 不信者に ついて 

ミク ダード ゼン 'ァ スヮド は アツ ラ一 のみ 使いに こう 質問した 

「み使い 様、 もし 私が 戦場で 不信者の 一人と 出会い、 その後が 私と 闘い、 剣で 私の一 方 

の 手を切り 落とし、 その後に なって、 私の 攻撃から 身 を 守る ため 木の 陰に かくれながら 

『私 は アツ ラ一 を 信じ ムス リムになります』 と 述べた とします。 み使い 様、 この場合、 その 言 

葉に 構わず 彼 を 殺しても よいので しょうか」 

これに 対しみ 使い は 「彼 を 殺して はならない」 とお 答えに なった。 

私 は 続けて こういった 

「み使い 様、 彼 は 私の 手を切り つけ、 そして それ を 切断した 後に、 この 言葉 を 述べた ので 
す。 このような 場合、 彼 を 殺すべき ではないで しょうか」 
しかし、 み使い はこうい われた 

「殺して はいけ ない。 もし あなたが 彼 を 殺したならば、 彼 は あなたが 彼 を 殺す 前と 同じ 立場 
に 付く ことにな リ、 あなた は 彼が 信仰告白 （カリマ) をす る 前の 立場に 置かれる ことにな リ 
ます」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 老 経路で も 伝えられる。 

なお、 ァゥ ザ一 ィとジ ユラ イジ ュ による ハディ一 スに は、 次の 言葉が 付加され ている 

「私 は アツ ラ一 のた め、 イスラ一 ムを受 入れます」 

また、 マァ マルに よる ハディ一 スには 次の 言葉が みられる 

「私が 彼 を 殺す ため 抑えつ けた 時、 彼 は 『アツ ラ一 以外に 神 はない』 といった」 

バヌ一 ■ ズフラ の 同盟 者で アツ ラーの み使いと 共に、 バドル の 戦闘に 参加した 者の一 人 ミクダ 一ド 
はこ ラ いった 

「み使い 様、 次の 場合 どうお 考えです 力、。 もし 私が 戦場で 不信者の 一人と 出会った 時」 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 

ゥサ一 マ ■ ビン ■ ザ イド はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 我々 を 襲撃 隊 として 派遣な さった。 

我々 が 朝ジュ /、イナの フラ カート を 急襲した 時、 私 は 一人の 男 を 捕え、 その 男が 「アツ ラ一 

以外に 神 はない」 と 唱えた の も 構わず 檜で 刺し殺した。 

そのこと を 思い出し たので 私 は 預言者に 正直に 報告した。 

するとみ 使い は 「アツ ラ 一以外に 神 はない と 彼 は 唱えた の 力、、 それに も 拘わらず あなた は 

彼 を 殺した のか」 といわれた。 

私 はこれ に 対し 「み使い 様、 彼 は 殺される の を 恐れて その 信仰告白 を 口にした のです」 と 
いった。 



しかしみ 使い は 「あなた は 心の底から その 告白が なされた のか どうか 知る ために 彼の 胸 
を 切り裂いた のか」 といわれ、 何度も その 言葉 を 繰り返された。 
そのため 私 は、 この 事件 以前に イス ラームに 改宗し なければ よ 力、 つたろう にと 今更に 省み 
た ほどであった （注）。 

これに 関連し サ一ド は 「アツ ラ一 に 誓って。 たとえ、 この 太った 人物 （ゥサ 一マ） が 殺した と 

しても、 私 はいかなる ムス リム を も 殺す ことはないだろう」 と 述べた。 

また、 この 話に 関連し、 或る人が 「アツ ラ 一はこう 教えて います。 

(すなわち） 「迫害が なくなって、 この 教義が アツ ラーの ためにな るまで、 かれらに 対して 戦 

え」 （クル ァ一ン 第 2 章 193 節） といった 時 、サード は 「我々 は 迫害 をな くす ために 戦った。 
しかし、 あなた や あなたの 仲間た ち は 戦う ことで かえって 迫害 を ひきおこして いるで はあり 
ません か」 と 述べた。 

(注） イス ラームに 改宗す る ことで、 過去の 罪 か一 切 許される ためこう いったの である 

ゥサ一 マ ■ ビン ■ ザ イド はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ジュハ イナ 部族の 居住地 フラカ 一卜に 我々 を 派遣した。 

我々 は 早朝 この 部族 を 襲い 敗北せ しめたが、 この 折、 私と アンサ一 ル （マディ一 ナ 出身の 

ムス リム） の一 人 は 敵一 名 を 捕えた。 

我々 が 捕えた 時、 彼 は 「アツ ラ一 以外に 神 はない」 と 唱えた ので 私の 仲間 は 手 を 止めた 力、 
私 は 構わず 槍で 披を刺 し 殺した 。 

この ことが 預言者に すぐ 伝わった ため、 我々 が 帰った 時、 預言者 は 私に むかって こうい わ 
れた。 

「ゥサ 一マよ、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 彼が 告白した のに あなた は 彼 を 殺した のか」 
これに 対し 私 はいった 

「み使い 様、 彼 はこの 告白 を 難 を 逃れる ため 唱えた だけです」 

預言者 はしかし 「あなた は 彼が、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 告白した 後で 彼 を 殺した の 
力、」 と 私に 何度も 繰り返して いわれた。 

そのため、 私 はこの 日 以前に イスラ一 ムに 改宗し なければ よかったろう にと 省みた ほどで 
した。 

サ フワ一 ン' ビン ■ ムフ リズに よると、 イブ ン ■ ズノ く ィルら の 騒乱 当時、 ジ ユン ダブ ■ ビン ■ アブ ドッラ 
- ■ ' く ジャリ 一は、 アスア ス ■ ビン ■ サラ一 マに 使い を 送って こう 述べた 

「あなたの 家族の 人た ち を 集めなさい。 話したい ことがあります」 

それで アスア スは 使い を 出し 親族の 者ら をよ び 集めた。 

彼らが 集まった 時、 ジ ユン ダブ は 黄色の 頭巾 付き マント を 着、 そこに やって来て 「そのまま 
話し合い をつ づけなさい」 といった 力、 順番に 話し手が 変リジ ユン ダブの 香に なった 時、 頭 



巾 を 脱いで 次のように 語り 出した 

「私が あなた 方の 処に 来たの は 他で もな ぐ あなた 方に 預言者に 関する 次の ハディ一 スを 
伝える ためです。 

(すなわち） アツ ラ一 のみ 使い は 或る 多神教 徒の 部族に ムス リムの 小隊 を 派遣な さった。 
両軍 は 相 戦った が、 多神教 徒 軍の一 人が まことに 勇で 目 をつ けた ムス リムと 戦う 毎に 必 
らず 打ち殺した。 

ムス リム 軍 中に も その 男 を 倒そうと ねらう 者が いた。 

我々 は その 者が ゥサ 一マ' ビン' ザ イドで あろうと 話し合つ ていた。 

(ともあれ） ゥサ一 マが この 多神教 徒の 戦士と 戦い 剣 を 振り上げた 時、 彼 は 『アツ ラ一 以外 

に 神 はない』 と 唱え だした が ゥサ一 マ は、 構わず 彼 を 殺して しまった。 

この 勝利の 吉報 を 伝える 使いが み使いの 処に 来た 時、 み使い は 戦いの 様子 をお たずね 

になった。 

それで 使いの 者 は、 ゥサ一 マに ついて 彼が 行った こと を 報告した。 

そのため み使い は ゥサ一 マ をお 呼びに なり 『どうして その 男 を 殺した のか』 と 質問な さった。 

ゥサ一 マ は 『み使い 様、 彼 は ムス リム を 襲い、 だれかれ を 殺した のです』 といって 殺された 

何人 かの 名 を あげた。 

そして 続けて こう 述べた 

『私が 彼に 立ちむ かった 時 彼 は 私の 剣 を 見て" アツ ラ一 以外に 神 はない" と 唱えた のです』 
み使い はこれ に 対し 『あなた は 彼 を 殺した のか』 といわれ、 『その 通りです』 と 答える と 『もし 
その 男が、 審判の 日 にあな たの 前に やって きた 時、 "アツ ラ一 以外に 神 はない" と 唱えた こ 
とに 関して、 どう 弁解す るの か』 といわれた。 

ゥサ一 マ は 『み使い 様、 アツ ラーに 私への 許し を 祈って 下さい』 といった 力、 み使い はこれ 
に 答えず ただ 『審判の 曰に どうす るつ もりな のか』 と 同じ 言葉 を 繰り返される ばかり だつ 
た」 



ムス リムに 敵対す る 者に ついて 



アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると 預言者 はこうい われた 

「我らに むかって 武器 を 取る 者 は、 我らの 仲間で はない」 

ィ一 ャ一ス 'ビン 'サ ラマ は その 父より きいて、 預言者の 言葉 をこう 伝えて し、 る 
「我らに むかって 剣を抜く 者 は、 我らの 仲 間 ではない」 

アブ 一'ムーサ一 によると、 預言者 はこうい われた 

「我らに むかって 武器 をと る 者 は、 我らの 仲間で はない」 



ムス リムに 対し 不誠実な 者に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると アツ ラーの み使い はこうい われた 

「我らに むかって 武器 をと る 者 は、 我らの 仲間で はない。 我らに 対して 不誠実なる 者 は、 
我らの 仲間で はない」 

アブ一 'フ ライラ はこう 伝えて いる 

或る時、 アツ ラ一 のみ 使い は 穀物 を 積み重ねた 場所の 傍 を 通りかかった。 
彼が 手 を その 積み重ねた 穀物の 中に さし 入れた 時、 指が 水気で ぬれた。 
それで 彼 は その 穀物の 持主に 対して 「どうした のか」 とおたず ねに なった。 
持主 は 「雨で びしょぬれ になった のです」 と 答えた。 

彼 はこれ に 対し 「どうして あなた は、 この びしょぬれ になった 穀物 を 上の 方に 出して おかな 
いの か。 そうすれば 人々 は、 たやすく 気がつく だろう に。 このよう にして 他人 を あぎむ こうと 
する 者 は、 私の 仲間と はいえない」 と 述べ 注意な さった。 



過度に 嘆き悲しむ ことにつ いて 



アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「自らの ほほ を 打ち、 シャツの 前面 を 裂き、 また、 ジャー ヒリ一 ャ 時代 （イスラ一 ム 以前） の 
人 々がよく 発した ような 叫び声 を あげる 者 は、 我らの 仲間で はない」 
なお、 イブ ン 'ヌ マイル 及び アブ一 'バ クルの 伝える これと 同 内容の ハディ一 スに は、 「裂き、 
そして 叫ぶ 者 は」 という 表現が みられる。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 伝えられ、 それに も 「裂き、 そして 叫ぶ 者 は」 
という 言葉が 記されて いる。 

アブ一' ブルダ ゼン' アブ 一'ムーサ はこう 伝えて いる 

或る時 アブ一' ムーサ一 は 激痛に 苦しみ、 失神して 頭 を 彼の 妻の 膝の 上に 横たえて いた。 

妻の一 人力 《 この 折 泣き叫ん だが、 彼 は 彼女に 何もい うこと がで きぬ ほどであった。 

しかし 痛みが 少しお さまって 後、 彼 はこうい つた 

「私 は アツ ラーの み使いが 無視な さった 類の 者 を 相手に しょうと は 思わない。 

み使い は、 悲しみの 余り 大声で 泣き叫んだり、 髪 を 切り取ったり、 衣服 を ひき 裂いたり する 

者 を 相手に はなさらなかった」 

アブ一' ブルダに よると アブ一 'ム 一ザが 激痛の ため 気 を 失った 時、 彼の 妻 ゥンム 'アブ ドッラ 一が 
そこにき て 大声で 泣き叫んだ 

アブ 一'ムーサ はや や 病が よくな つた 時 「おまえ は 知らな 力、 つたの 力、」 といって から 「かって 

アツ ラ一 のみ 使い は 『髪 を 切りと つたり、 大声で 泣き叫んだり、 また 衣服 を ひき 裂いたり し 
て 悲しむ ような 女に 私 は 関心 を もたない』 といわれた」 と 彼女に 語って 聞かせた。 

アブ一 ■ ムーサ一 による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 他に も 三つの 異なった 伝承 者 経路で 伝え 
られ ている。 

その 中には、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉が 「関心 を もたない」 ではなぐ 「そのような 者 は、 我らの 仲 
間で はなし、」 となって いるもの も みられる。 



噂 話 を いいふらす ことにつ いて 

フザ ィファ は、 出 まかせ 話 を 広める 男の 噂 を 聞いた 時、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 をこう 伝えた 
「悪い 噂 を いいふらす 者 （ナミ一 マ） は、 天国に 入れない」 

ハン マ一 ム' ビン ■/ ヽ一 リス はこう 伝えて いる 

噂 話 をい つも 知事 (アミ一 ル） に 報告す る 男が いた。 

ある 日 私たちが モスクに いた 時、 噂 話 を 知事に 報告す ると 人々 がいって いる 当の 男が や 

つてき て 私たちの 近くに 座った。 

フザ ィファ はこの 折 「『告げ口 をす る もの は、 決して 天国に 入れない であろう』 と アツ ラ一 の 
み使いが いわれる の を 聞いた」 と 語った。 

ハン マ一 ムゼン ■/ ヽ一 リス はこう 伝えて いる 

私たちが モスクで フザ ィファ と一 緒に いた 時、一 人の 男が きて 近ぐ こ 座った。 

誰かが フザ ィファ に、 この 人物 は 権力者 (スル ターン） に 噂 話 を 告げ口す る 男で あると 話し 

た。 

フザ ィファ は、 この 人物に 聞かせた いと 願いながら 「私 は アツ ラーの み使い 力 《 『他人の 噂 
を いいふらす 者 は、 天国に 入る こと はない』 といわれ たの を 聞いた ことがある」 と 語った。 



三種の 人間に ついて 



アブ一 ■ ザ ツルに よると、 預言者 はこうい われた 

「三種の 人間に 対して、 アツ ラ一 は 審判の 日 、 決して 話しかける こと も 慈悲の 目差しで 見る 

こと も、 また、 彼ら を 清める こと もな さらず、 彼らに は 厳しい 罰が 課せられる であろう」 

アツ ラ一 のみ 使い はこの 言葉 を 三度 繰り返された。 

アブ一ザ ツル は 「それで は 彼ら は 救われず、 全て を 失う ことになります。 

—体 どんな 人た ちです か」 とたず ねた。 

み使い は 「彼らと は、 衣服 を ひきずりながら 威張って 歩く 者、 恩 着せが ましい 者、 偽りの 言 
葉 を 述べた て 品物 を 売る 者の ことで ある」 といわれた。 

アブ— ■ ザ ツルに よると、 預言者 はこうい われた 

「次の 三種の 者ら に は、 審判の 日 アツ ラ一 は 何らの 言葉 も 語り かけないだろう。 

それらの 者 は、 言葉 だけで 実際 はなに も 与えない 偽 慈善 者、 偽 わりの 誓い をい い 立てな 

力ち 品物 を 売る 者、 衣服 を ひきずって 歩 〈威張 屋 である」 

ス ライマ一 ンは 前記と 同 内容の ハディ一 スに 以下の 言葉 を 加え 伝えて いる。 

「次の 三種の 者ら に 対し アツ ラ一 は 話しかけず、 見る こ ともなぐ 彼らの 罪 を 清めよう ともな 

さらない。 

彼ら は 厳しい 罰 を 受ける ことだろう」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「次の 三種の 者た ちに 対し、 アツ ラ一 は 審判の 日、 話しかける こと も 罪 を 清めて やる こと も 
なさらないだろう」 

なお、 アブ 一'ムアー ウイ ャは 次の 言葉 を 加えて いる。 

「アツ ラ一 は 彼ら を 見ようと もな さらず 彼らに は 厳しい 罰が あたえられる だろう。 

その 者ら は 分別 あるべき 年令の 姦通 者、 嘘の 多い 統治者、 そして、 威張った 態度の 物 乞 

いらで ある」 

アブ一 'フ ライラに よると アブ一' バ クルの 話と して、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「次の 三種の 者ら に 対し、 アツ ラ一 は 決して 語り かけず、 彼ら を 見る こと も、 また、 彼らの 罪 
を 清めて やる こと もせず、 彼ら を 厳しく 罰する ことだろう。 
彼ら は 十分に 水 を 持ちながら、 砂漠で 他の 旅人に それ を 与えよう としない 者、 また、 天使 
らが相 集う 聖 なる 日没前 (アスル) 礼拝 後の 時間に、 人々 に 品物 を 売り さばき、 
しかも 『神に 誓って。 

その 品物 はこれ これの 値段で 購入した もの だ』 と 嘘八百 並べた てて 買手 を 信用させる 者、 
更に また、 世俗の 利益 を 目的に 指導者 (イマ一 ム） に 忠誠 を 誓い、 その 指導者が 何 か 利 



になる 物 を 与えた 時に 忠誠 を尽 しながら、 もし 何も 与えない 場合に は 誓い を 守らない 者ら 

である」 



前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる 力、 それに は 「他人に 品物 を 売る た 
め 駆け引き をす る 者」 という 表現が みられる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラーの み使い は、 こうい われた 

「審判の 日 に、 アツ ラーが 話しかける こと も、 見る こと もな さらず、 厳しい 罰の み を 課する 者 
に 次の 三種が ある。 

聖 なる 日没前 （アスル） の 礼拝の 後、 ムス リムの 財産に 関し 取引き 契約の 誓い を 述べて お 
きながら、 それ を 破る 者」 

以下の 部分 は、 前述の ハディ一 スと同 内容で ある。 



自殺に 関して 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「刃 剣で 割腹 自殺した 者 は、 地獄の 火中で その 刃 剣 を 手に もって 自らの 腹 を 永久に 刺し 
続ける 者と なる だろう。 

また、 毒 を 飲んで 自殺した 者 は、 地獄の 火中で 永遠に 毒 をす すり 続ける 者と なる だろう。 
更に また、 山頂から 投身 自殺した 者 は、 地獄の 火中 を 永遠に 落ち 続ける 者と なる だろう」 
前記の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

サ一 ビト 'ビン' ダッハ一 ク によると、 彼 は 或る 木の 下で アツ ラーの み使いに 忠誠 を 誓った 力、 その 
折、 み使い はこうい われた 

「たとえ、 偽りで あっても、 イスラ一 ム 以外の 他の 宗教に 誓い を 立てた としたら、 その 宗教 

の 信徒と なる だろう。 

また、 何 かの 道具 を 用いて 自殺した 場合、 審判の 日に その 道具に よって 罰 を 受ける こと 
になる だろう。 

また、 人 は 己の 所有物 以外 を 奉納物と して はならない」 

サ一 ビト 'ビン' ダッハ一 ク によると、 預言者 はこうい われた 

「自己の 所有物 以外 を 奉納 品と して はならない。 信者 を 呪う こと は その 者 を 殺す ことに 等 
しい。 

この 世で、 ある 道具 を 用いて 自殺した 者 は、 審判の 日に その 道具で 罰せられる ことにな ろ 

ラ。 

富 を 増やす ため、 偽りの 主張 をす る 者に アツ ラ一 は 同情せ ず、 かえって その 富 を 減少せ し 
める だろう。 

偽りの 誓い をす る 者 は 報い を 受ける ことだろう」 

サ一 ビト' ビン' ダッハ一 ク によると、 預言者 はこうい われた 

「イスラ一 ム 以外の 宗教に 入る こと を 誓った 者 は、 たとえ それが 意図的な 似非 誓言で あつ 
て も、 その 宗教の 信者と みなされよう。 

また、 何 かの 道具 を 用いて 自殺した 者に 対し、 アツ ラ一 は、 地獄の 火中で その 道具 を 用い 
てこの 者 を 罰する であろう」 

なお、 シ ユウ バ による ハディ一 スに は、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉が こう 伝えられ ている。 
「イスラ一 ム 以外の 宗教に、 たとえ 偽りで あっても 誓言した 考は、 その 宗教の 信者と みなさ 

れ よう。 

また、 なに かの 道具 を 用いて 自殺した 者 は、 審判の 日、 その 道具で 殺される ことにな ろう」 



アブ一' フライ ラ はこう 語って いる 

我々 は アツ ラ一 のみ 使いと 共に フ ナインの 戦いに 参加した 力、 この 折、 み使い は ムス リム 
であると 主張す る一 人の 男 を 指差して、 彼 は 地獄の 住民の一 人で あると いわれた。 
戦闘が 始まる と、 その 男 は 死に物狂いに 戦い 負傷した。 
この 時 或る人が 「み使い 様、 あなたが 前に 地獄の 住民で あると 述べた 男 は 勇敢に 戦って 
死にました」 と 伝えた。 

み使い はこれ に 対し 「彼 は 地獄の 火中に 入れられた」 といわれた。 

けれども この あと、 その 男 は 死んだ ので はなく 致命傷 を 負った だけで あると 知らされ たた 

め、 一部の 人た ちの 間に は、 み使いの 言葉に 疑念 を 持つ 者が 現われた。 

し 力、 し、 夜に なつてから その 男 は、 傷の 痛みに 耐え かね、 自殺して してし まった。 

み使い はこの こと を 知らされた 時 「アツ ラ 一はまこと に 偉大な お 方です。 

私 は アツ ラーの しもべで あり、 み使いで ある こと を 証言 致します」 といわれ、 

その後、 ビラールに まことの ムス リムの みが 天国に 入り 得る こと、 更に、 アツ ラ一 は 罪人 を 

例証と してで も、 この 宗教の 正し さ を 人々 が 教えようと なさる こと を 人々 に 知らせる ようお 

命じに なった。 

サ フル' ビン 'サ アド 'サ 一イデ一 はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いと 多神教 徒ら の 軍勢が 遭遇し、 両軍 は 戦った。 

み使いが 味方の 軍隊に 戻った 時、 敵方 も 自分の 陣地に ひき 返した。 

み使いの 教 友の 中に クズマ一 ン という 名の 偽 信仰者が おり、 彼 は 敵が 出て くると つけねら 

つて 必ら ず、 自らの 剣で 相手 を 倒した。 

教 友ら は 口々 に 「今日、 あの 男 以上の 働き をした 者 はいない」 といって ほめた が、 これに 

対しみ 使い は 「彼 は 地獄に 落ちる ことだろう」 といわれる のみであった。 

これ を 聞いた一 人が 「それで は 私が 彼 を 尾行して みます」 といって、 彼と 共に 出て 行き、 彼 

が 止まる と 止まり、 彼が 走り だすと ただちに 走って 彼の 後 を 追った。 

そうこう する 内に 遂に その 男 は、 重傷 を 負い 痛みに 耐え かねて 死 を 急いだ。 

剣の 刃 を 地面に 立て 胸に その 切っ先 を 当てて 自らの 身体 を 押しつけて 自殺して しまった 

ので ある。 

彼 を 尾行した 男 はみ 使いの 処 にきて 「あなたが まことの アツ ラーの み使いで ある こと を 私 
は 証言 致します」 といった。 

これ を 聞いて み使い は 「なにが 起った のか」 おたずね になった。 

その 男 は 「あなたが 彼 を 地獄に 落ちる 者 だとい われた ので 私たち は 驚いた のです が、 私 

は 彼の 様子 を 人々 に 知らせた いと 思い、 ずっと 彼 を 尾行し 結局 彼が 重傷 を 負い、 傷の 痛 

みから 死 を 急ぎ、 自らの 剣 を 地面に 立て その 切っ先に 胸 を あて、 身体 を 押しつけ 自殺した 

の を 見た のです」 と 答えた。 

これに 対しみ 使い はい われた 



「人々 の 目 に は 天国の 住民た るに ふさわしい と 見える 行為 をす る 者であって も、 実際 は 地 
獄に 落ちる 場合が ある。 

また、 人々 の 目に は 地獄に 落ちる 者の 所業と 見られる 行為 をす る 者であって も、 実際 は 
天国の 住民た るに ふさわしい 人物で ある 場合が ある」 

ハ サン はこう 伝えて いる 

「かって 或る人が 腫物に 苦しみ、 激痛の 余り、 矢筒から一 本の 矢 を ひきぬいて その 腫れ 

物 を ひっかい たため、 流血が 止ら なくなり 死んで しまった。 

主 はこの 時 『私 は 天国に この 男が 入る の を 禁じた』 といわれた」 

この 話 を 語って 後、 ハサ ンは 片手 を モスクの 方に 伸ばしながら 「アツ ラーに 誓って。 

ジ ユン ダブが 実に この モスクで アツ ラーの み使い からこの ハディ一 スを 聞き、 私に 語って く 

れ たのです」 といった。 

ハ サン はこう 伝えて いる 

「ジ ユン ダブ ■ ビン ■ アブ ド ッラ一 ■ / く ジャリ 一が 前記の ノ ヽ ディース を この モスクで 語った が、 
私たちに は 忘れ 難い 話であった。 

私たち は アツ ラ一 のみ 使いに 関する ジ ユン ダブの 話に は 、一片 の 偽り もない と 確信して い 
る」 



戦利品の 私物 化に 関して 



ウマル' ビン ■ , 、ッタ 一ブは 伝えて いる 

ハイバルの 戦いの 日、 教 友ら の 一行が そこにき て 「某々 は 殉教者で ある」 などと 話して い 

た。 

彼ら は 傍 を 通った 或る 男に 対しても 「某 は 殉教者で ある」 といって ほめたてた。 
これ をき いた アツ ラーの み使い は 「いや、 そうで はない。 私 は 彼が 衣服、 もしくは、 マント を 
戦利品から 盗んだ 罪で 業火に 焼かれる の をみ た」 といわれ、 次いで 「イブ ン 'ハッタ一 ブょ、 
行って 人々 に、 まことの 信仰者 以外 は 天国に 入る こと はで きないと 伝えよ」 とお 命じに なつ 

た。 

これに 関し、 ウマル 'ビン' ハッタ一 ブは 「私 はすぐ 外に 出て、 まことの 信仰者 以外 は 天国 
に 入る こと はで きないと 人々 に 知らせた」 と 語って いる。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

我ら は 預言者と 共に ハイバルの 戦闘に 参加した。 
アツ ラ一 は 我らに 勝利 を 与えて 下さった。 

我ら は 金' 銀の 類 は一 切 略奪せ ず、 戦利品と して 手に したの は、 小さな 品物 や 食物、 それ 

に 衣服な どに すぎなかった。 

我ら は その後、 アツ ラ一 のみ 使いと 共に 谷間に 下った。 

この 折、 み使いに は ドウ バイ ブ 族の一 員ジュ ザ一 ム 家の リファ 一ァ ゼン' ザ イドなる 人物 

力、 ら 贈られた 一人の 奴隸が 付いていた。 

我らが その 谷間に 着く と、 その 奴隸は 立った ままら くだの 鞍 を はずし 始めた。 

しかし この 時、 突然一本の 流れ矢が 飛んで きて 彼に 刺さり、 それが 彼の 致命傷と なった。 

我々 は 口々 に 「み使い 様、 殉教者と して 倒れた のです から、 彼のた めに は、 めでたい こと 

です」 といった。 

これに 対しみ 使い は、 「いや、 それ は 違う。 私、 ムハンマドの 命が その 御手に ゆだねられ 
ている 方に 誓って 申す が、 ハイバルの 戦闘の 折、 戦利品の 中から 不当に 小さな マント を 
盗んだ ため、 彼 は 衣服と 共に 地獄の 火で 焼かれて いる」 といわれた。 
人々 はこの 言葉 を 聞いて ひどく 心配し だした。 

或る 男 は一 本、 もしくは、 二 本の レ一ス （組み ひも） を 持って やって来て、 「み使い 様、 私 は 

これ を ハイバルの 戦いの 日に 手に入れました」 と 述べた。 

これに 対しみ 使い は 「これら は 火炎の 取り付いた レースで ある」 といわれた。 



或る 自殺者に ついて 



ジャー ビル はこう 伝えて いる 

トウ ファイル 'ビン' アム ノレ ダウ シ一 が 預言者の 処に 来て 「アツ ラーの み使い 様、 あなた は 

強固な 要塞と 庇護 を 必要と します か」 とたず ねた。 

ダウ ス族は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代から 堅固な 要塞 を もっていた。 

預言者 はこの 申し出 を 断った 力、 それ は アツ ラ一 がすで に 彼の 保護 を アンサ一 ルに 託し 

ていたから であった。 

預言者が マディ一 ナに 移った 時、 トウ ファイル 'ビン' アム ルも、 彼の 部族 員の一人 を 連れ 
て そこに 移り 住んだ。 

しかし 、マデイーナの 気候 は その 人 （トウ ファイルの 部族の 者） に 合わず 病気に なった。 

そして 苦しみの あまり、 鉄製の 矢の 穂先で 指の 関節 を 切り裂い たため、 両手からの 出血 

を 止める ことができず 死去して しまった。 

トウ ファイル' ビン ■ アム ルは 或る 夜 彼の 夢を見た。 

彼の 状況 は 良好に みえた 力、 両手 を 布で 包んで いた。 

トウ ファイル はこの 時、 彼に 「アツ ラ一 はお 前に 何 をして 下さった のか」 とたず ねた。 

彼 はこれ に 対し、 「アツ ラ一 は 私が 預言者の 許に 移った こと を 賞し 私 を 許して 下さった ので 

す」 と 答えた。 

トウ ファイル は 更にい つた。 

「お前 は、 どうして 両手 を 布で 包んで いるの か」 

彼 は 「『なんじ 自らが 傷つけ たもの を 私 は 癒す こと はしない』 と アツ ラーが いわれた からで 
す」 と 答えた。 

トウ ファイルが この 夢の 話 をみ 使いに 告げた 時、 み使い は 「おお、 アツ ラーよ、 彼の 両手 を 
も 許し 給え」 と 祈願な さった。 



審判の 日に 吹く 風に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「その 日 アツ ラ一 は、 イエメン 方向から 絹よりも やわらかな 風 を 吹かせ 給う。 

それに 当たる 者 は、 心に (アブ 一アル 力 マの 言葉に よれば) 穀物の 粒の 重さ ほどの 信仰 

さえ あれば、 

また、 （アブ ドル' ァズィ 一ズの 言葉に よれば) 極ぐ 少量の 塵の 重さ ほどの 信仰 さえ あれば、 
だれでも 死 （注) を 迎える ことができる であろう」 

(注) この場合の" 死" は、 信仰者 を 天国に 導く ための" 死" を 意味す る 



騒乱の 起る 前に 善行 を 積む ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「善行 を 積む よう 急ぎなさい。 
暗黒の 夜の 一部の ような 大 騒動の 時代が 始まる 前に。 
その 時期に は、 朝 信仰者であった 者が 夜に は 不信者と なり、 また、 夜 信仰者だった 者が 
朝に は 不信者と なる のです。 

そして 人々 は 信仰 を 物的 利益の ため 、たやすく 売り 換える のです」 



信者の 恐れに ついて 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

次の 聖句 「信仰す る 者よ、 あなたがたの 声 を 預言者の 声よりも 高く 上げて はならない。 
また、 あなたがたが 互いに 声高に 話す 時の ように、 かれに 大声で 話して はならない。 

あなた 方の 気付かない 中に、 自分の 行い を 虚しく しないた めに」 （クル ァ一ン 第 49 章 2 節） 
が 啓示され た 時、 

サ一ビ ドビン. 力 イス は 「自分 は 地獄に 落ちる 者の一人に 違いない」 といって 家に とじこも 
リ、 預言者の 処 にも 行か なくなった。 

預言者 はサ アド 'ビン 'ムアー ズに 「アブ一' アム ル （サ アドの 呼び名） よ、 サ一 ビト はどうし 
たの か。 

病気に なった のか」 とおたず ねに なった。 

サ アド はこれ に 対し 「私 は 彼の 隣人です 力^ 彼の 病気に ついては 知りません」 と 答え、 彼 
の処に 行った 折 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 伝えた。 
その 折、 サ一 ビト はこう 語った 
「あのような 啓示が 下された のです。 

あなた も 知っている ように、 私の 声 はみ 使いの 声よりも 大きい のです。 

それ 故 私 は 地獄に 落ちる 者の一 人な のです」 

サ アド はサ一 ビト のこの 言葉 をみ 使いに 伝えた。 

するとみ 使い は 「いや、 そうで はない。 

サ一 ビトは 天国の 住民の一 人になる のです」 といわれた。 

アナ スゼン 'マ一 リクに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 それに 
は 「サ一 ビト 'ビン' 力 イス は アン サールの 中で も 雄弁家で 知られて いた。 この 啓示 を 下された 時 
云々」 と 記されて いる。 

なお、 後半の 記述に はサ アド' ビン 'ムアー ズ についての 言及 は みられない。 

なおまた、 更に 別の 伝承 者 経路で 伝えられる 同 内容の ハディ一 スには 「この 啓示 「あなた 方の 声 

を 預言者の 声よりも 高く 上げて はなら なし、」 が 下された 時 云々」 と 記される 力、 これに もサ アド 'ビ 
ン' ムアー ズに ついての 言及 は みられない。 

ァ ナスに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 更に 他の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それに 
もサ アド' ビン 'ムアー ズ についての 言及 はなぐ 次の 言葉、 すなわち 「天国の 住民と なる一 人が 
我々 の 間 を 歩き まわって いるの を 見た」 が 付加され ている。 



改宗 以前の 行為に ついて 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 人々 は アツ ラ一 のみ 使いに こうたず ねた 

「み使い 様、 私共 は イスラ一 ムに 改宗 以前の 行為に ついても 責任 を 持つ のです か」 
これに 対し、 彼 は 「あなた 方の 中で イス ラームの 教えに 従い 善行 を 積む 者 は、 改宗 以前 
の 行為に 対して 責任 は 問われないだろう。 

しかし、 イスラ一 ムに 改宗した 後で も 悪 を 重ねる 者 は、 改宗 以前の 罪に 対しても 改宗 後の 
罪と 同様に 責任 を 問われる ことになるだろう」 とお 答えに なった。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド はこう 伝えて いる 

我々 はかって アツ ラ一 のみ 使いに 「イスラ一 ムに 改宗 以前の 行為に ついても 責任 を 持た 
ねばならな いのです か」 とたず ねた。 
み使い は 次のように 答えられた。 

「イス ラームの 教えに 従って 善行 を 為す 者 は、 改宗 以前の 行為に ついての 責任 は 問われ 

ない。 

しかしながら 改宗した 後で も 悪行 を 続ける 者 は、 改宗 以前と 以後、 相 方の 行為に ついて 
責任 を 問われる だろう」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



改宗、 ヒジ ユラ 及び 巡礼の 功徳に ついて 

イブ ン 'シャ マーサ 'マフ リ一 はこう 伝えて いる 

私たち は 死期 間近い アム ル 'ビン' アースの 病床 を 見舞った。 

その 折、 私たち を 見て、 彼 は 長い間 泣きつ づけ 壁の 方 をむ いてし まった。 

彼の 息子 アブ ドッラ 一はやさ LX なだめながら 「アツ ラーの み使いが 来世に ついて、 よき 知 

らせを あなたに 話して 下さった ではありません か」 と 繰り返し いって 慰めた。 

アム ルは それでよ うやく 顔 を 私たちの 方に むけて 次のように 語り だした。 

「我々 にで きる 最善の 行為 は アツ ラ一 以外に 神 はなく ムハンマド 様 は 神の み使いで あると 

証言す る ことです。 

私の 人生に は 三度の 大きな 局面が ありました。 

最初の それ は、 私 以外に はだれ にも 見られなかった ほど、 み使いに 強い 憎しみ を 抱いて 
いた ことです。 

その 頃、 私 は 彼 を 迫害し 殺害し ようと 強く 願って いたのです。 

もしも そのような 状態の 時 私が 死んだ としたら、 私 は 間違いな く 地獄の 徒と なった ことで し 

ょラ。 

その後、 アツ ラ一 が 私の 心に イスラ一 ム への 愛 を徐々 に 教え こんで 下さった 時、 私 はみ 使 
いの 処に 行きこう 話した のです 

『どうか あなたの 右手 を 伸ばして ください。 そうすれば、 私 は あなたに 忠誠 を 誓います』 

み使い はすぐ 右手 を さしだされた。 

しかし 私 はこの 時、 私の 手 を ひっこめました。 

み使い 力 《 『どうした のか』 といわれ たので、 私 は 『或る 条件 を 申し上げたい』 といい ました。 
『どんな 条件で あるか』 と 問われた ので 私 は 『これまでの 私の 行為 を 許して いただきたい 
のです』 と 申し 上 げた の です 。 

み使い はこれ に 対し 『イスラ一 ムに 改宗す る ことで、 それ 以前の 罪が 全て 許される こと、 ま 
た、 ヒジ ユラした 者 (マディ一 ナに 移り 住んだ 者) も、 巡礼 を 行った 者 も それ 以前の もろもろ 
の 罪 を 許される こと を 知らな 力、 つたの か』 といわれました。 

ああ、 私に とってみ 使い ほど 愛すべき 方 はおられな いし、 またみ 使い 以上に 私の 目 に 尊く 
映る 方 はおられなかった のです。 

あまりに 尊崇の 思いが 強いた めに、 み使いのお 顔 を 十分に 拝す る ことができない ほどで 
した。 

それ 故、 み使いの 御 容貌に ついて 問われても、 私の 目 が 完全に はみ 使い を 拝して ない の 
で 述べる ことができない ほどです。 

もしも こんな 状態に ある 時 私が 死んだ としたら、 私 は 十分 天国に 入り 得る 希望 を 持ち 得た 
かも 知れません。 

この 後 私に は ムアー ウイ ャの 下で ァリ一 の 軍勢と 戦ったり、 エジプトの 知事に 任命され た 



りするな ど、 責任 を 伴な う 様 々 な 変転が あ リ ま した。 

勿論 それが 私に とって どのような 結果 を もたらす かわかる はず もなかった のです。 

私が 死んでも 決して 泣き 女 を 雇ったり、 松明 を かぎすな どの 大げさな 葬式 はしないで 下さ 

い。 

墓に 埋葬す る 時には 十分 土 を かぶせて 下さい。 

そしてら くだ を 屠殺す る 間、 できれば 私の 墓の 周りに しばらく 立って いて 下さり、 その 肉の 
幾分 か を 受取って もらえれば、 私 は あなた 方と一 層 親密 さ を 保つ ことにな リ、 そのこと はま 
た、 アツ ラーの 天使た ちが 私 を 判断す る 場合の 良き 証し になる でありましょう」 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

多神教 徒の 或る 者ら は、 多くの 人々 を 殺し、 また しばしば、 姦通罪 を 犯した。 

その 彼らが、 ムハンマド 様の 処 にきて 「あなたの 主張 や 説教 はまこと に 結構な 内容です。 

もしも 私たちが 過去に 犯した 行為が 贖罪され ると あなたが 約束して 下さるならば 私たち は 

イス ラームに 改宗 致します」 といった。 

この 折、 次の 啓示が 下された。 

「(信仰者と は) アツ ラーと 並べて、 外の どんな 神に も 祈らない 者、 正当な 理由の ない 限り 

アツ ラーが 禁じられた 殺生 を 犯す ことなぐ また 姦淫し ない 者で ある。 

だが 凡そ このような 行為 をな す 者 は 懲罰され るであろう。 

復活の 日に は 懲罰 は 罪に 応じ 倍加され、 その 地獄で 屈辱の 中に 永遠に 住む であろう。 

悔悟して 信仰し、 善行に 励む 者 は 別で ある。 

アツ ラ一 は これらの 者の、 いろし、 ろな 非行 を 変えて 善行に される」 （クル ァ一ン 第 25 章 

68-70 節） 

「言って やる がいい。 『自分の 魂に 背いて 過ち を 犯した わが しもべた ちょ。 
それでも アツ ラーの 慈悲に 絶望して はならない。 
アツ ラ一 は 本当にす ベての 罪を赦 される。 

かれは 寛容に して 慈悲 深く あられる』」 （クル ァ一ン 第 39 章 53 節） 



イス ラームに 改宗 前の 善行に ついて 



ハキーム 'ビン' ヒザ一 ムは ウル ヮ 'ビン 'ズ パイルに 次のように 語った 

私が アツ ラーの み使いに 「改宗 以前の 私の 敬神 行為に 対する アツ ラーの 報酬 はいかなる 

ものです か」 とたず ねた 時、 み使い はこうい われた 

「あなた は 改宗 以前の 善行に よって イスラ一 ムを受 入れる ことができ たのです」 

ハキーム 'ビン' ヒザ一 ムは ウル ヮ 'ビン 'ズ パイルに こう 語った 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 私が 改宗 以前に 行った 施し （サ ダカ）、 奴隸の 解放、 親族 内の 
協調と いった 様々 な 敬神 行為に 対し、 審判の 日に アツ ラ一 は 私に なんらかの 報償 をお 与 
え 下さる と あなた は 思います か」 とたず ねた。 

これに 対しみ 使い は 「あなた は 改宗 以前の それらの 善行お 陰で イスラ一 ム 教徒と なれた 
のです」 といわれた。 

ハキーム 'ビン' ヒザ一 ム はこう 伝えて いる 

私 は、 アツ ラ一 のみ 使いに 「改宗 以前に 幾つかの 善行 を 致しました」 と 申し上げた 
(ヒシ ャ一ム 'ビン' ウル ヮは それら を アツ ラーに 対する 敬神 行為で あると 説明して いる） 
これに 対しみ 使い は、 「あなたが イスラ一 ムを受 入れた の は、 あなたの 過去の 善行のお 陰 
なのです」 といわれた。 

私 はまた 「神に 誓って。 私 は 改宗 以前と 同じぐ イスラ一 ムの 教え を 余す ことなく 実行 致し 
ます」 と 申し あげた。 

ヒシャ 一ム ゼン' ウル ヮ は 彼の 父から きいて 次の 話 を 伝えて いる 

ハキーム ■ ビン セザ一 ムは イス ラームに 改宗す る 以前に （アツ ラーの 御名 において） 1 00 
名の 奴隸を 解放し、 100 頭の らくだ を 献納した。 

それから イス ラームに 改宗して 後、 更に 100 名の 奴隸を 解放し、 100 頭の らくだ を献 じた。 

この 後、 彼 は 預言者の 処 にきて、 前記と 同 内容の 話 をした ので ある。 



信仰の 誠実 さに ついて 



アブ ドッラ 一はこう 伝えて いる 

次の 聖句 「信仰して 自分の 信心に 不義 を 混じえない 者、 （これらの 者 は 安全で あり、 正しく 

導かれる 者で ある）」 （クル ァ一ン 第 6 章 82 節） が 啓示され た 時、 教友 たち は 非常な 不安 
にかられ 口々 に 「我々 の 仲間で一 体、 誰か 誤ち を 犯さない 者が いるだろう か」 といい 合つ 

た。 

これに 対し アツ ラ一 のみ 使い は 次のように いわれた 

「この 啓示の 意味 は、 あなたた ちが 想像す るよう な ものではありません。 

賢者 ルク マーンが 彼の 息子に むかって 「息子よ、 アツ ラーに 他の 神 を 同等に 配して はなら 

ない。 

それ を 配す るの は 大変な 不義で ある」 （クル ァ一ン 第 31 章 13 節） と 述べた 時の 言葉な の 
です」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



心の 全て を 見通す アツ ラーの 言葉に 関して 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いに 次の 聖句 「天に あり、 地に ある、 凡ての もの は アツ ラーの 有 （もの） で 

ある。 

あなた 方 自身の 中に ある もの を、 現わして もまた 隠しても、 アツ ラー は それと あなたがた を 
清算して おられる。 

アツ ラー は、 おぼしめしの 者を赦 し、 またお ぼしめ しの 者 を 罰される。 

アツ ラ一 は 凡ての ことに 全能で あられる」 （クル ァ一ン 第 2 章 284 節） が 啓示され た 時、 教 

友た ち は 余りに 厳しす ぎる と 思った。 

それでみ 使いの 処に 来て ひぎまず いて 座り、 こうし、 つた 

「み使い 様、 私共 は 礼拝、 断食、 アツ ラ一 のた めの 戦い、 貧者への 施しな ど、 私共が 為し 
得る 幾つかの 義務 を 果たす よう 命じられ ています。 しかるに 今、 このような 啓示が あなた 
に 下されました。 私共に はこの 啓示に 従って 暮らす の は 不可能です」 
これに 対しみ 使い はい われた 

「あなた 方 はずつ と 以前に 『私たち は 拝聴す るが 従わない』 といった 二つの 聖典 信仰者、 
すなわち ユダヤ教 徒 や キリスト教徒 たちと 同じ 言葉 をい おうとす るので すか。 

あなた 方 は それよりも むしろ 『私たち は 御 教え を 聞き 服従 致します。 主よ、 あなたの 御赦し 
を 願います。 わたしたちの 帰り 所 は あなたの 御 許であります』 と 唱える べきです」 
それで 教 友ら は 「私たち は 御 教え を 聞き、 服従 致します。 
主よ、 あなたの 御 赦しを 願います。 

わたしたちの 帰り 所 は あなたの 御 許であります」 （クル ァ一ン 第 2 章 285 節） と 唱えた。 
人々 が この 言葉 を 唱え、 し 力、 も それが 流れる ように 美しく 彼らの 舌で 発せられた そのす ぐ 
後に、 アツ ラ一 は 次の 聖句を 啓示され た。 
「使徒 は、 主から 下された もの を 信じる。 
信者た ち もまた 同じで ある。 

皆、 アツ ラ一 と 天使た ち、 諸 啓 典と 使徒た ち を 信じる、 わたしたち は、 使徒た ちの 誰に も 差 
別 をつ けない という、 また かれら は 祈って こういう 
『わたしたち は 教え を 聞き、 服従し ます。 

主よ、 あなたの 御 赦しを 願います。 わたしたちの 帰り 所 は あなたの 御 許であります』」 （ク 

ルァ一 ン第 2 章 285 節） 

人々 が 教えに 従った 時、 アツ ラ一 は 先の 言葉 を 廃棄され、 新たに 次の 言葉 を 啓示され た。 

「アツ ラ一 は 誰に も その 能力 以上の もの を 負わせられない。 

その 稼いだ もので 自分 を 益し、 その 稼いだ もので 自分 を 損う。 

『主よ、 わたしたちが もし 忘れたり、 過ち を 犯す ことがあっても、 咎めないで 下さい』」 

預言者 は アツ ラ 一により これらの 言葉 を 唱える よう 導かれながら こうい われた 



「はい、 「主よ、 わたしたち 以前の 者に 負わせられた 重荷 を、 わたしたちに 負わせないで 
下さい」」 

預言者 は 更にこう 唱えた 

「はい、 「主よ、 わたしたちの 力で かなわな いもの を 担わせないで 下さい」」 

預言者 はつ づけて 唱えた。 

「はい、 「わたしたちの 罪障 を 消滅な され、 わたしたち を赦 し、 わたしたちに 慈悲 を 御く だし 
下さい。 

あなた こそ わたくしたちの 愛護 者で あられます。 

不信心の 徒に 対し、 わたしたち を 御 助け 下さい」 （クル ァ一ン 第 2 章 286 章） 」 

(この 言葉に 対し) アツ ラー は 「承知した」 といわれた。 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

次の 啓示、 「あなたがた 自身の 中に ある もの を、 現わして もまた 隠しても、 アツ ラ一 は それ 
と あなたがた を 清算して おられる。 」 （クル ァ一ン 第 2 章 284 節） が 下された 時、 人々 はか 
つて 経験した こと もない ほど 恐れの 思い を 抱いた。 

預言者 はこの 様子 を 見て 「『わたしたち は 御 教え を 聞き、 それに 従い、 服従 致します』 と 
唱えなさい」 といわれた。 

アツ ラ一 はこの ようにして 人々 の 心に 信仰 を徐々 に 教え こまれ、 そして 後、 次の 啓示 を顕 
わされた。 

「アツ ラ一 は 誰に も その 能力 以上の もの を 負わせられない。 

人々 は 自分の 稼いだ もので、 自分 を 益し、 その 稼いだ もので 自分 を 損う。 

『主よ、 わたしたちが もし 忘れたり、 過ち を 犯す ことがあっても、 咎めないで 下さい』」 

アツ ラ一 はこの 言葉に 対し、 「そのよう にす るであろう」 といわれた。 

また 「主よ、 わたしたち 以前の 者に 負わされ たような 重荷 を、 わたしたちに 負わせないで 

下さし、」 との 願いに 対しても アツ ラ一 は 「そのよう にす るであろう」 といわれた。 

そして、 更に、 「わたしたち を赦 し、 わたしたちに 慈悲 を 御く だし 下さい。 

あなた こそ わたしたちの 愛護 看で あられます」 （クル ァ一ン 第 2 章 286 節） との 願いに 対し 

て もまた アツ ラ一 は 「そうする であろう」 といわれた。 



アツ ラーが 心中の 邪悪 を 許される ことにつ いて 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラ 一は 邪悪な 思いに とらわれた 私の 民人で も、 それ を 人に 語ったり 実行したり せぬ 

限りお 許しになる だろう」 
アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラ 一は 我らの 仲間の 者が 心中に 邪悪な 思い を 抱いた としても、 それ を 誰に も 話さず、 

また 実行し ない 限りお 許しになる であろう」 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 カタ一 ダ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



善行お よび 悪行の 記 銀に ついて 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラ一 は 天使た ちに 『わたしの しもべに 悪心 を 抱く 者が あっても、 それ を 記録して はなら 
ない。 

もし 実際に 彼が 悪 を 犯した 場合 は 罪 行 一つと 記しなさい。 

また、 もしも 善心 を 持ちながら、 それ を 実行して ない 者が おれば 彼のた め 善行一 つと 記録 

しなさい。 

もし それ を 彼が 実行した 場合に は、 彼に 関する 記録 薄に 善行 10 箇と 記しなさい』 とお 命じ 

になった」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「アツ ラ 一はこう 述べられた 『私の しもべで 善行 を 為そうと 志しながら、 それ を 実行して ない 
者に 対し 私 は 善行一 つと 記録す る。 

しかし、 もし 彼が それ を 実行した 場合に は、 彼のた めに その 程度に 応じて 10 から 700 まで 
の 善行 印 を 記録す る。 

また一 度 悪行 を 犯そうと しな 力ち 実行し な 力、 つた 者に 対して は 私 は 何も 記録に とどめる こ 
と はしない。 

そしても し 実行した としても 悪行一 つと 記す のみで ある』」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラーの み使い、 ムハンマド 様 はい われた 

「アツ ラ一 はこう 話された 『もしも 私の しもべで、 善行 を 志しながら 実行して ない 者が あれば、 
私 は その 者の ために 善行一 つと 記す。 

また、 もし それ を 実行した 場合に は、 彼のた めに 善行 10 箇と 記入す る。 

もし 悪行 を 企図しながら、 それ を 実行し な 力、 つた 者が あれば 私 は それ を 許して 記録せ ず、 

実際に 犯した 場合に のみ、 彼の 名の 下に 悪行一 つと 記す』」 

み使い はこう もい われた 

「天使た ち は、 次のように 語って くれた。 

『あなたの しもべ 力、 なに かの 悪行 を 犯そうと している 時、 そのこと に 極めて 敏感で あられ 
る 主 は、 "よく 監視し、 もし 彼が 罪 を 犯したならば それ を 記せ。 
ただし 何も 犯さぬ 場合に は、 彼のた め 善行一 つと 記入せ よ。 

なぜなら 彼 は 私 （アツ ラ一） のために 罪 を 犯す こと を 思いとどま つたので ある" といわれ 
た』」 

アツ ラ一 のみ 使い はこう もい われた 

「あなた 方のう ち、 正しい 信仰 を 持つ 者に 対して、 その 善行の 全て は 程度に 応じて 10 倍 か 
ら 700 倍まで 増加して 数えられ 記録され ます。 



罪 を 犯した 場合に は 全てが そのまま 記録され ます。 

この 記録 を もって 審判の 日 に アツ ラ一 にお 会いす るので す」 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「善行 を 志しながら それ を 行わなかった 者に 対して は 善行 一つが 記録され、 善行 を 志し そ 

れを 実行した 者に は、 その 程度に 応じて、 10 倍から 700 倍の 善行 印が 記録され る。 
なお、 悪行 を 企図した 者で も それ を 実行し なかった 場合に は なんら 記録され る こと はない。 
ただ 悪 を 実際に 犯した 場合に は そのまま 記録され る」 

イブ ン- アツ バース は、 アツ ラ一 のみ 使いが 主につ いて 語った 言葉 をこう 伝えて いる 
「まことに アツ ラ一 は 善行、 悪行に ついて よく 記録な さる 方で ある。 
善行 を 志しながら、 果 さなかった 者に アツ ラー は 善行一 つと 記され、 また 善 を 志し それ を 
実行した 者に 対して は、 アツ ラ一 は 10 倍から 700 倍の 増加分、 また それ以上の 善行 数 を 

記録な さる。 

悪行 を 企図しても それ を 行わなかった 場合、 アツ ラ一 は 完全な 善行 一箇 を 記して 下さる。 
またもし 悪 を 企て それ を 行った 場合に は、 アツ ラ一 は 彼に 悪行一 つと 記録な さるので ある」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それに は 次の 言葉が 付加 
されて いる 

「アツ ラ 一は 人の 犯した 悪行 を 抹消す る こと さえな さる。 アツ ラ一 はまた、 極悪 者 (注） 以外 
に は 誰 を も 破滅させる こと はなさらない」 

(注） 原文 は" ハ一 リグ' すなわち" 破滅 を 運命 づけら れ ている 者" という 意味。 
悪行 を 専らに し 一片の 善意 を も 持たぬ 者 をい う 



信仰者が 悪 を ささやかれる ことにつ いて 

アブ一' フライ ラ によると 教 友ら が 預言者の 処に 来て こういった 

「まことに 我らの 心底に は 誰し も 口にする の を はばかられる 事柄、 すなわち 悪への 誘惑 心 
が ある ことに 気付いて おります」 

アツ ラーの み使い はこれ に 対し 「あなた 方 は 本当に そこに 気付いた のか」 とおたず ねに な 
リ、 「その 通りです」 と 彼らが 答える と、 「それと 戦う ことで 真実の 信仰心が はっきりして くる 

のです」 といわれた。 

アブ一 'フ ライラに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド はこう 伝えて いる 

預言者 は 悪への 誘惑に ついて たずねられた 時 「それ は 純粋な 信仰 を 持った めに 有益な も 
のです （注）」 と 答えられた。 

(注) 信仰の 純度が 高まる と、 心中の 些細な 悪に 対しても 敏感に なること を 意味す る 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「人々 は あれこれと 互いに 疑問 を 述べ 合い、 果てに は 『アツ ラ一 は 万物 を 創造され たが、 
それで は 一体 だれが アツ ラ一 を 創った のだろう』 などと いう 者 も 出て くるだろう。 
しかし、 人智の 及ばぬ アツ ラ一 についての 疑念が 論議され る 場所で は、 信者 はた だ 『私 は 
アツ ラ一 を 信仰して おります』 と 述べる だけで よいので ある」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ヒシャ 一ム 'ビン ■ ゥルヮ によっても 伝えられる 力、 それに は 次の 表 
現 も 加えられ ている 

アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「悪魔 (シャイ タ一 ン) が あなた 方 一人一人の 処に 来て 『一体 だれが 天 を 創り、 地 を 創ら れ 
たの か』 という 時、 人々 は 『アツ ラーです』 と 答える ことだろう」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「悪魔が あなた 方 一人一 人の 処に 来て、 あれ や これ は 誰に よって 創ら れ たかと いい、 遂に 

は、 誰が あなたの 主 を 創った のかとまで 質問す るだろう。 

その 時には、 アツ ラーに 加護 を 祈り、 そのような 無益な 問い は 無視すべき である」 



アブ一 'フ ライラが ウル ヮ 'ビン' ズ パイルに 語った 前記の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よって 

も 伝えられ、 それに は 「悪魔が アツ ラ一 の しもべの 処に 来て 『誰が あれ や これ を 創った のか』 と 問う 
ことだろう」 という 表現が みられる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「人々 は 絶えず あなた 方に （イスラ一 ム に関する） 知識に ついて 問いつ づけ、 果てに は 『ァ 
ッラ一 は 私たち を 創造され た 力、 しかし 誰が一 体、 アツ ラ一 をお 創り になった のです か』 と 
までい いだす に 相違ありません」 

アブ一' フライ ラ はこの ハディ一 スを 語った 時、 或る 男の 手 を とらえながら 「アツ ラーと アツ ラ 
—のみ 使い は 真実 をお 告げに なった。 

すでに 二人の 人物が これと同じ 質問 を 私に した。 この 人 は 三人 目の 質問者であった」 
(別 伝に よると、 「すでに一 人が 私に 質問し、 この 人物 は その 二人目に 当る」） といった。 
なお、 アブ一 'フ ライラに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝 
えられる 力、 それに は 「預言者が こうい われた」 という 言葉 はない。 
また、 この ハディ一 スの 最後 は 「アツ ラ一 とその み使い は 真実 をお 告げに なった」 という 言 
葉で 終って いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アブー 'フ ライラよ、 人々 は、 あなたに 絶えず アツ ラーに ついての 様々 な 事柄 をたず ねる 
こと だ' ろう。 

そして 果てに は 『それが アツ ラ一 だとす ると一 体 誰が アツ ラ一 を 創造され たの か』 というに 
相違ない」 

この 話に 関連し、 アブ一' フライ ラは 次のように 語って いる 

「私たちが モスクに いた 時、 何人 かの ベ トウ インが そこに 来て 『アブ一 'フ ライラよ、 それが 

アツ ラ一 だとす ると、 一体 誰が アツ ラ一 を 創造され たの か』 といった ので、 私 は 手に 小石 を 

つかみ、 それ を 彼らに 投げつ けながら 『立ちなさい ！ 立って 出て 行きなさい ！ 私の 友 
ムハンマド 様の 言葉 は 本当だった の だ ！ 』 と 叫んだ」 

ャズ イード' ビン' アサ ンムは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 次のように いわれた と、 アブ一 'フ ライラから 聞いた。 

「人々 は あなた 方に 必ず 全 ゆる 事柄に 関して 問い、 果てに は 『アツ ラ 一は 万物 を 創造され 

た 。しかし一 体 誰が アツ ラ一 を 創った のか』 とまでい うこと だろう」 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの み使いより 聞いた 次の ハディ一 スを 伝えて いる 



偽誓に よ リム スリムの 権利 を 横領す る 者に ついて 

アブ— 'ゥ マ— マに よると、 アツ ラ— のみ 使い はこうい われた 

「偽 わりの 誓い を 述べて 他の ムス リムの 権利 を 横領す る 者に 対し、 アツ ラ一 は 地獄の 火 を 
彼に ふさわしい ものと なさり、 天国に 入る こと を 禁じられ るだろう」 
これ を 聞いた 或る 男が 「み使い 様、 たとえ、 取る に 足らない 小事であって もです か」 と 問う 
たと ころ、 

み使い は 「その 通りです。 たとえ、 それが ァラ一 ク樹の 小枝一 本であって もです」 といわれ 

た。 

アブ一 -ゥ マ一 マに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「ムス リムの 財産 を 横領しょう として 偽誓 をし、 しかも 実際に 虚偽 行為 をした 者に 対し、 ァ 
ッラ一 は 怒り を もって 接する であろう」 

たまたま この 時、 ァ シュア ス 'ビン' 力 イスが そこに やって来て、 人々 に 「アブ一' アブ ドル- 
ラフ マーン (アブ ド ッラ一 ゼン' ウマルの 呼び名） は どんな こと を あなた 方に 話した のか」 と 

たずねた。 

人々 がし かじかの 内容だった と 彼に 告げた ところ、 彼 は 「アブ一' アブ ドル' ラフ マ一 ンの話 
は 正しい。 

実は この 言葉 は 私に 関連す る 問題に ついてい われた ものです。 

私 は、 イエメンに 所有す る 土地の 権利に 関し 或る 男と 争って いました。 

私 は その 男と一 緒に 争い を 預言者の 処に 持ち込み 解決 を 願った のです。 

その 折 アツ ラ一 のみ 使いが 『あなたの 主張 を 支持す るた めの 証拠 は あるか』 といわれ たの 

で 『なにもありません』 と 答えた ところ、 み使い は 『それで はこの 間 題の 解決 は 彼の 誓言 

による 以外 ある まし、』 いわれた のです。 

私 はこれ に 対し 『彼 はふた つ 返事で 誓う ことで しょうよ』 と 述べた のです 力、 この 時み 使い 
はこうい われました 

『ムス リムの 財産 を 横領しょう として 偽りの 誓い をす る 虚言 者に 対し、 アツ ラ一 は 怒り を も 
つて 接する であろう』 この 折、 次の 聖 句が 下された のです。 
「アツ ラ一 の 約束と、 自分の 誓いと を 売って 僅かな 利益 を 購ぅ者 は、 来世に おいて 得分 は 
ないで あろ ラ。 

復活の 日 に は、 アツ ラ一 はかれら に 御言 葉 を 与えず、 また 顧みられず、 清められる こと も 
ない。 

かれら は 痛ましい 懲罰 を 受ける であろう」 （クル ァ一ン 第 3 章 77 節） 



アブ ドッラ 一は、 預言者 力に う 語る の を 聞いた と 伝えて いる 

「或る 財産が 自分の 所有で あると 誓言し、 しかも それが 偽りで ある 場合、 アツ ラ一 は その 
者に 対し、 怒り を もって 対する であろう」 

なお、 アブ ドッラ 一により 別の 伝承 者 経路で 伝えられる この ハディ一 スの 後半 は、 次の 表 

現 を 除けば 前記と 同 内容で ある。 

「私と 或る 男との 間で 井戸に 関する 争いが 起った。 

我々 は、 アツ ラーの み使いの 処 にこの 問題 を 持ち こんだ が、 彼 は その 時 私に むかって 『あ 
なた の 主張 を 支持す る 二人の 証人 を 出さなければ、 彼の 誓言が 有効で あると 認められる 
ことにな ろう』 といわれた」 

イブ ン- マス ゥ一ド は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが こうい われる の を 聞いた 

「ムス リムの 財産に 関し、 正当な 根拠 もな 〈所有権が あると 誓言す る 者に 対し、 アツ ラ一 は 

怒り を もって 対する であろう」 

その あとみ 使い は、 この 言葉の 証として、 前記 クル ァ一ン 啓示 （第 3 章 77 節） を 最後まで 
お唱えに なった。 

ヮ一 ィル はこう 伝えて いる 

ハドラマウトから 来た 男と キン ダ から 来た 男が 共に 預言者の 処 にやって 来た。 
ハドラマウトの 男 はいった 

「アツ ラ一 のみ 使い様、 まことに この 男 は、 私の 父の ものだった 土地 を 私から 取り あげた 
のです」 

これに 対し キン ダの男 は 「これ は 私の 土地です。 私が 耕作した のです。 あの 土地に 関し 彼 
に はなん の 権利 もありません」 といって 反駁した。 

そこでみ 使い は、 ハドラマウトの 男に 対し 「あなた はなに か 証拠 品 を 持って います か」 とた 

ずね た。 

彼が 「ありません」 と 答えた のでみ 使い は 「それで はこの 件 は、 彼の 誓言に よって 決定され 
る ことになります」 といわれた。 

ハドラマウトの 男 はこれ に 対し 「み使い 様、 彼 は 嘘つきで 何でも 平気で 誓い、 しかも、 それ 
を 守ろうと しない 男です」 と 述べた 力、 み使い は 「それ 以外に はいかなる 手段 もない ので 
す」 といわれた。 

キン ダ から 来た 男 は 誓言 を 述べ 始めた。 
この 男が 帰って 行った 後、 み使い はい われた 

「もし あの 男 カリ、 ドラ マウ 卜の 男の 財産 を 横領しょう として 誓言 を 述べた としたら、 アツ ラ一 
は 必ずや あの 男 を 拒否な さるだろう」 



ヮ一 ィル は、 彼の 父 フジ ュルが 次のように 語った と 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いの 処 にいた 時、 ある 土地に 関して 争って いる 二人の 男が やって来 

た。 

そして その一 人が いった 「み使い 様、 この 男が イスラ一 ム 以前に、 私の 土地 をのつ とってし 
まった のです」 

こう 申し立て たの は イムル' カイ スゼン 'アービス 'キン ディ一 で、 その 相手 は ラビ一 ァゼ 
ン' イブ ダーンと いう 者であった。 

み使い はそう 申し立てた イムルに 対し、 主張 を 立証す るた めの 資料が 有る かと 問し、 「有り 
ません」 との 答えに 対し 「それで は、 彼、 すなわち ラビ一 ァの 誓言に よって 判断す る 以外に 
ない」 といわれた。 

イムル は 「そうすれば 土地 は 彼の ものに なって しまいます」 といって 抗議した 力、 み使い は 
「これ 以外に あなたに はどうしょう もない のです」 と 述べ、一 方の ラビ一 ァが 誓言す るた め 
に 立ち上った 時には 次のように いわれた 

「不正な 手段で 土地 を 横領す る 者に 対し、 アツ ラ一 は 怒り を もって 対する であろう」 
なお、 イス ハーク は、 訴え 人の 名 を ラビ一 ァ 'ビン' イブ ダーンで はなぐ ラビ一 ァ 'ビン 'ァ 
イダ一 ン であると 記して いる。 



他人の 財産 を 不正に 強奪す る 者に ついて 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

或る 男が アツ ラ一 のみ 使いの 処に 来て 「み使い 様、 もしも 私の 財産 を 奪おうと する 者が 来 

たら、 どうすべき でしよう か」 といった。 

み使い は 「財 を 取られて はならない」 と 答えられた。 

その 男が また 「もし 私に 戦い をい どんで きたら どうす べきです か」 とたず ねたのに 対し、 み 

使い は 「その 時 は 戦いなさい」 と 教え、 更に 「もし 私が 殺されたならば、 どうなる のです か」 

との 質問に 対して は 「殉教者と なる だろう」 とお 答えに なった。 

更に また 「私に よって 殺された 相手 はどうなります か」 との 問いに 対して は 「彼 は 地獄に 落 

ちる だろう」 といわれた。 

サ一 ビト はこう 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルと アン バサ 'ビン' アブ一' スフ ヤーンが 互いに 戦闘 準備 をして い 
た 時、 ハーリド' ビン 'アース 力、 アブ ドッラ 一'ビン' アム ルの処 に 馬で 駆けつけ、 戦い を 中 
止す るよう 説得した。 

これに 対し アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 「あなた は 『財産 を 守る ために 戦って 死ぬ 者は殉 
教者 である』 とみ 使いが いわれた の を 知らないので すか」 といった。 
なお、 この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



不正な 支配者に 関して 



ハ サン はこう 伝えて いる 

ゥバ イド ッラ一 'ビン 'ジャー ドが マァ キル 'ビン 'ャ サール' ムザン 二一 の 病床 を 見舞った。 

マァ キル は 後に この 病いで 死去した 力、 この 折、 次のように 語った 

「私が アツ ラーの み使いから お聞きした 中で、 もしも 私 力 《 もっと 長生きで きる とわ かってい 

るなら、 決して 人に はいいた ぐよ い 或る 話 を あなたに 伝えて おきます。 まことに 私 はみ 使い 

がこうい われる の を 聞いた のです 『アツ ラーに 託されて 支配者と なった しもべ 力、 不正に 

人々 を 圧迫す る 者で あれば、 その 死 を 迎える に 当って 天国 は 彼のた め 禁じられる ことに 

なろう』」 

ハ サン はこう 伝えて いる 

ゥバ イド ッラ一 'ビン 'ジャー ド はマァ キル 'ビン 'ャ サール を 見舞った 力、 その 時マァ キル 
は 病に 苦しんで いた。 

ゥバ イド ッラ一 は 彼の 病気の 具合に ついて たずねた。 
この 折、 マァ キル はいった 

「今、 私 は 過去に 話す の を 避けて きた 或る ハディ一 スを あなたに 伝えて おきたい。 まことに 
アツ ラーの み使い はこうい われた のです 『アツ ラーに 臣下の 状態 をみ るよう 委託され たし も 
ベら が 過酷な 支配者であった 場合、 その 者が 死の 時 を 迎えた としても 天国に は 入る こと 
は 許されないだろう』」 

イブ ン' ジャー ド はこの 言葉 を 聞き 「どうして もっと 以前に この 言葉 を 私に 語って くれな かつ 
たのです か」 といった 力、 マァ キル はこれ に 対し 「私が 話さな 力、 つたの は、 適当な 時期で な 
いと 考えた からでした」 と 答えた （注）。 

(注） ゥバ イド ッラ一 はゥ マイヤ 朝 始祖 ムァ一 ウイ ャの 義弟 ジ ヤードの 子で、 自ら も ァリ一 
の 子 フサ インの カル バラ一 殉教の 折、 イラクの ゥ マイヤ 朝 知事と して 兵 を 率い フサ イン一 
行の 進路 を はばんだ 人物で ある。 

マァ キル は イスラ一 ム暦 60 年に 死 を 迎えた 故 、その一 年後すな わち、 同 61 年の ムハ ッラ 
ム月 10 日 （西暦 680 年 10 月 10 日） フサ インの カル バラ一 殉教 事件 は 起った ことになる。 
ともあれ、 この ハディ一 スは 預言者 家系 を 圧迫す る ムァ一 ウイ ャ一 族に 対する、 マァ キル 
の 最後の 警告と なった ものである 

ハサ ンは 伝えて いる 

私たちが マァ キル 'ビン 'ャ サールの 病気 見舞いに いった 時、 ゥバ イド ッラ一 ゼン 'ジャー 
ドも そこに やって来た。 
その後に マァ キル はこう 語った 



「まことに、 私 は アツ ラーの み使いの 語った 或る ハディ一 スを あなたに 話したい と 思う」 
そういって 彼 は、 前記 二つと 同 内容の ハディ一 スを 語った。 

アブー. マリ— フは、 こう 伝えて いる 

ゥバ イド ッラ一 'ビン 'ジ ヤードが マァ キル 'ビン 'ャ サールの 病気 を 見舞った 時、 マァ キル 
は 彼に 次のように 語った。 

「もしも 私が このような 病床に 臥して なければ、 決して 話す こと もなかつ たに 相違ない 或る 
ハディ一 スを あなたに 語って あげます。 私 は アツ ラ一 のみ 使いが こうい われる の を 聞いた 
こと 力 《 あります。 （すなわち） 『アツ ラ 一によって、 ムス リムの 面倒 をみ るよう 責任 を 託された 
支配者で ありながら、 彼らの 生活 をみ るた めに なんらの 努力 もせず、 また、 誠意 を 尽くそう 
としない 者 は、 彼らと 共に 天国に 入る ことはないだろう』」 



信頼 や 信仰が 失われる ことに 関して 

フザィ ファは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私たちに 二つの ハディ一 スを 話して 下さった が、 私 は その 中の一 つが 

実現され るの を 見る ことができた。 

私 は 他の一 つも 実現され る もの を 期待して いる。 

(ともあれ） み使い はこうい われた 

「誠実 性が 人間の 心に 植え こまれた 後 クル ァ一ン が 啓示され た。 

人々 は クル ァ一ン や 私の 行し、 （ス ンナ） から それにつ いて 具体的に 学んだ のです」 

それから み使い は、 誠実 性が 失われた 場合に ついて 私たちに 次のように 話された 

「人が 眠りに 就く と、 その 誠実 さも 心の中に かすかな 印象 を 残す だけで 消え去って しまう。 

それ は 丁度 木の 燃えさし が あなた 方の 足の 皮膚に 残す 水ぶ くれの ような もので、 張れ 上 

つたと しても 中にはな にもない のと 同じです」 

み使い は 小石 を ひろし、、 ご 自分の 足の 方に ころがしな 力 《 ら 続けて こう もい われた 

「人々 は 互いに 商売 をず つと 続けて ゆく ことだろう 力 、頼りになる 誠実な 人々 の 数 はだん 

だん 少なくなる ことだろう。 

そうなる と 『某々 の 部族に 信頼で きる 人物が いると 力、、 個人に 関してい えば、 心にから し 

粒の 重さ ほどの 信仰心 も 持たない 人物が 『なんと 慎重な 人であろう ！ 』 『なんと 上品な 人 
物であろう ！ 』 

また 『なんと 賢明な 人物だろう ！ 』 などと いわれ 珍し 力 《 られる ことになるだろう （注）」 
これに 関連し、 フザィ ファは 次のように 付言して いる 
「かって、 私 は 誰と 商売 をしょう と 不安 は 抱かなかった。 

なぜならば、 相手が ムス リムの 場合、 その 信仰が 十分 信頼の 保証と なった し、 キリスト教 
徒 や ユダヤ教 徒の 場合、 彼らの 支配者が 私に 対する 商売 上の 義務 を 果たさせ たからで 
す。 

しかしながら 、今日、 私 は あなた 方の 中、 某々 など 二、 三の 者 以外、 誰 を も 信頼で きず 商 
取引 をす る 気になれない 有様です」 

(注) ずる 賢く 商売す る 者ら が これらの 言葉で ほめられ、 正直者が 低く 評価され るよう にな 
ると いう 意味 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ により 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



イスラ一 ム 教義の 特異性に 関して 

フザィ ファは 伝えて いる 

私たちが ウマルと 一緒に いた 時、 彼 は 「あなた 方のう ち 誰か、 アツ ラーの み使いが 災害 （フ 

イト ナ） について 話される の を 聞いた 人が います か」 とたず ねた。 

或る人た ち 力 《 「我々 は その 話 を 聞きました」 と 答える と ウマル は それに 対し 「恐ら ぐ 災害 

の 時には、 人 は 家族 や 隣人 を 心配す る ことだろう」 と 述べた。 

人々 力 《 「その 通りです」 というと、 ウマル は 「しかし、 そのような 不安 は、 礼拝、 断食、 喜捨 

(サ ダカ） などの 行為で 解消で きる ものです。 

ところで あなた 方の 中、 誰 力、、 み使いが、 災害 は 大洋の 波の ように 続けて 襲って 来る とい 
われた の を 聞いた 人 はいます か」 とたず ねた。 
人々 はこの 言葉に 静まり かえった。 

この 時には 私 (フ ザィ ファ） だけが 「聞きました」 と 答えた 力、 それに 対し ウマル は 「あなた 
の 父上 は 敬虔な 人でした」 と 述懐して いた。 
ともあれ 私 は 続けて こう 話した 

「み使い はい われました 『もろもろの 誘惑への 思いが、 丁度 筵が 葦 草の 一本一 本に よって 
編まれる ように 人々 の 心に 次々 と 浮かんで くる ことだろう。 
そして、 その 誘惑 を 受け入れた 者の 心に は 黒い 印が 付され、 それ を 拒否した 者の 心に は 
白い 印が 付され るだろう。 

その 結果 二種の 心が 生じ、 白 石の ような 白い 心 は、 天地が 続く 限り、 いかなる 災害 や 誘 
惑に も 損われる ことはないだろう。 

もう一方の ひっくりかえった 容器の ように 黒く 汚れた 心 は、 善 を 判断したり、 悪 を 避けたり 

する ことができず、 その 時々 の 気分に 支配され るば かりとな るだろう』 と」 

私 （フ ザィ ファ） はまた、 ウマルに 次のようにい つた 

「あなたと その 災害との 間の 通路 は、 あなたが 防禦な さるた めに、 閉じられて いるかの よう 

です。 しかし それ も 今や 破られ そうです」 

これに 対し ウマル は 「破れる だろう か。 

あなた は 父親 を 亡くした が、 もしも 彼が 生きて いれば、 たとえ 通路の 戸が 開いて いても、 彼 
の 協力に よって もろもろの 悪 を 防ぐ ための その 戸 を 再び 閉じる ことができた のであろう に」 
といった。 

私 は、 これに 対し 「いや、 それ は 無理 かも 知れません」 と 述べ、 「通路の 戸口が 破れる とい 
う 意味 は 人が 殺される か、 もしくは、 死ぬ こと を 指して いるので す （注）」 といった。 

(注） ウマルが 後に 刺殺され る こと を 予見した 言葉と も 受け取られる 



リビ 一 > r' ビン セラ一 シュは 伝えて いる 

フザィ ファが ウマルの 許から 帰り、 座って から、 次の 話 を 我々 に 語った 
「昨日、 私が 信者の 長 ウマルの 処 にいた 時、 彼は教 友ら にこうい つた 『あなた 方の 中、 誰 
か 災害の 時に ついて アツ ラ一 のみ 使いが いわれた こと を 記憶して いる 人 はいません か』」 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 

リビー ィ 'ビン セラ一 シュ は、 フザ ィファ から 聞いた 次の ハディ一 スを 伝えて いる 
ウマル はこうい つた 

「アツ ラ一 のみ 使いが 災害に ついてい われた こと を、 誰か (もしくは、 あなた 方の 中、 誰か） 
我々 に 語って くれます か」 

すると 彼らの 中に いた フザィ ファが 立ち上り 「私が 述べます」 といった。 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 

なお、 これに 関連し フザィ ファは 「私が 述べた ハディ一 スに誤 まりはありません」 といい 「み 
使いから 直接 聞いた 話です」 と 語って いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「初め イスラ一 ムは 人々 にと つて、 何 か 耳新しい 教えと して 始まった。 
イスラ一 ム はこれ から も 新しい 教えで ありつ づける だろう。 
初めての 者に とって イスラ一 ム はまこと によき 教えで ある」 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると、 預言者 はこうい われた 
「イスラ一 ム はなに か 特異で 新鮮な 教えと して 始まった。 
そして 再び、 始まった 時と 同様な 状況に 戻りつつ ある。 
マッカと マデイーナの 二つの モスクの 間に、 丁度 蛇が その 穴に 這えず リ 帰って し、 くように、 
戻って 力 を 貯えようと している」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「まことに 信仰 は、 丁度 蛇が 穴に 這い 入る ように、 マデイーナの 町に 浸透して ゆく こと だろ 
ラ」 



"最後の 時 (アツ サ一 ァ）" について 

ァ ナスに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「"最後の 時" は、 地上で 人々 の アツ ラーへの 祈りが 続く 限り、 来る こと はない」 

ァ ナスに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「アツ ラ一 に 祈願 を 捧げ 続ける 限り" 最後の 時" は 誰の 上に も 起こる こと はない」 



恐怖心からの 信仰 隠しに ついて 

フザ ィファ はこう 伝えて いる 

私たちが アツ ラ一 のみ 使いに 従っていた 時、 彼 はこうい われた 

「イス ラームへの 入信 を 告白した 者 を、 数えて 知らせなさい」 

私たち はこれ に 対し 「み使い 様、 あなた は 私たちに ついて 何 か 心配して おられる のです 力、。 

私たちの 人数 は 600 から 700 名 ほどです」 と 申し あげた。 

すると 彼 は 「あなた 方に は 予想 もっかないだろう が、 今後 あなた 方 は 何度かの 試練に さら 
される ことだろう」 といわれた。 

実際、 わたしたち は 困難な 事件 (注） に 遭遇し、 その 時には、 或る人た ち は 礼拝 すら 隠れ 
て 行わねば ならない ほどであった。 



(注) カリフ' ウス マ一 ン 殺害事件 前後の 騒動 を 意味す る。 この 内乱で は 多くの ムス リムが 
殺された 



ムス リムと 信仰者 (ムゥ ミン） に関して 

ァ一 ミル ゼン 'サ アドに よると、 彼の 父、 アブ一 'ヮッ カス は 次のように 語った 
アツ ラ一 のみ 使い は教 友ら に 戦利品 を 分配な さった。 
この 折 私 は 「み使い 様、 某々 にも 分け与えて 下さい。 彼 はまことの 信仰者 (ムゥ ミン (注)） 
です」 と 申し上げた。 

これに 対し、 預言者 は 「単なる ムス リムで はない のか」 といわれた。 

私 は 「彼 は、 信仰者です」 を 繰り返した 力、 預言者 は その 度に 三回 も 同じように 「単なる ム 

スリムで はない のか」 といわれた。 

そして、 後に 「私 はこの 分け前 を 或る 男に 与え、 アツ ラ一 がその 男 を 業火の 中で 額ず かせ 
ないよう 祈りたい と 思う。 いうまでもなく 私に とって その 男より 他の 人の 方 力 《 もっと 大事な 
の は 十分 承知して おる けれども」 といわれた。 

(注) ムス リムと は イスラ一 ム 信仰 を 告白した 者、 信仰者 （ムゥ ミン） と は イスラ一 ムを 心底 
より 信ずる 者 の 意味で ある。 

信仰者 は 全て ムス リムで ある 力、、 単に 口先で イスラ一 ム 信仰 を 告白した だけで は 信仰者 
(ムゥ ミン） とはいえない。 

なお、 ムス リムと なっても 心の底て は その 教えに 帰依して ない 者 は ムナ一 フ イク (偽 信者） 
と 呼ばれる 

サ アド はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 或る グループの 人た ちに 戦利品 を 分配して おられた。 

私 も その 中に 座って いた 力、 み使い は その グループの 数名の 者に は 何も 与えなかった。 

その 無視され た 一人 は、 見たところ、 他の 人た ちよりも ずっと 分配 を 受ける に ふさわしい と 

思える 人物だった ので、 私 は 「み使い 様、 どうして 某に は 与えない のです 力、。 私が 知る 限 

リ彼 はまことの 信仰者です」 といった。 

これに 対しみ 使い は 「ただの ムス リムで はない のか」 といわれた。 

私 は一 寸 沈黙した が、 再び 彼に ついて 知っている こと を 述べた くな リ 「み使い 様、 どうして 

某に は 与えない のです か。 私の 知る 限り 彼 はまことの 信仰者です」 といった。 

これに 対し、 み使い はまた 「ただの ムス リムで はない のか」 といわれた。 

私 は 一寸 沈黙した が、 また 彼に ついて 述べた くな リ、 結局 三度 も 「み使い 様、 どうして 某に 

は 与えない のです か。 

私の 知る 限り、 彼 はまことの 信仰者です」 と 繰り返し てし、 つた。 

み使い はこれ に 対し 「いや、 彼 はた だの ムス リムに すぎない。 

ともあれ、 時として 私 は 与えない と 悪行に 走り、 その 結果 地獄の 火中で 打ち倒されて 焼か 

れ ると 懸念され る 者に 分け前 を 与える ことがある。 



分配で きな 力、 つた 他の 人々 の 方が その 者に 比して、 私に とって はもつ と 大事で ある こと は 
承知して いるの だけれ ども」 といわれた。 

サ アド は 別の 伝承 者 経路で も、 こう 伝えて いる 

「アツ ラ一 のみ 使い は、 私 も その 中に 座して いた 或る ダル一 プの 人々 に 戦利品 を 分配な さ 

つた」 

以下 は 前記 ハディ一 スと同 内容で ある 力、 これに は 次の 表現 も 加えられ ている。 

「私 は 立 上って、 み使いの 処に 行き 『どうして あなた は 某に 分配 品 を 与えない のです か』 と 

小声で たずねた」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは ムハンマド' ビン 'サ アドに よっても 伝えられ るが、 それに は 「アツ ラ一 
のみ 使い は 私の 首と 肩の 間 をた たいて こうい われた 『サ アドよ、 あなた は、 私が 或る人 物に 分配 
品 を 与えた こと を 不満に 思って いるの か』」 という 言葉が みられる。 



証明に よって 気持が 安定す る ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 預言者 アブラハムに ついての 次の 啓示 「『主よ、 あなた は 死者 を ど 
う 甦らせられる のか、 わたしに 見せて 下さし、』 と （アブラハムが） いった 時、 主 はい われた。 
『あなた は 信じない のか』。 
かれは 申し上げた 

『いや、 ただ わたしの 心 を 安らげた いのであります』」 （クル ァ一ン 第 2 章 260 節） に 関連し 
「私に は アブラハム 以上に アツ ラーに おたずねしたい ことがあります」 といわれた。 
み使い はまた こうい われた 

「アツ ラーよ、 ロト （口一 ト） に 慈悲 を 給わらん こと を ！ 彼 は 力強い 支持 を 願って いたので 
す (注 1)」 

そして 更にこう もい われた 

「私が もし 預言者 ユースフと 同じ ほど 長く 牢獄に 捕らわれ ていたと しても、 私 は 私 を 招いた 
人に ユースフと 同じ 言葉 を 述べた であろう （注 2)」 

(注 1) クル ァ一ン 第 2 章 80 節 男色 者の 手から 使徒ら を 守ろうと した ロトの 物語 を 受ける 
内容 

(注 2) 無実が 証明され るまで 牢獄に とどまった であろう という 意味で ある。 

クル ァ一ン (第 12 章 50 節） に 記される、 ュ一 スフが 或る 貴婦人の 誘惑 を 拒絶した ため 讒 

言に 会い 投獄され るが 結局 は 潔白 を 証明され る 話 を 受けて いる 

アブ一 'フ ライラに よる 前記の 同 内容の ハディ一 スは、 マ一 リクに よっても 伝えられる 力、 それに は 
次の 言葉が 加えられ ている 

「アツ ラ一 のみ 使い は 「ただ 私の 心 を 安らげた いのであります」 という 啓示 （クル ァ一ン 第 2 

章 260 節） を 終りまで お唱えに なった」 
前記と 同 内容の ハディ一 スはズ フリ一 によっても 伝えられ、 それに も 「アツ ラ一 のみ 使い はこの 啓 
示 （第 2 章 260 節） を 全部 終りまで 唱えられた」 と 記されて いる。 



預言者 ムハンマドへの 啓示に 対する 信仰に ついて 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「預言者た ちはい ずれ も 過去の 預言者ら と 同類の 啓示 を 与えられ ており、 人々 は 誰でも そ 
れらを 信仰して います。 私 は アツ ラ一 が 啓示され た クル ァ一ン を 託されて います。 私 は、 審 
判の 日 に、 私の 説く 教えに 従う 者が、 最も 多い こと を 願って います」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「ムハンマドの 生命が その 御手に 委ねられた 御 方に 誓って。 ユダヤ教 や キリスト教の 社会 
の 者 は 誰も 私の 言葉 を 聞こうと しない。 私に 啓示され た 教え を 信ずる こ ともなく 死 を 迎える 
者 は 地獄の 住民と なる のみで ある」 

シャ 一ビーに よると、 フラ一 サ一ン の 住民の一 人が 彼に こうたず ねた 

「アブ一' アム ルょ ！ 我々 の 仲間の フラ一 サ一ン の 或る人た ち は、 自分が 解放した 女 奴 
隸と 結婚した 男 は、 犠牲に 捧げた 動物に 乗る 者に 等しい と 語って いるが 本当です か」 
これに 対し、 シャ一 ビ一 はいった 

「アブ一' ブルダ ゼン' アブ一' ム一サ 一が 彼の 父から 聞いて 私に 語って くれた 話に よると、 
アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 『人々 の 中で 二重の 報償 を アツ ラ一 から 与えられ るの は 
次の 三つに 属する 人た ちで ある。 

啓 典の 民で その 預言者の 教え を 信じ、 し 力、 も 預言者 ムハンマドの 時代まで 生きて 彼の 教 
えに 帰依し、 彼に 従い、 彼の 言葉 全て を 正しい と 確信した 者、 その 者に は 二重の 報償が 
与えられる。 

また、 アツ ラ一 に対する 全ての 義務 を 行い、 かつ、 その 主人に 対する 義務 も 忠実に 果たす 
奴隸 に対して も、 二重の 報償が 約束され る。 

更に、 女 奴隸を 所有す る 者が、 彼女に 十分な 食事 を 与え、 よく 面倒 をみ、 教養 を 身に つけ 
させ、 立派な 作法 を 教え、 自由の 身に してやり、 その 女と 結婚したならば、 その 者に 対して 
も 二重の 報償が 下される』」 

この ハディ一 スを 語った 後、 シャ一 ビ一 は フラ一 サ一ン 人に むかって 「あなたに 述べた ハ 
ディース を そのまま 信じなさい。 

人 はかって、 それより もっと 簡単な 内容の ハディ一 スを すら 求めて、 マデイーナまで も 旅し 
たのです （注）」 といった。 

(注) それに 比べれば あなたに 語った ハディ一 スは 十分 真実味の ある 内容で、 棄て 去る に 
は 惜しい ものです の 意 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 二つの 伝承 者 経路で シャ一 ビ 一より 聞いた サ一 リフ' ビン 'サ 
—リフ によって 伝えられ ている。 



イエスの 降臨に ついて 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「私の 生命 を その 御手に 握って おられる 方に 誓って。 
マリヤの 息子 （イエス） は あなた 方の 処に 正しい 裁き 人と して 間もなく 天下って 来る であろ 
ラ。 

そして、 彼 は 十字架 を 打ち壊し、 豚 を 殺し、 ジズャ （人頭税) を 廃止す るだろう （注）。 
また、 富 は あふれん ばかり 豊かと なり、 誰も それ を 受け取る 者 はいなくなる だろう」 

(注) 全人 類が イスラ一 ムを 受け入れる ため 披 保護 民 (ジン ミ一） はい なくなり、 従って 彼ら 
力、 ら 徴収す るた めの ジズャ 制度 も 廃止され る ことになる 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズフリ 一によっても 伝えられ ている。 

なお、 この 伝承 口述 者の一人 イブ ン 'ゥャ イナ は 「正義の 指導者、 公正な 裁き 人と して」 と 記して い 

る 力、 同ュ一 ヌスは 「公正な 裁き 人と して」 と 記す だけで 「正義の 指導者と して」 という 言葉 は 述べ 

ていない。 

なおまた、 同サ一 リフゃ ライス は 「正義の 裁き 人と して」 という 表現 を 用いて いる。 

ジャ一 ドの 伝える ハディ一 スには 「ただ一 度の 礼拝が 全世界よりも 尊い ものになる だろう」 と あり、 

それに 続けて 「アブ一' フライ ラは 『望むならば、 次の 聖句 「啓 典の 民の 中、 イエス を その 死の 前に 

しっかりと 信じる 者 は 、一人 もい なかった」 （クル ァ一ン 第 4 章 159 節） を 唱えよ』 というの が 口ぐ せ 
であった」 とも 記されて いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「アツ ラーに 誓って。 

マリヤの 息子 (イエス） は 必らず や 公正な 裁き 人と して 天より 下り 来たり、 十字架 を 打ち壊 
し、 豚 を 殺し、 ジズャ （人頭税) を 撤廃し、 若い めすら くだ を 解き放って しまう だろう。 
そして また どこに も それら を 使って ザ カート を 集めようと 努力す る 者 はいなくなる だろう。 
恨み や 憎しみ、 また 嫉み 合い は 消え去り、 彼が 人々 に 富 を 分け与えようと 呼びかけても、 
だれ一 人と して それ を 受取る 者 はいない 有様と なる だろう」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「マリヤの 息子 （イエス） が あなた 方の 間に 来臨し、 あなた 方の 指導者 （イマ一 ム） となった 
時、 あなた 方の 状態 はどうなる であろう か （注）」 

(注） イエス は ムス リムの一 人と して 再臨す るので、 イスラ一 ム 法に 従って 世 を 治める 指導 
者と なる 



なお、 この ハディ一 スは 「イマ一 ム 'マフ ディ一 (救世主） がすで に 存在す ると ころに 預言者 
イエスが 再臨した 場合、 どうなる の 力、」 という 意味に 解釈され る 場合 も ある 

別の 伝承 者 経路に よると、 アブ一' フライ ラは アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 次のように 伝えて いる 
「マリヤの 息子 (イエス) が あなた 方の 間に 再臨し、 あなた 方 を 指導したら、 あなた 方 はどう 
なる であろう か」 

更に 別の 伝承 者 経路に よると、 アブ一' フライ ラは アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 次のように 伝えて い 
る 

「あなた 方の 間に マリヤの 息子 （イエス） が 再臨し、 あなた 方の 仲間の一 人と して あなた 方 
を 指導したら、 あなた 方 はどうなる であろう か」 

イブ ン 'アブ一 ズィ一 ブ によると、 アブ一' フライ ラは 「あなた 方の 仲間から 出た 指導者」 と 
も 述べた という。 

なお、 イブ ン 'アブ一 ■ ズィ一 ブが 「あなた 方の 仲間の一 人と して あなた 方 を 指導す る」 と は 
どんな ことか 説明して 欲しい と 述べた ところ、 アブ一' フライ ラは 「彼 は 主の 下した 啓示と 預 
言 者の スンナ (伝承） に 従って、 あなた 方 を 指導な さるであろう」 と 答えた と 伝えられ てい 

る。 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
私 は 預言者が こうい われる の を 聞いた 

(すなわち） 「私の ゥンマ (信仰 共同体） の 者ら は、 真理 を 広める ため 努力し 戦う こと を やめ 
ず、 それ は 審判の 日まで 続けられ るだろう。 

マリヤの 息子 イエスが 再臨す るだろう が、 ムス リムた ちの 指導者が 彼 を 招いて 礼拝 を 指 
導す るよう 頼んでも、 イエス は 『いや （できない)』 と 言って 断 わる ことだろう 
(ともあれ) あなた 方 は 他の 人々 を 指導す る 役目 を 担う だろう が、 それ はこの ゥン マの 
人々 に対する アツ ラーの 恩寵の 現われに 他なら ない」 



アツ ラーに 対する 信仰が 受け入れられない 時に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「"最後の 時" は、 太陽が その 没す る 場所から 昇る まで 起る こと はないで あろう。 
その 没す る 場所から 太陽が 昇る 日に なって、 人々 全てが 一斉に 信仰す ると 誓っても、 そ 
れ 以前から 信仰に 入り その 信仰に 従って 孝行 を 積まなかった 者に とって は、 なんらの 役 
にも 立たない だろう」 

アブ一 'フ ライラに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 他に 四つの 伝承 者 経路に よっても 伝えられ 
ている。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「次の 三つが 現われた 時、 それ 以前から 信仰に 入って 善行 を 為さなかった 者の 信仰 はな 
んら 役立つ ことはないだろう。 

それら は 太陽が その 没す る 所から 現われる こと、 ダッジ ヤール （注 1) 及び 大地からの一 

獣 (ダッ / 讣ル ■ アルド (注 2) ) が 現われる ことで ある」 

(注 1) ダッジ ヤール は アンチ クリスト (偽 キリスト）、 詐欺師な どと 同意で、 悪 を もって 真実 を 
覆う 者と され、 世の 終りの 時期 策略' 奸計 を もって 人々 を 惑わす といわれる 

(注 2) クル ァ一ン 第 27 章 82 節に は、 この一 獣に ついての 啓示が みられる。 終末の 日 に 
現われ 人々 を 破滅に 導く 動物と いわれる 

アブ—. ザ ツル はこう 伝えて いる 

預言者 は 或る日 、「あなた 方 は、 この 太陽が どこに 行く の 力、、 知っています か」 といわれた。 
人々 が 「アツ ラ一 とその み使いが 最もよ くご 存知の はずです」 と 答える と、 預言者 はこう 説 
明され た。 

「まことに 太陽 は、 アツ ラ一 の 玉座の 下の 憩いの場 所に 着く まで 進み 続ける のです。 
そして、 額ず いて 礼拝し、 『起きて お前が 出て 来た 処 まで 戻りなさい』 と 命ぜられ るまで そ 
の 状態で ここにと どまる のです。 

それから 太陽 は 戻って 行き、 その 昇る 場所から 現われて、 玉座の 下の 休み場 所に 達する 
まで また 動き 続ける のです。 

そして 額ず いて 礼拝 を 行し、、 また 『起きて お前が でて きた 処 まで 戻りなさい』 といわれる ま 
で その 状態で とどまり 続ける のです。 

このよう にして また、 太陽 は 元の 場所に 戻って 行き、 その 昇る 処ょリ 昇り、 そこから 定まつ 
た 軌道 を 進む わけです。 



しかしながら 人々 はこの ように、 太陽が 玉座の 下の 休み場 所まで 迪リ 着く ことにつ いて、 
何も 知らない のです 

(ともあれ、 このような 状態が 正常で あるのに) 或る時、 突然 太陽 は 『起きて お前が 没した 

場所から 昇れ』 と 命ぜられ、 その 没した 場所から 昇る ことになる のです」 

アツ ラ一 のみ 使い は 続けて こう もい われた 

「あなたた ち は、 それが いつ 起る か 知っています か。 

それ は 俄か 信者の 信仰が 役に立たない 時、 または、 その 信仰に よって、 人々 がま だなん 

らの 善行 もして ない 時に 起る のです （注）」 

(注） その 時期に なって 信仰 を 持っても 善行 を 為す 時間 はない という 意味で ある 

アブ一 ■ ザ ツルに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ— ■ ザ ツル は 伝えて いる 

私が モスクに 入った 時、 アツ ラ一 のみ 使い は そこに 座って おられた。 

そして、 太陽が 西 空に 没した 時こう いわれた 

「アブ一' ザ ツルよ、 あなた は 太陽が どこへ 進む のか を 知っています か」 

私 力 《 「 アツ ラ一 とその み使いが 最も 良く ご存知で ありましょう」 と 答える と、 み使い は ほこと 

に 太陽 は アツ ラ一 に 跪 拝す る ことへの 許可 を 乞うた め 進み それ を 許される のです。 

そして ある 時、 太陽 は 『お前の 来た 場所に 戻りなさい』 と 命ぜられる のです。 

それで 太陽 は 没した 場所から、 昇る ことになる のです」 といわれ、 

次いで アブ ドッラ 一に クル ァ一 ンの聖 句 ほた 太陽 は 規則正しく 運行す る。 これ も 全能 全 

智な御 方の 摂理で ある」 （第 36 章 38 節) を誦 ませた 後、 ご 自分で もお 唱えに なった。 

アブ一' ザ ツル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに、 アツ ラ一 の 言葉 「太陽が その 定めの 休み場 所に 行く」 という 意 
味に ついて たずねた。 

み使い はこれ に 対し、 「定めの 場所 は アツ ラ一 の 玉座の 下に ある」 といわれた。 



アツ ラ一 のみ 使いに 対する 啓示の 始まりに ついて 

預言者の 妻の 一人ァ r シャ はこう 伝えて いる 

「アツ ラ一 のみ 使いに 下された 最初の 啓示 は、 睡眠 中に 正しく 現われた ものであった。 
彼 は その 時、 夜明けの 薄光の ように 現われた その 啓示 を 見た のです。 
その 時 以来、 彼 は 独居 を 好まれ、 ヒラ一 山の 洞窟に こもって タ ハンヌ ス （一神 教信 心） の 
行に 没頭され ました。 

この 行 は 何日 も 続く ため、 家族の 下に 戻る までの 必要な 食糧 を 準備せ ねばな りません。 
それが 尽きる と 妻 ハディ一 ジャ の処に 帰り、 同じように、 また 数日 分の 食糧 を 準備な さった 
のでした。 

こうした 状況で 彼 カ^ラ一 山の 洞窟に こもって いた 或る日、 彼に 啓示が 下された のです。 
その 時、 彼の 処に 天使が 現われ、 こう 命じた のです。 
「読みなさい ！ 」 

これに 対し 彼 は 「私 は 文字が 読めません」 と 答えた のです。 

(み使い はこれ に 続けて 以下の ようにお 話しに なった） 

「すると 天使 は 私 を とらえ、 やっと 耐え 得る ほどきつ く 押えつ けこう いわれた 

『読みなさい ！ 』 

『私 は 文字が 読めません』 と 答える と 天使 は、 また 再び 私 を とらえ、 更に 耐え 難い ほどきつ 

く 私 を 押えつ けにな リ、 そうして 後 『読みなさい ！ 』 と 繰り返し いわれた のです。 
これに 対し、 私 は 『文字が 読めません』 と 同じ 答え を 述べた のです。 
すると 天使 は 私 をつ かみ、 三度 目 もき つく 押えつ けにな つた 後、 私 を 放し 次の 聖句 をお 唱 
えに なった のです。 
め。 

創造な される 御 方、 あなたの 主の御名 において。 

—凝血から、 人間 を 創ら れた。 

^め。 

あなたの 主 は、 最高の 尊貴で あられ、 筆に よって 書く こと を 教えられた 御 方、 人間に 未知 

なること を 教えられた 御 方で ある」 （クル ァ一ン 第 96 章 1-4 節） 

アツ ラ一 のみ 使い は、 そのまま お帰りに なった が、 心臓 は 恐怖の あまり 震えつ づけた。 

ともあれ、 彼 は ハディ一 ジャ の処に 戻りこう いった 

「私 をな にかで 覆い隠し ておくれ ！ 」 

「包み隠し ておくれ ！ 」 

それで 人々 は 彼 を その 恐怖が 去り 気が 静まる まで 布で 包み隠した のでした。 

その後 彼 は ハディ一 ジャ にこうい つた 

「ハディ一 ジャ よ。一 体 何が 私に 起った のだろう か」 

そういって、 彼 は 経験した こと を 彼女に 語り 「私 は 自分が 怖くな つた」 と 話した。 



これに 対し 彼女 はいった。 
「恐れる 必要はありません。 
むしろお 喜びなさい。 

アツ ラ一 は 決して あなた を 悲しませる こと はなさい ません。 
アツ ラーに 誓って 申します が、 あなた は 親族 を 大事に なさる し、 正直に お話しになる。 
それに 人の 面倒 事 を ひき 受け、 貧乏人 を 助け、 また 客人に 親切 を尽 し、 現世の 浮沈に 苦 
しむ 人々 を 助けて こられた ではありません か」 

ハディ一 ジャ はこうい つた 後、 彼 を ワラ カゼ ン 'ナウ フ アルゼン' ァ サド' ビン' アブ ドル 'ゥ 

ッザ一 の処に 連れて行った。 

彼 は ハディ一 ジャの 伯父の 息子で あり、 その 伯父 は 彼女の 父の 兄弟であった。 

彼 （ワラ 力） は イスラ一 ム 宣教 以前 （ジャ 一ヒリ一 ャ 時代） に キリスト教に 改宗した 人物で ァ 

ラビア 語に よる 何 冊 かの 著作が あり、 その 中には 神の 命ずる ままに 書いた インジ一 ル (福 

音 書） についての 著書 もあった。 

彼 は 盲目の 老人であった。 

(ともあれ) ハディ一 ジャは ワラ 力に こういった。 

「伯父 上 （長上への 尊称）、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉 を 聞いて 下さい」 

これに 対し ワラ 力' ビン' ナウ フ アル は 「我が 兄弟の 息子よ、 何 を 見た のです か」 とたず ねた。 

アツ ラ一 のみ 使い は、 それで 経験した こと 全て を 話した。 

すると ワラ 力 は、 彼に 「それ こそ ナ一 ム一ス （天使） です。 

神が 預言者 モー ゼに 下された 天使です。 

ああ、 もしも 私が あなたの 活動 時期に 若者で あり、 またもし も 人々 が あなた を 追放す る 時 

私が 生きて おれば、 お 役に立つ であろうに ！ 」 と 語った のでした。 

み使い 力 《 「 人々 が 私 を 追放す るので すか」 とたず ねる と、 ワラ 力 は 「そうです」 と 答え 「あな 
たと 同様に、 これ を もたらされた 人で 敵意に 苦しめられなかった 方 はいませんでした。 
もし 私が あなたの 活動す る 時代に 生きて おれば、 必ずや 全力 を 尽くして あなた を 助ける で 
ありまし ように」 といい 添えた。 

ァ r シャ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる。 
ただし 「アツ ラーの み使いに 下された 最初の 啓示 は」 に 始まる 前文と 同 内容で ある 力、 これに はハ 
ディ一 ジャの 言葉 「アツ ラ一 に 誓って 申します が、 アツ ラ一 は 決して あなた を 悲しませる こと はなさ 
いません」 及び 「伯父 上、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉 を 聞いて 下さい」 という 表現 は みられない。 

ァ一 イシ ャ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 更に 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる。 
なお、 これに は 「アツ ラーの み使い は ハディ一 ジャ の処に 戻った 力、 心 は 震え おののい ていた」 と 
記されて いる 力、 ハディ一 スの 最初の 部分、 すなわち 「アツ ラ一 のみ 使いに 下された 最初の 啓示 は 
睡眠 中に 正しく 現われた ものであった」 という 表現 は みられない。 



ただ 前記 ハディ一 スと 同様に 「アツ ラーに 誓って 申します 力、 アツ ラ一 は 決して あなた を 悲しませる 
こと はなさい ません」 

「伯父 上よ、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉 を 聞いて 下さい」 などと いう ハディ一 ジャの 言葉 は 記され 
ている。 

アツ ラ一 のみ 使いの 教 友の一 人 ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一'アンサ一 リ一 は 常々 こう 語って い 

た 

アツ ラ一 のみ 使い は 最初の 啓示 以後、 しばらく それが 中断され たこと について 語った 後、 
次のように いわれた 

「私が 歩いて いた 時 、天より 或る 声が 聞こえた。 

私が 頭 を あげる と、 天地 間に 浮んだ 台座に 座しながら ヒラ一 山に いる 私の 処に 下って 来 
る 天使が 見えた。 

私 は そのため 恐怖に おびえ、 家族の 下に 帰って こういった 

『私 を 包み隠して くれ ！ 私 を 包み隠して くれ ！ 』 

それで 彼ら は 私 を 布で 隠して くれた。 

すると 恩寵 深く 至尊なる アツ ラー は、 次の 啓示 を 下された 

r 大 衣に 包る 者よ。 

立ち上って 警告しなさい。 

あなたの 主を讃 えなさい。 

また あなたの 衣 を 清潔に 保ちなさい。 

不浄 を 避けなさい」 （クル ァ一ン 第 74 章 1-5 節）。 
ここでい う 不浄と はもろ もろの 偶像の ことで ある。 
それから 後、 啓示 は 続けて 下される ようにな つたので ある」 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一によると、 彼 は アツ ラ一 のみ 使いが こうい われる の を 聞いた 
「私に 対する 啓示 （ヮヒ 一） は、 しばらくの 間中 断され た。 そして 私が 歩いて いた 時」 
以下 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である。 

なお ュ一 ヌスの 伝える ハディ一 スには 「私 は 恐怖の あまり 地上に 倒れた」 という 表現が み 
られ、 また、 アブ一 'サ ラマの それに は 「不浄と は、 もろもろの 偶像 を 意味す る。 
この あと、 次々 と 多くの 啓示が 下された ので ある」 と 記されて いる。 

ュ一 ヌス による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズフリ 一から 聞いた マァ マルに よっても 伝えられ、 
それに は 「恩寵 深く 至尊なる アツ ラ一 は 次の 句 を 啓示され た」 

r 大 衣に 包る 者よ、 立ち上って 警告しなさい。 

あなたの 主を讃 えなさい。 

また あなたの 衣 を 清潔に 保ちなさい。 



不浄 を 避けなさい」 （クル ァ一ン 第 74 章 1-5 節） 

「礼拝が 義務づけられる 前であった」。 また 「私 は 恐怖に おののいた」 という 記述が みられる。 

ヤヒヤ一 は 伝えて いる 

私が アブ一 -サ ラマに 「クル ァ一ン で 最初に 啓示され たの は 何です か」 とたず ねたと ころ、 
彼 は 「 大衣に 包る 者よ (クル ァ一ン 第 74 章 全 15 節) である」 と 答えた。 
私 はこれ に 対し 「読め、 創造され る 御 方、 あなたの 主の御名 において (凝血の 章） では あり 
ません か」 といった。 

私 は、 また、 ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一にも クル ァ一ン で 最初に 啓示され たの は 何かと 
たずねた が、 彼 も 「包る 者 章で ある」 と 答えた。 

私 力 《 「 凝血の 章ではありません 力、」 といった ところ 、ジャー ビル はこう 語った 
「私 は アツ ラ一 のみ 使いが 私たちに いわれた こと を、 あなた 方に 話して いるので す。 
み使い 様 はこうい われました 
『私 は ヒラー 山に一 ヶ月 こもった。 

私の ここでの 滞在が 終った 時、 私 は 山から 下り、 谷底の 方に 行った。 

その 時、 私 は 誰かに 呼ばれた。 

私 は 前後左右 を 見た が 誰もい なかった。 

私 は 再び 名 を 呼ばれた ので 探し まわった が 誰もい なかった。 

私 は 更に また 名 を 呼ばれた ので 頭 を 上げた。 

すると 空中に 浮かぶ 玉座の 上に 彼、 すなわち ジブ リールが 座して おられた のだった。 

私 力、 恐怖の あまり 震え出し ハディ一 ジャ の処に 帰って 『私 を 包み隠して くれ』 といった の 

で、 家族の 者ら は 私 を 包み隠し、 私に 水 を かけて くれた。 

アツ ラ一 はこの 時 r 大 衣に 包む 者よ、 立ち上って 警告しなさい。 

あなたの 主を讃 えなさい。 

また あなたの 衣 を 清潔に 保ちなさい」 （クル ァ一ン 第 74 章 1 -5 節) と 啓示な された (注)」 
(注) クル ァ一ン 最初の 啓示 は 「凝血の 章 （第 96 章）」 といわれる。 

ここで 「包る 者 章 （第 74 章）」 を 最初の 啓示で あると 述べて いるの は、 中断 後の 最初の 啓 
示と 理解すべき であろう 

ヤヒヤ— ゼン 'アブ—' 力 シ―ル は 前記と 同 内容の ハディ— スを 伝えて いる 力、 それに は 「ジブ リ 
—ルは 天地 間に 浮んだ 玉座の 上に 座って おられた」 と 記されて いる。 



夜の 旅 (イスラ一) と 昇天 (ミイラ一 ジュ） について 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「私の ブラ一 ク （注 1) が 連れて こられた。 

それ は 白色で 胴体が 長ぐ ろばより は 大きい がらば より は 小さぐ それでいて その ひづめ 

を 視界の 広さまで 伸ばす ことので きる 動物であった。 

私 は それに 跨がり、 エルサレムの 聖 寺院 （バイ トル 'マク デス） までき た。 

そして 私 は、 預言者ら が 使う 輪に ブラ一 ク をつな いでから、 モスクに 入 リニ ラカ 一卜の 礼拝 

を 行った。 

その あと、 外に 出た ところ、 天使 ジブ リールが ぶどう酒 入りの 容器と ミルク 入りの 容器 を も 
つてき たので、 私 は ミルク を 選んだ。 

ジブ リール はこれ に 関し 『あなた は 良し、 もの （注 2) を 選んだ』 といった。 
その後、 彼 は 私 を 連れて 天に 昇り、 天の 門 を 開ける よう 頼んだ 力、 その 折、 『誰か』 とたず 
ねられる と 『ジブ リールです』 と 答え、 更に、 『誰が あなたと一 緒です か』 と 問われる と、 『ム 
ハン マド です』 と 答えた。 

更に また 『彼 は アツ ラ一 の 使徒で あるか』 と 問われた 時 ジブ リール は 『その 通りです』 と 答 
えた。 

その後、 天の 門 は 私たちの ため 開かれた が、 なんと そこに は 預言者 アダムが おり、 私 を 
歓迎し 私の ため 善 かれと 祈って くれた。 
その後 私たち は、 第二 層の 天界に 昇った。 

ジブ リ一ル は その 門 を 開ける よう 頼んだ 力 、その 折、 『誰か』 とたず ねられる と 『ジブ リ一ル 
です』 と 答えた。 

彼 はまた 『誰と一緒 か』 と 問われ、 『ムハンマドと 一緒です』 と 答えた。 

それに 対し 更に 『彼 は 使徒の一人 か』 とも 問われた 力、 『まことに その 通りです』 と 答えた。 

その後 天の 門 は 私たちの ために 開かれた。 

そこに は、 母方の 従兄弟に 当る イーサ一' ビン' マリヤ ム （マリヤの 子 イエス） と ヤヒヤ一' 
ビン' ザ カリヤが おり、 私 を 歓迎し 私の ため 善 かれと 祈って くれた。 
それから ジブ リ一 ルは私 を 第三の 天界に 連れて 昇った。 
彼 は、 そこで 門 を 開く よう 頼んだ。 

そして 『誰か』 といわれた 時、 『ジブ リールです』 と 答え、 『誰と一 緒 か』 と 問われた 時、 『ム 
ハン マド です』 と 述べた。 

更に 『彼 は 使徒の一 人 か』 とたず ねられ、 『その 通りです』 と 答えた。 

すると 門 は 私たちの ために 開かれ、 なんと そこに は、 世界の 実の 半分 を 与えられ たとい わ 

れる 美しい 顔立ちの 預言者 ユースフが おり、 私 を 歓迎し、 私の 幸福の ため 祈って くれた。 

その後、 私たち は 第 四の 天界に 昇った。 

そこで ジブ リール は 門 を 開ける ように 頼んだ。 



その 折 『誰か』 と 問われて 『ジブ リ一ル です』 と 答え、 また 『誰と一 緒 か』 とたず ねられ、 『ム 
ハン マドと 一緒です』 と 答えた。 

更に 『使徒の一 人 か』 と 問われた 時には、 『その 通りです』 と 述べた。 

私たちの ため 門が 開かれた が、 そこに はなん と 預言者 イドリースが おり、 私 を 歓迎し、 私 

の 幸い を 祈って くれた。 至高に して 尊貴なる アツ ラ一 は、 この イドリース について 「われ は、 

イドリース を 高い 地位に 挙げた」 （クル ァ一ン 第 1 9 章 57 節） と 啓示して おられる。 
その あと 私たち は、 第五の 天界に 昇った。 

ジブ リール は、 ここで も 門 を 開ける よう 頼み、 『誰か』 と 問われた 時 『ジブ リールです』 と 答え、 
更に 『誰と一 緒 か』 との 問いに は 『ムハンマドです』 と 述べ、 また 『ムハンマド は 使徒の一 人 
か』 との 質問に は 『使徒の一 人です』 と 答えた。 

門が 私たちの ために 開かれた 時、 そこに は 預言者 ハ一 ル一ン (ァ一 ロン) がお リ、 私を歓 

迎し、 私の 幸い を 祈って くれた。 

その後、 私たち は、 第 六の 天界に 昇った。 

ジブ リ一 ルが門 を 開ける よう 頼む と 『誰か』 と 問われた が、 それに は 『ジブ リ一ル です』 と 答 

えた。 

更に 『誰と一緒 か』 といわれた 時、 『ムハンマドです』 と 述べ、 『使徒の一人 か』 とたず ねら 
れ ると 『その 通りです』 と 答えた。 

すると 門 は 私たちの ために 開かれ、 そこに は 預言者 ム一 サ一 (モ一 ゼ) がお リ、 私 を 歓迎 
し、 私の 幸い を 祈って くれた。 

その後、 ジブ リ一 ルは私 を 連れて 第 七の 天界に 昇った。 

ジブ リール は 門 を 開ける よう 頼んだ 力 、その 折 『誰か』 といわれ 『ジブ リールです』 と 答えた。 
『誰と一 緒 か』 と 聞かれた 時、 彼 は 『ムハンマドと 一緒です』 と 答え、 また 『ムハンマド は 使 
徒の一 人 か』 とたず ねられた 時 『その 通りです』 といった。 

すると 門が 私たちの ため 開かれ、 なんと そこに は 預言者 イブ ラヒ一 ム (アブラハム） が バイ 
トル' マ アムール （不断に 詣 でられる 聖殿 (注 3)) に 背 を 寄り かからせな 力 《 ら 座って いた。 
そして ここで はまた、 毎日 七 万人の 天使が、 それぞれ ただ一 度ず つの 機会 を 与えられた 
巡拝の ため 門 内に 入って ゆく 姿 も 見られた。 

その後、 私 は 『速く 涯 にある シ ドラ 木 （シ ドラ トル 'ムン タハ一 （注 4))』 の処に 案内され たが、 
その 葉 は 象の 耳に 類似し、 その実 は 土つ ぼの ように 大きかった。 

この 木が アツ ラーの 命令に よって 花で 覆われた 時の 美し さは アツ ラ一 の 創造物の 誰一 人 
として 讃ぇ尽 す ことができない ほど 素晴らしい ものである。 

アツ ラ一 はこの 折 啓示 を 給わり、 毎 昼夜、 50 回の 礼拝 を 義務と する よう 私に 命じられた。 
その後、 私が ムーサ一 (モ一 ゼ） の処に 下りて 行った 時、 彼 はこう たずねた 
『主 は あなたの ゥンマ （信仰 共同体） に 何 を 命ぜられ たのです か』 
私が 『50 回の 礼拝です』 と 答える と、 

彼 は 『主の 処に 戻って 礼拝の 回数 を 減らして 下さる ようお 願いしなさい。 



なぜなら あなたの ゥン マの 者 は その 負担に 耐えられない からです。 

私自身 イスラエルの 民に 試み 彼らに それ を 課した のです 力、 彼ら は そのような 重い 負担 

に 耐え きれなかった のです』 

(アツ ラ一 のみ 使い はい われた） 

それで 私 は 主の 許に 戻り 『我が 主よ、 私の ゥン マの ため、 負担 を もっと 軽く して 下さい』 と 

頼んだ。 

その 結果 主 は 私の ため 五 回 分 だけ 礼拝 を 減らして 下さった。 

私が ムーサ一 の処に 下りて 『主 は 私の ため 礼拝 を 五 回 分 だけ 減らして 下さった』 と 話した 

ところ、 ムーサ一 はこうい つた。 

『あなたの ゥンマ は、 その 負担に 耐える こと はでき ないだろう。 
それ 故、 主の 許に 戻り、 もっと 負担 を 軽く する ようお 願いしなさい』 
それから 私 は 幾度 も、 恩寵 深く 至高なる 主と ムーサ一 の 間 を 行き戻り 続けた。 
主 は 最後に、 こうい われた 

『ムハンマドよ、 毎日 昼夜 五 回の 礼拝が 妥当であろう。 

その 毎回の 礼拝 を 10 倍に 数えれば、 日に 50 回の 礼拝 を 行う ことにな ろう。 

—つの 善行 を 志しな 力 《 ら それ を 実行し なかった 者に 対して は 、一つの 善行 印が 記録され 

る。 

そしても し 彼が それ を 実行した 場合に は 彼のた め 10 倍して 記録され るので ある。 
また一 方、 一つの 悪行 を 企図しながら それ を 実行し なかった 者に 対して は、 なにも 記録 さ 
れる こと はない し、 それ を 実行した としても、 ただ一 回の 悪行との み 記録され るだろう』 
その後、 私 は 下って ムーサ一 の処に 行き、 この こと を 彼に 話した。 

すると ム一サ 一はまた 『主の 許に 戻り、 負担 を もって 軽く する ようお 願いしなさい』 といった。 
にれ に 関し、 アツ ラ一 のみ 使い は 次のように いわれた） 

『私 はすで に 私自身が 主に 対し 恥ずかしくなる ほど、 たびたび 主の 許に 戻り 負担 を 軽く す 
るよう お願いした のです』」 

(注 1) ブラ一 ク 天馬の一 種。 稲妻 (バル ク） と 同類 語て ある 点から 動作の 迅速なる ことか 
想像され る 

(注 2) 良い もの （フィ トラ） 自然 性に かなった もの という 意味 



(注 3) バイ トル' マ アムール （不断に 詣 でられる 聖殿) クル ァ一ン （第 52 章 4 節） にも 記 

れる。 



創造主 アツ ラ一 を讃 える ため 天国に おいて 無数の 巡拝 者が 詣 でる 聖堂。 

マッカの カーバ 神殿の 原型と もい われ、 それぞれが 天と地に あって アツ ラーの 唯一 性の シ 

ン ボル、 巡礼の 中心地と されて いる 

(注 4) シ ドラ 木 （シ ドラ トル' ムンタ ハ一) クル ァ一ン （53 章 14 節、 16 節。 56 章 28 節） にも 
天国の 至福の 象徴と して 記述され ている。 

原意 は" だれも 越える ことのて きない 涯 にある シ ドラの 木" で その 濃い 緑 蔭 はしばしば アツ 
ラ一 の 加護の 深さに たとえられる。 

"象の 耳の 如き 葉" や" 土つ ぼの 如き 実" は、 神の 知恵の 広大無辺 さの 表象と いわれる 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「天使た ちが、 私の 処に 来て、 私 を 力一 バ 神殿 近くの ザ ムザム 井戸に 連れていった。 
そこで、 私の 心臓 は 切り開かれ、 ザムザ ムの聖 水で 洗浄され た。 
その後、 私 は 元の 場所に 置き去りに された」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

天使 ジブ リールが 仲間の 少年た ちと 遊んで いた アツ ラ一 のみ 使いの 処 にやって きた。 
天使 は 彼 を とらえ、 地面に 寝かせ 胸部 を 切り裂いて 心臓 を 取り出し、 そこから 血の塊 を 摘 
出して 後 「これ は あなたの 中に 巣くって いた 悪魔 (シャイ ターン） の 一部です」 といった。 
その後 天使 は、 ザムザ ムの聖 水の 入った 黄金 製の 水盤の 中で それ を 洗い清め、 綴じ 合 
わせて それ を 元の 場所に 戻した。 

—緒に 遊んで いた 仲間の 子供た ち は、 彼の 育ての 母、 つまり、 乳母の 処に駔 けて 行き、 

「ムハンマドが 殺された」 と 叫んだ。 

それで 人々 は 急いで 彼の 処 まで 行って みた。 

しかし 彼 は 無事で ただ 顔色の みがい つもと 変って いる だけだった。 

これに 関連し アナ スは 「私自身、 ムハンマド 様の 胸部に、 その 時の 縫い 痕を 見ました」 と 語 
つてい る。 

マ一 リク' ビン ■ アナ スは、 力一/ く 神殿の ある 聖 モスクからの アツ ラ一 のみ 使いの 夜の 旅 （イスラ一） 

について こう 伝えて いる 

三人の 天使が、 カーバの モスクに いる アツ ラ一 のみ 使いの 処 にやって きた 力、 夜の 旅と 昇 
天に 関する 命令が 啓示され る 前まで、 彼 は その 聖 なる モスクで 眠って おられた。 
以下の ハディ一 スは 前記と 同 内容で ある 力、 話の 順序 その他に 多少の 異同が みられる。 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は、 アブ一' ザ ツルが アツ ラ一 のみ 使いの 次の 言葉 をい つも 語って いたと 伝 
えてい る 

「私が マッカに いた 時、 私の 家の 屋根が 裂けて、 ジブ リールが そこから 下りて 来た。 
そして 私の 心臓 を 切り開いて ザ ムザム の 水で 洗い清めた。 
その後 知恵と 信仰 を 満たした 金色の 水盤 を 持って きて、 それ を 私の 胸の 中に 注ぎ込んで 
後、 胸 を 閉じ 合せた。 

それから、 私の 手 をと つて 連れ出し 天に 昇った。 

私たちが 最も 下層の 天 (サ マ一 ウル' ドニ ァ） に 着いた 時、 ジブ リ―ル は そこの 番人に 『開 
けよ』 といった。 

そして 番人が 『どなたで すか』 と 問うた 時 『ジブ リールです』 と 答えた。 

番人が 更に 『誰かが あなたと 一緒です か』 と 問う と 『はい。 ムハンマドが 私と一 緒です』 と 答 

えた。 

番人 は 『ムハンマド は 使徒の一 人です か』 ともたず ねた。 
ジブ リ一ル はこれ に 対し 『その 通りです』 と 返事した。 
その後、 番人 は 門 を 開いて くれた。 

私たちが 最下 層の 天界に 入った 時、 私 は一 人の 人物が そこに 座って いるの を 見た。 
その 右側、 左側に は、 それぞれ 一団の 人々 が ひかえて いたが、 この 人物 は 右側の 人々 を 
見て は 笑い かけ、 左側の 人々 を 見て は 涙 を 流して いた。 
その 人物 は 私に むかって 『敬虔なる 預言者よ、 正義の 士ょ、 よく ぞ こられた』 といった。 
私 力 《 ジブ リールに 『あの方 は 誰です か』 とたず ねたと ころ、 『彼 は 預言者 アダムです。 
彼の 右側、 左側の 人々 はいずれ も 彼の 子孫の 霊魂で、 右側の 人々 は 天国の 住人、 左側 
の 人々 は 地獄の 住人な のです。 

それ 故、 アダム は 右側 を 見る 時 は ほほえみかけ、 左側 を 見る 時には 泣く のです』 と 語って 
くれた。 

それから ジブ リール は 第二 層の 天 界に私 を 連れて 昇り、 そこの 番人に 門 を 開ける よう 頼 

んだ。 

番人 は 第一 天界の 番人と 同様の 質問 を 繰り返した 後、 門 を 開けて くれた」 

これに 関連し、 ァ ナス 'ビン' マ一 リク は、 「アツ ラ一 のみ 使い は天界 で、 アダム、 ィ ドリ一 ス、 

イエス、 モ一ゼ そして アブラハムに 会った といわれ たが、 第一 天界の アダムと 第 六 天界の 

アブラハム 以外に これら 預言者た ちの 住いの 様子に ついて 何も 語って おられない」 と 述べ 

ている。 

(ともあれ) ジブ リ一ル と アツ ラ一 のみ 使いが イド リ一 スの処 を 通った 時、 彼 は 「敬虔なる 預 

言 者よ、 有徳の 兄弟よ、 よく ぞ こられた」 といった。 

アツ ラ一 のみ 使いが そこ を 通りす ぎてから 「彼 は どなたで すか」 とたず ねる と、 ジブ リ一ル 

は 「イドリースです」 と 教えて くれた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 更にこう いわれた 



「その後 私 はモ一 ゼの処 を 通りす ぎた。 
彼 は 私に むかって 『正義の 預言者、 有徳の 兄弟よ、 よく ぞ こられた』 といった。 
私 は ジブ リールに 『彼 は どなたで すか』 とたず ね、 『モ 一ゼ です』 と 教えられた。 
その後 私 は イエスの 処を 通った。 

その後 は 『ようこそ ！ 正義の 預言者、 有徳の 兄弟よ』 といった。 

私 は ジブ リールに 『あの方 は 誰です か』 とたず ね、 『マリヤの 息子 イエスです』 と 教えられ 
た」 

アツ ラ一 のみ 使い は 続けて こうい われた。 
「その後 私 は アブラハムの 処に 行った。 

後 は 私に むかい 『ようこそ ！ 正義の 預言者、 有徳の 兄弟よ』 といった。 
私 力 《 『彼 は どなたで すか』 とたず ねる と 『アブラハムです』 と ジブ リール は 教えて くれた」 
これに 関連し イブ ン ■ シノ 、一ブ は、 イブ ン ■ i 、ズム が、 イブ ン ■ アツ/ く一 ス 及び アブ一 ■ i 、ッ 
バ 'アンサ 一リーら から、 たびたび 聞いて 彼に 語った ハディ一 スを、 次のように 伝えて いる。 
アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「この あと ジブ リール は 私 を 連れて ペンの きしる 音の 聞こえる （注 1) ほど、 高い 処 まで 昇つ 
た」 

イブ ン' ハズム 及び ァ ナス' ビン' マ一 リクに よると、 その後、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい わ 
れた 

「アツ ラ一 は、 その 折、 私の ゥン マに 対し 曰に 五 〇 回の 礼拝 を 義務と してお 命じに なった。 
私が その 命令 を 奉じ 帰りに モ一 ゼの処 を 通り か 力、 つた 時、 彼 は 私に 『主 は あなたの 民人 
に 何 を 命じた のです か』 とたず ねた。 

それで 私 は 『五 〇 回の 礼拝が 彼らに 義務と して 課せられました』 と 答えた。 

すると モ一ゼ は 『主の 許に 戻りな きい。 なぜなら あなたの 民人 は そのような 負担に 耐える 

ことができない からです』 といった。 

それで 私 は、 主の 許に 戻った。 

主 は 先の 命令の 幾分 か を 免じて 下さった。 

それから、 再び 私 はモ一 ゼの処 に 行き、 そのこと を 彼に 話した。 

しかし 彼 はまた 『主の 許に 戻りなさい。 あなたの ゥン マの 人々 は、 それに は 耐え 得ないで 
しょう』 とし ゝ つた。 

それで 私 は 再び 主の 許に 帰った ので あるが、 その 時 主 はこうい われた 

『 日 に 五 回の 礼拝 を 命じる。 これ は、 五 〇 回の 礼拝に 相当す る 数で ある （注 2) 。 私が一 度 

口にした 言葉 は、 変更され る こと はない』 

私 は その後 また モ一 ゼの処 に 行った。 

モ一ゼ はまた 『主の 許に 戻り もっと 負担 を 軽く する よう 主にお 願いしなさい』 といった 力、 こ 
れに 対し 『私 は、 主に 対し 恥ずかし いのです』 と 述べた。 

この あと ジブ リール は、 私 を 誰も 越せない ほど 遠くに ある シ ドラ 木の 処に 連れて行った。 



その 木 は 私の 知らない 様々 な 色で 覆われて いた。 

私 はまた、 天国に 入る こと を 許された 力、 そこに は 真珠の ドームが あり、 地面に はじゃこう 
が 敷き つめられ ていた」 

(注 1) アツ ラ一 の 命令 を 書き取る 天使ら の ペンの きしる 音が 聞こえる 処 まで 近づいた、 と 
し、 う 意味で ある 

(注 2)_ 回の 善行 (ここで は 礼拝） は一 〇 倍に 数えられ 報償され る こと を 示す 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 、恐らく 彼と 同 部族の マ一 リク 'ビン 'サ アサ ァ から 聞いて 次のように 伝え 
ている 

アツ ラ一 の 預言者 はこうい われた。 

「私 は、 カーバの 神殿 近くで 夢うつつ の 状態で いた 時、 傍らで 眠って いた 二人、 すなわち 
ハムザ 及び ジャ ウファ ル 以外の 誰か 三人 目の 人力、 なに か を 話して いるの を 聞きました。 
その後 この 人物 は 私の 処 にきて、 私 を 連れ出しました。 

そして ザム ザム聖 水入りの 黄金 製 水盤 を 私の 処に 運び、 私の 胸 をし かじかの 部分まで 切 
リ 開いた のです」 

これに 関連し カタ一 ダは、 この 話 を 語った 人に 「しかじかの 部分までと は どんな 意味です 
か」 とたず ねたと ころ、 彼 は 「それ は アツ ラ一 のみ 使いの 胸部の 下まで 切り開いた という 意 
味です」 と 答えた、 と 伝えて いる。 

(この 後、 預言者の 言葉が 続く） 「私の 心臓 は 取り出され、 ザムザ ムの聖 水で 洗浄され た 

後、 元のと ころに 戻されました。 

これ 以来、 私の 胸 は 信仰と 知恵で 満たされ たのです。 

その後 私の 処に、 ブラ一 クと よばれる 白色の、 ろばより は 大きく らばより は 小型の 動物が 
連れて来られました。 

その 走り 幅 は 果てしない ほどの 距離です。 

ともあれ、 私 は それに 乗せられて 出発し、 最も 地上に 近い 天界に 到着した のです。 
ジブ リール は そこで 門 を 開ける よう 頼みました。 

そして 『誰か』 とたず ねられた 時 『ジブ リールです』 と 答え、 更に 『誰と一 緒 か』 と 聞かれた 時 
に は 『ムハンマドと 一緒です』 と 答え、 更に また 『彼 は 使徒の一 人 か』 とも 問われる と、 『そ 
うです』 と 答えました。 

それで 門が 私たちの ために 開かれ、 『ようこそ ！ 到着され た 方々 に 神の ご 加護が ありま 

すよう に ！ 』 といわれ たのです。 

それから 私たち は、 アダムの 処に 行きました」 

この ハディ一 スの 後半 をァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 次のように 語った。 

アツ ラ一 のみ 使い はこうい われました 



「第二の 天界 で、 イエスと ヤヒヤ一 に、 また 第三の 天 界でュ 一スフに、 第 四の 天 界でィ ドリ 

—ス に、 第五の 天 界でハ 一ル一 ンに 会った のです。 

それから 私たち は 天 界の旅 を 続け、 第 六の 天界に 至って モ一 ゼの処 に 着き、 彼に 挨拶 を 

しました。 

彼 は 『ようこそ 有徳の 兄弟、 正義の 預言者よ』 といって 歓迎して くれました。 

私が モ一 ゼの傍 を 通りす ぎた 時、 彼 は 泣き だし、 それに 対し 『どうして 泣く のか』 という 声が 

聞こえました。 

この 時 モ一ゼ は 『主よ、 あなた 様が、 私の あとに 預言者と して 遣わした この 若い 人物の 信 

奉 者ら は、 私の 信奉者た ちよりも 多く 天国に 入る でありましょう』 と 嘆いて 訴えた のでした。 

この あと、 私たち は 第 七の 天界 まで 昇り、 アブラハムの 処に 至った のです」 

アナ ス' ビン 'マ 一リク は、 この ハディ一 スの 中で アツ ラーの 預言者 は 「四つの 河が シ ドラ 木 

の 根元から 流れて いる 力、 その 中二つ の 河 は、 はっきりと 見える 河で あり、 他の 二つの 河 

は 見えない 河で ある」 といわれた、 と 伝えて いる。 

(ともあれ、 アツ ラーの 預言者 は 更に 次のように いわれた） 

「私が ジブ リ一ル に 『これらの 河 は 何です か』 とたず ねる と、 彼 は 『二つの 見えない 河 は 天 

国に ある 河で、 また、 はっきり 見える 二つの 河 は、 ナイル 河と ュ一 フラ テス 河な のです 

(注)』 と 答えて くれました。 

この あと、 バイ トル' マ アムール （巡拝 者の 絶えない 聖殿) が 私の 目前に 現われた のです。 

私が 『ジブ リ一ル よ、 これ は 何です か』 とたず ねる と、 彼 はこうい いました 

『これ は バイ トル' マ アム一 ル です。 日に 七 万の 天使が 巡拝の ためこ こに 入ります。 

そして 彼らに は 出て 行った 後、 再び 入る ことができない 処 です』 

この 後、 二つの 容器が 私の 処に 運ばれて 来ました。 

—つに は ぶどう酒が、 他に は ミルクが 入って おり、 二つ共 私の 前に 置かれました。 

私 は ミルク 入り を 選んだ 力、 それに 対し 『あなた はよ い 方 を 選んだ ！ アツ ラー は あなた を 
通じ、 あなたの ゥンマ を 無理な く （自然の 理 にかな つた 方法で) 導き 給う ことでしょう ！ 』 と 
いわれました。 

この 後、 日に 五 〇 回の 礼拝が 私に 義務と して 課せられた のでした」 

アツ ラ一 の 預言者 は 続けて この ハディ一 スの 残りの 部分 を 最後までお 話に なりました。 

(注） この 両 河に はさまれた 地域 力 《 イスラ一 ムの 中心 領域で ある、 という 意味に も 解釈 さ 
れ ている 



マ一 リク' ビン 'サ アサ ァ によると、 アツ ラ一 のみ 使い は 前述と 同 内容の ハディ一 スを 語って 後、 以 
下の 言葉 を 付け加えられた 

「私の 処に、 知恵 と 信仰 を 満た した 黄金の 水盤が 運ばれた 。 

それから、 胸の 上部から 腹部 下まで 真直に 切り開かれ、 ザムザ ムの聖 水で 洗い清められ 

て 後、 知恵と 信仰が 注ぎ こまれた」 

カタ一 ダ によると、 アブ 一'アーリ ャは、 預言者の 従兄 イブ ン 'アツ バースから 聞いて、 彼に こう 語つ 
た 

アツ ラ一 のみ 使い は、 夜の 旅 （イスラ一） について 話された 時 「預言者 モ一 ゼはシ ャヌ一 ァ 
部族の 人々 のように、 背の 高い 方で あり、 また 預言者 イエス は 中背で ちぢれ 毛の 方で あ 

つた」 といわれた。 

この 折 彼 は 地獄の 番人 マ一 リク や、 ダッジ ヤールに ついても お話しに なった。 

アブ 一'アーリ ャは 伝えて いる 

あなた 方の 預言者の 伯父の 息子 イブ ン 'アツ バ一ス は、 私たちに アツ ラ一 のみ 使い 力 《 こう 
いわれた と 語った 

「私 は その 夜 ムーサ一 ■ ビン ■ ィ ムラ一 ン （ィ ムラ一 ンの 息子 モ一 ゼ） の処を 通った。 
彼 はや や 褐色で 背が 高ぐ シャヌ 一ァ 部族の 人々 のように 体格の よい 人物だった。 
私 は マリヤの 息子 イエスに も 会った 力、 彼 は 中背で 白皙の 顔に 赤味が かった 色つ や をし、 
頭 は ちぢれ 毛であった。 

私 は アツ ラ一 が 私に 示された もろもろの みしる しのな かで、 地獄の 番人 マ一 リク や、 終末 
期に 現われる 偽 救世主の ダッジ ヤール を も 見せて もらった」 
この 話に 関連し、 アブ一 ■ アーリ ャは 「アツ ラーの み使いが モ一ゼ に 会われた ことに 疑う 余 
地はありません」 と 述べ、 また カタ一 ダも 「アツ ラーの 預言者 は 確かに モ一ゼ にお 会いに な 
つた」 と 語って いる。 

アブ一 'ァ 一リャ は、 イブ ン 'アツ バースから 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ァズラ ク谷を 通った 時 「ここ は、 どの 谷 か」 とおたず ねに なった。 

人々 が r ァズ ラク谷 （注 1) です」 と 答える と、 こうい われた 

「私に は モ一ゼ が 大声で アツ ラーへの タル ビ一ャ （注 2) の 祈り を 唱えながら、 山道 を 降り 

て 来る 姿が あたかも 目 に 見える 思いが する」 

それから み使い は ハル シャ一 （注 3) 山道に 着いた。 

み使い は 「この 山道 は 何とい うの か」 とおたず ねに なり、 彼らが 「ハル シャ一 の 山道です」 
と 答える と、 こうい われた 「私に は マッタ一 の 息子 ュ一 ヌス （ョナ ） が 骨格の よい 赤色の め 
すらく だに 乗り、 ゥ一ル の 外套 を 着、 フ ルバ (なつめの 木の 繊維) で 作った 手綱 を 持ち、 タ 
ルビ一 ャを 唱える 姿が 目に 見える ような 気がする」 



イブ ン 'ハン バルの ハディ一 ス によれば、 フ シャイ ムはフ ルバ を、 なつめの 木の 繊維で ある 
と 説明して いる。 

(注 1 ) ァズ ラク谷 （ヮ一 ディ' ァズラ ク） マッカから マディ一 ナに むかって 約一マイル ほどの 
処 にある 谷。 

ァ ズラク という 人物に 因んで 付けられ たという 

(注 2) タル ビ一ャ （巡礼 朗誦） 「私 は ここにお ります。 アツ ラーよ、 あなた は 比肩す る もの も 
ない 唯一 の 御 方です。 御前に 参りました。 私 は あなたに 従います」 と 唱える 

(注 3) ハル シャ一 山 シリャ と マディ一 ナの 間、 ジュ ファの 近くに ある 山の 名 

アブ 一'アーリ ャ によると、 イブ ン 'アツ バース はこう 語った 

私たち は アツ ラーの み使いに 従い マッカと マデイーナの 間 を 旅し、 或る 谷 を 通りかかった。 
その 折 「これ は 何とい う 谷 か」 とみ 使いが いわれた ので、 人々 は 「ァ ズラク 谷です」 と 答え 

た。 

み使い は 「私に は モ一ゼ が 目に 見える 思いです」 といわれて、 モ一ゼ の 顔色 や 髪な どに つ 
し、 て (伝承 者の一 人 ダウ一 ドが よく 記憶で きなかった 事柄 を） お話しに なり、 更に 「モ一 ゼ 
は、 指 を 両耳に 当てて 大声で アツ ラ一 に対して タル ビ一ャ の 祈り を 唱え を がら、 この 谷 を 
通って 行った」 といわれた。 
私たち は 更に 旅して 或る 山道に さしかかった。 

み使いが 「これ は どの 山の 道 か」 といわれ たので、 人々 は 「ハル シャ一 山、 もしくは、 リフト 
山です」 と 答えた。 

するとみ 使い は 「私に は、 ョナが 羊毛の 衣 を 着、 赤い らくだに 乗って 通る 姿が 目前に 見え 
るよう な 気がする。 らくだの 背で 彼 は、 なつめの 木の 皮から 作った 手綱 を 手に し、 タル ビ一 
ヤ を 唱えながら この 谷 を 通りす ぎて 行った」 と 話された。 

ムジャ 一ヒド はこう 伝えて いる 

私たち は、 イブ ン 'アツ バースの 処で、 ダッジ ヤールに ついて 話し合った。 

この 折、 ある 人が 「ダ ッジ ヤールの 両眼の 間に は、 力一 フィル （不信者） という 言葉が 書か 

れ ている」 といった。 

イブ ン 'アツ バース はこれ に 対し 「私 は、 アツ ラーの み使いから それにつ いてお 聞きした こ 
とはなかった。 

しかし 彼が こうい われた の を 覚えて いる。 

すなわち 『アブラハム に関して は、 あなた 方の 教友、 つまり ムハンマド その 人 を 見れば よ 

い (注)。 



モ一ゼ に関して 言えば、 彼 はなつ めの 木の 繊維で 作った 手綱 を 手に して、 赤い らくだに 乗 

つた やや 褐色の 顔付きの 体格の よい 人物で ある。 

私に は その後 力 、谷 を 降りながら タル ビ一ャ を 唱える 姿が 目に 見える ような 思いが する』 

と」 

(注) ムノ 、ンマ ドはァ ブラ/ \ム の 生き写しで あると いう 

ジャー ビルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「或る時、 もろもろの 預言者が 私の 前に 現われた。 
モ一ゼ も その 中に おり、 彼 は あたかも シャヌ 一ァ 部族の 人々 のように 背が 高 力、 つた。 
私 は マリヤの 息子 イエス を 見た が、 彼に 最もよ く 似て いるの は、 ウル ヮ 'ビン' マス ゥ一ド 

であろうと , ほ う。 

私 は、 また、 アブラハム を 見た 力、 彼 は あなた 方の 教友、 すなわち ムハンマド 自身に 最も 
よく 似て いると 思う。 

私 は ジブ リ一 ルをも 見た が、 彼に 最もよ く 似た 人物 は、 ディ フャ （イブ ン り レム フに よると、 
ディ フャ 'ビン ■/ 、リーフ ァ） であると 思う」 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「夜の 旅に 連れ出された 時、 私 は、 モ一ゼ に 会った」 
この 後、 預言者 は 次のように お話しに なった 

「モ一 ゼは あたかも シャヌ 一ァ 部族の 人々 のように 背が 高 〈頭髪 を 長く した 人物だった。 私 
はまた、 イエスに も 会った」 

こう 語って 預言者 は イエスに 関して 「中背で あたかも 風呂から 出て きたば かりのよ うに 赤 
味が かった 顔つ やの 人物だった」 と 述べた。 
預言者 はこう もい われた 

「私 は アブラハム を 見た が、 彼の 子孫の 中で 私が 彼に 最もよ く 似て いる」 
預言者 はまた、 こう も 語られた 

「私の 処に 二つの 容器が 運ばれて 来たが、 その一 つに は ミルクが、 他の一 つに はぶ どう 

酒が 入って おり、 私 は そのうち どれでも 選ぶ ようにと いわれた。 

それ 故 私 は ミルク 入りの 容器 を 取り、 それ を 飲んだ。 

すると 天使 は 『あなた は イスラ一 ムの 教えに 忠順 である （もしくは、 教えの 真髄 を 会得して 

し、 る） もし あなたが ぶどう酒 を 選んだならば、 あなたの ゥンマ は 正道 を ふみはずす ことにな 

つたであろう』 といった」 



イエスと 偽 キリスト （マス ィ一 フル ■ ダッジ ヤール） について 



アブ ドッラ 一'ビン-ウマル によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「或る 夜、 私 は カーバの 近ぐ こいた。 

その 時、 私 はかって あなたが 見た こと もない ほど、 白く 美しい 顔立ちの 男 を 見かけた。 
彼 は 巻毛で、 それ も あなたが かって 見た こと もない ほど 美しい 巻毛であった。 
彼が それ を 櫛です いたた め 水が したた リ 落ちて いた 。 
後 は 二人の 男 （もしくは、 二人の 男の 肩） に 寄り かかりながら、 力一 バ 神殿の 周り を タヮ一 
フ （巡回） していた。 

『彼 は どなたで すか』 と 私が たずねる と、 『マリヤの 子 イエスです』 と 告げられた。 
この 折、 私 はまた 別の 人物 を 見た。 

その 人 は 頑丈な 体格 をし、 ちぢれ 毛で あつたが 右 目 がつ ぶれ、 ふくれた ぶどうの ようにな 
つていた。 

『彼 は 誰です か』 と 私が たずねる と 『彼 は マス ィ一 フル 'ダ ッジャ 一ル (偽 キリスト) です』 と 
告げられた」 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルに よると 或る日、 アツ ラーの み使い は 人々 に マス ィ一 フル' ダッジ ヤール 
について こうお 話しに なった 

「まことに アツ ラーの 両眼 は 健全で あられる。 

しかるに マス ィ 一フル' ダッジ ヤールの 右目 は 見えず、 それ もぶ どうの ように 脹れ 上って い 
るので す」 

つづいて アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私 は 或る 夜、 夢で カーバの 近くに、 美しい 顔立ちの 男が いるの を 示された。 

その 人 は、 あなたが かって 見たい かなる 人よりも すっきりした 顔立ち をして いた。 

ほどよく ちぢれた 巻き 毛 は 彼の 両 肩に かかり、 そして 頭から は 水の しずくが たれ 落ちて い 

た。 

彼 は 両手 を 二人の 男の 肩に かけ、 その 二人に はさまれながら カーバの 周り を タヮ一 フし 

ていた。 

『彼 は 誰です か』 と 私が たずねる と、 人々 は 『マリヤの 子 メシャ （キリスト） です』 と 答えた。 

私 はまた 彼の 後に、 髪 を ちぢらした 頑丈そう な、 右目が つぶれた 男 を 見た。 

私 力 にれ まで 会った 人々 の 中で は、 イブ ン '力 タンに よく 似た 顔付きの 男だった。 

彼 は、 カーバの 周り を タワー フ しながら、 両手 を 二人の 男の 肩に かけて いた。 

『彼 は 誰です か』 と 私が たずねる と、 人々 は 『マス ィ一 フル' ダッジ ヤールです』 と 教えて くれ 

た」 



イブ ン' ウマルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「私 は、 カーバの 近くで、 頭髪の 長い すっきりした 白い 顔立ちの 人物 を 見かけた。 

彼 は 両手 を 二人の 男の 上に おいていた。 

水が 彼の 頭から 流れて いた （もしくは 、したたり 落ちて いた）。 

私 力 《 『彼 は 誰です か』 とたず ねる と 人々 は 『彼 は マリヤの 子 イエス、 もしくは、 マリヤの 子メ 

シャ （キリスト） です』 と 告げて くれた」 

(イブ ン 'ウマル は、 どちらの 言葉で あつたか 記憶して ない と 語って いる） 

アツ ラ一 のみ 使い は 続けて こうい われた 

「私 は 彼の 後に、 ちぢれ 毛で 赤ら顔の 体格の よい、 右 目 が 盲の 男 を 見た。 

彼 は イブ ン '力 タンに よく 似た 顔付き をして いた。 

私 力 《 『彼 は 誰です か』 とたず ねた 時、 人々 は 『マス ィ一 フル' ダッジ ヤールです』 と 教えて く 
れた」 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「クライ シュ 部族の 人々 が 私の 言葉 を 信じなかった 時、 私 は、 ヒ ジュル （カーバ 神殿の 西側 
にある 半円 径の 囲い 《ハ亍 一ム》 壁） の処 にいた。 

この 折、 アツ ラ一 は 私の ために、 バイ トル 'マク デス （エルサレムの 神殿) を 天空に あげて 
下さった。 

私 は それ を 見ながら、 クライ シュ 部族の 人々 に、 そこの 様々 な 特長 （ァ一 ャ） について 語つ 
て 聞かせた」 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブ によると、 アツ ラ一 のみ 使い は 或る時こう いわれた 
「私 は 夢の 中で 力一 バをタ ヮ一フ している 自分自身 を 見た。 
私 はまた そこで、 柔らかな 長い 髪 をした 色白の 美しい 人物が 二人の 男に はさまれながら、 
カーバの タヮ一 フを する 姿 を 見た。 

彼の 頭から は 水が したたり 落ちて いた （もしくは、 頭から 水が 流れて いた） 

『彼 は 誰です か』 と 私が たずねる と、 人々 は 『マリヤの 息子です』 と 教えて くれた。 

それから 私 は 前方に 進み 周囲 をな がめ まわした。 

その 時 赤ら顔で 頑丈そう な、 頭髪が ちぢれ、 しかも 片 目 が 脹れ あ 力 《 つてぶ どうの ようにな 

つてい る 男 を 見かけた。 

私が 『彼 は 誰です か』 とたず ねる と 人々 は 『彼 は ダッジ ャ一ル です』 と 教えて くれた。 
ダッジ ヤール は、 イブ ン '力 タンに よく 似た 人物だった」 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 



「私 は 夢の 中で ヒジュ ルの処 におり、 クライ シュ 部族の 者ら に、 "夜の 旅" について 質問 さ 
れ ていた。 

私 は バイ トル 'マク デスの 様子 をたず ねられた 力、 それに 関してよ く は 記憶して なかった。 

そのため 私 はかって 経験した ことのない ほど 大変 困惑して しまった。 

すると その 時 アツ ラ一 は、 バイ トル 'マク デス を 私の 目の前に 浮び 上がらせて 下さった。 

そのお 陰で 私 はよう やく 彼らの 質問に 何でも 答える ことができた のであった。 

私 はまた、 私自身が 他の 預言者ら と一 緒に いる 夢を見た。 

そこで は モ一ゼ が 立って 礼拝 をして いた。 

彼 は あた 力、 も シャヌ 一ァ 部族 出身者の ように、 立派な 体格 をした 人物だった。 

私 はまた マリヤの 子 イエスが 立って 礼拝して いる 姿 を も 見かけた 力 《 、身近な 人々 の 中で 

最もよ く イエス に似てい るの は、 ウル ヮ 'ビン' マス ゥ一ド 'サ カフ ィ一 である。 

私 はまた、 アブラハムが 立って 礼拝して いるの を 見た が、 彼に 最もよ く 似た 人 は あなた 方 

の教 友、 すなわち ムハンマド 自身であろう。 

礼拝の 折に は、 私が 彼らの イマ一 ム (導師） となった。 私が 礼拝 を 終えた 時、 或る人が こう 
いった 

『ムハンマドよ、 ここに 地獄の 主、 マ一 リクが いる。 彼に 挨拶なさい』 
それで 私 は 彼の 方 をむ いた 力、 彼の 方から 先に 挨拶して くれた」 



シド ラトル 'ム ンタハ 一について 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は" 夜の 旅" に 連れ出された 時、" シド ラトル 'ムン タハ一 (遠い 涯 にある 
シ ドラ 木）" まで 案内され た （注 1)。 
その 木 は 第 六天界 にあった。 

この 天界は 地上から 昇って 来た ものの 終 着 点と され、 それら は 全て ここに とどめられた。 
ここ はまた、 上から 下りて きた ものの 到着 点で もあって、 それら も 全て ここに とどめられて 
いた。 

これに 関連して 「覆う ものが シ ドラ 木 を こん もりと 覆う 時」 （クル ァ一ン 第 53 章 16 節） と アツ 
ラ一 は 啓示され たが、 覆う ものと は、 黄金の 蛾の 群の ことで ある。 
アツ ラーの み使い はこ こで、 三つの こと を 許可され た。 

それら は 日 に 五 回の 礼拝 を 行う こと、 クル ァ一ン 雌牛の 章 （第 2 章） の 最後の 部分に 関連 
する こと （注 2)、 更にみ 使いの 信奉者で、 アツ ラ一 に 対し一 切 同位 者 を 置かない 者の 罪が 
許される こと などで ある。 

(注 1) シ ドラ トル' ムンタ ハー は、 前 出の ハディ一 ス によれば 第 七天界 にある とされる が、 
ここで は 第 六 天界に 位置す ると 記されて いる。 

それ 故 この 木に ついては、 第 六 天 界に根 を 張りながら その 枝葉が 第 七天界 まで 伸び、 繁 
茂して いるものと 考えるべき であろう 

(注 2) 雌牛の 章の 最後 286 節に は、 アツ ラ一 が 各人に 能力 以上の 負担 を 負わせない こと、 
過ち を 許す ことな どに ついての 啓示が 記されて いる 

シャイ バ一 二一 はこう 語って いる 

私が ジ ツル ゼン 'フ バイ シュに アツ ラ一 のみ 言葉 「凡そ 弓 二つ、 いや それよりも 近い 距離 
にあった」 （クル ァ一ン 第 53 章 9 節） について 質問した 時、 彼 は 「イブ ン 'マス ゥ一ド は、 そ 
の 折 預言者が 六 百の 翼 を 持った 天使 ジブ リ一ル を ごらんに なった と 話して おられた」 と 語 
つた。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 言葉 「心 は 自分が 見た こと を 偽らな し、」 （クル ァ一ン 第 53 章 11 節） と は、 アツ 
ラ一 のみ 使いが 六 百の 翼 を 持った ジブ リ一ル を 確かに 見られた こと を 意味す る もので あ 

る。 



アブ ドッラ 一はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 言葉 「彼 は 確かに、 主の 最大の しるし を 見た ので ある」 （クル ァ一ン 第 53 章 

18 節） は、 アツ ラーの み使いが 600 の 翼 を 持った ジブ リールの 姿 を 見た こと を 示して いる。 



アツ ラ一 のみ 言葉 「彼 を 見た」 に 関連して 

アブ一 'フ ライラ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 言葉 「本当に 彼 (ムハ マンド） は、 再度の 降下に おいても、 彼 を 見た ので あ 

る」 （クル ァ一ン 第 53 章 13 節） は、 アツ ラ一 のみ 使いが ジブ リ一ル を 見た こと を 示して いる 

(注)。 

(注) 預言者が 天使 ジブ リールの 真の 姿 を 拝した の は 二回の みで、 最初の 場合 は ヒラー 
山で 初めての 啓示 を 受けた 時で あり、 二度目 は 夜の 旅、 昇天の 折であった といわれる 

イブ ン 'アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者 は アツ ラ一 を 心の中で 見られた ので ある。 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 言葉 「心 は 自分が 見た こと を 偽らない」 （クル ァ一ン 第 53 章 1 1 節） 及び 「本当 
に 彼 (ムハンマド） は、 再度の 降下に おいても、 彼 を 見た ので ある」 （クル ァ一ン 第 53 章 22 

節） は、 アツ ラ一 のみ 使いが 二度 も、 心の中で 彼 を 見た こと を 示して いる。 

アブ一' ジャフ マ は、 前記と 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 
マス ルーク は 次のように 伝えて いる 

私が ァ 一"^ r シャの 家で 休息して いた 時、 彼女 はこうい つた 

「アブ一 'ァ 一イシ ャょ （マス ルークの 呼び名）、 三つの 大切な 事柄が あります。 

その 中の一 つで も 口にすれば、 アツ ラ一 に 対し、 大きな 虚偽 を 語った ことになります」 

私が 「それら は 何です か」 とたず ねる と、 彼女 はいった 

「ムハンマド 様が、 アツ ラ一 を 直接 目で 見た と 主張す る 者 は、 アツ ラーに 関し 最大の 噓を述 

ベた ことになります」 

私 は それまで 横にな つていた 力、 この 言葉 を 聞く と 起きて 座り 直しこう いった 
「信者の 母よ （預言者の 妻の 呼び名 ） 、 一寸 待って 下さい。 
そう 話 を 先に 急がないで 下さい。 

アツ ラ一 はこの ことに 関連し 「彼 は 明るい 地平線 上に はっきりと 彼 を 見た」 （クル ァ一ン 第 

81 章 23 節）、 及び 「本当に 彼 は、 再度の 降下に おいて 彼 を 見た ので ある」 （クル ァ一ン 第 

53 章 22 節） といわれなかったです か」 
彼女 はいった 

「私 は 信者の 中で 最初に、 この 件に 関し アツ ラ一 のみ 使いに おたずねした 者です。 
み使い はこうい われた のです 



『彼と はまこと、 ジブ リ一ル のこと です。 

私が アツ ラーに よって 造られた 彼のお 姿 を 見た の は、 クル ァ一ン に 示される 前記の 二度 
の 場合 以外に ありません。 

すなわち 私 は、 彼が 天から 降下して 来、 天と地の 間 を その 御 姿の 雄大 さで、 満たされ たの 
を 見た のです』 と」 
彼女 は 続けて いった 

「アツ ラ一 がこう 啓示され たみ 言葉 を 聞いた ことはありません か 「（こちらの) 視覚で は、 彼 
を 見る こと はでき ない。 

だが 彼 はこ ちらの まなざしまで すっかりお 見 透し に なられる。 

まことに 彼 は、 全てに 親切で あり、 熟知して おられる」 （クル ァ一ン 第 6 章 1 03 節） 
それに、 アツ ラ一 のこの み 言葉 も 聞いた ことはありません か 「アツ ラーが 人間に (直接) 語 
り 力 M ナられ る こと はない。 

啓示に よる か、 帳の 蔭から、 または 使徒 (天使) を 遣わし、 アツ ラーが 命令 を 下して、 その 
御望み を 明かす。 

本当に アツ ラ一 は、 至高に して 英明で あられる」 （クル ァ一ン 第 42 章 51 節）」 

ァ一 イシ ャは 続けて こう 語った 

「み使いが アツ ラ一 の 啓 典の 教え を なぜか 隠して いると 主張す る 者 は、 アツ ラ一 に 対し 大 
きな 虚偽 を 語る ことになります。 
アツ ラ一 はこう 啓示され ました 

「使徒よ、 主から あなたに 啓示され たこと を 人々 に 伝達しなさい。 さもないと 彼の 啓示 を 伝 
達すべき 使命 は 果せない ことになるだろう」 （クル ァ一ン 第 5 章 67 節） と」 

ァ一 イシ ャは 更にこう 話した 

「明日 起こる こと を 予知で きる と 主張す る 者 は、 アツ ラ一 に 対し 大 なる 虚偽 を 語る ことにな 
ります。 

アツ ラ一 は 「いって やる がよ い。 

幽玄 界を 知る もの は 天地の 間で アツ ラーの 外に はない ので ある」 （クル ァ一ン 第 27 章 65 

節） と 啓示な された のです」 

ダウ一 ドも 前記と 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる 力、 その 中に 次の 表現が 加 
えられて いる 

ァ一 イシ ャ はこう 語った 

「もし ムハンマド 様が なんらかの 啓示 を 隠される としたら、 次の 啓示 を必ら ずお 隠しな され 
たであろう。 

(すなわち） 「アツ ラーの 恩恵 を 授かり、 また あなたが 親切 を尽 した 者 (ザ イド) にこうい つた 
時 を 思え。 

"妻 を あなたの 許に 留め、 アツ ラ一 を 畏れなさい"。 



だが あなた は、 アツ ラ一 が 暴露しょう とされた、 自分の 胸の 中に 隠して いた こと (養子の 妻 
との 結婚が 人の 口 の 端に 上がる こと) を 恐れて いた。 

むしろ あなた は アツ ラ一 を 恐れる のか 本当であった （注）」 （クル ァ一ン 第 33 章 37 節）」 

(注) 預言者 は 養子 ザ イドが その 妻ザィ ナブ を 離婚した 時 彼女 を 己れ の 妻の一 人に 加え 
たが、 己れ の 養子の 元の 妻との この 結婚が 醜聞と して 人々 に 噂され るの を 恐れた ので あ 
る 

マス ゾ レーク は 伝えて いる 

私が ァ一 イシ ャに ムハンマド 様が 主 を 本当に 見られた かどう かにつ いてたず ねた 時、 彼 

女 はこうい つた 

「アツ ラ 一を 讃美 致します ！ 

あなたが そのような こと をい うと、 私の 髪 は 恐ろし さに 逆立つ 思いです」 

この あと マス ル一ク は 前記と 同 内容の ハディ一 スを 語った。 

なお ダウ一 ドの 伝える ハディ一 ス はこれ より 長く 完全な 内容で ある。 

マス ゾ レーク は 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに 「アツ ラ一 のみ 言葉 「それから 降りて 来て、 近付いた。 

凡そ 弓 二つ、 いや それよりも 近い 距離で あつたか。 

そしてし もべ (ムハンマド) に 彼の 啓示 を 告げた」 （クル ァ一ン 第 53 章 8-10 節） について ど 

う 考えます か」 と 質 間した。 

彼女 はこうい つた 

「それ は ジブ リールの ことです。 

彼 は 人間の 姿 をして いつも アツ ラ一 のみ 使いの 処に 来られた のです。 
しかし この 時には、 彼 本来の 姿で 現われ 空の 涯 まで 満たされ たのです」 



"神 は 光で ある" という 言葉に 関して 

アブ一 ■ ザ ツル はこう 伝えて いる 

私 力、 アツ ラ一 のみ 使いに 「あなた は 主 を 見た のです か」 とおたず ねした 時、 彼 は 「私が 見 
た 主 は 光であった」 といわれた。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一ク はこう 伝えて いる 

私が アブ一 ■ ザ ツルに むかって 「もし、 アツ ラ一 のみ 使いに お会いで きたら、 質問した いこと 
力 《 あります」 と 話した ところ、 彼 は 「どんな ことにつ いてです か」 といった。 
私 は 「み使いが 主 を 見られた かどう か、 おたずねした いのです」 と 述べた。 
これに 対し、 アブ一' ザ ツル は 「実は 私 は そのこと をお たずねし たのです。 
その 折、 み使い は 『私 は 光り を 見た』 とお 答えな された のです （注)」 と 語った。 

(注） 「主 は 光りであった」 「私 は 光り を 見た」 という 前記 両 ハディ一 スの 表現に ついては 「私 
と 主の 問に、 光りの 幕 (ベール） があった。 それ 故 見る ことができな 力、 つた」 「私 は 光りの 幕 
(ベール） を 見た のみで ある」 とする 解釈 も ある 



"アツ ラ 一はお 眠りに ならない"" 覆い は 光りで ある" について 

アブ 一'ムーサ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私たちの 問に 立って アツ ラーに 関し、 五つの 事 をこう お話しに なった。 
すなわち 「アツ ラ一 はお 眠りに ならない。 
また、 眠り を 必要と されない 方で ある。 

アツ ラ一 は しもべら の 所行 を 判定す るた めの 秤り を 低めたり 、高めたり なさる 方で ある。 
夜の 行為 は 昼の 行為の 前に、 また、 昼の 行為 は 夜の 行為の 前に、 アツ ラ一 の 許に 報告 さ 

れる。 

アツ ラーの 覆し ゝ （ベール） は 光りで ある 《アブ一 'バ クルの 伝える ハディ一 ス によると、" 光 
り" ではなぐ' 火" となって いる》 

もし アツ ラ一 がその 覆し 、(ベール） を はずす ような ことがあれば、 お 顔の 輝きの ため、 その 
御 目が 届く 範囲に ある アツ ラーの 創造物 は、 全て 焼き 尽 される だろう」 

ァ アマ シュは 伝えて いる 

「アツ ラーの み使い は 私たちの 間に 立った まま、 四つの こと を 話された」 

以下の 内容 は 前述の ハディ一 スと 同じで あるが、" アツ ラ一 の 創造物" という 言葉 はなし、。 

ただ じ' アツ ラ一 の 覆い は 光りで ある" という 表現 は みられる。 

アブ一' ムーサ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私たちの 間に 立って、 四つの こと をい われた 
「まことに アツ ラ一 は 眠る ことが なぐ また 眠り を 必要と される 方で はない。 
彼 は、 人の 善悪 を 定める 秤り を 上げたり、 下げたり なさる。 
人の 昼間の 行為 は 夜に、 夜の 行為 は 昼に 彼の 許に 報告され る」 



主に 目見える 方法に ついて 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

人々 が アツ ラ一 のみ 使いに 「私たち は、 復活の 日に 主に 会える でしよう か」 とたず ねた 時、 
彼 はこうい われた 

「満月の 夜、 月 を 見る の は 困難です か」 

人々 が 「いいえ、 み使い 様」 と 答える と、 彼 は 更に 「雲が かかって ない 時、 太陽 を 見る の は 
難しいで すか」 といわれた。 

彼らが 「いいえ、 み使い 様」 と 答える と 次のように お話しに なった。 

「丁度 それと 同じように、 あなたた ち は 主 を 拝す る ことができる のです。 

主 は 復活の 日 に 人々 を 集めこう いわれる でしよう 

『全ての 者 を、 それぞれが 崇拝した ものに 従わし めよ』 

それ 故 太陽 を 崇めた 者ら は 太陽に 従い、 月 を 崇めた 者ら は 月に 従い、 またもろ もろの 偶 

像 を 崇めた 者ら は これらの 偶像に 従う ことになります。 

この イスラ一 ムの 信者の みは 後に 残される 力、 その 中には 偽 信者ら も 含まれる ことで しょ 

ラ。 

アツ ラー は、 それから、 彼 本来の 姿と は 別の、 彼らに も 容易に 見る ことので きる お 姿 をして 
彼らの 処 においで になり 『私 は あなたた ちの 主で ある』 といわれる でしよう」 
し 力、 し、 人々 はかれが 主で ある ことに 気付かず 

『アツ ラーよ、 私たち を この 人から 守り 給え ！ 

私たち は あなたが 私たちの 処 においで になる まで ここにお ります。 

あなたが 本当にお いでに なれば、 私たちに はすぐ あなた を 判別す る ことができる のです』 

とし、 ラで& り ましよ ラ。 

その後 アツ ラ一 は 彼らに も 十分 判別で きる 本来のお 姿で 現われ 『私 は あなたた ちの 主で 
ある』 と 仰せになる ので 、ようやく 彼ら は 『あなた こそ 私たちの 主です』 といって 彼に 従う こ 
とでし ょラ。 

その後 地獄の 業火の 上に かけられた 一本の 橋の 上 を、 私と 私の 信徒た ち は 最初に 渡る 
ことになります 力、 その 日に は 使徒た ち 以外に は 誰も 声 を 発する 者 はなぐ その 曰の 使徒 
たちの 祈り も 『アツ ラ一 よ、 安全 をお 守り 下さい。 無事 を お願い致します』 という 言葉の みで 
&り ましよ ラ」 

地獄に は、 サァダ 一ン樹 のとげ のように 長い 鉄製の 鉤 がおかれ ている。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「サ ァダ一 ン樹を 知っています か」 とおたず ねに なり、 彼らが 「はい」 と 

答える とこうい われた 

「まことに これらの 鉄鉤 は、 サァダ 一ン樹 のとげ にも 似て います 力、 アツ ラ一 以外に その 大 

きさに ついて 知る 方 はおられない。 

これらの 鈎が 悪行 を 犯した 者 を 捕らえる のです。 



信者のう ち、 善行 者 は 捕らえられる こと はなぐ その 善行の 故に 救済され 報奨され る 者 さ 
え もい るので す。 

アツ ラ一 は その しもべら を 裁き 終える 時、 その 大 いなる 慈悲心から 思いのままに 地獄に 苦 
しむ 者ら の一 部 を 救い出そうと なさり、 そのため アツ ラーに 何もの を も 同位 者と して 配 さな 
かった 者ら を、 地獄から 連れ出す よう 天使た ちに お命じになる のです。 
これらの 者 は 『アツ ラ一 以外に 神 はいない』 と 唱えた 者ら のうち、 アツ ラーが 特に 慈悲 をお 
与えに なった 人た ちです。 

天使ら は 彼ら を 業火の 中で、 脆 拝の しるし、 すなわち 額の 黒い 痣の 有無に よって 見分け 
るので す。 

なぜなら、 業火 は 人間の 身体 全て を 焼き 尽す がその 脆 拝の しるしの みは 残る からで あり、 

アツ ラーが 業火に 対し、 そのし るし を 消滅させる こと を 禁じられた からです。 

その後 業火の 中から 焼かれた まま 連れ出された 彼ら は、 生命の 水 を 注がれ、 丁度 洪水に 

よって 運ばれた 種子が 新芽 を 出す ように 蘇生 させられる のです。 

アツ ラ一 力 《 し も ベら の 裁き を 終えよう とする 時、 地獄に 面した 処に 取り残された 天国に 最 

後に 入る はずの 男が、 『主よ、 私の 顔 を 業火から 遠ざけて 下さい。 

地獄の 凰 か 私 を 毒し、 その 炎が 私 を 焼き殺します ！ 』 と 叫び 出し、 （アツ ラーが そうする こ 
と を 許す かぎり） 繰り返し 訴えつ づける ことでしょう。 

これに 対し アツ ラ一 は 『もし 私が お前の 願い 通りに したなら ば、 お前 は 恐らく それ以上の こ 
と を また 頼んで くるに 相違 あるまい』 といわれ るが、 

その 男 は 『いいえ、 私 はこれ 以外の こと は、 お願い 致しません』 といって、 アツ ラ一 に 対し 
約束し、 確言す る ことでしょう。 

それで、 アツ ラ一 は その 男の 顔 を 業火から 別の 方角に お変えになる ので あるが、 彼が む 
きを 変え 天国の 方 を 見た 時、 彼 はしば らく 沈黙した 後でこう 述べる でしよう 
『主よ、 どうか 私 を 天国の 門の 処に 進ませて 下さい』 

これに 対し、 アツ ラー は 『お前 は 私が 与えた もの 以外 何も 頼まない と 約束し 確言した ので 
はなかった か ！ 

4 可と いう こと カヽ ！ アダムの 子孫よ ！ 

何と 当てに ならない ことか ！ 』 といわれ るが、 彼 は 『主よ』 といって 訴えつ づける ので、 遂に 
は アツ ラ一 は、 彼に こう 仰せになる のです 

『もしも 私が それ を 許すならば、 お前 は 恐らく もっと 他の こと も 頼んで くる ことだろう』 
しかしながら、 主に 対し 彼 は 『あなたの 偉大 さに 誓って 申し上げます 力、 決して そのような 
こと は 致しません』 といって、 また 約束し 確言す る ことでしょう。 

アツ ラー は、 それで 彼 を 天国の 門まで 連れて行かれ るが、 その 門に 立って 目前一 杯に 広 
がる 天国の 恵みと 喜び を 見る と 彼 はしば らく 沈黙して 後、 こういい 出す のです 
『主よ、 私 を 天国に 入れて 下さい』 

これに 対し アツ ラー は 『私が お前に 与えた もの 以外に お前 は 何も 望まない と 約束し、 確言 



したで はない か ！ 

何たる ことか ！ おお、 アダムの 子孫よ ！ 
何と 不誠実な 男だろう ！ 』 といわれ るが、 

彼 は 『主よ、 私 は あなたの 創造物の 中で もっとも あわれな 存在に はなりたくない のです』 と 

いって、 アツ ラーが お笑いになる まで 訴え 続ける ことでありましょう。 

そして 彼に むかって お笑いに なった アツ ラー は、 その 時 『天国に 入りなさい』 とお 許しな さる 

のです。 

彼が 天国に 入る 時、 アツ ラー は 『お前の 願し、 を 述べなさい』 といわれ、 彼 は （アツ ラ一 が 気 
付かせ 給う ままに) 様々 の 願い ごと を 申し あげる 力、 それが 終る と アツ ラ一 は 直ちに 『これ 
はお 前の もの、 お前の 願いと 同じ ものである』 と 仰せに なって それら をお 与え 下さる ので 
す」 

これに 関連し、 ァタ一 • ビン' ャジ一 ドは 次のように 述べて いる 

「アブ一' サイ一 ド 'フ ドリ一 は アブ一' フライ ラ と共にお りながら、 アブ一 'フ ライラの 語る こ 
の ハディ一 スに なんら 異議 を はさまな 力、 つたが、 

ただ アツ ラーが、 その 男に 『お前の 願いと 同じ ものである』 といわれ たという 表現に 対して 
のみ 『お前の 願いの 10 倍に およぶ ものである』 と 変え 訂正 を 加えた。 
アブ一' フライ ラは、 これに 対し 『これ はお 前の もの、 お前の 願いと 同じ ものである』 という 
表現 以外 覚えて いないと 語った が、 ともあれ アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 『私 は アツ ラ一 の 
み使いが" これ はお 前の もの、 お前の 願いの 10 倍に およぶ ものである" といわれ たこと を 
証言し ます』 とまで 述べて いた。 

なお、 アブ一 'フ ライラ は 『その 男 は 天国の 住民と して 最後に （天国に） 入る 人物で ある』 と 
語って いた」 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

人々 は 預言者に 対し 「アツ ラ 一のみ 使い様、 私たち は 復活の 日に 主に 会う ことができ るで 
しょうか」 とたず ねた。 

以下の 部分 は 前記と 同 内容の ハディ一 ス である 力、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



ハン マ一 ムゼン 'ムナ ツビ フは、 アブ一 'フ ライラが アツ ラ一 のみ 使いから 聞いて 語った 数多くの ハ 
ディースの 中の一 つ を 次のように 伝えて いる 
み使い はこうい われた 

「天国で 最も 末端の 席に いる あなた 方の 仲間の一 人 は アツ ラーに 『なんでも 欲する こと を 
願いなさい』 といわれ、 願い ごと や 望み を 訴える ことだろう。 

その後 『願い を 述べた か』 と 問われ、 彼が 『はい』 と 答える と アツ ラ一 は 『お前の 願い ごと や 
それと 同類の 事柄 は 許される』 と 仰せになる だろう」 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 在世の 頃、 或る人々 がこうい つた 

「み使い 様、 私たち は 復活の 日に 主に 会う ことができる でしよう か」 

これに 対し、 み使い は 「その 通りです」 と 答え、 次の 言葉 を 加えられた 

「一片の 雲 もない 日中に 太陽 を 見る こと や、 また 雲の ない 満月 の 夜に 月 を 眺める こと は 困 

難 だと 思います か」 

人々 か 「いいえ、 み使い 様」 と 答える と、 彼 はこうい われた 

「復活の 日、 アツ ラーに 会う こと は 丁度 これら を 見る のと 同じように なんの 困難 もない こと 

です。 

復活の 日が 来る と、 ム アツ ジン (通常 は、 礼拝 時刻 を 告げる 人、 ここで は 単に、 伝達 者 の 
意味） がこう 叫ぶ ことでしょう 

『それぞれの 団体の 者 は 各自が 崇拝した ものに 従うよう にせよ』。 
この あと、 アツ ラ一 以外に 偶像 や 石 物 を 崇めて いた 者ら 全て は 業火の 中に 落ち ゆき、 その 
結果、 敬虔なる 者 や 不行跡な 者、 また 啓 典の 民の一 部な ど、 アツ ラ一 を 信仰す る 者ら が 
残される だけと なります。 

その あと ユダヤ教 徒ら が 呼び だされて、 『何 を 信仰した のか』 と 問われ、 彼らが 『アツ ラ一 
の 息子 ゥ ザイルです』 と 答える と、 それに 対し 『お前た ち は 虚偽 を 申して いる。 アツ ラ一 に 
は 妻子 はいない』 といわれます。 

『何 を 望む か』 と 問われた 時、 彼らが 『のどが 渴 いています。 主よ、 水 をお 与え 下さい』 と述 
ベる と、 彼 は 或る 方角に 彼ら を 導き 『どうして あそこに 行って 水 を 飲もうと しないの か』 とい 
し、 ながら、 彼ら を 業火の 方へ 押し出す ので、 そのため 彼ら は あたかも 蜃気楼の ように 高く 
炎 を 上げて 燃えさ かる 業火の 中に 落ち ゆく ことになる のです。 
その後、 キリスト教徒ら が 呼び だされて 『何 を 信仰して いたの か』 と 問われ、 彼ら 力 《 『アツ ラ 
—の 息子 イエスです』 と 答える と、 それに 対し 『お前ら は噓を 申して いる。 アツ ラーに は 妻 
子 はいない』 といわれます。 

その後、 彼ら は、 『なに を 欲する のか』 と 問われ、 『私たち はの どが 渴 いています。 主よ、 渴 
きをい やして 下さい』 と 述べる 力、 彼ら は 或る 場所に 連れて ゆかれて 『どうして あそこに 行 
つて 水 を 得ようと しないの か』 といわれ、 業火の 方に 押し出されます。 
次々 と 炎 を あげて 焼き 尽す 業火 は、 あたかも 蜃気楼の ように も 見える ことだろう が、 こうし 
て 彼ら は その 業火の 中に 落ち ゆき、 残る の は 善行 者で あれ 悪行 者で あれ、 アツ ラー を 信 
仰す る 者 だけと なる のです。 

その後、 宇宙の 主 アツ ラ一 は、 彼らの 目に も 判別し 得る お 姿で 彼らの 処 においで になり 

『お前た ち は 何 を 待って いるの か。 

各 ゥンマ は それぞれ 信仰した 者に 従う ので ある』 といわれ るが、 

これに 対し 彼ら は 『主よ、 私たち は 前世で は 貧に 苦しみ 助け を 必要と する 時で も 他 宗教の 

者ら と は 離れて 募し、 彼らの 仲間と なること はありませんでした』 と 口々 に 訴え だします。 



そして、 アツ ラ一 が 『私 は あなたた ちの 主で ある』 といわれ ると、 彼ら は 『あなた 様、 アツ ラ一 
に 御 加護 を 願います。 私たち はなに もの を も アツ ラーと 並べる こと は 致しません』 と 二度 も 
三度 も 繰り返し 述べた てるのです。 

この 時、 偽 信仰者の 何人 か は 背 をむ けて、 その 場所 を 離れよう とする に 違いありません。 

この 折に はまた 『人間のお 姿 をした 主に は あなた 方に 判別で きる ための みしる しが あるの 

です か』 と 問われ、 彼ら は 『はい』 と 答える でしよう。 

その後に は 次の ような 様々 な 事柄が 見られる ことになります。 

(すなわち） 自発的に 礼拝す る 者に は アツ ラ一 は それ をお 許しになる が、 他人の 目 を 気に 

し、 見せ掛けの 礼拝 をす る 者に 対して は、 アツ ラ一 は その 者ら の 背中 を一 枚の 平たい 板 

状に して、 礼拝す るた びに 彼ら を 後に ひっくり返ら しめな さるので す。 

また、 礼拝の あと 頭 を あげる と アツ ラー は、 彼らが 初めて 見る お 姿に 変って 『私 はお 前た ち 

の 主で ある』 と 仰せられ、 彼ら はこれ に 対し 『あなた は 私たちの 主です』 と 述べる ことにな リ 

ます。 

その後、 地獄の 上に一 本の 橋が かけられ、 執り成し (弁護者) が 許される が、 彼ら はこの 

折 『主よ、 安全 を 守り 給え。 ご 加護 を お願い致します ！ 』 と 述べる ことでありましょう」 

人々 力 《 「 それ は どんな 橋です か」 とたず ねる と、 アツ ラ一 のみ 使い は 「すべりやすい 所で、 
ここに は 鉤ゃ鉄 串、 それに ナジュ ド 地方で サァダ 一ンと 呼ばれて いる とげの 樹 のよう な 針 
などが 付いています」 といわれ、 また 次のように 話 を 続けられた 
「ともあれ 信者ら は その 橋 を 雷、 または 風、 或いは 鳥、 更に は 駿足の 馬 やらく だのよう に ま 
ばた きする 間に 通って しまいます。 

或る 者ら は 安全に、 或る 者ら は 鈎で ひっかけられながら も 通り抜け るが、 捕われて 地獄の 

火中に ひとまとめに 落される 者ら もい ます。 

また 信者ら の 中には 更に その 業火から 救出され る 者 もお ります。 

ところで、 私の 命 を 司る 御 方に 誓って 申します 力、 人間の 中で 信者 ほど 復活の 日に、 業火 

から 同胞 を 救い出す よう アツ ラーに 強く 懇願す る もの はいない でありましょう。 

信者ら はこう 述べる のです 

『主よ、 彼ら は 私たちと 共に 断食、 礼拝、 巡礼 を 行った ものです』 

これに 対し 主 は 『お前た ちが 認める 者ら を 地獄から 連れ出す ように』 とお 命じに なり、 それ 

らの 者に 対し 業火 は 禁じられ、 多くの 者が 連れ出されます。 

しかし それまでに は 大半の 人々 は 鉢の 半分 か、 ひざ 半ば ほどまで 焼かれて しまって いる 

のです。 

(ともあれ) その 時 彼ら 力 《 『主よ、 あなたが 救うよう お命じに なった 者 は 一人と してもう 地獄 
に は 残って おりません』 と 述べる と、 アツ ラ一 は 『もう一 度 戻って、 心に 1 ディ一 ナ一 ルの重 
さほどで も 善意 を 持つ 者 を 見付けたならば 連れ出す ように』 といわれます。 
それで 彼ら は 再び 多くの 人々 を 業火の 中から 連れ出し 『主よ、 あなたが 命じた 者 は 全部 
救い出され 、一人と して 残って おりません』 と 申し上げる のです。 



これに 対して アツ ラ一 は 更に 『戻って 心に 半 ディ一 ナ一ル の 重さ ほどの 善意 を 持つ 者が あ 
れば 連れ出す ように』 とお 命じに なり、 それで 彼ら は 更に 多くの 人々 を 連れ出し 『主よ、 お 
命じに なった 者ら を 残らず 連れ出しました』 とまた 申し上げる のです。 
アツ ラ一 はこれ に対して も 更に 『戻って 心に 微塵の 重さ ほどで も 善意 を 持つ 者が あれば 連 
れ 出す ように』 といわれ、 彼ら は その 言葉に 従って なおまた 多くの 人々 を 連れ だして 来 『主 
よ、 私たち は 軽く 僅かで も 善意 を 持つ 者が あれば一 人 残らず 地獄から 連れ出しました』 と 
申し上げる ことになります」 

アブ—' サイ— ド 'フ ドリ— はこれ に 関連し 次のように 語って いる 

「もしも 私の 語る この ハディ一 スを 信じない 者 は、 次の 聖句 を誦ん でみ るが よい。 
「まことに アツ ラ一 は 微塵の 重さ ほど も 間違えられない。 もし 一善が あれば、 彼 はこれ を 倍 

加な され、 また 彼の 御 許から 偉大な 報奨 を 与えられよう」 （クル ァ一ン 第 4 章 40 節)」 
「その後、 アツ ラ一 はこうい われます 『天使た ちが 執り成し をし、 預言者た ちが 執り成し をし、 
更に 篤信 者ら が 執り成し をす るた め、 残される の は アツ ラーの 深い 慈悲に ゆだねられた 者 
たちだけ となる だろう』 と。 

アツ ラ一 は それで 業火の 中に 手 を 入れ、 これまで いかなる 善行 も 為した ことのない、 もう 既 
に 木炭の ように 変り 果てた 人々 を ひとつかみ にして 取り出され、 それら を 天国の 端に ある 
生命の 河と 呼ばれる 河の 中に 投げ込まれます。 

すると 彼ら は 洪水に 運ばれた 沈 泥から 植物の 種子が 新芽 を 出す ように 再生す るので す。 
あなた 方 はきつ と 石 や 木の 傍らで、 太陽に さらされ 黄色 または 緑色に、 また 木蔭で は 白色 
に 見える それら を 眺める ことでありましょう」 

この 言葉 を 聞いた 人々 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 あなた は 草原の 牧畜 者の ように 何でもよ 

くご 存知な 方です」 といった。 

この あとみ 使い はまた 話 をお 続けに なった。 

「彼ら は 首にしる し をつ けられ、 真珠の ように 顔 を 輝かせながら 出て 来る のです。 
天国の 住民た ち は 彼ら を 見て 『この 人た ち は アツ ラ一 によって 解放され たのです。 アツ ラ一 
は 過去の 行為 や 善行の 有無に も 関係な く これらの 人々 が 天国に 入る こと をお 許しな さつ 
たのです』 とし ゝ うこと でしよう。 
それから アツ ラ一 はこうい われます 

『天国に 入りなさい。 そこで 見る もの は 全てお 前た ちの ものです』 

これに 対し、 彼ら は 『主よ、 あなた は 世界の 誰に もお 与えに ならなかった ほどの 恩寵 を 私 
たちに 与えて 下さいました』 と 感謝の 言葉 を 述べます。 

しかし アツ ラー は 『まだ これよりも 尊い ものが お前 たちのた めに 配慮され ている』 と 仰せに 
なり、 彼らが 『主よ、 これより 善し、 ものと は 何でしょう 力、』 と 問う と、 こうお 答えになる のです。 
『それ は 私が お前た ちに 満足して おり、 これ 以後 決してお 前た ちに 怒り を 示す こと はない と 
いう ことで ある』 と」 

アブ— ■ サイ— ド 'フ ドリ— による この ハディ— スは、 別の 伝承 者 経路で も 次のように 伝えら 



れ ている。 

私たち 力 《 r アツ ラ一 のみ 使い様、 私たちに 主 を 見る ことができます か」 とたず ねた 時、 み 使 
いはこう いわれた 

「雲の ない 日、 太陽 を 見る の は 困難です か 
」 私たち は 「いいえ」 と 答えた。 

以下の ノ ヽ ディース は 前記と 同 内容で あるが、 ' 、フス ■ ビン ■ マイ サラの 伝える ハディ一 スに 
は 次の 表現が 加えられ ている。 

「いかなる 事 を も 為さずに、 もしくは、 過去に いかなる 善行 を も 為す ことなしに」 また 「アツ ラ 
—は 彼らに 『そこで 見る もの や、 そこに ある もの は 全てお 前た ちの ものです』 といわれた」 
なお、 アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 による ハディ一 スには 「私 は その 橋が 髪の毛よりも 細ぐ 
剣よりも 銳 いと 聞いた」 という 言葉が みられる。 

なおまた、 ライスの 伝える ハディ一 スには 「主よ、 あなた は 世界の 誰に も 与えなかった 恩 
寵を 私たちに 与えて 下さった」 という 表現 は みられない。 

ハフ スゼン 'マイ サラ は、 別の 伝承 者 経路で 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いるが、 それに 
も 表現 上 多少の 異同が みられる。 

地獄から 最後に 連れ出される 者に ついて 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私 は 地獄から 最後に 連れ出され、 天国へ そこの 住民と して 一番 後から 入る 者 を 知ってい 

る。 

業火の 中から 這い 出た その 男に アツ ラー は 『行って 天国に 入れ』 とお 命じに なり、 それで 
彼 は 天国に 入る が、 後に は 天国が一 杯で、 彼の 住む 場所 はない ように 思えた。 
それで 彼 は 戻って 『主よ、 私の 入る 場所はありません』 と 申し上げる 力、 主 は 『行って 天国 
に 入れ』 と 再度い われる。 

それで その 男 はまた 天国に 行く ので あるが、 依然として一 杯で 入る 場所 もない ように 見え 

た。 

それで 彼 は、 再度 戻って 主に 『一杯です』 と 申し上げ るが、 アツ ラ一 はまた 『行って 天国に 
入りなさい。 

お前の ために、 地上に いた 時と 同じ もの、 しかも それと 同じ ものが 10 倍 も 用意され ている。 

もしくは、 地上の 10 倍の 物が お前の 所有になる』 と 仰せになる。 
これに 対し その 男 は 『あなた は 私に 冗談 をい つてい るので すか。 
さもな くば、 私 を 嘲笑な さるので すか。 

勿論 あなた は 王様です から 何でもお できになる でしよう が』 というの である」 



こう 語って 後、 み使い は 奥歯が 見える ほど 大きく 口 を 開けて お笑いに なりながら 「その 男 
の 地位 は 天国の 住民 中で も 最下位に 属する」 といわれた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「私 は 地獄から 最後に 連れ出される 男 を 知っている。 
その 人が 這い 出て 来る 時、 主 はこうお 命じになる 『行って 天国に 入りなさい』」 
み使い は 続けて 話された 

「それで この 男 は 天国に 入る が、 すでに 人々 が 全ての 場所 を 占有して いるの を 知る。 
彼 は アツ ラ一 に 『お前 は 地獄に いた 時い つ 出るべき か、 適当な 時期に ついて 考えなかった 
のか』 といわれ 『はい』 と 答える 力、 ともあれ 『何 か 望み はない か』 と 問われ 希望 を 述べる。 

それに 対し 主 は 『お前 は 望む もの を 得られる。 それ も 地上に いた 時の 10 倍の もの を』 と告 

げられ る。 

それに 対し、 彼 は 『あなた は 私に 冗談 をい つてい るので すか。 

あなた はまる で 王様の ような 方です』 と 述べる ので ある」 こう 語りながら、 み使い は 奥歯が 

見える ほどお 笑いに なった。 

イブ ン. マス ゥ一ド によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「最後に 天国に 入る 者 は、 つまずきながら 歩ぐ かって 業火に 焼かれた 男で ある。 
地獄 を 脱した 時、 彼 は 後 を ふりむいて 『業火より 私 を 救って 下さった 方、 アツ ラ一 を讃 えま 

す ！ アツ ラ一 は 私に、 過去 未来 を 通じ 誰に も 与えなかった ほどの 恩寵 をお 与え 下さつ 

た』 と 感謝の 言葉 を 述べる ことだろう。 

その 時、 一本の 木が 彼の 前に 現わされる。 

それ を 見て 彼 は 『主よ、 私 を この 木の 近くに 連れて行って 下さい。 

そうすれば 私 は その 木蔭で 休み、 その 水 を 飲む ことができます から』 というだろう 力、 アツ 
ラ一 はこうお 答えになる 

『アダムの 子孫よ、 もし 私が お前に それ を 許したら、 お前 は 私に もっと 別の こと を 願う だろ 
ラ』 

彼 はしかし 『いいえ、 主よ』 といって それ 以外に は 何も 主にお 願い しないと 約束す る こと だ 
ろう。 

それで アツ ラ一 は 彼の 願い をお 許しになる が、 それ も 彼が そうして やらぬ 限り 耐え きれま 
し、 と 同情な さった からで ある。 

そこで アツ ラ一 は 彼 を 木の 近くに 連れて来られ るので 彼 は その 木蔭で 休み その 水 を 飲む 
ことだろう。 

その後、 この 最初の 木よりも もっと 美しい一 本の 木が 彼の 前に 現わされる。 
彼 は 『主よ、 私 を この 木の 傍らに 連れて行って 下さい。 
私 は そこで 水 を 飲み、 あの 木蔭で 休みたい のです。 



私 は それ 以外に は 何も あなたに お願い 致しません』 といい、 

アツ ラ一 はこれ に 対し 『アダムの 子孫よ、 お前 は 先に これ 以上 何も 願わない と 私に 約束し 

たで はない か。 

もしも 私が お前 を その 近くまで 連れて行けば、 お前 はまた それ 以外の こと も 頼んで 来る だ 
ろう』 と 仰せになる ことだろう。 

彼が アツ ラーに、 何も 他に はお 願い しないと 約束す ると、 アツ ラ一 は 彼のそう 願わざる を 得 
ない 気持に 同情され て、 彼の 願い をお 許しになる だろう。 
それで アツ ラー は 彼 を その 木の 近くに 連れて行 〈ので、 彼 は その 木の 蔭に 憩い その 水 を 
飲む ことで & ろう。 

その あと、 また、 天国の 門の 処に、 前の 二 本よりも もっと 美しい一 本の 木が 現わされる。 

彼 はこれ を 見て 『主よ、 私 を この 木に 近づけて 下さい。 

私 はこの 木の 蔭で 休息し、 その 水 を 飲みたい のです。 

私 はこれ 以外に は 何も あなたに お願い 致しません』 と 訴える。 

これに 対し アツ ラー は 『アダムの 子孫よ、 お前 は 先に これ 以外 何も 願わない と 私に 約束し 

たで はない か』 といわれる 力、 彼 は 『その 通りです。 主よ、 です が 私 はこれ 以上 何もお 願い 

致しません』 と 繰り返す ので 主 は、 彼のそう 願う 気持 をお 察しに なり、 彼の 願い を容れ て、 

彼 を その 木の 近くに 運ぶ ことだろう。 

アツ ラ一 が 彼 を その 木の 近ぐ こ 運ばれた 時、 彼 は 天国の 住民た ちの 声 を 聞き 『主よ 私 を 天 
国に 入れて 下さい』 とまた 訴える。 

これに 対し アツ ラ一 は 『アダムの 子孫よ、 お前の 願い事 はいつ 終る のか。 

もし 私が、 お前に 全世界 を、 もしくは、 全世界に も 匹敵す る もの を 与えたならば、 お前 は満 

足す るの か』 と 仰せになる だろう。 

彼 はこれ に 対し 『主よ、 あなた は 私に 冗談 を 言って いるので すか。 

勿論 私 は、 あなたが 全世界の 主で あり、 万能な 方で ある こと はわ かってお リ ますが』 という 

ことだろう」 

イブ ン 'マス ゥ一ド はこう 語りながら 笑った。 

そして 人々 にむ かい 「なぜ 私が 笑う のか と、 どうして たずねない のです か」 といった。 
それで 人々 力 《 「どうして 笑う のです か」 と 問うた ところ、 彼 は 「アツ ラーの み使いが このよう 
にお 笑いに なられた からです。 

教 友ら がみ 使いに 『どうして 笑う のです か』 とおたず ねした 時、 み使い は 『全 宇宙の 主、 ァ 
ッラ一 は 彼 （天国に 入りたい と 願った 男） が" あなた は 私に 冗談 をい つてい るので すか。 
勿論 あなた は 万能の 全 宇宙の 主で あられ ますが" と 述べた 時、 お笑いになる からです。 
なお、 アツ ラ一 はこの 折" 私 はお 前に 冗談 をい つてい るので はない。 
私に はなに ごとで あれ 思いのままに 実現す る ことが 可能で ある" といわれる』 ともお 話しに 
なった」 と 語った。 



天国に おける 最下位 者に ついて 

アブ— ■ サイ— ドヽフ ドリ— によると、 アツ ラ— のみ 使い はこうい われた 

「天国の 住民のう ち 最下位に いる 者 は、 アツ ラ一 がその 者の 顔 を 地獄から 天国に むけら 
れた 人物で ある。 

アツ ラ一 が 彼の 前に 蔭の 濃い一本の 樹木 をお 示しに なられた 時、 彼 は 『我が 主よ、 木蔭に 

入れる よう あの 木の 処に私 を 進ませて 下さい。 

そうすれば、 私 は あの 木蔭で 憩えます から』 といった」 

この 後半 は 前述の イブ ン 'マス ゥ一 ドのハ ディースと 同 内容で ある 力、 ただ 「アツ ラ 一は、 

こうい われた 『アダムの 子孫よ、 お前の 願い事 はいつ 終る のか』」 

以下の 話 は 伝えられて なぐ それに 代って 次の 言葉が 加えられ ている 

「アツ ラ一 は 彼に 『しかじかの 事 を 願いなさい』 と 呼びかけ、 彼の 願い事が かなえられた 時 

こうい われる だろう 

『それ はお 前の ものです。 お前の 願いより 10 倍 ほど もあります』」 

また 「彼が 自分の 家に 入る 時、 黒い 大きな 曈を もった 二人の 妻 も 彼に 従って 家に 入り、 こ 

ういう だろう 

『わたしたち のために あなた を 創り、 また あなたの ために 私たち をお 創り になった アツ ラ一 
を讃 えます』 

これに 対し 彼 は 『私 ほど 多く を 与えられた 者 はいない』 と 述べる ことだろう」 

ムギ一 ラゼン 'シ ュゥバ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「モ一 ゼが、 彼の 主に 『天国の 住民で 誰が 最下位の 人物です か』 とたず ねたと ころ、 アツ ラ 
一は 『当然 入る に 価す る 人々 が 天国に 入れられた 後で、 最後に 天国に やって来る 人物で 
ある』 といわれた。 
そして 次のように 話された。 

彼 は 『天国に 入りなさい』 と 告げられ るが、 『主よ、 先に 来た 人々 が それぞれの 場所に 落 
着き、 取り分 も 確保して いるので、 どうして 私の 入る 余地な どありましょう か』 と 答える だろ 

ラ。 

それに 対し アツ ラ 一力^お 前 は 世界の 諸 王ら それぞれが 有する 王国 ほどの 広さが あれば 

満足す るの か』 と 述べる と、 彼 は 『その 通りです。 主よ』 と 答える ことだろう。 

アツ ラーが そのため 『あれ はお 前の もの、 これ も それ も あれ も、 また それ もお 前の もので あ 

る』 と 五つ も 指示 を 与えな さると、 それでよ うやく 彼 は 『主よ、 私 は 大変 満足です』 と 述べる 

ことだろう。 

アツ ラ一 はまた 『これ はお 前の もの、 これに 10 倍す る もの もお 前に 与えられる。 お前が 望 

み、 喜ぶ もの は 全てお 前の ものである』 といわれる。 

彼 はこれ に対して も 『主よ、 私 は 大変 満足です』 と 述べる ことだろう。 



モ一ゼ は、 更に 『天国の 住民の 中で 最も 上位の 者 は 誰です か』 と 問うた。 

アツ ラ一 はこれ に 対し 『私が 自ら 選んだ 者た ちで ある。 私 は 私自身の 手で 彼らの 名誉 を定 

め、 誰の 目 にも 見えず 誰の 耳に も 聞こえず、 いかなる 人間の 心に も 判別で きないし るし を、 

その 名誉の 上に 張り付けた』 といわれた。 

この こと は、 アツ ラーの 聖典に も 次のように 証言され ている 

r かれら は その 行った ことの 報奨と して、 喜ばしい ものが 自分の ために、 ひそかに 用意 さ 

れ ている の を 知らない」 （クル ァ一ン 第 32 章 17 節） 

シャ一 ビ一 は、 ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バが ミン バル (説教 壇） で 話す の を 聞いて 伝えて いる 

「モ一 ゼは、 天国の 住民の 中で 最下位の 者に 対する 報奨に ついて アツ ラ一 に 質問した」 
以下の ハディ一 スは 前記と 同 内容で ある 

アブ一 ■ ザ ツルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「私 は 天国の 住民の 中で 最後に そこに 入った 者、 地獄に 落された 者の 中で 最後に そこ か 
ら出 てきた 者 を 知っている。 

その 男 は、 復活の 日に 主の 前に 連れ出されこう いわれる だろう 
『彼の 犯した 小 罪悪 を 見せて やりなさい。 彼の 大罪に ついては 保留して おきなさい』 
それで、 彼の 小 罪悪の 数々 が 彼に 示され 『しかじかの 日に これこれ のこと をお 前 は 行った。 
そして また、 これこれの 日に お前 はしか じかの こと を 行った』 といわれ、 彼 は 『その 通りで 
す』 と 答える ことだろう。 

彼に とって、 それら を 否定す る こと は 不可能で、 むしろ 彼 は 自分の 犯した 大罪 こそが 目の 
前に 示される こと を 恐れた ので ある。 

ともあれ アツ ラ一 はまた 彼に 『お前の 犯した この 悪行 記録の 場所に は （お前が すなおに 前 
非 を 悔いて いる 様子な ので) 善行の しるしが 付され るだろう』 といわれ るが、 これに 対し 彼 
は 『私 はまこと に、 ここで 示された 以外に も 多くの 悪行 を 犯しました』 と 告白す るだろう」 
こう 語りながら 使徒 様が 奥歯が 現われる ほど 大きく 口 を あけて お笑いに なった の を、 私 
(アブ一 ザ ツル） は 見ました。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 'ズ パイル は、 ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一から、 復活の 日に 人々 が 行く 場所に 関する 話 

を 聞いて こう 伝えて いる 

ジャ一 ビル は 「復活の 日に 私たち はしか じかの 場所に 行く ことにな つてい る （アブ一 ■ ズバ 
ィル による ど' しかじか" と は" 至尊 者" の 意味で あると いう）」 と 述べてから 続けて 次の よう 

〜き 口った 

「人々 は、 それぞれが 信仰 した 偶像 共 々一人一 人 呼び出 される 。 



その あと 主が 私たちの 処 においで になり 『誰 を 待って いるの か』 とおたず ねになる が、 

人々 が 『私たちの 主 を 待って います』 と 答える と 『私が あなたた ちの 主です』 といわれる。 

これに 対し 人々 力 《 『あなた をよ く 見ない 限り、 なんとも 確かめられ なし、』 というと、 主 は 笑い 

な 力 《 ら 彼らに、 主 本来のお 姿 を 明らかに 示される。 

それで 人々 は 主の 後に 従って一 緒に 進み出す ので ある。 

その後、 偽 信者、 篤信 者の 別な く 全ての 人々 は 明り を 持た され、 彼に 従って 地獄の 橋の 

上に 行く が、 そこに は アツ ラーが 命ずる もの を 捕らえる ための 鉤ゃ大 串が 用意され ている。 

ここで 偽 信者ら の 明り は 消える。 

そして 篤信 者ら のみ は 救済され る ことになる。 

こうして 救われた 最初の 一団 は 七 万人に も 及び、 彼らの 顔 は 満月の 夜の 光の ように 喜び 

に 輝く。 

彼ら は 罪 を 問われる こと はない ので ある。 

続いて 彼らの あとに 従って 橋 を わたった 者ら も 喜びの ため、 天空で 最も 明るい 光 を 放つ 星 
のよう な顏を 見せる。 

このような 状態が 次々 と 見られた 後に は、 執り成しの 行われる 場面が 続き、 執り成し 役 を 
許された 人々 は 『アツ ラ一 以外に 神 はない』 と 証言し、 心の中に 大麦 粒の 重さ ほどの 善意 
を 持つ 者で あれば、 それらの 者が 地獄から 出られる よう、 アツ ラーに 懇願す る。 
その 結果 彼ら は 天国の 庭園に 連れ出される。 

住民ら が 彼らの 上に 水 を 注ぎ かける と、 彼ら は 洪水の 中で 種が 新芽 を ふきだす ように 蘇 
生し、 焼け どの 跡 も 消え去って しまう。 

その後、 彼ら は 主に 懇願し、 この 世界の 数々 の 恩恵 を 共々 10 倍にして 与えられ るので あ 

る」 

ジャー ビル は、 預言者 力 《 こうい われる の を 聞いた と 伝えて いる 
「アツ ラ 一は 地獄から 人々 を 連れ出し、 天国に 入れ 給う」 

ハン マ一 ドゼン 'ザ イド はこう 伝えて いる 

私 力、 アム ル 'ビン' ディ一 ナ一ル に 「あなた は、 ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一から、 アツ ラ 

—は 執り成しの 懇願 を 許し、 地獄から 人々 を 連れ出し 給う という アツ ラーの み使いの 言葉 

を 聞きました か」 と 問うた ところ、 彼 は 「はい、 聞きました」 と 答えた。 
ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一によれば、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「まことに、 人々 は 地獄から さえ も 救出され るだろう。 

彼ら は 天国に 入る まで 、顔の 表面 以外 を 焼かれる ことだろう （注）」 

(注） 主の 前で 顔 を 地面に 付けて 平伏す るた め 、顔の 面の みは 焼かれな いので ある 



ャズィ 一ド 'フ アキ一 ル はこう 伝えて いる 

「大罪 を 犯した 者ら は、 永遠に 地獄で 罰せられる という ハヮ一 リジュ 派の 見解 を 私 は 信じ 
ていた。 

私たち は/ \ ッジ （巡礼） を 行う 目的で 多数の 団 体 を 組んで 出発 した 。 

そして その 旅 中 度々、 ハヮ一 リジュ 派の 見解 を 宣伝す るた め 人々 の処に 出掛けた。 

私たち は マデイーナで、 たまたま ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一力、 柱の 近ぐ こ 座って 人々 

に アツ ラ一 のみ 使いの ハディ一 スを 語って いると ころ を 通りかかった。 

彼が 地獄の 住民に ついて 語った 時、 私 は 彼に こう 質問した。 

『み使いの 教 友よ。 あなたの 説く ことと 次の アツ ラ一 の 言葉と はどうい う 関係が あります 力、。 

「本当に あなた は、 業火に 投げ込まれた 者 を 必ず 屈辱で おおわれる」 （クル ァ一ン 第 3 章 

192 節） 及び、 

「地獄から 出ようと する 度に かれら は その 中に ひき 戻される」 （クル ァ一ン 第 32 章 20 節） 
これらの 聖 句に 関し どんな 説明 をす るので すか』 

これに 対し 彼 は、 私に 『クル ァ一ン を誦ん だか』 と 問し、、 私が 『はい』 と 答える と、 

更に 『ムハンマド 様の 尊い 地位、 つま リア ッラ一 がお 遺しに なった 使命に ついて 知っている 

か』 とたず ね、 私 力 《 『はい』 と 答える と、 

彼 は 『まことに ムハンマド 様の 地位 は 光栄 ある もの （注 1 ) です。 

その 光栄の 故に、 彼の 意見 を容れ て、 アツ ラ一 はお 望みの ままに 人々 を 連れ出され るの 
です』 と 語った。 

彼 はこの あと、 地獄の 上に かけられた 橋と、 そこ を 通る 人々 の 状況に ついて 話し 『私 は 他 
のこと は あまり 記憶して ない 力、 も 知れない が、 ただ、 地獄に 投げ込まれた 人々 がそ こから 
出て 来る といわれ たこと だけ は、 はっきり 憶えて います。 

彼ら は 地獄から、 あたかも ごまの 木の 小枝 (注 2) のように 黒ぐ 焼かれて 出て 来る のです。 

そして 後、 天国に ある 河の一 つに 入って 沐浴 をし、 そこから 紙の ように 白い 姿に なって 再 

度 現われる のです』 とも 語った」 

ャズィ 一ド は、 更に 次のように も 伝えて いる。 

「私たち は その 帰り道に こう 語り合った 

『なんとい うこと だ' ろう ！ 

どうして このような 老人が アツ ラ一 のみ 使いの 言葉に ついて 虚偽 を 語る はずが あろう 
か ！ 』 と。 

私たち は 巡礼 を 終え 無事に 帰った。 
そして 神に 誓って。 

ただ 独り を 除き 私たち 全員が この ハヮ一 リジュ 派の 集団から 脱退した のであった」 
同様の ハディ一 スは、 アブ一 'ヌ マイルに よっても 伝えられ ている。 



(注 I) クル ァ一 ンの聖 句 「主 は、 ムハンマド を 光栄 ある 地位に 就かせて 下さる （第 17 章 79 

節）」 に 対応す る 言葉で ある 

(注 2) ごま （サ一 シム） ではなぐ 黒たん (サ一 サム） の 誤記と もい われる 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「四 名の 者が 地獄から 連れ出され アツ ラ一 の 前に 引き出される ことだろう。 
そして、 この 中の一 人 が 地獄の 方 を ふ リ かえりこう いうだろう 

『我が 主よ、 あなた は 私 を 地獄から 連れ出して 下さった。 再び、 そこに 戻さないで 下さい』 
アツ ラ一 は 彼 を 地獄から お救いになる ことだろう」 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「復活の 目、 アツ ラ一 は 人々 を 集合せ しめる 力、 人々 は その 時、 不安に 駆られる ことだろう 

(イブ ン 'ゥバ イドに よれば、 彼ら は 霊感 を 受け 『もし 主に 対し だれか 執り成し をして くれる 

人が いれば、 私たち は 苦境から 救われる だろう』 と 語り合う という）」 

み使い は 続けて いわれた 

「そこで 彼ら は、 アダムの 処に 来て こう 述べる 

『アダム 様、 あなた は 人類の 祖 であり、 アツ ラーが 自らの 御手で お造りに なり、 神の 霊感 
(ルーフ) を 吹き込まれた 方です。 

アツ ラ一 の 命令で 天使た ち は、 あなたの 前で 礼拝して おります。 

それほどの あなたで あります 故、 どうか 主に 私たちの ため 執り成し をな さって 下さい。 

そうすれば 主 は 私たち を この 苦境から 救って 下さる でしよう』 

これに 対し アダム はこう 答える だろう 

『私 は それ を 為し 得る 立場に はありません』 

もしも 彼が そうすれば、 かって 犯した 自らの 過失 を 思い出し、 彼 は そのため 恥じて 神 を 避 
ける ようになった であろう。 

ともあれ、 彼 は 『アツ ラーが 遣わした 最初の 使徒 ノアの 処に 行きなさい』 と 告げる こと だろ 
ラ」 

み使い は 話 を 続けて いわれた 

「それで 彼ら は ノアの 処 にやって 来る 力、 彼 も 『私 は それ を 為し 得る 立場に ありません』 と 
答える だろう。 

もし 彼が そうすれば、 彼 はかって 犯した 自らの 過失 を 思い出し、 それ を 恥じて 主 を 敬遠す 
るよう になった であろう。 

ともあれ、 彼 は 『あなた 方 は、 アツ ラーの 友人、 アブラハムの 処に 行きなさい』 と 告げる だろ 
ラ。 

そこで 被ら は アブラハムの 処に 行く が、 彼 もまた 『私 は それ を 為し 得る 立場に ありません』 



と 答える ことだろう。 

もし 被が そうすれば、 彼 はかって 犯した 自らの 過誤 を 思い起し、 そのため 恥じて 主 を 避け 

るよう になった であろう。 

ともあれ、 彼 は 『モ一 ゼの処 に 行きなさい。 

彼 は アツ ラ一 に 話しかけられ、 ト一ラ 五書 を 授けられた 方です』 と 告げる だろう。 

み使い は 続けて いわれた 

「そこで 彼ら はモ一 ゼの処 に 行く が、 彼 も 『私 は それ を 為し 得る 立場に ありません』 と 答え 
る ことだろう。 

もし 彼が そうすれ ばかって 犯した 自らの 過誤 を 思い出し、 そのため 主 を 避ける ことにな つ 
たであろう。 

ともあれ、 彼 は 彼らに 『アツ ラーの 精霊、 アツ ラ一 のみ 言葉、 イエスの 処に 行きなさい』 と 指 

示す る ことであろう。 

そこで 彼ら は アツ ラーの 精霊、 アツ ラ一 のみ 言葉、 イエスの 処に 行く が、 彼 も 『私 は それ を 
あなた 方の ために 為し 得る 立場に ありません』 と 答え 『ムハンマドの 処に 行きなさい。 彼 は 
先に 犯した 罪、 後で 犯した 誤ち 全て を 許された 神の しもべです』 と 指示す る ことだろう」 
み使い は 続けて こう 話された 

「それで 彼ら は 私の 許に 来る ので あるが、 私が 主にお 願い をす ると、 主 は それ をお 許し 下 
さるので ある。 

ともあれ、 私が 主 を 拝し 平伏す ると、 主 は、 お望みの ままに 私 を その 状態に 置かれた 後、 

こうい われる 

『ムハンマドよ、 頭 を 上げよ。 いう ことがあれば 聞き、 頼み 事が あれば 与え、 執り成しが あ 
れば 受け入れる であろう』 と。 

それで 私 は 頭 を 上げ、 主が 私に 教えて 下さった 言葉 を 述べて 主 を 讃美し、 その後 執り成し 
を 始める が、 それに は一 定の 条件が 付せられ ている。 
ともあれ、 こうして 私 は 人々 を 地獄から 連れ だして 天国に 入らし め、 そして 後、 戻って 主の 
前に 平伏す る。 

主 は 思いのままに 私 を そのような 状態に 置かれた 後、 こうい われる だろう 
『ムハンマドよ、 頭 を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞き、 望み 事が あれば 与え、 執り成しが あれば 許されよう』 
それで 私 は顏を 上げ、 主が 私に 教えて 下さった 言葉 を 述べて 主 を 讃美す る。 
そして 後、 私 は 執り成し を 行う が、 それに は 条件が 付せられ ている。 
ともあれ、 こうして また 私 は、 人々 を 地獄の 業火から 連れ だし 天国に 入れし める ので ある」 
アナ スゼン 'マ一 リク はこの ハディ一 スに 関連し 「私 はみ 使い 力、 次の 言葉、 すなわち 『主 
よ、 クル ァ一ン の 中で 業火が 永遠の 定めと 記される 者 （不信仰 者） 以外に は、 もう 誰も 地 
獄に 残って いません』 といわれ たの 力、 三度 目 力、、 あるいは 四 度 目の 時であった のか 憶 
えてい ない」 と 述べて いる。 



なお、 イブ ン 'ゥバ イドに よると、 カタ一 ダは 上記の 言葉 を 「永遠に 地獄に 住む こと を 命ぜら 
れ ている 者の 意味で ある」 と 語った という。 

ァ ナスに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「信者た ち は、 復活の 日、 呼び集められ るが、 彼ら は そのこと で 不安に おびえる （もしくは、 
心配し だす） ことだろう」 

この 後半の ハディ一 スは 前記と 同 内容で ある 力、 次の 表現が 付加され ている 
「それから、 私 は 四 度 目 も 戻って 『主よ、 クル ァ一ン が 定めて いるもの 以外 だれも 残って お 
りません』 と 述べる ことだろう 

アナ スゼン 'マ一 リクに よると、 預言者 はこうい われた 

「アツ ラ 一は 復活の 曰に 信者ら を 召集な さる 力、 彼ら は それにつ いて 不安 を 抱く こと だろ 
ラ」 

以下 は 前記 二 ハディ一 スと同 内容で あるが、 次の 言葉が 付加され ている 

「四 回目に 私 (預言者） は 『主よ、 クル ァ一ン が 定めて いる 者、 すなわち、 永遠に 運命 づけ 

られ ている 者 以外、 地獄に 残って し、 る 者はありません』 と 述べる であろう」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リクに よると、 預言者 はこうい われた 

「『アツ ラ一 以外に 神 はない』 と 証言す る 者 は、 たとえ 心に 僅か 大麦 粒の 重さ ほどの 善意 を 
持つ 者であって も、 業火から 連れ出され るだろう。 

また 『アツ ラ一 以外に 神 はない』 と 証言す る 者 は、 たとえ その 心に 小麦 粒の 重さ ほどの 善 
意 を 持つ 者で あっても、 業火から 連れ出され るだろう。 
更に また 『アツ ラ一 以外に 神 はない』 と 証言す る 者 は、 たとえ その 心に 微塵 （注） の 重さ ほ 
どの 善意 を 持つ 者であって も、 業火から 連れ出され るだろう」 

(注) 微塵 (ザ ッラ) ではな 《穀粒 (ズ ッラ) と 記す ハディ一 スも ある 

マァ ノくド ■ ビン ■ ヒ ラール' ァ ナジ一 は 伝えて いる 

「私たち はサ一 ビトに 紹介 を 頼み 共々、 ァ ナス 'ビン' マ一 リクの 処に 行った。 
私たちが 彼の 家に 着いた 時、 アナ スは 朝の 礼拝 を 行って いた。 
サ一 ビトが 私たち を 紹介し、 私たち は 彼の 家に 入った。 
アナ スはサ 一ビト を 彼の 寝台に 座らせた。 

サ一ビ トはァ ナスに 「アブ一' ハムザ (ァ ナスの 呼び名） よ、 バスラに 住む あなたの 信仰 上 
の 兄弟た ちが、 あなたに 執り成しに ついての ハディ一 スを 話して 下さる よう 願って います」 
といった。 

ァ ナス はこれ に 答えて 次のように 語った 



「ムハンマド 様 は 私たちに こうい われた 

『復活の 日が 来る と 人々 は うろたえて 走り まわり、 あげくに は アダムの 処に 来て" 主に あな 
たの子 孫の ための 執り成し をして 下さい" と 頼む ことだろう。 
し 力、 し、 彼 はこれ に 対 じ' 私 は 適任で はなし、。 アブラハムの 処に 行きなさい。 彼 は アツ ラ一 
の 友人です から" と 告げる だろう。 

そこで 彼ら は アブラハムの 処に 行く が、 彼 も" 私 は 適任者で はなし、。 モ一 ゼの処 に 行きな 

さい。 彼 は アツ ラーの 対話者です" と 答える ことだろう。 

そこで 人々 はモ一 ゼの処 に 行く が、 彼 もまた" 私 は 適任で はない。 イエスの 処に 行きな さ 

し、。 彼 は アツ ラーの 精霊で あり、 み 言葉です" と 答える だろう。 

それで 彼ら は イエスの 処に 行く が、 彼 もまた" 私 は 適任者で はなし、。 ムハンマドの 処に行 

きなさい" と 告げる ことだろう。 

それで 彼ら は 私の 処に 来る ので ある。 

私 は 彼らに 対し" 私 は そのための 最 適任者で ある" と 告げ、 その あと 主の 許に 出掛けて お 
願いし、 そのこと を 許される ので ある。 

この 折 私 は 主の 前に 立って、 今 は 私に はで きないが、 主が 私に 教示され た 方法で 主に 対 
する 讃美の 言葉 を 述べる ことだろう。 

私が 主にむ 力、 つて 平伏す ると、 主 は" ムハンマドよ。 顔 を 上げよ。 いう ことがあれば 聞きと 
どけ、 願い ごとが あれば かなえ 、執り成す ことがあれば 受け入れる であろう" と 仰せになる 
だろう。 

私が" 主よ、 私の 民 （ゥン マ） を ！ 私の 民 を ！ "と言うと、 主 は" 行って、 心に 小麦 粒ゃ大 
麦 粒の 重さ ほどで も 信仰 を 持つ 者が あれば、 地獄から 連れ だすよう に" とお 命じに なるこ 

とだ' ろう。 

それで 私 は、 出掛けて いわれた 通りの こと を 行し、、 その後 主の 許に 戻り、 主の 教えて 下さ 
つた 讃美の 言葉 を もって 主 を 讚え るので あるが、 その あと 私が 平伏す ると 主 はまた こう 仰 
せになる だろう 
"ムハンマドよ 。顔 を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞きと どけ、 願い ごとが あれば 許し 、執り成す ことがあれば 受け入れる 
であろう" 

それで 私が" 私の 民 を ！ 私の 民 を ！ "というと、 主 は" 行って、 心にから し 種の 重さ ほどで 

も 信仰 を 持つ 者が あれば、 地獄から 連れ出す ように" と 仰せになる ことだろう。 

それで 私 は 出掛けて それ を 行い、 再び 主の 許に 帰って 教えられた 讃美の 言葉 を 述べて 主 

を 讚え るので あるが、 その あと 私が 平伏す ると 主 は 更に 私に" ムハンマドよ。 顔 を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞きと どけよう。 

願い ごとが あれば、 それ を 許そう。 

執り成し ごとが あれば それ も 受け入れよう" と 仰せになる だろう。 

私 力、 ただ" 主よ、 私の 民 を ！ 私の 民 を ！ "というと、 主 は" 行って 心の中に 極く 極く 最少 



のからし 種の 重さ ほどで も 信仰 を 持つ 者が あれば、 地獄から 連れ出す ように" と 仰せに な 

リ、 私 は 出掛けて その 通りに 行う ことであろう』」 

以上 は、 ァ ナスが 私たちに 語った ハディ一 ス である。 

私たち は 彼の 家 を 辞去し、 ジャ ツバ一 ン 墓地の 上部に 着いた。 

その 時、 私たち は 「アブ 一'ハリー ファの 家に ゥ マイヤ 朝 将軍 ハッジャー ジ一 ゼン 'ユース 

フの 迫害 を 避け 隠れて 住む、 ハ サンに 会って 挨拶した いもの だ」 と 話し合った。 

彼 (マ アバ ド 'ビン セラ一 ル） はこの 話 を 続けて こう 語った 

「それで 私たち は、 彼の 処に 行き、 挨拶して 後 『アブ一 ■ サイ一 ド (ハ サンの 呼び名） よ、 私 

たち は あなたの 兄弟 アブ一 ■ ハムザ (ァ ナスの 呼び名） の 家から 帰る ところです。 私たち は、 

執り成し について 彼が 語って くれた ハディ一 スを かって 聞いた ことがなかった のです』 とい 

つた。 

これに 対し 彼が 『その 話 を 語って みなさい』 といった ので、 私たち は 聞いて きた ハディ一 ス 
を 全て 彼に 話した。 

そして 彼が 『もっと 話す ように』 といった 時、 私たち は 『彼 はこれ 以上の こと は 話して くれ ま 
せんでした』 と 告げた のだった。 
すると 彼 は 次のように 述べた 

『ァ ナス は、 その ハディ一 スを 20 年 以上 も 前に 私たちに 語って くれたが、 その 頃 彼 は 気力 
にあ ふれて いた。 

拝聴した ところに よると、 今の 彼の ハディ一 スには 省略が 見られる。 

私に は あの 老人が 忘れた の 力 、、もしくは、 あなたた ちが その 話 を 頼りす ぎて そのため 善行 

を 放棄す る ことのない ように、 故意に それ を 話す の を 避けた のか どうか わからない』 

それで 私たちが、 急き込んで その 省略 部分 を 語って くれる よう 頼んだ ところ、 彼 は 笑って こ 

ういった 

『人間 は 本来 せっかちな ものら しい ！ 

私 は、 次の ハディ一 スを あなたた ちに も 知って 貰いたい のでお 話しし ます』 
そして 彼 はみ 使いの 言葉 をこう 加え 足した 

『私 は その後、 四 回目 に 主の 処に 戻り、 教わった 讃美の 言葉 を 唱えて 主を讃 えその あと 
平伏す るが、 

この 時 主 は" ムハンマドよ、 頭 を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞きと どけよう。 

願い ごとが あれば、 許す であろう。 

執り成し を 望むならば 受け入れる であろう" といわれる。 

それで 私が" 主よ、 アツ ラ一 以外に 神 はない と 告白した 者に 対する 権限 を 私に お与え 下 
さい" と 申し あげる と、 

主 は" 心底から それ を 告白した かどう 力、 を 識別す る こと はお 前の 役目で はない （もしくは、 
お前に 課せられた 仕事で はない） 。 



ともあれ、 私の 名誉、 栄光、 威厳、 そして 権力に かけて 申す が、 アツ ラ一 以外に 神 はない、 
と 告白した 者 を 私 は 必らず 地獄から 連れ出す であろう" といわれる』」 

なお、 マ アバ ドは 「この ハディ一 スは、 今から 20 年 前に 当時 元気だった アナ スゼン 'マ一 
リクから 聞いた ハ サン 力、 私たちに 直接 語って くれた ものである こと を 証言し ます」 とも 述 

ベて いる。 

アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

或る日、 アツ ラーの み使いの 処に 肉が 運ばれ、 彼の 好む 前脚 部分が 提供され た。 
彼 は その 肉の 一片を 前歯で かみ 切って からこう 話された 
「私 は 復活の 日 に 人類の 先導者と なる だろう。 
どうして かわかり ます か。 

アツ ラ一 は 復活の 日に、 過去 未来 全ての 人類 を 或る 高地に 召集な さる。 

その 時 宣言 者の 声が 聞こえ、 或る 視力が 彼ら 全て を 見通す と共に、 太陽が 近づいて 来る。 

人々 は 耐え 難ぐ 抵抗で きない ほどの 苦痛と 不安に 襲われる。 

そして 互いに 『何が一 体 起こった のか わからない のか』 『どんな 災害に 襲われた のか 見当 
がっかない のか』 『主に 執り成し をして くれる 人 を どうして 捜さない のか』 などと 口々 にいい 
合う ことだろう。 

その 結果 或る人 力 《 『アダムの 処に 行け』 といい、 それで 彼ら は アダムの 許に 行って こう 述 
ベる だろう 

『アダムよ、 あなた は 人類の 父です。 主 アツ ラ一 は あなた を 自らの 御手で お造りに なり、 主 
の 精霊 を 吹き込まれ、 天使た ちに は あなたの 前で 礼拝す るよう お命じに なりました。 
どうか 私たちの ため、 主に 執り成しして 下さい。 

あなた は 私たちが どんな 災難の 中に あり、 どんな 不幸に 襲われて いるか 御存知で はあり 
ません か』 

これに 対し アダム はこう 答える だろう 

『まことに、 我が 主 は 今日、 かって 見た こと もない ほど 私に 対し 立腹して おられます。 
というの は、 主が 私に あのりん ごの 木に 近づく こと を 禁じた のに、 私 は それに 従わな かつ 
たからです。 

それ 故、 私 は 自分の ことが 心配です。 
誰か 他の 人の 処に 行きなさい。 
ノアの 処に 行きなさい』 

それで 彼ら は ノアの 処に来 『ノアよ、 あなた は アダムの あと、 最初に 地上に 遣わされた 使 
徒です。 

アツ ラ一 は あなた を" 感謝 深いし もべ" と 呼んで おられます。 

どうか 私たちの ため 主に 執り成しして 下さい。 あなた は 私たちが どんな 災難の 中に あり、 
どんな 不幸に みまわれて いるか 御存知な いのです か』 と 訴える ことだろう。 



しかし ノア は 『まことに、 我が 主 は 今日、 かって 見た ことのない ほど、 私 を 怒って おられ ま 

す。 

と言うの は 私が 警告す るよう 命ぜられた 時、 それ を 無視した 者ら を 呪った からです （注 1 ) 。 
私自身の ことが 心配です』 と 二度 繰り返して 述べ 『アブラハムの 処に行 〈よう』 と 指示す る 
こと だ' ろう。 

それで 彼ら は アブラハムの 許に 行き 『あなた は アツ ラーに 遣わされた 預言者で あり、 この 
地上の 人間の 中 でた だ 独 りの アツ ラ一 の 友人であります。 
どうか 私たちの ため 主に 執り成しして 下さい。 

私たちが どんな 災いの 中に おり、 どんな 不幸に 襲われて いるか、 あなた は 知らないので 
すか』 というが、 

これに 対し、 アブラハム は 『まことに 私の 主 は、 今日 かってな 力、 つた ほど ひどく 私に 立腹し 

て おられます』 と 述べて 主 を 立腹せ しめた 彼の 噓言 （注 2) について 話し、 

その あと 『自分の ことが 心配です』 と 二度 繰り返して 述べ、 『誰か 他の 人の 処に 行きなさい。 

モ一 ゼの処 に 行きなさい』 と 告げる だろう。 

そこで 彼ら は モ一ゼ の 許に 行き 『モ一 ゼょ、 あなた は アツ ラ一 の 使徒で あり、 アツ ラ一 は、 
あなた を 使徒 役、 対話者と して 人々 の 中で も 特に 恩寵 を 授けて おられます。 
どうか 私たちの ため、 主に 執り成しして 下さい。 

あなた は 私たちが どんな 苦しみ、 どんな 不幸の 中に いるか 御存知な いのです か』 と 訴える 
が、 

モ一ゼ はこれ に 対し 『まことに 我が 主 は、 あとに も 先に もない ほど、 私 を 怒って おられます。 
と言うの は 私が、 そう 命ぜられても いない 者 を 殺した からです （注 3)。 
私 は 自分の 不安で一 杯な のです』 と 二度 繰り返し てし、 い、 次いで 『イエスの 処に 行く よう 
に』 と 彼らに 示唆す るだろう。 

そこで 彼ら は イエスの 許に 行き 『イエスよ、 あなた は アツ ラーの 使徒で あり、 揺り籠 （注 4) 
の 中で 人々 とお 話しに なった 方です。 

あなた は マリヤに 遣わされた 主の み 言葉で あり、 主の 精霊です。 
どうか 私たちの ために、 主に 執り成しして 下さい。 

私たちが どんな 災いの 中に おり、 どんな 不幸な 思い をして いるか 御存知な いのです か』 と 
S 斥え るが、 

イエス はこれ に 対し 『まことに 我が 主 は 今日、 後に も 先に もなかった ほど ひどく 私 を 怒って 
おられます』 と 述べる だろう。 

イエス はしかし 彼の 犯した 過失に ついては 何も 語らず 『私 は 自分の ことが 心配です』 と 二 
度 繰り返し ていい、 

『他の 人の 処に 行きなさい。 ムハンマドの 処に 行きなさい』 と 彼らに 勧める ことだろう。 
そこで 彼ら は 私の 許に 来て 『ムハンマド 様、 あなた は アツ ラ一 の 使徒で あり 使徒と して 最 
後の方です。 



アツ ラ一 は あなたの 過去、 将来に わたる 過誤の 全て をお 許しに なりました。 

どうか、 あなたの 主に 私たちの ため 執り成しして 下さい。 

あなた は 私たちの 苦しみ、 私たちの 不幸 を 御存知な いのです か』 と 訴える ことだろう。 

それで 私 は 主の 許に 出かけ、 玉座の 下に 来て、 主の 前に 平伏す るので あるが、 この 折 主 

は 私に、 私 以前の 者に は 誰に も 啓示し なかった 主に 対する 讃美と 賞揚の 言葉 を 教えられ 

『ムハンマドよ、 顔 を 上げよ。 願い ごとが あれば 許されよう。 

執り成す ことがあれば、 受け入れよう』 といわれる。 

それで 私が 頭 を あげ 『主よ、 私の 民 をお 救い 下さい ！ 私の 民 をお 救い 下さい ！ 』 と 申し 
あげる と、 

主 は 『ムハンマドよ。 天国の もろもろの 門のう ち 右の 門から、 お前の 民で 罪 を 犯さなかった 
者 を 入れなさい。 

彼ら は、 これ 以外の 他の 門から 入って 来た 者ら と 一緒になる ことだろう』 と 仰せになる だろ 
ラ」 

この あと アツ ラーの み使い は 「わたしの 生命 を その 手に 握って おられる 御 方、 アツ ラーに 
誓って 申します が、 天国の 門の 両側の 支柱 間の 幅 は マッカと バ ハレ一 ンの ハジ ャル、 もし 
く は、 マッカと バスラ 間の 距離 ほど も あるので す」 といわれた。 

(注 1) クル ァ一ン 71 章 1-2 節、 71 章 5 節、 71 章 21 節、 71 章 26 節に は、 ノアが 人々 を 
呪う に 至った 経緯が 記されて いる 

(注 2) クル ァ一ン 6 章 77 節、 21 章 62-63 節、 37 章 87-89 節が、 アブラハムの 嘘 言に 関 
連す る 啓示と いわれる。 

これに は、 星 を" 我が 主で ある" といった あと それ を 打消した 話、" 偶像に たずねよ" と 語つ 
た 話、 諸 星 を 見て 心 を 痛ましめ た 話な どが 記されて いる。 

ただし いずれも 二重の 意味に 解され る 内容で、 いわゆる "嘘"" 出任せ" に 類す る 物語で は 
ない とされる 

(注 3) クル ァ一ン 28 章 1 5 節に は、 モ一ゼ が 争いに まき 込まれ、 敵方の 者 を 拳で 打殺した 
話が 記される。 

相手 は エジプト 人であった という 

(注 4) クル ァ一ン 19 章 29-30 節に は、 揺り籠の 中の 赤子 （イエス） が、 "アツ ラ一 のし もべ 
である" と 人々 に 告げた 話が 記されて いる 

アブ一 'フ ライラ はこう 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使いの 前に、 バン 切れ 入 リス一 プの 木皿と 肉が 置かれた。 

アツ ラーの み使い は、 最もお 好きな 羊の 前脚 をお 取りに なり、 その 一片を 食べな がらこう 

いわれた 

「復活の 日 、 私 は 人類の 先導者と なること だろう」 

この 後、 彼 はまた その 肉 をお 食べに なり、 再度 「私 は 復活の 日、 人類の 先導者と なる だろ 

う」 といわれた 力、 教 友ら が この 言葉に ついて 彼に 何も 質問 しないの を 見て 「あなた 方 は 

『なぜそう なる のか』 と 質問 しないので すか」 といわれた。 

それで 人々 は 初めて 「み使い 様、 どうして そうなる のです か」 とたず ねたので した。 

ともあれ、 これに 対しみ 使い は、 こうお 答えに なった 

「人々 は その 日 、 全 宇宙の 主の 前に 立た される ことになるだろう」 

これ 以下の 話 は 前記と 同 内容で あるが、 アブ一 ■ ズルァ から 聞いて、 アブ一' ハイ ャ一ン 

が 伝えた ハディ一 スに は、 アブラハムの 物語に 関連し、 次の 説明が 加えられ ている 

「(すなわち） それら は、 彼が 或る 星に 関して 『これ は 私の 主です』 また 偶像に 関して 『彼ら 

のうち 最も 大きい 偶像が それ をす る ことでしょう』 更に 『本当に 私の 心 は 痛みます』 などと 

述べた 言葉で ある」 

また これに は 次の 言葉 も みられる 

「『ムハンマドの 生命 を 手に して おられる 主に 誓って 申します 力^ 天国に ある 門の 両側の 
支柱 間の 距離 は マッカと ハジ ャル、 もしくは ゾ、 ジャル と マッカ 間の 距離と 同じ ほどです』」 
なお、 これに 関して 彼 は 「私 は、 み使いが どちら を 先にい われた か 憶えて いない」 とも 述べ 
ている。 

アブ一' フライ ラ 及び フザ ィファ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「復活の 曰 、 アツ ラ一 は 人々 を 召集な さるが、 信者ら は、 天国が 彼らの 処に 近づけられる 
まで 立ち 続けさせられる ことだろう。 

彼ら は アダムの 許に 行き 『我らが 父よ。 天国 を 我らの ために 開けて 下さい』 と 頼む 力、 彼 

は 『お前た ち を 天国から 遠ざける ことにな つたの は、 お前た ちの 父 アダム、 すなわち 私の 

犯した 罪の ためで はない か。 私 は それ を 行う 立場に はない。 アツ ラ一 の 友で 私の 子孫に も 

当る アブラハムの 処に 行く がよ い』 と 告げる に違いない」 

み使い は 続けて こうい われた 

「アブラハム はしかし 『私 は その 立場に はない。 

確かに 私 はずつ と はるかに 昔から、 アツ ラ一 の 友で は あるの だが。 

お前た ち はモ一 ゼの処 に 行く がよ い。 

彼 は アツ ラ一 と 対話した 人で ある』 と 告げる ことだろう。 

それで 彼ら は モ一ゼ の 許に 行く が、 彼 もまた 『私 は それ を 行う 立場に はない。 

お前た ち は、 アツ ラ一 のみ 言葉、 その 精霊 イエスの 処に 行く がよ い』 と 指示す るだろう。 

しかし イエス もまた 『私 は それ を 為し 得る 立場に はない』 と 述べる に 相違ない。 



それで 人々 は 結局 ムハンマドの 処に 来る ことにな リ、 彼らの 願い を 聞いた ムハンマド は 起 

き 上って 主の 許に 出掛ける。 

その 結果、 天国の 門 を 開ける こと を 彼 は 許される。 

こうして、 生前 信頼され ていた 者、 親族に 尽 した 者、 次いで 道の 右と 左の 両側に 立って 待 

つていた 者ら は 順次 天国に 送られて 行く ので ある 力、 あなたた ちのうち、 最初に 送られる 

者 は、 まるで 雷光の ような 速さで そこ を 通り過ぎる ことだろう」 

この 話に 関連し、 フザィ ファは 次のように 伝えて いる。 

「私 はこう たずねた 

『私の 父母よりも 尊い お 方よ ！ 

"雷光の 通りす ぎる ように" と は どんな ことです か』 

これに 対し、 み使い はい われた 

『あなた は 雷光が、 目ば たきす る 間にむ こうに、 また こちらに と 走り回り、 光る 様子 を 見た 
ことはありません か。 

その後の 人々 は 風が 吹き通って 行く ように、 次いで は、 鳥た ちの 飛び去り 行く ように 通り 
過ぎて 行く のです。 

人々 の 通過す る 速さ は、 生前の 行為の いかんに よるので す。 

また、 あなたた ちの 預言者 (ムハンマド） は その 道に 立って" 主よ、 彼ら を 救い 給え、 救い 
給え" と 祈り 続ける のです。 

このよう にして、 生前の 行為の もたらす 力の 弱い しもべら まで 通って 行き、 遂に は、 這いず 

つて 道 を 進み 行く 者 さえ 現われる のです』」 

この 話 を、 アブ一' フライ ラは 次のように 補足し、 説明して いる。 

「その 道の 両側に は鉤が ぶらさげられ、 主にそう する よう 命じられた 者 を 捕らえる 力、 中に 

は その 鉤に ひっかけられながら も 、ようやく 道 を わたって 救われる 者が おります。 

また、 鉤に かけられ、 地獄に一 束に 重ねて 落される 者 もい るので す。 

アブ一 'フ ライラの 生命 を 手に 握った 方に 誓って 申します 力、 地獄の 底に 達する に は 70 年 

も 要する のです」 



天国での 最初の 執り成し 役、 預言者 ムハンマドの 言葉に ついて 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「私 は 天国で 最初に 執り成し をす る 者と なる だろう。 
そして 使徒た ちの 中で 復活の 日に 私 は 最も 多くの 追随 者 を 持つ ことだろう」 

ァ ナス 'ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「使徒た ちの 中で 私 は、 復活の 日 最大の 追随 者 を 持ち、 また 天国の 門 を 開ける ため 最初 
に 門 をた たく 者と なる だろう」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リクに よると、 預言者 はこうい われた 
「私 は、 天国に おける 最初の 調停者と なる であろう。 
また 預言者ら の 中で 誰一 人、 私 ほど 多くの 人々 によって、 アツ ラ一 の 預言者で あると 証言 
される 者 はいないだろう。 

まことに 預言者た ちの 中には、 ただ一 人の 信者 以外に 証言 者 を 得られない 者 もい る こと 
だろう」 

ァ ナス' ビン-マ一 リクに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「復活の 曰、 私 は 天国の 門に 行き そこ を 開ける よう 頼む 力、 番人 は その 時 『あなた は 誰で 
すか』 とたず ね、 私が 『ムハンマドです』 と 答える と 『私 は あなたの ため、 あなたが おいでに 
なる まで 誰に も 門 を 開けて はならない と 命じられ てし、 ました』 という ことだろう」 



預言者が 特別 祈願 を 執り成しの ため 残した ことに 関して 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「全ての 預言者 は一 度ず つ 特別の 祈願 をす る こと を 許されて いる 力、 私 は その 祈願 を復 
活の 日の 私の ゥンマ （信仰 共同体） の 人々 の 執り成し のために、 残して 置きたい と 願って 
いる」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「全ての 預言者に は 各一 回、 特別の 祈願が 認められ ている。 

もし アツ ラーが 許すならば、 私 は その 祈願の 機会 を 復活の 日の 私の 信者ら の 執り成しの 

ため 取って 置く ことにしたい」 

アム ル 'ビン' アブ一' スフ ャ一ン は、 アブ一 'フ ライラから 聞いた 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝え 
ている。 

力 アブ 'ァフ バール は アブ一 'フ ライラから 聞いて、 預言者の 言葉 をこう 伝えて いる 

「全ての 預言者 は、 各 一回ず つ 主に 懇願す るた めの 特別な 祈りの 機会 を 与えられ ている。 
もし アツ ラーが 許すならば、 私 は その 祈り を 復活の 日 における 私の 信者ら の 執り成し のた 
めに 残して 置きたい」 

力 アブが アブ一 'フ ライラに 「あなた はこの ハディ一 スを アツ ラーの み使いから 直接 聞いた 
のです か」 とたず ねたと ころ、 彼 は 「その 通りです」 と 答えた。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「全ての 預言者に は、 各一回の 懇願の ための 祈りが 認められる 機会が 与えられ ている。 
他の 預言者ら は その 祈り を 急いで 行う 力、 私 は 復活の 日まで 私の 信者の 執り成し を 祈願 
する ために 残して 置く つもりです。 

もし アツ ラ一 がそう 望むならば、 アツ ラーに 何もの を も 同位 者 を 配す る ことなく 死んだ 私の 
信者に 対する 執り成し は 認められる でしよう」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「全ての 預言者 は、 各 一回 アツ ラ一 になに 事で あれ 懇願の 祈り を 奉げ る 機会が 与えられ 
ており、 その 願い は 許される ことにな つてい る。 

私 は、 しかし、 その 祈り を 復活の 日に おける 私の 信者の 執り成しの ためし まって 置いた」 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 



「全ての 預言者 は、 それぞれの 信者の ため 特別に 祈る 機会 を 与えられ、 それ は 聞き届け 
られる ことにな つてい る。 

私 は、 もし アツ ラ一 が 許すならば、 私の その 祈り を、 復活の 日 における 私の 信者の 執り成 
しのた め 使うよう 残して 置く ことにしたい」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リクに よると、 預言者 はこうい われた 

「各 預言者 は それぞれの ゥンマ (信仰 共同体) のた め、 アツ ラーに 祈願す る こと を 許されて 
いる。 

私 は その 祈願 を 復活の 日の 私の ゥン マの ために 残して 置いた」 

この ハディ一 スは、 カタ一 ダ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

なお、 ミス アル も カタ一 ダ から 聞いて これと 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝え 

ている が、 それに は 表現 上 多少の 異同が みられる。 

ムゥ タミルの 父 は、 ァ ナスから 聞いて、 前述の カタ一 ダと同 内容の ハディ一 スを 伝えて いる。 

アブ一 -ズ バイ ルは、 ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一が 預言者から 聞いた ハディ一 ス をこう 伝えて い 
る 

「各 預言者 は、 それぞれの ゥン マの ため一 回 だけ 特別に 祈願す る こと を 許されて いる。 
私 は、 復活の 日 に 私の ゥン マの 執り成しの ため 使うよう その 祈願の 機会 を 残して いる」 



ゥン マの ための 預言者の 祈りに ついて 



アブ ドッラ 一'ビン' アム ル' アース はこう 伝えて いる 

「預言者 は、 アツ ラーの 啓示 をお 誦み になった 力、 それ は アブラハムの 言葉 「主よ、 彼ら は 
人々 の 多く を 迷わせました。 わたしの 道に 従う 者 は 本当に 私の 身内であります」 （クル ァ 

—ン第 14 章 36 節） 

及び、 イエスの 言葉 「あなたが、 たとえ 彼ら を 罰せられても、 まことに 彼ら は あなたの しも 
ベです。 また あなたが、 彼ら をお 赦 しなされても、 本当に あなた こそ は 偉力 ならびなく 英明 
であられます」 （クル ァ一ン 第 5 章 1 18 節） に関する ものであった。 
その後、 彼 は 両手 を 上に あげて 『おお 主よ、 私の ゥンマ をお 赦し 下さい。 
私の ゥンマ をお 赦し 下さい』 と 言って お泣きに なった。 

それ を 見て アツ ラー は 『ジブ リールよ、 ムハンマドの 処に 行き、 どうして 泣く のか、 彼に たず 
ねて みよ。 

もとより 私 は その 理由 を 十分 知ってい るの だが』 とお 命じに なった。 
それで ジブ リール は ムハンマドの 処に 行き その 理由 を 問うた。 

そこで 彼 は 泣きながら 訴えた 言葉 を (アツ ラ一 は 勿論 十分 ご存知で あるが) ジブ リ一ル に 
告げた。 

これに 対し、 アツ ラ一 はい われた 
『ジブ リールよ。 

ムハンマドの 処に 行って 告げる がよ い'' まことに アツ ラー は、 あなたの ゥン マに 関し、 あな 

た を 満足させる であろう。 

あなた を 悲しませる ことはないだろう" と』」 



不信者への 執り成し は 許されない ことに 関して 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

「或る 男 カ^ア ッラ一 のみ 使い様、 私の 父 は どこに いるので すか』 と 質問した。 

これに 対しみ 使い は 『彼 は 業火の 中に います』 と 答えた 力、 その 男が 帰り かけた 時、 呼び 

とめて また、 こうい われた 

『まことに、 私の 父 も あなたの 父 同様、 業火の 中に いるので す』」 



アツ ラーの 啓示、 "なんじの 近親者に 警告せ よ" に関して 

アブ一 'フ ライラ はこう 語って いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親者に 警告しなさい」 （クル ァ一ン 第 26 章 21 4 節） が 啓示され た 折、 
アツ ラ一 のみ 使い は クライ シュ 部族の 者ら を 招待され た。 

それで 彼らが 集まった 時、 彼 は イスラ一 ム に関する 基本的な 事柄と 或る 部族 を 例に した 
特別な 話 をな さった。 
そして 後、 こうい われた 

『力 アブ' ビンり レ ワイ一 の 子孫た ちょ、 業火から 自ら を 救いなさい ！ 
ムッラ 'ビン' 力 アブの 子孫よ、 業火から 自ら を 救いなさい ！ 
アブ ド 'シャム スの 子孫よ、 地獄から 自ら を 救いなさい ！ 
アブ ド' マナ一 フの 子孫よ、 地獄から 自ら を 救いなさい ！ 
ハ一 シム 家の 子孫た ちょ、 業火から 自ら を 救いなさい ！ 
アブ ドル' ムッタ リブの 子孫よ、 業火から 自ら を 救いなさい ！ 
ファーティマよ、 業火から 自ら を 救いなさい ！ 

私 は あなたた ちの 親族で あるが、 アツ ラ一 の 定めに 杭して まで、 あなたた ち を 守る 力 は 私 
にはありません から』」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブ ドル 'マリク' ビン 'ゥ マイルに よっても 伝えられる。 

ただし、 ジャリ 一ルを 伝承 口述 者の一 人と する 前記 ハディ一 ス がより 完全で 理解し やすい 内容で 

ァ r シャ はこう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親者に 警告しなさい」 （クル ァ一ン 第 26 章 21 4 節） が 啓示され た 時、 
アツ ラーの み使い はサ ファーの 岩山に お立ちに なり、 こうい われた 
『ムハンマドの 娘、 ファ一 ティ マよ ！ 
アブ ドル' ムッタ リブの 娘、 サフィ 一ャょ ！ 
アブ ドル' ムッタ リブの 息子た ちょ ！ 

私に は アツ ラーの 定めに より、 あなたた ちに 何も 役立つ こと はして あげられません ！ 
それ 故、 せめて 私の 財産に あなた 方が 欲しい 物が あれば 、何なりと 望み をい いなさい』」 

アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親者に 警告しなさい」 （クル ァ一ン 第 26 章 21 4 節） が 啓示され た 時、 
アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

『あなた 方 自 身 を アツ ラーから 購 いなさい (善行 を 積む ことで アツ ラーの 救済 を 願いなさい） 
私に は アツ ラーの 定めに 抗 してまで、 あなた 方の 役に立つ こと はでき ません ！ 



アブ ドル' ムッタ リブの 息子た ちょ、 私に は アツ ラ一 の 定めに 背いて まで、 あなた たちのた 

めに 尽す こと は 不可能です ！ 

アツ バース' ビン' アブ ドル' ムッタ リブよ、 私に は、 アツ ラーの 定めに 反対して まで あなたに 
尽す こと はでき ません ！ 

サフィ 一ャ （み使いの 伯母） よ、 私に は アツ ラーの 定めに 背いて まで あなたに 役立つ こと は 
できません ！ 

ファーティマよ、 ムハンマドの 娘よ、 なに か 望みが あれば いいなさい。 

ただ 私に は、 お前の ため アツ ラーに 特にお 願いして まで、 何 かして やる こと はで きないけ 

れ ども ！ 』」 

アブ一' フライ ラ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ一 ラジュ や ムァ一 ウイ ャ など を 含む 別の 
伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

カビ一 サゼン 'ムハー リク 及び ズ パイル 'ビン 'アム ル はこう 伝えて いる 

「この 聖句 「あなたの 近親者に 警告しなさい」 （クル ァ一ン 第 26 章 2M 節） が 啓示され た 時、 
アツ ラーの 預言者 は 山の 大 岩の 処 においで になり、 その 頂まで 登って こうい われた。 
『アブ ド' マナ一 フの 子孫た ちょ、 私 は 警告 者です。 

私の 立場と あなたた ちの 立場 は、 いわば、 敵が 現われた 時 家族 を 守る ため 戦う 男が おり、 
そのため 敵 は その 男 を 恐れ、 攻撃し ない こと も ある といった 類の ものです』 
この あと 預言者 は 『それぞれが 自戒しなさい ！ 』 と 叫ばれた」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズ ヘイル' ビン' アム ル 及び 力 ビ一サ 'ビン' ムハ一 リクら によって 別 

の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン. アツ バース はこう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親者 （と 善行 者の 一団） に 警告しなさい」 （クル ァ一ン 第 26 章 2M 
節） が 啓示され た 時、 アツ ラーの み使い は 家 を 出て サ ファーの 丘に お登りに なり 『おのお 
の 自戒しなさい ！ 』 と 叫んだ。 

人々 は 『誰が 叫んで いるの か』 『ムハンマドです』 などと いい 合いな 力 《 ら 彼の 近くに 集まつ 

た。 

彼 は 『某々 の 息子た ちょ ！ 

かの子 孫ら よ ！ 

アブ ド 'マナ一 フの 子孫ら よ ！ 

アブ ドル' ムッタ リブの 子孫ら よ ！ 』 と 呼びかけた。 

彼らが 周りに 集まった 時み 使い は 『もしも 私 力 《 、敵の 騎馬 兵ら が この 山の 麓に 現われた と 

知らせたならば、 あなたた ち は 私の 言葉 を 信じます か』 といわれた。 

彼らが 『私たち は あなたが 噓を いうの を 聞いた ことがあ りません』 と 答える と、 み使い は 



『私 は あなた 方に 対する 厳しい 懲罰に ついての 警告 者です』 といわれた。 

この 時、 アブ一' ラハブ は 『消えて しまえ ！ こんな ことの ためにお 前 は 我々 を 集めた の 
か ！ 』 といって 怒った。 

それでみ 使い は 立ち上った 力、 その 時、 次の 聖句 「アブ一' ラハブ の 両手 は 滅び、 かれ も 
滅びて しまえ」 （クル ァ一ン 第 111 章 1 節） が 啓示され た。 
アブ一' ラハブ は 実際 その 言葉 通り 減んで しまった。 

ともあれ、 ァ アマ シュ はこの 聖句を 続けて、 「彼の 富 も 儲けた 金 も、 彼のた めに 役立ち はし 
ない。 やがて 彼 は、 燃え盛る 炎の 業火の 中で 焼かれよう。 彼の 妻 は その 薪 を 運ぶ、 首に 
椋 欄の 荒繩を かけて」 （クル ァ一ン 第 111 章 2-5 節) と 終りまで 唱えた」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュに よっても 伝えられ、 それに は 「或る日、 アツ ラ一 のみ 使 
いは サファ 一山に 登り、 『自戒せ よ』 と 叫ばれた」 と ある。 

以下の 部分 は 前記と 変らない 力 《 「近親者に 警告しなさい」 という 啓示に ついての 言及 はない。 



アブ一 'タ 一リブに 関する 預言者の 執り成し について 



アツ バース ゼン' アブ ドル' ムッタ リブに よると 彼 はこうい つた 

「アツ ラ 一のみ 使い様、 あなた を 保護し 守って くれた アブ一 'タ 一リブが 有利になる よう、 あ 
なた は 何 かなさい ました か」 

これに 対しみ 使い は 「はい、 それゆえ 彼 は 地獄の 最も 浅い 処 にいます。 

もし 私が そう 取 計らわなければ、 彼 は 地獄の 最も 深い 底に いる ことにな つたでしょう」 とし、 

われた。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリス は、 アツ バース 力 《こう 語った と 伝えて いる 

アツ バ一ス は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 まことに アブ 一タ一 リブ は あなた を 保護し、 また 助け 
た 方です。 

そのこと が 彼の 役に立つ ています か」 と 質問した。 
み使い は 「その 通りです。 

私 は 彼 を 地獄の 底で 見付け、 最も 浅い 処に 連れ出した のです」 といわれた。 
前記 ハディ一 スは、 アブ一' ァヮナ 一によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 伯父 アブ一 'タ 一リブに ついて たずねられた 時、 次のように いわれた。 

「復活の 日の 私の 執り成し は、 彼のた め 役立つ ことだろう。 

彼の 頭 は 熱さに 茹だる 力、 業火が 彼の 両足 首まで 達する だけの 浅い 処に 移される こと だ 

ろう」 



地獄での 最も 軽い 罰に ついて 



アブ— ■ サイ— ドヽフ ドリ— によると、 アツ ラ— のみ 使い はこうい われた 

「地獄の 住民で 最も 罰の 軽い 者 は、 業火の 燃えつ いた 二つの 靴 を はかされ るが、 その 靴 
の 熟さの ため 彼の 脳 は 茹でた ぎる ことだろう」 

イブ ン' アツ バースに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「地獄の 住民の 中で アブ一 'タ 一リブ は 最も 罰の 軽い 者で ある 力、 彼 は 火の ついた 二つの 
靴 を は 力、 され、 そのため 脳 を 茹でた ぎら せる ことだろう」 

ヌ アマ一 ン 'ビン ■ / く シ一ル は 説教 を 行し、、 その 中 でこう 語った 

「私 は アツ ラーの み使いが 次のように いわれる の を 聞いた ことがある。 

『復活の 曰 、 地獄の 住民のう ち 最も 罰の 軽い 者 は 足の裏に 二つの 燃えさし を 置かれ、 そ 

のた め 脳 を 茹でた ぎら せて いる 男であろう』」 

ヌ アマ一 ン 'ビン 'バ シールに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「地獄の 住民のう ち、 最も 罰の 軽い 者 は 火の ついた 二 本の ひも を 着けた （二つの） 靴 を は 

かされる。 

このため、 彼の 頭脳 は 料理な ベが わき 立つ ように 沸騰す る ことだろう。 

その 時 彼 は、 自分 以上に ひどい 罰 を 受ける 者 は 誰もい ない と 思う だろう が、 実際に は、 彼 

は 最も 軽い 罰 を 課せられて いるので ある」 



不信仰の まま 死んだ 者の 行為に 関して 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 
私 はこう たずねた 

「アツ ラ一 のみ 使い様、 私の 親族の ジュ ドア一 ンの 息子 は イスラ一 ム 以前 (ジャ 一ヒリ一 ャ 

時代) 親族 を 大事に し、 貧者に 食 を 与えました。 

それらの 善行が 彼のた め 役立ちます か」 

これに 対しみ 使い は 「彼のた めに は 何ら 役に立たない。 

なぜなら 彼 は 『主よ、 復活の 日 に 私の 罪 を赦し 給え』 とかって 祈った ことがない からです」 

といわれた。 



信者の みが 友人で ある ことにつ いて 



アム ル 'ビン 'アース は 伝えて いる 

「私 は アツ ラ一 のみ 使いが、 公然と 明確に こうい われる の を 聞いた 

『見なさい ！ 私の 父の一 族の 者た ち、 某々 を ！ 
彼ら は 私に とって 親しい 者た ちで はない。 

まことに アツ ラーと 敬虔な 信者ら のみが 私と 親しい 方々 なのです』」 



天国に 受け入れられる ムス リムに ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「私の 仲間の 信者 七 万人 は、 何ら 咎を 受ける ことなく 天国に 入る だろう」 
或る 男が いった 

「アツ ラ一 のみ 使い様、 私 も その一 人に 加える よう アツ ラーに 祈って 下さい」 
次いで 別の 男が 立ち上って 「アツ ラ一 のみ 使い様、 私 も その一 人に 加える よう アツ ラ一 に 
祈って 下さい」 というと、 それに 対しみ 使い は 「この ことで はゥッ 力一 シャが あなたより 先で 
す」 といわれた。 

ムハンマド' ジ ヤード は、 アブ一 'フ ライラから 聞き 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「喜びで 満月 の 明るさの ように 顔 を 輝かせながら、 七 万人から なる 私の ゥン マの 集団が 天 
国に 入る ことだろう」 

この 言葉に 関連し、 アブ一' フライ ラは 次のように 語って いる 

「この 時ゥッ 力一 シャ ゼン' ミフ サン' アサ ディ一 が 毛織りの 外套 を まとった まま 立ち上り こ 

ういった。 

『み使い 様、 私 を その一 人に 加える よう アツ ラーに 祈って 下さい』 
それでみ 使い は 『アツ ラーよ、 どうか 彼 を その 中に 入れて 下さい』 と 祈った。 
すると、 アンサ一 ル （マディ一 ナ 在来の ムス リム） の一 人が 立ち上つ ていった 
『み使い 様、 私 も その一 員に 加える よう アツ ラーに 祈って 下さい』 
み使い はこれ に 対し 『ゥッ 力一 シャが この 件で は あなたより 先です』 といわれた」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「七 万人の 人 々が一 つの 集団と なって 天国に 入る ことだろう が、 その 中には 顔 を 月光の よ 
うに 輝かせて いる 人々 が 見られる だろう」 

ィ ムラ一 ン によると、 アツ ラーの 預言者 はこうい われた 

「私の ゥン マの 者 七 万人 はなん の 咎め を 受ける ことなぐ 天国に 入る こと を 許される。 
人々 力 《 『アツ ラ一 のみ 使い様 それ は どんな 人た ちです か』 とたず ねる と、 預言者 は 『人 を 幻 
覚 させたり、 魔法 を 掛けたり せず、 ひたすら 主にお すがりす る 者た ちです』 といわれた。 
この 時、 ゥッ 力一 シャは 立ち上って 『私 を その 中の一 人に 加える よう アツ ラーに 祈って 下さ 
し、』 と 述べた が、 預言者 は 彼に むかって 『あなた はすで に その 中の一 人です』 といわれた。 
この あと一 人の 男が 立ち上って 『アツ ラ一 のみ 使い様、 私 も 彼らの 中に 入れる よう アツ ラ一 



に 祈って 下さい』 と 頼んだ 力、 これに 対し 預言者 は 『ゥッ 力一 シャが この ことで は あなたより 
先です』 といわれた」 



ィ ムラ一 ン 'ビン' フサ インに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私の ゥン マの 者 七 万人 は なんら 審理され る ことなく 天国に 入る だろう」 
これに 対し 彼ら 力 《 「 どんな 人た ちです か、 み使い 様」 とたず ねたと ころ、 彼 は 「人 を 魔術に 
力 、けたり、 不吉な 予言 をしたり、 幻覚 させたり する ことなぐ ひたすら 主にお すがりす る 人 
たちです」 とお 答えに なった。 

アブ 一■/、一 ズィム は、 サ フル' ビン 'サ アドから 聞いて アツ ラーの み使いの 言葉 をこう 伝えて いる 
「七 万人、 もしくは、 70 万人の 者 (アブ一 ゾ、一 ズィム は どちらが 正確な 数で あつたか 記憶 
してない が） は 互いに 手 を 取り、 支え 合いながら 天国に 入る。 
この 時には、 最初に 天国に 着いた 者 も、 最後の 者が 到着す るまで 待ち、 共々 同時に 入つ 
て 行く ことだろう。 

彼らの 顔 は、 喜びで 満月 の 夜の ように 輝く ことだろう」 

フサ イン 'ビン' アブ ドル ■ ラフ マーン はこう 伝えて いる 

私 は サイ 一ド' ビン 'ジュ バイ ルと 一緒だった が、 その 時 彼 力 《 「昨夜、 誰か 流れ星 を 見た 人 
がいます か」 とたず ねたので 「私が 見ました」 と 答え 「私 は 実は 礼拝して いたわけ ではな 《 

さそりに 嚙 まれた ので 起きて 流れ星 を 見た のです」 といい 添えた。 

彼 力 《 「 それで 何 をした のです か」 とたず ねたので、 私 は 「呪文 を 唱えました」 と 答えた。 

「どうして そのような こと をした のです か」 と 彼が 聞いた ので、 私 はこう 答えた 

「私 はシャ ゥビ一 の 語った ハディ一 スに 従って その 通りに 行った のです」 

すると 彼 は r シャ ゥビ一 は 何 を あなたに 語った のです か」 といった。 

私 はこれ に 対し 「彼 は ブライダ' ビン' フサ イブ 'ァ スラミ 一から 聞いて、 凶 眼に 魅入られた 

時 や、 また、 さそりに 刺された 場合な どの 呪文に は 効果が あると 私たちに 話して くれたの 

です」 と 答えた。 

すると 彼 は、 次のように 話した 

「アツ ラ一 の 預言者の 教えに 従って 行動す る こと は 正しい ことです。 
イブ ン 'アツ バース は 預言者の 言葉 を 私たちに こう 語って います 
『多くの 人々 が 私の 前に 連れて来られる。 

私 は その 中に 小さな 集団 を 率いる 預言者、 また一人 か 二人の 信奉者 と共にい る 預言者、 

また だれも 従う 者の いない 預言者な どの 姿 を 見かける ことだろう。 

非常に 大きな 集団が 私の 処に 連れて来られる 時 私 は、 私の ゥン マの 者 だと 錯覚す る、 そ 

の 時" これ は モ一ゼ と 彼の 民です。 地平線の 方 を 見なさい" と 告げられる。 

そちら を 眺める とそ こに は大 集団が 見える。 



私 は 更に 地平線の 別の 方角 を 見る ようにと いわれて 目 を 転じる 力、 そこに も大 集団が 見 

られ" これが あなたの ゥン マです。 彼らのう ち、 七 万人 は なんら 審理され る こと も 罰 を 受け 

る こ ともなく 天国に 入れる のです" と 告げられ るので ある』 

こう 話して 後、 み使い は 立ち上り、 ご 自分の 家に 入って 行かれた。 

その あと 彼ら は 『一体 どんな 人た ちが 審理され る こと も、 罰 を 受ける こ ともなく 天国に 入る 

こと を 許される のか』 と、 熱心に 論じ 始めた。 

或る人 は 『それ は 多分、 み使いの 教友 として一 緒に 過した 人々 であろう』 といい、 また 別の 
者 は 『生まれな がらの ムス リムで、 アツ ラーに 何もの を も 比肩し なかった 人々 のこと であろ 
う』 といった。 

これら 以外に も 様々 な 意見 を 人々 は 述べ 合った。 

その 時み 使いが、 また、 彼らの 処に 出て 来られ 『あなたた ち は 何に ついて 論じて いるので 
すか』 とおたず ねに なった。 

彼らが それらの 話題に ついて 述べる と、 み使い はこうい われた 

『彼らと は、 呪文 を 自分で 唱えたり、 他人に それ を 頼んだり、 また、 予言 を 信じたり せず、 

一途に 主にお すがりす る 人々 のこと です』 

この 時、 ゥッ 力一 シャ 'ビン' ミフ サンが 立ち上つ ていった 

『私 を 是非 彼らの一 人と して 下さる よう アツ ラーに 祈って 下さい』 

み使い は 彼に 『あなた はすで に、 彼らの 中の一 人です』 といわれた。 

この 時、 また 別の 男 も 立って 『アツ ラーが 私 を 彼らの 中の一 人に 加える よう 祈って 下さい』 

と 頼んだ が、 み使い は 『ゥッ 力一 シャが あなたより 先です』 といわれた」 

イブ ン. アツ パースに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「復活の 日に、 人々 が 私の 処に 連れて来られる」 

以下の 話 は 前記 ハディ一 スと同 内容で ある 力、 この 話の 前の 部分に ついての 記述 は みら 
れ ない。 



ムス リムが 天国の 住民の 半分 を 占める ことに 関して 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 私たちに こうい われた。 

「あなたた ち は、 天国の 住民の 四 分の一 を ムス リムが 占める の を 喜ばしい ことと 思い ませ 
んか」 

それに 対し、 私たち は 「アツ ラ一フ 'ァク バル ！ （アツ ラ一 は 偉大な リ ！ ）」 と 叫んで 主 を讃ぇ 

た。 

み使い は 次いでこう いわれた 

「あなたた ち は、 ムス リムの 数が 天国の 住民の 三分の一 にも 達する の を 喜ばしい ことと 思 
いません か ！ J 

私たち はまた 「アツ ラ一 フ' ァク バル ！ 」 と 叫んで 主 を 讃美した。 
み使い は 更にこう いわれた 

「私 は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 総数の 半分に も 達する こと を 願って います。 
その 理由 は、 不信者ら の 中の 信仰者の 数 は、 黒 雄牛の 鉢に ある 白 毛、 もしくは、 白い 雄 
午の 鉢に 生える 黒い 毛よりも 多く はない からです （注）」 

(注) 篤信 者の 数 は 不信者の 数に 比較すべく もない ほど 少ない こと、 及び、 信者、 不信者 
の 行動 は、 白と 黒の ように 対照的で、 両者 間に は 大きな 差が ある こと を 示す 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド はこう 伝えて いる 

私たち 凡そ 40 名の 者が アツ ラーの み使いと 共に 天幕の 中に いた 時、 み使い はこうい われ 
た 

「もしも、 天国の 住民の 四 分の一を あなたた ちで 占める とすれば 喜ばしい ことで はあり ま 
せんか」 

私たち は 「はい、 喜ばしいです」 と 答えた。 

み使い はまた 「あなたた ちが 天国の 住民の 三分の一 を 占める とすれば 嬉しくありません 
か」 といわれた。 

それに 対しても 私たち は 「その 通りです」 と 答えた。 

み使い は 次いでこう いわれた 

「私の 生命 を 司る 御 方、 アツ ラ一 に 誓って。 

私 は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 半数 を 占める こと を 願って います。 

その 理由 は、 信者 以外に は 天国に 入る こと を 許されない からです。 

不信者ら の 中の あなたた ち 信者の 数 は、 黒い 雄牛の 皮に 生える 白い 毛、 もしくは、 赤い 雄 

牛の 皮の 黒い 毛の 数よりも 多く はない からです」 



アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私たちに 説教な さった あと、 皮 天幕に 背 を もたらせな がらこう いわれ 
た 

「見なさい ！ イスラ一 ムを 信じて し、 る 者 以外に は 誰も 天国に 入る こと はない のです ！ 
おお、 アツ ラーよ ！ 私 は あなたの み 教え を 人々 に 伝え 得た でしよう か ！ 
おお アツ ラーよ ！ 私が それ を 伝え 得た と 証言して 下さい ！ 」 

み使い は、 この 後、 教友 たちに むかって 「あなたた ちの 数が 天国の 住民の 四 分の一 にも 
達すれば と 願いません か」 といわれた。 

私たちが 「はい、 み使い 様」 と 答える と、 み使い はまた 「あなたた ちの 数が 天国の 住民の 

三分の一 ほど も 占めれば と 思いません か」 といわれた。 

人々 力 にれ に対して も 「はい、 み使い 様」 と 答える と、 こうい われた 

「私 は あなた 方が、 天国の 住民の 半数 を 占める ように なること を 願って います。 

あなた 方 は 人類の 中で、 たとえば 白 雄牛の 鉢に 生える 黒い 毛、 もしくは、 黒 雄牛の 鉢の 白 

い 毛に も 類す る ほど 数 少ない 存在な のです」 



地獄に 送られる 人々 について 

アブ一 ■ サイ一 ド によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「アツ ラ一 が 『アダムよ ！ 』 と 呼び かけられ ると、 アダム は 『私 は ここにお ります。 御意の ま 
まに ！ 主よ ！ 幸い は あなたの 御手 次第です ！ 』 と 答える ことだろう。 
アツ ラ一 はこの 折 彼に むかい 『地獄の 住民の 一団を 引き出せ』 とお 命じになる が、 アダム 
は 『地獄の 住民と は 誰の ことです か』 とたず ねる に 相違ない。 

これに 対し アツ ラ一 は 『彼ら は、 1000 名の 人間に つき、 999 名に も 及ぶ 者た ちで ある』 とい 

われる ことだろう」 

み使い は 続けて こうお 話に なった 

「この 言葉 を 聞く と 恐怖の あまり 全ての 子供ら の 髪の毛 は 白くな リ、 全ての 妊婦 は 流産す 
る ことだろう。 

また、 あなたた ち はこの 時、 錯乱 状態の 人々 を 見る だろう 力、 彼ら は 実際 は 酔って いるの 
ではなぐ アツ ラーの 厳しい 罰 を 恐れる あまり そうなる ので ある 

」 （アブ一 サイ一 ドは 「これ は 人々 にと つて あまりに 厳しす ぎる 言葉であった」 と 述べて い 

る） 

人々 は 「み使い 様、 私たちの 中で、 だれが 地獄に 落とされ るので すか」 とたず ねた。 
それに 対しみ 使い は 「あなた 方に とって は 良い 知らせです ！ 

マグと マゴグ （注） に 率いられた 人々 が、 地獄の 住民と なる これら 数千の 者た ちな のです。 
天国に 入る の は、 あなた 方の 中から 選ばれる 人々 なのです」 といわれた。 
み使い は、 また、 こう もい われた 
「私の 生命 を 司る 御 方に 誓って。 

私 は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 四 分の一 を 占める よう 願って います」 

私たち は そのお 言葉 を 聞き 「アル ハムド' リツ ラ一 ！ 」 と 叫んで アツ ラ一 を 讚え、 また 「アツ ラ 

—フ 'ァク バル ！ 」 と 叫んで アツ ラ一 を 讃美した。 

み使い は その後、 こう もい われた 

「私の 生命 を 司る 御 方に 誓って。 

私 は あなた 方が 天国の 住民の 三分の一 を 占める こと を 願って います」 
私たち は それに 対しても アツ ラ一 を 賞揚し、 讃美す る 言葉 を 叫んだ。 
み使い は 更にこう いわれた 
「私の 生命 を 手に なさる 御 方に 誓って。 

私 は あなた 方の 数が 天国の 住民の 半数に 達する こと を 願って います。 

あなた 方 は、 たとえて いえば、 黒 雄牛の 皮に みえる 白い 毛、 もしくは、 ろばの 前脚に ある 

—本の 縞 筋 ほどに も 数 少ない 存在な のです」 

(注） マグと マゴグ (ャ一 ジュ一 ジュ ■ ヮ ■ マ一 ジュ一 ジュ） 聖書 や クル ァ一ン にも 説かれる 終 



斎戒 （タ ハーラ） の 



ゥ ドウ一 （小 浄） の 功徳に ついて 

アブ一 ■ マ 一リク 'アシュアリー によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「清浄で ある こと は 信仰の 半ば を 満たす ことです。 

アル ハムド' リツ ラ一 (アツ ラ一 に称讃 あれ） ！ と唱 する こと は （善悪の） 秤り を 善行 側に 傾 
けます。 

スブハ 一ナツ ラ 一（アツ ラーの 栄光 を 称え 奉る）！ や アル ハムド' リツ ラ一！ と 唱えて、 ァ 
ッラ一 を 崇拝す る こと は、 天と地の 間 を 満たす ことです。 
礼拝 は 灯明です。 施し は 信仰の 証し です。 
そして 忍耐 は アツ ラ一 への 服従 を 示す 光です。 

更に また、 クル ァ一ン は あなたの 善行 を 立証す る もの、 もしくは、 あなたの 悪行に 対する 
反証と なる ものです。 

人 は 全て、 朝 毎に 出掛け 自分 を 売り歩く 商人の 如き 存在で、 その 行為の いかんに よって、 
来世に 救われる 者、 破滅され る 者が 生ずる のです」 



清浄 さが 礼拝の 基本た る ことにつ いて 

ムサ アブ' ビン 'サ アド はこう 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は、 病床に あった イブ ン 'ァ 一ミル を 見舞った。 

この 折 「イブ ン 'ウマルよ、 私の ため アツ ラーに 祈って くれません か」 と 頼まれた 彼 は 次の 

ように 答えた 

「私 は アツ ラーの み使い 力 《 『アツ ラ一 は 清浄で ない 者の 礼拝 は 受け入れ ないし、 不正 手段 
で 得た 富に よる 施し もお 認めに ならない』 といわれ るの を 聞いた ことがあります。 まして、 
あなた はかって バスラの 知事ではなかったです か （注）」 

(注) イブ ン 'ァ 一ミル は、 バスラの 知事 時代、 人々 を 苦しめ 悪評の 高い 人物だった。 
そのような 人物の ための 祈りに はなん の 効果 も 期待で きない 故、 自ら 深く 反省し 懺悔す ベ 
きこと が 肝要で ある とたし なめた ので ある 



前記と 同 内容の ハディ一 スは、 シ ユウ バゃシ マ一 クゼ ン 'ハル ブ などに よっても 伝えられ ている 



ハン マ一 ムゼン 'ムナ ツビ フは、 アブ一 'フ ライラから 聞いて 次の ハディ一 スを 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「不浄 者の 礼拝 は、 彼が ゥ ドウ一 を 行わない 限り 受け入れられないだろう」 



ウド ウー (小 浄) の 方法に 関して 

ウス マ一 ンの元 奴隸フ ムラ一 ンは、 こう 伝えて いる 

ウス マ一 ン 'ビン' アツ ファーン は、 水 を 運ばせて 後、 ゥ ドウ一 を 次の 順序で 行った。 

先ず 両手 を 三度 洗い、 口 をす すぎ、 次いで 鼻孔 を 清めた 後、 顔 を 三度 洗った。 

その後、 右腕 を 肘まで 三度、 次いで 左腕 を 同様に 三度 洗った。 

それから 頭部 をぬ ぐい、 その後、 右足 を くるぶしまで 三度、 次いで 左足 を 同様に 三度 洗つ 

た。 

ウド ゥ一 を 終えた 後、 彼 は 次のように 語った。 

「私 は アツ ラーの み使いが ゥ ドウ一 を、 私が 今 行った のと 同様にな さるの を 見た ことがある。 
その 時、 み使い は 『私の やり方に 従って ゥ ドウ一 を 行し、、 その後、 立ち 起って ニラ カートの 
礼拝に 専念す る 者 は、 過去に 犯した 罪 全て を 許される』 といわれた」 
イブ ン' シハ一 ブは、 この ハディ一 スに 関連して 「我々 の 学者た ち （ゥ ラマ一） は、 これ こそ、 
礼拝の ための 最も 完全な ゥ ドウ一 の 方法で あると 評した」 と 述べて いる。 

ウス マ一 ンの元 奴隸フ ムラ一 ンは、 こう 伝えて いる 

「私 は ウス マ一 ン 力、 水 容器 を 運ばせ、 ゥ ドウ一 を 行う の を 見た。 

彼 は 三回 水 を 両手に 注いで 両手 を 洗い、 その あと、 右手 を 容器に 入れて 口 をす すぎ 鼻孔 

を 清めた。 

更に また 顔 を 三度、 次いで 両手 を 肘まで 三度 洗って から 頭 を 手で ぬぐい、 その後 両足 を 
それぞれ 三度ず つ 洗った。 

彼 はこの 折 『私と 同様に ゥ ドウ一 を 行い、 雑念な くニラ カートの 礼拝 を 捧げる 者の 過去の 
罪 を アツ ラ一 は 全てお 許しに なろう』 という アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 語って くれた」 



ゥ ドウ一 後の 礼拝の 功徳に ついて 

ウス マ一 ンの元 奴隸フ ムラ一 ンは、 ウス マ一 ンの話 をこう 伝えて いる 

礼拝 時刻 を 告げる 役目の 者 （ム アツ ジン） 力、 アスル （日没前） の 礼拝 時間に やって きた 時、 

ウス マ一 ンは モスクの 中庭に いた。 

ウス マ一 ンは水 を 運ばせ、 ゥ ドウ一 を 行って からこう 語った 

「アツ ラ一 に 誓って。 もし アツ ラ一 の 啓 典に 『神 兆 や 正しい 導き を 隠して はならない』 との 言 

葉がなければ、 私が 話す こと もなかった 或る ハディ一 スを 伝えて おきたし、。 アツ ラ一 のみ 

使い はこうい われた のです 

『ゥ ドウ一 を 正しく 行って から 礼拝 を 捧げる ムス リムの、 各 礼拝 時刻の 間に 犯した 罪 全て 

は、 アツ ラ一 によって 許される』 と」 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられる。 
なお、 アブ一 ■ ゥサ一 マに よる ハディ一 スには 「ゥ ドウ一 を 丁寧に 行し、、 その後 定めの 礼拝 をす る 
者 は」 という 表現が みられる。 

フ ムラ一 ン によると、 ウス マーン は、 ゥ ドウ一 を 行った 時こう 語った 

「アツ ラーに 誓って。 私 は あなたた ちに 或る ハディ一 スを 伝えたい。 アツ ラーの 聖典に そう 
せよ という 意味の 言葉がなければ、 私 はこの 話 を あなたた ちに 語る ことはなかった に 相違 
なし、。 （ともあれ) アツ ラ一 のみ 使い は 『ゥ ドウ一を 正しく 行った 後 礼拝 をす る 者 は、 その 礼 
拝と 次の 礼拝までの 間に 犯した 罪 を 全て 許される』 といわれ たのです」 
これに 関連し ウル ヮは、 聖典の 言葉と は 「われらが すでに 聖典の 中で 人々 に 明示して あ 
るのに、 われらが 下した 明 証と 導きと を 隠す 者 は 必ず アツ ラーの 怒りに 触れ、 呪う 人々 

(即ち、 天使た ち 及び 全人 類) の 呪い を も 受ける ことだろう」 （クル ァ一ン 第 2 章 159 節) で 
あると 述べて いる。 
アム ル 'ビン' サイ一 ド 'ビン 'アース は 伝えて いる 

私が ウス マ一 ンの処 にいた 時、 彼はゥ ドウ一 用の 水 を 持って来 るよう 命じて からこう 語つ 
た 

「私 は アツ ラ一 のみ 使いから 次の 言葉 を 聞いた 

(すなわち） 『定めの 礼拝の 時刻が 来た 時、 ゥ ドウ一 を 丁寧に 行い、 ひたすら 謙虚に 礼拝 を 
捧げる ムス リムで あれば、 彼の 過去の 数々 の 罪 は、 それが 大罪で ない 限り、 いつも 許さ 
れる ことだろう』」 
ウス マーンの 元 奴隸フ ムラ一 ンは、 伝えて いる 

私 は ウス マーン' ビン' アツ ファーンの ため、 ゥ ドウ一 用の 水 を 運んだ。 

彼はゥ ドウ一 を 済ませてから 「まことに 人々 は、 アツ ラ一 のみ 使いに 関する 多くの ハディ一 

スを 語り合って いるが、 私 は それが どんな 内容で あるか 知らない。 

ただ、 私 はみ 使いが ウド ウー を 丁度 私が 今 行った やり方で なさる の を 見た し 『この 通りに ゥ 



ドウ一 を 行う 者 は、 過去の 全ての 罪 を 許され、 この 後の 礼拝 や モスク 参りに 対しても 余分 
の 報奨が 約束され る』 といわれ たの を 覚えて いる」 と 語った。 
なお、 これと 同 内容の イブ ン 'アブ ダ による ハディ一 スには 「私が ウス マーンの 処に 寄った 
時、 彼 はゥ ドウ一 を 行って いた」 という 表現が みられる。 
アブ一' アナ スは、 次のように 伝えて いる 

ウス マ一 ンはマ 力 r ド （注） の 処でゥ ドウ一 を 行って 後、 「アツ ラ一 のみ 使いの ウド ウーの 
なさり 方 を、 私 は あなたた ちに これまで やって みせなかったです か」 といって、 鉢の 各部 分 
を 三回ず つ 洗った。 

この ハディ一 スに 関連し クタ ィバは 「この 時 ウス マーンと 一緒に、 み使いの 教 友ら がいた」 
と 付言して いる。 

(注） マ 力一 イドに 関して は 二 説 ぁリ、 カリフ' ウス マ一 ンが 自らの 邸宅の 前に 建てた 店舗、 
もしくは、 彼が 友人ら と 過ごす ため モスク 近くに 造らせた 座り 台の 名称 といわれる 
フ ムラ一 ン' ビン ■ アバ一 ンは、 こう 伝えて いる 

私 はいつ も 沐浴 用の 水 を ウス マ一 ンの処 に 置いた。 
少量の 水 を 鉢に かけて、 彼 は 毎日 沐浴 をす る 習慣だった。 
或る時 彼 は 次のように 語った 

「アツ ラーの み使い は 私たちが 礼拝から 戻る 時間に、 或る 話 をな さった にれ に 関連し、 マ 

ィサル は 『アスル （日没前） の 礼拝の 時だった と 思います』 と 述べて いる） 

その 折、 み使い は 『私に はこの 事 を あなたた ちに 話すべき か、 黙って いるべき か、 わから 

ない』 といわれ たので 私たち は、 『み使い 様、 もしも 善い 事で したら 話して 下さい。 それ 以 

外の 場合 は、 どうすべき か アツ ラ一 とその み使いが 最もよ く 御存知で ありましょう』 といって 

お願いした。 

それでみ 使い は 『自ら 身 を 清めて アツ ラーの 定めた 通りに 沐浴 を 行し、、 その後、 日に 五 回 
の 礼拝 を 捧げる ムス リム は、 これらの 各 礼拝 時刻の 間に 犯した もろもろの 罪 を 許される こ 
とだろう』 と 話された のであった」 

ジャー ミゥ' ビン' シャツ ダード は、 こう 伝えて いる 

ビシ ュルが 知事だった 時代、 フ ムラ一 ン 'ビン' アバ一 ンが この モスクで アブ一' ブルダに ゥ 

スマ一 ン' ビン' アツ ファーンの 言葉 を 語る の を 私 は 聞いた ことがある。 

それによ ると 「アツ ラ一 のみ 使い は 『アツ ラ一 が 命じた 通りに ゥ ドウ一 を 完了し、 義務と して 

定められた （五 回の） 礼拝 を 行う 者 は それぞれの 礼拝と 礼拝の 間に 犯した 様々 な 小 罪 を 

許される であろう』 と 述べられた」 という。 

この ハディ一 スは、 イブ ン' ムァ一 ズの 口述から 採録され た。 

なお、 グン ダルの 伝える ハディ一 スには 同 内容ながら、 「ビシ ュルが 知事だった 時代」 や 

「定められた」 という 言葉 は みられない。 

ウス マーンの 元 奴隸フ ムラ一 ンは、 こう 伝えて いる 



或る日、 ウス マーン 'ビン' アツ ファーン は 丁寧に ゥ ドウ一 を 行って から 次のように 語った 
「私 は アツ ラーの み使いが 非常に 丁寧に ゥ ドウ一 をな さるの を 見た 力、 その 折み 使い は 
『私の やり方に 準じて ウド ゥ一 を 行った 後、 礼拝す る こと だけ を ひたすら 願って モスクに 出 
掛ける 者 は、 過去に 犯した 罪 全て を 許される だろう』 といわれた」 
フ ムラ一 ンは ウス マーンから 聞いた アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を、 こう 伝えて いる 

「礼拝の ための ゥ ドウ一 を 正しく 行って から 出掛けて、 人々 と共に、 もしくは、 団体で、 また 
は、 モスクで、 定めの 礼拝 を 捧げる 者に 対し、 アツ ラー は、 彼の もろもろの 罪 をお 許しに な 
るだろう」 



曰々 の 礼拝、 金曜 礼拝、 ラマ ダーン 月 の 礼拝に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「一日 五 回の 礼拝と 金曜から 次の 金曜に 至る までの 礼拝 は、 大罪 を 犯して ない 限り、 その 
間に 行った もろもろの 罪の 償いと なること だろう」 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「一日 五 度の 礼拝と 金曜日 毎の 礼拝 は、 その 間に 犯した 罪 を 償う ことだろう」 

アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「 曰 に 五 度の 礼拝、 金曜 礼拝から 次の 金曜 礼拝、 また、 ラマ ダーン 月 から、 次の ラマ ダー 
ン 月までに 行われる 礼拝 は、 それが 大罪 （注） でない 限り、 この間に 犯した もろもろの 罪 行 
の 1 賞い となる だろう」 

(注) 殺人、 強盗、 窃盗、 姦通、 中傷、 飲酒な どの 犯罪、 いわゆる、 フドゥ 一ド （固定） 罪 を 意 
味す る 



ウド ウーの 効用に 関して 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル はこう 伝えて いる 

私たち はらく だの 世話 を まかせられ ていた。 

私の 番に 当り、 私が らくだの 放牧から 夕方 帰って来た 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 立った まま 
人々 に 説教して おられた。 

その 時 私 は 「ゥ ドウ一 をき ま リ通リ 行し、、 その後、 立ち上って、 ニラカ 一卜の 礼拝 を 真筆に 
心 を こめて 行う ムス リムに 対し 天国 は 約束され るだろう」 というみ 使いの 言葉 を 聞いた。 

「なんと 素晴らしい ことだろう ！ 」 と 私が 思わず 口走る と、 私の 前にいた 人 は 「先に 話され 
た 言葉 はこれ よりもつ と 素晴らしかった」 といった。 
私が ふと 見る と、 その 人物 はなん と ウマルだった。 

そして 続けて 「私 は、 あなたが この 少し 前に 放牧から 帰って来 たの を 知っている」 と 彼 はい 
し、、 み使いが 先に 説教され た 言葉 を 私に 次のように 語って くれた。 
「あなた 方の うちだれ でも ゥ ドウ一 をき ちんと 終えてから 『アツ ラーの 他に 神 はなぐ ム ハン 
マドは アツ ラーの しもべで あり、 み使いで ある』 と 証言す る 者に 対して 天国の 八つの 門 は 
開かれ、 どれでも 好きな 門から そこに 入る ことができる だろう」 



ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

「まことに アツ ラーの み使い は、 こうい われた」 
以下の ハディ一 スは 前記と 同 内容で ある。 

ただし 「ゥ ドウ一 を 行って から 『私 は 唯 一なる アツ ラーの 他に 神 はなぐ アツ ラーに 比肩す ベ 
きもの もない こと を 証言 致します。 

私 はまた、 ムハンマドが アツ ラ一 の しもべで あり、 使徒で ある こと を 証言 致します』 という 者 
に対して」 と 記され、 表現 上に 多少の 差が みられる。 



預言者の ゥ ドウ一 に関して 

アツ ラ一 のみ 使いの 教 友の一 人、 アブ ドッラ 一'ビン' サイド' ビン 'アーシ ム 'アンサ一 リ 一は 伝えて 

いる 

「私 は 人々 にこう 頼まれた 『私たちに み使いが 行った 通りの ゥ ドウ一 の 仕方 を 示して 下さ 
し、』」 

それで 彼 は 水の 入った 容器 を 持って来させ、 水 を 注いで 両手 を 三度 洗って 後、 口 を ゆす 

ぎ、一 方の 手の平で 軽く 押さえながら 鼻 を ふん ふん させて すすいだ。 

これら は 三度ず つ 行われた。 彼 は 更に 水で 手 を 濡らし、 両腕 を それぞれ 肘まで 二度ず つ 

洗った。 

その あと 更に また、 水で 手 を 濡らし、 頭部 を 前から 後に 両手で 拭った。 

この あと、 彼 は 両脚 を くるぶしまで 洗った。 

そして 「このように み使い はゥ ドウ一 をな さった のです」 と 語った。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アム ルゼン 'ヤヒヤ一 によっても 伝えられる 力、 それに は 「両 くる 
ぶし」 という 言葉 はない。 

マ一 リク 'ビン' アナ スは、 アム ルゼン 'ヤヒヤ一 から 聞いて 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて い 

る。 

ただし、 表現 上に 多少の 差が みられる。 

たとえば 彼 は 「口 を ゆすぎ、 水 を 鼻孔に 入れて 三度す すぐ」 と は 述べて いる 力 《 「一方の 手の平で」 
とはいつ てない。 

また、 次の 言葉 「彼 は 両手で 顔の 前部から 首筋まで 拭った 後、 また そこから 前部まで 拭い 戻した。 
その後、 彼 は 両足 を 洗った ので ある」 が 追加され ている。 

バフズ は、 ゥハ イブが アム ル 'ビン' ヤヒヤ一 から 聞いた 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いる 
力、 それに は 次の 表現が みられる 



「彼 は 口 を ゆすぎ、 その後 三回 手の平で 水 を 掬って 鼻孔に 吸い込み、 鼻 をす すいだ。 
それから 手で 頭の 前部から 後部に かけて一 回 拭った」 
これに 関連し バフズ は 「この ハディ一 スを 私に 語った の はゥハ イブで あるが、 彼 は 『アム 
ルゼン 'ヤヒヤ一 が 二度 もこう 話して くれた』 と 述べて いた」 と 語って いる。 

アブ ドッラ 一'ビン' ザ イド' ビン 'アーシ ム' マージ 二一 はこう 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いが ゥ ドウ一 をな さるの を 見た。 

その 折、 み使い は 口 を ゆすぎ、 鼻孔 を 清め、 その あと、 三度 顔 をお 洗いに なった。 

それから 右手 を 三度、 左手 を 三度 洗われた。 

そして 後、 汲み かえた 新しい 水 を 使って 頭 を なでつけ、 その後 両足 をき れいになる までお 
洗いに なった。 



鼻孔の 清め 及び トイレ 後の 始末に 関して 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「用便 後、 小石で ふきとる 時には、 一つず つ 取って 使うよう にしなさい。 

また、 ゥ ドウ一 を 行う 時には、 鼻孔に 水 を 吸い込んで、 それ を 吹き出す ようにしなさい」 

ハン マ一 ム' ビン 'ム ナツ ビフ はこう 伝えて いる 

「アブ一' フライ ラは、 アツ ラ一 のみ 使い、 ムハンマド 様の ハディ一 スの 多く を 私たちに 語つ 
たが、 これ も その一 つです。 

み使い は 『あなた 方が ゥ ドウ一 を 行う 時には、 鼻孔に 水 を 吸い込ん でから それ を 吹き出す 
ようにしなさい』 といわれた」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「ゥ ドウ一 をす る 者 は、 鼻 をき れいに すすぎなさい。 
用便 後の 始末に 小石 を 用いる 者 は、 それ を一 つず つ 取って 使いなさい」 

アブ一' フライ ラ 及び アブ一サイ一 ド 'フ ドリー は、 前記と 同 内容の アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 伝 

えてい る。 

アブー 'フライ ラ によると、 預言者 はこうい われた 

「あなた 方 は、 眠りから覚めた 時、 ゥ ドウ一 を 行し、、 鼻 を 三回す すがねば なりません。 
なぜならば、 悪魔 は 夜 を 鼻孔の 中で 過ごす からです」 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「用便 後、 小石 を 用いる 者 は、 それ を一 つず つ 使って 何度も 拭きなさい」 



両足の 洗浄に ついて 



シャツ ダード' ビン 'ハードの 元 奴隸、 サ一 リム はこう 伝えて いる 

私 は 預言者の 妻ァ一 イシ ャの処 に、 サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カースが 死んだ その 日に 行 

つた。 

アブ ドル' ラフ マ 一ン' ビン' アブ一 'バ クル もまた そこに 来て、 彼女の 処でゥ ドウ一 を 行った。 
この 折、 彼女 は 「アブ ドル' ラフ マーンよ、 ゥ ドウ一 を 丁寧に 行いなさい。 

アツ ラーの み使い は 『業火に 焼かれる 両踵は 災いなる かな ！ 』 といって おられ ましたよ 
(注)」 と 語った。 

(注） ゥ ドウ一 の 際 両脚の 洗浄 は、 とも すれば、 なおざり にされ がち 故こう いわれた ので あ 
る 

シャツ ダードの 元 奴隸、 アブ ドッラ 一は、 ァ一 イシ ャの処 に 来て 彼女から 聞いた 前記と 同 内容の 預 
言 者の ハディ一 スを 伝えて いる。 

マフ リ一 の 元 奴隸、 サ一 リム はこう 伝えて いる 

「私と アブ ドル' ラフ マ一 ン ■ ビン ■ アブ一 ■ i く クル は、 サ アド ゼン ■ アブ一 'ヮッ 力一 スの 葬式 

に 加わる ため やって来、 ァ一 イシ ャの 住居の 門の 傍ら を 通った。 

その 時 彼 はァ一 イシ ャが 語った 前記と 同 内容の 預言者の 言葉 を 語って くれた」 

シャツ ダ一 ドゼン 'ハ 一ドの 元 奴 隸サ一 リム は 「私 はァ一 イシ ャの処 にいた」 と 語って 後、 前記と 同 

内容の ハディ一 スを 伝えた。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

私たち は アツ ラーの み使いと一 緒に マッカから マディ一 ナに 帰った。 

その 途中、 水 場に 近づいた 時、 或る人々 は 先 を 急ぎ、 アスル （日没前） の 礼拝 時刻で も あ 

リ、 あわただしく ウド ゥ一 を 行った。 

私たちが 彼らの 処に 着いた 時、 すでに 乾きき つた 彼らの 足に は 水気が 全く みられな 力、 つた。 
それ を 見て、 み使い は 「業火に 焼かれる 両踵は 災いなる かな ！ 」 といわれ 「ゥ ドウ一 をき ち 
んと 行いなさい ！ 」 と 注意な さった。 

シ ユウ バも 前記と 同 内容の ハディ一 スを 伝えて いるが、 それに は 「ウド ゥ一 をき ちんと 行え ！ 」 とし ゝ 
う 表現 は みられない。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル はこう 伝えて いる 



預言者 は、 旅 中、 遅れて 私たちより ずっと 後 を 来られた。 

そのため 私たち は、 後方に 戻って 彼と一 緒に なった。 

丁度、 アスル （日没前） の 礼拝の 時刻と なった ので、 私たち は 両足の ゥ ドウ一 を 簡単に こ 

する だけで 済まそう とした。 

この 時、 み使い は 「災い は両 踵より 来る。 業火の 元で ある ぞ ！ 」 といわれた。 



アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

預言者 は、 踵 を 洗わない 男 を 見て 「両踵 は 業火の もと 故、 気をつけよ」 といわれた。 



アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

彼 は 人々 が 水つ ぼ を 使って ゥ ドウ一 をして いるの を 見た 時 「ウド ゥ一 をき ちんと やりなさい。 
私 は アブ一' 力一 シム （ムハンマドの 呼び名） が 『膝の 腱 は、 業火に 焼かれる 元になる』 と 
いわれた の を 聞いた ことがある」 と 告げた。 



アブ一' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「業火の 元た る 両踵は 災いなる かな ！ 」 



ゥ ドウ一 を 規則 通りに 行う ことにつ いて 

ジャー ビルに よると、 ウマル 'ビン' ハッタ一 ブ はこう 語った 

或る人 はゥ ドウ一 を 行った が、 足の 爪の 部分 を 洗わな 力、 つた。 

預言者 は それ を 見て 「戻って、 ゥ ドウ一 をき ちんと やり直しなさい」 といわれた。 

その 人 は 一旦 家に 戻り、 ゥ ドウ一 を やり直してから 礼拝 を 行った。 



ウド ウーの 水が 罪 を 洗浄す る ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「ムス リムで あれ、 信者で あれ、 しもべが ゥ ドウ一 の 規則に 従って 顔 を 洗う 時、 彼が 日頃 気 
にして いる あらゆる 罪 は、 彼の 顔から 水と 共に、 もしくは、 水の 最後の一 滴と 共に 洗い流 
される。 

また 彼が 両手 を 洗う 時、 その 両手が 犯した あらゆる 罪 は、 水と 共に、 もしくは、 水の 最後 
の一 滴と 共に 洗い落とされる。 

更に また、 彼が 両足 を 洗う 時、 彼の 両足の 歩みが 犯した あらゆる 罪 は、 その 水と 共に、 も 

しく は、 水の 最後の一 滴と 共に 流し 去られる。 

その 結果と して、 彼 は 全く 罪 汚れの ない 人と なる ので ある」 

ウス マーン 'ビン ■ アツ ファーン によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「ゥ ドウ一を 完全に 行う 者の もろもろの 罪業 は、 鉢から、 はたまた、 爪の 下から さえ も、 流 
れ 落ちる ことだろう」 



ウド ウーで 額と 足首 を 洗う ことにつ いて 

ヌ アイ ム ■ ビン ■ アブ ド ッラ一 ■ ムジ ミル はこう 伝えて いる 
私 は アブ一 'フ ライラが ゥ ドウ一 を 行う の を 見た。 

彼 は顏を 丁寧に 洗って 後、 右手 を 腕の 部分まで 洗い、 次いで 左手 も 腕の 部分まで 洗った。 

そして 後、 頭 を 拭い、 次いで 右足 を 脛まで 洗い、 続いて 左足 も 脛まで 洗った。 

この 後 彼 は 「これが 私の 見た アツ ラーの み使いの ウド ウーの なさり 方でした」 といった。 

彼 はまた この 時、 み使いの 言葉 をこう 伝えた 

「あなた 方 は ウド ウーの 完全 さ 故に、 復活の 日 、顔 や 両足 首 を 輝かせる ことだろう。 

あなた 方のう ちで きる 者 は、 額 や 両足 首の 輝き を もっと 強く しなさい」 



ヌ アイ ム 'ビン' アブ ドッラ 一は、 伝えて いる 

私 は アブ一 'フ ライラが ゥ ドウ一 を 行う の を 見た。 

彼 は顏を 洗って から、 両手 を それぞれ 腕まで 洗い、 そして 後、 両足 を それぞれ 脛まで 洗つ 

た。 

その後 彼 は 次のように 語った 

「私 は、 アツ ラーの み使いが こうい われる の を 聞いた ことがある。 

『私の ゥンマ (信仰 共同体） の 者はゥ ドウ一 のしる し 故に、 顔、 両手、 両足 共々 きらきら 輝 

力、 しながら やって来る ことだろう。 

それ 故、 額の 輝き を もっと 強める ことので きる 者 はそう しなさい』」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私の 水槽 は (シ リャの 海岸 町) アイラと、 （イエメンの 海辺の 町) アデンとの 間の 距離より 
も 大きい。 

そして、 その 水 は 氷よりも 白ぐ 牛乳 入りの 蜂蜜よりも 甘い。 
また、 ここで 使う 容器 は 星の 数よりも 多い。 

私 は、 丁度 水 場の 所有者が 他人の らくだに 水 を 与える の を 禁ずる ように、 信仰な き 人が 
そこに 来る こと を 許さない であろう」 

人々 が 「み使い 様、 あなたに は その 日、 私たちが 誰で あるか、 わかります か」 と 問うた とこ 
ろ、 

彼 は 「はい 、わかります。 

あなたた ち は 他の 人に ない 明らかな しるし を 持って いるから です。 

それ は、 ウド ウーの 証跡で、 額、 両手、 両足 を きらきらと 輝かせながら 私の 処 にやって 来る 

力、 ら です」 とお 答えに なった。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「私が 支配した 人 々力、 私の 貯水 場に やって来 るだろう 力、 私 は、 信者 以外の 者た ち を、 
丁度、 或る人が 他人の らくだ を 自分の らくだから 追い立てて ひき 離す ように、 追い出す こと 
だろう」 

人々 は 「アツ ラ一 の 預言者 様、 その 時、 私たち を 識別で きます か」 とたず ねた。 
これに 対し 彼 は 「できます。 

あなたた ち は 他の 人々 に はない しるし を 持って いるから です。 

あなたた ち は、 ゥ ドウ一 を 行った 証拠と して、 額に 白い 流星 じる しゃ 両足に 白い 斑点 を 付 

けて、 私の 処 にやって 来る からです。 

ただし、 あなたた ちの 或る 集団 は、 私の 処に 来る こと を 阻まれ 到着す る ことができないで 

あろう。 

そのため 私 は 『主よ、 彼ら は 私の 教友 たちです』 といって 訴える 力、 これに 対して 天使が 主 



に 代わって 『あなた は、 これらの 人々 が あなたの 歿後、 何 をした か 知っています か』 （注） と 
し、 うこと だろう」 と 話された。 

(注) ムハンマド 歿後、 カリフ' アブ一 'バ クルの 時代に、 イスラ一 ムの 信仰から 離れて いつ 
た 部族の 者ら を 指す 

フザ ィファ によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「私の 貯水 場 は アイラと アデン 間の 広さより 大きい。 
私の 生命の 主に 誓って。 

私 は 信者 以外の 人々 を、 丁度、 見知らぬ らくだ を 水 場の 所有者が 追い出す ように、 そこ か 
ら 追い払う ことだろう」 

教友 たち は 「み使い 様、 その 場合 私たち を 識別で きます か」 と 問うた。 

み使い は 「はい。 あなたた ちはゥ ドウ一 のしる し を 顔、 両手、 両足に 白く 輝かせながら 私の 

処に 来る からです。 

あなたた ち 以外に だれも このし るし を 持つ 者 はない からです」 とお 答えに なった。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 墓地に 来て こうお 唱えに なった 

「あなた 方に 平安が あります ように ！ 
信者の 館の 方々 よ。 

私たち も、 アツ ラーの 御 心に よって、 あなた 方の 処に 参る でありましょう ！ 
私 は、 まことに、 私の 同胞の 方々 とお 会いした く 願って います」 

このお 言葉 を 聞いた 人々 は 「み使い 様、 私たち は あなたの 同胞ではありません か」 といつ 

た。 

彼 はこれ に 対し 「あなたた ち は、 私の 友人です。 

私たちの 同胞と は、 まだ この 世に 生まれて ない 人た ちの ことです」 と 答えた。 

これ を 聞いて 人々 は 「み使い 様、 まだ 生まれて もない あなたの ゥン マの 人々 を、 どうやつ 

て 識別な さるので すか」 と 質問した。 

み使い はこうい われた 

「或る人が、 全身 真黒の 馬 群の 中に 額と 両足のと ころに 白い 星型の 斑点 を 持った 何 頭 か 

の 馬 を 所有して いる 場合 を 想像して みなさい。 

その 人に は、 自分の 馬た ち を 識別で きないで しょうか」 

これに 対し 人々 は 「確かにで きます」 と 答えた。 

み使い は 続けて こう 話された 

「彼ら はゥ ドウ一 を 行った ため、 顔、 両手、 両足 を 白く 輝かせながら やって来る のです。 

私 は 彼らより 先に 私の 水 場に 到着して います 力、 丁度 迷ったら くだが 追い出される ように、 



或る人た ち は 私の 水 場から 追い出される でしよう。 

私が 大声で 『来なさい ！ 』 と 呼びかけよう とする 時 『彼ら は あなたの 歿後、 信仰 を 変えて し 
まった 者た ちです』 と 天使から 告げられ、 それで、 私 は 『行きなさい。 去りなさい』 というから 
です」 

アブ一' フライ ラは、 別の 伝承 者 経路で こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 墓地に 行きこう いわれた 

「信仰者の 館に いる 人々 よ、 あなた 方に 平安が ぁリ ますよう に ！ 

アツ ラーの 御意 志が あれば、 私たち も あなた 方の 処に 参る ことでしょう」 

以下 は 「或る人々 は 私の 水 場から 追い払われる だろう」 という 表現 を 除き、 前記 ハディ一 

スと同 内容で ある。 



状況が 困難な 場合に もゥ ドウ一 を 行う ことにつ いて 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「アツ ラーが、 どう すれば もろもろの 罪 を 消し 去り 来世での 地位 を 高くな さる かにつ いて、 私 
は あなたた ちに 話しませんでした か」 

人々 が これに 対し 「はい、 まだです。 み使い 様」 と 答える と、 彼 は 「たとえ 状況が 困難な 場 
合で も、 ゥ ドウ一 を 丁寧に 行う こと、 モスクに しばしば 足 を 運ぶ こと、 礼拝 後に は 次の 礼拝 
時 亥 lj を 心して 待つ こと、 これらが 留意すべき ことなの です」 といわれた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アラー' ビン' アブ ドル' ラフ マ一 ン によっても 伝えられる。 
なお、 伝承 者の 一人シ ユウ バ による ハディ一 スには 「留意すべき こと （リバ一 ト）」 という 言葉 はない 
力、 同じ 伝承 者の一 人 マ一 リクの ハディ一 スには 「これ は あなた 方に とって 留意すべき こと （リバ一 
ト） です」 という 表現が 二度 繰り返され ている。 



爪楊枝 (シ ワーク) の 使用に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「もし、 信者ら （ズ パイルに よると 『私の ゥン マ』） に 負担でないなら ば、 私 は 彼らに 礼拝の 
度 毎に 爪楊枝 を 使うよう 命じたい と 思う」 

ミク ダーム' ビン 'シュ ライフ は、 彼の 父が こう 語った と 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに 「預言者が 家に 帰って 最初に なさる こと は 何でした か」 とたず ねた。 
すると、 彼女 は 「預言者 は 先ず 爪 楊 杖 をお 使いに なった」 と 答えた。 

ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

預言者 は 家に 入る と、 先ず 第一 に 爪楊枝 をお 使いに なった。 

アブ一 ■ ムーサ一 はこう 伝えて いる 

私が 預言者の 処に 行った 時、 彼の 舌の 上に 爪楊枝の 端が 見えた。 

フザィ ファは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 深夜の 礼拝 (タ ハツ ジュド ） のた め 起きる 度に 、爪楊枝で 口中 を 掃除 
なさった。 

フザ ィファ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ただ、 これに は 「アツ ラ一 のみ 使い は、 夜 起き 出す 度に」 と は あるが、 「深夜の 礼拝 （タ ハツ ジュド ） 

のために」 という 言葉 はない。 

フザ ィファ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 夜 起きる 毎に、 いつも 爪 暢枝を 使って 口中 を 清潔に なさった。 

イブ ン-ァ ツバ一 スは、 こう 伝えて いる 

彼 は ある 夜、 預言者の 家に 泊った。 

アツ ラ一 の 預言者 は 深夜 礼拝の ため 起き、 外に 出て 空 を 眺め、 その後 聖典の 「ィ ムラ一 ン 
家 章」 の 中から 次の 聖句 をお 誦み になった。 

「本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中には、 思慮 ある 者への しるしが ある。 
または 立ち、 または 座り、 または 横たわって (不断に）、 アツ ラ一 を唱 念し 天と地の 創造に 
ついて 考える 者 は 言う。 

『主よ、 あなた は、 徒らに これ を 御 創り になった ので はない のです。 
あなたの 栄光 を讃 えます。 



火の 懲罰から 私たち を 救って 下さい』」 （クル ァ一ン 第 3 章 190-192 節） 

それから 彼 は 家の 中に 戻り、 爪楊枝 を 使って から ゥ ドウ一 をな さり、 その後 立ち上って 礼 

拝 を 行った。 

そして この あと 床に 就かれた。 

そうして 後、 しばらくして からまた 起き だし、 外に 出て 空 を 眺め、 先程の 聖句を 再びお 誦み 
になって から 家に 入った。 

そして、 爪楊枝 を 使って から ウド ゥ一 を 行い、 その後 立ち上って 礼拝 をな さった。 



使徒た ちの スンナ （フィ トラ） について 

アブ一' フライ ラは、 預言者から 聞いて こう 語って いる 

預言者ら の スンナ （フィ トラ （注）） は 次の 五つで ある （もしくは、 次の 五つが フィ トラに 近い 
行為で ある） 

それら は 割 札す る こと、 陰毛 を 剃る こと、 爪 を 切る こと、 腋毛 を 抜く こと、 口髭 を そろえる こ 
と である」 

(注) フィ トラと は 本来、 性癖、 気質、 傾向 を 意味す る 言葉で あるか、 宗教 的 感覚と 訳す 場 
合 も ある。 ここで は、 使徒ら の スンナ (慣行） と 同意義に 用いられ ている 

アブ一' フライ ラは、 アツ ラ一 のみ 使いから 聞いて こう 伝えて いる 

フィ トラに は 次の 五つが あり、 それら は、 割礼す る こと、 恥毛 を 剃る こと、 口髭 を 切り そろえ 
る こと、 爪 を 切る こと、 腋毛 を 抜く こと である。 

ァ ナス はこう 伝えて いる 

期日 をき めて 口髭 を 整え、 爪 を 切り、 腋毛 を 抜き、 恥毛 を 剃る よう 心掛け、 それら を 40 日 
以上 怠る ことのない ようにすべき である。 

イブ ン 'ウマルに よると、 預言者 はこうい われた 

「口髭 をき れいに 整え、 顎髭 を 蓄えなさい」 

イブ ン ■ ウマル は、 別 の 伝承 者 経路で こう 伝えて いる 

預言者 は 私たちに、 口髭 をき ちんと 切り そろえ、 顎髭 を 蓄える ようお 命じに なった。 

イブ ン. ウマルに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 
「多神教 徒らに 同調して はならない。 

彼らと 弁別す るた めに も 口髭 をき れいに 手入れし、 顎髭 を 伸ばしなさい」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「口髭 を 撃 乙、 顎髭 を 伸ばしなさい。 拝火教 徒 (マジ ユース） らに 同調して はならない ！ 」 

ァ一 イシ ャ によると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 

「次の 十 種 力り ィ トラ (預言者の ス ンナ） に 相当す る 行為で、 それら は 口髭 を 整える こと、 顎 
髭 を 伸ばす こと、 爪楊枝 を 使う こと、 水で 鼻孔 を 洗う こと、 爪 を 切る こと、 指の 関節 を 洗う こ 
と、 腋毛 を 抜く こと、 恥毛 を 剃る こと、 陰部 を 水で 清潔に する こと である」 



この ハディ一 スの 伝承 者の一 人 ムス アブ は 「私 は 十 番目 を 忘れた が、 多分、 口 を ゆすぐ こ 

とであろう」 と 述べて いる。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ムス アブ' ビン. シャイ バに まっても 伝えられる 力、 それに は 「『私 は 
十 番目 を 忘れた』 と 彼の 父が いった」 と 記されて いる。 



用便 後の 処理に ついて 



サル マーン はこう 伝えて いる 

彼 は (異教徒から） 「あなたた ちの 預言者 は、 排便 関係の ことまで 全て 教える のです か」 と 
質問され た。 

彼 はこれ に 対し 「その 通りです。 預言者 は 排便、 または、 排尿の 時キ ブラ (マッカの 方角） 
に 面する こと、 右手 を 使う こと、 三箇 以下の 小石 や 動物の 糞、 または 骨な ど を 使って 用便 
後の 処理す る ことな ど を 禁じて おります」 と 答えた。 



サル マーンに よると、 多神教 徒の一 人が 彼に こう 述べた 

「あなたた ちの 友人が、 排便 関係の ことまで 教えて いるの を 私 は 見ました」 
これに 対し、 サル マーン は 「その 通りです。 

彼 は 実際、 用便の 折、 私たちが 右手 を 使ったり、 キ ブラの 方角に 面したり する の を 禁じて 
います。 

彼 はまた、 動物の 糞 や 骨な ど を 使う こと も 禁じ、 更に 三箇 以下の 小石 を 使って 簡単に 処理 
を 済ませない ようにと も 教えて います」 といった。 



ジャ一 ビル はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 骨 やらく だの 糞な ど を 排泄 後の 拭き取りに 使う こと を 禁じられた。 



アブ一' アイ ュ一ブ によると、 預言者 はこうい われた 

「野原に 出て 用 を 足す 時、 顔 や 背をキ ブラの 方角に むけぬ よう、 東 か 西に むける ようにし 
なさい」 

アブ一' アイ ュ一ブ はこれ に 関連し 「私たちが シリャ に 行った 時、 以前から あった 便所 はキ 
ブラの 方角に 面して いました。 

それで 私たち は、 それら を 見ない ようにしながら、 アツ ラーへの 祈り を ささげた のです」 と述 

ベた。 

預言者 はこれ に 対し 「それでよ ろしい」 といわれた。 



アブー' フライ ラ によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなたた ちが 用便す る 時には 、顔 や 背が キ ブラの 方角に 面しない ように 注意しなさい」 



ヮ一 シゥ 'ビン' ハツ バーン はこう 伝えて いる 

私が モスクで 礼拝 を 行って いた 時、 アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 背中 をキ ブラの 方角に む 

けて 座って いた。 

私 は 礼拝 を 終えた 後、 混雑して いたが 彼の 近くに 構から 割り込んで いった。 



アブ ドッラ 一はこの 時 「人々 は 用便 中、 顏をキ ブラ や バイ トル 'マク デス (エルサレム） の 方 
角に むけて はならない と 話して いるが、 私 は 或る 家の 屋上に 登った 時、 アツ ラーの み使い 
が バイ トル 'マク デスの 方角に 顔 をむ け、 二 枚の 煉瓦の 上に しゃがんで 用 を 足して おられ 
るの を 見掛けた ことがあります （注)」 と 話して いた。 

(注) 野原 や 砂漠な ど 広い 場所で は、 キ ブラ や バイ トル 'マク デスの 方角 を 配慮すべき であ 
るが、 建物 内 や 囲いの 中な ど 狭い 処 では その 必要がない こと を 示して いる 



アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は、 こう 伝えて いる 

私 は、 私の 姉妹 ハ フサの 家の 屋根に 登った 時、 アツ ラ一 のみ 使いが お 顏をシ リャ、 背中 
をキ ブラの 方角に むけながら、 用便して おられる の を 見掛けた。 



右手の 使用 を 禁ずる 場合に 関して 

アブ一' カタ一 ダの 父に よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

小用 を 足す 時 右手で 陰茎 をつ かんだり、 用便の 折、 右手 を 使って 処理した りして はなら な 

い。 

また 汚れる ため、 水 を 入れた 容器に 息 を 吹き かけて はならない。 

アブ一' カタ一 ダの 父に よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「トイレに 入った 時、 右手で 陰茎に 触れて はならない」 

アブ一' カタ一 ダ はこう 伝えて いる 

預言者 は 私たちに、 容器に 息 を 吹き かける こと、 お 手で 陰茎に さわる こと、 用便 後 右手で 
拭き取る こと を 禁じられた。 



ウド ウー を 右側から 始める ことにつ いて 

ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ゥ ドウ一 を 行う 時、 髪 を梳く 時、 また、 靴 を はく 時、 右側から 始める の 
を 好まれた。 

ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 靴 を はく 時、 髪 を梳く 時、 また、 ゥ ドウ一 をな さる 時な ど 万事 を 右側 
力、 ら 始める の を 好まれた。 

道路 や 日 蔭での 用便 を 禁ずる ことにつ いて 

アブ一 'フ ライフに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「呪い を ひき 起す 二つの 事柄に 気をつけなさい」 

人々 が 「み使い 様、 呪い を ひき 起す と は どんな ことです か」 とたず ねる と、 彼 は 「人々 の 通 
る 路上、 または、 休息の ための 日蔭で 用便す る ことです」 とお 答えに なった。 



用便 後の 手洗いに 関して 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 囲いの 中に お入りに なると、 私たちの 中で 最 年少の 召使いが、 水つ 
ぼ を 持って 彼の あとに ついて 行き、 それ を 口一 トス 木 (シ ドラ （注）） の 傍らに 置いた。 
み使い は 用便 後 囲いから 出て、 その 水で 両手 をお 洗いに なった。 

(注） 口一 トス 木 （シ ドラ） は、 なつめの 木の一 種 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い 力 《 トイレに 入られた 時には、 私と 召使いが、 水の 入った 皮 袋と 先のと が 
つた 杖 を 運んだ。 

み使い は その 水で 両手 をお 洗いに なった。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 いつも 人の 目に 触れない 遠くへ 行き、 用便な さった。 
その 時には 私が 水 を 運び、 み使い は それで 両手 をお 洗いに なった。 



靴下の 上 を 拭く ことにつ いて 

ハン マ一 ム はこう 伝えて いる 

ジャリ 一ルは 小 尿 をして から ゥ ドウ一 を 行し、、 その後 両 靴下 を 拭いた 

「あなた は そのような こと をす るの か」 といわれた 時、 彼 は 「はい、 アツ ラーの み使いが 放 

尿 後、 ゥ ドウ一 をな さり、 それから 両 靴下の 上 をお 拭きになる の を 私 は 見た からです」 と 答 

えた。 

これに 関連し ァ アマ シュ は、 次のように 述べて いる 

「イブ ラヒ一 ムは、 この ハディ一 スが 人々 を 驚かせた と 語って いるが、 なぜならば ジ ャリ一 

ルが イスラ一 ムに 改宗した の は、 クル ァ一ン の 『アル' マ一 イダ (食卓） 章、 第 6 節』 が 啓示 
された 後で あるから だった （注) 」 

(注) クル ァ一ン 『アル' マ一 イダ (食卓) 章、 第 6 節』 に は、 ウド ゥ一 に 際し 「両足 を くるぶし 
まで 洗え」 との 啓示が 記されて いる。 

なお、 神意の 具現 者 使徒 ムハンマドが、 靴下の 上 を 拭く だけで 両足の ゥ ドウ一 を 済ませた 
という 事実 は、 この 方法 も 許される こと を 示す ものである。 

スン 二一 系 各 学派で は、 この ハディ一 スに 基づき 靴下の 条件に ついて、 皮 製靴 下の 場合 



(イマ一 ム 'マ一 リク）、 靴 を はいている 場合 （イマ一 ム' シャ一 フィ一 ）、 また、 厚手の 靴下 
の 場合 （イマーム ■ アブ一 ■ ユースフ 及び イマーム ■ ムノ ヽン マド） のみ 可能で あると いう 見解 
を それぞれ 述べて いる 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 伝えられる。 

なお、 伝承 者 イーサ一 及び スフ ヤーンに よる 記録に は 「この ハディ一 スは、 アブ ドッラ 一の 友人た 

ち を 驚かせた。 

なぜなら ジャ リール は、 アル' マ一 イダ 章の 啓示 後、 イス ラームに 改宗した からで ある」 という 言葉 

がみら れる。 

フザ ィファ はこう 伝えて いる 

「私 は 預言者と 共に、 或る 部族の トイレ 場 （汚物 棄て 場） に 行った。 
その 折、 預言者 は 立った まま 小便 をな さった。 

私 は その 傍らにいた が 預言者が 「もっと 側に 来る ように」 といわれ たの 近づいて 彼の 真 後 

ろに 立つ 7 二。 

その後、 預言者 はゥ ドウ一 をな さり、 靴下の 上 を 手で お拭いに なった (注）。 

(注) 預言者 ムハンマド は、 座った まま 放尿す るの が 常だった といわれる。 

この場合 は 汚物 場に 適当な 場所がなかった ため、 立った ままで 放尿した ものと 思われる。 

—説で は、 背中の痛みの ため 座る ことかで きな 力、 つたと もい われる。 

フザィ ファに 近くへ 寄る よう 命じた の は、 用便 中の 姿 を 他人の 目から 隠す ためであろう 

アブ一 ■ ヮ 一ィル はこう 伝えて いる 

アブ 一ムーサ一 は、 （長 首 状の） つぼの 中に 注意 深く 排尿す る 習慣だった。 

そして 彼 は 常々 「イスラエル 人 はだれ でも 陰茎の 皮膚 を 小 尿で 汚す ような ことがあれば、 

その 部分 を 鋏で 切 リ 取った」 と 語って いた。 

この 話 を 聞いた フザィ ファは 「私 は あなた 方の 教友 （ムハンマド) がその ような 厳しさ を 強 
制な さらない こと を 願って います。 

(ともあれ) 私が アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に 壁の 後方に ある 汚物 棄て 場に 行った 時、 彼 は 
あなた 方と 同じように 立った まま 放尿なさい ました。 

私 は 彼から 離れようと したが、 合図され たので 彼の 処に 行き、 すぐ 後ろに 彼の 放尿が 終る 
まで 立って いました」 と 語った。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バの 息子 は、 こう 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使いが 用便の ため 外に 出られた ので、 ムギ一 ラは 水入りの つぼ を 持って 付 
いて 行き、 み使いが 戻られた 時 水 を 両手に 注ぎ かけた。 
み使い は、 その 折、 ゥ ドウ一 をな さリ、 靴下の 上 をお 拭いに なった。 

ヤヒヤ一' ビン' サイ一 ドは、 前記と 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 
それに は 「彼 は 顔と 両手 を 洗って 後、 頭部 を 拭し、、 それから 両 靴下 をお 拭きに なった」 という 言葉 
が 追加され ている。 

ムギ一 ラゼン 'シ ユウ バは 伝えて いる 

或る 夜、 私 は アツ ラ一 のみ 使いと一 緒だった。 

み使いが 馬から 下り、 用便 を 済ませて 戻って 来られた 時、 私 は 持って いたつ ぼから 水 を 
注いで あげた。 

み使い は その 水で ゥ ドウ一 を 行い、 その後、 両 靴下 を 拭って お清めに なった。 

ムギ一 ラゼン 'シ ユウ バは 伝えて いる 

私が 旅行に お供した 折、 預言者 はこうい われた 
「ムギ 一ラ よ、 この 水つ ぼ を 持ちなさい」 
それで 私 は そのつ ぼ を 持ち、 後 を 付いて行った。 

私 は 途中で 立ち止ま つたが、 アツ ラ一 のみ 使い は 見えなくなる ほど 先に 行かれ、 用便 を 済 
ましてから 戻って 来られた。 

当時、 み使い は 両袖の きつい シリャ 風の 上衣 を 着て おられた が 袖口が 狭いた め 両腕 を 
出す ことができず、 結局 上衣 を 脱いで 両手 を 自由にな さった。 
私 は その 両手に 水 を 注いだ が、 み使い はこの 時 礼拝の ための ゥ ドウ一 をな さり、 次いで 両 
靴下の 上 を 拭いてから 礼拝 をお 始めにな つた。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 用便の ため 外に 出て 行かれた。 

彼が お戻りに なった 時、 私 は 水つ ぼ を 持って行き 彼の 両手に 水 を 注いで あげた。 

彼 は顏を 洗って 後、 両腕 も 洗おうと された 力、 両袖 力 《 きっかつ たため 上衣 を 脱いで 両腕 を 

出された。 

そして 両手 を 洗い、 頭部 を なでつけ、 両 靴下 をお 拭きに なって 後、 礼拝 をな さった。 

ウル ヮ 'ビン' ムギ一 ラは、 彼の 父の 言葉 をこう 伝えて いる 
私 は 或る 晚、 預言者と 一緒に 旅 をして いた。 
この 折、 彼 は 私に 「水 を 持って いるか」 といわれた。 
私が 「はい」 と 答える と 彼 は 馬から 下り、 夜の 闇に お 姿が 見えなくなる ほど 遠くまで 行かれ 



た。 

しばらく してから 戻って 来られた ので 私 はつ ぼの 水 を 注いで あげた 力、 彼 は それで 両手と 
顔 をお 洗いに なった。 

この 折、 彼 は 羊毛 製の 上衣 を 着て おられた が、 袖口 力 《 きつく 両腕 を 出す ことができ なかつ 

た。 

結局、 上衣 を 脱いで お出しに なつてから、 その 両腕 を 洗い 頭部 をお 拭いに なった。 

その あと は、 靴下 を 脱ぐ ため かがまれ たが 「このまま にしよう。 

私が 靴下 を はいた 時 両足 共き れいだった」 といわれ、 靴下の 上 をお 拭いに なった だけ だつ 

た。 

ウル ヮゼン 'ムギ 一ラ は、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

私の 父 ムギ一 ラは 預言者が ウド ゥ一 をな さるの を 手伝った 力、 預言者 はこの ゥ ドウ一 の 折、 

両 靴下の 上 をお 拭いになる だけだった。 

それで ムギ一 ラは 両足の 洗浄に ついて たずねて みた。 

預言者 はこの 時 「私 は、 両足 を 洗って から、 靴下 を はいたの です」 とお 答えに なった。 



額と ターバン を 拭う ことにつ いて 

ウル ヮゼン 'ムギ 一ラ 'ビン 'シ ユウ バは、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い 力、 旅行 中 遅れて 進まれた ので、 私 も それに 従い 遅れた。 

み使いが 用便 を 済まされて 後 「水 は あるか」 といわれ たので、 私 は 水つ ぼ を 持って行った。 

み使い は それで 両手の 平と 額 をお 洗いに なった。 

しかし 袖の 部分が きつく 両腕 を 出す ことができなかった ため、 その上 衣の 下から 手 を 出し 

て （すなわち、 上衣 を 脱いで) 両 肩に それ をお 掛けに なり、 両腕 を 洗い、 それから 額と タ一 

バンと、 両 靴下 をお 拭きに なった。 

そして 後、 乗馬され たので 私 も 乗馬し、 仲間の 処に 追い付いた。 

私たちが 着いた 時、 彼ら は アブ ドル' ラフ マーン ゼン' ァゥフ を 導師と してす でに 礼拝 を始 

め 、一ラ カート を 終えて いた。 

アブ ドル' ラフ マ一 ンは、 預言者が 到着され たの を 知る と 後列に 下がろう とした 力、 預言者 
は そのまま 導師 をつ づける よう 合図 をされ 、彼らと一 緒に 礼拝 をな さった。 

アブ ドル' ラフ マ一 ンが 「アツ サラ一 ム 'ァ ライ クム ！ （あなた 方に 平安 を ！ ）」 と 挨拶の こと 



ば を 唱えた 時、 預言者 は 立ち上り 私 も それに 従った。 

そして 私たち 力、 到着す る 前に 終って いた ラカ一 ト 分の 礼拝 を 完了した。 



イブ ン' ムギ一 ラは、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は、 両 靴下、 額、 ターバンの 上 をお 拭いに なった。 
イブ ン' ムギ一 ラの 語った 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ てい 

る。 

バ クル' ビン' アブ ドッラ 一は、 イブ ン' ムギ一 ラ から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は、 ゥ ドウ一 をな さった 折、 額 を 拭われ、 その後 タ一 バンと 両 靴下の 上 をお 拭きに 

なった。 

ビラール はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 両 靴下と タ一 バンの 上 をお 拭きに なった。 

なお、 これに 関連し、 イーサ一 ゼン 'ュ 一ヌス の 伝える ハディ一 スには 「ビラールが 私に こ 

ういった」 と 記されて いる。 

この ハディ一 ス はまた、 ァ アマ シュ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ、 それに は 「私 
は アツ ラ一 のみ 使いが こうな さるの を 見た」 という 言葉が 付され ている。 



靴の 上からの ウド ウーの 有効期限 について 

シュ ライフ 'ビン ■ / ヽ一 二一 はこう 伝えて いる 

私 は 靴の 上からの 清めに ついて 質問す るた めァ一 イシ ャの処 に 行った 力、 彼女 は 「アブ 
—-タ —リブの 息子 ァリ— の 処に行 <が よい。 

彼 はいつ も アツ ラ一 のみ 使いと 共に 旅行して いたから」 といった。 
それで 私たち は ァリ一 に 質問した。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使い は、 （靴の 上からの ゥ ドウ一 の 有効期限 は） 旅行者に は 三日三晩、 
居住者に は一 曰 一晩で あると 規定され た」 と 語って くれた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ゥ バイ ドッラ 一'ビン' アム ル 及び サイド' ビン' アブ一 'ゥナ 
ィサら によっても 伝えられ ている。 

シュ ライフ 'ビン ■ / ヽ一 二一 はこう 伝えて いる 



私 はァ一 イシ ャに靴 を はいた ままの 清めに ついて たずねた。 

彼女 は 「この 件 は、 私よ リア リ一 力なく 知っている 故、 彼の 処に 行く ように」 といった。 

それで 私 は、 ァリ一 の処に 行った。 彼 は 預言者の 述べた 前記と 同 内容の 話 を 語って くれ 

た。 



ただ 一回の ウド ウーで 五 回の 礼拝 を 行う ことに 関して 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は マッカ 征服の 曰、 ただ 一回ゥ ドウ一 をな さり、 しかも 両 靴下の 上から 足 を 清めら 
れ ただけ で 五 回の 礼拝 を 済まされた。 

ウマル はこれ を 見て 「あなた は 今日、 以前に はなさらなかった 事 を 初めてお やりに なり まし 
た」 といった。 

預言者 はこれ に 対し 「ウマルよ、 私 は 故意に そう やった のです」 と 答えられた。 



水 容器の 中 に 手 を 入れない ことにつ いて 



アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「あなた 方 は 眠りから覚めた 時、 三度 洗わない 限り、 水 容器の 中に 手 を 入れて はなり ませ 

ん。 

なぜなら、 夜の 間に 手が 何に 触れた かわからない からです」 

アブ一' フライ ラ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一 -サ ラマ 及び イブ ン 'ム サイ ャブ は、 アブ一 'フ ライラから 聞いて 前記と 同 内容の ハディ一 ス 
を それぞれ 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「あなたた ち は 眠りから覚めた 時、 両手 を 容器に 入れる 前に 三回 洗わねば なりません。 
誰でも 夜の 間に 手が 何に 触れた かわからない からです」 

アブ一 'フ ライラに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別に も 数多くの 伝承 者 経路で 伝えられ てい 

る。 

いずれも 「手 を 洗う ことにつ いての 話で あるが、 その 回数 を 「三度」 と 特別 明示して ない もの も あ 

る。 



犬の 舐めずり について 



アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「もしも 犬が 誰かの 食器 具 を 舐めた 場合、 中味 を棄 て、 その 容器 を 七 度 も 繰り返し 洗わね 
ばなら ない」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられる 力、 それに は 
「中味 を棄 てよ」 と は 記されて いない。 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い は 「もしも 犬が あなた 方の 食器から 水 を 飲んだ 時には、 
その 食器 を 七 回 も 繰り返し 洗いなさい」 

アブ一 'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなた 方 誰かの 容器 を 犬が 舐めた 場合に は、 最初、 砂 を 用いて 清め、 七 回 洗いなさい」 

ハン マ一 ム' ビン 'ム ナツ ビフ は、 アブ一 'フ ライラから 聞いた アツ ラーの み使い、 ムハンマド 様の ハ 
ディースの一 つ を 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 「犬に 舐められた あなた 方の 食器 は、 七 度 繰り返して 洗 

浄 されねば ならない」 

イブ ン'ム ガッフ アル はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い 力、 或る 種の 犬 を 殺す こと をお 命じに なった 時 「あれら、 つまり、 他の 種 

類の 犬に ついては どうか」 といわれた。 

そして、 結局、 狩 獵犬ゃ 番犬 は 飼う こと をお 許しに なった。 

み使い はこの 折、 「犬が 食器 類 を 舐めた 場合、 七 回 水洗い をし、 砂で 八 回 こすりなさい」 と 

いわれた。 

これと 同 内容の、 ハディ一 スはハ 一リド 'ヤヒヤ 一'ビン' サイ一 ド 及び シ ユウ バら によって 
も、 それぞれ 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

なお、 ヤヒヤ一 の ハディ一 スには 「家畜の 番犬、 狩獵 犬、 農場の 番犬に ついては 飼う こと 
をお 認めに なった」 と 記されて いるが、 農場の 番犬に 言及して いるの は、 ヤヒヤ一 の 伝え 
る この ハディ一 スのみ である。 



淀みでの 放尿 を 禁ずる ことにつ いて 



ジャ ビール はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 流れの ない 水 場に 放尿す る こと を 禁じられた。 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「あなた 方 は 淀み 水に 小便して はならない。 また、 そこで 洗い物 をして はならない」 

ハン マ一 ムゼン 'ム ナツ ビフ は、 アツ ラ一 のみ 使し、、 ムハンマド 様より 聞いて アブ一 'フ ライラが 語 
つた ハディ一 スの 一つ をこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「あなた 方 は、 流れの ない 淀み 水に むかって 排尿して はならない。 
また、 その 中で 洗い物 をして はならない」 



みでの 放尿 を 禁ずる ことにつ いて 

ジャ ビール はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 流れの ない 水 場に 放尿す る こと を 禁じられた。 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「あなた 方 は 淀み 水に 小便して はならない。 また、 そこで 洗い物 をして はならない」 

ハン マ一 ムゼン 'ム ナツ ビフ は、 アツ ラ一 のみ 使し、、 ムハンマド 様より 聞いて アブ一 'フ ライラが 語 
つた ハディ一 スの 一つ をこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はい われた 

「あなた 方 は、 流れの ない 淀み 水に むかって 排尿して はならない。 
また、 その 中で 洗い物 をして はならない」 



モスク 内での 排尿 跡 を 清める ことにつ いて 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

或る ベドウィンが モスク 内で 放尿 をした。 

人々 が 立って 彼 を 叱責しょう とした 時、 アツ ラーの み使い は 「ほって おきなさい。 
止めて はいけ ない」 といわれた。 

そして、 この 男が 放尿 を 終えた 時、 水入り 容器 を 運ばせ、 その 跡 を 洗い流させた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は、 こう 伝えて いる 

砂漠の 民 ベドウィンの 一人が、 モスクの 片隅に 立って 放尿 を 始めた。 

人々 は 「止めよ ！ 」 と 口々 に 叫んだ 力 《、アツ ラーの み使い は 「ほって おきなさい」 といわれ、 
彼が 放尿 を 終えた 時、 水入り 容器 を 運んで 来る ようお 命じに なり、 その 場所 を 洗い流させ 

た。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は、 別の 伝承 者 経路で こう 伝えて いる。 

私たちが アツ ラーの み使いと一 緒に モスクに いた 時、 一人の ベドウィンが 来て、 立った ま 
ま モスクの 片隅で 小便 を 始めた。 

み使いの 教 友ら は 初め 「止めよ ！ 止めよ ！ 」 と 口々 に 叫んだ が、 み使いが 「止めて はい 
けない。 そっとして おきなさい」 といわれ たので そのまま にして おいた。 
放尿 を 終えた 時、 み使い は その 男 をお 呼びに なりこう いわれた 

「これらの モスク は、 放尿 や 排泄の 場所で はない。 ただ、 アツ ラ一 を 念じ、 礼拝 を 行い、 ク 
ルアー ンを 朗唱す るた めの 場所な のです」 （他に もみ 使い はこれ と 類似の こと をい われ 

た） 

ともあれ、 この 後、 み使い は そこにいた 人々 の 中の一 人に 水入りの 容器 を 運ばせ、 小便 
跡 を 洗い流す ようにお 命じに なった。 



乳児の 排尿に 関して 

預言者の 妻ァ一 イシ ャ はこう 語った 

「乳幼児ら が アツ ラ一 のみ 使いの 処に 連れて来られ たので、 み使い は 彼らの ため 神の 恩 
寵を 祈られ、 その後、 嚙んで 軟らかく したな つめの 実 を 彼らの 口に 含ませて おやりに なつ 
た。 この 折、 み使い は一 人の 乳児 をお 抱きに なった が、 その 児 はみ 使いの 上衣に 放尿し 
てし まった。 み使い はこの 時 水 を 持って来る ように 頼み、 小便 跡に その 水 を ふりかけ ただ 
けで、 特に 上衣 を 洗う こと はなさらなかった」 

ァ 一 > r シャ はこう 伝えて いる 

—人の 乳児が アツ ラ一 のみ 使いの 処に 連れて来られた 力、 彼 はみ 使いの 膝の 上に 放尿 
してし まった。 

み使い はこの 折 水 を 運ばせ、 小便 跡に それ をお かけになる だけだった。 
ヒシャ 一ムは 、前記と 同 内容の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 

ミフ サンの 娘 ゥンム '力 イス はこう 伝えて いる 

彼女 は アツ ラ一 のみ 使いの 処に まだ 乳 触れして いない 彼女の 児 を 連れて来、 み使いの 膝 
の 上に 座らせた。 

その 折、 この 児 は 放尿して しまった 力 にれ に 対し、 み使い は 膝の 上に 水 を 少しば かり かけ 

ただけ で、 それ 以上 はなに もな さらなかった。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズフリ 一によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられる 力、 それに は 「 ァ 
ッラ一 のみ 使い は 水 を 求められ、 膝の 上に ふりかけられた」 と 記されて いる。 
更に、 同 内容の ハディ一 スは、 ゥ バイ ドッラ 一'ビン' アブ ドッラ 一'ビン' ゥトバ 'ビン' マス ゥ一ド に 
よっても 次のように 伝えられ ている。 

ミフ サンの 娘、 ゥンム '力 イス は、 アツ ラ一 のみ 使いに 忠誠 を 誓った イスラ一 ム 初期の （マッカから 
の） 女性 移住者の 一人で あり、 ァ サド 'ビン 'フザ イマ 部族 貝の一 人、 ゥッ 力一 シャ 'ビン' ミフ サン 

の 姉妹であった。 

その 彼女が 語った ところに よると、 彼女 は、 まだ 食物が 嚙 める 年齢に も 達して いない 彼女の 息子 
を 連れて アツ ラ一 のみ 使いの 処に 行った 力、 その 折、 この 子供 は、 み使いの 膝の 上に 放尿して し 
まった。 

この 時、 み使い は 水 を 持って来 るよう お命じに なり、 尿 を かけられた 上衣の 上に その 水を少 々ふり 
かけた だけで、 丁寧に 洗い流す こと はなさら な 力、 つた。 



精液 を 洗い 落す ことにつ いて 

アル 力 マ 及び ァス ヮド は、 こう 伝えて いる 

ァ一 イシ ャの 家に 泊まった 或る 男が 朝に なって、 衣服 を 洗い 始めた。 

それ を 見て ァ一 イシ ャは 次のように いった 

「精液が 衣服に 付着して し、 る 場合 は、 その 個所 だけ を 洗い 落せば よいので す。 

また、 それが 付着して ない 場合 は、 汚した 個所の 回り だけに 水 を ふりかければ 十分です。 

私 は、 アツ ラ一 のみ 使いの 衣服に それ を 見付け、 ただこす リ 落した だけで したが、 み使い 

は その 衣服 を 着た まま 礼拝なさい ました」 

ァ スヮド 及び ハン マ一 ムは、 ァ 一"^ r シャの 言葉 をこう 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いの 衣服から、 精液の 付着 物 をい つも こすり 落しました。 
ァ一 イシ ャの 語った 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

ハン マ一 ムは、 前記と 同 内容の ハディ一 スをァ 一イシ ャ から 聞いて 伝えて いる。 

アム ル 'ビン' マイム一 ンは、 こう 伝えて いる 

私はス ライマ一 ンゼン 'ャサ 一ルに 、衣服に 付着した 精液 は 洗い 落されるべき か 否かに 
ついて たずねた。 

それに 対し、 彼 は 次のように 答えた 

「ァ一 イシ ャは 私に 『アツ ラーの み使い は 精液 を 洗い 落した 後、 その 衣服 を 着て 礼拝に 行 
かれた。 私 は その 洗った 跡 を 見ました』 と 語って くれた」 

アム ル 'ビン ■ マイム一 ン による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ てい 

る。 

なお、 伝承 者 イブ ン' ムバ一 ラク 及び アブ ドル 'ヮ一 ヒド による ハディ一 スには r ァ一 イシ ャは 『私 は 
アツ ラ一 のみ 使いの 衣服から いつも それ を 洗い 落した』 と 語って いた」 という 言葉が みられる。 

アブ ドッラ 一'ビン 'シ ハーブ' ハウラ一 二一 は、 こう 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャの 家に 泊った 力、 夢精 をし、 その 痕跡で 衣服の 上下 を 汚した。 
それで、 翌朝、 肌着 上着 共々 水に 付けた が、 これ を 女中が 見て ァ一 イシ ャに 告げた。 
そのため ァ一 イシ ャは 「どうして、 そのよう に 衣服 を 洗う のか」 と 使い を 寄越して 私に たず 

ねた。 

それで 私 は 「眠る 人が よく 見る 夢 を 私 も 見た のです」 と 答えた。 

すると 彼女 は 「何 か 衣服に 付着して います か」 といった。 

私が 「いいえ」 と 答える と、 彼女 は 「なに か 付着して いる 場合 は 洗い 落すべき です。 



私 は アツ ラーの み使いの 衣服に、 乾いた 精液の 跡 を 見付ける 度に 爪で 力、 き 落しました」 と 
語って くれた。 



生理に よる 汚れに ついて 

ヒ シャ一 ムゼン 'ウル ヮ によると、 アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥ はこう 伝えて いる 

或る 女性が 預言者の 処に 来て 「生理の 血痕 力、 私たちの 衣服に しみついた 場合 どうす ベ 
きでしょう か」 とたず ねた。 

預言者 はこれ に 対し 「それ を 爪で 力、 き 落としてから 水で もみ 洗い、 更にき れいな 水で ゆす 
ぎなさい。 

それから その 衣服 を 着て 礼拝 すれば よい」 とお 答えに なった。 

ヒシャ 一ム' ビン' ウル ヮ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ てい 

る。 



ハイドの 書 



生理 中腰 巻 を まとう ことにつ いて 

ァ一 イシ ャは、 こう 伝えて いる 

私たち （預言者の 妻ら） の 誰かが 月 経の 折に は、 アツ ラ一 のみ 使い は 腰巻 を まとうよう 命 
じ、 それから 抱擁な さった。 

ァ一 イシ ャは、 こう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 私たちの 誰かが 生理の 時には、 その 期間ず つと 腰巻 を まとうよ うお 

命じに なり、 それから 抱擁な さった。 

ァ一 イシ ャ はまた 次のように も 語って いる。 

「あなた 方の一体 誰が、 み使い ほどに (欲望 を） 自制で きる でしよう か」 

預言者の 妻の一 人 マイム一 ナは、 こう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 月経 中の 妻た ちに 対して は、 彼女ら の 腰巻の 上から 抱擁され た。 



生理 中の 女性との 同 床に 関して 

イブ ン 'アツ バースの 元奴隸 クライブ は、 預言者の 妻の一 人 マイム一 ナの 言葉 を、 こう 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い は、 生理 中の 私の 横に 臥される 時には、 私との 間に一 枚の 布 を 置かれ 

るの が 常だった。 

ゥンム .サ ラマ は、 こう 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いと 柔らかな ビロ ウドの 敷物の 上に 臥して いた 時、 私の 生理が 始まつ 

た。 

それで 私 は 寝床 を 抜け出、 生理 中に いつも 着る 衣類 を まとった。 

み使い 力 にれ を 見て 「生理が 始まった のか」 とおたず ねに なった ので、 私 は 「はい」 と 答え 

た。 

その あと、 私 をお 呼びに なった ので 私 はまた み使いの 傍らで 横にな つた。 
み使い は、 通常 は、 交接 後 私と 同じたら いで 躯を お洗いに なった ものでした。 



生理 中の 女性に 許される ことにつ いて 

ァ r シャ はこう 伝えて いる 

預言者 力 《 ィ ウテ カーフ （注） の 折、 私の 方に 頭 を 傾けた ので、 私 は 髪を梳 いて あげた。 
その 期間 中 彼 は トイレに 行く 以外、 家の 中にはお 入りに ならな 力、 つた。 

(注) モスクに 数 日 間 籠る こと、 特に ラマ ダーン 月 の 最後の 十日 問、 モスクに 籠って 祈願す 
る こと をい う 

アブ ドル' ラフ マーンの 娘ァ ムラに よると、 預言者の 妻ァ一 イシ ャ はこう 語った 

「私 はィ ウテ カーフの 行に 入る と、 トイレに 行く 時 だけ 家に 入り、 通りが かりに 家族の 安否 
について たずねる という 風であった。 

なお、 アツ ラ一 のみ 使いが モスクに お籠りに なった 或る時、 頭 を 私の 方に 突き出され たの 
で 私 は 髪を梳 いてさし 上げた。 

彼はィ ウテ 力一 フ 中には、 トイレに 行く 用事 以外に 家に 入る ことはなかった」 

これに 関連す る イブ ンり レム フ による ハディ一 スには 「アツ ラ一 のみ 使いと その 夫人た ちの 

ィ ウテ カーフ 中には」 という 表現が みられる。 

預言者の 妻ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが ィ ウテ カーフで お籠りの 折、 頭 を モスクから 私の 方に 出された ので、 
私 は 生理 期間 中で はあった がその 頭 を 洗って さし 上げた。 

ウル ヮ によると、 ァ一 イシ ャ はこう 語った 

「わたしが 部屋に いた 時、 アツ ラ一 のみ 使いが モスクから 私の 方に 頭 をお 傾けに なった の 
で、 私 は 生理 中で あつたが、 彼の 頭の 髪 を 杭いて さし 上げました」 

ァ スヮド によると、 ァ一 イシ ャ はこう 語った 

「私 は 生理の 期間 中で も、 アツ ラーの み使いの 頭 を 洗って あげました」 

力一 シム ゼン' ムハンマド によると ァ一 イシ ャは、 こう 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 私に 「モスクから 筵 を 持って来る ように」 といわれ たので 「私 は 今、 月 
経 中です」 と 申し上げた。 

これに 対し、 み使い は 「あなたの 月経 は 手に は 関係ない のです」 といわれた。 
力一 シム ゼン' ムハンマドに よると、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使い は、 私に 「モスクから マット を 持って来る ように」 とお 命じに なった。 
そこで 「私 は 今、 月経 中です」 と 申し上げ たのです 力、 み使い は 「マット を 取って来なさい。 
生理 は あなたの 手の 中に 起って いる わけで はない のです から」 といわれた。 



アブ一' フライ ラ はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが モスクに おられた 時、 「ァ一 イシ ャょ、 衣服 を 取って来なさい」 といわれ 

た。 

彼女が 「私 は 生理 中です」 と 答える とみ 使い は 「あなたの 生理 は、 手に は 関係 無い ので 

す」 といわれた。 

それで 彼女 はみ 使いの 衣服 を 取って来た のでした。 



ミリ ダーム ゼン 'シュ ライハの 父に よると、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

月経 中、 水 を 飲む ために 私が 使って いた 容器 を 預言者に お渡しす ると、 預言者 は、 私が 

口 を 触れた ところに 御 自分の 口 を 当てて 水 をお 飲みに なった。 

私が 月経の 折、 骨つ き 肉 を 食べ、 残り を 預言者に お渡しす ると、 預言者 は、 私の 口が 触 

れた ところに 御 自分の 口 を 当てて その 残り をお 食べに なった。 

なお、 この ハディ一 スの 伝承 老 の一 人、 ズ ハイル は、 「預言者 も 水 をお 飲みに なった」 こと 

に関して は 言及して いない。 



マンスールの 母に よると、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 生理 中の 私の 膝に もたれながら、 クル ァ一ン をお 誦み になった。 



サ一 ビト によると、 ァ ナス はこう 伝えて いる 

ユダヤ人の 中には、 生理の 始まった 女性と 食事 を 共に しなかったり、 家の 中で一 緒に 生 
活 しない 者た ちがいる。 

それで、 教友 たち はこの 件に ついて 預言者に 質問した。 
この 時、 アツ ラ一 は 次の 啓示 を 下された 「かれら は 月経に ついて、 あなたに 問う だろう。 い 
つて やる がいい。 『それ は 不浄で ある。 だから 月経 時には、 妻から 遠ざかり、 清まる まで 近 
付いて はならない。 それで 清まった 時には、 アツ ラーが 命じられる ところに 従って、 かの 女 
らの 所に 赴け。 まことに アツ ラ一 は 悔悟す る 者 を 愛でられ、 また 純潔の 者 を 愛される』」 （ク 

ルァ一 ン第 2 章 222 節） 

(ともあれ) 質問に 対し アツ ラ一 のみ 使い は 「性行為 以外 は 何 を やっても 構わない」 とお 答 
えに なった。 

この 言葉 を 聞いた ユダヤ人 たち は 互いに 「この 人物 は、 私たちが 反対して いる こと を 禁じ 
ようとし なし、」 といい 合った。 

それで、 ゥ サイド 'ビン 'フ ダイ ル 及び アツ バ一 ド' ビン ゼシ ュルが やって来て 「み使い 様、 



ユダヤ人 たち はしか じか 申して ぉリ ます。 それ 故、 月経 中の 女性に 接するべき ではない と 
思います」 と 述べた。 

この 折、 み使い は 顔色 をお 変えに なった （注）。 

そのため 私たち は、 み使いが この 二人に 対し 大変 立腹され たの だと 思った。 

しかし、 彼らが 出て 行こうと した 時、 たまたま、 み使いの 処に 牛乳が 送られて 来たので ある 

力、 み使い は 彼ら をす ぐ 呼び返され、 彼らに も その 牛孚 L をお 与えに なった。 
それで 私たち は、 み使いが 彼らに 対して 立腹して いない こと を 知った のだった。 

(注) み使いが 顔色 を 変えた の は、 この 二人の 言葉に ユダヤ人の 慣習に 同調す る 風が み 
えたた めであろう。 

イスラ一 ムに は、 月経 中の 女性に 対して 性行為 その他に 若干の 制約 を 付す だけで、 隔離 
するな どの 慣習 はない 



精液に ついて 



ァリ 一ビン' アブ一 タリ一 ブ はこう 伝えて いる 

私 はよ く 精液 を 漏らす 質で ある 力、 預言者に それにつ いてたず ねる こと は、 彼の 娘婿の 立 
場 上 恥ず か しいの でミ クダ一 ド 'ビン' ァスヮ ドに 頼んで 質 問して もらった。 
預言者 はこうい われた 「その 場合、 陰茎 を 洗って から、 ゥ ドウ一 を 行いなさい」 

ァリ一 はこう 伝えて いる 

私 は 預言者が 私の 妻 ファーティマの 父に 当り、 私が 娘婿で も ある 関係 上、 精液に ついて 

質問す るの を 恥ず か LX 思って いた。 

それで、 ミクダ 一ド に、 私に 代わって たずねて くれる よう 頼んだ。 

ミクダ —ドの 質問に 対して 預言者 は 「そのような 場合に は、 ゥ ドウ— を 行うよう に」 といわれ 

た。 

イブ ン- アツ バース は、 ァリ 一より 聞いて こう 伝えて いる 

私たち は ミクダ 一ド 'ビン 'ァス ヮドを アツ ラ一 のみ 使いの 処に 遣って 「精液が 陰茎から 漏 

れ 出た 場合、 どうす べきです か」 とたず ねさせた。 

み使い はこれ に 対し 「ゥ ドウ一 を 行い、 性器 を 洗いなさい」 といわれた。 

夜半の 洗浄に 関して 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者 は、 夜半 起き 出して 用便 を 済まされて 後、 顔 や 両手 をお 洗いに なり、 それから また、 
就寝な さった。 



交接 後の 就寝に 関して 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 交接 後で あっても 就寝な さる 前に は、 いつも 礼拝 用の ゥ ドウ一 をお 
こな われた。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 交接の 後、 食事したり 就寝な さろうと する 時には、 必ず 礼拝の ため 
のゥ ドウ一 を 行われた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 シ ユウ バ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

イブ ン' ウマル はこう 伝えて いる 

私の 父 ウマル は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 交接の 後 そのまま 眠っても よいで しょうか」 と 質問 
した。 

これに 対しみ 使い は 「ゥ ドウ一 後で あれば 眠っても よい」 といわれた。 

イブ ン 'ウマル はこう 伝えて いる 

私の 父 ウマル は 預言者に、 法律 （シ ャリ一 ァ） 上の 問題と して 「私たち は、 性交 後 そのまま 

眠っても よいので しょう 力、」 とたず ねた。 

これに 対し 預言者 は 「交接の 後に はゥ ドウ一 を 行って から 眠るべき です。 

また、 望むならば 沐浴すべき です」 といわれた。 

イブ ン'ゥ マリ レ はこう 伝えて いる 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブが、 アツ ラ一 のみ 使いに 昨夜 性交 を 行った と 話した ところ、 み使い 
は 彼に 「ゥ ドウ一 をし、 性器 を 洗って から、 眠る ように」 といわれた。 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一' 力 イス はこう 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに、 アツ ラーの み使いの ウイ トル （深更 時の 礼拝） に関して 質問し、 或る ハ 
ディ一 スに 言及して 後 

「交接 を 終えた あと、 み使い はどうな された のです か。 

就寝前に 躯を 洗われた のです か。 

それとも 躯を 洗わずに 眠られた のです か」 とたず ねた。 

これに 対し、 ァ r シャは 

「み使い は これら 全て をお やりに なりました。 

時には 躯を 洗った 後お やすみに なり、 また 時には ゥ ドウ一 を 済まされた だけで 就寝な さつ 
たのです」 と 答えた。 



この 言葉 を 聞いて 私 は 「万事 を 行い やすいよ うにお 定めに なった アツ ラ一 を 讃美 致し ま 

す ！ 」 といった。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ムァ一 ウイ ァ ■ ビン ■ サ一 リハ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えら 

れ ている。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「あなたた ちの 誰でも 妻と 性交 を 行って 後、 更にもう一 度 それ を繰リ 返そうと する 場合に は、 
ウド ウー をし なければ なりません」 

アブ一' バ クルの 伝える ハディ一 スに は、 「二度の 交合の 間に は 一度ゥ ドウ一 を 行うべき で 
す」 「ゥ ドウ一 後、 望むならば また 性行為 を 繰り返え せば よい」 と 記されて いる。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

預言者 は 夫人た ちと 交接 を 繰り返した 後で も、 ただ一 回 沐浴され る だけでした （注） 。 

(注) 預言者 は、 交接の 度に 必ず ウド ゥ一 を 行った が、 沐浴に 関して は その 限りで はな か 
つた 



女性の 夢精に ついて 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

イス ノ ヽ一ク の 祖母 ゥンム ■ スライム は、 ァ一 イシ ャ と共にい る アツ ラーの み使いの 処に 来て 
「み使い 様、 女性が 男性の 見る 夢 をみ、 男性の 経験す る こと （夢精) を 経験した 場合、 どう 
すれば よいので す 力、」 といった。 

ァ一 イシ ャは 「ゥ ンム 'スライムよ、 あなた は 女性 を 辱める こと を 口にな さる ！ 

あなたの 右手が 土砂で 覆われます ように ！ （そんな こと を 口にして はいけ ません ！）」 とた 

しなめ たが、 

み使い はァ 一"^ T シャに 「あなたの 右手 こそ、 土砂に 覆われる ように ！ 」 といい 「さて、 ゥン 
ム 'スライムよ、 その 場合、 女性 は 沐浴すべき です」 とお 答えに なった。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は、 ゥンム 'スライムの 話 をこう 伝えて いる 

彼女が、 男が 見る ような 夢 をみ た (すなわち、 夢精 をした) 女性に ついて 質問した 時、 アツ 
ラ一 のみ 使い は 「その 場合、 女性 は 沐浴す べきです」 といわれた。 
これに 関し ゥンム 'スライム は 次のように 語って いる 

「こんな 質問 をす る こと は 恥ずかし 力、 つた 力、 私 はまた 『そのような ことが 起こる でしよう 
か』 とたず ねた。 

預言者 はこれ に 対し 『その 通りです。 

さもなければ、 どうして 母親に 似た 子供が 生れる のです か。 

男の 精子 は 淡い 白色です が、 女性の 精液 は 薄い 黄色です。 

これらの 精子の 強さ、 もしくは、 優勢 さに よって 男女 どちら かに 似た 子供が 生れる のです』 
といわれた」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

或る 女性が、 アツ ラーの み使いに、 男性と 同じような 夢精 を 体験した 女性に ついて 質問し 
たと ころ、 み使い は 「そのような 場合、 沐浴すべき です」 といわれた。 

ゥンム -サ ラマ はこう 伝えて いる 

ゥンム ■ スライム 力、 預言者の 処に 行き 「アツ ラ一 のみ 使い様、 まことに アツ ラ一 は 秘め事 

に関する 真理 を も 明示な さる 方です。 

夢精した 女性 は 沐浴すべき でしよう か」 とたず ねた。 

これに 対し、 み使い は 「その 通りです。 もしも 女性が 膣 水 を 漏らした 場合に は」 といわれた。 
ゥンム .サ ラマ はこの 折 「み使い 様、 女性 も 夢精し ます か」 とたず ねた。 
するとみ 使い は 「あなたの 両手に 土砂 を かぶせる がよ い ！ 



女性が 膣 水 を 出さなければ、 どうして 子供が その 母親に 似る ことがあ ります か」 といわれ 

た。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ヒシャ 一ム' ビン' ウル ヮ によっても 伝えられる 力、 それに は 「ゥン 
ム 'サ ラマ はこの 折、 ゥンム 'スライムに 『あなた は 女性の 恥じらう こと を 口にな さる』 といった」 とい 
う 言葉が 追加され ている。 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは、 こう 語って いる 

「バニ一' アブ一' タル ハの母 ゥンム ■ スライムが アツ ラ一 のみ 使いの 処に 来た」 

以下 は 前記 ヒシャ 一ム による ハディ一 スと同 内容で ある 力、 これに は 次の 言葉が 追加 さ 

れ ている 

「ァ一 イシ ャは 『女性が 性行為の 夢を見る だろう か、 といって 彼女 を 非難した』 と 語った」 

ァ r シャ は、 こう 伝えて いる 

或る 女性が アツ ラ一 のみ 使いの 処に 来て こう 質問した 

「女性が 性交の 夢 をみ、 その 結果 膣 水 を 漏らした 場合、 沐浴すべき でしよう か」 

み使い はこれ に 対し 「その 通りです」 といわれた。 

ァ一 イシ ャ はこの 時 彼女に むかし 、「あなたの 両手に 土が かけられ、 傷つ けられ ますよう 

に ！ 」 といった 力、 み使い は 「そのような こと を 口にして はいけ ない ！ 」 と 彼女 を たしなめて 

後 

「子供が 母親に 似る の は、 女性の 精液が 男性の それより 優って いる 場合で、 この 折 子供 
は 母方に 類似し ます。 

男性の 精液が 優って いる 場合 は、 子供が 父方に 類似す るので す」 といわれた。 



男女が 性行為 をした 時、 男性の 精子が 女性の それに 優る 場合、 アツ ラ一 の 定めに より、 
男児が 生まれる のです。 

そして、 また、 女性の 精子が 男性の それに 優って し、 る 場合、 アツ ラ一 の 定めに より、 女児 
が 創ら れ るので す」 

この 言葉 を 聞いた ユダヤ人 は 「あなたの いわれた こと は 真実です。 

まことに あなた は 預言者です」 といい、 その後 帰って 行った。 

み使い は 「彼 は 私の 知らない 幾つかの 事柄に ついても たずねた 力 、アツ ラ一 がその 答え 

のた めの 知識 を 私に お与え 下さった のです」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ムアー ウイ ァ 'ビン 'サ ラームに よっても 伝えられる 力 《 、 それに は 
「私 は アツ ラ一 のみ 使いの 横に 立って いた」 という 言葉 はない。 
この 他に も 二、 三 表現 上に 異同が みられる。 



交接 後の 沐浴に ついて 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

交接の あと、 アツ ラーの み使いが 沐浴 をな さる 時には、 先ず 両手 を 洗い、 次いで 右手で 水 

を 左手の 上に 注ぎ、 陰茎 部分 をお 洗いに なった。 

そして 後、 礼拝の 時と 同様の ゥ ドウ一 を 行われた。 

その後、 水の 中に 指 を 入れ 濡らしてから、 髪の 根元 を その 指で かき 回し、 髪が 適当に 湿つ 

たと ころで、 手一 杯の 水 を 三度 頭に おかけに なった。 

それから 躯 全体に 水 を 注ぎ、 次いで 両足 をお 洗いに なった。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ヒシャ 一ムに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 それ 
に は 「両足 を 洗った」 という 言葉 はない。 

ヒシャ 一ムの 父 は、 ァ一 イシ ャ から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は、 交接の あと 沐浴され たが、 その 時には、 先ず、 両手の 平 を 三度お 洗いに なつ 

た。 

以下の ハディ一 スは、 前記と 同 内容で あるが、 これに は 両足の 洗浄に ついての 記述 はな 

い。 

ウル ヮは、 ァ一 イシ ャ から 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 性行為の 後 沐浴 をな さった が、 たらい に 手 を 入れる 前に、 先ず 両手 
をお 洗いに なった。 

そして 後、 礼拝 前にな さるよう なゥ ドウ一 を 行われた。 
イブ ン 'アツ バース は、 母方の 伯母 マイム一 ナの 言葉 をこう 伝えて いる 

私 は、 アツ ラ一 のみ 使いの 近くに、 性行為 後の 沐浴の ための 水 を 置いた。 

彼 は 手の平 を 二度、 もしくは、 三度 洗い、 その後 片手 をたら いに 入れて 汲んだ 水 を 注ぎな 

がら、 左手で 陰部 を 洗浄な さった。 

それから その 左手で 地面 をた たき、 手の 乎 を 強く こすった。 

この 後、 礼拝の 時と 同様の ゥ ドウ一 を 行って から、 水 を 三 杯 頭に かぶって、 全身 をお 洗い 

になった。 

そして 後、 この 場所から 離れ、 両足 を 洗浄な さった。 

私 は タオル をお 渡しした が、 それ を 使う ことなく そのまま お返しに なった （注） 。 

(注) タオルの 使用が 禁じられ ている わけで はない。 

ただ、 暑さ をし のぐ ため 水気 を 拭き取らなかった だけであろう 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ァ アマ シュ によっても 伝えられ るが、 伝承 者 ヤヒヤ一' ビン' ヤヒヤ 
—及び アブ一' クライブ による ハディ一 スには 「水 を 三度 頭に かぶった」 という 表現 はない。 
なお、 伝承 者 ヮキ一 ゥの ハディ一 スに は、 口す すぎ、 鼻孔の 洗浄な ど、 ウド ゥ一 の 全 過程が 記され 



ている。 

なおまた、 アブ 一'ムアー ウイ ァのハ ディースに は、 タオルに ついての 記述 は みられない。 

イブ ン 'アツ バース は、 マイム一 ナ から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は タオル を 渡された 力、 それで 躯を お拭きに はならなかった。 
水に 濡れた ままで おられ、 自然に 乾く の を 好まれた ので ある。 
ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 性行為の 後、 沐浴 をな さった が、 その 折に はたらい を 運ばせ、 手一 
杯の 水 を 取って 最初に 右手、 次いで 左手の 表面 を 洗浄され てから また一 杯の 水 を 取り、 
頭に おかけに なった。 



沐浴の ための 水の 量に ついて 

ァ r シャ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 交接の 後、 水が 1 フ ァラク （注） （約 8 リットル） ほど 入った たらいで 沐 
浴 をな さった。 

(注) ファ ラクは マデイーナ 地方の 計量 単位。 時代に よって 多少の 増減が あるが、 略 7-8 リ 

ットル に 当る 

ァ 一 > r シャ はこう 伝えて いる 

「アツ ラーの み使い は、 約 8 リットル ほど 水の 入った たらいで 沐浴され た。 

私 もみ 使いと 同じたら いの 水 を 使って 沐浴した のです」 伝承 者の一 人 スフ ャ一ン は 「一つ 

のたら いで」 と 記して いる。 

なお、 クタ イノく は、 1 フ ァラク を、 3 サ一ァ （注） （約 8 リットル） に 相当す ると 説明して いる。 
(注) サ一ァ と は、 アラブの 計量 単位で 約 2.5 リットルに 当る 

アブ一 'サ ラマ ゼン' アブ ドル' ラフ マ一 ン はこう 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャの 乳兄弟と 共に 彼女の 処に 行き、 彼女に 性行為 後の 預言者の 沐浴に つ 
いて 幾つか 質問した。 

その 折 彼女 は、 1 サ一ァ （約 2.5 リットル） 入り ほどの 容器 を 運ばせ、 力一 テンで 仕切られた 

奥の 部屋で 沐浴 を 始め、 水 を 頭から 三度 かぶった。 

当時、 預言者の 夫人た ち は 皆、 髪 を 両耳の あたりまで 伸ばして いた （注）。 

(注） 「 ヮ フラ」 という 言葉 か 使われて いる 力、 これに は、 髪 を 頭に たばねる とか、 耳た ぶま 
でたら すな どの 意味が ある 

サ ラマ' ビン-アブ ドル' ラフ マ一 ンは、 ァ一 イシ ャ から 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 沐浴な さる 時には、 先ず 右手に 水 を かけて 洗って から 始められた。 
その後、 その 右手で 不浄 部分に 水 を 注ぎ、 左手 を 使って 洗い流してから、 頭に 水 をお か 
けにな つた。 

ァ一 イシ ャは 「私と み使い は、 交接の 後、 同じたら いの 水で 沐浴 をし ました」 と 語って いる。 
アブ ドル' ラフ マ一 ン 'ビン' アブ一 'バ クルの 娘ハ フサ は、 ァ一 イシ ャ から 聞いた 話 をこう 伝えて い 

る 



ァ一 イシ ャと 預言者 は、 およそ 3 ムッド (注） （約 6 リットル） ほどの 水の 入った 同じたら いで 
沐浴 をな さった。 

(注) ムッド は アラブの 計量 単位で ある 力、、 地方に よって 基準が 異なる。 
「サ一 ァょリ 少ない」 と 注釈され る 故、 ここで は 2 リットル 程度に 計算した 。 

ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

私と アツ ラ一 のみ 使い は 交接の 後、 同じたら いで 沐浴 をした が、 その 折、 私たちの 手 はた 
らいの 中で よぐ ジ つかった。 

ァ r シャ はこう 語って いる 

「私と アツ ラーの み使い は、 二人の 間に 置かれた 同じたら いで 沐浴 をした 力、 み使い は 私 
より 早く 沐浴 を 済ませる ので、 私 はいつ も 『水 を 私の ため 残して おいて 下さい。 水 を 残して 
おいて 下さい』 といった ものです」 

なお、 彼女 は 「性行為の 後に は、 きまって 沐浴し ました」 と 語って いる。 

イブ ン 'アツ バースに よると、 預言者の 妻 マイム一 ナ はこう 語って いる 
「私と 預言者 は 同じたら いで 沐浴 をし ました」 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 妻 マイム一 ナが 使い残した 水で 沐浴 をな さった。 

ゥンム -サ ラマの 娘の ザィ ナブ はこう 伝えて いる 

ゥンム -サ ラマと アツ ラ一 のみ 使い は、 性行為の 後、 同じたら いで 沐浴 をし ました。 

ァ ナスに よると、 アツ ラ一 のみ 使い は 五 マック一 ク （注） （約 10 リットル） の 水 を 使って 沐浴され、一 
マック一 ク （2 リットル 程度） の 水で ゥ ドウ一 をな さった。 

なお、 イブ ン 'ムサン ナ一 は 5 マック一 クの 代りに 5 マ 力一 キ一ャ という 言葉 を 使って いる。 

(注) マック一 ク (マ 力一 キ一ャ はこの 複数形） は 計量 単位で、 1 ムッド (約 2 リットル） に 相当す ると 
いう 

ァ ナス はこう 伝えて いる 

預言者 は、 ウド ウーに 1 ムッド (約 2 リットル） の 水 を 使い、 沐浴の 時には、 1 サ一ァ (2.5 リ 
ッ トル） から 5 ムッド （約 10 リットル） の 水 をお 使いに なった。 



サフィ 一ナ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 性行為の あと 1 サ一ァ （約 2.5 リットル） の 水で 沐浴され、 1 ムッド （約 2 
リットル） の 水 を 用いて ゥ ドウ一 をな さった。 



サフィ 一ナ はこう 伝えて いる 

み使い は、 1 サ一 ァの水 を 用いて 沐浴され、 1 ムッド の 水で ゥ ドウ一 をな さった。 
イブ ン 'フジ ュル はこれ に 関連し 「み使いの ゥ ドウ一 に は、 1 ムッド の 水で 十分 足りた」 と 語 
つてい るが、 この ハディ一 スの 伝承 者の一 人 イス マイ一 ルの 高齢 さ 故に、 本文 内容の 信 
頼 度に は いささか 疑念が もたれる とも 述べて いる。 



水 を 三回 かぶる ことに 関して 

ジュバ イルゼ ン 'ムト ウィム は、 こう 伝えて いる 

人々 は アツ ラ一 のみ 使いの 前で 沐浴の 仕方に ついて 論争し、 或る人た ち は 「私 は、 頭 を こ 
れ このよう にして 洗う」 などと いい 立てた。 

これに 対しみ 使い は 「私に 関してい えば、 水 を 三 杯 頭に かける だけです」 と 話された 

ジュ パイル ゼン 'ムト ウィムに よると、 預言者 は、 彼に 交接 後の 沐浴に ついて 話し 「私 は 水 を 頭に 
三度 かぶります」 といわれた。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は、 こう 伝えて いる 

サキ一 フ 族の 使節団が 来て 預言者に 「私たちの 国 は 寒い 所です。 

そのような 地域での、 沐浴 はどう すれば よいので すか」 と 質問した。 

預言者 はこれ に 対し 「私 は 頭に 水 を 三度 かける だけです」 といって、 寒い 時期に は 簡単に 

沐浴 を 済ます よう 教示な さった。 

なおこの ハディ一 スに 関連し、 アブ一 ゼ シュル は、 「サキ 一フ 族の 使節た ち は。 アツ ラ一 の 
み使い 様』 と 呼んだ」 と 伝えて いる。 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 交接の 後 沐浴 をされ たが、 その 折に はいつ も、 水 を 三 杯 だけ 頭に お 
かけに なった。 

ハ サン 'ビン' ムハンマド は、 この ハディ一 スに 関連し、 ジャ一 ビルに 「私の 髪 は 濃い ので 
す （三 杯の 水で は 足りません の 意味）」 と 述べた が、 ジャ一 ビル は 「私の 兄弟の 息子よ、 み 
使いの 髪の毛 は、 あなたの 毛よりも もっと 濃ぐ しかも、 もっと 美し 力、 つた」 と 語った。 



女性の 編み 毛に ついて 



ゥンム 'サ ラマ はこう 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに むかって 「私 はきつ く 頭髪 を 編んで います。 
交接 後、 沐浴の ため 髪 を ほどかなくても よいで しょうか」 とたず ねた。 
これに 対しみ 使い は 「解き ほどく 必要はありません。 ただ 頭に 三 杯の 水 を かけ、 その後 躯 
に 水 を あびる だけで 十分です。 そうすれば あなた は 清浄になります」 とお 答えに なった。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アイ ュ一 ブゼン 'ムーサ 一により 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる。 
なお、 伝承 者の一 人、 アブ ドル' ラッサ一 ク による ハディ一 スに は、 月経 及び 交接に 関する 言及 も 

みられる。 

なお、 アイ ュ一 ブゼン 'ム 一サ一 による ハディ一 スは、 更に 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 それに 
は 「交接の あと、 私 は 編み 毛 を ほどいて 洗うべき でしよう か」 と 記される 力、 月経に ついて 言及 はみ 
られ ない。 

ゥ バイ ドゼン 'ゥ マイル はこう 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルが 女性た ちに 頭の 編み 毛 を ほどく よう 命じた こと 力、 ァ一 イシ ャ 

に 伝えられた。 

ァ一 イシ ャは これに 関し 「イブ ン 'アム ルが、 女性た ちに 沐浴 時、 編み 毛 を 解く よう 命ずる 
(注） と は 奇妙な ことです。 

それほどに いうならば どうして 彼 は、 彼女ら に 頭髪 を 剃って しまうよう 命じない のだろう ！ 
私と アツ ラーの み使い は一 つのたら いで 沐浴した 力、 私 はた だ、 頭に 三 杯 水 を かける だけ 
で、 それ 以上な にもし なくて よかった のです」 と 語った。 

(注） アブ ドッラ 一'ビン ■ ァムル のこの 命令に ついては、 

(1) 水が 髪の 根元まで 浸透して ない 場合に 限っての 処置であった 

(2) 彼 は ゥンム 'サ ラマ ゃァ 一"^ r シャの 語った ハディ一 スを 知らなかった 

(3) 洗浄に 関し 彼 は 特に 厳しい 見解 を 持って いた 

など 三つの 場合が 考えられる 



麝香で 清める ことにつ いて 



マンス一 ル 'ビン- サフィ 一ャの 母に よると、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

或る 女性が 預言者に、 月経の あと どのように 沐浴すべき かにつ いて 質問した。 

彼女の 語る ところに よると、 預言者 はこれ に 対し 沐浴の 仕方 を 教え、 その後 麝香 を 焚き 込 

めた 綿布で 拭き 清める ようにと 彼女に 告げた。 

彼女が 「それ を どのように 使って 身 を 清める のです か」 とたず ねたと ころ、 預言者 は 「先ず、 

スブハ 一ナツ ラ一 ！ （アツ ラ一 を讃 えまつ る） と 唱えてから、 その 綿布で 拭いて 身 を 清めれ 
ばよ いのです」 といいながら 顔 を 覆われた。 

この ハディ一 スを 伝える スフ ャ一 ンゼン 'ゥャ イナ も、 預言者が なさった ように 私たちの 前 
で顏を 覆う 仕草 を 示した。 

これに 関し ァ一 イシ ャは 「私 は 預言者が なに をお 考えに なつ たかを 理解した ので、 彼女 を 
私の 方に ひっぱり 『この 麝香 入りの 綿布 を 流血した 隠 部に 当てなさい』 と 教えた」 と 語つ 

た。 

マンスールの 母に よると、 ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

或る 女性が 預言者に、 月経 期間 中、 どのように 洗浄すべき かにつ いて 質問した。 
預言者 はこれ に 対し 「麝香 入りの 綿布で 躯を 拭き 清めなさい」 と 教えた。 
以下 は、 前記 ハディ一 スと同 内容で ある。 

サフィ 一ャ によると、 ァ 一"^ r シャ はこう 伝えて いる 

ァス マ一 が 預言者に、 生理 期の 不浄に ついて 質問した。 

これに 対し 彼 は 「あなたた ち 女性 は、 シ ドラ 木 (なつめの 一種） の 葉 を 浸した 水 を 使って 躯 

を 洗い、 その後 水 を 頭に かけ、 水が 髪の 根元まで 達する よう 強く こすって から、 また 水 を 

かぶりなさい。 

それが 済んだならば、 麝香 を 焚き 込んだ 綿布 を 使って 躯を 拭き 清めなさい」 と 述べた。 
これに 対し、 ァス マ一 ゥは 「それ を どのように 使って 躯を 清める のです か」 と 言った。 
預言者 は 「ス ブハ一 ナツ ラ一 ！ （アツ ラ 一を 讚え まつる） と 唱えながら それ を 使って、 躯を拭 
き 清めれば よいので す」 と 教えた。 

この 時、 ァ一 イシ ャは 低い 声で 彼女に 「それ を 流血 部分に 当てる ように」 といい 添えた。 
ァス マ一 ゥは 次いで、 交接 後の 沐浴に ついても 質問した。 
これに 対し、 預言者 は 「水で 躯を よく 拭く か、 もしくは、 洗い流して 清めた 後、 頭から 水 を か 
ぶりなさい。 そして、 髪の 根元まで その 水が 浸透す るよう 強く こすり、 その あと、 もう一 度 水 
を かぶりなさい」 と 教示な さった。 

この 話に 関連し、 ァ一 イシ ャは 「女性た ちに ご 加護が あります ように ！ 



アンサ一 ル (マディ一 ナ 在来の ムス リム） の 女性た ち は、 信仰 を 学ぶ ために は なんら 恥じ 

らう ことのない 人た ちです ！ 」 といった。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 シ ユウ バ によっても 伝えられ るが、 これに は 「預言者 は 『それ を 使つ 
て躯を 清めなさい』 といって から はにかみ、 顔 をお 覆いに なった」 と 記されて いる。 

サフィ 一ャ 'ビン ト' ジャ イノ くによる と、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

ァス マ一' ビン ト 'シャ カル は、 アツ ラーの み使いの 処に 来て こう 言った 

「み使い 様 私たち は 生理の あと、 どのように 沐浴 をすべき でしよう か」 

以下 は 前記 ハディ一 スと同 内容で あるが、 交接 後の 沐浴に ついての 言及 はない。 



ムス タハ一 ダ (注） について 

(注) ムス タハ 一ダと は、 月経、 または、 分娩 以外の 理由で 血 流 （下り物） が 続く 女性 を 
称する 

ヒシャ 一ム ■ ビン ■ ウル ヮの 母に よると、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アブ一 'フ バイ シュの 娘、 ファーティマが 預言者の 処に 来て 「私の 躯は、 生理が 過ぎても 下 
リ 物が 止まらず、 躯を 清める ことができない 状態です。 
それ 故、 私に は 礼拝 は 許されないで しょうか」 とたず ねた。 
これに 対し 預言者 は 「いや、 それ は 単に 血管に よる もので、 生理の ためで はない。 
それ 故、 生理 期間 中 だけ 礼拝 を 避け、 それが 過ぎたならば、 躯に 付いた 血痕 を 洗い 落し 
てから 礼拝しなさい」 といわれた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
なお、 ジャリ 一ル による ハディ一 スには 「ファ 一ティ マ' ビンド アブ一 'フ バイ シュ 'ビン' アブ ドル 'ム 
ッ タリ ブゼン 'ァ サドが 預言者の 処に 来た。 彼女 は 我々 の 仲間の一 人だった」 と 記されて いる。 

ゥソ レワに よると、 ァ 一"^ r シャ はこう 伝えて いる 

ゥンム 'ハ ビ一バ ゼント 'ジャ フシ ュは、 アツ ラ一 のみ 使いに 「私の 躯は、 生理 期間が 終つ 

て も 下り物が 止まらない 状態です」 といって 意見 を 求めた。 

これに 対しみ 使い は 「それ はた だ、 血管に よる もの 故、 沐浴して から 礼拝す るよう に」 とい 

われた。 

それで 彼女 は 礼拝 時 毎に いつも 沐浴した ので ある。 

これに 関連し、 ライス ゼン' サァ一 ドは 「み使い は 彼女に、 礼拝の 度 毎に 沐浴す るよう 命 

じたので はない が、 彼女 は 自発的に それ を 行った ので ある」 と 述べて いる。 

なお、 イブ ンり レム フの 伝える ハディ一 スには 「ゥ ンム ■/、 ビ一 バ」 という 言葉 はなく 「ビン ト' 

ジャ フシ ュ」 とのみ 記されて いる。 

預言者の 妻、 ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 義妹で、 アブ ドル' ラフ マ一 ン 'ビン- ァゥフ の 妻 ゥンム 'ハビ 一バ 'ビン 

ト 'ジャ フシ ュは、 七 年間 も ムス タハ一 ダの 状態であった。 

それ 故 彼女 は、 み使いに これに 関する 意見 を 求めた。 

み使い は 「それ は 生理に よる もので はなぐ 血管からの 流血で あるから、 沐浴した あと 礼 

拝 すれば よい」 と 答えられた。 

なお、 これに 関連し ァ一 イシ ャは 「彼女 は、 彼女の 妹 ザ イナ ブゼン ドジャ フシ ュの 部屋に 
ある 洗濯 だら いで 沐浴 をした 力、 水が 流血で 真 赤に 染まる ほどであった」 と 語って いる。 
更に これに 関連し、 イブ ン' シハ一 ブは 次のように 述べて いる 



「私 は、 アブ一 'バ クル ゼン' アブ ドル' ラフ マーン' ビン' ハーリス' ビン' ヒシャ 一ム にこの 

こと を I 舌した。 

すると 彼 は 『アツ ラ一 よ、 ヒンダ に 慈悲 を 与えた まえ ！ 

もしも 彼女が この こと を 知ったならば、 必ずや、 彼女 は （ムス タハ一 ダの ため） 礼拝し なか 
つたこと を 悲しみ 嘆く ことだろう』 といった」 

ァ一 イシ ャ による これと 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 次のように 伝えられ ている。 
「ゥ ンム ■/、 ビーバ' ビン ト 'ジャ フシ ュが アツ ラーの み使いの 処に 来た 力、 彼女に は 七 年間 
も ムス タハ一 ダの 状態が 続いて いた」 

以下の 話 は 前記と 同 内容で あるが、 ただ 「水が 血で 真 赤に 染まる ほどであった」 と 記され 
る だけで、 それ以上の ことに は 言及され ていない。 

ァ一 イシ ャ による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 それに は r ジャゥ 
シュの 娘 は 七 年間 ムス タハ一 ダ であった」 と 記されて いる。 

ァ一 イシ ャ によれば、 ゥンム 'ハ ビーバ は アツ ラーの み使いに、 生理 期間 以後の 流血に ついて 質 
問した 

これに 関連し ァ一 イシ ャは 「私 は 彼女の 洗濯 だら いが 血で一 杯に 染まる の をみ た」 と 述べ、 
「この 折、 み使い は 彼女に 『生理 期間に 相当す る 日数の 礼拝 を ひかえ、 その後 は 沐浴し 
てから 礼拝 をしなさい』 といわれた」 と 語って いる。 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは、 こう 伝えて いる 

アブ ドル' ラフ マーン' ビン' ァゥフ の 連れ 合し、、 ゥンム 'ハ ビーバ ゼント 'ジャ フシ ュは、 ァ 

ッラ一 のみ 使いに、 生理 以外の 下り物に 関しての 悩み を 訴えた。 

これに 対し 彼 は 「あなたの 通常の 生理 期間 日数 分 だけの 礼拝 を 省き、 それが 過ぎたら、 

沐浴して 礼拝 を 行いなさい」 といわれた。 

それで 彼女 は 礼拝す る 前、 必ず 沐浴 を 行った。 



理 中の 断食、 礼拝に 関して 



ムアー ザ はこう 伝えて いる 

或る 女性 力 《 ァ 一イシ ャに 「私たち は、 生理 期間 中 割愛した 礼拝 分 を 補足すべき でしよう 
か」 と 聞いた。 

ァ一 イシ ャは これに 対し 「あなた は、 ハヮ一 リジュ 派 信奉者 （注） です か。 

アツ ラ一 のみ 使いの 時代に は、 生理 中の 礼拝 を 禁じられても、 その 分 を 後で 補足 完了す 

る こと は 命じられませんでした」 と 答えた。 

(注） 原文 は 『ハル一 リ一 ャ』 ク一 ファ 近くの ハル一 ラ 部落に 因んだ 呼び名で、 ハヮ一 リジ 
ュ派は 最初に ここに 本拠 を 置いた。 

彼ら は 女性が 生理 中 免ぜられた 礼拝 や ラマ ダーン 月 の 断食 は、 生理 か 終った あと 補足 
完了され るべき であると した。 

ただ、 これ は 彼ら 独特の 見解で イスラ一 ムの法 原則に は 関係し ない 

ムアー ザ は 次のように 伝えて いる 

彼女が ァ一 イシ ャに 「生理 中の 女性 は、 その 間の 礼拝 を 生理が 終わった 後で 補充すべき 

でしよう か」 と 質問した 時、 

ァ r シャは 「あなた は ハヮ一 リジュ 派です か。 

夫人た ちが 月々 の 生理の ために 行わなかった 礼拝の 埋め合わせ など、 アツ ラ一 のみ 使い 
はお 命じに なった でしよう か」 といった。 

ムハンマド ゼン' ジャゥ ハル は 「『埋め合わせ』 と は 補足 完了す る こと を 意味す る」 と 説明 
している。 

ムァ一 ザ はこう 語って いる 

私 はァ一 イシ ャに 「生理 中だった 女性に は、 断食の 埋め合わせ を 命じ、 礼拝に は それが 

命じられな いのは どうしてで すか （注）」 と 質問した。 

彼女 はこれ に 対し 「あなた は ハル一 リ一ャ （ハヮ 一リ ジュ派 信奉者） です か」 といった が、 

私 は 「いいえ、 違います。 ただ、 おたずねした だけです」 と 答えた 

(ともあれ) 彼女 は 「私たち は 生理 を 終えた 後で 断食 日数の 完遂 を 命じられました 力、 礼拝 

の 埋め合わせに ついては なにも 指示され ませんで した」 と 語って くれた。 

(注） 断食 日数の 埋め合わせ は、 一年 以内に 行え はよ いだけ に、 それほど 困難で はない 

が、 礼拝 は 回数が 多いだ けに 欠 分の 補充 は 難しい。 

無理 を 強いない イスラ一 ムの 基本 姿勢 かこ こに は うかがわれる 



浴 時の 力一 テンの 使用に ついて 

アブ— .タ —リブの 娘、 ゥンム 'ハ —二— はこう 伝えて いる 

私 は、 マッカ 征服 当時の 或る日、 アツ ラ一 のみ 使いの 処に 行った。 

その 時、 彼 は 沐浴 中で、 娘の ファーティマが 彼の 周りに 力 一テン をめ ぐらせ ていた。 

アブ一 ■ タ一リ ブの 娘、 ゥ ンムリ 、一二一 はこう 伝えて いる 

マッカが 征服され た 年の 或る 日 、 彼女 は 町の 高台に 住んで いた アツ ラ一 のみ 使いの 家 を 

訪ねた。 

彼 はこの 時 沐浴 中で、 ファーティマ 力、 彼の 周りに 力 一テン を 張って 外から 見えぬ ようさえ 
ぎって いた。 

その後み 使い は 衣服 を 取って 身に まとい、 午後の 礼拝 を 8 ラ カートな さった （注）。 

(注） ラカ 一卜と は、 イスラ一 ムの 礼拝 単位で、 直立、 拝ネ し、 跪 拝と つづく一 連の 動作 をい う。 

なお、 午後の 礼拝 は 通常 四ラ カート 行われる 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 サイ一 ド 'ビン' アブ 一センドに よっても 伝えられる。 
なお、 これに は 「預言者の 娘 ファ一 ティ マ 力、 彼の 衣服 を 用いて 力 一テン を 張った。 沐浴が 終る と、 
彼 は 衣服 を 取って 身に まとい、 立ち上 力 《 つて 午後の 礼拝 を 8 ラカ一 ト 行った」 と 記されて いる。 

マイム一 ナ はこう 伝えて いる 

私 は 預言者の ため 水 を 用意し、 力 一テン を 張った。 彼 は、 その内 側で 沐浴 をな さった。 



他人の 局部 を 見ない ことにつ いて 

アブ ドル' ラフ マ一 ンの 父、 アブ一' サイ一 ド 'フ ドリ一 によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 
「男子 は、 他の 男の 局部 を 見て はならない。 
女子 も 同じぐ 他の 女の 局部 を 見て はならない。 
また 男子 は、 他の 男と一 枚の 布で 臥して はならない。 
同様に 女子 も 他の 女と 共に一 枚の 布に 臥して はならない」 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 イブ ン 'アブ一 'フ ダイク 及び ダッハ 一クゼ ン 'ウス マーンに よって 

も 伝えられる。 

彼ら は 共々 「男女の 裸体の 局部 は 陰蔽され るべき である」 と 述べて いる。 



モ一ゼ の 沐浴に 関して 



アブ一' フライ ラは、 アツ ラ一 のみ 使い、 ムハンマドが 語った ハディ一 ス の一つ をこう 伝えて いる 
イスラエルの 民 は 真裸で 沐浴 をす る 慣習が あり、 その 折、 お 互いの 局部 を 見る 機会が あ 

つた。 

しかし、 モ一ゼ だけ は 独りで 沐浴した ので、 人々 は 「神に 誓ってし、 う 力、 モ一 ゼが我 々と一 
緒に 沐浴 しないの は、 彼が 陰嚢 ヘルニア だからで ある」 といって 彼 を あざけった。 
或る日の こと、 モ一ゼ が 沐浴に 行き、 衣服 を 岩の 上に 置いた 時、 その 岩 は、 彼の 衣服 を 
乗せた まま 転がり 出した。 

モ一ゼ は 「岩よ、 私の 衣服 を 返せ ！ 岩よ、 私の 衣服 を 返せ ！ 」 と 叫びながら、 その 跡 を 
走って 追い かけた。 

この 折 イスラエルの 人々 は、 モ一ゼ の 局部 を 見る ことができ、 口々 に 「神に 誓って。 モ一ゼ 
はなん の 病気に も 冒されて いないで はない か ！ 」 といい 合った。 

(ともあれ) 岩 は その後 停止した 力、 この間に モ一ゼ は、 裸体 を 人々 に 見られて しまったの 
である。 

彼 は 衣服 を 着けてから その 岩 を 打ちた たいた。 

この 話に 関連し、 アブ一' フライ ラは 「アツ ラ一 に 誓って 話す 力、 その 岩に は モ一ゼ が 6~7 
回 打った 痕跡が 残って いる」 と 語った。 



局部の 陰蔽に 関して 



ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

カーバ 神殿が 再建され た 時、 預言者と 伯父の アツ バース は、 共々 石 運び を 手伝った。 
この 時、 アツ バ一ス は 預言者に 「あなたの 腰巻 （ィ ザ一 ル) を 脱いで 肩に かけ、 その上で 石 
を かつぐ ように」 といった。 

預言者 は その 通りに したが、 すべって しまい、 両眼 を 天に むけて 地面に ひっくり返って しま 
つた。 

その あと 立ち上がった 預言者 は 「私の 腰巻 は ！ 私の 腰巻 は ！ 」 といって お捜しに なった。 
それ 以後み 使い は、 腰巻 をき つくお 締めに なった。 

なお、 イブ ン 'ラ 一フィ 一による ハディ一 スに は、 「首の 上に」 と あり、 「肩に」 と は 記されて い 
ない。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は、 こう 語って いる 

アツ ラーの み使い は、 人 々と一 緒に カーバ 神殿 構築の ため 石材 を 運んだ。 
その 時 彼 は 腰巻 を 付けて いた。 

伯父の アツ バースが 「私の 甥よ ！ 腰巻 を はずして 肩に かけ、 それに 石 を 乗せれば 楽に 
なる」 といった ので、 彼 は 腰巻 を ほどき 肩に かけた が、 すべって 倒れ 気 を 失って しまった。 
ジャー ビル はこの 話に 関連し 「み使い は その 日 以後、 決して 裸体 を 人に お見せに なること 
はなかった」 と 語って いる。 

ミス ヮル' ビン-マフ ラマ はこう 語って いる 

「私 は 重い 石 を 運搬して いたが、 腰巻が ゆるかった ため、 たやすく ずり 落ちた。 
そのため、 持って行った 石 を 積んだり、 適当な 場所に 運んだり する ことが 容易に できな か 

つた。 

これ を 見た アツ ラ一 のみ 使い は 『腰巻 を 付け直して 腰に しっかりと 締め、 落ちない ようにし 
なさい。 裸で 歩いて はならない』 といわれた」 



用便の 折 身 を 隠す ことにつ いて 



アブ ドッラ 一'ビン 'ジャ ウファ ルは、 こう 伝えて いる 

「アツ ラーの み使い は 或る 日 、 私 をら くだの 後に 乗せ、 私が まだ 誰に も 話した ことのない、 
ある 秘密 話 を 私に 語って 下さった。 

(ともあれ） み使い は、 用便の 折に はよ ぐ 岡の ぐ まみ、 もしくは、 なつめの 木の 房の 蔭に、 
躯を 隠された」 

イブ ン. ァス マ一 は 「なつめの 木」 に 関連し、 「それ は、 なつめの 木に よる 囲い を 意味す る」 
と 説明して いる。 



精液 を 洗い流す ことに 関して 

サイ一 ド 'フ ドリ一 によると 彼の 父 は 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いと 一緒に、 月曜に クバ一 へ 行き、 サ一 リム 部族の 住居 地に 着いた。 

み使い は イト バーンの 家の 戸口に 立ち、 大声で 彼の 名 をお 呼びに なった。 

それで イト バ一ン は、 腰巻 を ひきずりながら 出て 来た。 

み使い は その 様子 を 見て、 「我々 はこの 人 （イト バ一 ン） を あわてさせて しまった」 といわれ 

た。 

イト バーン はこの 折 「み使い 様、 もし、 男が 射精 前に 突然 彼の 妻から 引き離された 場合、 

沐浴に 関して はどう すれば よいので すか」 とたず ねた。 

これに 対しみ 使い は 「射精した 場合に のみ、 沐浴 は 義務と なる のです」 とお 答えに なった。 
アブ一 ■ アラー ゼン ■ シッ ヒール はこう 語った 

アツ ラーの み使い は、 教 令の 幾つか を 別の 教 令で 廃棄な された。 

それ は 丁度、 クル ァ一ン の 或る 部分が、 別の 啓示に よって 廃棄され たのと 同じで ある。 
アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は、 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 アンサ一 ルの 或る 男の 家の 近く を 通りかかり、 彼に 使い を 出した。 

彼 はすぐ 出て 来たが、 水 を 頭からした たらせて いた。 

その 様子 を 見た み使い 力 《 「 我々 は あなた を 急がせて しまった ようです」 といわれ ると、 彼 は 
「その 通リ です。 み使い 様」 と 答えた。 

この 時、 み使い は 「あなたが 急いでい る 時、 もしくは、 射精し なかった 時、 沐浴 は 義務と は 
ならない。 ゥ ドウ一 が 必須と される だけです」 と 教示な さった。 
ゥ バイ一 ゼン' 力 アブ は、 こう 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いに、 妻と 交接した 男が 射精 前に 彼女 を 離れた 場合に ついて 質問し 

た。 



み使い はこれ に 対し 「男 は その 場合、 妻からの 分泌液 を 洗い 落すべき です。 

その後 ゥ ドウ一 を 行って 礼拝 すれば よいので す」 といわれた。 
ゥ バイ一' ビン' 力 アブ は、 アツ ラ一 のみ 使いの 言葉 を 次のように 伝えて いる 

「妻と 交接しても 射精し なかった 男 は、 陰茎 をよ く 洗い、 その あと ゥ ドウ一 を 行うべき です」 
アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 によると、 預言者 はこうい われた 

「射精した 場合、 沐浴 は 必須の 義務で ある」 
ザ イド' ビン' ハ一リ ド' ジュハ 二一 は、 こう 伝えて いる 

彼 は ウス マ一 ン 'ビン' アツ ファ一 ンに 「妻と 交接しながら、 射精し なかった 男に ついての あ 

なた の 意見 をお 聞きしたい」 といった。 

ウス マーン はこれ に 対し 「彼 は 礼拝の 時と 同様に ゥ ドウ一 を 行し、、 陰茎 を 洗うべき です」 と 
答え、 更に 「私 は、 み使い からこの こと を 聞いた のです」 と 語った。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブー' アイ ュ一ブ によっても、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ てい 



沐浴が 義務と される 場合に ついて 

アブ一 'フ ライラに よると、 預言者 はこうい われた 

「交接の あとの 沐浴 は、 男女 それぞれに とって 義務で ある」 

なお、 マ タルの 伝える ハディ一 スには 「たとえ 射精し なかった としても」 と 記されて いる。 
前記 ハディ一 スは、 カタ一 ダ によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられる 力、 表現 上に 多少の 相違が 

みられる。 

なお、 「射精し なくても」 という 言葉 は 省かれて いる。 

アブ 一'ムーサ一 はこう 伝えて いる 

ムハ一 ジル （マッカからの 移住 ムス リム） と アンサ一 ル （マディ一 ナ 在来の ムス リム） の両 
グループ 間で 意見の 相違が 生じた。 

アンサ一 ル' グル一 プは 「性交 後、 沐浴が 必須と される の は、 射精、 もしくは、 分泌液が み 
られる 場合に 限る」 と 主張し、 これに 対し ムハ一 ジル' グル一 プは 「性交が 行われた 場合、 
沐浴 は、 射精の 有無に 関わらず 必須で ある」 と 述べた。 
これに 関し アブ一 -ム 一サ 一は 「ム ハ一 ジル' グル一 プの 見解に 同意す る」 と 述べ、 次の よ 
うに 話した 

「私 は ある 日 、 起き 上 力 《 つて ァ一 イシ ャの処 に 行き 質問の 許可 を 求め、 それが 許された の 

でこう いった 『母よ ！ （もしくは、 信者の 母よ ！ ）、 私 は少々 恥ずかし いこと をお たずねした 
し、』 これに 対し 彼女 は 『あなた を 生んだ 母親に 質問で きる こと を 私に たずねる の は、 何も 
恥ずかしい ことではありません ！ なぜなら、 私 もまた あなたの 母親ではありません か』 と 
いった。 

それで 私 は 『どんな 場合、 沐浴が 必須な のです か』 とたず ねた。 

すると 彼女 は 『あなた は、 その 件に 関し 最適 任 者に 質問して います ！ 

アツ ラ一 のみ 使い は、 女性の 四肢の 上に 臥し、 割礼 部分 を 互いに 触れ合わせた 者に 対し、 

沐浴 は 義務と なります といわれ たのです』 と 語って くれた」 

預言者の 妻ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

或る人が アツ ラ一 のみ 使いに、 妻と 交接しても 射精す る ことなく 離れた 場合の 沐浴の 是非 

について 質問した。 

ァ T シャは その 時 横に 座って いた。 

み使い は 「私と 彼女 は、 交接の 後、 いつも 沐浴して いる」 とお 答えに なった。 



火 を 使った 料理に 関して 



ザ イド ■ ビン. サ一 ビト によると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「火 を 通した 料理 を 食べた 者に は、 ゥ ドウ一 が 義務と して 課せられる」 

アブ ドッラ 一'ビン' イブ ラヒ一 ムゼン '力一 リズ は、 モスクで ゥ ドウ一 を 行って いる アブ一 ■ 

フ ライラ 力 《 こう 語る の を 聞いた。 

私 は チ一ズ (注） を 食べた ので ゥ ドウ一 をして いるので す。 

アツ ラーの み使い は、 火 を 使って 料理した 食物 を 食べた 後に は、 ゥ ドウ一 をす るよう にと 言 

われた のです。 

ウル ヮは、 預言者の 妻ァ 一"^ r シャの 言葉 をこう 伝えて いる。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「火 を 使って 料理した 食物 を 食べた 後に は、 ゥ ドウ一 をして 清めよ」 と 

いわれた。 

(注) 原文 は 「アキ ト」 カテジ チーズの 一種 



火 を 使った 料理に 関する ハディ一 スの 廃棄に 関して 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 焼いた 羊の 肩 肉 をお 食べに なった あと、 ゥ ドウ一 もな さらず、 そのまま 
礼拝 を 行われた (注）。 

(注） これらの ハディ一 ス により、 前章の 「火 を 通した 料理 を 食した 場合、 ゥ ドウ一 は 必須と 
される」 という 規定 は廃稟 された ことになる 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者 は、 骨 付き 肉、 または、 肉片 をお 食べに なつてから、 すぐ 礼拝 を 行われた。 
その 折、 ゥ ドウ一 をな さらず、 水に もお 触れに ならなかった。 

ジ ャゥフ アルゼン' アム ルゼン 'ゥ マイヤ' ダム リ一 は、 彼の 父が こう 語る の を 聞いた 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 羊の 肩 肉 を 切り取って お食べになる の を 見た。 
その後 礼拝され たが、 ゥ ドウ一 はなさらなかった。 

ジ ャゥフ アルゼン' アム ルゼン 'ゥ マイヤ' ダム リ一 は、 彼の 父の 言葉 を 次のように 伝えて いる 
私 は、 アツ ラ一 のみ 使いが 羊の 肩 肉 を 切り取って お食べになる の を 見た。 
礼拝の 時刻 を 知らされた 時、 彼 は ナイフ を そこに 置いた ままお 立ちに なり 礼拝され たが、 



その 折ゥ ドウ一 はなさらなかった。 

クレイ ブは、 預言者の 妻 マ イナ一 ム から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者 は、 彼女の 処で 羊の 肩 肉 をお 食べに なった。 

そして 後、 礼拝 を 行った が、 ゥ ドウ一 をな さらな 力、 つた。 

預言者の 妻 マイム一 ナ から 聞いた クレイ ブが 伝えた 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 

伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一 'ラ 一フィ はこう 述べて いる。 

私 は 以下の こと を 証言 致します 

(すなわち） 私 はいつ も 羊の レバ一 を アツ ラーの み使いの ため 焼いて さし 上げました 力、 み 
使い は それ をお 食べに なった 後、 ゥ ドウ一 をな さる ことなぐ 礼拝され ました。 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者 は ミルク を 飲んだ 後、 水 を 求め、 口 を ゆすがれた。 
そして 「これに は 脂肪が 含まれて いる」 といわれた。 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 ズ フリーに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 衣服 を 着替えてから 礼拝に お出掛け になった 力、 その 折 パンと 肉 を 
贈られた。 

み使い は それ を 三 口 ほどお 食べに なつてから、 他の 人 々と一 緒に 礼拝 をな さった。 

この 時、 水に は 手 をお 触れに ならなかった。 
前記と 同 内容の ハ ティース は、 ムハンマド' ビン' アム ル' ビン 'ァタ 一によっても 伝えられ、 これに 
は 「私 は イブ ン 'アツ バースと 一緒だった。 彼 は 預言者が 前記の ようにな さるの を 見た。 預言者 は 
礼拝 をな さった」 と 記されて いる。 
なお、 これに は 「人々 と 一緒に」 という 表現 は みられない。 



らくだ 肉 を 食べた 後の ウド ゥ一 について 

ジャー ビル 'ビン 'サ ムラ はこう 伝えて いる 

或る人が アツ ラーの み使いに、 羊肉 を 食べた 後ゥ ドウ一 をすべき かどう かにつ いて 質問し 

た。 

み使い は 「そう 願うなら 行い、 したくない ならば 行わなくても よい」 といわれた。 
その 人 は 更に 、らくだ 肉 を 食べた 後ゥ ドウ一 を 為すべき かどう かにつ いても 質問した。 
み使い は 「為すべき です 。らくだ 肉 を 食べた 後に はゥ ドウ一 を 行うよう に （注 1)」 といわれた。 
その 人 は、 また 「羊 囲いの 中で 礼拝しても よい かどう 力、」 について たずねた が、 み使い は、 
それに 対し 「よろしい」 といわれた。 

しかし 「らくだの 休む 場所で 礼拝しても よいだ ろうか」 との 質問に 対して は、 み使い は 「いや、 

いけない （注 2) 」 とお 答えに なった。 

(注 1) らくだ 肉の 場合の みゥ ドウ一 が 必須と される 理由と して は、 

(1) らくだ 肉が、 特に 不快な 臭い を 発する ため、 

(2) ユダヤ教 などで 禁食 とされる らくだ 肉 を ムス リムが 特に 許される ことに 対する 感謝の 
表現と して、 など か 挙げられる 

(注 2) らくだ 囲いでの 礼拝 を 禁じた の は、 らくだが 時として 危険な 行動に 走る 動物で ある 
ためであろう 

前記と 同 内容の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



礼拝 中の 悪臭に 関して 



アツ バ一ド 'ビン' タミ一 ムは、 彼の 父方の 伯父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る人 物が 預言者に、 礼拝 中に せっかくの ゥ ドウ一 を 無効に しかねない 不快な 経験 をした 

と 訴えた。 

預言者 はこれ に 対し 「下痢に よる 腹 音 を 耳に したり、 放屁の 臭し、 を 鼻に した 場合を除き、 
再ゥ ドウ一 のた め 礼拝 場所 を 離れる 必要 はない」 といわれた。 
これに 関連し、 アブ一' バ クル 及び ズ ハイル ゼン' ハル ブは 「或る人 物と は、 アブ ドッ ラ一 
ビン' ザ イドの ことで ある」 と 語って いる。 

アブ 一'フ ライラに よると、 アツ ラ一 のみ 使い はこうい われた 

「もし、 あなた 方の 誰かに 腹具合の 悪い 人が いても、 誰が 悪臭 を 放った か 疑わしい 場合、 
モスクから その 人 を 外に 出て 行かせる 必要 はなし、。 ただし 放屁の 音 や 臭いから 当人が 明 
らか である 場合 はこの 限りで はない」 



皮 を鞣す ことにつ いて 



イブ ン" アツ バース は、 次のように 語って いる 

マイム一 ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 贈られた 羊が 死んだ。 

アツ ラ一 のみ 使い は、 たまたま、 その 羊の 屍体の 近く を 通りかかり 「どうして 皮 を 剥がない 

の 力、、 鞣 して 使えば 役に立つ のに ！ 」 といわれた。 

教 友ら 力 《 「 死んで いるので す」 と 述べる と、 み使い は 「動物の 屍体 を 食す る ことが 禁じられ 
る だけです」 といわれた。 

これに 関連し、 アブ一 'バ クル 及び イブ ン 'アブ一' ウマル は 「この 話 は マイム一 ナ によって 
語られた」 と 伝えて いる。 

イブ ン 'アツ バース は、 別の 伝承 者 経路で こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 マイム一 ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 贈られた 羊の 死骸 を ごらんに 
なった。 

この 折み 使い は 「どうして 羊の 皮 を 役立てようと しないの か」 といわれた。 

人々 が 「死骸 だからです」 と 答える と、 み使い は 「（死んだ 動物の 肉 を） 食す る ことが 禁じら 

れる だけです」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディ一 スは、 イブ ン'シ ハーブに よっても 伝えられ ている。 

ァタ一 は イブ ン 'アツ バースより 聞いて、 こう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 マイム一 ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 与えられた 羊の 死骸が、 投げ 
棄 てられて いる 場所 をお 通りに なった。 

預言者 はこれ を 見て 「どうして 皮 を 剥がない の 力、、 鞣 して 使えば 役に立つ のに」 といわれ 

た。 

イブ ン-ァ ツバ一 スは、 マイム一 ナ から 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 妻た ちの一 人が 家畜 を 飼って いた。 

それが 死んだ 時、 み 使し、 は 「どうして、 その 皮 を 剥いで 利用 しないの か」 といわれた。 

ァタ一 によると、 イブ ン 'アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者 は、 マイム一 ナの元 女 奴隸が 飼って いた 羊の 死骸の 傍ら を 通りかかった 折 「どうし 
て 皮 を 剥いで 利用 しないの か」 といわれた。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バースに よると、 アツ ラーの み使い はこうい われた 



「皮 は鞣 される と、 清浄になる （注） 」 



(注） 宗教 上 禁忌 （ハラ一 ム） とされる 犬 や 豚の 皮 は、 勿論、 これに は 該当し ない 

イブ ン' アツ バースに よる 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 他に も 幾つかの 伝承 者 経路で 伝、 そられ 

ている。 

アブ一' ハイル はこう 伝えて いる 

私 は、 イブ ン' ヮァラ 'サバ 一ィ一 が 毛皮 を 着て いるので、 それに 触って みた。 

彼 は 「どうして 触る のです か」 といって から 次のように 話した。 

「私 は、 かって、 イブ ン 'アツ バ一ス にこう 質問した ことがあります 

『私たち はマグ リブ (北 アフリカ 西部） に 住んで います。 そこに はバ一 バリ 人 や ゾロアスター 

(拝火教) 教徒ら も 住んで います。 彼ら は 雄 羊 を 飼い 屠殺し ます 力、 私たち は、 彼らの 殺し 

た 動物の 肉 は 食べません。 彼ら はまた 脂肪が一 杯つ まった 皮 袋 を 私たちの 処に 持って来 

ます』 

これに 対し、 イブ ン 'アツ バ一ス は 『私たち はかって アツ ラ一 のみ 使いに それにつ いて 質問 
したが、 その 折み 使い は" 皮は鞣 される ことによって 浄化され る （たとえ 非 イスラ一 ム 教徒 
の 手で、 鞣 された 皮であって も）" といわれた』 と 語って くれた」 

イブ ン- ヮァラ 'サバ 一"^ r— は、 こう 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'アツ バ一ス に 「私たち はマグ リブ 地方の 住民です。 ゾ ロア スタ一 教 
徒ら が、 水と 脂肪の 入った 皮 袋 を 持って 私たちの 処に 来て 『飲め』 といい ます。 あなた は 
飲む ことに 同意し ます か」 とたず ねた。 

これに 対し イブ ン 'アツ バ一ス は 「私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 『鞣す ことで、 皮 は 清浄になる』 
といわれ たの を 聞いた ことか ある」 と 語って くれた。 



タヤ ンム厶 (砂ゥ ドウ一） に関して 

ァ r シャ はこう 伝えて いる 

「私たちが アツ ラ一 のみ 使いに お 伴した 或る 旅の 途中、 バイダ一、 もしくは、 ザ一 トル 'ジャ 
イシ ュと 呼ばれる 場所に 着いた 時、 私の 首飾りが 壊れ どこかに 落ちて しまった。 
アツ ラ一 のみ 使い は それ を 捜す ため、 他の 人 々と一 緒に ここに 停止な さった。 
この 地域に は 水 場 はなぐ また、 誰も 水 を 持って いる 者 はな かつ： た。 
それで、 或る人た ち は 私の 父、 アブ一 'バ クルの 処に 行き 『ァ 一"^ r シャが 何 をした か 知って 
います か。 

彼女 はみ 使いと 彼に 従ってい る 人た ち を 引き止めて いるので す。 

ここに は 水 もない し、 誰も 水 を 持って いないの です』 といった。 

そのため アブ一 'バ クル はこ こにやって 来たので す 力、 その 時み 使い は 私の 腿に 頭 を 乗 

せて 眠って おられました。 

アブ一' バ クル はこの 折 『お前 はみ 使い や 他の 人々 を 引き止めて しまった。 
ここに は 水 場 はない し、 誰も 水 を 持って いないと いうのに ！ 』 といい ました」 
ァ一 イシ ャは 続けて こう 語った。 

「アブ一 'バ クル は (アツ ラ一 がそう いわしめ 給う ままに) 私 を 非難し、 そして 私の 腰 を 彼の 
手で つついた のです。 

しかし 私 は、 み使いが 私の 腿 を 枕に して 眠って おられた ため、 身動きする こと もで きな かつ 
たのです。 

(ともあれ） み使い はこの 水の ない 場所で 朝までお 休みに なりました。 

そして この 折、 アツ ラ一 は タヤ ンムム に関する 啓示 を 下された のでした （クル ァ一ン 第 4 章 
43 節）。 

それでみ 使い ゃ教 友ら は タヤ ンムム を 行った のです （注）」 

この 折、 指導者 格の一 人、 ウサイ ドゼン 'フ ダイ ルは 「アブ一' バ クルの 家族の 人々 よ ！ 
これまで も みられた こと だが、 あなた 方 はまこと に 数々 の 恩寵に 恵まれて おられる ！ 」 とい 

つた。 

ァ一 イシ ャは 「その後、 私の らくだ を 立た せた ところ、 その 下に 首飾り は 落ちて いました」 と 
ち 言 吾った。 

(注) タヤ ンムム と は、 きれいな 土、 または、 壁面に 触れて 顏ゃ手 を 清める 水の ない 場所 
での 特別の ウド ウー を 意味す る。 

クル ァ一ン 第 4 章 43 節、 第 5 章 6 節な どに これに 関する 啓示が みられる 



ヒシャ 一ムの 父 はァ一 イシ ャ について こう 伝えて いる 

彼女 は 姉妹の ァス マ一 ゥ から 首飾り を 借りた 力、 それ を 落して しまった。 

アツ ラ一 のみ 使い は 人々 を 遣って その 首飾り を 探させた。 

彼ら は 定めの 時刻に は、 水の ない 処故、 ウド ゥ一 もせずに 礼拝 を 行った が、 預言者の 処 

に 戻った 時、 そのこと について 不満 を 述べた。 

その 折、 タヤ ンムム に関する 聖 句が 啓示され たのであった。 

この 話に 関連して、 ゥ サイド 'ビン 'フ ダイ ルはァ 一イシ ャに 対し 「アツ ラ一 が あなたに よき 

報償 を 給わらん こと を ！ 

あなたが 困難に 会われ、 アツ ラーが あなたの 紛失 物 を 発見せ しめなかった の は、 この 機 
会に ムス リムた ちに 恩寵 を 与えようと なさった からです」 と 述べた。 

シャキ 一クは 次のように 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド 及び アブ一 ■ ムーサ一 と共に 座って いた 力、 この 時、 ァ 
ブ— ■ ムーサ— はこうい つた 

「アブ ドル' ラフ マ一 ン （アブ ドッラ 一の 呼び名 ） よ ！ 

—力 月 も 十分な 水がない 場合、 交接した 男 は 礼拝の 時 どう すれば よいので すか」 

アブ ドッラ 一はこれ に 対し 「たとえ一 力 月間 も 十分な 水がない 場合で あっても、 タヤ ンムム 

をして はならない」 といった。 

アブ一' ムーサ一 は 「それで は、 クル ァ一ン の 食卓の 章 （アル' マ一 イダ） の聖句 「女と交わ 
つた 者で 水 を 見つけられない 場合 は、 清浄な 土に 触れ、 あなたがたの 顔と 両手 を 撫でな 

さい」 （クル ァ一ン 第 5 章 6 節） について どう 考えます か」 とたず ねた。 
これに 対し、 アブ ドッラ 一は 「もし この 聖句を 理由に して、 譲歩が 認められる としたら、 人々 
は 水が あっても それが 非常に 冷たい 場合、 土 を 手に して タヤ ンムム を 行うよう になる こと 
だろう」 といった。 

アブ一 -ム 一サ 一は、 この 時 アブ ドッラ 一に 次のように 語った 

「あなた は、 アン マ一 ルカ 《 こう 話した の を 聞きませんでした か 

(すなわち） 『アツ ラ一 のみ 使い は 用あって 私に 使い を 寄越されました。 

私 は その 時 交接 後で あつたが 水がなかった ので、 丁度、 動物が 砂の 上 を 転 力 《 るよう に 私 

も 砂上 を 転がって 清め、 その後み 使いの 処に 行き、 そのこと を 申し上げ たのです。 

するとみ 使い は" このように 行えば よい" といいながら、 両手で 地面 を 一回た たき、 次いで 

右手 を 左手で こすって から、 続けて 手の 乎と 顔 を 同様に こすられた のです』」 

この 話 を 聞いた アブ ドッラ 一は 「あなた は、 ウマルが この アン マールの 言葉 だけで は 納得 

しないだ ろうと 思いません か （注）」 といった。 

(注) カリフ' ウマルと アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は、 交接 後の 汚れ は タヤ ンムム では 浄 
化で きないとの 見解だった。 



し 力、 し、 アン マール その他の ハディ一 ス によって、 後に は、 水の ない 処 での タヤ ンムム に、 
通常の ゥ ドウ一 や 沐浴 同様の 効能 を 認める 見解に 変った 

シャ キー ク による 前記と 同 内容の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 それに は 次の 言 
葉が みられる 

「アツ ラ一 のみ 使い は 両手で 土の 上 をた たき、 その あと （両手の） 土 を ふるい 落してから、 顔と 手の 
平 を こすられた」 

アブ ドル' ラフ マーン 'ビン' アブ ザ一 は、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る 男が ウマルの 処に 来て 「私 は 時々 精液 を 漏し ますが、 清める ための 水が ありません」 

といった ところ、 ウマル は 「そのような 場合 礼拝して はならない」 と 述べた。 

この 話 を 聞いた アン マール は、 次のように いった。 

「信者の 長よ、 あなた は、 私と あなたが 襲撃 隊に 加わった 時の こと を 憶えて います か。 

その 折、 精液 を 漏した が 沐浴すべき 水力 《 な かった ため、 あなた は 礼拝 をな さらなかった。 

私に 関して 言えば、 私 は 砂の 上 を 転 力 《 つてから 礼拝 を 行った のでした。 

そして、 この こと を 預言者に 申し上げた ところ、 彼 は 『地面 を 両手で たたいた 後、 土 を 吹き 

落とし 、顔と 両手 を こすれば 十分で ある』 といわれました」 

これに 対し ウマル は 「アン マールよ ！ アツ ラ一 を 恐れなさい ！ （言葉 を 慎みなさい ！ ）」 と 
いった。 

アン マ一 ルは 「あなたが そう 願うなら、 私 はこの 話 を だれに も 致しません」 と 述べた。 
この ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ るが、 それに は 「ウマル は 『あなたが 述 
ベた こと を 私たち も 信用し ます』 といった」 との 言葉が みられる。 

アブ ドル' ラフ マーン' ビン' アブ ザ一 は 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る 男が ウマルの 処に 来て 「私 は 性行為 をし ましたが、 沐浴すべき 水が ありません」 とい 
つた。 

これ 以下の 部分 は、 次の 言葉の 追加 以外、 前記と 同 内容で ある。 

「アン マール は 『信者の 長よ、 アツ ラ一 は 私より あなたに より 多くの 権限 をお 与えに なられ 

た 故、 私 は、 もし あなたが そう 望むならば、 この ハディ一 スを 誰に も 話さない つもりです』 と 

いった」 

イブ ン' アツ バースの 元 奴隸ゥ マイル はこう 伝えて いる。 

私と 預言者の 妻 マイム一 ナの 元奴隸 アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'ャサ 一ルは 、アブ一 ル- 
ジャフ ム' ビン 'ハ 一リス ■ シン マ' アンサ一 リ一 の 家に 行った。 
この 時、 アブ一 ル' ジ ャフム はこう 語った 

「ある 人が、 ビィル 'ジャ マルの 方角から 来られた アツ ラーの み使いに 道路 上で 出会った。 
この 時、 その 人 は 挨拶した がみ 使い はなに も 返事 をな さらず、 そのまま、 壁の 所まで 行つ 



て 顔と 両手 を こすられた。 

そして、 その あと 初めて 挨拶 をお 返しに なった」 



イブ ン 'ウマル はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 放尿な さって いる 時、 或る人が 挨拶した 力、 み使い は それに はお 答え 

にならなかった。 



ムス リムの 清浄 さに ついて 



アブ一' フライ ラ について こう 伝えられ ている 

彼 は、 マディ一 ナに 通ず る 道路 上で 預言者に 会った 力、 交接 後の 汚れの 状態だった ため、 
こっそり 立ち去り 沐浴 を 行った。 

預言者 は 彼 をお 捜しに なり、 彼が 戻った 時 「アブ一' フライ ラょ、 どこに いたの か」 といわれ 

た。 

アブ一 'フ ライラ は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 お会いした 時 私 は 汚れて いたた め、 沐浴して 身 
を 清める まで あなたのお 側に 座りたくなかった のです」 といった。 

み使い はこの 言葉 を 聞いて 「アツ ラーに 讚え あれ ！ まことに、 信者 は 汚れな く 清浄な 
人々 です！ 」 といわれた。 

フザ ィファ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 彼に 会われた 時、 彼 は 交接 後で 汚れて いた。 

それで 彼 はこつ そり 立ち去って 沐浴 を 行し、、 その後 戻って 「私 は、 清浄でなかった のです」 
と 告げた。 

み使い は、 これ を 聞いて 「まことに、 ムス リムに は 汚れがない」 といわれた。 



アツ ラ一 を 常に 念ずる ことにつ いて 



ァ一 イシ ャ はこう 伝えて いる 

預言者 は、 どんな 時に も アツ ラ一 を 念じて おられた。 



食前の ゥ ドウ一 は 不要で ある ことにつ いて 



イブ ン ■ アツ バース はこう 伝えて いる 

預言者が トイレから 出て 来られた 時、 食事 を 提供され た。 

その 折 人々 は 「ゥ ドウ一 をな さるので すか」 とおたず ねした。 

これに 対し 預言者 は 「ゥ ドウ一 をして 礼拝せ ねばな りません か」 といわれた （注）。 

(注) 食事 前に は 手 を 洗う だけで よ 《ゥ ドウ一 を 行う 必要 はない 
イブ ン 'アツ バース はこう 伝えて いる 

私たちが 預言者の 処 にいた ある 時、 トイレから 出て 来られた 預言者の 前に 食事が 運ばれ 

た。 

この 折 「ウド ゥ一 をなさい ません か」 とたず ねられた 力、 預言者 は 「なぜ 私が 今、 礼拝の た 
めの ゥ ドウ一 を 行う のです 力、」 といわれた。 
アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は、 こう 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い は トイレに 行かれた。 

戻って 来た 時 食事 を 出された が、 この 折 「み使い 様、 ゥ ドウ一 をな さらない のです か」 とた 
ず ねられた。 

み使い はこれ に 対し 「どうしてで すか。 
礼拝 をせ ねばな りません か」 といわれた。 
イブ ン 'アツ バース は、 次のように 語って いる 
預言者 は、 用便 後 トイレから 出て 来られた。 

その あと 食事が 出され、 彼 は それ をお 食べに なった が、 水に はお 触れに ならなかった。 
サイ一 ド' ビン 'フ ワイ リスの 伝える ハディ一 スに は、 これに 関連し、 次のように 記されて い 
る 

「教 友の一 人が 預言者に むかって 『あなた はゥ ドウ一 をなさい ませんで した』 といった 時、 
預言者 は 『私 は 今ゥ ドウ一 をして、 礼拝 を 行う つもりはありません』 といわれた」 



トイレで 唱えられる 言葉に ついて 

ァ ナス はこう 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は トイレ （ハラ一） に 入った 時 （フ シャイ ムの 伝える ハディ一 ス によれば、 
み使い は 憚り （力 ニーフ） に 入った 時）、 いつも、 こうお 唱えに なった 

「アツ ラーよ、 私 を 邪悪と 忌 わしき 事々 からお 護り 下さい ！ 」 
前記と 同 内容の ハディ一 スは、 アブ ドル 'ァズ イーズに よっても 伝えられ、 それに は 「私 は アツ ラ一 
に、 邪悪と 忌 わしき 事々 からお 護り 下さる よう 祈願 致します」 と 記されて いる。 



居眠り 後の ウド ウーに 関して 



ァ ナス はこう 伝えて いる 

人々 は 礼拝の ため 立ち上が つたが、 アツ ラーの み使い は、 或る 男と 小声で 話 を 続けて お 
られた 

(アブ ドル 'ヮ 一リスの 表現に よると、 アツ ラ一 のみ 使い は 或る 男と 内密の 話 をな さって お 

られ た） 

そのため、 礼拝が いつまでも 始まらず、 人々 の 中には 居眠り をす る 者 もいた ほどだった。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

人々 は 礼拝の ため 立ち上つ たが、 預言者 は 或る 男と 小声で 話し込んで おられ、 教友 たち 

が 居眠り を 始める 頃まで、 話し合い を 中断な さらなかった。 

預言者 は、 その後よ うやく 出て おいでになり、 人 々と一 緒に 礼拝 をな さった。 
カタ一 ダ はこう 伝えて いる 

私はァ ナスから、 アツ ラ一 のみ 使いの 教友 たちが 居眠り をした 後 礼拝 を 行い、 その 際、 ゥ 

ドウ一 を 省いた こと を 聞いた。 

これに 関連し、 カタ一 ダは 「ァ ナスから 直接 その 話 を 聞いた のです か」 と 人に たずねられた 
折 「アツ ラーに 誓って。 その 通りです」 と 答えた。 

ァ ナス はこう 伝えて いる 

人々 が 夜 （イシ ャ一） の 礼拝の ため 立ち上った 時、 或る 男が 来て 「お話ししたい ことがあり 
ます」 といい 出した。 

それで、 預言者 は 彼と 内密の 話 を 長々 とな さった。 

人々 は （もしくは、 一部の 人々 は） そのため 居眠り を 始めた ほどで あつたが、 その後よ うや 
く 礼拝が 行われた 



礼拝の 書 



ァザ一 ン (礼拝 時刻 告知の 詠唱） の 由来 

イブ ン 'ウマル (アブ ドッラ 一） は 次のように 伝えて いる 

ムス リム 達 （マッカの 信徒ら） が マディ一 ナ にやって 来た 時 （西暦 622 年の ヒジ ユラ) 彼等 は 
皆 集まって 礼拝 時刻 到来の 告知 を 待って いた。 
しかし 誰も その 時刻の 到来 を 知らせる 者 はいなかった。 

そこで 某日、 人々 はこの ことにつ いて 話し あう ことにな つたが 或る 者 は キリスト教徒が 用い 
ている 鐘の ような もので はどう かとい い、 また 或る 者 は ユダヤ教 徒が 用いる 角笛の ような 
もので はどう かとい いだした。 

すると ウマル (後に 第二 代 カリフに 就任） はこう 云った。 

「誰かに 皆さんが 委任して その 者に 礼拝 時刻の 到来 を 肉声で 呼び掛けても らうべき では 
ない のでし ようか」 

力 、くして アツ ラ一 の 使徒 はこう 仰せられた。 

「ビラ一 ル (注) よ、 立って 人々 に 礼拝への 呼び掛け をせ よ」 

(注) 美声で 知られた エチオピア 系 元奴隸 出身の 黒人 ムス リム 



ァザ一 ンの 言葉 は 二回、 イカ一 マの それ は 一回 唱える こと 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

ビラール は アツ ラーの 使徒から ァザ一 ンの 言葉 は 各 二回ず つ 繰り返し (注 1 ) イカ一 マ (礼 
拝 直前の 小声で 早口の 小ァ ザ一 ン） （注 2) の 言葉 は 各一 回 だけ 唱える よう 命じられた。 
ところで 伝承 者の一 人 は" イカ一 マ を 除いて" という 語句 を 最後に つけ 加えた （注 3)。 

(注 1)_ 息の 詠誦 を 二度 繰り返す という 意味で たとえば 次の ①②の 例 は どちらも 正しし、 

① 「アツ ラ 一は 偉大な リ」 「アツ ラ一 は 偉大な リ」 

② 「アツ ラ— は 偉大な リ、 アツ ラ— は 偉大な リ」 「アツ ラ— は 偉大な リ、 アツ ラ— は 偉大な リ」 

(注 2) 二つの 意味が あ リ小ァ ザ一 ン そのものの 意味の 他に （注 3) のように" 礼拝 はま さに 
始まらん とす" という一 節 だけ を も 意味して いる 

(注 3) それ は" 礼拝 はま さに 始まろうと している" という一句 を 除いて 小ァ ザ一 ンの 全ての 
文 言 を 二回 繰り返す よう 命じられた 意 



ァ ナス 'ビン ■ マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

彼等 (教 友達） は 礼拝 時刻の 到来 を 誰に でもよ く 解る 何ら かの 方法に よって 知らせるべき 
であると して そのこと で 議論して いた。 

或る 者 は 火 をと もすべき だとい い、 また 或る 者 は 鐘 を 鳴らすべき だとい つた。 

そこで ビラ一 ルが 肉声で もって ァザ一 ンの 言葉 を 各 二回 繰り返 じ' イカ一 マ" は 一回 だけ 

唱える ように 命じられた。 

この ハディ一 スは 前記/ 、ディ一 スと 別の 伝承 者 経路 を 経て 力一 リ ド ■ ' 、ッ ザ一 ゥ によって 
次のように 伝えられ ている。 

多くの 人々 が この ことで 議論 を 始めた 時、 彼等 は 前記の ハディ一 スの 如くに 礼拝 時刻 を 
告知すべき であると した。 

しかし ここで は" 彼等 は 火 をお こすべき である" といった 表現 を 用いて いる。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

ビラ一 ルはァ ザ一 ンの 言葉 を 各 二回ず つ 繰り返し "イカ一マ" の 言葉 は一度 だけ 唱える よ 
う 命じられた。 



ァザ一 ンの 詠唱 法 

アブ一 ■ マフ ズ一ラ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 預言者 は 彼に 以下の ァザ一 ン 詠唱 法 を 教えて くれた。 

「アツ ラ 一は 偉大な り。 アツ ラ一 は 偉大な リ。 

私 は アツ ラ一 の 他に 神な しと 証言す る。 

私 は アツ ラ一 の 他に 神な しと 証言す る。 

私 は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある こと を 証言す る。 

私 は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある こと を 証言す る」 

それから 彼 (アブ一 マフ ズ一 ラ） は 前記の 言葉 を さらに 繰り返し てこう 言った (注）。 

「私 は アツ ラ一 の 他に 神な しと 証言す る。 

私 は アツ ラ一 の 他に 神な しと 証言す る。 

私 は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある こと を 証言す る。 

私 は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある こと を 証言す る」 

それから さらにつ づけて 「礼拝の ために 来たれ」 （これ を 二回） 「成功の ために 来たれ」 （こ 

れを 二回） 

以上に ひきつづいて 伝承 者の一 人 イス ハーク は 以下の 言葉 を 加えて いる。 
「アツ ラ 一は 偉大な り。 アツ ラ一 は 偉大な リ。 アツ ラーの 他に 神な し」 



(注） 以下の 繰り返し は アブ一' マフ ズ一ラ 独自の スタイル である。 
結局 ァザ一 ンの 言葉の 繰り返し 回数に は 決定的な 決まり はない 



一つの モスクに 二人の ム アツ ジン (ァ ザ一 ンの 詠唱 者） がいる こと は 好まし 
いこと である 

イブ ン 'ウマル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒に は 二人の ム アツ ジンが いた、 それ は ビラールと 後に 失明した アブ ドッラ 
—'ビン' ゥンム 'マ クト一 ム である。 

この ハディ一 スはァ 一イシ ャ （預言者の 妻のう ちの一 人） を 起点と した 別の 伝承 者 経路に よっても 
伝えられ ている。 

明敏 さ を 具えて いれば 失明者に よる ァザ一 ンも 可能で ある こと 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

イブ ン' ゥンム 'マ ク！ ムは アツ ラーの 使徒に 仕えて ァザ一 ンの 詠唱 をして いた 力 、その 
時 彼 は 失明して いた。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経由して 伝えられ ている。 



預言者が 異教徒の 地 (ダ一 ルル 'ク フル） に 住んで いる 人々 の 間で ァザ一 ン 
の 詠唱 を 聞いた 時には 彼等に 対する 攻撃 を 止めた こと 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 夜明けと ともに 敵 を 攻撃す る こと を 常と していた。 

その 際に 彼はァ ザ一 ン 詠唱の 有無に 聞き耳 をた てた ものでした。 

それで ァザ一 ンの 詠唱 を 耳に したば あいに は 攻撃 を 止め、 聞かなかった 場合に は その ま 

ま 攻撃 を 続行した。 

こうした 或る時 或る 者が 「アツ ラ 一は 偉大な リ、 アツ ラ一 は 偉大な り」 と 詠唱して いた。 
これ を 聞いた アツ ラ一 の 使徒 は 「彼 (或る 者） は 本然の 姿 （イスラ一 ム） に 従ってい る」 とし ゝ 
つた。 

それから その 男が 「アツ ラ一 以外に 神な しと 私 は 証言す る。 
アツ ラ一 以外に 神な しと 私 は 証言す る」 といった。 



これ を 聞いて アツ ラ一 の 使徒 は 「あなた は 地獄の 業火から 逃れる ことができました」 といつ 

た。 

そこで 人々 は その 男 を 注目して よく 見た が (驚いた ことに) 彼 はた だの 山羊 飼でした。 



ァザ一 ンを 聞いた 者 は (誰でも) それと 同じ 言葉 を 唱和すべき こと。 
その後 預言者 を 祝福し、 それから 彼のた めに ヮスィ 一ラ (神の 座に 最も 近い 
楽園 最高 位の 座) を アツ ラーに 請うべき である こと 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は アツ ラーの 使徒が 次の よう 語った として 伝えて いる 

「あなたた ち は 礼拝への 呼びかけ (ァ ザ一 ン) を 聞いたなら ァザ一 ンの 詠唱 者が 唱えて い 
る こと を 同じように 繰り返しなさい」 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は 預言者が 次のようにい つたこと を 聞いた として 伝えて い 

る 

「あなたた ちはム アツ ジンの 詠唱 を 耳に した 時には 彼の いっている こと を 同じように 繰り返 
しなさい。 

それから 私 (預言者) を 祝福しなさい。 

私 を 祝福した 者 は 誰でも アツ ラーより 10 倍の 祝福 をう ける だろう。 

それから 私の ために ヮスィ 一ラを アツ ラーに 請いなさい。 

ヮスィ 一ラと は アツ ラ一 の 下僕 (信徒） 達の 中で ただ一 人の ために 用意され た 天国での 特 

別席です が、 私 は そのた だ一 人になる こと を 望んで 止みません。 

私の ために この ヮスィ 一ラを アツ ラ一 に 請うた 者 は 誰でも 最後の 審判の 際に は 私からの 

執り成しが 保証され るでしょう」 

ウマル (後に 第二 代 カリフ） は アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

ム アツ ジンが 「アツ ラ一 は 偉大な リ、 アツ ラ一 は 偉大な り」 と 詠唱したら、 少 くと も あなたた ち 
の一人が それに 答えて、 「アツ ラ一 は 偉大な リ、 アツ ラ一 は 偉大な り」 と 唱和すべき である。 
それから ム アツ ジンが 「アツ ラ 一以外に 神な しと 私 は 証言す る」 と 詠唱した 時には その 者 は 
答えて 「アツ ラ一 以外に 神な しと 私 は 証言す る」 と 唱和すべき である。 
それから ム アツ ジン 力 《 「ムハンマド は アツ ラーの 使徒で あると 私 は 証言す る」 と 詠唱した な 
ら その 者 は 答えて 「ムハンマド は アツ ラ一 の 使徒で あると 私 は 証言す る」 と 唱和す べきで 

それから ム アツ ジン 力 《 「礼拝の ために 来たれ」 と 詠唱した 時には その 者 は 答えて 「アツ ラ一 
による ことなしに はいかなる 権能 も 力 も 存在せ ず」 と 唱えるべき である。 
その後 ム アツ ジンが 「成功の ために 来たれ」 と 詠唱した 時に もまた その 者 は 答えて 「アツ ラ 
—による ことなしに はいかなる 権能 も 力 も 存在せ ず」 と 唱えるべき である。 



それから ム アツ ジン 力 《 「アツ ラ 一は 偉大な リ、 アツ ラ一 は 偉大な リ」 と 詠唱した 時 は その 者 
は 答えて 「アツ ラ一 は 偉大な リ、 アツ ラ一 は 偉大な り」 と 繰り返し、 最後に ム アツ ジンが 「アツ 
ラ 一以外に 神な し」 と 唱えた 時 は その 者 は それに 答えて 「アツ ラ一 以外に 神な し」 と 心から 
娼 念すべき である。 

こうすれば その 者 は 天国に 入る であろう。 

サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ 力一 ス （力一 デシ ィャの 戦の 総 指令 官 として 知られて いる） は アツ ラ一 の 

使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

ム アツ ジンの 声 を 聞いた 時に 「アツ ラ一 以外に 神な し、 アツ ラ一 は 唯 一者に して 同位 者な し、 
また ムハンマド は アツ ラ一 の 下僕で あり 使徒で あると 私 は 証言す る。 
私 は 我が 主として アツ ラ一 を 心から 信じ、 使徒と して ムハンマド を 心から 信じ、 宗教 （生活 
律法） として イスラ一 ムを 心から 受け入れました」 といった 者 は 誰でも その 者の 宗教 上の 
罪 は 許される であろう。 

ところで イブ ン' ルムフ による 別の 伝承に よれば 「そして 余人 は ともかく この 私 は …… と 証 
言す る」 と ある 力 《 クタ ィバの 伝承で は 単に 「私 は …… と 証言す る」 となって いる。 



ァザ一 ンの 美徳、 また ァザ一 ンを 聞く と 悪魔 は 逃げ去る という こと 

タル ハゼン 'ヤヒヤ一 は 彼の 叔父から 聞いた 話と して 次のように 伝えて いる 

私 は ムアー ウイ ャ 'ビン' アブ一' スフ ヤーン （ゥ マイヤ 朝の 創始者） の 所に いた。 

すると 彼の もとに ム アツ ジンが 礼拝 時刻の 到来 を 知らせに やって来た。 

その 時 ムァ一 ウイ ャは アツ ラ一 の 使徒が かって 次のように 語った こと を 耳に したと いった。 

「復活の 日に はム アツ ジン 達が 最も 首の 長い 人達 (傑出した 人物に 対する 比喩) です 

(注)」 

イーサ一 ■ ビン ■ タル/ 、もまた ムアー ウイ ャ から 前記と 同じ アツ ラーの 使徒の ノ 、ディース を 
聞いた と 伝えて いる。 

(注) 復活の 日に は 彼等が 実際 長い 首 をした 姿で 現われる とも 考えられ ている 

ジャ一 ビルからの 伝聞と して アブ一 ■ スフ ヤーン は 次のように 伝えて いる 
私 はかって 預言者が 次のように 語った 言葉 を 耳に しました。 
「悪魔 は 礼拝への 呼びかけ を 聞く と ラウ ハ一 の あたりまで 遠くに 逃げ去る」 
さて ス ライマ一 ン はこう 言った 「そこで 私 は ラウ ハ一 と は どこです かと 彼 (預言者） に 尋ね 
た」 

すると 彼 は 答えて 言った 「それ は マディ一 ナ から 36 マイル 程 離れた ところに あります」 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブ一 'フ ライラ は 預言者の 次の ような 言葉 を 伝えて いる 

「悪魔 は 礼拝の 呼びかけ を 聞く とその 声が 聞こえな いように 背 を 向けて 放屁す る。 
しかし その 呼びかけが 終わり 静かになる とまた 舞い戻り 礼拝に 集まった 人々 の 心 を 惑わ 
そうとする。 

その後 イカ一 マ （礼拝 直前の 小ァ ザ一 ン） を 聞く とその 声が 届かぬ ところまで 再び 逃げて、 
イカ一 マが 終り 静かになる とまた 舞い戻つ てきて 惑わそう とする」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「ム アツ ジンが ァザ一 ンを 詠唱す ると 悪魔 は 踵 を 返して一 目 散に 駔け 去る」 

ス ハイル は 次のように 伝えて いる 

私の 父 は 私 を バニ 一■/、一 リサ 族の もとへ 使いに さし 向けた。 

その 時 私 は、 少年だった か 成人だった か （よく 覚えて いないが） ともかく一 人の 随行 者と一 
緒だった。 

そして 誰かが 壁の 向こう側から 私の 随行 者の 名前 を 呼んだ ので 彼 は 壁の 方 を 注意 深く 見 



ました。 

しかし そこに は 人影 は 見当らなかった。 

そこで 私 はこの 出来事 を 父に 話した ところ 父 は 次のように 語った。 

もしお 前が そのような 状況に 置かれる と 前もって 解って いたならば そのような 所へ お前 を 

使いに 出さなかった だろう。 

それにして ももし いま一 度 そのような 悪魔の 呼び声 （ハ 一テフと いって イスラ一 ム 以前から 
恐れられ ていた） を 聞いたならば ァザ一 ンを 唱えなさい。 
なぜならば 私 は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と アブ一 'フ ライラから 聞いて います。 
「そもそも 悪魔 はァ ザ一 ンの 詠唱 を 聞けば ただちに 一目 散に 退 参す るであろう」 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

「悪魔 は 礼拝への 呼びかけの 声 を 聞く とその 声が 聞え なくなる ように 背 を 向けて 放屁す る。 

しかし ァザ一 ンの 詠唱が 終る と 悪魔 はまた 戻り 近づいて くる。 

それから イカ一 マが 唱えられ ると 悪魔 は 再び 踵 を 返して 逃げ去り、 イカ一 マが 終る とまた 

戻り 礼拝 者に 近付いて 『しかじか のこと を 思い起せ ！ しかじか のこと を 思い起こせ ！ 』 と 
ささやいて その 男が 以前に は 考えた こと もない こと を 思い起させて は 彼 を 惑わす。 
その 結果、 礼拝 者 は 何回 礼拝した かも 自分で も 分ら なくなって しまう」 

前記と 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラに より 伝えられ ている がそれ は 

次の一 節の一 部が 違って いる だけで ある。 

「彼 は どのよう にして 礼拝した のか 自分で も わけが 分から なくなって しまう」 



礼拝 動作の 中で 屈 身したり、 上体 を 起したり する 際に は タク ビール を 唱える 

べき こと、 ただし 屈 身 礼から 上体 を 起こして 直立の 姿勢に 移る 際 は 別で、 こ 
の 時 は 「アツ ラ 一は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞きた もう」 と 唱えるべき こと 

アブ一 'サ ラマ ゼン' アブ ドル' ラフ マーン は 次のように 伝えて いる 

アブ一 フ ライラ は 皆の ために 礼拝の 先導 をす る イマ一 ム (教 導師） の 役 を 勤めた もの だつ 

た。 

その 際 彼 は 身 を 屈めたり 身 を 起したり する ごとに タク ビール を 唱えた。 
そして 礼拝 を 終えた 時 彼 は 次のように いった。 

「アツ ラ一 に 誓って 私 は 皆さんの 誰よりも アツ ラ一 の 使徒の 礼拝に 最も 近い 礼拝の 言葉 を 
唱えて います」 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝の ために 立ち上 力 《 つた 際に、 直立の 姿勢で タク ビ一ル を 唱え、 そ 
れ から 屈 身 礼に 移る 際に 再び タク ビ一ル を 唱え、 屈 身 礼から 身 を 起す 時には 「アツ ラ一 は 
彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞きた もう」 と 唱えた。 

それから 彼 は 立った ままの 姿勢で 「おお 我等が 主よ、 称讃は あなたに のみ」 と 唱え、 つい 
で 身 を 沈めて 平伏 礼に 移る 際に タク ビ一ル を 唱え、 それから 平伏 礼の 姿勢から 頭 を 起す 
時に もまた タク ビール を 唱え、 もう一 度つ づけて 平伏 礼に 移る 際に も タク ビール を 唱え、 頭 
を 起こす 時に も タク ビール を 唱えた。 

そして 預言者 は 残りの ラ カート （一回の 屈 身 札と 二回の 平伏 礼より なる 礼拝 構成単位） に 
ついても 同様の 作法で タク ビール を 唱え、 ニラ カート (最小限の 完結した 礼拝 単位) を 終え 
て 正座の 姿勢から 立ち上る 際 (第三 回 目 のラカ 一卜に 移る ため） にも タク ビ一ル を 唱えた。 
それから アブ一' フライ ラは 次のように いった 
「私の 礼拝 は あなた 方のう ちで も 最も アツ ラ一 の 使徒の 礼拝に よく 似て います」 

イブ ン ■/ ヽ一 リス （アブ ドル' ラフ マ一 ン） は アブ一 'フ ライラが 次のように 語った として 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝の ために 立ち上った 時 タク ビ一ル を 唱えた ものだった。 
残りの ハディ一 スは 前記の ハディ一 スと 同様で ある。 
しかし 彼 は アブ一 'フ ライラが 語った とされて いる 「私の 礼拝 は あなた 方のう ちで も 最も アツ 
ラーの 使徒の 礼拝 に似てい ます」 という （最後の）一 文に は 言及し なかった。 

アブ一 ■ サ ラマ ■ ビン ■ アブ ドル ■ ラフ マーン は 次のように 伝えて いる 

マル ヮ一ン （ゥ マイヤ 朝の カリフ） が アブ一' フライ ラを マディ一 ナ における 彼の 代理 統治 
者に 任命した 時だった が アブ一' フライ ラは 義務の 礼拝の ために 立ち上がる 時 はいつ でも 
タク ビール を 唱えた ものだった。 



残りの ハディ一 スは 前記の ハ ティ一 スと 同じで あるが 最後のと ころで 次の一 文が つけ 加え 
られ ていた。 

アブー フ ライラ は 礼拝 を 終えて 「皆さんの 上に 平安と アツ ラーの 慈悲と 祝福が あります よ 

うに ！ 」 という 所定の 挨拶 を 唱えた 後に モスクに 居並んだ 人々 に 向き 直って こう 言った。 

「私の 魂が その 手中に あるお 方 （アツ ラ一） に 誓って 申します。 

私の 礼拝 は あなた 方のう ちで も 最も アツ ラ一 の 使徒の 礼拝に よく 似て います」 

アブ一 'サ ラマ は 次のように 伝えて いる 

アブ一' フライ ラは 礼拝に おいて 身 を 起したり、 身 を 屈めたり する たび ごとに タク ビ一ル を 

唱えた ものだった。 

そこで 私達 は 彼に こう 尋ねた 

「アブ一 'フ ライラよ、 この タク ビール は 何のた めに 唱える のです か？」 

すると アブ一' フライ ラは 答えて いった。 

「これが まさしく アツ ラーの 使徒の 礼拝に 他なら ないから です」 

ス ハイル は 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アブ一' フライ ラは 礼拝に おいて 身 を 屈めたり 身 を 起したり する たび ごとに タク ビール を卩昌 

えた ものだった。 

そして 彼 は アツ ラーの 使徒が いつも そのよう に 唱えた ものだった と 語って いた。 

ム タツ リフは 次のように 伝えて いる 

私と ィ ムラ一 ン 'ビン' フサ イン は ァリ一 ビン' アブ一 タ一 リブ (後に 第 四 代 カリフ、 預言者 
のい とこで 娘婿） の 後に ついて 礼拝した。 

すると ァリ一 は 平伏 礼 をした 際に タク ビ一ル を 唱え、 上半身 を 起して 頭 を あげる 時 も タク ビ 
—ルを 唱えた。 

また 彼 は 二回の ラ カート を 終えて いったん 正座し その 姿勢から 立ち上 力 《 る 際に もまた タク 
ビール を 唱えた。 

そして 我々 が 礼拝 を 終えた 時ィ ムラ一 ンは 私の 手 をと つてこう 言った。 

「まさしく 彼 （ァリ 一） は ムハンマドの 礼拝の 作法に 従って 我々 とともに 礼拝し ました。 換言 

すれば 彼 は 私に ムハンマド 様の 礼拝 をし ばし 思い起こさせ たの だ」 



礼拝の 各 ラカー 卜 毎に ファー ティ/、 （開扉 章、 クル ァ一 ンの第 1 章) を 唱える 
こと は 義務で ある こと 

アツ ラ一 の 使徒から 聞いた として ゥパ一 ダ 'ビン 'サ 一ミト は 次のように 伝えて いる 

「クル ァ一ン の ファー ティ/ 、（第 1 章の 開扉 章 （注）） を誦 まない 者に はいかなる 礼拝 もな 
い」 

(注) 様々 な 異名 を 持つ、 「開扉 章」 の 他、 「繰り返す 7 節」 「クル ァ一 ンの母 (精髄)」 「アル 
力一 フィ （充足 章）」 「アルカン ズ (宝蔵 章)」 「クル ァ一ン の 基石 章」 

ゥパ一 ダゼン 'サ 一ミト は アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「クル ァ一 ンの母 (第 1 章の 開扉 章で クル ァ一ン の 精髄の 意） を誦 まない 者の 礼拝 は 無効 
である」 

かって アツ ラーの 使徒から 井戸水 を 顔に 注がれた ことの ある マフムード' ビン' ラビ一 ゥ （注） はゥ 
バ一ダ 'ビン 'サ 一ミトから 聞きお よんだ アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「クル ァ一ン の 母を誦 まない 者の 礼拝 は 無効で ある」 

(注） その 時 マフムード は 5 才の 子供だった。 

預言者 は 子供 を 喜ばせる ために 口に 水 を 含んで ピュッ とその 子の 顔に 水 を かけた という 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが それに よれば 次の 語句が 加えられて 
いる 

「 （ファー ティ/、） とその 他の 若干の 章節 （を誦 まない …… ） 」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「クル ァ一ン の 開扉 章を誦 まずに 礼拝した としても その 者の 礼拝 は 不完全で ある」 と 預言 
者 は 三度 繰り返して 語った。 

そこで 人々 は アブ一 'フ ライラに 「我々 はしばしば イマ一 ムの 後に ついて、 ただ 彼の 先導に 
従って 礼拝す る だけで はない か」 と 質問した。 

すると アブ一 フライ ラは 「それ （開扉 章) をた だ 心の中で 唱えなさい」 と 答えて、 さらにこう 
いった。 

「なぜならば 私 は アツ ラ一 の 使徒の 次の ような 言葉 を 聞いて いるから です。 

『至高なる アツ ラ一 は 申された。 われ (アツ ラ一） は 礼拝の 言葉 を われと わが 下僕 （ム ハン 

マド） の 間で 二部に 分けた 。かくして わが 下僕に は 彼が 求める ものが よく 叶えられる であろ 

ラ。 

さて 下僕 力 《 「万世の 主 アツ ラ一 に讃 あれ」 と 言えば 至高なる アツ ラー は" わが 下僕 われ を 
讃 えたり" という。 



下僕が 「慈悲 深く 慈愛 あまねく」 といえば 至高なる アツ ラー は" わが 下僕 われ を 讃美した 
リ' 'という。 

「最後の 審判の 日の 主催者」 といえば" わが 下僕 われ を 称 讃せリ "という。 

また 時には" わが 下僕 われに 全て を 委ねたり" という。 

「あなた をのみ 崇拝し あなたに のみ 助け を 請い 願う」 といえば" これ こそ われと わが 下僕の 

間の 関係な リ。 

わが 下僕に は 求める ものが 叶えられん" という。 
「我等 を 直き 道に 導きた まえ、 あなたが 祝福した 人々 の 道に、 あなたの お怒り をこう むつ 
た 人々 や 迷える 人々 の 道で なく」 といえば" これ こそ わが 下僕の ため、 彼が 求める もの は 
叶えられん" という』」 

伝承 者の一 人 スフ ャ一ン は 次のように 語った。 

アラー ゥゼン 'アブ ドル' ラフ マーン は それ （前述の ハディ一 スの 内容） について 私に 語つ 
て くれた。 

その 時 私 は 彼 を 訪問 中でした が 彼 は 病気で 家に いました。 
そこで 私 は それにつ いて 彼に 自ら 尋ねた のでした。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 「クル ァ一ン 開扉 章を誦 まないで 礼拝 を 済ます 者 は …… 」 と 述べた が 残 

りの ハディ一 スは スフ ヤーンの 伝えた ものと 同一 である。 

そして この 二人の ハディ一 スの 中には 次の 言葉が ある。 

『至高なる アツ ラー はいった" われ は 礼拝の 言葉 を われと わが 下僕の 間で 二分せ リ 、一方 

はわが ため 他方 はわが 下僕の ための もの"』 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して、 次のように 伝えて いる 

「開扉 章を誦 まず 礼拝した としても その 礼拝 は 不完全で ある」 と 三回 繰り返して 申された。 

アブ一 'フ ライラ は アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「（クル ァ一ン 開扉 章の） 読誦な しに はいかなる 礼拝 も 成立し ない」 
これにつ いて アブ一' フライ ラ はさら に 次のように 述べた。 
それで 皆さんの ために 私 は アツ ラーの 使徒が 声高に 読誦した 言葉 （注 1) について は 私 も 

声高に 読誦し、 アツ ラーの 使徒が 小声で 唱えた 言葉 （注 2) について は 私 も 小声で 唱え ま 
した。 

(注 1) 一日 五 回の 礼拝のう ち 日の出 前の 礼拝、 日没後の 礼拝、 夜間の 礼拝が これに 相 
当す る 

(注 2) 昼過ぎの 礼拝と 午後の 礼拝が これに 相当す る 



アブ一 'フ ライラの 言葉と して ァタ一 は 次のように 伝えて いる 

礼拝に 際して 皆さん は各ラ 力一 ト ごとに クル ァ一ン の 開扉 章を誦 むべき である。 

私 は アツ ラーの 使徒が 皆さんに お聞かせした 言葉に ついては それ を 聞き とれる 声で お 聞 

かせした。 

また アツ ラ一 の 使徒が 小声で 唱えた 言葉に ついては 皆さんに も 小声で 唱えた。 
すると一 人の 男が こう 尋ねた。 

「もし 開扉 章 以外の 章句の 文 言 を 何ら 加えなかった としたら その 礼拝 は 不完全で しょうか」 

そこで アブ一' フライ ラは 答えて 言った。 

「開扉 章の 外に 他の 章句 を 加えて 誦む 方が よい。 

しかし 開扉 章の 読誦 だけで 礼拝 を 終えた としても それでも 充分です」 

アブ一 'フ ライラの 言葉と して ァタ一 は 次のように 伝えて いる 

礼拝に 際して 各ラ 力一 ト ごとに クル ァ一ン 第 1 章を誦 むこと は 不可欠で ある。 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 我々 に 聞き取れる 声で 聞かせた 言葉に ついては、 皆さんに も その 

言葉 を 声高に お聞かせした。 

そして 彼が 小声で 唱えた 言葉に ついては 私 も そのよう に 小声で 誦ん だ。 
また 開扉 章 を 誦んだ 者 は それで 礼拝 を 済ませた ことになります。 
開扉 章に 加えて 別な 章句 を よむならば さらに 良い ことです。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒が モスクに 入った。 
つづいて 一人の 男が そこに 入り 礼拝した。 
それから 彼 は アツ ラ一 の 使徒の 所に やって きて 挨拶 をした。 
使徒 は 彼に 挨拶 を かえしてから こういった。 
「もう一 度 戻って 礼拝しなさい。 あなた は 礼拝して いないの だから」 
そこで 男 は 戻り 前の ように 礼拝した。 
それから 彼 は 使徒のと ころに やって きて 再び 挨拶 をした。 
使徒 は 彼に 「あなたの 上に こそ 平安 を」 と 挨拶 を かえしてから 「もう一 度 戻って 礼拝し なさ 
し、、 あなた は 礼拝して いないの だから」 と 今度 は 後段の 文句 を （強調して） 三度 繰り返した。 
すると その 男 はこう 言った。 

「真実 をたず さえて あなた を 使わした お 方 (アツ ラ一） にかけ て、 私 はこれ 以上よ くしょうが 
ありません。 どうか 私に お教え 下さい」 
使徒 はこれ に 答えて 次のように 言った。 

「あなたが 礼拝の ために 立ち上った 時 は タク ビール を 唱えなさい。 それから あなたが 覚え 
ている 適切な クル ァ一ン の 章句 をよ みなさい。 それから 充分に 頭 を 下げて 屈 身しなさい。 



それから 上体 を 起して 直立の 姿勢に 戻り その後し つかりと 平伏しなさい。 そして 残りの 礼 
拝 作法 もこの ようにお やりなさい」 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 
或る 男が モスクに 入り 礼拝した。 

この 後に つづく ハディ一 スは 前記の ハディ一 スと 同じ だが 以下の 言葉 だけが 追加され て 

いる。 

「あなたが 礼拝の ために 立ち上る 時はゥ ドウ一 （小 浄) を 完全に 済ませなさい。 それから キ 
ブラ （マッカの 方向） に 向って" アツ ラ一 は 偉大な り" と 唱えなさい」 



イマーム 以外 は 彼の 背後で 礼拝の 言葉 を 大声で 唱える こと は 禁じられ てい 
る こと 

ィ ムラ一 ン ■ ビン ■ フサ イン は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が ズ フル (昼過ぎ) の 礼拝 かまた は アスル (午後） の 礼拝で 我々 を 先導な 
された 時だった。 

それが 終る と 彼 は 誰が 彼の 背後で 「いと 高き 汝 (ムハンマド) の 主の 名 を 讃美せ よ」 （注） と 

し、 う 言葉 を 声高に よんだ のかと 尋ねた。 

すると 或る 男が こう 言った。 

「私です 私 は 良 かれと 思って そうしました」 

そこで ムハンマド 様 はこうい つた。 

「私 は あなたた ちの 誰かが 故意に 私の 言葉尻 を とらえよう としたと 感じた （つまり 声 を 出し 
てよ むべき ではない）」 

(注) ク ルアー ン第 87 章 第 1 節 

ィ ムラ一 ンゼン 'フサ イン は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 はズ フルの 礼拝 を 先導して いました。 

すると 彼の 背後で 誰かが 「いと 高き 汝の 主の 名 を 讃美せ よ」 という 言葉 を 声 を 出して よみ 

始めた。 

礼拝が 終る と ムハンマド 様 は 「あなたた ちのうち の 誰 力 《 (例の 言葉 を 声高に） よんだ の 力、」 
と 尋ねた。 

すると一 人の 男 力 《 「私です」 と 答えた。 

それで 預言者 は 「あなたた ちの 誰 力、 が (私 力なんで いた 文章の） 言葉尻 を とらえよ うとした 
と 思いました」 と 語った。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 次のように 伝えられ ている 

アツ ラーの 使徒 はズ フルの 礼拝 を 先導した 後で 「あなたた ちのうち で 誰 力、 が (私 力なんで 
し、 た 言葉の） 言葉尻 を とらえようと していた と 感じた」 と 語った。 



預言者が、 慈悲 深ぐ 慈愛 あまね き アツ ラ一 のみ 名に おいて (バス マラ） という 
言葉 を 声 を 出して 誦 まなかった とする 人々 の 根拠 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒お よび アブ一 バ クル (後に 第 一代 カリフ）、 ウマル (後に 第二 代 カリ 
フ）、 ウス マ一 ン (後に 第三 代 カリフ） とともに 礼拝した が 彼等の 誰一人から も 「慈悲 深く 慈 
愛 あまね き アツ ラ一 のみ 名に おいて」 という 言葉 をよ む 声 を 聞かなかった。 

伝承 者の 一人シ ユウ バは 前記 ハディ一 スを 次の ような 追加の 言葉と ともに 伝えて いる 
私 は カタ一 ダに 「あなた は それ をァ ナスから 聞いた のか」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 答えて 「そうです、 我々 は それにつ いて ァ ナスに 尋ねた」 と 言った。 

アブ ダは ウマル' ビン' ハッタ一 ブが 次の 言葉 を 声 を 出して 詠誦して いたと 伝えて いる 

「あなたに 栄光 あれ、 おお アツ ラー、 称讃は あなたの もの、 あなたの 名前 は 神聖に して、 あ 
なた の 尊厳 はいと 高し、 あなた 以外に はいかなる 神 もな し」 
カタ一 ダは 書面で アナ スゼン 'マ一 リクが 彼 （カタ一 ダ） に 次のように 語った として アブ ダに 
伝えて いる。 

私 (ァ ナス） は アツ ラ一 の 使徒と アブ一 'バ クル、 ウマル、 ウス マ一 ン 等の 背後で 礼拝し まし 

た。 

彼等 はいきな リ 「称讃 は アツ ラ一 にの み、 万世の 主」 （開扉 章）…」 と 声 を 出して 詠唱し 始め 
たが この 詠唱の 後で も 前で も 「慈悲 深ぐ 慈愛 あまね き アツ ラーの み 名に おいて」 という 言葉 
を 声 を 出して 唱える ことはなかった。 

イス ハ一 クゼ ン 'アブ ドッラ 一は 彼が アナ ス 'ビン' マ一 リクから 前記と 同じ ハディ一 スを 聞いた と 伝 
えてい る。 



バス マラ （アツ ラ一 のみ 名に おいて…） は クル ァ一ン 第 9 章 「改 俊の 章」 を 除 
いて は 各 章の 一部分で あると 主張す る 者の 根拠 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

或る 日 アツ ラ一 の 使徒 は 我 々と一 緒に 座って いた。 

彼 はほんの 一時 居眠り をして それから ほほえみつつ 頭 を 上げた。 

そこで 我々 は 「アツ ラーの 使徒よ、 何故 あなた は 笑った のです か」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 答えて 「今 丁度 私に 1 章の 啓示が 下った ところです」 と 言って それ を 詠唱した。 

「アツ ラ一 のみ 名に おいて、 慈悲 深く 慈愛 あまね き 御 方、 われ (アツ ラ一) は汝 (預言者) に 

カウ サルを 与えたり、 されば 汝の 主の ために 礼拝し、 犠牲 を 奉納せ よ、 まこと 汝の敵 は 恩 

恵に 見放され たる 者よ」 （クル ァ一ン 第 108 章） 

それから 預言者 は 「あなたた ち は" カウ サル" と は 何 か 知ってい るか」 と 尋ねた。 
我々 は 「アツ ラ一 とその 使徒の みが それ を 知っている」 と 答えた。 
ムハ マンド 様 は それ を 説明して 次のように 語った。 

「"カウ サル" と は 至高に して 尊厳に 満ちた アツ ラ一 が 私に 約束され た （天国の） 川の 名前 
で そこに は 恵みが たくさん ある。 

それ は一 種の 巨大な 貯水槽で 審判の 日に は 信徒 達が 水 を 飲みに やってくる。 
また そこに は 大型 コップが 星の 数 程 も ある。 

—人の 信徒が そこに 集まって いる 人々 の 群から 引き離されようと している （注）。 
そこで 私 （ムハンマド） は 『我が 主よ、 彼 は 私の 信徒のう ちの一 人です』 というと、 主 は 答え 
て 『汝は あの 者が 汝の なき 後 （かってに） イスラ一 ムに附 加 物 を 加えた こと を 知らないの 
だ』 と 仰せられる」 

ところで イブ ン 'フジ ュル はこの ハディ一 ス について 次の ような 補足 表現 を 加えて いる。 
「預言者 は 我々 とともに モスクの 中に 座って いた、 主 は 『汝 は汝 なき 後 その 者が 捏造した 
ところの もの （ビ ドア) を 知らないの だ』 と 仰せられた」 

(注) 未来の 出来 ごとであろう がそれ を あたかも 眼前で 起こって いる 如く 描いて みせる 独特 
な 手法 

ム フタ一 ル 'ビン' フル フル はァ ナス 'ビン-マ 一リクより 聞いた として 次のように 伝えて いる 
「アツ ラ一 の 使徒 は一 時 まどろんだ」 

その後に つづく 残りの ハディ一 スは 以下の 表現 上の 相違 を 除いて 前記 ハディ一 スと 同じ 

である。 

「それ (カウ サル） と は 至高に して 尊厳に 満ちた 我が 主が 天国に おいて 私の ために 約束 さ 
れた 川で それに 面して 貯水槽が ある」 

だが 彼 (ァ ナス） は 「そこに 大型の カップが 星の 数 程 も ある」 ことに ついては 言及して いな 



礼拝 最初の タク ビール （ィへ ラームの タク ビール） の 後 は 胸と おへ そとの 間 
の 位置で 左手 首の 上に 右手 首 を 軽く 載せる 姿勢 をと る こと、 また 平伏の 際 

に は 両手 を両 肩の 位置のと ころで 地面に つける こと 

ヮ一 ィル 'ビン' フジ ュルは 預言者の 次の 動作 を 目撃した と 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝に 入る 際に 両手 を 上げ タク ビール を 唱え （その 時の 手の 位置 はハ 
ンマ一 ムの 伝える ところに よれば 両耳の 高さまで である） それから 彼 （預言者） は 両手 を自 
分の 着物で 包み、 左手 首の 上に 右手 首 を 載せた。 
また 彼 は 屈 身 礼に 入る 際に は 両手 を 着物の 中から 出し、 両手 を 上げ それから タク ビ一ル 
を 唱えて 屈 身 礼 をした。 

それから 直立の 姿勢に 戻る 時に 「アツ ラ一 は 彼 を 讃美した 者の 声 を 聞き 給う」 と 唱えて 両 
手 を 上げ、 その後 平伏した 際に は 広げた 両手の ひらの 間で 額ず き 平伏 礼 をした。 



礼拝に おける タシャ ッフド (証言 儀ネ L) の 言葉に ついて (注) 



(注） この 言葉 はニラ カートの 礼拝 を 終えた 後に 座った まま 唱えられる。 または 最後の 
正座 礼の 際に も 唱えられる 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

我々 が アツ ラ一 の 使徒の 背後で 礼拝して いた 時、 我々 は 次の 言葉 を 唱えた ものでした。 

「アツ ラ一 に 平安 を！ 誰々 に 平安 を！」 

すると 或る日の こと アツ ラーの 使徒 は 我々 に 「アツ ラ一 こそ 平安 そのもの ではない のか ！ 」 
と 仰せられ、 あなた 達の 誰でも 礼拝の 際に 正座の 姿勢に 移った 時には 次のように 唱える 
べきで あると 指示され た。 

「全ての 勤 言と 勤行と 良き もの は アツ ラーの もの、 預言者よ、 平安と アツ ラーの 慈悲と 祝福 
力 《 あなたの 上に、 平安 はまた 我々 と アツ ラ一 の 誠実な 下僕 達 (信徒） の 上に もあります よ 
うに ！ 」 

ここで 預言者 は 「もし 誰かが これ (前記 末尾の 言葉） を 唱えれば それ は 天地の 真正な 各 信 
徒への 祈りと して 聞き届けられる であろう」 と 仰せられた 力 せらに つづけて 次の 言葉 を 唱え 
るべき であると して 指示した。 

「私 は アツ ラ一 を 除いてい かなる 神 も 存在し えない こと を 証言す る、 そして また ムハンマド 
力 《 アツ ラーの 下僕で あり 使徒で ある こと を 証言す る」 

そして その後 は 礼拝 者が 自ら 好む 祈願の 言葉 を 選んで それ を 唱えれば よいと 預言者 は 
指示され た。 

伝承 者の 一人シ ユウ バは マンス一 ル から 伝聞した として 前記と 同様の ハディ一 スを 伝えて いる。 
ただし 彼 は" その後 は 礼拝 者が 自ら 好む 祈願の 言葉 を 選んで それ を 唱えれば よい" という 最後の 
—文に は 言及して いない。 

この ハディ一 スは マンス一 ル からの 伝聞と して 別の 伝承 者 経路 を 経て 前記 二つの ハディ一 スと同 
様に 伝えられ ている。 

しかし マンス一 ル はこの ハディ一 スの 末尾で" その後 は 礼拝 者に 自ら 好み 欲する 祈願 文の 言葉 を 
選ばし めよ" として 末 段の一 文に 言及して いる。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 
「我々 は 礼拝 中で 預言者と 一緒に 座って いた」 

残りの ハディ一 ス について は 先の （マンス一 ルの 伝えた） ハディ一 スと 同一 である。 
ただし アブ ドッラ 一はこの ハディ一 スの未 段で は" それから 礼拝 者 は 自分の 好きな ドア一 
(祈願 文） を 捧げて よい" としてい る。 



イブ ン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 丁度 クル ァ一ン の 1 章 を 教える 時の ように 彼の 両手の ひらで 私の 手 を 

握りし めな 力 《 ら タシャ ッフド の 言葉 を 私に 教えて 下さった。 

そして イブ ン 'マス ゥ一 ドはタ シャツ フドの 言葉 を 前記の ハディ一 スの 中で 皆が 語った よう 

に 言 吾った。 

イブ ン. アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 丁度 我々 に クル ァ一 ンの一 章 を 教える ように タシャ ッフド の 言葉 を 次の 
ように 教えた ものだった。 

「全ての 祝福に 満ちた 勤 言と 勤行と 良き もの は アツ ラーの もの、 おお 預言者よ、 平安と アツ 
ラーの 慈悲と 祝福が あなたの 上に、 平安 はまた 我々 と アツ ラーの 誠実な 下僕 達の 上に も、 
私 は アツ ラ一 の 他に いかなる 神 も 存在 しないと 証言す る、 また 私 は ムハンマドが アツ ラ一 
の 使徒で ある こと を 証言す る」 

ところで 伝承 者の一 人 イブ ン' ルムフ の 伝える ところでは 単に" クル ァ一ン を 我々 に 教えた 
ように…" と 表現され ている。 

イブ ン. アツ パース は 次のように 伝えて いる 

かって アツ ラーの 使徒 は クル ァ一 ンの一 章 を 教える ように タシャ ッフド を 教えて くれた もの 

です。 

ハッタ一 ン 'ビン' アブ ドッラ 一'ラ カーシ一 は 次のように 伝えて いる 
私 は アブ一 ■ ムーサ一' アシュアリーと一 緒に 礼拝して いました。 
そして 彼 （イマーム としての アシュアリー） が キア ダ （正座 ネ いに 移った 時、 人々 のうちの 誰 
力、 が 「礼拝 は 敬虔 さと ザ 力一 ト (喜捨） との 組合わせで 命じられ たもの だ」 とし、 つた。 
さて アブー' ムーサー は 左右の タス リーム (礼拝 最後の 挨拶 儀礼) を 終えて 礼拝 を 済ませ 
ると 人々 の 方に 向き 直って こういった。 
「あなた 達のう ちの 誰が一 体 かくかくし かじかの 言葉 を 口にした のか」 
ところが 人々 は 沈黙した ままだった ので 彼 は 重ねて 「あなた 達のう ち 誰が一 体 かくかくし 
かじかの 言葉 を 口にした のか」 と 尋ねた。 
しかし 人々 は 押し黙った ままだった。 

そこで 彼 は 「や一、 ハッタ一 ン、 ひょっとしたら あなたが いったの ではない のか」 と 尋ねた。 
ハッタ一 ン はこれ に対して 「いいえ 私 はいって いません、 この ことで あなたが 私 を 非難す る 
ので はない かと 秘かに 恐れて いたと ころです」 と 答えた。 
すると一 人の 男が 「私が いいました、 良 かれと 思って 私が いいました」 といった。 
そこで アブ一' ムーサ一 は 次のように 語った。 

あなたた ち は 礼拝の 際に どういうべ きか 知らない のです 力、、 まことに アツ ラーの 使徒 は 



我々 に 説教され て 我々 のとるべき 道 を 明らかにし 我々 に 礼拝の 仕方 を 教えて 下さった は 

ず だ。 

それに よれば 預言者 は 次のようにい つてい る。 
「礼拝に 際して は、 まず あなた 達の 人 列 を まっすぐに しなさい。 
それから あなた 達の 内の一 人 を あなた 達 を 先導す る イマ一 ム としなさい。 
そして 彼 力 《 タク ビール を 唱えたら あなた 達 も タク ビール を 唱えなさい。 

彼が！" …… あなたの お怒り をこう むった 人々 の それでな くまた 迷える 人々 の それでも なく 
(注)」 といったら、 あなた 達 は 『ァ一 ミ 一ン』 と 唱えなさい。 
そうすれば アツ ラ一 は あなた 達に お答えになる だろう。 

そして 彼 力 《 タク ビ一ル を 唱えて 屈 身 礼 をした 時には あなた 達 も タク ビール を 唱えて 屈 身 礼 
をしなさい。 

その 際に イマ一 ムは あなた 達より 先に 屈 身して また 頭 を 上げます。 

また イマームの それぞれの 動作の 間の 取り 方と 後に つづく あなた 達の 間の 取り 方 は 時間 

的に 等しくな けれ ばなら ない 。 

さらに 彼が 『アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う』 といった 時 は あなた 達 は 『お 
お アツ ラ一、 我等が 主に こそ 称 讚が』 と 唱えなさい。 
きっと アツ ラ一 は あなた 達の 声 を 聞いて いるでしょう。 

なぜならば 自ら 至福に して 至高なる アツ ラ一 は 自らの 預言者 （ムハンマド） の 口 を 借りて 
『アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う』 といった からで ある。 
それから 彼 （イマ一 ム） が タク ビ一ル を 唱えて 平伏した 時には あなた 達 も それに つづいて タ 
ク ビール を 唱えて 平伏しなさい。 

その 際 イマ一 ムは あなた 達より 先に 平伏し そして 頭 を 上げる。 

また 先行す る イマームの 動作の 間の 取り 具合と 彼に つづく あなた 達の 間の 取り 具合 は 時 
間 的に 等しい こと は 当然で ある。 

それから イマーム 力 《 タシャ ッフド を 唱える ために 正座の 姿勢に なった 時、 あなた 達の 誰も 
が 最初に 唱えるべき 言葉 は 次の 通りで ある。 
『全ての 勤 言と 勤行と 良き もの は アツ ラ一 に 属します。 

おお 預言者よ、 あなたの 上に 平安が、 そして アツ ラ一 の 慈悲と 祝福が あります ように。 
我々 の 上に も そして また アツ ラ一 の 誠実な 下僕 達の 上に も 平安が あります ように、 私はァ 
ッラ一 を 除いてい かなる 神 も 存在し ない こと を 証言し ます。 
また ムハンマドが アツ ラーの 下僕で かつ 彼の 使徒で ある こと を 証言し ます』」 

(注) クル ァ一ン 第 1 章の 最後の 言葉 



カタ一 ダは 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 

ス ライマ一 ン からの 伝聞と して ジャ リールが 伝えた ハディ一 スの 中で カタ一 ダは 次の ような 追加 表 



現 を 加えて いる。 

「もし イマーム 力 《 クル ァ一ン を誦ん でい る 時 は あなた 達 はた だ 黙って 聞いて いなさい」 

また 次の 言葉 は アブ一 'ァ ワーナから 聞いた という アブ一' 力一 ミルの 伝承 を 除いて 他の 誰の ハデ 

ィ一ス にも みられない。 

それ は 「なぜなら 自ら 至福に して 至高なる アツ ラ一 は 預言者の 口 を 借りて" アツ ラ一 は 彼 を 讃美す 

る 者の 声 を 聞き届け 給う" といった の だから」 という一 文で ある。 

ところで アブ一' イス ハ一ク （イマ一 ム' ムス リムの 弟子） は アブ一 ■ ナドルの 姉妹の 息子の アブ一 ■ 

バ クルが この ハディ一 ス について 批判的に 議論した と 語って いる。 

その 時 イマーム ■ ムス リム は 「あなた はス ライマ一 ン よりも 信頼に 足る ハディ一 ス 伝承 者が 他に 儲 

かいる と 思います か」 と 尋ねた しする と アブ一' バ クル は イマーム .ム スリムに 「アブ一 'フ ライラに よ 

つて 伝承され た ハディ一 ス はどうでしょう 力 、、つまり 真正と されて いる" クル ァ一ン が 礼拝 中に 誦ま 

れ ている 時 は あなた 達 はた だ 黙って 聞き入りなさい" という一 文 はどう か」 と 逆に 質問した。 

そこで イマ一 ム- ムス リム は 「それ は 私の 見解で も 真正 ハディ一 ス である」 と 答えた。 

すると アブ一' バ クル は 「では あなた は 何故 それ を 正伝 集の 中に おさめな 力、 つたの か」 と 再び 質問 

した。 

すると イマーム ■ ムス リム は それに 答えて 次のように 語った。 
「私 は 自分の 見解で 真正と する ハディ一 スの 全て を この 正伝 集に おさめた わけではありません。 
私 は 真偽の程 は 問わず ハディ一 ス 学者 達が 真正で あろうと 合意 を 見た ハディ一 ス のみ を 選んで 
集成した のです」 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て カタ一 ダ により 次のように 伝えられた ものである 
まこと 崇高に して 栄光に 満ちた アツ ラ一 は 預言者の 口 を 借りて" アツ ラ一 は 彼 を 讃美した 者の 声 を 
聞き届け 給う" といえ と 命じた。 



タシャ ッフド の 後で 預言者に 対し 祝福す る こと 

礼拝への 呼びかけ を 夢で 教えられた とされて し、 る アブ ドッラ 一'ビン' ザ イド は マス ゥ一ド 'アンサ一 
リ一 からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 我々 の 所に やって来た 時 我々 はサ アド' ビン 'ウバー ダを 囲んで 座って 

いました。 

それで バシ一 ル 'ビン 'サ アドが 預言者に 尋ねました。 

「アツ ラーの 使徒よ、 至高なる アツ ラ一 は あなた を 祝福す るよう に 我々 に 命じました （クル ァ 

—ン第 13 章 56 節） がさて どのよう にして あなた を 祝福したら よいので しょうか」 
すると アツ ラ一 の 使徒 はしば らく 黙り込んで しまった。 

それで 我々 は 尋ねなければ よ 力、 つたと 思った 程でした が やがて アツ ラーの 使徒 は 次の よ 
うに 唱えなさい といった。 

「おお アツ ラ一、 ムハンマドと ムハンマドの 一族 （誠実な 彼の 追随 者 も 含む) を 祝福した ま 
え、 ちょうど あなたが イブ ラヒ一 ム （アブラハム） の一族 を 祝福した 如ぐ ムハンマドと ムハ 
ンマド の一 族に 恵み を 垂れた まえ、 ちょうど あなたが 万世に おいて イブ ラヒ一 ム の一 族の 
者に 恵み を 垂れた もうた 如ぐ まことに あなた は 称 讚に 値し 栄光に 満ちた お 方です」 
これに つづいて 預言者 は 次のように いった。 
「その後 は 皆さん も 知っている 左右の 挨拶 (タス リーム） が 来ます」 

イブ ン- アブ一' ライラ は 次のように 伝えて いる 

力 アブ ゼン' ウジ ユラ は 私に 会い 「あなたに ちょっとした 贈物 （注) を さしあげましょう か」 と 

言って 次のように 語った。 

アツ ラ一 の 使徒が 我々 の 所に やって来た。 

そこで 我々 は 彼に 次のように 尋ねた。 

「あなたの 上に 平安 をい かに 祈願す るか は 既に 承知して います 力、 あなた を 祝福す るに 

はどうしたら よいので しょうか」 

すると 預言者 は 次のように 唱えなさい といった。 

「おお アツ ラ一、 ムハンマドと ムハンマドの 一族 を 祝福した まえ、 ちょうど あなたが イブ ラヒ 
—ム の一 族に 祝福され た 如ぐ まことに あなた は 称 讚に 値し、 栄光に 満ちた お 方で ありま 
す。 おお アツ ラ一、 ムハンマドと ムハンマドの 一族に 恵み を 垂れた まえ、 ちょうど あなたが 
イブ ラヒ一 ム の一 族に 恵み を 垂れた もうた 如ぐ まことに あなた は 称 讚に 値し、 栄光に 満ち 
たお 方です」 

(注) 物質的な プレゼントで はない。 ここで は 貴重な 以下の ハディ一 ス のこと、 つまり 知識 
同様の ハディ一 スがハ カムからの 伝聞と して ミス アルに よって 伝えられ ている。 
しかし ミス アルの ハディ一 スには 「あなたに ちょっとした 贈物 を さしあげましょう 力、」 の 一文 はない。 



同様の ハディ一 スがハ カムに よっても 伝えられ ている。 

しかし ここで は 彼 は〃 ムハンマドに 祝福 あれ〃 と は 語った 力ぐ' おお アツ ラ一" という 句 を はぶいて いる。 

アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 次のように 伝えて いる 

彼等 (教 友達） は アツ ラ一 の 使徒に 彼 をい かように して 祝福すべき か を 尋ねました。 
それに 答えて 使徒 は 次のように 唱えよ といった。 

「おお アツ ラ一、 ムハンマドと 彼の 妻 達 及び 子孫 達 を 祝福した まえ、 以前 あなたが イブ ラヒ 
—ム の一 族 を 祝福した 如くに、 また ムハンマドと 彼の 妻 達 及び 彼の 子孫 達に 恩賜 を 与え 
たまえ、 以前に あなたが イブ ラヒ一 ム の一 族に 恩賜 を 与えた 如ぐ まことに あなた は称讃 
に 値し 栄光に 満ちた お 方です」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

私に 対して一 回 祝福した 者に は アツ ラ一 がその 者に 十回 祝福され よう。 



タス ミ一ゥ （アツ ラ 一は 彼 を 誇え る 者の 声 を 聞き届け たもうと 唱える 言葉） と 
タフ ミード (おお 我等が 主よ、 称讃は あなたに のみと 唱える 言葉） とタ一 ミ一 
ン （ァ一 ミ一ン と 唱える こと） について 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

イマ一 ムが 「アツ ラ一 は 彼を讃 える 者の 声 を 聞き届け たもう」 といったならば 皆さん は 「おお 

我等が 主よ、 称讃は あなたに のみ」 といい なさい。 

なぜならば 彼の 発声が 天使 達の 発声に 同調す る 時、 その 者の 過去の 罪 は 許される から 

です。 

同様の ハディ一 スが アブ一' フライ ラ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

イマ一 ムが 「ァ一 ミ一ン （注）」 と 唱えたならば あなたた ち も 「ァ一 ミ一 ン」 と 唱えなさい。 
なぜならば 彼の タ一 ミ一ン (ァ一 ミ一ン と 唱える こと） が 天使 達の タ一 ミ一ン と 同時に 唱和 
する 時、 その 者の 過去の 罪 は 許される からで ある。 

(注) キリスト教 では ァ一 メン という。 「本当に、 確かに」 の 意で、 礼拝 用語と して 言葉の 末 
につける 

前記 ハディ一 スは アブ一 'フ ライラから 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒から 次の 言葉 を 聞いた として 伝えて いる 

礼拝の 際に あなた 達の 誰かが 「ァ一 ミ一 ン」 と 言い、 天上の 天使 達 もまた 「ァ一 ミ一 ン」 と 

言えば 一方が 他方に 同調し ます。 

こうした 場合 その 者の 過去の 罪 は 許される でしよう。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰か 力 《 「ァ 一ミ一 ン」 といい、 天上の 天使 達 もまた 「ァ一 ミ一 ン」 といえば一 方が 
他方に 同調し ます。 

こうした 場合 その 者の 過去の 罪 は 許されます。 
また 別の 伝承 者 経路で 同様の ハディ一 スが 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 次の ような アツ ラーの 使徒の 言葉 を 伝えて いる 

読誦 者 （イマーム） が 「あなたの お怒り をこう むった 人々 の それで はな 《また 迷える 人々 
の それでもな く」 （クル ァ一ン 第 1 章 末尾の 言葉） といったならば 彼の 背後の 参列者 は 「ァ 
—ミ 一ン」 と 唱えます。 



礼拝 者 は イマームの 作法に 厳格に 従う ことべき 



アナ スゼン 'マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

預言者が 落馬して 彼の 右 半身に かすり 傷 を 負った 時だった。 

我々 は 彼の 所に 見舞に 行った がその 時 礼拝の 時刻と なった。 

それで 彼 は 座った ままの 姿勢で 我々 の 礼拝 を 先導した ので 我々 もまた 座った まま 彼の 背 

後で 礼拝 を 済ませた。 

礼拝が 終る と 彼 は 次のように 語った。 

「イマーム 力 《 タク ビール を 唱えたら あなた 達 も タク ビール を 唱えなさい。 

イマームが 平伏したら あなた 達 も 平伏しなさい。 

イマームが 頭 を 上げたならば あなた 達 も 頭 を 上げなさい。 

『アツ ラ一 は 彼 (アツ ラ一) を 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う』 と イマ一 ム がいったならば あ 

なた 達 は 『我等が 主よ、 称讃は あなたに のみ』 と 唱えなさい。 そして イマームが 座って 礼拝 

する 時 は あなた 達 も 皆 座って 礼拝しなさい」 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 落馬して かすり 傷 を 負った。 
それで 彼 は 座った まま 我々 の 礼拝 を 先導され た。 
以下 は 前記/ ヽ ディースと 同じで ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 落馬して 右 半身に かすり 傷 を 負った。 
残りの ハディ一 スは 前記の 二つの ハディ一 スと 同じで ある。 
ただし 次の この 節が 加えられ ている。 

"彼 (イマ一 ム） が 立った 姿勢で 礼拝した 時には あなた 達 も 立った 姿勢で 礼拝しなさい" 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 乗馬した が 落馬して 右 半身に かすり 傷 を 負った。 
以下 は 前記/ 、ディースと 同じで ある。 
また 次の ような 前記の一 節 も みられる。 

"彼 (イマ一 ム） が 立った 姿勢で 礼拝した 時には あなた 達 も 立った 姿勢で 礼拝しなさい" 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 落馬して 右 半身に かすり 傷 を 負った。 

残りの ハディ一 スは 前記の ハディ一 スと 同じで ある 力 《 ここで は （ュ一 ヌス 及び マ一 リクに よ 

つて 伝えられた） 前記の 追加 語句 は みられない。 



ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 病気で 苦痛 を 訴えて いた。 
そこで 教 友達の一 部が 見舞に やって来た。 

その 時 アツ ラ一 の 使徒 は 座った まま 礼拝の 言葉 を 唱えられ たが 彼等 は 彼の 背後で 立って 
礼拝の 言葉 を 唱えて いた。 

すると 預言者 は 彼等に 座る ように 指示した ので 彼等 は 座りました。 
礼拝が 終る と 彼 は 次のように 語 リ ま した 。 
「礼拝 中の イマ一 ムには 従わねば なりません。 
彼が 屈 身した 時 は あなた 達 も 屈 身しなさい。 
彼が 頭 を 上げた 時には あなた 達 も 頭 を 上げなさい。 
そして 彼が 座った まま 礼拝す る 時 は あなた 達 も 座った ままし なければ ならない」 
この ハディ一 スは 前記 ハディ一 スの 内容と 同じで あるが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 病気で 苦痛 を 訴えて いた。 

そこで 彼 は 座った ままで、 また 我々 は 彼の 背後で 礼拝す る ことにな つた。 

そして アブ一 ■ / く クル は 彼 (預言者) の タク ビール を 後方の 人々 に 伝える 役 目 をした。 

すると 預言者 は 我々 の 方 を 振り返り 我々 が 立って 礼拝して いる 姿 をみ たので 彼 は 我々 に 

座る ように 手振りで 指示した。 

そこで 我々 は 彼の 礼拝に 合わせて 座った まま 礼拝した。 

それから 彼 は タス リーム を 唱えて 礼拝 を 終えた 時に 次のように いった。 

「あなた 達 は 先 ほど は ペルシャ 人 や ビザ ン チン 人の 行動 をと ると ころでした。 

彼等 は 王 達の 座って いる 前で 立って いますが そのような 行動 をと つて はなり ません。 

あなた 達の イマームの 行動に 従いなさい。 

もし イマ一 ムが 立って 礼拝す る 時 は あなた 達 もそう すべき だし また イマ一 ムが 座って 礼拝 
する 時 は あなた 達 も 座った まま 礼拝の 言葉 を 唱える べきです」 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 を 先導され た。 

この 時 アブ一 'バ クル は 預言者の すぐ 後に いて 彼が タク ビール を 唱える とそれ を 後方の 

我々 に 聞こえる ように 伝える 役目 をつ とめた。 

この 後の 残りの ハディ一 スは 前記 ハディ一 スと 同じ ものである。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達 は イマームの 礼拝 作法に 従うべき である。 
彼と 違った 行動 をと つて はならない。 



タク ビール その他の 礼拝 作法で イマームに 先行して はならない こと 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 教えた 言葉と して 次のように 伝えて いる 
イマ一 ムに 先行して はならない。 

彼 力 《 タク ビール を 唱えた 後に つづいて あなた 達 も タク ビール を 唱えなさい。 

また 彼が r …… 踏み迷える 人々 の それ (道) でな く」 （注) と 誦んだ 後に つづいて あなたた ち 

は 「ァ一 ミ一 ン」 と 唱えなさい。 

彼が 屈 身した 後に つづいて あなたた ち も 屈 身しなさい。 

彼が 「アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞きと どけ 給う」 と 唱えた 後に つづいて あなたた ち 

ち こ ラ卩昌 元な さし、 

「おお アツ ラ一、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 

(注) クル ァ一ン 第 1 章の 最後 

アブ一' フライ ラは 預言者の 言葉と して 同様の ハディ一 スを 別に 伝えて いる。 
ただし ここで は イマームの 「踏み迷える 人々 の それ (道) でな く」 という 言葉に つづいて あなたた ち 
は 「ァ一 ミ 一ン」 といい なさい という一 節の 後に" また 彼 （イマーム） より 先に 決して 頭 を 上げて はな 
ら ない "という一 文 を 加えて いる。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

まこと イマ一 ムは 盾の ような もの （背後の 礼拝 者の 過失 を 守る 意） 。 
彼が 座った まま 礼拝す る 時 は あなた 達 も 座った まま 礼拝しなさい。 
彼が 「アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞きと どけ 給う」 と 唱えたら あなたた ち は 「おお アツ 

ラ一、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 と 唱えなさい。 

なぜならば 地上の 住人の 言葉が 天上の 住人 (天使) の 言葉に 同調 するならば 地上の 住 

人の 過去の 罪 は 消滅す るからで す。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

まこと イマームに は 従わねば ならぬ。 彼 力 《 タク ビール を 唱えたなら あなた 達 も タク ビール を 
唱えなさい。 

彼が 屈 身したら あなたた ち も 屈 身しなさい。 

彼が 「アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞きと どけ 給う」 と 唱えたら あなた 達 は 「おお アツ 

ラ一、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 と 唱えなさい。 

また 彼が 立って 礼拝 するならば あなた 達 も 立って 礼拝しなさい。 

彼が 座って 礼拝 するならば あなた 達 も 皆 座って 礼拝しなさい。 



病気、 旅行 その他の 正当な 理由に より イマーム は 彼の 代行者 を 指定で きる 
こと、 立つ ことが 不能な ため イマームが 座って 礼拝す る 場合に 一般 信徒 は 
不能で ない 限り 立って 礼拝すべき こと、 座った ままの イマームの 背後で はた 
とえ 立つ ことが 出来る 者で あっても 座った まま 礼拝すべし とする 規定 は 後に 
別の ハディ一 ス によって 破棄され たこと 

ゥパ イド ッラ一 ゼン' アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャを 訪ねて、 彼女に アツ ラ一 の 使徒の 病状に ついて 尋ねた。 
彼女 は 預言者の 病状 は 重体で あると 答えた。 

ところで 預言者が 人々 は 礼拝 を 済ませた かどう か を 尋ねた ので 我々 は 次のように 答えた。 

「アツ ラーの 使徒 様、 人々 は 皆 あなた を 待って います」 

すると 彼 は 風呂桶に 水 を 用意す るよう 命じた ので それ を 用意す ると 彼 は 全身 P 沐浴した。 

それから 苦しそう に 動きだそう としたが そこで 彼 は (高熱の ため） 失神して しまった。 

その後 しばらくして 意識 を とりもどした 時 彼 は 人々 が 礼拝 を 済ませた かどう かまた 尋ねた。 

そこで 我々 は 次のように 答えた 

「いいえ、 アツ ラーの 使徒 様、 人々 は 皆 あなた を 待って います」 

すると 彼 は 再び 風呂桶に 水 を 用意す るよう 命じた （注 1)。 



我々 がそれ を 用意す ると 彼 は 再び それで 全身 沐浴した。 

それから 苦しそう に 動き 出そうと したが そこで また 彼 は 気 を 失って しまった。 

しばらくして 意識 をと リ戻 すと 彼 は 人々 が 礼拝 を 済ませた かどう か 再び 尋ねた。 

そこで 我々 は 「彼等 は 皆 あなた を 待って います」 と 答えた。 

すると 彼 はもう一 度 風呂桶に 水 を 用意す るよう 命じた ので 我々 は それ を 用意した。 

それで 彼 は 全身 沐浴 をして それから 苦しそう に 動き 出そうと したが またまた 失神して しま 

つた。 

しばらくして 意識 をと り 戻す と 彼 は 人々 が 礼拝 を 済ませた かどう か 再度 尋ねた ので 我々 は 
「皆 あなた を 待って います」 と 答えた。 
ァ一 イシ ャは つづけて 次のように 語りました。 

人々 は アツ ラ一 の 使徒が 最後の イシ ャ一 の 礼拝 （夜間の 礼拝） を 先導され る ものと モスク 
に 詰めて 待って いました。 

そこで アツ ラ一 の 使徒 は 使者を遣わして アブ一 'バ クル (ァ一 イシ ャの 実父で も ある） に 礼 

拝の 先導 を 命じた （注 2)。 



使者が 彼 (アブ一 バ クル） に アツ ラ一 の 使徒が 人々 を 率いて 彼に 代って 礼拝の 先導 をつ 
とめる よう 命じた こと を 口上す ると アブ一 'バ クル は 繊細な 神経の 持主で したので 「ウマル 
(後に 第二 代 カリフ） よ、 あなたが 人々 を 率いて 礼拝 を 先導して 下さい」 と 言った。 



すると ウマル はこう 答えた。 

「いいえ、 あなた こそ それに ふさわしい 人です」 

ァ一 イシ ャは さらにつ づけて 次のように 伝えて いる。 

そこで アブ一' バ クル は それらの 日々 （預言者が 重病に 伏した 日々） の 間、 人々 を 率いて 

礼拝 を 先導す る ことにな つた。 

それから アツ ラーの 使徒 は 少し 気分が 良くな つたので アツ バースと もう一 人の 男に 支えら 

れ ながら ズ フル （正午 過ぎ） の 礼拝に 赴いた。 

その 時 アブ一 'バ クルが 人々 を 率いて 礼拝 を 先導して いる 最中でした。 

それから アブ一 'バ クル は 預言者に 気が付いて 後方に 引き下がり はじめた。 

すると 預言者 は 身振りで アブ一 'バ クルに 引き下がら ないよう 合図して お 付の 二人に は 

「私 を アブ一 'バ クルの 脇に 座らせて くれ」 といった。 

そこで 二人 は 預言者 を アブ一 'バ クルの 脇に 座らせた。 

その 時 アブ一 'バ クル は 立った ままだった が 預言者の 礼拝 （イマーム としての） の 言葉に 

従って 礼拝して いた。 

—方 人々 は アブ一 'バ クルの 礼拝 （イマーム としての） の 言葉に 従って やはり 立った まま 礼 
拝して いた。 

預言者 は その 間 座った ままでした。 

さらに ゥバ イド ッラ一 は 次のように 伝えて いる。 

私が アブ ドッラ 一ゼン 'アツ バース を 訪ねた 時に 私 は 彼に こういい ました。 

「ァ一 イシ ャが 私に 預言者の 病気に ついて 話して くれた こと を あなたに お伝えし ましょう 

か」 

すると 彼 (アブ ドッラ 一） は 「（話 を） つづけて くれ」 といった ので 私 はァ一 イシ ャの ハディ一 ス 
を 彼に 伝えた。 

彼 はこの ハディ一 ス について 何も 否定的な 言葉 を はさまなかった 力、 ただ 彼 は 次の ような 
質問 をした。 

「アツ バースと一 緒に いたもう 一人の 男の 名前 をァ 一 > r シャは あなたに いわなかった か」 
そこで 私が 「はい、 いいませんでした」 と 答える と 彼 はこうい つた。 
「それ は ァリ一 です （注 3) 」 

(注 1 ) 失神す ると 礼拝に 臨んで 不可欠な 清浄 状態が 無効に なり 全身 沐浴 を やりなおさな 
ければ ならない。 星 

(注 2) 初期 イスラ一 ム における イマ一 ムは 単に 宗教 儀礼 上の リーダ一 であるば かり か 同 
時に また 世俗 上の リーダ一 でも あるので 預言者 は イスラ一 ム 信仰 共同体の 聖俗 両面の 
未来の リ一ダ 一としての 資質 を アブ一 'バ クルの 中に 認めて いた こと を 意味す る。 星 

(注 3) ァ一 イシ ャは 彼女の 名誉に かかわる 或る 過去の 事件に 関連して ァリ一 を 極端に 嫌 

つていた といわれ ている。 



或いは アツ バースが 預言者の 一方の 身体 を 支え 他方 は ァリ一 及び ウス マ一 ンゼン 'ザィ 
ド 及び ファドル ゼン' アツ バースの 三人が 支えた ので 敢えて ァリ一 の 名前に 言及し なかつ 
たという 解説 も ある 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 病気で 最初に 倒れた ところ は マイム一 ナ （預言者が めと つた 最後の 妻） 
の 家でした。 

その 時 彼 は 「病気の 間 はァ一 イシ ャの 家で 療養 をつ づけたい」 として 他の 妻 達に 了解 を 求 

めた ので 彼女 達 は 彼に そうする こと を 許可した。 

ァ r シャ はなおつ づけて 次のように 伝えて いる。 

それから 預言者 は一 方の 腕 を ファドル' ビン ■ アツ バースの 上に かけ 他方の 腕 をもう一 人 

の 男の 上に かけて 礼拝の ために 家の外に 出た が 彼 は 衰弱して いて 両足 を 地面に 引きず 

つていた。 

この 話に 関して ゥバ イド ッラ一 は 次のように 語って いる。 

私 はこの ハディ一 スを イブ ン 'アツ バース (アブ ドッラ 一） に 語った。 

すると 彼 は 次の よう 語った。 

「ァ一 イシ ャが 名前 をい わな 力、 つた 男 は 誰 だか わかります 力、。 実は それ は ァリ一 なので 
す」 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 病気で 倒れ 病が 重くな つた 時 彼 は 妻 達に 病気の 問 は 私 （ァ一 イシ ャ） の 
家に とどまって 療養しても よい かどう かの 了解 を 求めた。 
それで 彼女 達 は 彼に その 許可 を 与えた。 

それから 彼 は 二人の 男に 支えられながら 礼拝の ために (ァ一 イシ ャの 部屋 を） 出た が衰 
弱し きって 両足 を 地面に 引きずつ ていた。 

その 時 彼はァ ツバ一 スゼン 'アブ ドル' ムッタ リブと もう一 人の 男に よって 支えられ てい 

た。 

ゥバ イド ッラ一 はこれ について 次のように 伝えて いる。 

私 はァ一 イシ ャが 語った ハディ一 スを アブ ドッラ 一に 語った。 

すると 彼 は 「ァ一 イシ ャ がその 名前 を 特定し な 力、 つた 男と は 誰か 知って し、 るか」 と 尋ねた 

ので 私 は 「知らない」 と 答えた。 

すると イブ ン 'アツ バ一ス は 「それ は ァリ一 でした」 と 語った。 



預言者の 妻ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラーの 使徒に そのこと (アブ一' バ クル を 病気 中の 預言者の イマーム 代行と して 
指名す る こと） について 思い止ま るよう 説得 を 試みた (注） 。 
私が 何度も 預言者 を 説得して 思い止まらせよ うとした 理由 は (その 時） 人々 が 預言者な き 
後に 彼 を 代行す る 人物 を 望んで いるな どと は 決して 思い も よらなかった からで あり、 また 
もし 誰かが 代行 すれば 人々 は 必ず そのこと で (預言者の 死期が 近い こと を 感じと つて) 不 
吉に 思う だろうと 私が 考えた からです 。 

だから 私 は アツ ラーの 使徒が アブ一 'バ クル を 彼の イマーム 代行に 指名す る こと を 思い 止 
まって 欲しかった のです。 

(注) ァ一 イシ ャは 実父 アブ一 'バ クルが 預言者の 代理人に なれば イス ラーム 教団 国家の 
元首と しての 重責に ともない さまざまな 心労と 困難が 予想され るので 親 を 思う 娘心から 前 
もって かかる 重圧から 免責して もらおうと 考えた 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 病気で 倒れて 私の 家に 来た 時、 彼 はま わりの 人々 に 次のように 命じた。 
「アブ一 'バ クルに 人々 の 礼拝 を 先導す るよう に 頼みなさい」 
私 は そこで 次のように 申し上げた。 

「アツ ラ一 の 使徒 様、 アブ一 バ クル (彼女の 実父） は 繊細な 神経の 持主で クル ァ一 ンを誦 
む 時に 涙が 止まらない 程です。 だから （荷が 重過ぎる ので) 他の 誰か を 任命され た 方が よ 
ろしゅう ございます」 

私 (ァ一 イシ ャ） は 最初に アツ ラーの 使徒の 地位 を 代行す る 者 を 人々 がきつ と 不吉に 思う 

と 考え （実父の） アブ一 'バ クルが そうした 立場に 立つ こと を アツ ラ一 に 誓って 心から 嫌って 

いたので 二回 も 三回 も 預言者に アブ一 'バ クルの 任命 を 思い止ま るよう 説得した。 

すると 預言者 は 次のように 申されて お叱りに なった。 

「アブ一 'バ クルに 人々 の 礼拝の 先導 を させなさい。 

まことに お前 達 女 は 預言者 ュ一 スフ をと リ 囲んだ 女達の よう だ (注)」 

(注) アブ一 'バ クルに 対する 代理 任命 は 原理 原則の 問題で ある にもかかわらず、 この こ 
とで 女性が 口出し をして 男の 心 を 意の ままに しょうとして いるの はいけ ません の 意 か 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の 容体が 重くな つた 時 ビラ一 ルが やって来て 彼に 礼拝 時刻の 到来 を 知ら 

せた。 

すると 預言者 はま わりの 人々 に 向って 彼に 代わって 人々 の 礼拝 を 先導す るよう アブ一 'バ 
クルに 命じなさい といった。 



そこで 私 （ァ一 イシ ャ） は 次のようにい いました。 

「アツ ラ一 の 使徒 様、 アブ一' バ クル は 繊細な 神経の 持ち主で すので あなたの 代行 をす る 

となると あまりの ことで (蚊 細い 声に なり） 人々 は 彼の 声 を 聞き とれな ぐよ るでしょう。 

ですから ウマルに 命じた 方が よろし ゆう ございます」 

すると 預言者 は 再び アブ一 'バ クルが 代って 礼拝 を 先導す るよう 人々 に 命じた。 

そこで 私はハ フサ （ウマルの 娘で 預言者の 妻の一 人） に 私の 意向と して アツ ラ一 の 使徒に 

次のように 進言す るよう に 頼んだ。 

「アブ一' パク ルは 繊細な 神経の 持主な ので あなた (預言者） の 代行 を するとな ると あまり 

のこと で 萎縮して しまい 人々 は 彼の 声 を 聞き とれなくなる でしよう。 

ですから ウマル (/、フサの 実父） にお 命じに なった 方が よろし ゆう ございます」 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 次のように いってお 叱りに なった。 

「お前 達 女性 はまこと 預言者 ュ一 スフの とりまきの 女達と 同じような こと をす る。 

アブ一 'バ クルに 礼拝の 先導 を させなさい」 

そこで アブ一 'バ クル は 遂に 礼拝の 先導 を 引き受けさせられる ことにな つた。 

こうして 礼拝が 始まる と アツ ラ一 の 使徒 は 少し 気分が 良 〈なった。 

そこで 彼 は 起き上が リニ 人の 男に 支えられながら 礼拝に 向かった が 衰弱の ために 大地に 

両足 を 引きずつ ていた。 

彼が モスクの 中 に 入って 行く と アブー ■ / く クル は その 気配 を 感じて 席 を ゆずって 後方に 引 
きさ 力 《ろうとした。 

しかし アツ ラーの 使徒 は" そのままで よい" と 手で 合図しつつ アブ一 'バ クルの 左側に やつ 
て 来て そこに 座った。 

こうして 預言者 は 座った まま 礼拝 を 先導し アブ一' バ クル は 立った 姿勢で 預言者の 礼拝に 
従い、 そして 後方の 人々 は アブ一 'バ クルの 礼拝に 従った。 

ァ アマ シュは 別の 伝承 者 経路に よって 同様な ハディ一 スを 伝えて いる。 

ところで アツ ラーの 使徒が それが もとで 他界す る ことにな つた 病気で 倒れた 時 伝承 者の一 人、 イブ 

ン- ムス ヒルの 語る 所に よれば 次のようになる 

「預言者 は 彼 (アブ一 ■ , く クル） の 脇に 連れて こられて そこに 座らせられた。 

そして 預言者 は 人々 を 先導して 礼拝した が、 その 際 アブ一' バ クル は 後方の 人々 に 聞 こ 

える ように タク ビ一ル を 伝えた」 

また イーサ一 の 語る ところに よれば 次の ようであった。 

「そして 預言者 は 座り 人々 を 先導して 礼拝した。 

その 際に アブ一 'バ クル は 彼の 脇に いて 後方の 人々 に タク ビール を 聞こえる ように 伝えた 

(注)」 

(注） 以上の ハディ一 スは前 出の 礼拝 者 は イマームの 作法に 従うべき ことと いう ハディ一 



スに みられる 規定のう ちで イマ一 ムが 座って 礼拝す る 場合 は 一般 信徒 も 座って 礼拝す ベ 
しとす る 規定 を 廃棄して いる 



ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 彼が 病気の 間 アブ一 'バ クルに 人々 の 礼拝 を 先導す るよう に 命じた。 

そこで アブ一' バ クル は 人々 を 先導して 礼拝した。 

さらに その後の 出来事 は ウル ヮが 次のように 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 使徒 は 少し 気分が 良くな つたので 床 を 離れて モスクに 出かけた。 

その 時 アブ一' バ クル は 人々 を 導いて 礼拝 中でした が 預言者の 姿 を 見て 後方に 引き さが 

リ はじめた。 

すると アツ ラーの 使徒 はもとの 位置に 戻って よいと 手振りで 合図した。 

それから アツ ラーの 使徒 は アブ一 'バ クルの 脇に 並んで 座りました。 

こうして アブ一 ■ 1 く クル は アツ ラ一 の 使徒の 礼拝に 従って 礼拝し、 人 々 は アブ一 ■ ' く クルの 

礼拝に 従って 礼拝した のでした。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アブ一' バ クル は アツ ラーの 使徒が 病床に ある 間 人々 を 導いて 礼拝して いた。 
預言者が 他界した 月曜日 もそう でした。 
人々 は 礼拝の ために 整列して いました。 

その 時 アツ ラ一 の 使徒 はァ一 イシ ャの 部屋の 力一 テン を 開けて 私達の 方 を 見ました。 
彼 は そこに 立って いました が 顔 は クル ァ一 ンの一 頁の ように 光り輝いて いました。 
それから アツ ラ一 の 使徒 は 楽しそう に 微笑され た。 
私達 は 礼拝の 途中でした 力、 アツ ラ一 の 使徒が 我々 の 所に 出て こられた ことで 喜ぶ あまり 
混乱し ました。 

アブ一 'バ クル は アツ ラーの 使徒が 礼拝の ために 出て こられる と 思って、 人々 と 同列に 引 

きさが つて 礼拝すべく 踵 を 用いて 後ず さり をした。 

しかし アツ ラ一 の 使徒 は 人々 に 向って" あなた 達の 礼拝 を 最後までつ づけよ" と 手振りで 

合図した。 

それから アツ ラ一 の 使徒 は 部屋に 入 リカ 一テン をお ろされ た。 
そして その 日のう ちに アツ ラーの 使徒 は 他界され た。 
ところで アナ スは 次に ように 伝えて いる。 

私が アツ ラ一 の 使徒 を 最後に 見た の は 月曜日で 彼が 力 一テン を 開けた 日でした。 
ところで 前記の ハディ一 スの 方が より 完璧で 完結して いる こと は 明らかで ある。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アナ ス 'ビン' マ一 リクからの 伝聞と して 伝えられ てい 

る。 



ただし ここで は 「それ は 月曜日だった が…」 と ある。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 預言者 は 三 日 間 我々 の 前に 顔 を 出さなかった。 

礼拝が まさに 始まろうと していた 時 アブ一 'バ クル は 礼拝 を 先導す るた めに一 歩 前に 進み 

出ようと していた。 

その 時 アツ ラ一 の 預言者が 力一 テン を 上げた。 

我々 に は アツ ラ一 の 預言者の 顔が はっきりと 見えた がそれ は 今までに 我々 が 見た こと も 
ない 程お 慕わしい ご 尊顔でした。 

さて 預言者 は アブ一 'バ クルに そのまま一 歩 前に 進み出る よう 手振りで 指示し、 それから 
力一 テン をお ろした。 

その後 我々 は 彼が 他界す るまで そのお 姿 を 見る ことはなかった。 

アブ 一'ムーサ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 病気に なり 容体が 重くな つた 時こう 言った。 

「アブ一 'バ クルに 命じて 人々 の 礼拝 を 先導せ しめなさい」 

すると ァ一 イシ ャ はこう 言った。 

「アツ ラーの 使徒 様、 アブ一 'バ クル は 感じ やすい 男です。 

あなたの 立つべき 場所に 立った としても （あまりの 悲しみの あまり） 彼 は 人々 を 先導して 礼 

拝 をす る ことができないでしょう」 

すると 預言者 は 次のように 仰せられた。 

「アブ一 'バ クルに 命じて 人々 の 礼拝 を 先導せ しめよ。 

まことに お前 達 女性 は 預言者 ュ一 スフ を とりまいた 女達の よう だ」 

力 、くして アブ一 'バ クル は アツ ラ一 の 使徒の 存命中に 人々 の 礼拝 を 先導した わけで ある。 



もし イマームが 遅れた 場合、 人々 は 別の イマーム を 立てる ことができる、 
ただし そのこと によって 何 かもめ ごとが 起る 恐れが ある 場合 は 別で ある 

サ ハル ゼン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は アム ル 'ビン' ァゥフ 一族の もとに 彼等の 間の もめごとの 調停 を 計るべく 

出かけて 留守だった が 丁度 礼拝の 時刻と なった。 

そこで ム アツ ジン (礼拝 告知 人） が アブ一 'バ クルの 所に やって来て 次のように いった。 

「あなたが 人々 の 礼拝 を 先導な さいます か。 

先導す るので あれば 私 は イカ一 マ （礼拝 直前の 小ァ ザ一 ン) を 詠唱し ます」 

そこで アブ一 'バ クル は 「先導す る」 と 答え それから 礼拝 を 始めた。 

ところが 人々 がこうして 礼拝して いる 最中に アツ ラ一 の 使徒が そこへ 戻って 来て 人々 の 列 

に 加わった。 

人々 はこの こと を アブ一 'バ クルに 知らせる ために 手 をた たいた。 

しかし アブ一 'バ クル は 礼拝 中で それに 気付きませんでした。 

そして 人々 がな おも 激しく 手 をた たいた 時、 ようやく 彼 は 振り向いて、 そこに アツ ラ一 の 使 

徒 を 見ました。 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 彼に 手振りで" その 場に とどまりなさい" と 合図し ました。 

アブ一 'バ クル はこの よう を 場合に どうすべき か 以前に アツ ラーの 使徒に よって 命ぜられ 

ていた 作法に 従って 両手 を 高々 と 上げ アツ ラ一 を讃 えた。 

それから アブ一 'バ クル は 人々 の 列に 並ぶ まで 自ら 後退し、 そして アツ ラーの 使徒が一 歩 

前に 踏み出して 人々 の 礼拝 を 先導した。 

礼拝が 終了す ると 預言者 はこう 尋ねた。 

「アブ一 'バ クルよ、 なぜ 私が 命じた ように そのまま 留まらなかった のか」 

アブ一 'バ クル は 次のように 答えた。 

「アブ一' クハ一 ファの 息子 （つまり 自分自身 のこと） （注） に は アツ ラーの 使徒の 面前で 

人々 の 礼拝 を 先導す る 権利な どありません」 

それから アツ ラーの 使徒 はま わりの 人々 に 向かって こういった。 

「私 は あなた 達が 激しく 手 を 打って 音 をた てる 姿 を 見ました 力、 あれ は一 体 何です か、 もし 

礼拝 中の 誰かに 何 かが 起こって それ を 知らせる 時 は" 偉大なる 我が 主に 讃 あれ" と 声 を 

出して 言いなさい。 

なぜならば それ を 口にすれば その 者 は 必ず 人々 の 注意 を 弓 K ことになるでしょう。 
言葉で なく 手 を 打って 伝達す る こと は 女性 だけに 限ります」 

(注) アブ一 ■ / く クル は クライ シュ 族の タイム 家に 属し 父の 名 を アブ一 ■ ク / 、一フ ァと 称した 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 同様に 伝えられて いるが 次の 言葉に 表現 上の 相違が あ 

る。 



"アブ一' バ クル は 彼の 両手 を 上げて アツ ラ一 を 讚え、 背後の 列に おさまる まで 後ず さりした" 

サ ハル ゼン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 はもめ ごと を 仲裁す るた めに アム ル' ビン' ァゥフ 一族の 所に 出向いた。 
残りの ハディ一 スは 次の 追加 表現 を 除いて 同じで ある。 
"それから アツ ラ一 の 使徒が そこへ やって きた。 
そして 彼 は 列 を 分けながら （礼拝の） 最前列まで 進んだ。 
そして アブ一 'バ クルが 後ず さり をして 最前列の 線まで 後退した" 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バは 彼が アツ ラーの 使徒に 同行して タブークの 戦いに 出かけた 時の 出来事 
として 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 力り アジ ュル （日の出 前） の 礼拝の 前に" 用た じ' に 出られた ので 私 は 水の 

入った 壷 を 持って 途中まで 彼に ついて 行きました。 

それから アツ ラ一 の 使徒が 私の 所に もどって 来た 時、 私 は 彼の 両手に 壷の 水 を 注ぎ まし 

た。 

彼 はこれ で 両手 を 三回 洗い その後で 顔 を 洗いました。 

その後 彼 は 外套の 袖口 をた ぐって 腕 まくり をしょう としたが 袖口が きっかつ たので一 端 外 

套の 内側に 両手 を 入れて （両腕 を 袖から 抜いて） 両腕 を 外套の 下から 出して 肘の 所まで 

水洗した。 

その後 彼 は クッフ （皮 製の 靴下） の 上から 清浄 行為の 儀式 （ぬらした 手で つま 先から 足の 
甲に かけて なでる） を 行った。 
それから 彼 は 礼拝に 出向いた。 
そこで 私 も 彼と ともに 移動した。 

しかし 人々 は 既に アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'ァ ゥフを イマ一 ムに 立てて 礼拝 を 始めて いま 

した。 

アツ ラ一 の 使徒 は ニラカ 一卜のう ちの 後半の ラカ 一卜に 間に合つ たので 人々 とともに 最後 
のラ カート （日の出 前の 礼拝 はニラ カートで 完結す る） の 礼拝 をした。 
そして アブ ドル' ラフ マーンが 左右の タス リーム (挨拶 儀礼) を 唱えて 礼拝 を 終えた 時 アツ ラ 
—の 使徒 は 彼に 残された ラカ一 トを そのまま つづけて 礼拝 を 完結させる ために 立ち上が 

つた。 

この こと は その 場に 居合わせた 信徒 達 をいた く 狼狽 させ 彼等 は その 間に、 ただ 口々 に" ァ 
ッラ一 に称讃 あれ" という 言葉 を 繰り返した。 
それから 預言者 は 彼の 礼拝 を 済ませた 後で 人々 に 向かって 次のように いった。 
「あなた 達 はよ くやり ました」 

或いは 彼等が 決められた 時間に 礼拝 を 済ませた こと を 喜んで 「あなた 達のと つた 行為 は 
正しい」 ともい つた。 



同様の ハディ一 スが 別な 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここで は 次の 言葉が 追加され ている 

私 (ムギ 一ラ） は アブ ドル' ラフ マ一 ン ゼン' ァゥフ を 後方に 下がらせようと 思った。 
しかし 預言者 は 「彼に そのまま つづけさせなさい」 と 仰せられた。 



もし 礼拝 中に 何 かが 起こった 場合に 男性 は 声高に タス ビーフ (偉大なる 我 
が 主に 讚え あれと 唱える こと) を 唱え、 女性 は 手 を 打って 知らせるべき であ 
る こと 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

(礼拝 中に 何 か 起った 場合） タス ビーフ は 男性の ため、 手打ち は 女性の ための 伝達 法で 

ある。 

伝承 者の一 人 ハル マラ は イブ ン'シ ハーブが 彼に 語った として 次の 言葉 を 加えて いる。 
私 (イブ ン' シハ一 ブ） は 多くの （後代の) 律法 学者が タス ビ一フ を 唱え かつ 身振りで 合図し 
ている 現場 をみ た。 

この ハディ一 スは アブ一 'フ ライラからの 伝聞と して 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

しかし ここで は" 礼拝 中に (タス ビ一フ は 男性の ため）" という 言葉が 加えられ ている。 



礼拝 はき ちんと 完璧に うやうやしく 捧げる こと 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

或る日 アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 を 先導し それが 終る と 私達の 方に 向き 直りこう いった。 
「や一 そこの 誰々 さん、 なぜ あなた は 礼拝 を バランス 良く 上手に 捧げない のです 力、、 礼 
拝 者 はた だ 自分自身の ため 礼拝して いると いう だけで 自分が いかに 礼拝して いるか をな 
ぜ 見ようと はしない のです か。 

私 は アツ ラーに 誓って (礼拝 中に） あたかも 眼前に いる 人 を 見る ように 自分の 後方 （つまり 
あなた 達) を も 見て います」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

「あなた 達 は 私 (預言者) がキ ブラ (マッカの 力一 バ 神殿の 方角） ばかり 見て いると 思い ま 

すか。 

アツ ラ一 に 誓って あなた 達の 屈 身 礼 も 平伏 礼 も 私に は 隠し 通せません。 
ほんとうに 私に は 背後に いる あなた 達が 見える のです」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 預言者が 次のようにい つたと して 伝えて いる 
「屈 身 札 も 平伏 札 もしつ かりと やりなさい。 
アツ ラ一 に 誓って、 たとえ あなた 達 は 私の 背後に いても 私 は 見て います」 



イマームに 先んじて 屈 身したり 平伏したり する こと 及び これらに 類す る 行為 
は 禁じられ ている 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

或る日 アツ ラ一 の 使徒 は 我々 の 礼拝 を 先導して いました。 
そして 彼が 礼拝 を 終える と 彼 は 我々 の 方に 向き 直って こういった。 
「人々 よ、 私 は あなた 達の イマ一 ム です。 

だから 私より 先に 屈 身したり 平伏したり 立ち上 力 《 つたり 、顔 を 左右に 向けたり して はなり ま 
せん。 

なぜならば 私 は あなた 達 を 眼前に 見て いるので す。 
また、 私の 背後に いる 者 も 見て います」 
それから 彼 はさら にこう 言った。 

「ムハンマドの 命が そのみ 手に あるお 方 （アツ ラ一） に 誓って、 もし 万一 あなた 達が 私が 見 
たもの を 見る ことが 出来るならば あなた 達 はきつ とほん の 少しし か 笑わず たくさん 泣く こと 
になる でしよう」 
そこで 人々 は 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ あなた は 何 をみ たのです か」 
これに 答えて 彼 はこうい つた。 
「私 は 楽園と 火獄を 見ました」 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 前記 ハディ一 スと 同様に ァ ナスに よって 伝えられ ている。 
しかし 伝承 者の一 人ジャ リールの 伝えた ハディ一 スには 〃顔 を 左右に 向ける… "という一 節 はなし、。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「（平伏 礼の 際に） イマ一 ム よりも 先に 頭 を 上げる 者 は アツ ラ一 がその 者の 首 をろ ばの 頭 
に 変えて しまわれる こと を 恐れない のか」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と 伝えて いる 

「礼拝 中に イマ一 ムょリ 先に 頭 を 上げる 者 は アツ ラ一 が 彼の 姿 をろ ばの 姿に 変えて しまわ 
れな いという 保証 はない の だ」 

この ハディ一 スは 別な 伝承 者 経路 を 経て 前記の ハディ一 ス 同様に アブ一 'フ ライラに よって 伝えら 
れ ている 力、 伝承 者の一 人 ラビ一 ゥゼン 'ムス リムに よって 伝えられた 部分 だけが 違って いる。 
それ は" アツ ラ一 が 彼の 顔 をろ ばの 顔に してし まわれる" という 部分で ある。 



礼拝 中に 視線 を 空に 向ける こと は 禁じられ ている 

ジャー ビル' ビン' サム ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「礼拝 中に 視線 を 空に 向けて いる 者 は それ を 避けるべき である。 
さもな くば 彼等の 視力 は 戻らない (失明す る） ことになるだろう」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「人々 は 礼拝 中の ドア一 (祈願 儀礼） において 視線 を 空に 向ける こと を 避けるべき である。 
さもないと 彼等の 視力 は 奪われる ことになるだろう （注） 」 

(注） ドア一 の 際に は 視線 を 空に 向けても よいと 解釈す る 宗教学 者 もい る 



礼拝 中 は 静粛 さ を 守る ことが 命じられ ており、 手で 合図したり、 タス リーム 
(左右の 挨拶 礼） を 唱える 際に 手 を 上げる こと 等 は 禁じられ ている、 また 礼 
拝の 人 列 は 前の 方から 先に 順々 に 列 を 整え 隙間 を 空けない こと、 及び 礼拝 
は 集団で 行うべき こと 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達のと ころに やって来て 次のように 言った。 

「(タス リ一ム の 際) 私 は あたかも 落ち着き のない 馬の 尾の ように あなた 達が 手 を 上げる 姿 

(注) を 見かけた 力、 これ は 一体 どうしたと いうの だ、 礼拝 中 は 静粛に しなさい」 

さらに ジャー ビル は 次のように 語った。 

その後 預言者 は 再び 我々 の 所に やって来た。 

その 時 我々 が 車座に なって あちこちに 座って いると ころ を 見て 彼 は 次のように 言った。 

「あなた 達 は そのよう にばら ばらに 散らばつ ている 力 にれ は一 体 どうした ことです か」 

ジャー ビル はさら に 次のように 語って いる。 

それから その後 また 預言者が 我々 の 所に やって来 てこう 言った。 

「なぜ あなた 達 は 天使 達が 主のお 側近くで 隊列 を 組む ように 整列 しないので すか」 

そこで 我々 はこう 尋ねた。 

「アツ ラ一 の 使徒 様、 天使 達 は 主のお 側近くで どのように 隊列 を 整える のでし ようか」 
すると 預言者 は 答えて こういった。 

「前の 方の 列から 先に 順次 整えて ゆき、 かつ 列に は 隙間 を 空けない ように 詰めて 並び ま 
す」 

(注） 恐らく 通常の 日常の 挨拶 をす るよう に 左右に 座って いる 者に 対して 敬礼 をした ので 
はない かと 思われる 
同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュ によって 伝えられ ている。 

ジャ一 ビル 'ビン' サルマ は 次のように 伝えて いる 

我々 は アツ ラ一 の 使徒と ともに 礼拝 中でした が 礼拝の 終わりに あたって" あなた 方の 上に 
平安と アツ ラ一 の 慈悲が あります ように"、 

"あなた 方の 上に 平安と アツ ラ一 の 慈悲が あります ように" と 左右に 挨拶 儀礼 (タス リ一 ム） 
を 唱えた がその 際に 或る 者が 手 を 上げて 両脇の 者に 向かって 手振りで (実際に) 挨拶し 
た。 

すると アツ ラ一 の 使徒 はこうい つた。 

「あなた 達 は 落着きの ない 馬の 尾の ように 手 を 上げた がその 手で一 体 何 を 指し示 そうとい 
うの か。 



誰で あれ （両手 は） 太肢の 膝の 上に 置いて 左右の 者に 向かって 挨拶す る だけで 充分な の 
です」 

ジャ 一ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝し ました。 
我々 は 礼拝 最後の 挨拶 儀礼 を 唱える 際に" あなた 方の 上に 平安が あります ように。 
あなた 方の 上に 平安が あります ように" と 左右に 唱えながら 手振り を 交えて 挨拶 をした。 
すると アツ ラ一 の 使徒 は 我々 の 方 を 見て 次のように 申された。 
「なぜ あなた 達 は 高々 と 上った 落着きの ない 馬の 尻尾の ように あなた 達の 手 を 上げて 指 
し 示す のです か。 

あなた 達 は 誰でも 挨拶 儀礼 を 唱える 際に は 顔 だけ を 左右に 両脇の 同胞に 向ければ それ 
でよ い。 

決して 手振りな ど を 交えて はならない」 



集団 礼拝に おいて は 人 列 を一 直線に 揃える こと、 その 際に 最前列が 最もよ 
いが 順次 それに つづく 前の 列が 好ましい こと、 最前列への 割込み 競争の こ 
と、 また 徳の ある 者 を 前列に 使 先す る こと、 及び 彼等 を イマームの そばに 近 
づける こと 

アブ一 ■ マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 中 我々 と 肩 を 接して 並んだ ものでした。 
そして 次のようにい つていた。 
「列 を まっすぐに しなさい。 
でこぼこで はいけ ません。 

なぜならば あなた 達の 心の中に 不和が 生じる からです。 
あなた 達のう ちで 最も 落ち着 きがあり 分別の ある 人々 を 私の そばに 近づけなさい。 
それから 順次 彼等に つぐ 人々 を 後方に 配置しなさい」 
さらに アブ一' マス ゥ一ド はこうい つてい ます。 
"(預言者の 時代と 比べる と） 今日で は 皆さん は ひどく 不揃いに 並んで います" 
同様な ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「落ち着き があって 思慮深い 人々 を 私の そばに 近づけなさい。 

その後 方に は 彼等に つぐ 人々 を 順次 配置しなさい （と 三回 繰り返された）。 

また 市場の 喧嘩 を (モスク 内に) 持ち込む 者に 気をつけなさい」 
ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの 使徒が 次のように 仰せられた として 伝えて いる 

「あなた 達の 人 列 を一 直線に 揃えなさい。 

なぜならば 人 列 を 整える こと は 完璧な 礼拝の ための一 つの 条件で あるから です」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの 使徒が 次のように 仰せられた として 伝えて いる 

「人 列 を 揃えなさい。 私 は 自分の 背後から あなた 達 を 見通す ことができ るので すよ」 

ハン マ一 ムゼン 'ムナ ツビ フは 次のように 伝えて いる 

この ハディ一 スは アブ一 'フ ライラが アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 伝えた ものであるが 彼が 
述べた し 、くつ かの ハディ一 スの 中で 次の ような 言葉 を 伝えて いる。 
「礼拝で は 人 列 を 整えなさい。 

なぜならば 人 列 を一 直線に 揃える こと は 立派な 礼拝の一 条件で あるから です」 



ヌゥ マ一 ン 'ビン 'バ シール は アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉 を 聞いた として 伝えて いる 



「あなた 達の 人 列 を一 直線に 揃えなさい。 さもな くば アツ ラ一 は あなた 達の 間に 不和 を 生じ 
廿 しめる でしよ ラ」 

ヌゥ マ一 ン 'ビン' バ シール は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 我々 の 人 列 を一 直線に 整える こと を 常と していた。 

あた 力、 も それらの 人 列 を もって 矢の 歪み を も 調整で きる 程に （独特の 誇張 表現）一 直線に 

揃えた ものだった。 

こうした 訓練 は 我々 が 彼から 完全に 学びと つたと 彼が 確認す るまで つづいた。 
そんな 或る 日の こと 預言者が 礼拝の ためのに 出て 来て 先頭に 立ち まさに タク ビール を唱 
えて 礼拝 を 開始しょう とした 時一 人の 男の 胸元が 列から 突び 出して いる ことに 気付いた 時 
に 次のように 仰せられた。 

「アツ ラ一 の 下僕 (信徒) 達よ、 あなた 達の 人 列 を 整えなければ なりません、 さもな くば アツ 
ラ 一はきつ と あなた 達の 間に 不和 を 起こさせる でしよう」 

同様な ハ ディースが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「もし 人々 が どんなに 卓越した 美徳が 礼拝への 呼びかけの 中に あり、 また 礼拝の 最前列 

に 立つ ことの 中に あるか を 知るならば、 たとえ 最前列に 並ぶ チャンス 力 《じ 引きで しか 決 

めら れな いとしても 彼等 は 断然そう したであろう。 

またもし 彼等が 最初の タク ビールから 礼拝に 加わる 美徳 を 知るならば、 彼等 はきつ と 先 を 

競って (遅れる ことなく) 最初から 礼拝に 加わろう とする だろう。 

またもし 彼等が 夜間の 礼拝と 日の出 前の 礼拝の 美徳 を 知るならば、 彼等 は 必ず それらの 

礼拝に やってく るだろう。 

たとえず つてで も 這って でも 参加す るだろう」 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 何人 かの 教 友達の 間に 礼拝のお 勤めに 気乗りし ないかの ごとく 後方に 

さがる 者 を みてとって 次のように 仰せられた。 

「前の 方に 出て きて 私の 先導に 従いなさい。 

また 後から 来る 者に は あなた 達の 先導に 従わせなさい。 

勤行に 尻込みし つづける 民 は アツ ラ一 が 最後に 彼等から み 恵み を 剥奪され るであろう」 

また 同様な ハディ一 スを 別な 伝承 者 経路 を 経て アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は モスクの 後方に いる 人々 を 見てから 前記の ハディ一 スを 語られた。 



アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「あなた 達 か、 または 彼等が 最前列に おける 礼拝の 優れた 美徳 を 知るならば、 （先 を 争う) 
混雑の ために きっとく じ 引きと いう ことになるだろう」 
また イブ ン 'ハル ブの 表現で は 次のように 伝えて いる。 
「最前列 を 占める ために はくじ 引きで 決める 外はないだろう」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「男性に とって 最も 良い 列 は 最前列で あり、 最も 悪い 列 は 最後 列で ある。 

また 女性に とって 最も 好ましい 列 は 最後 列 （男女が一 緒に 礼拝す る 場合） であり、 最も 悪 

い 列 は 最前列で ある」 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ス ハイルに よって 伝えられ ている。 



女性 は 男性の 後方で 礼拝すべき こと、 また 平伏の 姿勢から 頭 を 上げる 際に 
は 女性 は 男性より 先に 上げない こと 

サ ハル' ビン 'サ アド は 次のように 伝えて いる 

貧困の ために 充分な 大きさの 布地 を 所持す る ことができな いため 丁度 子供達が よくやる 
ように 腰巻の 端と 端と を 貫 頭 衣 風に 首の 所で 結んだ だけの 姿で 礼拝して いる 男 達 を 預言 
者の 後方で 私 は 目撃し ました。 
すると 誰かが 次のように 叫びました。 

「女の かたがたよ、 男の かたがたが 頭 を 上げて しまうまで 頭 を 上げて はならぬ (注）」 

(注) 着物の 丈が 短 かすぎ て 男性が 頭 を 下げて いる 間 はや や もす ると 大腿な ど 元来 被覆 
されるべき 身体 部分が 露出した ためで ある。 

この ハディ一 スは 多くの ムス リムが 未だ 貪し かった イスラ一 ム 布教 初期の 話と 言われて い 
る 



不道徳な こと を 引き起す 恐れがない 限り 女性が モスクに 行く こと は 許される 
が 決して 香水 をつ けて モスクに でかけて はならない こと 

サ一 リム は 父 （アブ ドッラ 一'ビン' ウマル） から 聞いた 預言者の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
女性 (妻 や 娘な ど) が あなた 達に モスクに 出かける ことで 許可 を 求めた 時 は、 それ を 拒否 
して はならない。 

サ一 リム は アブ ドッラ 一'ビン' ウマル （父） から 聞いた アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝え 
ている 

「あなた 達の 身内の 女性が モスクに 出かける 許可 を 求めたら それ を 拒む ことな かれ」 
この イブ ン 'ウマル （サ一 リムの 父） の 伝承 を 聞いて ビラール' ビン' アブ ドッラ 一（イブ ン 'ゥ 
マルの 息子） は 

「わたしら は アツ ラ一 に 誓って 許しません」 

といった ので イブ ン 'ウマル は ビラ一 ル （息子） に 向き 直って これまで 私 （サ一 リムが一 度 も 
聞いた こと もない 程の 悪口雑言 を 彼に あびせ かけて こういった。 
「私 はお 前に アツ ラ一 の 使徒の 言葉 を 伝えた だけな のに、 お前 は" アツ ラ一 に 誓って わたし 
らは 許しません" と は一 体 何事です 力、 （注)」 



(注） 治安の 悪い 時には 女性 は 家で 礼拝すべき であると いう 預言者の 別の 勧告 力 《 ビラ一 
ルの 頭に はあり、一 方 イブ ン 'ウマルの 方 は 治安 は 良好と いう 認識の 上に 立って おり、 



やや もす ると イスラ一 ム 以前の 部族 慣習に 基づいて 女性の 外出が 不当に 制限され る こと 
を 心配して いた 



イブ ン" ウマル は アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「アツ ラ一 の 下女 達 （女性 信徒） が アツ ラ一 の 礼拝 所 (モスク） に 出かける こと を 拒んで はな 
ら ない」 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒から 伝聞した として 次のように 伝えて いる 

「あなた 達の 身内の 女性が モスクへ 出かける 許し を 請うたならば それ を 許可しなさい」 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「女性が 夜間に モスクに 出向く こと を 禁じて はならない」 

すると アブ ドッラ 一'ビン 'ウマルの 息子の一 人 （つまり 自分の 息子） がこう 言った。 

「我々 は 決して 彼女 達 を 外出 させな し、、 なぜならば 彼女 達 は 夜間の モスクへの 外出 を 口 

実にして 堕落の 道に 染る かも 知れない からです」 

すると イブ ン 'ウマル は 彼 （息子) を 激しく 叱って こう 言った。 

「私 は アツ ラーの 使徒が かくいった として 伝えて いるのに お前 は、 我々 は 彼女 達の 外出 を 

許さない、 と は 何事です か」 
同様の ハディ一 スがァ アマ シュ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「夜間に モスクに 出かける こと を 女達に 許可しなさい」 
すると その 名 をヮ一 キド という 彼 （イブ ン 'ウマル） の 息子 力に ういった。 
「それなら 彼女 達 は 間違い を 犯す でしよう」 
そこで 彼 （イブ ン 'ウマル） は 彼 （息子） の 胸 をた たき 次のようにい つた。 
「私 はお 前に アツ ラ一 の 使徒の ハディ一 スを 伝えて いるのに お前が それ を 否認す ると は 何 
事です か」 

イブ ン_ ウマル は 父からの 伝聞と して アツ ラ一 の 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

「女性が モスクに 出かける 許可 を 求めて 来たら 彼女 達の チャンス を 奪って はならない」 
すると ビラール （イブ ン 'ウマルの 息子） は 次のようにい つた。 
「アツ ラ一 に 誓って 我々 は 断固と して 彼女 達の 外出 を 阻止す る」 
そこで アブ ドッラ 一(イブ ン ■ ウマル） はこう 言った。 

「私 は アツ ラ一 の 使徒が かくいった として 伝えて いるのに お前 は" 我々 は 断じて 阻止す る" 
と 言い張る のか」 



ザィ ナブ 'サ カフ ィャは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「あなた 達 女性 信徒 は 誰でも イシ ャ一 (夜間） の 礼拝に 参加す る 際に は その 夜の 香水 を控 
えなさい」 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルの 妻ザィ ナブ は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「あなた 達 女性 信徒 は 誰でも モスクに 赴く 時 は 香水 をつ けて はなり ません」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「香 をた きしめた 女性 は 誰で あれ、 イシ ャ一 (夜間） の 礼拝に 我 々男性と一 緒に 参加す ベ 
きで はない」 

アブ ドル' ラフ マーンの 娘ァ ムラ は 預言者の 妻の ァ一 イシ ャが 語った として 次のように 伝えて いる 
もし アツ ラ一 の 使徒が (今日） 女性 達が 生活の 中に 取り入れた 新しい もの （アクセサリ一 や 
香水な ど) を 見たならば きっと 彼女 達 力 《 モスクに 赴く こと を 禁じた であろう。 
あたかも それ は イスラエルの 民の 間で も 女達が 礼拝 所に 赴く こと を 禁じられた 事情と 同じ 
よう だ。 

そこで 私 （ァ ムラから この ハディ一 スを 聞いた 伝承 者） はァ ムラに" イスラエルの 女達 は 礼 
拝 所に 赴く こと を 禁じられ たのです か" と 尋ねた。 
すると 彼女 は" そうです" と 答えた。 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている 



有声 礼拝に おいて 声高に 誦む ゆえに 何 か 騒乱の もとになる 恐れが ある 時 
は 中位の 声で クル ァ一 ンを誦 むこと 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

至高なる アツ ラーの 次の 言葉 「汝 (ムハンマド) の 祈り を 声高に 唱える ことな かれ 、さりと て 

あまり 低く 唱えて はならぬ」 （クル ァ一ン 第 1 7 章 20 節） は アツ ラ一 の 使徒が マッカで 身 を 隠 
していた 時に 下った ものでした。 

力、 つて 預言者が 礼拝で 教 友達 を 先導して いた 時 クル ァ一ン を 声高に 誦ん だ。 

それで 多神教 徒 達が これ を 聞いた 時 彼等 は クル ァ一ン とそれ を 啓示した 者と 啓示され た 

者と をのの しった。 

そこで 至高なる アツ ラ一 は 預言者に 次のように 命じた。 

「礼拝に おいて 多神教 徒に も 聞え る ほど 声高に クル ァ一ン をよ むこと なかれ 、さりと てまた 
教 友達が 聞き取れない ほどに 声 を ひそめても いけない。 
教 友達に クル ァ一ン を 読んで 聞かせなさい。 

しかし それ を 声高に 唱える ので はなく 高 くもなく 低く もない 中間の 声で 唱えなさい」 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

荘厳に して 至高なる アツ ラーの 啓示 「汝の 祈り を 声高に 唱える ことな かれ 、さりと て あまり 

低く 唱えて はならぬ」 （クル ァ一ン 第 17 章 20 節） の一 節 は 礼拝で はなく ドア一 (祈願） に 関 
連して 啓示され たもので ある。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ヒシャ 一ム によって 伝えられ ている。 



クル ァ一ン 読誦の 拝聴 



「 汝 (ムハンマド) の 舌 を 動かさな く ともよい 」 （第 75 章 16 節 以下） という アツ ラーの 言葉に 関 

して イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

力、 つて 天使 ジブ リールが 預言者に アツ ラ一 の 啓示 を 伝えた 時、 彼 （預言者） は その 言葉 を 

即座に 覚え こもうと して 彼の 舌と 口び る を (もぐ もぐ) 動かした ものだった。 

これ は 彼に とって 負担の かかる もので その 様子 は 彼の 顔 付に ありあ りと 認められた。 

そこで 至高なる アツ ラ一 は 次の ような 趣旨の 啓示 を 下した。 

「あせって 汝の舌 を 動かさな く ともよし、」 と は" 啓示 を 覚え こもうと して あせって" の 意味で あ 

る。 また 「それ を 集め それ を誦み 聞かせる の はま さに われ (アツ ラ一） の 任務で ある」 と は 

"それ を汝 （ムハンマド) の 胸中に 集め それ を誦み 聞かせる 任務 はま さに アツ ラ一 の 側に 

あるの だから 汝は ただ それ を （受動的に) 誦 めば よい" の 意味で ある。 

また 「されば われが それ を 誦んだ 時、 汝は それに つづいて 誦め」 の 意味 は 自明 だ 力 せらに 

アツ ラ一 は （別な 所で) 次のように 述べて いる。 

「われ は それ を 啓示したり、 されば 汝は それに 注意して 聞き入るべし」 

そこで 最後に 「それ を 解き明か すの もま さに われの 任務な リ」 と は" 汝の 言語に よって それ 

を 解き明かす" の 意味で ある。 

このよう にして 預言者 は 天使 ジブ リールが 彼の もとに 降りて 来た 時には 沈黙 を 守り、 ジブ 
リールが 立ち去った 後に なつてから (アツ ラ一 が 彼に 約束され たように) それ を誦 むように 
なった。 



「あせって 汝 (ムハンマド) の 舌 を 動力、 さなく ともよし、」 という アツ ラ一 の 言葉 （注 1 ) について イブ ン' 
アツ バース は 次のように 伝えて いる 

力、 つて 預言者 は 啓示 を 受けと める 際に、 それ を 記憶しょう として 負担 を 感じ あせって もぐ 

もぐと 両口び る を 動かして いた。 

そして イブ ン 'アツ バース は 私 (サイ一 ド 'ビン 'ジュ バイ ル） に 「アツ ラーの 使徒が 両口び る 
を 動かした ように 私 も 動かして みます」 といった。 

それから サイ一 ドも 「イブ ン 'アツ バ一ス が 動かした ように 私 も 動かして みます」 といって 彼 

は 実際に 両口び る を 動かした （注 2)。 

さて 至高なる アツ ラ一 は 以下の 啓示 を 下した。 「あせって 汝の舌 を 動かさく ともよし、、 それ 
を 集め それ を誦み 聞かせる の はま さに われ (アツ ラー） の 任務で ある」 

つまり" 汝の 胸中に それ を 集め それから 汝 がそれ を誦 む" の 意で あると イブ ン 'アツ バ一ス 
はいった。 

「されば われが それ を 誦んだ 時汝は それに つづいて 諦め」 と は" ただ 黙って 注意 深く 聞き 
なさい、 その後で 汝 がそれ を誦 める ように 計らう の はわれの 側の 任務で ある" という 意味 
であると イブ ン ■ アツ/ 《一ス はいった。 



こうして 天使 ジブ リールが アツ ラ一 の もとに 天下った 時 アツ ラ一 の 使徒 は 黙って 天使の 伝 
える 啓示に 注意 深く 聞き入り ジブ リールが 立ち去った 後で 天使が 誦んだ ごとくに それ を誦 

んだ。 

(注 1 ) クル ァ一ン 第 75 章 1 6-1 9 節 

(注 2) サイ一 ドはム 一サ一 ■ ビン ■ アブ一 ■ ァ一 イシ ャ に対して 動かして みせた 



曰の 出前の 礼拝で は クル ァ一 ンを声 を 出して 誦 むこと と ジンに 対する クル ァ 

ーンの 読言甬 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 自らす すんで ジンに 対して クル ァ一ン を 誦んで 聞かせた わけで はな か 
つたし、 また それまで それら を 見る こと もなかった （注 1)。 
さて アツ ラ一 の 使徒 は 数人の 教友を 伴って ゥカ一 ズの 定期 市 （マッカと タ一 ィフの 間に あ 
る 場所で 巡礼の 直前に 年一 回の 定期 市が 開かれた) を 目 ざして 出かけた。 

その 時 悪魔 達と 天の 情報との 間に は 既に 障害が あり （注 2) (その 情報 を さぐろう とする） 
悪魔 達の 上に は 流れ星が 投げつ けられた。 

そこで 悪魔 達 は 止むな く 仲間の 所に 戻って 行った が 仲間 達 はこうい つた。 

「一体 君達 はどうし たの だ」 

そこで 例の 悪魔の 一団 は 次のように 語った。 

「おれ 達と 天の 情報との 間 は へだてられ ていて それ を 聞きた くと も 流れ星が 投げつ けられ 
て 近づけな いの だ」 
すると 仲間 達 はこうい つた。 

「それ は 何 か 重大な ことが 起った からにち がいな し、。 大地の 東から 西の すみずみまで 旅し 

て 我々 と 天の 情報との 間に なぜ 防 害が あるの か 調べよう」 

こうして 彼等 は 大地の 東から 西の すみずみまで 旅する ために 出発した。 

ティ ハ一 マ （紅海 沿岸 地域） に 向かった一 団がゥ 力一 ズの巿 場 をめ ざして ナ フルと いう 所 

を 通った 時、 そこで 預言者が 教 友達 を 先導して フ アジ ュル （日の出 前） の 礼拝 をして いた。 

そこで 悪魔 達 は クル ァ一ン の 読誦 を 聞き、 じっと それに 耳 を 傾けて いた 力に ういった。 

「これ こそ 我々 と 天の 情報と をへ だてて いた 原因 だ (注 3) 」 

そして 彼等 は 仲間の 所に 帰りこう いった。 

「おい 皆の 衆、 我々 は 本当に 驚くべき クル ァ一ン を 聞いた。 それ は 我々 を 正しい 道に 導い 
て くれる もの だ。 

だから 我々 は それ を 信じ、 我々 の 主に は 何もの も 配すまい ぞ」 
この 時 崇高に して 偉大なる アツ ラ一 は 預言者 ムハンマドに 次の 啓示 を 下された。 
「いって やる がし、 い、 私に こう 啓示され たと。 ジンの 一団が (ク ルアー ンに） 聞き耳 を 立て 
た」 （第 72 章 1 節） 

(注 1) 次の 話の 筋で は 預言者が 明らかに ジンの ために クル ァ一ン を 誦んで 聞かせた リジ 
ンと 出会って いると ころから みて この ハディ一 スは 極めて 初期の ものであろう 
(注 2) 預言者 出現 以前に 人々 は ジンの 力 を 借りた 占星術 師ゃ巫 言 者な ど を 通じて 神託 を 
受けて いるものと 信じて いた。 

ところ 力 《 イス ラームの 出現に よって 神託 は 全て クル ァ一ン を 通じて 行われる ようにな りこ 



のた め 古い 神託 者 達 は 皆 黙って しまった。 
こうした 事情 を 説明しょう としてい る 

(注 3) つまり 天の 啓示 は 全て クル ァ 一ン一 本に しぼられて しまった という わけ 

ダウ一 ドはァ 一ミルからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （ァ一 ミル） は アル 力 マに イブ ン 'マス ゥ一ド が ジンの 夜 (預言者が ジンに 会った 夜） にァ 
ッラ一 の 使徒と一 緒だった かどう か 尋ねました。 
すると アル 力 マ は 次のように いった。 

私 は イブ ン 'マス ゥ一ド に 「あなたた ちのうち で 誰が ジンの 夜に アツ ラ一 の 使徒と一 緒で し 

たか」 と 尋ねた。 

すると イブ ン 'マス ゥ一ド はいった。 

し、 いえ 誰も、 しかし 私達 は 或る 夜 （その 夜） アツ ラ一 の 使徒と一 緒でした が 彼 を 見失って し 
まいました。 

それで 私達 はヮ ジ (涸 谷） や 山 道な ど を 捜 しまわり ま した。 
その 時 我々 はこうい つた ものでした。 

「彼 は ジンに よって 連れ去られ たか 或いは 密かに 殺されて しまったに ちがいない」 
それで 我々 はこれ まで 人が 過した 夜の 中で も 最悪の 夜 を 過し ました。 
ところが 夜が 明けた 時 どうでしょう 彼 は ヒラー 山の 方から やって来 るではありません か。 
そこで 我々 は 次のようにい いました。 

「アツ ラーの 使徒 様、 私達 は あなた を 見失って しまい、 ずっと 捜して いました がつ いに 見つ 

けだす ことができませんでした。 

それで これまで にない 最悪の 夜 を 過し ましたよ」 

すると 預言者 はこうい つた。 

「私のと ころに ジンの 使いが 呼びに やって来 たので 彼と一 緒に 出かけ ジンの 仲間に クル ァ 
—ンを 誦んで 聞かせました」 

それから 彼 (ムハンマド） は 我々 を 連れて 出かけ ジンの 仲間が 残した 跡と 彼等が 使った 火 
の 跡 を 我々 に 見せた。 

ところで 彼等 ジンの 仲間 達 は 預言者に 彼等の 食料に ついて 尋ねた （という）。 
彼 は それに 答えて こういった。 

「アツ ラーの 名が 唱えられた 全ての 骨が あなた 達 （ジン） の 食糧で ある。 
それが あなた 達の 手に 落ちた 時、 それ は 肉で 被われる ことでしょう。 
またら くだの 糞 は あなた 達の 家畜の えさで ある」 
そんな わけで アツ ラ一 の 使徒 は 我々 にこうい つた。 

「これらの 骨と 糞 を (あなた 方の） 大小便の 後始末の ために 使って はならない。 
なぜならば それら は あなた 方の 兄弟 （ジン） と 彼等の 家畜の 食料な の だから」 
ダウ一 ドは 前記 ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て" 彼等の 使った 火の 跡 を 見せた" まで 



を 伝えて いる。 

また シャ アビ一 は" 彼ら ジン 達 は 彼等の 食糧に ついて 預言者に 尋ねた が 彼等 は アラビア 

半島の ジンであった" とし、 以下 は 前記 ハディ一 スを 最後まで 伝えて いる。 

また シャ アビ一 の 言葉 は アブ ドッラ 一の ハディ一 ス から 直接 伝えられた ものである。 

アブ ドッラ 一は 前記の 預言者の ハディ一 ス のうちで" 彼らの 使った 火の 跡 を 見せた" まで 伝えた が 
残りの ハディ一 ス について は 何も 言及して いない。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のようにい つた 

「私 は ジンの 夜、 アツ ラ一 の 使徒と一 緒に いなかった。 
しかし 私 は あの 時 彼と一 緒に いたなら な あと 願った 次第です」 

マ ァヌは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （マ ァヌの 父） は マス ル一ク に 「ジン 達 力 《 クル ァ一ン を 聞いた 夜、 誰が 預言者に (使いと 
して） 知らせた のです か」 と 尋ねました。 

すると マス ル一ク は 「あなたのお 父さんの イブ ン 'マス ゥ一ド が 私に 語った ところに よれば 
—本の 木が 預言者に 知らせた とのこと です」 と 答えた。 



ズ フル (昼過ぎ) と アスル (午後） の 礼拝 中の クル ァ一ン 読誦に ついて 

アブ一' カタ一 ダは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達 を 導いて 礼拝す る時ズ フルと アスルの 礼拝の 最初の 二つの ラカ一 
ト (屈 身 礼 を 一回 含んだ 礼拝 構成単位) では クル ァ一ン の 開扉 章 (第 1 章） と 他の 二つの 
章を誦 みました。 

そして その 時 私達に 時々 クル ァ一 ンの一 節 を 声 を 出して 聞かせました （注）。 

また ズ フルの 礼拝で は 最初の ラカ一 トを 二番目の ラカ一 トょリ 長く する のが 常でした。 

また 彼 は 日の出 前の 礼拝で も 同じように 礼拝し ました。 

(注) ズ フルと アスル は 各自が 低音で 礼拝の 言葉 を 唱えるべき 礼拝で ある 力、 ここで は 礼 
拝の 言葉 を 信徒に 教える ために 預言者 は あえて 声高に 誦ん だのであろう 

アブ一' カタ一 ダは 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言者 はズ フルと アスルの 礼拝に おいて 最初の ニラカ 一卜で 開扉 章と 他の一 章を誦 み、 
時々 我々 に その一 節 を 声 を 出して 聞かせ 残りの ニラカ 一卜で は 開扉 章の みを誦 みまし 

た。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

我々 は アツ ラ一 の 使徒が ズ フルと アスルの 礼拝で どれ だけ 長く キヤ一 ム （直立 礼) をす る 
か 計りました。 

ズ フルの 最初の ニラ 力一 ト では 「ァ リフ 'ラ一 ム' ミ一ム 'タン ズィ一 ル」 で 始まる クル ァ一ン 

第 32 章 (全 30 節) を誦む 長さで あり、 後半の ニラカ 一卜で は その 半分の 長さでした。 
また アスルの 礼拝の 最初の ニラ 力一 ト では ズ フルの 後半の ニラカ 一卜の 長さに 相当し、 ァ 
スルの 後半の ニラ 力一 ト では その また 半分の 長さて した。 

しかし この ノ 、ディ一 ス 伝承 者の一 人 アブ一 ■ ノ く クル は 「ァ リフ' ラ一ム ■ ミ一ム ■ タン ズィ一 

ル」 （で 始まる クル ァ一 ン） と 述べる かわりに 単に" 30 節 を 読む 長 ざ' であると いった。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

預言者 はズ フルの 礼拝の 最初の ニラ 力一 ト のうちの 各ラ 力一 トを クル ァ一ン の 30 節 を 読 
む 長さで 誦み、 後半の ニラ カートの 各ラ カートで は 15 節 を誦む 長さ もしくは 最初の 半分の 
長さで 誦ん だ。 

また アスルの 礼拝で は 最初の ニラカ 一卜の 各ラカ 一卜で 15 節、 後半の ニラカ 一卜の 各ラカ 
ート では その 半分の 長さで 誦ん だ。 

ジャ一 ビル ゼン' サム ラは 次のように 伝えて いる 



ク一 ファの 住民が 司令官の サ アドの ことで カリフの ウマル' ビン' ハッタ一 ブに 訴えた。 
彼等 はサ アドの 礼拝の 仕方の ことで 訴えた の だが そのため ウマル はサ アドに 使者 を 送つ 
たので サ アド は ウマルの 所に やって来た。 
そこで ウマル は 人々 が 彼 (サ アド) の 礼拝の ことで 非難して いる 点 を 彼に 説明した。 
すると サ アド はこうい つた。 

「私 は 彼等 を 先導して (注 1) アツ ラ一 の 使徒が 礼拝した 通りに 礼拝して います。 
省略したり はして いません。 

私 は 彼等 を 先導して 最初の ニラ カート は 長く 後半の ニラ カート を 短く した だけです。」 
そこで ウマル はこう 言った。 

「アブ一' イス ハーク （サ アドの 綽名） よ、 それ こそ 私が あなたに ついて 考えて いた ことです 

(注 2)」 

(注 1) 初期 イスラ一 ム において は 礼拝での イマ一 ムが即 信徒 集団の 政治的 軍事的 リーダ 
一であった 

(注 2) つまり あなた は 私が 考えて いた 通りのお 人です の 意 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ ドル' マリク ゼン 'ゥ マイルに よって 伝えられ てい 

る。 

ジャー ビル ゼン' サム ラは ウマルが サ アドに 次のように 言った として 伝えて いる 

「人々 が 礼拝の こと を はじめと して 全ての ことにつ いて あなたに 不平 をい つてい る」 
すると サ アド は 次のように 答えた。 

「私 は 最初の ニラ 力一 トを 長く し 次の ニラ 力一 トを 短く して、 アツ ラ一 の 使徒が 捧げた 礼拝 を 
(どこも) 省略す る ことなぐ 忠実に 守って いる だけです」 
そこで ウマル はこう 言った。 

「それ こそ いかにも あなたら しい、 または それ こそ あなたに ついて 私が 考えて いた 通りで 
す」 

ジャー ビル ゼン' サム ラは 前記と 同様の ハディ一 スを 伝えて いるが 彼 は それに加えて サ アドが 次 
のように いったと して 伝えて いる 

「それらの ベドウィン (遊牧民) 達が 厚かましく もこの 私に 礼拝の 仕方 を 教えようと している 

のです (注)」 

(注) 不平 を 申し立て たの は ベドウィン であり 彼等 はラ カートの 長さ は どれ も 皆 等しくな けれ 
ばなら ない と 考えて いた 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

ズ フルの 礼拝が 始まる と 或る 者が 用 をた すため に バキ一 ゥ （マディ一 ナの モスクの 隣接 

地） に 行き、 ウド ゥ一 (小 浄） した 後に 戻って きた。 

その 時 アツ ラ一 の 使徒 はま だ 最初の ラカ一 トを 礼拝 中だった。 

これ は 彼 (アツ ラ一 の 使徒） が 最初の ラカ一 トを かなり 長く 引きのば したためであった。 

カズ ァは 次のように 伝えて いる 

私 は アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 の 所に やって来 たが 彼 は 多数の 人々 に 囲まれて いた。 
それで 人々 が 彼の もと を 退 参した 時に なって、 私 はこうい つた。 
「私 も あの人々 が 尋ねた こと を あなたに お開きしたい、 アツ ラ一 の 使徒が 行った 礼拝に つ 
いてお 開きしたい」 

すると 彼 (アブ一 サイ一 ド） はこう 言った。 

「そうした としても 君に は 役立たない よ」 

しかし カズ ァは 同じ 要求 を 繰り返した。 それで 彼 は 次のように いった。 

「かって ズ フルの 礼拝が 始まる と、 私達の 中の一 人が バキ一 ゥに 行って 用 をた し、 そして 

彼の 家に 帰って ゥ ドウ一 (小 浄） を 済ませ それから モスクに 戻って 来る と アツ ラーの 使徒 は 

いぜんとして 最初の ラカ一 トを 礼拝 中でした」 



スブフ (注） （日の出 前） の 礼拝 中の 読誦に ついて 

(注) フ アジ ュル とも ガ ダート ともいう 

アブ ドッラ 一'ビン 'サ 一イブ は 次のように 伝えて いる 

預言者が マッカで 私達 を 導いて 日の出 前の 礼拝 をした 時でした。 

信者 達の 章 (第 23 章) を 読誦し 始め 同 章 45 節の モ一 ゼとァ ロンの 所まで、 または 50 節 
の イエスに ついて 語った 所 （後者に ついては ムハンマド' ビン' アツ バ一ド は 疑問 視 してい 
る、 また 人々 はこれ について は 意見 を 異にして いる） まで 諦んだ 時 彼 はせ きこんで 残りの 
読誦 を 中断して 腰 を かがめて ルクー ゥ （屈 身 礼） に 移った。 

この 時 勿論 アブ ドッラ 一'ビン 'サ 一イブ は そこに 居 合せて いました が アブ ドル 'ラッ ザ一 ク 
の 伝えた ハディ一 ス では" 預言者 は 残りの 節の 読誦 を 省略して 腰 を かがめて 屈 身 礼に 移 
つた "とあります。 

アム ル 'ビン' フライス は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者が 日の出 前の 礼拝 （フ アジ ュル) で 「暗闇 を 迎える 夜に かけて」 （第 81 章 全 17 
節) を 声高に 誦む声 を 聞きました (注)。 

(注) フ アジ ュルの 礼拝で は 声 を 出して よむべし とする 根拠と なる 

クトバ ゼン' マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒の 指導の もとで 礼拝し ました。 

その 時 彼 は 「カーフ。 栄光に 満ちた クル ァ一ン にかけ て 誓う」 （第 50 章 1 g!) から 「そして 丈 
の 高い ナツメ ヤシの 木 を」 （同 章 10 節） まで 誦ん だ。 

私 は それ をもう一 度 復誦し ようと 思い ましたが 彼の 誦んだ 意味に ついて 行けません でし 

た。 

クトバ 'ビン 'マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者が 日の出 前の 礼拝で 「そして びっしりと 実 を 付けた 丈の 高い ナツメ ヤシの 木 

を」 （第 50 章 10 節) と 誦む声 を 聞いた。 

ズィャ 一ド' ビン' イラ一 力 は 彼の 叔父が 次のように 語った として 伝えて いる 

彼 （叔父） は 預言者と 一緒に 曰の 出前の 礼拝 を 捧げた がその 時 預言者 は 最初の ラ カート 
で 「そして びっしりと 実 を 付けた 丈の 高い ナツメ ヤシの 木 を」 （第 50 章 10 節） まで 誦ん だ。 
或いはお そらく 力一 フ章 (第 50 章 全 45 節） の 全部 を よんだ だろう。 



ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

確かに 預言者 は 日の出 前の 礼拝で 「力一 フ。 栄光に 満ちた クル ァ一ン にかけ て 誓う」 で始 

まる 第 50 章を誦 むこと が 常でした がその 後の 彼の 礼拝 は 短 かかった。 
シ マークが ジャー ビル 'ビン 'サ ムラに 預言者が 行った 礼拝に ついて 尋ねた ところ 彼 は 次のように 
語った 

預言者 は 礼拝 を 短く する のが 常でした （注）。 

彼 は 決して これらの 人々 が 行うよう に 礼拝し ませんで した。 

それから ジャー ビル は 私に こう もい いました。 

アツ ラ一 の 使徒 は 日の出 前の 礼拝で は 力一 フ章 （第 50 章） かそれ と 同じく らいの 長さの ク 
ルァ一 ン をよ むこと を 常と していた。 

(注) ムス リムの 数の 少な 力、 つた 初期に は 長 力、 つたが 後に ムス リムの 数が 増える と 短くな 

つた。 

これ は 身体の 弱い 人々 や 女性が 集団 礼拝に 加わって きた こと を 考慮した もの 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

力、 つて 預言者 はズ フルの 礼拝で は 「覆われる 夜に かけて…」 で 始まる 夜の 章 (第 92 章 全 
21 節） を また アスルの 礼拝で は それと 同じく らいの 長さの 章 をよ むこと を 常と していた が 日 
の 出前の 礼拝で は それよりも 長い クル ァ一ン をよ みました。 

ジャー ビル 'ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

確かに 預言者 はズ フルの 礼拝で は 「至高のお 方、 汝の 主の御名 を讃 える」 に 始まる 至高 
者の 章 （第 87 章 全 19 節） をよ み、 日の出 前の 礼拝で は それよりも 長い 章 をよ みました。 

アブ一 ■ バル ザ は 次のように 伝えて いる 

確かに アツ ラーの 使徒 は 日の出 前 （ガ ダート） の 礼拝で 60-1 00 節の 長さの クル ァ一ン を 
誦 むこと を 常と した。 

また アブ一' パル ザ 'ァス ラミー は 次のように も 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 日の出 前 （フ アジ ュル） の 礼拝で 60-100 節 ほどの 長さの クル ァ一ン をよ 
むこと が 常でした。 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

ハ一 リスの 娘の ゥンム 'ファドル は （義理の 息子の） イブ ン 'アツ バ一ス 力 《 「 次々 と 送られる 
風に 誓って」 に 始まる 送られる もの 章 (第 77 章) をよ む 声 を 開いて こういった。 
「息子よ、 あなたの よんだ その 章の 読誦 は アツ ラーの 使徒が マグ リブ （日没後） の 礼拝で 
誦んだ あの 最後の一 章であった こと を 私に 思い起こさせました」 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ズフリ 一により 伝えられ ている。 しかし 伝承 者の一 人 
サ一 リフは 次のように つけ 加えて いる 

その後 (前記の マグ リブの 礼拝の 後) 預言者 は アツ ラ一 が 彼 をお 召しになる まで 人々 を 導 

し、 て 礼拝す る こと はな 力、 つた （注）。 

(注) ァ一 イシ ャは 預言者の 最後の 礼拝 は 昼過ぎの 礼拝で あつたと 伝えて いる。 
しかし ここで は 日没後の 礼拝と して 伝えられ ている。 
この 矛盾 は 前者 は モスクでの 最後の 礼拝で あり 後者 は 家での 最後の 礼拝で あつたと 説 
明され ている 

ムハンマド' ビン' ジュバ イルゼ ン 'ム トイ ムは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラーの 使徒が トール 山の 章 (第 52 章) を 日没後の 礼拝に 誦む声 を 聞きました。 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ズフリ 一によって 伝えられ ている 



イシ ャ一 (夜) の 礼拝 中の 読誦 



アディ一 は バラ一 ゥが 預言者に ついて 次のように 語った 話 を 聞いた として 伝えて いる 

預言者 は 旅行 中 イシ ャ一 の 礼拝 を 行う 時 二回の ラカ一 ト 中の一 つで 「無花果と オリ一 ブの 

樹 にかけ て」 章 （第 95 章 全 8 節） をよ むこと が 常でした。 

バラ一 ゥゼン 'ァ 一ズ イブ は 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に イシ ャ一 の 礼拝 をし ました。 

その 時 彼 は 「無花果と オリ一 ブの樹 にかけ て」 （第 95 章 全 8 節) をよ みました。 

バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者が イシ ヤーの 礼拝で 「無花果と オリ一 ブの樹 にかけ て」 （第 95 章) を 誦む声 を 
きき ましたが 彼の 声に 勝る 美声 を 聞いた ことがあ りませんでした。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

力、 つて ムァ一 ズゼン 'ジャ バル は 預言者と 一緒に 礼拝し その後一 族の もとに 戻って 彼等 
を 導いて 礼拝した ものでした （注） 。 

或る 夜、 いつもの ように イシ ャ一 の 礼拝 を 預言者と 一緒に 行い それから 一族の 所に 戻つ 
て イマ一 ム として 彼等 を 先導して 礼拝した。 

その 時 彼が 雌牛 章 (第 2 章) を 読み 始めた ところ一 人の 男が 列から 離れて タス リーム (最 
後の 挨拶 儀礼) を 左右に 行い、 それから 彼 は 一人で 礼拝して 立ち去った。 
そこで 人々 は 彼に こう 言った。 

「誰 それよ、 あなた は 偽善者に なった の 力、」 すると 彼 はこう 言った。 

「いいえ、 アツ ラーに 誓って、 きっと 私 は アツ ラーの 使徒の 所に 行って この ことにつ いて 話し 
ます」 

こうして その 者 は アツ ラ一 の 使徒の 所に やって来て 次のように 語った。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私達 は 断えず 水 を 与えなければ ならない らくだの 群れ を 持って いま 

す。 

また 一日中 働 きづめです。 

しかし ムァ一 ズは あなたと イシ ャ一 の 礼拝 をした 後に 私達の 所に 来て 雌牛 章 (最も 長い 

章) を 礼拝で 誦み 始めました」 

そこで アツ ラ一 の 使徒 は ムァ一 ズ にこうい つた。 

「ムアー ズょ、 あなた は あちらで 人々 を 試練に 落とし 入れる つもりで すか、 礼拝に はしか じ 
かの 章を誦 みなさい」 

伝承 者の一 人 スフ ャ一ン は その 時 ジャ一 ビルの いった こと を さらに 次のように 詳しく 伝え 
ている。 



「預言者 は 「太陽と 朝の 輝に かけて」 （第 91 章 全 15 節） 力 、「明け はなつ 朝に かけて」 （第 93 
章 全 11 節） か、 「闇 迫る 夜に かけて」 （第 92 章 全 21 節） か 「讃 えよ、 いと 高き 汝の 主の み 
名 を」 （第 87 章 全 19 節） 等を誦 みなさい と 語った」 
ところで アム ル は"〜 など （の 短い 章 をよ め）" の一 語 を 追加して いる。 

(注) 彼の 部族の モスクで 礼拝した 意、 また この場合 ムァ一 ズの 二回の 礼拝のう ち どちら 
かが 義務の 礼拝で 残りの 礼拝 はナ フル (随意） の 礼拝で なければ ならない 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

ムアー ズ 'ビン 'ジャ バル は 彼の 仲間 を 先導して イシ ヤーの 礼拝 をした。 

その 時 彼が 礼拝 を 長々 と 行った ために一 人の 男が 私達の 列から 離れて一 人で 礼拝して 

しまった。 

ムアー ズが そのこと を 聞かされた 時 「彼 はえせ 信者 だ」 と 断 じた。 

そして そのこと がその 男の 耳に 入った 時 彼 は アツ ラ一 の 使徒の 所に 行き ムァ一 ズの いつ 
た 事 を 話した。 

すると 預言者 は ムァ一 ズ にこうい つた。 

「あなた は 人 を 惑わす 人間に なりたい のか、 ムァ一 ズょ、 もし イマ一 ム になって 人々 を 先 
導して 礼拝す る 時には 「太陽と 朝の 輝に かけて」 （第 93 章） 力、 「讚え、 よいと 高き 汝の 主の 
み 名 を」 （第 87 章) か 「 汝の 主の み 名 にかけ て誦 め」 （第 96 章) か 「闇 迫る 夜に かけて」 （第 

92 章) など (の 短い 章) を誦 みなさい」 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

ムアー ズ 'ビン 'ジャ バル は イシ ヤーの 礼拝 を アツ ラーの 使徒と一 緒に 行った 後に 彼の一 
族の もとに 帰り 彼等 を 先導して 再び イシ ャ一 の 礼拝 を 行った ものでした。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

かって ムァ一 ズは アツ ラ一 の 使徒と イシ ャ一 の 礼拝した 後で 彼の一 族の モスクに 戻り 彼 
等 を 先導して 再び 礼拝す る ことが 常でした。 



イマーム は 礼拝 を 短く、 過不足な く 行う 義務が ある こと 

アブ一 ■ マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一は 次のように 伝えて いる 
或る 男が アツ ラ一 の 使徒の 所に やって来 ていった。 
「私 は 絶対に 日の出 前の 礼拝 を 皆と は一 緒に 行わないで 遅らせて 行います。 
なぜならば イマ一 ムの誰 それ は 長々 と 礼拝 を 行い それで 私達 を 釘付けに する からです」 
私 は 預言者が 説教の 中で その 日 ほど 激しく 怒った 姿 を一 度 も 見た ことがあ りませんでした。 
それで 預言者 はこうい いました。 

「皆さん、 あなた 方の 中には 人 を 脅して 追い払う ような 人が いるよう だ。 
イマ一 ム として 人々 を 導いて 礼拝す る 人に 警告す る。 
礼拝 を 短く しなさい。 

なぜならば イマ一 ムの 後に 従う 人々 の 中には 年寄 も いれば 身体の 弱い 人 や 用事の ある 
人 もい るの だから」 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 次のように 預言者の 言葉 を 伝えて いる 

「あなた 方のう ちの一 人が 人々 を 導いて 礼拝す る 時には その 礼拝 を 短く しなさい。 

なぜならば 人々 の 中には 子供 も いれば 老人 もい ます。 

身体の 弱い 人 も いれば 病人 もい るからで す。 

もし一 人で 礼拝す る 場合 は その 者の 望む だけ 長くても かまいません」 

ハン マ一 ム ■ ビン ■ ム ナツ ビフは 伝えて いる 

これ は アブ一 'フ ライラが アツ ラーの 使徒に ついて 語った し 、くつ かの ハディ一 スの 中の一 

つで ある。 

それに よれば アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 語った。 

「あなた 方のう ちの一 人力 《 イマ一 ム として 人々 を 先導して 礼拝す る 時 は その 礼拝 を 短く す 

べきで ある、 

なぜならば 人々 の 中には 老人 も いれば 身体の 弱い 人 もい るから だ、 
しかし 一人で 礼拝す る 場合なら ば 好きな だけ 長く 礼拝しても かまわない」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「あなた 達のう ちの一 人が 人々 を 導いて 礼拝す る 時には それ を 手 短に 終らせなさい。 
なぜならば 人々 の 中には 身体が 弱い 人 や 病人 や 用事の ある 忙しい 人な ど 力 化、 るからで 
す」 



アブ一' パク ルゼン 'アブ ドル' ラフ マ一 ンは アブ一 'フ ライラから 聞いた として 次のように 伝えて い 
る 

アツ ラ一 の 使徒 は 前記 ハディ一 スと 同じ こと をい つた、 しかし 彼 は" 病人" のか わりに" 老人 

"と 言った。 

ウス マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ ァ一ス ■ サ カフ ィ一 （注） は 次のように 伝えて いる 
預言者 は 私 （ウス マーン） にこう 言った。 
「あなたの 一族 を 導いて 礼拝しなさい」 
そこで 私 はこう 答えた。 

「アツ ラ一 の 使徒 様、 私 は 心に 何 か 不安 を 感じます」 

すると 預言者 は 私に 彼の そばに 近づく ようにい つて、 私 を 彼の 前に 座らせ、 それから 彼の 

手のひら を 私の 二つの 乳首の 間の 胸の 上に 置いた。 

それから 再び 「後 を 向いて」 といい 今度 は 私の 両 肩の 間の 背中に 手のひら を 置いた。 

それから 彼 は 次のように 言った。 

「あなたの一 族の イマ一 ム になり なさい、 人々 を 導いて 礼拝す る 時には 手 短に それ を 終ら 
せなさい。 

なぜならば 彼等の 中にはき つと 老人が います。 

また 病人 もい ます、 また 身体の 弱い 人 や 用事が あって 忙しい 人 もい るからで す。 

しかし一 人で 礼拝す る 時 は 好きな だけ 長く 伸ばしても かまいません」 

(注) 彼 は 預言者に よって タ一 ィフの 知事に 任命され た 

ウス マーン 'ビン ■ アブ一 'ァ 一スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 最後に 私に 訓令した こと は、 もし 人々 を 導いて 礼拝す る 時には 彼等の 
ために 礼拝 を 短く すべき だ、 という ことでした。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 はいつ も 礼拝 を 短く かつ 完全に 行って いました。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 を 最も 短く し 力、 も 完全に 行う一 人でした。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒 以上に 礼拝 を 短ぐ し 力、 も 完全に 行う イマームに 従って 礼拝した こと 
は一 度 もありませんでした。 



礼拝 基本 動作の バランスと 完結 礼拝の 短縮に ついて 

バラ一 ゥ ■ ビン ■ ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

私 は ムハンマド 様の 礼拝 をよ 〈見て、 彼の キヤ一 ム （直立 礼）、 彼の ルク一 ゥ （屈 身 礼）、 
それから 屈 身から 元に 戻って 身 を 起した ィァ亍 ダール (起立 状態） そして サジダ （平伏 礼）、 
ついで 二回の 平伏 礼の 間の ジャ ルザ (座礼）、 そして 二度 日の サジ ダ、 タス リ一ム （最後 
の 左右の 挨拶 儀礼） と 退 参との 間の 二度 日 のジャ ルザ これら 全ての 間の 間隔 は ほぼ 等し 
し、 ことに 気付きました。 

ハカ ムは 次のように 伝えて いる 

ザ マン ■ ビン ■ ァ シュア ス という 男 （本名 は マ タル' ビン' ナ一 ジャ） がク一 ファの 町 を 支配し 

た。 

そこで 彼 は アブ一' ゥ バイダ' ビン' アブ ドッラ 一に 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 命じた。 
ところで 彼 (アブ 一ゥ バイダ） はいつ も 礼拝の 時に ルクー ゥ （屈 身 礼) から 頭 を 上げ 元の 
キヤ一 ム （直立 礼） の 状態に なると、 私 （ハカ ャム） が 唱える 以下の ドア一 (祈願） の 言葉 を 
いい 終える までの 間 そのまま 立って いました。 
その 私の ドア一 と はこうで ある。 

「おお アツ ラ一、 我等が 主よ、 称讃は あなたに、 天 を 満たし、 大地 を 満たし、 あなたの 望ま 
れる もの を 満たす お 方、 称 讚と 栄光に 値する お 方、 あなたが 与えた もの は 誰も それ を 阻 
止しえない お 方、 あなたが 禁じた もの は 誰も それ を 与える ことができな いお 方、 富者の 財 
産 も あなたの 元で は 何の 役に もた たない」 
ハ カム はついで 次のように 語った。 

私 はこの こと を アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'アブ一' ライラ一 に 話しました。 

すると 彼 は" 私 は バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブが いった 次の ような 言葉 を 聞いた" と 語った。 

「アツ ラ一 の 使徒の 礼拝で その 屈 身 礼、 屈 身から 頭 を 上げた 時、 平伏 礼、 二回の 平伏 礼 

の 間 （の 座礼) などい つも だいたい 均衡して いました」 

また シ ユウ バ はこの こと を アム ルゼン 'ム ッラに 話した 所、 彼 はこうい つた。 

「私 は イブ ン 'アブ 一'ライラ一を 見て 知ってい るが 彼の 礼拝 は そのよう では 無力、 つた」 

ハカ ムは 次のように も 伝えて いる 

マ タル' ビン 'ナ 一ジャ がク一 ファの 町 を 支配した 時 彼 は アブ一' ゥ バイダに 人々 を 導いて 

礼拝す るよう 命じた。 

以下 は 前記の ハディ一 スを 伝えた。 

ァ ナスからの 伝聞と して サ一 ビトは 次のように 伝えて いる 



私 (ァ ナス） は あなた 達 を 導いて 礼拝す る 時には アツ ラーの 使徒が 私達 を 導いて 礼拝した 
通りに 決して 短縮す る ことなしに 礼拝し ます。 
ところで サ一 ビト はこう 言って いる。 

あなた 達が そうして いる 姿 を この 私 （が 一度） でも 見た こと もない ような 仕草 をァ ナス はい 
つもして いました。 

それ は 彼 (ァ ナス） が 屈 身 礼から 頭 を 上げた 時に、 いう 人に いわせれば 彼 は 次の 動作 を 
忘れた ので は あるまい かと 思わせる 程 長く 直立不動で 立ちつ づけた こと、 また 平伏 礼 か 
ら頭を 上げた 時に も、 いう 人に いわせれば 次の 平伏 動作 を 忘れた ので は あるまい かと 思 
わせる ほど 長々 と 座り込ん でいた ことです。 

サ一ビ トはァ ナスからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 行った 礼拝より 短くて 完璧な 礼拝 を 体験した ことはありません。 
アツ ラーの 使徒の 礼拝 は ほどよい 長さでした しまた アブ一 'バ クルの 礼拝 もそう でした。 
ウマル' ビン' ハッタ一 ブの 時代に なると 彼 は 曰の 出前の 礼拝 を 長く しました。 
また アツ ラ一 の 使徒 は" アツ ラ一 は 彼 を称讃 する 者の 声 を 聞き届け 給う" といって 直立の 姿 
勢に 戻った 時 彼 は 次の 動作 を 忘れて しまったの かもしれ ない と 私達が 思う ほど 長い間 立 
つた ままでした。 

それから 彼 は 平伏 礼 を 行い、 次の 平伏 礼との 間 を 長く とり、 次の 動作 を 忘れた ので は ある 
まい かと 思う ほど 長い間 座って いました （注）。 

(注) 礼拝 動作の 間の 取り 方に は 結局 鉄則がない こと を 示して いる 



イマームの 動作に 従うべき こと そして 彼の 後に 行動すべき こと 



噓をっぃたことのなぃ^^ラ一 ゥは次のょぅに伝ぇてぃる 

力、 つて 彼等 は アツ ラ一 の 使徒の 背後で 礼拝した ものです がその 時 預言者が 屈 身 礼から 
頭 を 上げて、 つづいて 彼が 地面に 額 をつ ける まで は 誰一 人と して 背 を 曲げて 平伏 礼に 移 
る 者 を 私 は 見ませんでした。 

こうして 彼の 背後に いる 人々 は 彼に つづいて 平伏 礼 をし ました。 

嘘 をつ いた ことのない パラ一 ゥが 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 「アツ ラ一 は 彼 を称讃 する 者の 声 を 聞き届け 給う」 と 唱えた 後に 彼が 平 

伏 礼に 移り 身 を 沈める まで は 我々 の 内で 誰一 人と して 背 を 曲げる 者 はいなかった。 
その後 我々 は 彼に つづいて 平伏 礼 をし ました。 

バラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

彼等 教 友達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝して いました。 

そして 彼が 屈 身 すれば 彼等 も つづいて 屈 身し ました。 

預言者 は 屈 身 礼から 頭 を 上げた 時 「アツ ラ一 は 彼 を 称 著す る 者の 声 を 聞き届け 給う」 と唱 

えた。 

そして 我々 は 彼が 顔 を 地面に つける まで は 立 礼の 状態 をつ づけ それから 彼に つづいて 
平伏 礼に 移った。 

バラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

私達 は 預言者と 一緒に 礼拝して いた。 

我々 は 彼が 確かに 平伏した 姿 を 見る まで は 誰も 背 を 曲げて 平伏 礼に 移ろうと しなかった。 
ところで ズ ハイル はク一 ファの 人々 が 伝える ところと して" 彼が 平伏して いる 姿 を 我々 が 見 
るまで は…" という 表現に 言及して いる。 

アム ル 'ビン' フライス は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者の 背後で 日の出 前の 礼拝 をし ました。 

その 時 私 は 彼が 「いやいや、 私 は 運行し 沈み ゆく 諸 星に かけて 誓う」 （第 81 章 15- 16 節） 
と 誦む声 を 聞いた。 

また 私達の 内で 誰一 人と して 彼が 完全に 平伏 礼に 移行し 終る まで は 背 を 曲げて 平伏 礼 
に 移ろうと する 者 はいな 力、 つた。 



屈 身 礼から 頭 を 上げる 際に 唱える 言葉 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ァ ウファ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 屈 身 礼から 背 を 起す 時い つも 次のように 唱えて いました。 

「アツ ラ 一は 彼 を称讃 する 者の 声 を 聞き届け 給う、 おお アツ ラ一、 我等が 主よ、 称讃は あな 

たにの み、 天と地 を 満たし、 その後お 望みの ままに 何でも 満たされ るお 方」 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ァ ウファ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 次の ような ドア一 (祈願） の 言葉 を 唱えた ものでした。 

「おお アツ ラ一、 我等が 主よ、 称讃は あなたの もの、 天と地 を 満たし、 その後お 望みの まま 

に 何でも 満たされ るお 方」 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 -ァ ウファ一 は 次のように 伝えて いる 
預言者 はいつ も 次のように いっていました。 

「おお アツ ラ一、 称讃は あなたの もの、 天と地 を 満たし、 その後お 望みの ままに 何でも 満た 
すお 方、 おお アツ ラ一、 私 を 雪 や 雹 や 冷水 （注 1) でお 浄め 下さい、 おお アツ ラ一、 白衣の 

汚れが 落される ように 数々 の 罪 や 過ちから 私 をお 浄め 下さい （注 2)」 
(注 1 ) いずれも 地獄の 業火 を 消し止める 効果が あると いう 比喩 

(注 2) この 祈願の 言葉 は 預言者が 信徒に いかに 祈願 を 捧げる か を 教えた もので これによ 
つて 預言者が 罪深かった という 根拠に はならない 

前記 ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

その 中で 伝承 者の一 人 ムァ一 ズの 伝えた 言葉に は" 白衣の しみが 浄 めら れ るよう に" と あり 別 伝 
承 者の ヤジードの それ は" 白衣の 汚点が" と ある。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 屈 身 礼から 頭 を 上げた 時 次のように 唱えた。 

「我等が 主よ、 称讃は あなたの もの、 天と地 を 満たし、 その後お 望みの ままに 何でも 満た 
すお 方、 称 讚と 栄光に 値する お 方、 下僕が 語る 最も 価値 あるお 方、 我々 はこと ごとく あな 
たの 下僕です。 

おお アツ ラー、 あなたが 与えた もの を 禁じ 得る 者 はなく また あなたが 禁じた もの を 与え 得る 
者 はない お 方、 また 富者の 財 も あなたの 元で はまる で 役に立たない」 



イブ ン.ァ ツバ一 スは 伝えて いる 



預言者 は 屈 身 礼から 頭 を 上げる 時に 次のように 唱えた ものでした。 
「おお アツ ラ一、 我等の 主、 称讃は あなたの もの、 天と地 を 満たし また それら 二つの 間の 
空間 を 満たし、 その後お 望みの ままに 何でも 満たされ るお 方、 称 讚と 栄光に 値する お 方、 
あなたが 与えた もの を 禁じ 得る 者 はなく また あなたが 禁じた もの を 与え 得る 者 はなし、、 ま 
た 富者の 財 も あなたの 元で はまる で 役に立たない」 

別の 伝承 者 経路で 伝わる 前記の ハディ一 ス では、 イブ ン- アツ バース は" その後お 望みの ままに 何 
でも 満たす" まで 述べ 残りの ハディ一 スは 伝えて いない。 



屈 身 礼と 平伏 礼の あいだ は クル ァ一ン の 読誦が 禁じられ ている こと 

イブ ン. アツ パース は 次のように 伝えて いる 

人々 が アブ一 'バ クルに 従って 彼の 背後で 整列して いると アツ ラ一 の 使徒が 彼の 部屋の 力 
—テン を 上げて こういった。 

「皆さん (善良な) ムス リムが 見る 正夢 かまた は 見せられる 正夢 以外に もはや 預言者に よ 
る 福音 は 無くなりました。 

さて 私 は 屈 身 礼と 平伏 礼の 際に クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じられました （注）。 

だから 屈 身の 際に は 偉大で 栄光に 満ちた 主 を 讃美し 平伏の 際に は 祈りに 専念しなさい、 

そうすれば アツ ラ一 はきつ と あなた 達に 応えて くれる でしよう」 

ところで アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース はこう 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒 力 《 力 一テン を 開けた 時、 彼の 頭 は それが もとで 死んだ 病気の ために 包帯 

されて いました。 

そして 彼 は 次の 言葉 を 三回 繰り返した。 

「おお アツ ラ一、 私 は 啓示 を 伝えて しまったで しょうか」 

その後 彼 は 次のように 伝えた。 

「敬虔な 下僕が みる 正夢 かまた は 見せられる 正夢 以外 はも はや 預言に よる 福音 は 残って 
いません」 

それから 彼 は 前記の ハディ一 スと 同じ ハディ一 スを 伝えた。 

(注） この 二つの 動作 は アツ ラ一 に対する 人間の 絶対 服従の 姿 を 示した ものであるから ァ 

ッラ一 を 讚え アツ ラーに 祈る こと は 当然で ある。 

従って クル ァ一ン の 読誦 は 立 礼の 際に 限って 唱えるべき こと もまた 当然で ある 

ァリ— 'ビン' アブ— 'タ —リブ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 私が 屈 身 礼 または 平伏 ネ し を 捧げる 際に クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じた。 

ァリ —'ビン' アブ— 'タ —リブ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私が 屈 身 礼 または 平伏 礼に ある 間 は クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じ まし 

た。 

ァリ— 'ビン' アブ— 'タ —リブ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私が 屈 身 礼 または 平伏 礼 を 捧げる 間 は クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じた。 
しかし 私 は 彼が あなた 方に も 禁じた とはいい ません。 



ァリ一 は 次のように 伝えて います 

私の 敬愛す る 預言者 は 私が 屈 身 礼と 平伏 礼 を 行って いる 間 は クル ァ一ン の 読誦 を 禁じ ま 
した。 

ァリ一 は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 私が 屈 身 礼 を 行う 際に その 間に クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じました。 

しかし この ハディ一 ス では 前記 三つの ハディ一 スが 伝えて いるよう な 平伏 礼 中の 禁止 を 

伝えて いない。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

私 は 屈 身 礼 中に クル ァ一 ンを誦 むこと を 禁じられた。 
しかし ここで は ァリ一 の 名が 伝承 者 中に 述べられ ていない。 



屈 身 礼と 平伏 礼の 際に 唱える 言葉 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

下僕が 己れ の 主に 一番 近い 時 は 平伏して いる 時で ある。 だから その 時 は ドア一 (祈願) を 
より 多く 唱えよ。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 平伏 礼の 際に 次のように 祈る のが 常でした。 

「おお アツ ラ一、 小さい ものから 大きい ものまで、 最初の ものから 最後の ものまで、 顕 かな 

ものから 隠れた ものまで 私の 罪の一 切 を どうかお 赦し 下さい」 

ァ 一 > r シャが 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 屈 身 礼と 平伏 札の 際に 次のように 何度も 祈った ものでした。 
「あなたに 讚え あれお お アツ ラ一、 我等が 主、 どうか 私 をお 赦し 下さい」 

このよう にして 彼 は クル ァ一ン に 命じられた （第 110 章 3 節な ど) 通りに 行動した。 

ァ r シャが 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 彼の 死の 前に 次のように 何度も 祈って いた。 

「あなた (アツ ラ一） に 栄光 あれ、 また 私 は あなたへの 称讃、 により （あなた を 念じます）、 あ 

なた にお 赦しを 請い 願い 改悛 致します」 

ついで ァ一 イシ ャが 次のように 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 あなたが 唱えて いる それらの 言葉 は 何です か」 

すると 彼 は 次のように 言った。 

「我が ゥンマ （イスラ一 ムの 信仰 共同体） に対するみ しるしが 私に 与えられた。 
私 は それ を 見た 時 それ (前述の 祈願の 言葉) を 口にした のです。 

そのみ しるしと は 「アツ ラ一 のお 助けと 勝利が 来た 時…」 以下の一 章 （第 1 10 章 全 3 節） 全 

部です (注)」 

(注) 勝利と は マッカ 征服な どの イスラ一 ムの 大勝 利、 この 章 は 短い ので マッカ 啓示と 間違 
いやす いが 預言者に よる マッカ 征服の 後に 下った つま リマ ディ一 ナ 啓示で ある 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者に 「アツ ラ一 のお 助けと 勝利が 来て…」 （第 1 10 章） の 一章が 啓示され て 以来、 

常に 彼が 礼拝 中に ドア一 (祈願) を 唱える か 或いは 次の ような 祈りの 言葉 を 唱えずに 礼拝 
を 捧げる 彼の 姿 を 見た ことはありませんでした。 



その 祈りの 言葉と は" あなたに 栄光 あれ、 我が 主よ、 あなたへの 称讃 により （あなた を 念じ 
ます） 、 おお アツ ラ一 どうか 私の 罪 をお 赦し 下さい" という 言葉です。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

かって アツ ラ一 の 使徒 は 次の 祈りの 言葉 を 何度も 繰り返した ものでした。 

"アツ ラーに 栄光 あれ、 彼への 称讃 により、 私 は アツ ラ一 にお 赦しを 請い 願う、 私 は アツ ラ 

—の 元に 立ち返 リ改懐 致します" 

さて そこで 私 （ァ一 イシ ャ） はこうい つた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ、 あなた は" アツ ラ一 に 栄光 あれ、 彼への 称讃 により、 私 は アツ ラ一 に 

お 赦しを 請い 願う、 私 は アツ ラーの 元に 立ち返り 改悛 致します" という 祈りの 言葉 を 断えず 

繰り返して いますね」 

すると 預言者 は 次のように 仰せられた。 

「主 は 我が ゥン マに みしる し を 見る だろうと 私に 告げた。 

そして 私 は それ を 見た ので この 祈りの 言葉" アツ ラーに 栄光 あれ、 彼への 称讃 により、 私 

は アツ ラ一 にお 赦しを 請い 願う、 私 は アツ ラーの 元に 立ち返り 改悛 致します" を 多く 唱える 

ようにし たのです。 

なぜなら そのみ しるしと は 「アツ ラーのお 助けと 勝利 （マッカ 征服の こと） が 来て、 人々 が大 
挙 して アツ ラーの 教えに 入信す るの を 見たら、 汝の 主の 栄光 を 讃美し、 主のお 赦しを 請い 

願え、 主 はまこと によく ぉ赦 しな さるお 方」 （第 1 10 章） の 一章の ことで あると 私 は 考えて い 

るからで す」 

イブ ン 'ジ ユラ イジ ュが 伝えて いる 

私が ァタ一 に 屈 身 礼の 際に 何と 唱える か 尋ねた ところ 彼 は 次のように 語った。 
"あなた (アツ ラー） に 栄光 あれ、 あなたへ、 の称讃 により、 あなた 以外に 神 はなじ' と 唱え 
ます。 

なぜなら イブ ン ■ アブ一 ■ ムラ イカが ァ一 イシ ャ からの 伝聞と して 次の 話 を 私 (ァタ 一 ） に 伝 

えて くれた からです。 

私 (ァ一 イシ ャ） は 或る 夜の こと 預言者 を 見失いました。 

その 時 私 は 彼が 他の 妻の 所に 行った のだろう と 思って 捜しに 出かけた 後 戻って みると 彼 

は 屈 身 礼 かまた は 平伏 礼の 最中でした。 

そのと き 彼 は、 "あなたに 栄光 あれ、 あなたへの 称讃 により、 あなた 以外に 神 はない" と唱 

えてい ました。 

それで 私 はこう 言いました。 

「あなた は 私の 父母に も かえが たいお 方、 私 は ある こと を 考えて いました。 
ところが あなた は 別な ことに 専念して いました （注）」 



(注) ァ一 イシ ャは 預言者が 他の 妻の 所に 行って しまったと 考えた。 
ところが 彼 は 勤行 中で あつたの 意 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私 は 或る 夜 アツ ラーの 使徒が 寝床から いなくな つてい る こと を 知りました。 
そこで 手探りで 彼 を 捜した 所 私の 手が 彼の 足の裏に 触れました。 
その 時 彼 は 平伏 礼の 最中で 二つの 足の裏 は 立って いました。 
そして 次のように 祈って いました。 

「おお アツ ラ一、 私 は あなたの 怒り を 逃れて あなたの ご 満悦 を 請い 願う、 そして あなたの 罰 

より 逃れて あなたのお 赦しを 請い 願う 

(つまり あなたの お怒りから 逃れて あなたの お助け を 請い 願う） 

あなたが 自ら ご 自身 を称讃 する ように 私 は あなた を 数え きれない 位称讃 致します」 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 はかって 屈 身 礼と 平伏 礼の 際に は 次のように 唱えた ものでした。 

「栄光の 極み、 神聖の 極み、 天使と 霊魂の 主よ」 
前記 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ァ一 イシ ャ からの 伝聞と して 伝えられ ている。 



平伏 礼の 美徳と そのす すめ 

マァ ダーン ■ ビン ■ タル/ \ ■ ャァ マリ一 が 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒の 解放 奴隸 のサゥ バーンに 出会った。 
そこで 私 は 彼に アツ ラ一 が 天国に 入れて 下さる 行為 或いは アツ ラ一 が 最も 好ましい とする 
行為 は 何かと 尋ねた。 
しかし 彼 は 黙って いた。 

そこで 私 は 再び 尋ね たがや はり 彼 は 黙って いた。 
私が 三度 目 に 尋ねる と 彼 は 次のように いった。 
私 （サゥ バーン） は アツ ラーの 使徒に そのこと を 尋ねました。 
すると 使徒 はこうい つた 

「アツ ラーに たくさん 平伏 礼 をしなさい、 あなたが アツ ラーに 一度 平伏 すれば アツ ラ一 は そ 
れ でもって あなたの 天国での 地位 を一 段と 高く 上げて くれ あなたの 過ち を一 つ 消して くれ 
ます」 

さらに マァ ダーン は 次のように 付け加えた。 

その後 私 （マァ ダーン） は アブ一 ■ ダル ダ一ゥ に 会って そのこと を 聞きました。 

すると 彼 はサゥ バーンが 私に 話した ことと 同じ こと を 語った。 

ラビ一 ァ 'ビン' 力 アブ 'ァ スラミ 一は 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 夜 を 過し ました。 

私が 浄 めの 水と 彼の 必要と する 物 （注) を もって 行く と 彼 は 私に 「何でも 尋ねなさい」 といい 
ました。 

それで 私 はこうい つた。 

「天国での あなたの 仲間に ついて 聞きた し、」 すると 彼 は 「その他 何 かありません 力、」 といつ 

た。 

私 は 「それが 全てです」 と 答えた。 
そこで 彼 はこうい つた。 

「それなら あなた 自 身の ために もどう かたくさん 平伏しなさい」 
(注) 歯ブラシ (ミス ワーク）、 礼拝 用 敷物な ど 



平伏 礼の 際の 四肢の 動作と 礼拝 中に 服 や 髪を捉 むこと や 髪 を 編む こと 等 
は 禁止され ている こと 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は 平伏 礼 をす る 際に 身体の 七 ケ所を 地面に つける よう 命じられました。 
また 預言者 は その 際に 髪 や 服を捉 むこと も 禁じられた。 
以上 は ヤヒヤ一 の 伝承です が アブ一' ラビ一 ゥ による ハディ一 ス では" 七つの 骨 は 地面に 
つけても、 髪と 服を捉 むこと は 禁じられた" と あり、 七つの 骨と は 両手の 掌、 両膝、 両 爪先 
と 額の ことです。 

イブ ン' アツ バース は 預言者が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「私 （預言者） は 七つの 骨 を 地面に 付けて 平伏 礼 をす るよう に 命じられました。 
また 服 や 髪を捉 まない よう 命じられました」 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は （身体の） 七 ケ所を 地面に 付けて 平伏す るよう に また 髪 や 服を捉 まない よう 命じ 
られ ました。 

イブ ン'ァ ツバ一 スは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私 は 七つの 骨 、つまり 額? この 時 彼 は 指で 自分の 鼻 を 指した？ と 両手と 両足と 両 爪先 を 地 
面に 付けて 平伏す るよう に 命じられました。 
また 我々 は 髪 や 服 をた ぐる こと も 禁じられました」 

イブ ン'ァ ツバ一 スは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私 は 身体の 七 ケ所を 地面に 付けて 平伏す るよう、 また 髪 や 服 をた ぐらない よう 命じられ 
ました。 

その 七ケ 所と は 額と 鼻、 両手、 両膝、 両 爪先です」 

アツ バース は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「神の 下僕が 平伏す る 際に は 身体の 七 ケ所を 地面に 付けて 平伏します。 

それら は 顔と 両手の 掌と 両膝 と両 爪先です」 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

彼 （イブ ン 'アツ バース） は アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリスが 礼拝して いる 姿 を 見た がその 時ィ 
ブン' ハーリスの 頭髪 は 編まれて 後方に 束ねられ ていた。 
そこで 彼 （イブ ン 'ァ ツバ一 ス） は 立ち上 力 《 つて それ を 解いて やった。 



礼拝が 終わって イブ ンゾ 、一リスが 退 参しょう とした 時 イブ ン 'アツ バースに 出会った ので 

こラ 言った。 

「どうして 私の 頭に 触れた のです か」 

すると イブ ン 'アツ バ一ス は アツ ラ一 の 使徒から 次の ような 言葉 を 聞いた といった。 
「このような 者 （髪 を 頭の 後方に 束ねて 礼拝す る 人） は 両手 を 後に 縛られた まま 礼拝す る 
人の ような もの だ」 



平伏 は 適当な 長さに、 その 時 両手の 掌 を 地面に つけ、 両肘 を 適度に 脇腹 か 
ら 離し、 腹は両 膝から 離す こと 

アナ スは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えた 

「平伏 礼 は バランス よくしなさい、 犬の ように 前腕 を 地面に 付けて 伸ばして はならない 

(注)」 

(注） この 姿勢 は 礼拝 を 軽視した 態度と みられる 

同様の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

また 別の 伝承 者の一 人 イブ ン 'ジ ャァフ アルの ハディ一 ス では" 誰でも 犬が 前腕 を 伸ばす ように 前 

腕 を 伸ばして はいけ ない" と 伝えて いる。 

バラ一 ゥは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 

あなたが 平伏す る 時 は 両手の 掌 を 地面に 付けて 両肘 を 上げなさい。 



礼拝の 仕方の 総括、 礼拝の 開始、 礼拝の 終了、 屈 身 礼と その 標準 的 動作、 
平伏 礼と その 標準 的 動作、 各 二 ラカー 卜 終了後の 証言 儀礼、 二回の 平伏 礼 
の 間の 座礼、 最初の 証言 儀礼 中の 座礼 等に ついて 

アブ ド ッラ一 'ビン' マー リク' ビン' ブ / 、イナ は 次の ように 伝えた 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 をす る 時、 彼の 両脇の 下の 白 さが 見える くらいまで 両腕の 間 を 広 
げ ました （注）。 

(注) つまり 曰 焼けして いない 白い 部分 

前記 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ジャ ァフ アル' ビン' ラビ一 ァ によって 伝えられて 
いる。 

また アム ル 'ビン ■ / ヽ一 リスの 伝える 所では" かって アツ ラ一 の 使徒 は 平伏 をす る 際に 白い 両脇の 
下が 見える まで 両肘 を 広げました" と ある。 

ライスの 伝える ハディ一 ス では" アツ ラーの 使徒 は 平伏す る 際に 彼の 白い 脇の 下が はっきりと 見え 
るまで 両手 を 広げました" と ある 

マイム一 ナ (預言者の 妻の一 人） は 次のように 伝えて いる 

かって 預言者 は 平伏す る 時には 雌の 仔 やぎが 彼の 両手の 間 を 通ろうと すれば 通れる 位 
広げました。 

マイム一 ナは 次のように 伝えて いる 

力、 つて アツ ラーの 使徒 は 平伏す る 時 両手 を 広げ、 つまり （両腕 を） かなり 離した ので 彼の 

後方から 白い 脇の 下が 見える くらいでした。 

そして 座礼に 移った 際に は 左の 太股に 体重 を かけて 座った ものでした。 

ハ一 リスの 娘 マイム一 ナは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 平伏した 際に は 彼の 背後に いる 者から 彼の 両脇の 下の 白 さが 見える ま 
で 両手 を 大きく 広げた ものでした。 
ヮキ一 ゥ はこれ を 解説して こういった。 
"つまり 両脇の 下の 白い 部分が 見える まで" 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

力、 つて アツ ラーの 使徒 は 礼拝 を タク ビール を 唱えて 開始した がそれ に つづく クル ァ一ン の 
読誦 は 開扉 章から 始めた ものでした。 

そして 屈 身 礼 をした 際に は 頭 を 下げ 過ぎる こ ともなく 上げ 過ぎる こ ともなく 中間 位置まで 下 



げ ました。 

そして 屈 身 姿勢から 頭 を 上げた 際に はまつ すぐに 直立す るまで は 次の 平伏 礼の 動作に 移 
りませんでした。 

そして 平伏 姿勢から 頭 を 上げる 際に はき ちんと 正座に 戻る まで は 次の 平伏の 動作に 移り 
ませんで した。 

そして 各 ニラカ 一卜の 終り 毎に タヒィ 一ャ （証言 儀ネ L) の 言葉 を 唱えました。 

その 際 彼の 左足の 甲 は 地面に 伸ばされ 右足の 甲 は 立てられて いました。 

また 彼 は 両踵を 立てた まま その上に 座る 悪魔の 座り 方 を 禁じ、 獣が する 肘 を 地面に 付け 

て 伸ばす 仕草 (平伏 礼の 際) も 禁じました。 

そして 礼拝の 終り は タス リーム （左右への 挨拶 儀礼) を もって 完了し ました。 



礼拝 者の ス トラ (遮蔽物 (注) ） について 



(注) 礼拝 者が 眼前の 地面に 置いて 礼拝 場所と 一般の 通行人の 往来と を 観念の 上で 
仕切る 目印と なる 物 

ムーサ 一'ビン' タル ハは 彼の 父からの 伝聞と して アツ ラ一 の 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 
「あなた 達の 誰でも 自分の 前に 鞍の 後部の ような 物 を 置いて 礼拝 するならば その 向う側 
を 歩いて いる 人 を 気にする 必要はありません」 

ムーサ一 ■ ビン ■ タル ハは 彼の 父の 話と して 伝えて いる 

私達が 礼拝して いると よく その 前 を 家畜が 通る ので アツ ラ一 の 使徒に そのこと を 話し まし 

た。 

すると 彼 は 次のように いった。 

「鞍の 後部の ような 物 を あなた 達の 前に 置けば その 前 を 通る もの は 何も 害に なりません」 
イブ ン 'ヌ マイルが 伝えた ところに よれば" そうすれば その 前 を 通る 者が あっても 害に なり 
ません" と ある。 

ァ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 者の ス トラに ついて 尋ねられた。 
そこで 彼 は" 鞍の 後部の ような 物" と 答えた。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は タブ一 クの 戦いの 時 礼拝 者の ス トラに ついて 尋ねられた。 
それで 彼 は" それ は 鞍の 後部の ような もの" と 答えた。 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は イード (大祭） の 礼拝に 出かける 時に 槍 を もって 行く よう 命じた (注）。 

そして それ は 彼の 前にし つかりと 据えられた。 

それから 彼 は 槍に 向かって 礼拝し 人々 は 彼の 背後で 礼拝した。 

また 彼 は 旅行 中で もこの ように 礼拝した。 

こうして 後に アミ一 ル達カ 《 (旅に 出る 際に） 槍 を 持って 出かける ようになった。 

(注） 多分 イードの 礼拝 は 当時 は モスクで はなく マデイーナの 郊外の 砂漠て 行って いたた 
めか 



イブ ン 'ウマルが 伝えて いる 

預言者 はス トラ を 地面に 突き立てた ものでした。 

アブ一 'バ クル は （預言者が）" 短い 檜 を 地面に 突き さし それに 向かって 礼拝した" といった。 
イブ ン 'アブ一' シャイ バは それに加えて" ゥバ イド ッラ一 がそれ は 長 槍だった といった" と 
伝えた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 彼のら くだ を マッカの 方向に 横にして 座らせ それに 向かって 礼拝した。 

イブ ン 'ウマルが 伝えて いる 

預言者 は 彼のら くだに 向かって 礼拝し ました。 イブ ン 'ヌ マイルの 伝える ところでは" 預言 
者 はらく だに 向かって 礼拝した" 

アブ一 ■ ジュ ハイファ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
私 （父） は マッカの 預言者の 所に やって来ました。 
その 時 彼 は アブ タフ （バトハー とも 言う） という 所の 赤い 皮 製の テントの 中に 居ました。 
やがて ビラ一 ルが 預言者の ための 浄 めの 水 を 持って 出て きました。 
残りの 水 は一部の 者が なにがし かそれ を 受け、 また 他の 者 はさら に それ を 別の 人々 に 振 
りまい ていた。 

そして 預言者 も 赤い 上衣 を 着用して 出て 来ました。 
その 時 私 はちら つと 彼の 白い 脛 を 見ました。 
彼 は 浄めを 行い ビラールが ァザ一 ンを 詠唱した。 

そこで 私 は 彼の 口の 動きに 合わせて 彼が 右 を 向いて 唱える 時には 右 を、 左 を 向いて 唱え 
る 時には 左 を 向いて 次のように 唱えた。 
「礼拝に 来たれ、 成功の ために 来たれ」 

その後 預言者の 短い 槍が 地面に 突き立てられ ると 彼 は 前に 進み出て ズ フルの 礼拝 を 二 

ラカ 一トネ ラっ 7 二。 

その 時 彼の 前 を一 匹の ろばと 犬が 通り過ぎて 行き ましたが 彼 は 気にしませんでした。 
それから 彼 は アスルの 礼拝 をニラ カート 行い それから マデイーナに 帰る まで ニラ カートの 
礼拝 を 続けました （注）。 

(注) 旅行 中の 礼拝 規定に よって 短い 

アブ一 ■ ジュ ハイファ は 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （父） は アツ ラ一 の 使徒 を 赤い 皮 製の テントの 中で 見ました。 

そして ビラールが 預言者が 残した ゥ ドウ一 (浄 め） の 水 を 持ち出す ところ を 見ました。 



そこで 人々 が 競って その 浄 めの 水 を 得ようと している 光景 を 見ました。 

それ をし 、くら か 手に入れた 者 は それで 拭うよう にして 浄め、 また その 水 を 手に入れられな 

力、 つた 者 は 手に入れた 者の 手から 零 を もらって いました。 

それから ビラ一 ルが 短い 槍 を 取り出して 来て それ を 地面に 突き さした ところ を 私 は 見 まし 

た。 

それから アツ ラーの 使徒が 赤い 上衣 を 着て 急いで 出て 来て それ (槍） に 向かって 二 ラカー 
卜の 礼拝 を 人々 を 導いて 行った がその 時 私 は その 槍の 前 を 人間 や 家畜の 群が 通り過ぎ 
ていった 光景 を 見ました。 

ァゥヌ 'ビン' アブ一' ジュ ハイファ は 彼の 父親からの 伝聞と して 前記の ハディ一 スが 伝えた ように 
預言者に ついて 伝えて いる。 

ところで ウマル' ビン' アブ一 'サ 一イダ は それに 付け加えて" （人々 は) 相互に 先 を 競って" と 伝え 
た。 

また マ 一リク' ビン' ミグ ヮルの ハディ一 ス では' '正午に なった 時、 ビラ一 ルが 出て きて ズ フルの 礼 
拝の 呼びかけ をした" と ある。 

アブ一 .ジュ ハイファ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 正午に バトハーに 出て 行き、 浄め をして ズ フルの 礼拝 をニラ 力一 ト 行い 
それから アスルの 礼拝 をニラ 力一 ト 行った。 
その 時 彼の 手前の 所に は 短い 槍が ささって いた。 

ところで シ ユウ バはァ ゥヌが 彼の 父 アブ一 'ジュ ハイファからの 伝聞と して 次のように 付け 
加えた として 伝えて いる。 

"その 槍の 向こう側 を 女 やろ ばが 通り過ぎ てし、 つた" 

シ ユウ バは 別の 二つの 伝承 者 経路に よって 前記と 同じ/ ヽ ディース を 伝えて いる 力、 ハ カムの/ ヽデ 
ィ一ス は それに加えて" そこで 人々 は 預言者の 浄 めに 使った 水の 残り をと リ 始めた" と ある。 

イブ ン. アツ バース は 次のように 伝えて いる 
私 は 雌ろ ばに 乗って やって来ました。 
その 時 私 は 成人になる 少し 手前の 年頃でした。 
アツ ラ一 の 使徒 は ミナ一 の 谷で 人々 を 導いて 礼拝 をして いました。 
私 は その 礼拝 列の まん 前 を 横切り それからろ ばから 降り、 草 を 食べさせる ために それ を 
角? き 放ちました。 

そして 私 は 礼拝の 列に 加わった のです が 誰も そのこと で 私 を 責める 者 はいませんでした。 
アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 



彼 (アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース） はろ ばに 乗って やって来た。 

それ は 離別の 巡礼の 年の ことで アツ ラーの 使徒 は ミナ一 の 谷で 人々 を 導いて 礼拝して い 

ました。 

ところで ろば は その 礼拝 列の 前 を 通り過ぎました。 

それから 彼 （イブ ン 'ァ ツバ一 ス） はろ ばから 降りて 人 々と一緒に 礼拝 列に 加わりました。 
同様の ハディ一 スが 同一 伝承 者 経路 を 経て ズ フリーからの 伝聞と して イブ ン 'ゥャ イナに よって 伝 
えられて いる。 

しかし 彼 は" その 時 預言者 はァ ラフ ァの 谷で 礼拝して いた" と 伝えて いる。 

同様の ハディ一 ス をマァ マルが ズフリ 一からの 伝聞と して 同一 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いるが そ 

こで は ミナ一 の 谷と もァ ラフ ァの 谷と もい つてい ない。 

しかし 彼 は" 離別の 巡礼 かまた は マッカ 開城の 日 かの どちら かの 日 に" と 伝えて いる。 



礼拝 者の 手前 を 歩く 通行人 は 阻止され るべき こと 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「もし 誰かが 礼拝して いたら 誰も 彼の 手前 を 通させるべき ではない。 
通行人 は 出来るだけ 遠ざけるべき である。 
もし 彼が 拒否 するならば 力ず くで も 遠ざけるべき である。 
なぜならば 彼 は シャイ タ一ン （悪魔) だからで ある」 

アブ一 'サ 一リフ 'サン マーン は 次のように 伝えて いる 

私 は アブ一' サイ一 ド 'フ ドリ一 から 聞いた こと また 彼に ついて 私が 見た こと を 話しましょう。 
或る日 それ は 金曜日だった が 私 は アブ一' サイ一 ド と一 緒でした。 
彼 は 人々 から 彼 を 遮蔽す る 物 （ス トラ） に 向かって 礼拝して いた。 
そこに アブ一 'ム アイト 族の 若者が 来て 彼の 面前 を 通り過ぎよ うとした。 
そこで 彼 は その 若者の 胸元 を 押し やった。 

しかし その 若者 は アブー サイ一 ドの 前し か 通り道 を 見つけられず 再び 通り過ぎよ うとした 

ので、 彼 は 初回より もっと 強く 彼の 胸元 を 打って 押し もどした。 

すると 若者 は 立ちはだかり アブ一 ■ サイ一 ドに捉 み 力、 かった。 

それから 人々 が 集まって きて ごった返 したので その 若者 は そこ を 抜け出し マル ヮ一ン （ゥ 

マイヤ 朝の カリフ） の 所に 行き 己れ がう けた 仕打ち を 彼に 訴えた。 

—方 アブ一 ■ サイ一 ド もまた マル ヮ一ン の 所に 行った ので マル ヮ一ン は 彼に こういった。 

「一体 どうしたと いうんだ。 

あなたの 兄弟の 息子 （同じ 宗門の 信徒) が 来て あなたの こと を 非難して いた」 

すると アブ一 ■ サイ一 ドは アツ ラ一 の 使徒から 次の ような 言葉 を 聞いた としてこう いった。 

「誰かが ス トラに 向かって 礼拝して いる 時 彼の （面） 前 を 通ろうと する 者が いたら その 者の 

胸元 を 打って 押し戻しなさい。 

もし 彼が 抵抗 するならば 力ず くで も 阻止すべき だ。 

なぜなら 彼 は 悪魔 だから だ」 

アブ ドッ ラー' ビン' ウマル は アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「誰かが 礼拝 中の 時 は 彼の 面前 を 誰も 通させて はならない。 
もし 拒む ようならば 力ず くで も 止めさせなさい。 
なぜなら その 者に は 悪魔が ついている からです」 

イブ ン 'ウマル は 前記 ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 

ブス ル 'ビン' サイ一 ドは 次のように 伝えて いる 



ザ イド ゼン 'ハーリド' ジュハ 二一 は アブ一' ジュ ハイムの 所に アツ ラーの 使徒が 礼拝 者の 
面前 を 通る 者に ついて 何とい つ たかを 聞く ために 彼 (ブス ル) を 使いと して 送った。 
それで アブ一 ■ ジュ ハイム は アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 語った。 
「通行人が 礼拝 者の 面前 を 通る 時、 己れ が どんな 罪 を 犯して いるか を 知るならば 立ち 止 
まるべき である。 

礼拝 者の 面前 を 通る よりも 立ち止まって 40( 年） でも 待つべき だ」 

ところで ブス ル 'ビン' サイ一 ド からこの ハディ一 スを 伝えられた 伝承 者の一 人 アブ一 'ナド 
ノレ はこうい つてい る。 

「私 は 彼が その 時 40 日と いった か 10 ヶ月と いったの か 或いは 40 年と いったの か は 知り 
ません」 

アブ一 'ジュ ハイム' アンサ一 リ 一は 前記の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 



礼拝 地点と ス トラの 間の 間隔 をつ める こと 

サ ハル' ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の 礼拝 地点と 壁との 間に は 羊が一 頭 通れる だけの 空間が あった。 

サ ラマ' ビン 'ァク ワウ は 伝えて いる 

彼 (サ ラマ） は アツ ラ一 を讃 える ための 場と して クル ァ一ン が 置かれて いる 場所 を 捜した も 
のでした が 彼 はこう 言った。 

アツ ラ一 の 使徒 もまたい つもそう した 場所 を 捜す のが 常でした。 

また ミン バル (説教 台） とキ ブラ (マッカの 方角 を 示す モスク 内の 壁面） の 間 は 羊が一 頭 通 

れる 空間が ありました。 

ヤジィ一 ドは 次のように 伝えて いる 

かって サ ラマ は 礼拝の 場所と して クル ァ一ン が 保管して ある 柱の そば を 捜し求め たもの 
でした。 

そこで 私 は 彼に こういった。 

「アブ一 ■ ムス リム （サ ラマ） よ、 あなた は 礼拝す る 場所と して この 円柱 を 捜して いたよう で 
すね」 

すると 彼 はこう 言った。 

「私 は 礼拝の 際 この 場所 を 捜して いた 預言者 を 見ました」 



礼拝 者 を 遮蔽す る もの (ス トラ) の 効力 

アブ—' ザ ツル は アツ ラ— の 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「誰でも 彼の 前に 鞍の 後部の ような 物 を 置いて 礼拝す る 時 それ は 彼 を 隠して いる ことにな 

る。 

もし 彼の 前に 鞍の 後部の ような 物が 無くろ ば や 女性 や 黒 犬が 通過した 場合に は 彼の 礼拝 
は 無効になる （注）」 

そこで アブ一 ■ ザ ツルから この ハディ一 スを 聞いた 伝承 者の一 人 はこう 尋ねた。 
「なぜ 赤 犬 や 黄色 犬で なく 黒 犬な のです か」 
すると 彼 (アブ一 ザ ツル） はこう 答えた。 

「私の 兄弟の 息子よ、 私 は アツ ラーの 使徒に ちょうど あなたが 私に 尋ねた ように 質問し ま 

した。 

すると 預言者 はこうい つた。 
『黒 犬 は 悪魔 だからです』」 

(注) 一時的に 礼拝 者の 気が 散る 意味で あり 、やり直し を 要求す る ほど 完全に 無効になる 
意味で はない。 

気が 散る 理由 はろ ばの 声 は 耳 ざ わりで 黒 犬の 姿 は 醜く 女性の 姿 は 魅力的 だからで あると 

考えられ ている 

同様の ハディ一 スがュ 一ヌス からの 伝聞と して 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒 力 化、 つたと して 次のように 伝えて いる 

「女性と ろばと 犬 （が 礼拝 者の 面前 を 通過した 場合） は その 礼拝 を 無効に する。 
しかし 鞍の 後部の ような 物 は それ を 防ぎ 礼拝 を 有効に する」 



礼拝 者の 面前に 横たわる こと 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 夜中に 礼拝した ものでした 力、 その 時 私 は 彼と キ ブラの 間に 寝て おり、 ちょうど 
葬儀 礼拝の 時の ように 私はキ ブラと イマ一 ムの 間に 安置され た 死体の ようでした （注）。 

(注） この ハディ一 スは 女性が 礼拝 者の 前 を 通りかかっても 礼拝 は 無効に ならない 証左 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 夜通し 礼拝した ものでした がその 時 私 は 彼と キ ブラの 間で 寝て いました。 
そして 彼が ウイ トル （一または 三の 奇数 ラカ 一卜の 礼拝） の 礼拝 をす る 時には 私 を 起こした 
ので 私 も ウイ トルの 礼拝 をし ました。 

ウル ヮゼン 'ズ パイル は 次のように 伝えて いる 

ァ一 イシ ャが 礼拝 を 無効に する もの は 何かとい つたので 私たち は" 女性と ろばです" といつ 
た。 

すると 彼女 はこうい つた。 

「女性が 動物の ように 悪い のです か、 私 は アツ ラ一 の 使徒の 面前で 葬儀 礼拝の 時の 棺中 
の 死体の ように 横たわって 寝て いました。 
それでも 彼 は 礼拝し ました」 

マス ルーク は 次のように 伝えて いる 

ァ一 イシ ャの いる 所で" 礼拝 を 無効に する もの は 犬と ろばと 女性で ある" という ことが 語ら 

れた。 

ところが 彼女 はこうい つた。 

「あなた 達 は 私たち をろ ば や 犬に たとえ ましたね。 

アツ ラーに 誓って、 アツ ラーの 使徒 は 私が 彼と キ ブラの 間の 寝台に 横たわつ ている にも か 

かわらず 彼 は 礼拝し ました。 

私 は （生理的 欲求な ど) 何 か 必要 を 感じた 時 は アツ ラーの 使徒の 面前で 起きて 座る ことに 
なり 彼 を 邪魔す る ことになるので その 時 は （そうなる こと を 避けて) ベッドの 脚の 間から そつ 
とすり 抜けて 出ました」 

ァスヮ ドはァ 一イシ ャ がいった として 次のように 伝えて いる 

「あなた 達 は 私達 女性 を 犬 やろ ばと 同じ だとして たとえました。 

ところで 私が ベッドに 寝て いると アツ ラ一 の 使徒が そこへ やって来て ベッドの 真中 あたり を 

前にして 礼拝 を 始めました。 



このような 中で 私 は 掛け布団 を 取り去る こと を 好まなかった ので 静かに ベッドの 前の 方の 
脚の 所から すり 抜けて 掛け布団から 抜け出ました」 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

「私が アツ ラ一 の 使徒の 前に 寝て いると 丁度 私の 足が 彼と キ ブラの 間に ありました。 

それで 彼が 平伏 礼 をす る 時には 私 を 締めつ ける ことにな リ私は 足 を 弓 I つ 込めました。 

そして 彼が 平伏 を 終えて 立ち上 力 《 ると 私 は 両足 を 伸ばしました」 

そして 彼女 はこう 付け加えた 

「その 当時 は どこの 家に も ランプが ありませんでした」 

預言者の 妻 マイム一 ナが 伝えて います 
「預言者 は 礼拝 中でした。 

その 時 私 は 生理 中でした ので 彼と は 反対側に 寝て いました が 彼が 平伏す ると しばしば 私 
の 上に 彼の 服が かかりました」 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

「アツ ラ一 の 預言者 は 夜中に 礼拝して いた。 

その 時 私 は 生理 中で 彼の 脇に いて 布 を かぶって いました がその一 部 は 彼の 方に も かか 
つてい ました」 



—枚の 衣 (布地) で 礼拝す る ことと その 着用の 仕方に ついて (注) 



(注) 通常 は一 枚 は 腰巻 風に もう 一枚 は 上半身 を 被うた め 二 枚 は 必要で あつたと 思わ 

れる 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

或る 質問者が 一枚の 衣 (布） で 礼拝す る ことにつ いて 預言者に 尋ねた 所、 彼 はこうい つた。 
「あなた 達 は 誰でも 皆 二 枚の 衣 を 持って いるではありません か (注)」 

(注)一 枚の 布で は 上半身 を 被う ことができない 恐れが あるので 出来るだけ 二 枚で 身体 を 
包みなさい という 意 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラに よって 伝えられ ている。 
或る 男が 預言者に 呼びかけて こういった。 
「誰でも一 枚の 衣で 礼拝しても いいです か」 
これに 対して 預言者 はこう 答えた。 
「皆さんの 誰でも 二 枚の 衣 位 は、 お待ちで はありません か」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「両 肩が かくれない 一枚の 衣で 礼拝して はなり ません」 

ウマル' ビン ■ アブ一 ■ サ ラマ は 伝えて いる 

私 は ゥンム "サ ラマの 家で アツ ラ一 の 使徒が 両端が 肩に かかる一 枚の 衣に 身 を 包んで 礼 
拝して いると ころ を 目 撃し ました。 

また 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが それに は" 包んで" という 言葉 
のか わりに" 纏って （注）" という 言葉で 伝えて いる。 

(注） 元の 意味 は一 枚の 布 を 左 肩の 上で 袈裟 掛けに して まとう こと 

ウマル' ビン ■ アブ一 ■ サ ラマ は 伝えて いる 

私 は ゥンム 'サ ラマの 家で アツ ラ一 の 使徒が 両端が 交差す る一 枚の 衣で 礼拝す ると ころ 
を 目撃した。 

ウマル' ビン ■ アブ一 ■ サ ラマ は 伝えて いる 



私 は アツ ラ一 の 使徒が 両端が 互いに 交差す る一 枚の 衣に 身 を 包んで 礼拝す ると ころ を 目 

撃した。 

ところで この ハディ一 ス 伝承 者の ある 者 はこれ に加えて" 彼の 両 肩の 上で （両端が）" とし 
て 伝えて いる。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者が 両端が 交差した 一枚の 衣 を 身に 纏って 礼拝す る 姿 を 見ました。 

スフ ヤーン は 前記の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 
また 伝承 者の ある 者 は" 私 は アツ ラ一 の 使徒 を 訪問した" と 記して いる。 

アブ一 -ズ パイル 'マッキ一 は 次のように 伝えて いる 

彼 (アブ一 'ズ バイ ル） は ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一が 両端が 交差して いる一 枚の 衣で 
礼拝して いると ころ を 見た。 

ところで 彼 (ジャ 一ビル） に はま だた くさん 着物が あつたが (注) 彼 はこう 言った。 
「アツ ラーの 使徒が こうすると ころ を 見た」 

(注) ジャ一 ビルが このような 行動 をと つたの は 止む を 得ない 場合に は一 枚の 衣で 礼拝し 
て もよ いこと を 単に 示したかった から 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

彼 は 預言者 を 訪ねた がそ こで 彼 はこう 伝えて いる。 

私 は 預言者が 葦で 編んだ 敷物の 上で 平伏して いる 姿 を 見た。 

また 私 は 彼が 両端の 交差した 衣 を 身に 纏って 礼拝して いると ころ を 見た。 

前記の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

ところで 伝承 者の一 人 アブ一' クライブ は" 両 肩の 上に その 両端 を 置いて" として 伝えて いる。 

また アブ一 'バ クルと ス ワイドの 伝承に は" 両端 を 交差 させて" と ある。 



モスクと 礼拝 場所の 書 



タイトル なし 

アブ一 ■ ザ ツル は 次のように 伝えて いる 
私 は (預言者に） こう 尋ねた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ、 この 地上で 最初に 定められた モスク は どれです か」 

すると 彼 はこうい つた。 

「マッカの 聖 モスクです」 

そこで 私 はさら にこう 尋ねた。 

「その 次 は どれです か」 

すると 彼 はいった。 

「エルサレムの ァ クサ一 ■ モスクです」 

そこで 私 はさら に 尋ねて こういった。 

「二つの 間に は 何年の 開きが あります か」 

すると 彼 は 次のように 語った。 

「40 年です （注）。 しかし どこで 礼拝の 時刻が 来ようと も、 あなた は その 場で 礼拝しなさい。 
そこが モスクな のです」 

また アブ一' 力一 ミルが 伝えた ハディ一 ス では 次のように なって いる。 

「それから 礼拝 時刻に なったら あなた は その 場で 礼拝しなさい。 なぜなら そこが モスク だ 

からです」 

(注) 議論の ある 所で ある。 

第一 の 説 は どちらの モスク も 最初に アダムが 建設して その 間 は 40 年の 開きが あつたと い 
う 主張。 

第二の 説 は エルサレムの モスク は 最初に ソロモンが 建立した ので はなく 預言者 ヤコ ブが 
建設した とし 預言者 イス マイ一 ルが父 アブラハム とともに 建立した 力一 バ 神殿との 開きが 
丁度 40 年になる という もの 

イブ ラヒ一 ム 'ビン' ヤジィ一 ドは 伝えて いる 

私 は モスクの 中庭で 父に クル ァ一ン を 読んで 聞かせて いました。 

私が サジダ (平伏） と 書いて ある一 節 を 読んだ 時、 父 は 実際に その 場で 平伏した。 

そこで 私 は 彼に こういった。 

「お父さん、 道路で あなた は 平伏す るので すか」 

すると 父 はこうい つた。 



「私 は アブ一 ■ ザ ツルが 次のようにい つたこと を 聞いて います」 

「私 （アブ一 ■ ザ ツル） が アツ ラーの 使徒に この 地上で 最初に 定められた モスクに ついて 尋 

ねたら、 彼 は 『マッカの 聖 モスク だ』 といい ました。 

そして さらに 私が 『その 次 は どれです か』 と 尋ねる と 彼 は 『エルサレムの ァ クサ一' モスク 
だ』 といい ました。 

それで 私 は 『二つの 間に は 何年の 開きが あるので すか』 と 尋ねる と 彼 は 次のように 答えて 
いった。 

『40 年です。 その後 大地 は あなたに とって モスクに なりました。 だから 礼拝の 時刻に なった 
ら その 場で 礼拝しなさい』」 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は アツ ラーの 使徒が 語った として 次のように 伝えて いる 
「私 は 以前に は 誰一 人と して 与えられなかった 五つ （の 特典) を 授けられた。 
即ち、 かっての 預言者 達 は それぞれ 彼の 属する 特定 民族の ために 特に 遣わされました。 
しかし 私 は 全ての 赤い 人 （注 1) や 黒人の ために 遣わされました。 
また 私に は 私 以前に は 許されなかった 戦利品の 分け前 を 手に入れる ことが 許された。 
また 私の ために この 大地 は 豊かで 清浄な ものと され 大地 を モスクと する ことが 許された。 
だから 誰でも 礼拝の 時刻に なったら その 場で 礼拝す べきです。 

また 私 は 人が 歩いて一 力 月 も かかる ほど 遠くに いる 敵 を も 飲み込んで しまう （敵の） 恐怖 
心に よって 助けられた （注 2) 」 

また 私 はシャ ファー ァ （来世に おける アツ ラーへの 執り成し） の 特権 を 与えられた （注 3)。 
(注 1) 黒人に 対する 白人 系 人種の こと 

(注 2) しばしば 戦わず して 勝利 をお さめた 初期 イスラ一 ムの 歴史 を 暗示して いる 

(注 3) 執り成しの 特権 は 多くの 預言者に 与えられ たが ここで は 他の 預言者に は 与えられ 

なかった 最後の 審判の 日 の 執り成し 特権に ついて 語られて いる 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一の 伝えた 同様の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられて 
いる。 

フザィ ファは アツ ラーの 使徒が 語った として 次のように 伝えて いる 

「我々 （イスラ一 ム 教徒） は 三つの 点で 他の 人々 に 卓越す るよう に 定められた。 
私達の 礼拝 時の 人 列 は （天上の） 天使の 隊列と 同じで ある。 また 大地 は 全て モスクと され 
その 土 は 水の ない 時で も それでもって 浄 めら れる ことと された （注）」 
フザ ィファ はさら にこう 伝えた。 

それから 彼 (預言者） はもう一 つの 卓越した 点 を 述べた。 



(注) 水の 無い 場合 は 砂に よる 清浄 行為 （タ ヤン ムム） が 許されて いる 
同様の ハディ一 スカ 《 フ ザ ィファ から 別の 伝承 者 経路 を 経てった えられて いる。 

アブー' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「私 は 他の 預言者 達より 六つの 点で 卓越 性 を 授けられた。 
私 は 少ない 言葉で 豊かな 意味 を 持つ クル ァ一ン を 与えられた。 
また 敵の 恐怖心に よって 私 は 助けられた。 
また 戦利品の 分け前 を 受けと る ことが 許された。 
また 大地が 清浄な ものと され 礼拝 所と された。 
また 私 は 全ての 被 造 物 （全人 類） に 使徒と して 遣わされた。 
また 私 を もって 預言者の 系譜 は 封印され た」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私 は 少ない 言葉で 豊かな 意味 を 持つ クル ァ一ン を 携えて 遣わされた。 

また 私 は 敵の 心に 起った 恐怖心に よって 助けられた。 

また 私 は 眠って いる 間に 大地の 資源 を 開 〈鍵 （注) を 与えられ それら は 私の 手の 中に 納め 

られ た」 

アブ一' フライ ラ はさら に 次のように 伝えて いる。 

力 、くて アツ ラーの 使徒 は 昇天され たが あなた 達 は 今 それ を 手に入れる ことに 忙しい。 

(注) 栄誉と か 力と か 勝利な ど 精神的な ものと 解釈す る 場合と 征服に 伴う 諸 王朝の 宝物の 
入手 を 想定した 富 や 物質と 解釈す る 場合が ある 

アブ一 'フ ライラからの 同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
この ハディ一 スは アブ一 'フ ライラから 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「私 は 敵の 心に 湧き起った 恐怖心に よって 助けられた。 
また 少ない 言葉で 豊かな 意味 を もつ クル ァ一ン を 与えられた。 
また 寝て いる 間に 大地の 蔵の 鍵 を 与えられ それが 私の 手中に 置かれた」 

ハン マ一 ム. ビン .ム ナツ ビフは 次のように 伝えて いる 

これ は アブ一 'フ ライラが アツ ラーの 使徒に ついて 語った し 、くつ かの ハディ一 ス のうちの一 

つで ある。 

「私 は 敵の 心に 起った 恐怖心で 助けられました。 そして 少ない 言葉で 多くの 意味 を もつ ク 
ルァ一 ンを 与えられました」 



預言者 モスクの 建設 



アナ スゼン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が マデイーナに やって来た 時 彼 はまず 山の手に ある アム ル 'ビン' ァゥフ 
族の 居留地と 呼ばれる ところに とどまり、 十四 夜の 間 彼等一 族の 間で 過し ました。 
それから 彼 はバヌ 一ナツ ジャ一 ル一族 (注 1) の 長老 達の もとに 使者 を 送った。 

すると 長老 達 は 剣 を 肩に かけて やって来た （注 2)。 

私 （ァ ナス） は アツ ラーの 使徒が 彼のら くだに 乗り その後ろ に アブ一' バ クル を 乗せ ゾくヌ 
—- ナツ ジ ヤールの 長老 達が 彼の 廻り を 囲み アブ一' アイ ュ一ブ の 屋敷の 空地まで 来て 
(彼のら くだの 行進 力 《 ) ぴたリ と 止まった 光景 を 目の 当り にみ る 思いが します。 
さて アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝の 時刻になる とその 場で 礼拝した がしば しば やぎと 羊の 囲い 
地で も 礼拝した。 

その後 彼 は モスクの 建設 を 命じた。 

そのため 彼はゾ くヌ一 ■ ナツ ジャー ル 一族の 長老 達に 使い を 送った。 
それで 彼等が やって来た 時 彼 はこうい つた。 

「バヌ 一'ナツ ジ ヤール一 族よ、 あなた 達の この 土地 を 私に いくらで 売って くれます か」 
すると 彼等 はこうい いました。 

「いいえ、 私達 は アツ ラーに 誓って その 値と して アツ ラ一 からいた だきたい 報酬 以外に は 何 
も 求めません （注 3) 」 

さて アナ ス はさら に 次のように つづけて 語って います。 
そこに は ナツメ ヤシ や 多神教 徒の 墓 や 廃墟が ありました。 

アツ ラ一 の 使徒 は ナツメ ヤシ は 切る ように 多神教 徒の 墓 は 掘り起す ように、 また 廃墟 は 平 
ら になら すよう 命じました。 

そして ナツメ ヤシの 木はキ ブラの 方角 に 整然と 並べられ そして 石が 戸 口 の 両脇の 柱と し 

て 置かれた。 

なお 彼等 は アツ ラーの 使徒と ともに ラ ジャズの 歌謡 (勤労 歌) を 歌いながら モスク 建設の 

仕事に はげみました。 

その 時 彼等 はこう 歌って いました。 

「おお アツ ラ一、 来世の 至福 以外に 良き ものな どありません。 
どうか 支援者 達 (注 4) と 移住者 達 (注 5) をお 助け 下さい」 

(注 1) 預言者の 母ァー ミナの 兄弟 達つ まり 母方の 叔父 達の一 族 

(注 2) 新参者と しての 預言者の 身の 安全 を 守る 決意 を 示す。 特に ユダヤ教 徒 を 恐れて い 
たという 

(注 3) 実際に は 10 ディ一 ナ一ル で 買い取った ともい われて いる 



(注 4) アンサ一 ル、 マッカからの ムス リム を 受け入れて 支援した マディ一 ナの ムス リム 達 
(注 5) ムハー ジル一 ン、 マッカから マティ一 ナに 移住した ムス リム 達 



アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は モスクが 建てられる 前 はやぎ や 羊の 囲い 柵の 中で 礼拝した。 
同様な ハディ一 スが别 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



エルサレムから マッカの カーバ 神殿へ キ ブラ (礼拝の 方向） を 変更した こ 



バラ一 ゥゼン 'ァ 一ズ イブ は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者と ともに 雌牛 章の 「そして あなたがたが どこに いようと も、 あなた 方の 顔 を そこ 

(マッカ） に 向けなさい」 （第 2 章 144 節） の 節が 下る まで エルサレムに 向かって 16 ヶ月 間 
礼拝して いました。 

ちょうど この 節が 啓示され た 時 預言者 はすで に 礼拝 を 終った 後でした。 
そこで 彼らの 中の一 人の 男が (新しい 啓示 を ふれ 廻る ために） 出かけた が 彼 は 礼拝 中の 
アンサ一 ル (マデイーナ 在来の 信徒） の 人々 の そば を 通りかかり 彼等に （アツ ラ 一のこの 新 
しい 命令 を) 話した ので 彼等 は顏を 力一 バ 神殿に くるりと 向き 直しました （注）。 

(注） 当時 マディ一 ナには 真の ムス リムの 他に 偽善 ムス リム や ユダヤ教 徒が 共同生活 をし 
ていたので キ ブラの 変更と いう この 事件 は それぞれの グループに それぞれの 反応 を 引き 
起した （クル ァ一ン 第 2 章 143 節 参照）。 

結局 この 事件 は 不安定だった イス ラームの 信仰 共同体 （ゥン マ） の 結束 を 強固に する 分 
水嶺 となった （イスラ一 ム独 自の 民族的 郷土 を 持つ 契機と なった） 

アブ一' イス ハ一ク は バラ一 ゥ から 次の 言葉 を 聞いた として 伝えて いる 

私たち は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に エルサレムに 向かって 1 6 ヶ月 か 1 7 ヶ月 の 間 礼拝して い 
ました。 

それから 私たちの 礼拝 は カーバ 神殿の 方向に 変えられました。 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

人々 力 《 クバ一 で 日の出 前の 礼拝 を 行って いると一 人の 男が やって来 てこう 伝えました。 

「アツ ラ一 の 使徒 は 昨夜 啓示 を 受けました。 

そして 力一 バ 神殿に 向かって 礼拝す るよう 命じられました。 

だから そうする ように」 

その 時 彼等 は シリアの 方向に 向いて いました 力 《 カーバ 神殿の 方角に ぐるつ と 向き を 変え 
ました。 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

人々 が 日の出 前の 礼拝 をして いる 時、一 人の 男が やって来て 。前記の ハディ一 ス 

と 同じ こと を 伝えて いる。 



アナ スは 次のように 伝えた 



かって アツ ラーの 使徒 は エルサレムの 方角に 向かって 礼拝して いました。 
すると 次の一 節が 啓示され た 

「われ (アツ ラ一） は 空 を きょろきょろ 見廻して いる 汝 （ムハンマド) をみ た。 それならば 汝に 

満足の 行く 方角 を 決めて やろう。 汝の顏 を マッカの 力一 バ 神殿の 方角に 向けよ」 （第 2 章 

144 節) 

さて バヌ一 'サ ラマ 族の一 人の 男が 歩いて いたが 彼 は 途中で 日の出 前の 礼拝で 立 礼して 
いる 人々 を 見た。 

その 時 彼等 は一 ラカ一 トを 終えて いたが 彼 は 彼等に 次のように 大声で 呼びかけた。 

「キ ブラ は 既に 変更され ました」 

すると 彼等 は 即座に 新しい キ ブラに 向き 直った。 



モスク を 基の 上に 建てる こと、 そこに 絵 を かかげる こと、 また 霊廟 を モスクと 
して 使用す る こと 等 は 禁じられ ている こと 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

ゥンム ■ / 、ビー/ くと ゥンム ■ サ ラマが エチオピアで 見た 教会と その 中 にあった 宗教画に つ 
いて アツ ラ一 の 使徒に 話した。 
すると 彼 はこうい つた。 

「それらの 人々 はかって 彼らの 間に 信心深い 男が いて その 男が 死んだ 時、 彼の 塞の 上に 

礼拝堂 を 建て その 中に 彼の 肖像画 を 描いた の だ。 

それらの 人々 は 審判の 日、 アツ ラーの みもとで もっとも 悪しき 人々 となろう （注）」 

(注) 偶像崇拝に 落ち入り 神の 唯一 性 を 汚した から 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

彼等 (教 友達） は アツ ラ一 の 使徒の もとで 彼の 病気に ついて 互に 話しあって いた。 
その 時 ゥンム 'サ ラマと ゥンム ■/ 、ビーバ は 例の 教会に ついて 語った。 
その後 は 前記 ハディ一 スと 同様な ものが 伝えられ ている。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者の 妻 達 は エチオピアで 見た 教会に ついて 話し合つ ていた。 
その 教会の 名前 は マリヤと いった。 
以下 は 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 

ァー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 彼が 二度と 再び 回復す る ことが な 力、 つた 最後の 病気に か 力、 つてい る 時 
こラ し、 つた。 

「アツ ラ一 は ユダヤ教 徒と キリスト教徒 を 呪われた。 彼等が 彼等の 預言者 達の 墓 を 礼拝 
堂と したから です」 

ところで 彼女 （ァ一 イシ ャ） は （この 話に 関連して） こうつけ 加えた。 

「もし 万 一そうした 恐れが な 力、 つたなら、 彼 （預言者 ムハンマド） の 墓 もまた 公開の 場所に 

造営され ただろう (注)。 

だがし かし 彼の 墓 は モスクに される 恐れが あつたの です」 
(注) 預言者の 墓 は 彼が そこで 他界した ァ一 イシ ャの小 部屋の 中に つくられた 
アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 



「預言者 達の 墓 を 礼拝堂に した ユダヤ教 徒 を アツ ラーが 滅ぼす ように ！ 」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「預言者の 墓 を 礼拝堂に した キリスト教徒 や ユダヤ教 徒に アツ ラ一 の 呪 あれ」 

ァ一 イシ ャと アブ ドッラ 一'ビン ■ アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が まさに 息 を 引き取ろうと していた 時、 彼 は 布 を 顔の 上に 引き上げた。 
それから 苦しくな つて それ を 顔から とり 払い そしてこう いった。 
「預言者 達の 墓 を 礼拝堂に した ユダヤ教 徒 や キリスト教徒に アツ ラ一 の 呪 あれ」 
さて 実際の 所、 彼 は 彼等 異教徒が 行った 行為 を 例に とって 信徒に 警告した のです。 

ジ ユン ダブ は 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者が 死の 五日 前に 次のように いった 言葉 を 聞きました。 

「私が あなた 達の 中から ハリ一 ル (親友） を 選んだ としても アツ ラ一 の 前で 潔白です。 

なぜなら アツ ラ一 は イブ ラヒ一 ムを ハリールに したと 同じように 私 を ハリールに しました。 

もし 私が 私の 信徒 集団の 中から ハリール を 選ぶ としたら、 きっと アブ一' バ クル を 選ぶ でし 

ょラ。 

かって あなた 達 以前の 人々 は 彼等の 預言者の 墓 や 信心深い 人の 墓 を 礼拝 所に しました 
が あなた 達 は 決して 墓 を 礼拝 所に して はならない。 
私 は そのこと を あなた 達に しかと 禁じ ましたよ」 



モスク 建設の 美徳と そのす すめ 



ゥパ イド ッラ一 'ハウラ一 二一 が 伝えて いる 

ウス マ一 ンゼン 'アツ ファーン は 彼が アツ ラーの 使徒の モスク を 建てな おした 時、 まず 
人々 の 意見 を 聞いた が 彼等の 意見 は 好意的ではなかった。 
そこで 彼 はこうい つた。 

あなた 達 は 公正で ない、 なぜなら 私 は アツ ラ一 の 使徒の 次の ような 言葉 を 聞いて います。 
「至高なる アツ ラ一 のために モスク を 建てた 人 は アツ ラ一 が 彼のた めに 天国で 家 を 建てて 
くださる」 

ところで ブ カイルに よれば 預言者 は 次のようにい つたと 思う としてい る。 

「彼が モスク を 建てる ことによって ただ ひたすら アツ ラーの 喜び を 求めて いるなら …… 」 

また イブ ン' イーサ一 の 伝承で は 「 …… モスクと 同じような 家 を 天国で …… 」 となって いる。 

マフムード' ビン' ラビ一 ドは 伝えて いる 

ウス マ一 ンゼン ■ アツ ファーン は モスクの 再建築 をしたい と 思った。 
しかし 人々 は それ を 嫌った。 

彼等 は それが そのままの 状態に ある こと をむ しろ 望んで いた。 

そこで ウス マ一 ンは アツ ラ一 の 使徒から 次の ような 言葉 を 聞いた として 語った。 

「アツ ラ一 のために モスク を 建てた 人に は アツ ラ一 は それと 同じ もの を 天国に 建てて 下さる 

だろう」 



屈 身 礼の 際 は 手 を 膝の 上に 置くべき こと、 また タト ビーク （両手の 掌 を 合わ 
せ それ を両 太股の 間に 置く こと) の 破棄 

ァス ヮドと アル 力 マ は 次のように 伝えて いる 

私達が アブ ドッラ 一'ビン 'マス ゥ一ド の 家に やって来た 時、 彼 はこうい つた。 
「豊裕 で 高官の あの人 達 は あなた 達の 背後で 礼拝し ました か」 
そこで 我々 は 「いいえ、 まだです」 というと 彼 は 「それなら あなた 達 は 立ち上 力 《 つて 礼拝し 
なさい」 といった。 

さて その 際に 彼 は 私たちに ァザ一 ンと イカ一 マの 詠唱 を 命じませんでした （注 1)。 

そこで 私達 は 彼 (アブ ドッ ラー) の 背後に 立った めに 彼に ついて 行きました。 

すると 彼 は 私達の 手 を 取 リー 人 を 彼の 右手の 側に 立た せもう一 人 を 左側に 立た せた。 

そして 彼が 屈 身 礼 をした 時 私達 は 手 を 膝の 上に 置きました。 

すると 彼 は 私達の 手 を 打ち 両手の 掌 を 合わせ それから それ を 彼の 両 太股の 間に 入れた 

にれ は 後に 破棄され た）。 

それから 礼拝 を 終えた 時 彼 はこうい つた。 

「あなた 達の 所に まもなく アミ一 ル (大 守、 豊裕な 高官 達) たちが やって来る でしよう が 彼等 

は 礼拝 を 決められた 時刻より 遅らせて います。 

つまり 日没の 時間ぎ リ ぎりのと ころまで 遅らせて います。 

それで 彼らが そのよう にす ると わかったなら あなた 達 は 礼拝 を 決められた 時刻に 行って し 

まいなさい。 

そして その後の 彼等との 礼拝 は 任意の 礼拝と して 行えば よいでしょう。 

さても しあな た 達が 三人なら ば一 列に 並んで一 緒に 礼拝しなさい （これ は 後に 破棄され る 

(注 2)) 

もし それよりも 多ければ あなた 達のう ちの一 人が イマームに なりなさい。 

そして 屈 身 礼 をす る 時には 両前 腕を両 膝の 上に 置いて から 身をかがめ それから 両手の 

掌 を 合わせ 両脇の 内側に 置きなさい。 

この 仕草に ついては あたかも 私 (アブ ドッラ 一） は アツ ラ一 の 使徒の （それぞれの） 指の 違 
い を 今 眼前に 見て いる 思いです （それ 程 はっきり 記憶して いる）」 

(注 1) 個人 宅で 礼拝す る 場合 は 許される 

(注 2) 現行の 規定で は 二人の 場合 は 一列に 並んで 礼拝し 三人 以上の 場合 は そのうちの 
—人が イマ一 ム となり 先頭に 立ち 残りの 者 は 背後に 整列す る ことにな つてい る 

アル 力 マと ァス ヮド による 前記の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 
ところで 別 伝承の ハディ一 スには 「あた 力、 も 私 は 屈 身 礼 中の アツ ラ一 の 使徒の 指の 違い を 眼前に 



ながめて いる 思いです」 と ある。 



アル 力 マと ァス ヮドは 次のように 伝えて いる 

彼ら 二人が アブ ドッラ 一を 訪ねた 時、 彼 はこうい つた。 

「あなた 達の 後ろに いる 人々 （豊裕 で 高官の アミ一 ル達） は 礼拝 をし ました か」 

それで 二人 は 「はい」 と 答えた。 

すると アブ ドッラ 一は 二人の 間に 割り込んで 立ち一 人 を 彼の 右側に 他の一 人 を 左側に 立 
たせた。 

それから 私たち は 屈 身 礼 をし ました。 

その 時 私達 は 両手 を 膝の 上に 置いた ところ、 彼 は （そうで はない と) 私達の 手 をた たいた。 

それから 彼 は 両手の 掌 を 合わせ それ を両 股の 間に 置きました （注）。 

そして 礼拝が 終わった 時 「このように アツ ラーの 使徒 は 行った」 と 彼 はいいました。 

(注） この 仕草 は 次に 続く 複数の ハディ一 ス によって 後に 破棄され た 

ムス アブ' ビン 'サ アド は 次のように 伝えて いる 
私 は 父の 脇で 礼拝し ました。 
その 時 私 は 両手 を両 膝の 間に 置きました。 
すると 父 はこうい いました。 
「両手の 掌を両 膝の 上に 置きなさい」 

それから 私が 再び 最初の 動作 を 繰り返す と 彼 は 私の 手 を 打って こういった。 

「我々 はそう する こと を 禁じられ たの だ、 我々 は 手の 掌 は 膝の 上に 置く よう 命じられた」 

アブー 'ャァ フール は 同様の ハディ— スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いるが 彼 は r 我々 はそう 

する こと を 禁じられた」 とだけ 伝え その後 は 何も 言及して いない。 

ムス アブ ■ ビン ■ サ アド は 伝えて いる 

私 は 屈 身 礼 をした 際に" 手 はこうす るの だ" といって 両手の 掌 を 合わせ それ を両 股の 間に 

置いた。 

すると 私の 父が こういった。 

「かって 我々 もそう した ものでした。 

しかし その後 我々 は 両手 を 膝の 上に 置く ように 命じられた」 

ムス アブ ■ ビン 'サ アド' ビン ■ アブ一 ■ ヮッ カース は 伝えて いる 

私 は 父の 脇で 礼拝し ました。 

そして 屈 身した 際に 両手の 指 を 交互に 交差 させ 組み合わせて 両 膝の 間に 置きました。 



かかとの 上に (体重 を かけて) 座る こと は 許されて いる 

タ一 ウス は 次のように 伝えて いる 

私達 は イブ ン 'アツ バースに 両足の かかとの 上に 体重 を かけて 座る ことにつ いて 聞き まし 

た。 

すると 彼 は 「それ は スンナ （注） です」 といった。 
そこで 私達 は 彼に こういった。 
「それ は 足に 酷な こと だと 思います」 
すると イブ ン' アツ バース はこうい つた。 
「しかし それ は あなたの 預言者の スンナ です」 

(注) 慣習、 ここで は 預言者の 慣習の 意味、 ファルド (義務 行為） の 対語で、 それ を すれば 
来世に て 報償 を 得る がしなくても 罰 を 受けない 行為 



礼拝 中の 私語の 禁止と 以前に は 許されて いた 行為の 破棄 

ムアー ウイ ャ 'ビン ■ / 、カム は 伝えて いる 

私が アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝した 時、一 人の 男が クシ ャミ をした。 
そこで 私 は 「あなたに アツ ラ一 の 慈悲が (注 1)」 といい ました。 

すると 周囲の 礼拝 者 達が いっせいに 私 をに らんだ (注 2) 。 
それで 私 はこうい つた。 

「災いなる かな、 なぜ あなた 達 は 私 を そんな 眼で みるんで すか」 
すると 彼等 は 膝の 上で 手 を 打ち 始めた。 

そして 私 は 彼等が 私 を 黙らせようと していた こと を 知り むっとし たが 私 は 黙って いました。 

そして アツ ラーの 使徒が 礼拝 を 終えた 時一 まことに 彼 は 父母に も 代え 難いお 方で、 私 は 

後に も 先に も 彼より 優れた 教師 を 見た ことがあ りません が一 アツ ラ一 に 誓って 彼 は 私に 強 

制したり、 私 を 打ったり また 侮辱した りする ような ことなぐ 欠の ようにい いました。 

「礼拝 中 は 人間への 会話 は ゆるされて いません し 許されて いるの は タス ビ一フ （アツ ラ一 

への 讃美の 言葉） と タク ビールと クル ァ一ン の 読誦 あるいは アツ ラ一 の 使徒が 語った 言葉 

だけです」 

そこで 私 はこうい いました。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私 は 最近まで ジャー ヒリ一 ャ 時代 （イスラ一 ム 以前の 無道 時代） に 生 
きていました。 

しかし アツ ラ一 は イスラ一 ムを 私達に もたらされました。 
それでも 私達の 中には まだ 力一 ヒン （占師） に 頼る 者が います」 
すると 彼 はこうい つた。 
「彼等に 頼って はならない」 

私 はつ づけて 「なかには 鳥 を 使って 吉凶 を 占う 者が います （注 3) 」 
すると 彼 はこうい つた。 

「それらの こと は 彼等の 胸中に ある ことで 彼等 を 止めさせる こと はでき ない」 

ところで イブ ン' サバ一 フは" あなた 達 を 止めさせる こと はでき ない" と 伝えた。 

さて 私 はさら にこうい つた。 

「私達の 中には 線 を 引いて 占う 者が います」 

すると 彼 （預言者） は 次のようにい いました。 

「以前 預言者の うちの一 人 （イド リ一ス か ダニエル） が 線 を 引いて 予言した が、 もし 彼等が 
それと 同じ こと をす るので あれば 許される ことです (注 4) 」 
ムァ一 ウイ ャ はさら に 次のように 語った。 

私に は ゥフド 山と ジャワ一 ニヤ （マディ一 ナの 北の 地点） の 近くで 私の ために 羊 を 飼う 女 奴 
隸 がいました。 

或る日 私 は そこ を 見廻った ところ 狼が 羊の 群から その一 頭 を 奪って しまって いた ことが わ 



かりました。 

私 も 人の子で すから 誰もが 残念に 思うよう に 私 も 残念に 思いました。 

それで 私 は 彼女の 顔面に 平手打ち を 喰わし ました。 

それから 私 は アツ ラーの 使徒の 所に やって きました が 彼 は 私が 行った こと を 重大な ことの 

ように 私に 思わせました。 

そこで 私 はこうい いました。 

「アツ ラ一 の 使徒 様、 私 は 彼女 を （奴 隸) 解放すべき ではないで しょうか」 

すると 彼 は 「彼女 を 連れてき なさい」 といった。 

そこで 私 は 彼女 を 連れてき ました。 

すると 彼 は 彼女に 「アツ ラ一 は どこに います か」 と 尋ねた。 

すると 彼女 は 答えて 「天に います」 といった。 

彼 はさら に 「私 は 誰です か」 と 尋ねた。 

すると 彼女 はいった。 

「あなた は アツ ラ一 の 使徒です」 

そこで 彼 はこうい いました。 

「彼女 を 自由の 身に してやりなさい。 彼女 は 信者です」 

(注 1) クシ ャミ をした 本人 は" アツ ラ一 に称讃 あれ ！ "といい、 それ を 聞いた 人が 前記の" あ 

なた に アツ ラーの 慈悲が" と 唱える べしと 日常 的に は 慣習 化されて いる 力に こで は 礼拝 中 

に 関係の ない 言葉 を 発した として 非難 を うけてい る 

(注 2) 礼拝 中に 人間 同志の 会話つ まり 余計な こと を 口にした から 

(注 3) 鳥 を 放って それが 右方 向に 飛ぶ か 左に 飛ぶ かで 吉凶 を 占った 

(注 4) しかし 預言者 ムハンマド は 最後の 預言者で あるから 結局 は 彼 以後 は 許されな いこ 

とになる 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

力、 つて 私達 は アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 中に 彼に 挨拶 をした が 彼 は 私達に ちゃんと 挨拶 を 返 
しました。 

ところが 私達が ナジャ一 シ一 の 所 (エチオピア) から 帰って みると (注) 私達が 預言者に 挨 
拶 しても こんど は 挨拶 を 返しませんでした。 
そこで 私達 は 次のように 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒 様、 あなた はかって 礼拝 中に 私たちが 挨拶した 時には 挨拶 を 返して 下さ 
いました」 

すると 彼 は 次のように 答えた だけだった。 



「礼拝 は 全 注意力の 集中 を 要求して いる」 

(注) マッカでの 迫害 時代に一 部の 信徒 集団が エチオピアに 避難した。 
この 集団 は その後 マディ一 ナ 時代に 帰国した 
前記 同様な ハ ディースが 別 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ザ イド' ビン' アル カム は 伝えて いる 

かって 私達 は 礼拝 中に よく 話 をして いました。 

—人の 男が 礼拝 中の 隣り の 友人に 話しかけ ましたが そこで 次の一 節が 啓示され ました。 

「清浄な 心で アツ ラーの 前に 立ちなさい」 （第 2 章 22 節） 
こうして 私達 は 礼拝 中 沈黙 を 守る よう 命じられ 私語す る こと を 禁じられました。 
前記 同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 桂路を 経て 伝えられ ている。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 はかって 私 を 使い走りに 送りました。 

それから 私 は 用向き を 済ませて 彼の もとに 戻りました がその 時 彼 は （らくだに 乗って) 行進 
中でした。 

(クタ ィバは 行進 中に 預言者 は 礼拝して いたの だと 伝えて いるが)。 

私 (ジャー ビル） は そこで 彼に 挨拶 をした ところ 彼 は 私に 身振りで 返礼した。 

そして 彼が 礼拝 を 終えた 時 私 を 呼んで こういった。 

「あなた は 先程 私が 礼拝 中に 挨拶し ま したね」 

ところで 預言者 は その 時 東方に 向かって 行進 中でした （注）。 

(注) 預言者 は 当然ら くだに 乗って 行進 中に ナフ ル (随意） の 礼拝 を 行った と考えられる か 
ら このような 場合 は 必ずしも マッカの カーバ 神殿に 向かって 礼拝し なくても よい ことになる 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は バヌ一 ■ ムス タリ ク族 攻略に 向かう 途中 私 を 使い走りに 送った。 
それで 私が 彼の もとに 戻った 時 彼 はらく だに 乗った まま 礼拝して いる 所でした。 
私 は 彼に 話しかけ ましたが 彼 は 私に こんな ふうに 手振りで 答えました。 
(伝承 者の 一人ズ ハイル もまた この 時の 状況 を こんな 手振りで 伝えて いる） 
そこで 私 はもう一 度 話しかけました ところ 彼 は 再び 手振りで こんな ふうに 答えました。 
(ズ ハイル もまた 地面 を 指差す 身振り を 交えて 伝えて いる） 

私の 方 は その 時 預言者 力 《 クル ァ一ン を誦ん でい る 声 を 聞きと リ ましたが 彼は頭 を 動かし 
(屈 身ネ L と 平伏 礼の ため） 彼が 礼拝 中で ある こと を 私に 知らせようと していた。 
そして 彼が 礼拝 を 終えた 時こう いった。 



「私が 送った 用向きの ことで あなた はどうし ました 力、、 （今まで) 私が あなたに 話しかけられ 
なかった の は 礼拝 中だった からです」 
ところで ズ ハイル はこう 伝えて いる。 

この ハディ一 スを アブ一' ズ パイルが 伝えた 時、 彼 (アブ一 'ズ パイル） は 丁度 カーバ 神殿 
に 向かって 座って いました。 

そして 彼 はバヌ 一ムス タ リク 族の 居留地の 方角 を 指差した の だがし かし その 方角 は 力一 
バ 神殿の 方角ではなかった。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 
私達 は 預言者と 一緒に いました。 
彼 は ある 用向きで 私 を 使者と して 送りました。 

それから 私が 戻って きた 時、 彼 はらく だに 乗った まま 礼拝 中でした がその 時 彼はキ ブラ 以 
外の 方角 を 向いて いました。 
そこで 私 は 彼に 挨拶し ました。 
しかし 彼 は 返礼し ませんで した。 
そして 彼が 礼拝 を 終えた 時こう いいました。 
「私 は 礼拝 をして いたので あなたに 返事が できなかった のです」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



礼拝 中に 悪魔 を 呪う こと また タァ ウイ一 ズ (悪魔から 逃れて アツ ラーに 助け 
を 請う 呪文) を 唱える こと、 また その他の 些細な 行為 は 許される こと 



アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

「ジンの 仲間の ァ フリート (性悪の ジンで 悪魔の一 種） が 昨夜 私の 礼拝 を 中断す るた め 私 
を 襲い 始めました。 

しかし アツ ラ一 はこれ に 対抗す る 力 を 私に 与えて くれました。 

それで 私はァ フリート を 捉えて あなた 達 全てが その 姿 を 見る ことができる ように それ をモ 

スク の一 本の 円柱に あわや 縛り付けようと 思いました。 

しかし 私 は 預言者 系列で は 兄に あたる ス ライマ一 ン （ソロモン） の 次の ような 祈りの 言葉 を 

思い出しました。 

「主よ 私 をお 赦し 下さい。 そして 私に 後世の 誰も 持ち 得ない 王国 をお 与え 下さい」 （クル ァ 

ーン第 38 章 35 節） （注） 

力 、くて アツ ラ一 は それ (ァ フリート） を 追い払う に とどめられた」 

(注） ジンの 取締りの 権限に ついては 形式 上 は ソロモンに 与えられ ている ことにな つてい る。 
そのこと を 思い起した のであろう。 

また ソロモン は 預言者と 王権 双方の 家柄に 生まれた ので 彼が 預言者と しての 奇跡 を 示す 
ために はまず 巨大な 王国 を 望んだ としても 当然であろう といった 文脈で 理解され ている 
前記 同様の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし ここで は" 対抗す る （力）" の 代わりに" 踏みつける （力）" となって いる。 

アブ一 ■ ダル ダーゥ は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 礼拝の ために 立ち上がった。 

そして 私達 は 彼が" 私 はお 前 （悪魔） から 逃れて アツ ラーの 助け を 請い 願う" と 唱え、 つい 
で" アツ ラ一 の 呪が お前に あれ ！ "と 三回 繰り返す 声 を 聞きました。 
それから 彼 は 何 かを捉 むように 手 を 空中に 伸ばしました。 
そして 礼拝 を 終えた 時 私達 はこうい つて 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私達 は あなたが 礼拝 中に 以前に 聞いた こと もない 言葉 を 聞きました。 
また あなたが 手 を 伸ばす 姿 を 見ました」 
すると 彼 はこうい いました。 

「アツ ラーの 敵の イブ リースが 燃える 炎 を 持って きて それ を 私の 顔に 当てようと したので 私 
は" お前から 逃れて アツ ラ一 のお 助け を 請い 願う" と 三回い いました。 
そして また" アツ ラーの 完璧な 呪が お前に あれ" といい ました。 
しかし それでも イブ リース は 三回と も 一歩 も しりぞきませんでした。 
そこで 私 は それ を 捉まえようと 思いました。 



礼拝 中に 子供 を 片手で 抱き かかえる こと は 許されて いる 

アブ一' カタ一 ダは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 彼の 娘の ザィ ナブの 娘で あり アブ—' アースの 娘で も ある 孫娘の ゥマ— 

マ を 抱きながら 礼拝し ました。 

直立 礼の 時 は 彼女 を 片手で 抱き かかえ （注) 平伏す る 時には 彼女 を 下に 置きました。 
ところで ヤヒヤ一 は そのこと で マ一 リク 力ぐ' その 通りだった" として 肯定した と 伝えて いる。 

(注) 両手で 抱き かかえた 場合に は 礼拝 そのものが 無効になる 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

私 は 預言者が アブ 一'アースの 娘ゥ マ一 マ を 連れて イマーム として 礼拝す る 姿 を 見ました。 
その子 は 預言者の 娘ザィ ナブの 娘でした。 

彼 は 彼女 を 肩に のせて （注） おり 屈 身す る 時には 彼女 を 下にお ろし 平伏 礼から 立ち上がる 
時には 彼女 を また 肩に 戻しました。 

(注） 両 肩で なく 片方の 肩に またがせて 乗せた 意 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒が アブ一' アースの 娘の ゥマ一 マ を 首に 乗せて イマ一 ム として 礼拝す 
る 姿 を 見ました。 

そして 平伏す る 時には 彼女 を 下に 降ろしました。 

アブ一' カタ一 ダは 別の 伝承 者 経路 を 経て 次のように 伝えて いる 

私達が モスクに 座って いると アツ ラ一 の 使徒が 私達の 所に やって きた。 

以下 は 前記の ハディ一 スを 伝えた がた だし ここで は 預言者が その 礼拝で イマ一 ムを 勤め 

たと はいって いない。 



礼拝 中に一 歩か 二 歩 動く こと は 許されて いる 

アブ ドル 'ァズ イーズ' ビン' アブ一 'ハ一 ズィム は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
一団の 人々 が サノ、 ル 'ビン 'サ アドの 所に やって来た。 
そして 預言者の ミン バル (説教 台） が どんな 木で 出来て いるの かにつ いて 口論 を 始めた。 
そこで 彼 （サ ハル） はこう 語った。 

「アツ ラーに 誓って、 私 は それが どんな 木で 作られて いるの か、 また 誰が それ を 作った の 
か ちゃんと 知っています。 

私 は アツ ラ一 の 使徒が その上に 最初に 座った 日 の 姿 を 目 撃して います」 
そこで 私 （アブ 一■/ ヽ一ズ ィム） はこうい つた。 
「アブ一 ■ アツ バース （サ ハルの 通称） よ、 そのこと を 我々 に 話して くれ」 
すると 彼 は 次のように 語った。 

「アツ ラ一 の 使徒 は 彼の 使い を ある 女性の もとに 送りました (アブ 一■/ ヽ一 ズィ ムはサ ハル 
がその 時 彼女の 名前 を 特定した と 語った が） 

それ は 彼女に 依頼して 彼女が 所有す る 奴隸の 大工に 預言者の 説教 台 を 作らせる ためで 
した。 

こうして その 奴隸が この 三 段の 説教 台 を 作った のです。 

それから アツ ラ一 の 使徒 は それ を 今 ある この 場所に 置く よう 命じた のです。 

それ は アル' ガ一バ （マデイーナから 8.9 マイルの 高地） 産の タマ リスクの 木から 作られ まし 

た。 

さて 私 は 彼が 説教 台の 上に 立ち タク ビール を 唱え、 人々 が 彼に 続いて タク ビール をす る 
光景 を 見ました。 

それから 預言者 は 屈 身 礼から 頭 を 上げてから 後ず さりす るよう にして 説教 台 を 降 リて説 
教 台の 基底 部の 所で 平伏した。 

それから 再び 説教 台の 上に もどった 力 《 こうして 彼 は その 礼拝が 終わる まで 上下の （二-三 

歩の) 移動 を 繰り返した (注 1)。 

その後 預言者 は 人々 に 向かって こう 語りました。 

「皆さん、 私 力 《 このように 行動した の は 私に 従って あなた 達が 私から 礼拝の 仕方 を 学ぶ た 
めです （注 2) 」 

(注 1) くるりと 向き 直らない 限り 礼拝 中の _• 二 歩の 移動 は 必要な 限り 許される 
(注 2) 高い 所で 礼拝の 仕方の デ モンス トレ イシ ヨン を 行って みせた とも 考えられる 



アブ 一 ■/、一 ズィム は 伝えて いる 



人々 がサ ハル' ビン 'サ アドの 所に 来て 彼に 預言者の 説教 台が 何で 作られて いるの か尋 
ねた。 

以下 は 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 



礼拝 中に 手 を 腰元に 置く こと は すすめられな いこと 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は 礼拝 中に 手 を 腰元に 置く こと を 禁じた。 

また アブ一' バ クルの 伝える 所で も" アツ ラーの 使徒 はそう する こと を 禁じた" と ある。 



礼拝 中小 石 を 動かしたり、 地面 を 平らに ならした りする こと は すすめられな 
いこと 

ム アイ キブは 次のように 伝えて いる 

預言者 は モスクで (礼拝 中） 小石 を 動かす (取り除く） ことの 是非に ついて 言及し こういった。 
「あなたが どうしてもそう しなければ ならない 時 は一 回 だけにしなさい」 

ム アイ キブは 次のように 伝えて いる 

彼等 は 預言者に 礼拝 中に 小石 を 取り除く 行為に ついて 尋ねた。 

すると 彼 は"一 度 だけ" といった。 

また、 ム アイ キブは 次のように 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 使徒 は （礼拝 中に） 平伏 場所の 地面 を 平らに している 男に 次のようにい つた。 
「もし あなたが どうしてもし なければ ならない のなら一 回 だけにして おきなさい」 



礼拝 中 モスクの 中 やその 他の 場所で も 唾 を 吐く こと は 禁止され ている 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 はキ ブラ 方向の 壁の 上に （誰 力、 が） 唾 を 吐いた 跡 を 見つけ それ を 弓 I っ搔ぃ 
て 取り去った。 

それから 人々 に 向かって こういった。 

「誰でも 礼拝して いる 時 は 前方に 唾 を 吐いて はならない。 

なぜなら アツ ラ一 は 礼拝す る 時 彼の 顔の 前にい るからで す」 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は モスクの キ ブラの 壁に 付着した 痰 を 見つけた。 

以下 は 前記の ハディ一 スを 伝えた が 伝承 者の一 人ドッ ハーク は 単に" キ ブラの 壁に 付着 

した 痰 を …… "と 伝えて いる 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

預言者 は モスクの キ ブラの 壁面に 付着して いる 痰 を 見つけた。 
そこで 彼 は 小石で それ を搔 きとった。 
それから 彼 は 右側と 前方に 唾 を 吐く こと を 禁じた。 
しかし 左側と 左足 元に 吐く こと は 許された。 

アブ一 ■ フ ライラと アブー ■ サイ一 ドが 伝えて いる 別の 伝承 者 経路に よる/ ヽ ディース では 「アツ ラ一 
の 使徒 は 痰 を 見た」 以下 は 同じ ものが 伝えられ ている。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 唾 か 鼻汁 か 痰 かこのう ちの どれ かが キ ブラの 壁面に 付着して いる 所 を 見つけて 
それ を 引つ 搔 いて 取り去った。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は モスクの キ ブラ 壁面に 痰が 付着して いる 所 を 見つけ 人々 に 向かって 次 
のように いった。 

「あなた 達の 中には 主の 前に 立って 主の 面前に 唾 を 吐く 者が いるが一 体 どういう つもりな 
のです か、 あなた 達のう ちで 人の 前に 立って 人の 顔に 唾 を 好んで 吐く 者が いるで しょうか。 
誰でも 唾 を 吐く 時には 左側の 自分の 足元に すべきです。 
しかし もし 彼 力 《 (唾 を 吐く 場所 を） 見つけられな いのなら その 時 彼 はこうす べきです」 
伝承 者の一 人力一 シムは それ を 説明して 彼の 服に 唾 を 吐き それから それ を 包み込み 交 
互に こすり 合わせた。 



アブ一 'フ ライラから 別の 伝承 者 経路 を 経て 次のように も 伝えられ ている 

私 は アツ ラーの 使徒が 彼の 服の一 部 （に 唾 を 吐き それ) をた たみ 込んで いる 姿 を まるで 今 
眼前に 見て し、 る 感じです。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「誰でも 礼拝す る 者 は 主と 親しく 対話して いるので あるから 己れ の 眼前 や 右側に 唾 を 吐い 
て はならない。 

彼 は 自分の 左側の 足元に 吐くべき である」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「モスクで 唾 を 吐く こと は 罪で ある。 その 償い は それ を 土中に 埋める ことです」 

シ ユウ バは次 のように 伝えて いる 

私 は カタ一 ダに モスク 内で 唾 を 吐く ことに 関して 尋ねました。 

すると 彼 は 「私 は アナ スゼン 'マ一 リクが 次の ような 預言者の 言葉 を 語った 話 を 聞いた」 と 

いった。 

「モスクで 唾 を 吐く こと は 罪で ある。 その 償い は それ を 埋める ことです」 

アブ一 • ザ ツル は 次の ような 預言者の 言葉 を 伝えて いる 

「私の 信仰 共同体に おいて 善行と 悪行が 何たる かが 私に 明らかにされた。 

私 は 良い 行いと して は 道路から 障害物が 取り除かれる ことで あり、 また 悪い行い として は 

痰が モスク 内で 吐かれて それが 埋められな いこと だと 知りました」 

ヤジード ゼン 'アブ ドッラ —'ビン' シッヒ —ルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （ヤジードの 父） は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝して いました。 
その 時 彼 (預言者） は 唾 を 吐いた がそれ を サンダルで 拭い 取りました。 

ヤジード ゼン 'アブ ドッラ —'ビン' シッヒ —ルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 語って いる 

私 （ヤジードの 父） は 預言者と 一緒に 礼拝した。 

すると 彼 (預言者） は 唾 を 吐き それから それ を 左足の サンダルで 拭い 取りました。 



サンダル を 履いた まま 礼拝す る こと は 許される 

サイ 一ド' ビン 'ヤジード は 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リクに 「アツ ラ一 の 使徒 は サンダル を 履いた まま 礼拝し ました か」 と 

尋ねた。 

すると 彼 は 「はいそうです」 と 答えた。 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



図案 や マークが 描かれた 服装で 礼拝す る こと は 適切で はない こと 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 図案が 描かれた 外套 (アブ一 'ジャ ハムからの 贈物だった） を 着て 礼拝し ました 

がこう 言いました。 

「この 図案 は 私の 気 を そらします。 

だから これ を 持って アブ一 'ジャ ハムの 所に 行き 代りに 彼の 所から 無地の 外套 を もらって 
来なさい」 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 図案の 描かれた 外套 を 着て 礼拝に 立った。 
そして 彼 は その 図案 をよ く ながめた。 
それから 礼拝 を 終えた 時 彼 はこうい つた。 

「この 外套 を 持って アブ一' ジャ ハム ゼン' フサ ィファ （外套の 贈り主） の 所に 行き 代りに 無 
地の 外套 を 持って きなさい。 

なぜなら これ は 先 ほどの 礼拝 中に 私の 気 を そらせた からです」 

ァ r シャは 伝えて いる 

預言者 はかって 図案の 描かれて いる 外套 を 持って いました。 

そして それ は 礼拝 中に 彼の 気 を そらせた。 

そこで 彼 は それ を アブ 一ジャ ハム (贈り主） に 返し 代りに 無地の 外套 を 受けと つた。 



今す ぐに も 食べたい と 思う 食物 を 前にして 礼拝す る こと は 禁物、 また 大小の 
用た し を 我慢しながら 礼拝す る こと も 好ましくない 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 預言者が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「夕食が 用意され た 時に 礼拝が 始まったら タ食 をまず とってから 礼拝しなさい」 
また 別の 伝承 者 経路に よって アナ スゼン 'マ一 リク は アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝 
えてい る 

「夕食が 近づいて 同時に また 礼拝の 時刻に なったなら、 日没後の 礼拝の 前に 夕食 を 始め 
なさい。 

夕食 をお あずけに して 礼拝 を 急いで はならない」 
ァ ナスの 前記 ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「誰でも 夕食が 用意され て その 時 礼拝が 始まったら 夕食から 先に 始めなさい。 
そして それが すむ まで 決して 礼拝 を 急いで はなり ません」 

同様な 前記 ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

イブ ン 'アブ一 'ァ ティ一 クは 伝えて いる 

私と 力一 シム （注 1) はァ一 イシ ャの 所で ハディ一 スの話 をして いました。 

力一 シムの 言葉に は 解放 奴隸の 彼の 母親 (注 2) が 持って いた 訛が あり それが ひどかった。 
そこで 彼女 は 彼に 向かって こういった。 

「一体 どうして あなた はこの 私の 兄弟の 息子 （イブ ン 'アブ一 'ァ ティ一 ク） のように ハディ一 
スを きちんと 言えない のです か、 私に は あなたが その 訛 を どこから 獲得した か ちゃんと 解 
つてい ます。 

彼 (イブ ン 'アブ一' ァ亍ィ 一ク） は 彼の 母親が よく 仕つ けたので すし あなたの 場合 は あなた 
のお 母さんが 仕つ けた 結果です」 
すると 力一 シムは 怒り 彼女 を 睨みつ けた。 

そして 彼 はァ一 イシ ャの 食卓が 用意され るの を 見た 時す つと 立ち上がった。 

そこで 彼女 は 「どこへ 行く のです 力、」 といった。 

すると 彼 は 「礼拝です」 と 答えた。 

そこで 彼女 は 「座りなさい 不忠 者よ （注 3) 」 といった。 

すると 彼 は 「私 は 礼拝 を 捧げに 行 くんです よ」 といった。 

すると 彼女 はこうい つた。 

「私 は アツ ラ一 の 使徒が 次のように いった 言葉 を 聞いて います。 

『食事の 用意が 出来て いる 時と 大小の 用た し を 我慢して いる 時には 礼拝はありません』」 



(注 1) ァ一 イシ ャの 兄弟の 息子で 甥に あたる。 

母 は 多分 非 アラブ 系の 解放 奴隸 であった。 

そのため 幼児期に アラビア 語の 語法 を 充分に 身に つける ことができなかった 

(注 2) 力一 シムを 生んだ ことによって 奴隸 身分から 解放され た 母親 

(注 3) ァ一 イシ ャは 力一 シムの 父の 死後 力一 シムを 引きと つて 育てた ので 力一 シムの 仕つ 

けの 責任 かあつた ので このような 強い 言葉で 叱った 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ァ ティ一 クはァ 一イシ ャ からの 伝聞と して 前記 同様の 預言者の 言葉 を 
別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いるが しかし ここで は 力一 シムの 話に は 言及して いない。 



モスクに 赴く 時 は ニン ニク、 玉 ネギ、 ニラ など、 他人に 不快 感を 与える 食べ 
物 を 口にする こと は 禁じられ ている 

イブ ン" ウマル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は ハイバルの 戦に 出陣 中に こういった。 

「この 野菜 （つまり ニン ニク） を 食べた 者 は 絶対に モスクに 来て はならない」 

ところで ズ ハイル は" ある 戦場で" といい ハイバルの 戦と はいわなかった。 

イブ ン 'ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「この 野菜 （つまり ニン ニク） を 食べた 者 は その 臭が 消える まで は 我々 の モスクに 近づいて 
はならない」 

イブ ン 'スハ イブ は 伝えて いる 

ァ ナスが ニン ニク について 尋ねられた 時、 彼 は アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 語った と 伝え 

た。 

「この 野菜 (ニン ニク) を 食べた 者 は 私達に 決して 近づいて はならない しまた 私達と一 緒に 
礼拝 をして はならない」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「この 野菜 (ニン ニク） を 食べた 者 は 私達の モスクに 近づいて はならない しその 臭いで 私達 
を 不快に して はならない」 

ジャ一 ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 玉 ネギゃ ニラを 食べる こと を 禁じた。 
しかし 私達 はどうしても それ を 食べた くな つて 食べて しまった。 
すると 彼 はいった。 

「この 嫌な 臭 を 放つ 木 (野菜) を 食べた 者 は 私達の モスクに 近づいて はならない。 
なぜなら 天使 もまた 人間が 害される ものに よって 傷つ けられる からです」 

ジャ一 ビル は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「ニン 二 クゃ玉 ネギを 食べた 者 は 私達から 離れて いるべき であり、 また 私達の モスクから 

離れて 自分の 家に とどまるべき である」 

或る日 預言者の もとに 色々 な 野菜が 料理され た 鍋が 届けられた。 

彼 は その 臭 を かぎ そこに 悪臭が ある ことに 気付いた。 

そこで 彼 は 何が 料理され ている の か 尋ねた 。 

そして 料理に 使われた 野菜に ついて 知らされた。 



そこで 彼 は 何人 かの 教 友達に 「それ (料理） を 近づけて みなさい」 といった。 
—人の 教友は それ を 見た 時 彼 もまた 食べたがらなかった。 
すると 預言者 は 次のように 言った。 
「あなた は 食べても かまいません。 

でも 私 は あなたが (話す こと を) 許されて いない 者 (天使） と 話さねば なりません ので 食べら 
れ ません が」 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 預言者の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「この 臭い を 出す 野菜 ( ニ ン ニク) を 食べた 者 は ほた 或る時 はこうい つた。 
玉 ネギゃ ニン ニクゃ ニラを 食べた 者 は） 私達の モスクに 近づいて はならない。 

なぜならば 天使 達 もまた アダムの 子孫が 害される ものに よって 同様に 害される からです」 

イアン 'ジ ユラ イジ ュは 同一 伝承 者 経路 を 経て 次のように 伝えて いる 

「この 野菜 (ニン ニク) を 食べた 者 は モスクに いる 私達の 所に 来て はならない」 
だが 彼 は 玉ネギ ゃニラ について は 言及し なかった。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 次のように 伝えて いる 
まもなく 私達 は ハイバル を 征服した。 
そして 私達 は その 野菜 (ニン ニク） に 群がった。 
なぜなら その 時人々 は腹ぺ こだった からです。 
それで 私達 は それ を 貪り食った 次第です。 
その後 私達 は モスクに 出向いた。 
だが アツ ラ一 の 使徒 は その 臭 を 嗅ぎつ けて こう 言った。 
「このい まわしい 植物 を 少しで も 食べた 者 は モスクに 決して 近づいて はならない」 
そこで 人々 は 「（ニン ニク 力り 禁じられた、 禁じられた」 と 口々 に 叫んだ。 
さて そのこと が 預言者の 耳にまで 届いた ので 彼 はこうい つた。 
「皆さん、 アツ ラ一 が 許した もの を 私が あなた 達に 禁じる 力はありません。 
しかし それ は 私が その 臭い を 嫌う 植物です （注） 」 

(注) 他人に 迷惑 を かける ことなく ニン 二 クゃ玉 ネギゃ ニラを たべる こと 自体 は 勿論 禁じ 
られ ていない 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒と 教 友達が 玉ネギ 畑の そば を 通り か 力、 つた。 
すると一 部の 者が そこで 立ち止まって 玉 ネギを 取って 食べた。 
しかし 他の 者 達 は 食べなかった。 



それから 私達 は 預言者の 所に 行った。 

すると 彼 は 最初 玉 ネギを 食べなかった 者 を 呼び集め 他の 者 （玉 ネギを 食べた 者） は その 
臭が 消える まで その 場で 待たせた。 



マ ァダ一 ンゼン 'アブ一' タラ ハは 次のように 伝えて いる 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブはジ ュムァ (金曜日の 合同 礼拝) で 説教 をして いた 時 彼 はまず 預 

言 者の こと、 ついで アブ一 'バ クルの ことに 言及し、 それから さらにこう いった。 

私 は 雄鶏が 私 を 三回つつ く 夢を見ました。 

それで 私 は 自分の 死期が 近いと 思って います。 

また 何人もの 人々 が 私に 次の カリフ （後継者） を 任命す るよう 提議して います。 

しかし アツ ラ一 は 決して 彼の 教え （イスラ一 ム） とそれ を 伝える カリフ 制 を 反故にする こと は 

ないだ ろうし、 また そのために 預言者に 授けた もの （クル ァ一 ン） を 反故にする こと はあり 

ません。 

もし そのこと （死期） が 私に とって 急 を 要する ことで あるならば 次の カリフ は アツ ラーの 使徒 
が 逝く 時まで 良しと された これら 六 人 （注） の 中から 合議制で 決めるべき でしよう。 
また 私 はいつ たん イスラ一 ムを 表明した 者 を この 手に かけて 殺した ことに 対して一 部の 
人々 が 非難して いる こと も 十分 承知して います。 

しかし もし 彼等が 私 を 非難 するならば 彼等 は アツ ラ一 の 敵で あり 不信仰 者で あり、 路に迷 
つてし まった 者 達です。 

それ 力、 ら私は カラ一 ラ （父親と 子供 を 除いた 相続人、 その 判定 議論） よりも 重要で あると 

私に 思える こと は 何事 も 死期 以後に やり 残さない つもりです。 

私 は カラ一 ラ について これほど しばしば アツ ラ一 の 使徒に 聞きに 行った ことはありません。 

そして 預言者 はこの 問題に ついて これ 程 私に 荒々 しく 語った こと は 他に ありません。 

そして 彼 は その 時 狼狽の あまり 指で 私の 胸 をつつ いてこう いいました。 

「ウマルよ、 （カラ一 ラ について は） クル ァ一ン 女性 章の 最後の 段の 暑い 夏に 下された一 

節 (4 章 177 節） で それで 十分で はない のかね、 私 力 《 もっと 長生きす ると すれば、 私 はこの 
問題に ついて 極めて 明解な 決定 を 下そう、 そうしたら、 クル ァ一ン を 読む 人 も 読まない 人 
も それに 照して 正しい 裁定 を 下す ことが 出来よう」 
ウマル はさら につ づけて こういった。 

アツ ラーよ、 私 は あなたに 各地の 統治者に ついて 次のように 証言し ます。 

私 は 彼等 統治者 を それぞれの 土地に 以下の 諸 条件で その 役割 を 果たす ために 派遣し ま 

した。 

それ は 各地の 住民に 対して 公平に 扱う こと、 また 彼等に イスラ一 ムと 預言者の スン ナを教 
える こと、 また 戦利品 を 規定 通りに 分配す る こと、 また 住民が 困って いる こと を 私の もとに 
伝える ことです。 

それから 皆さん、 皆さん は 玉 ネギと ニン ニクを 食べて いますが 私 は それら を 忌 わしい もの 



だと 思います。 

私 は アツ ラーの 使徒が モスクで その 臭 を 放った 者 を 見つける と ただちに バキ一 ゥ （モスク 
の 隣の 空地で 現在 は 墓に なって いる） へ 出て 行く ようお 命じな つた 現場 を 目撃し ました。 
だから それら を 食べたい 人 は 調理に よりその 臭 をよ く 消さなければ ならない。 



(注) ① ウス マ一 ン ②ァリ 一③ ズ, く ィル④ タル/ 、⑤ アブ ドル' ラフ マ一 ン ■ ビン ■ ァゥフ ©サ 
アド' ビン' アブ一' ヮッ カースの 六 人 
また カタ一 ダは 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 



紛失 物 を 捜す ために モスクで 大声 を 上げる こと は 禁じられ ている、 また 大声 
を 聞いた 者 は 声の 主に 何とい うべき か 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が、 次のように いったと して 伝えて いる 

もし 誰かが 紛失 物 を 捜す ために モスクで 大声 を 上げたなら その 者に は 次のように いいな 
さい。 

「アツ ラ 一がそれ を 君に お戻しに なりません ように、 なぜならば モスク は そのために 建てら 
れ たのではありません から」 

また 同様な/ ヽ ディース を 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 。 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

或る 男が モスク 内で 「誰が 私の 赤らく だ を 呼び集め たの だ」 と 大声で 人々 に 呼びかけた。 
すると 預言者 は 次のように いった。 

「それ は あなたの もとに 戻るまい ぞ、 なぜなら モスク は (そもそも） その （元来の） 建立 目的 
(礼拝 沈思 暝想 など） に そって 建てられて いるの だから」 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言者が 礼拝 を 終えた 時 一人の 男が 立ち上がり 「誰が 私の 赤らく だ を 呼び集め たの だ」 と 
いった。 

すると 預言者 は 次のように いった。 

「それ は あなたの もとに 戻るまい ぞ、 というの は モスク は （そもそも） その （元来の） 建立 目 
的に そって 建てられ たの だから」 

イアン' ブライダ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言者が 日の出 前の 礼拝 を 終えた 時に一 人の ベドウィン (遊牧民） が やって来て 頭 を モス 
クの 戸口から 差し入れ 先に 述べた 二つの ハディ一 スと 同様の 言葉 を 放った。 



礼拝 中の 注意 不足に よる 忘却と その 価い のた めの 平伏 礼 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 達の 誰かが 礼拝に 立った 時、 悪魔が 彼の もとに やって きて 彼が 何回 礼拝した か 
分らなくなる 程に 惑わした とする。 

仮に あなた 達の 誰かが そのような 状態に なったならば、 償いの 意味で (最後の） 座礼 状態 
のま ま （さらに） 平伏 礼 を 二回 行いなさい」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ズ フリーに 上って 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「ァ ザ一 ンの 詠唱 を 聞く と 悪魔 は それ を 聞くまい として 後 を 向き 放屁しながら 遁走す る。 

しかし ァザ一 ンの 詠唱が 終る とすぐ また 戻り 近付いて くる。 

ついで イカ一 マの 詠唱が はじまる と 後 を 向き 再び 遁走す る。 

そして イカ一 マの 詠唱が 終る とまた 近付いて きて 次のように 礼拝 者の 心に 私語して 惑わ 

す。 

『しかじか のこと を 思い起せ、 しかじか のこと を 思い出せ』 

しかし そのような こと は 礼拝 者に は 思し、 も 及ばぬ ことなので 遂に 彼 は 自分で も 何回 礼拝し 

たか 忘れて しまう。 

そのような 時 即ち 自分が 何回 礼拝した か 分ら なくなった 時 は 座礼 状態の まま 二回 平伏し 
なさい」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「悪魔 は 礼拝が 始まる と顏を そむけて 放屁しながら 逃げ出す」 
ついで 預言者 は 前記 ハディ一 スと 同じ こと を 語った が 以下の ことが それに 加えられた。 
「悪魔 は 礼拝 者に （突然） 楽しい こと を 思い起させたり、 欲しい もの を 思い起させたり 彼が 
忘れて いた 必要な ものの いくつか を 思い起させた りする」 

アブ ドッラ 一ビン 'ブハ イナ は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 或る 義務の 礼拝で 私達 を 先導して ニラ カートの 礼拝 を 行い そのまま 立 

ち 上がり 座らなかった。 

それで 人々 も 彼に 習って 立ち上 力 《 つた。 

彼が 礼拝 を 終えた 時 私達 は 彼が タス リ一ム (最後の 挨拶 儀礼) を 唱える ものと 思った が 座 
つた ままで 彼 は アツ ラ一 は 偉大な りと 唱えつつ タス リームの 前に (償いの ために） 二回 平 
伏 礼 を 行い、 その後 タス リーム を 行った。 

アブ ドッラ 一'ビン づハ イナ' ァスデ 一は 伝えて いる 



アツ ラ一 の 使徒 は 昼過ぎの 礼拝に 立ち上が リニ ラカ 一卜の 後に 正座 礼に 入るべき ところ を 
そのまま 三ラ 力一 ト へと 立ち上がった。 

そこで 彼 は 礼拝 を 終えた 時 最後の 挨拶 ネ L をす る 前に 座礼 状態の ままで アツ ラ一 は 偉大な 
りと 唱えつつ 償いの 意味で 二回 平伏 礼 をした。 
そこで 人々 は 彼に 習って 二回の 平伏 を 行った。 

それ はニラ カートの 後に 預言者が 座る こと を 忘れて しまった ことに 対する 償いの 行為で あ 

つた。 

アブ ドッラ 一ビン' マ 一リク' ビン 'ブハ イナ' ァズデ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝の 際に ニラ 力一 トを 終えて そのまま 正座 礼に 入るべき ところ を 立ち 
上がった。 

しかし 彼 は 礼拝 を 続行した。 

そして 彼 は 礼拝の 最後の 左右の 挨拶 礼 をす る 前に 償いの 平伏 礼 を 行い その後 礼拝 をし 
めくく る 挨拶 礼 を 行った。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「誰でも 自分の 礼拝に 疑い を もち、 何ラ カート 礼拝した か 分ら なくなったならば 疑わしい ラ 
カート （第 四ラ カートな ど） は 切り捨てて とりあえず 確信の もてる ラ カートに 基づいて 礼拝 を 
つづけなさい。 

その後 挨拶 儀礼に 入る 前に 二回の 平伏 を 行いなさい。 

もし 彼が 五ラカ 一卜の 礼拝に 気が付いたならば その 償いと しての 二回の 平伏 礼 は 彼の 礼 
拝 を 偶数 ラ カートに 揃えてから にしなさい。 

また 彼が 事実 丁度 四ラカ 一卜の 礼拝 をして いたので あれば、 償いの 二回の 平伏 礼 は （余 
分になる がし かし それ は） 悪魔 を 辱める ことになるでしょう （注） 」 

(注) つまり 悪魔 は 人間の 誘惑に 失敗した ことになるから 

同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ザ イド 'ビン 'ァス ラマに よって 伝えられ ている。 
ところで ここで は 「左右の 挨拶 儀礼の 前に 二回の 平伏 ネ L を 行うべし」 と 彼 (ザ イド） は 述べて いる。 

アル 力 マ は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド が 語った として 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 を 行った。 

さて 伝承 者の一 人 イブ ラヒ一 ムは 以下の 伝承 を 加えて いるが それによ ると 預言者 は 礼拝 

中の 動作で 新しい 動作 を 加えたり もしくは 省いたり した。 

そして 彼が 最後に 挨拶 儀礼 を 行った 時 彼 は 次のように 尋ねられた。 

「アツ ラーの 使徒よ。 礼拝 中に 新しい 動作が ありました」 



すると 使徒 は 「それ は 何です か」 といった。 

そこで 彼ら は 「かくかくし かじかに あなた は 礼拝し ました」 といった。 

伝承 者 はつ づけて こう 伝えて いる。 

そこで 彼 は 両脚 を 曲げて 正座の 姿勢 をと リ、 キ ブラの 方向に 向き 直 リニ 回の 平伏 礼 を 行 

し、 それから 挨拶 儀礼 を 行った。 

そして 預言者 は 私達の 方に 向き 直り 次のようにい つた。 

「もし 礼拝の 中で 何 か 新しい ことが アツ ラ 一より 命じられた 場合に は 私 は 必ず そのこと を あ 

なた 達に 伝達す るでしょう。 

しかし 私 は 人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れる ことがあ ります。 
そこで もし 私が 忘れて いたならば 私に 思い起させ るよう 注意して 下さい。 
そして 誰でも 礼拝に 疑念 を 抱いた 時には 彼に 正しい 礼拝 を 求めさせなさい。 

ひとまず 礼拝 を 終えさせて 後に 代償と してのに 回の） 平伏 ネ L を 行わし めなさい」 

同様の ハディ一 スが マンスール によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが 以下の 点で 表 
現 上に わずかな 違いが ある。 

イブ ンゼシ ュルの 伝承で は" 彼 （自ら 礼拝に 疑念 を 抱いた 者) をして 正しい 礼拝に より ふさわしい 
もの を 求めせ しめよ" と あり、 ヮキ一 ゥの 伝承に おいて は" 彼 をして 正しい 礼拝 を 求めせ しめよ" と 
伝えて いる。 

同様の ハディ一 スが マンス一 ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここで は マンス一 ルは 次のように いっている。 

"彼 をして 礼拝に とつて一香 ふさわし いもの を 求めせ しめよ" 

同様な ハディ一 スが マンス一 ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
マンス一 ルは ここで は 次のように いっている。 
"彼 をして 正しい 礼拝 を 求めせ しめよ" 

同様の ハディ一 スが マンス一 ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし マンス一 ルは ここで は 次のように 伝えて いる。 
"彼 をして 正しい 礼拝に 一番 近し、 もの を 求めせ しめよ" 

同様の ハディ一 スが マンス一 ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ただし マンスール はこ こで は 次のように 伝えて いる。 

"彼 をして それが 正しい 礼拝で あると 考えられる もの を 求めせ しめよ" 



また 同様の ハディ一 スが マンス一 ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし マンス一 ルは ここで は 次のように 伝えて いる。 
"彼 をして 正しい 礼拝 を 求めせ しめよ" 



アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 昼過ぎの 礼拝で 五ラ カートの 礼拝 を 捧げた。 

そして 最後に 挨拶 儀礼 を 行った 時、 彼 は 「礼拝で ラカ一 ト 数が 増えた のです か」 と 尋ねら 

れた。 

すると 預言者 は 「それ はどうい うこと です か」 といった。 
そこで 彼等 は 「あなた は五ラ 力一 ト 礼拝し ました」 と 答えた。 
そこで 預言者 は 償いの 二回の 平伏 礼 を 捧げた。 

アル 力 マ は 伝えて いる 

彼 (預言者） は 彼ら を 先導して 五ラ カートの 礼拝 を 捧げた (注）。 

(注） 原文に はこれ しか 書いて なし、、 ここで は 預言者で も 四ラカ 一卜の 所 を 忘れて 五ラ 力一 
ト 捧げた ことがある とった えてし、 る だけ 

イブ ラヒ一 ム 'ビン 'ス ワイド は 伝えて いる 

アル 力 マ は 私達 を 先導して 昼過ぎの 礼拝に 五ラ 力一 トを 捧げた。 
そして 彼が 礼拝の 最後の 挨拶 儀礼 を 終えた 時に 人々 は 次のようにい つた。 
「アブ一 'シ ブル (アル 力 マの 別称） よ、 確かに あなた は五ラ カートの 礼拝 を 捧げました」 
ところが 彼 は 「いいえ そんな はずはありません」 と 主張した。 だが 人々 は 「いや あなた は そ 
うした」 といった。 

その 時 私 (伝承 者） は 未だ 少年で したが 人々 の 中に まじって その 場に 居合わせ ていた。 
そこで 私 も 「いや 確かに 五ラ カート 捧げた」 といった。 
すると 彼 (アル 力 マ） は 私に 「や一、 独眼 者よ あなた もそう いい 張る のか」 といった。 
そこで 私 は 「はい」 と 答えました。 

すると 彼 は ただちに くるりと 顔の 向き を 変えて 二回の 平伏 ネ し を 捧げ その後で 最後の 挨拶 
礼 を 行った。 

それから 彼 （アル 力 マ） は アブ ドッラ 一がいって いる ことと して 次のように 伝えた。 
アツ ラ— の 使徒 は 私達 を 先導して 五ラ カートの 礼拝 を 捧げた。 

そして 彼 (アツ ラーの 使徒) が 人々 の 方に 向き 直った 時人々 は ざわざわと 相互に ささやき 

あっていた。 

そこで 彼 はこう 尋ねた。 

「あなた 達の 間に 何が あつたので すか」 



すると 彼等 は 次のように いった。 

「アツ ラ一 の 使徒よ、 礼拝の 規定 ラカ 一卜の 数が 増えた のでし ようか」 
彼 は 「いいえ」 と 答えた ので 彼等 はいった。 
「あなた は 五ラカ 一卜の 礼拝 を 確かに 捧げました」 

すると 彼はキ ブラの 方角に 向き 直 リニ 回の 平伏 礼 を 捧げ その後で 最後の 挨拶 礼 を 行った。 

それから 彼 (預言者） は 次のようにい つた。 

「私 は あなた 方と 同じく 人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れます」 

イブ ン'ヌ マイル は 彼の ハディ一 スの 中で 次のように 付け加え ている。 

"もし あなた 方の 誰か 力 《 (捧げた ラ カート 数 を） 忘れた 時 は 償いと して 彼 をして 二回の 平伏 

礼 を させなさい" 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 私達 を 先導して 五ラ カートの 礼拝 を 捧げました。 

そこで 私達 は 「アツ ラーの 使徒よ、 礼拝の 規定 ラ カート 数が 増えた のでし ようか」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 「それ はどうい うこと です か」 と 尋ねた。 

そこで 私達 はこうい いました。 

「あなた は 確かに 五ラ カートの 礼拝 を ささげました」 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 次のように いった。 

「私 は あなた 方と 同じく 人間で あり、 あなた 方が 覚えて いるよう に 私 も 覚えて いますし、 ま 
た あなた 方が 忘れる ように 私 も 忘れます」 
それから 彼 は 不注意の 償いと して 二回 平伏した。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 を 行った がその 時 彼 は 礼拝に 何 か を 付け加え たかまた は 省略した。 

伝承 者の一 人 イブ ラヒ一 ムは (それにつ いて) 彼 自身 疑念が 残ったと いう。 

それで 預言者 は 人々 から 次のように 尋ねられた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ 礼拝に 何 か 新たに 付け加えられました か」 

すると 彼 は 次のようにい つた。 

「まことに 私 は あなた 方と 同じ 人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れます。 

さて 誰でも 忘れた 時 は 二回の 平伏 礼 を 償いと して 行わねば ならぬ」 

その 時 彼 は 座った ままで あつたが 顏をキ ブラの 方角に 向け 二回の 平伏 を 行った。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

預言者 は 礼拝の 最後の 挨拶 礼と お 話 (注) の 後で 不注意な 忘却 を 償う 二回の 平伏 礼 を 行 

つた。 

(注） イスラ一 ム 初期に は 礼拝 中のお しゃ ベリが 許されて いた 



アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝した。 

その 時 彼 は 礼拝に 何 力、 を 付け加え たか もしくは 省略した。 

伝承 者の一 人 イブ ラヒ一 ムは" アツ ラーに 誓って そのような 疑念 は 私 個人の 立場 以外の も 

のではありません が" といって いるが さらに 次のように 伝えて いる。 

そこで 私達 はこうい つた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ 礼拝に 何 か 新しい ことが 加えられました か」 
すると 預言者 は 「いいえ」 と 答えた。 
そこで 私達 は 彼 (預言者) が どのように 行つ たかを 彼に 語りました。 
すると 預言者 は 次のようにい いました。 

「もし 誰かが 礼拝して 何 か を 付け加えたり 省略した りした 時 は 償いの ために 二回の 平伏 を 
しなさい」 

それから 彼 自身 二回の 平伏 礼 を 行った。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達 を 導いて 昼過ぎの 礼拝だった か 午後の 礼拝だった か ともかく 午後 
の 二つの 礼拝のう ちの一 つ を 行った がその 時 彼 は ニラカ 一卜の 礼拝の 後で （ただちに） 最 
後の 挨拶 礼 を 行い、 それから モスクの キ ブラの 方角に あった 材木のと ころ （注） にやって 
来て それに もたれかかって しまった。 
その 時 彼 は 怒って いるよう にも 見えた。 

人々 の 中には アブ一 'バ クル も ウマル も 居りました 力、 二人 はこの ことで 彼に 話しかける 
の は 恐れ多い ことと 思って いた。 

—方 人々 は" 礼拝 は 短縮され たの だ" といいながら あわただしく 出て し、 つた。 

しかし ズル 'ャ ダイ 二 （手の 長い 奴） の 綽名で 知られて いる 男が 立ち上 力 《 つて 次のようにい 

つた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ、 礼拝 は 短縮され たのです か、 それとも あなた 様 はお 忘れに なった の 
です か」 

すると 預言者 は 左右 を 見廻しながら いった。 
「ズル 'ャ ダイ 二 は 何 をい つてい るので すか」 
そこで 人々 はこうい つた。 

「彼のい う 通りで ございます。 あなた 様 はニラ カートし か 礼拝し ませんで した」 

そこで 預言者 はさら にニラ カートの 礼拝 を 行い 最後の 挨拶 礼 を 行った。 

それから タク ビール を 唱えて 平伏し そして タク ビール を 唱えて 頭 を 上げ それから タク ビ一 

ルを 唱えて 平伏し、 それから また タク ビール を 唱えて 頭 を 上げた。 

さらに 伝承 者 は" 私はィ ムラ一 ン 'ビン' フサ インから 彼が 次のようにい つたと 知らされた" 

と 伝えて いる。 



「そして 彼 (預言者） は 最後の 挨拶 礼 をした」 

(注） 当時の マディ一 ナの モスク は 実に 簡素な ものだった 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達 を 先導して 午後の 二つの 礼拝のう ちの一 つ を 礼拝した。 
以下の ハディ一 スは 前記の ハディ一 スと 同一 である。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 私達 を 先導して 午後の 礼拝 を 行い ニラ カートの 後に 最後の 挨拶 礼 を 行 

つた。 

そこで ズル 'ャ ダイ 二が 立ち上が りこうい つた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 礼拝 は 短縮され たので しょうか。 それとも 忘れた のでし ようか」 

すると アツ ラーの 使徒 は 「その どちらで もない」 といった。 

そこで ズル 'ャ ダイ 二 はこうい つた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 確かに どこかお かしかった」 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 人々 の 方に 向き 直って こういった。 

「ズル .ャ ダイ 二の いっている 通りだろう か」 

すると 人々 は 答えて 「はい、 アツ ラーの 使徒 様、 彼のい う 通りです」 といった。 

そこで アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝の 残り を 済ませてから 挨拶 礼の 後に 座礼の 状態で 償いの た 

め 二回の 平伏 礼 を 行った （注）。 

(注) 償いの 二回の 平伏 礼 は 挨拶 礼の 前に 行うべき かまた は 後に 行うべき か 法学 派に よ 
つて 見解 を 異にして いる 

アブ一 ■ フ ライラ は 別の 伝承 者 経路 を 経て 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 昼過ぎの 礼拝の 際に ニラ 力一 ト だけ 行って それから ただちに 最後の 挨 
拶礼 をした ことがあった。 

すると バヌ一 ■ スライム 族 出身の 小人の 男が 彼の もとに やって来て こういった。 
「アツ ラ一 の 使徒よ 礼拝 は 短縮され たのです か、 それとも あなた 様が 忘れた のです か」 
以下 残りの ハディ一 スは 前述の ハディ一 スと 同じで ある。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私が 預言者と 一緒に 昼過ぎの 礼拝 を 行って いる 時に、 アツ ラーの 使徒 はニラ カートの 後 

に 最後の 挨拶 ネ L を 行った。 



そこで バヌ一 'スライム 族 出身の一 人の 男が 立ち上 力 《 つた。 
この 後の 残りの ハディ一 スは 前記の ものと 同じで ある。 

ィ ムラ一 ン ■ ビン ■ フサ イン は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 午後の 礼拝 を 行った が三ラ カートの 後に 最後の 挨拶 礼 を 行った。 

それから 彼 は 自 分の 家 （モスクに 隣接して いた） に 入って しまった。 

そこで ヒル バークと 呼ばれる 両手の 長い 男が 立ち上がり 彼のと ころに 行き 「アツ ラーの 使 

徒よ …… 」 といって 預言者が 礼拝で 行った こと を 語った。 

すると 預言者 は 怒って 外套 を 弓 I きずりながら 人々 が 集まって いる 所に 行き 「この 男 は 真実 

を 語って います か」 と 尋ねた。 

人々 は 「はい」 と 答えた。 

そこで 預言者 は一 ラカ一 トを 追加し そして 最後の 挨拶 礼 を 行い それから 償いの 二回の 平 
伏 礼 を 行い それから また 最後の 挨拶 礼 を 行った。 

ィ ムラ一 ン- ビン' フサ イン は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 午後の 礼拝のう ちの 三ラ カートの 後に 最後の 挨拶 礼 を 行い それから 立 

ち 上がり 自分の 部屋に 入って しまった。 

そこで 両手の 長い 男が 立ち上 力 《 つて 「アツ ラ一 の 使徒よ、 礼拝 は 短縮され たのです か」 と 
いった。 

すると 預言者 は 怒りながら 部屋から 出て 来て 残りの一 ラカ一 トを 行って 最後の 挨拶 礼 をし 
て それから 償いの 二回の 平伏 ネ し を 行って それから 最後の 挨拶 礼 を 行った。 



クル ァ一ン 読誦 中の 平伏 礼 

イブ ン 'ウマル は 次のように 伝えて いる 
預言者 は クル ァ一ン を 読誦して いた。 

彼 は 文中に" サジダ (平伏）" という 単語 を ふくんだ 章 を誦ん でいた がその" サジダ "の 所 ま 
でく ると 実際に 平伏した。 
そこで 私 も 彼に ならって 平伏した。 

しかし その 時 私達 は 込み合つ ていて 幾人 かの 人々 は 額 を 付ける 場所 さえない 状態で し 

た。 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 力 《 クル ァ一ン を 読誦して いる 際に" サジダ "という 語に 出会う 時が あり、 そ 
の 時 は 私達と一 緒に 実際に 平伏しました。 

しかし 私達 は 彼の 近くに いて 大変 込み合って いたので 誰一 人と して 平伏 できるだけの ス 
ペース を 見いだ せない 状態でした。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「沈み 行く 星に かけて」 章 (第 53 章) を誦 みその 読誦 中に 平伏 礼 を 行った。 
そして 彼と 一緒に その 場に 居合わせた 者 も 一斉に 平伏した。 

しかし一 人の 老人 だけ は 手の 掌一 杯に 小石 または 土 をつ かみ それ を 彼の 額のと ころまで 
上げて" これで 私に は 充分です" といった。 
ところで アブ ドッラ 一は 彼に ついて こういった。 

「確かに 私 は 後に 彼 (老人） が 無 信仰者の 徒輩と して 殺された ところ を 見ました」 

ァタ一 ゥ ■ ビン' ャサ一 ルは 伝えて いる 

彼 は ザ イド 'ビン 'サ 一ビト に (礼拝 中に) イマームと 一緒に (クル ァ一ン を) 読誦す る ことの 
是非に ついて 尋ねた。 

すると ザ イド は 、「どう あっても 礼拝 中に イマ一 ムと 一緒の 読誦 はあり 得な し、 （注)」 といつ 
た。 

また 彼 (ザ イド） は 彼が アツ ラ一 の 使徒の 前で 「沈み 行く 星に かけて」 章 (第 53 章) を よんだ 
際に 彼 (預言者） は 平伏しなかった と 主張した。 

(注) イマ一 ム だけが 読誦し 一般の 信徒 はた だ 黙って 礼拝せ よの 意 

アブ一 ■ サ ラマ ゼン' アブ ドル' ラフ マーン は 次の ように 伝えて いる 



アブ 一フ ライラ は 人々 の 前で 「天空が 裂けて 割れる 時」 章 (第 84 章) を よんだ がその 読誦 
中に 平伏した。 

そして (礼拝が) 完了した 時 彼 は 人々 に 向かって アツ ラ一 の 使徒が この 章 を 読誦 中に 平伏 
したと 伝えた。 

同様の ハディ一 スが アブ一 'フ ライラからの 伝聞と して アブ一 'サ ラマ を 経て 別の 伝承 者 経路で 伝 

えられて いる。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

我々 は 預言者が 「天空が 裂けて 割れる 時」 章 (第 84 章) と 「 汝の 主の み 名に おいて 誦め」 

章 (第 96 章) を よんだ 時 彼と一 緒に 平伏した。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 「天空が 裂けて 割れる 時」 章 (第 84 章） と 「 汝の 主の み 名に おいて 誦め」 

章 (第 96 章) を よんだ 時、 平伏 礼 を 行った。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラからの 伝聞と して アブ ドル' ラフ マ一 
ン 'ァ ァラジ によって 伝えられ ている。 

アブ一 'ラ一 フィゥ は 次のように 伝えて いる 

私 は アブ一 'フ ライラと一 緒に 夜の 礼拝 を 行った。 

その 時 彼 は 「大空が 裂けて 割れる 時」 章 をよ み、 その 読誦 中に 平伏した。 
そこで 私 は 彼に 「この 平伏 礼 は 一体 何です か」 と 尋ねた。 
すると 彼 はこうい つた。 

「その 章の 読誦 中 アブ一' 力一 シム (預言者の 別名） の 背後で 私 は 平伏 礼 を 行いました。 
よって この 章 をよ む 際に は 来世で 彼に 出会う まで 私 は 平伏しつ づける ことでしょう」 
また 別 伝承で は 「私 も その 際に は 平伏 礼 を 続けます」 と 伝えられ ている。 

この ハディ一 スはタ イミ一 によっても 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は" アブ一' 力一 シムの 背後で …… "の一 節 は 言及され てはいない。 

アブ一 'ラ一 フィゥ は 次のように 伝えて いる 

私 は 「大空が 裂けて 割れる 時」 章 を 読誦 中に アブ 一フ ライラが 平伏 礼 をす る 所 を 見た。 
そこで 私 は 彼に 「あなた は その 章の 読誦 中に 平伏 礼 をす るので すか」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 次のように 語った。 

「はい、 私 は 最高の 友が この 章 を 読誦 中に 平伏す る 所 を 見ました。 



だから 私 は 来世で 彼に 出会う まで この 章の 読誦 中 は 平伏 礼 をし 続けます」 
ところで 伝承 者の 一人シ ユウ バは" 最高の 友と は 預言者の ことです か" と 尋ねた。 
すると 彼 (シ ユウ バ にこの ハディ一 スを 伝えた 伝承 者） は" はい、 そうです" と 答えた。 



礼拝 中の 正座 礼の 姿勢と 両手 を両 太股の 上に いかに 置く かにつ いて 



アブ ドッラ 一'ビン 'ズ パイル は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 礼拝で 座りの 姿勢 をと つた 時 左足 先 を (右の） 太股と 脛の 間にお き、 右 
の 足 先 を 伸ばして 横座りした。 

そして 左手 を 左 膝の 上に 置き 右手 を 右の 太股の 上に 置き、 右手の 人差し指 を 上げた。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ズ パイル は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 祈りの ため 座りの 姿勢 をと つた 時 右手 を 右の 太股の 上に 置き 左手 を 左 
の 太股の 上に 置いた。 

そして (右の） 人差し指 を 上げ 親指 を 中指の 上に 置き、 左手の 掌で 膝 を 覆った。 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 礼拝 中の 証言 礼の ために 座った 時 両手 を両 膝の 上に 置き、 親指に 続く 右の 人 
差し 指 を 上げた 姿勢 (神の 唯一 性 を 象徴) で 祈った。 
そして 左手 は 左 膝の 上に 伸ばして いた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 証言 礼の ために 座った 時 左手 を 左 膝の 上に 右手 を 右 膝の 上に 置き、 

53 の 形 (注） に 指で 輪 を 作り、 人差し指 は 上げて いた。 
(注） よく わからな いが 次の ような 解釈 も 考えられる。 

アラブ は 指で 数 を 数える 時に 古く は 開いた 指 を 一本 一本 倒して いったと いう。 

この 論法で ゆく と 左手 は 握り しめてい るから 五十と なり 右手 は 人差し指 を 立てる と 親指 も 

自然と 立つ ので 三と なり、 計 53 となる 

ァリ 一'ビン' アブ ドル' ラフ マーン' ムアー ウイ一 は 次のように 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 私が 礼拝 中に 小石で 遊んで いる 姿 をみ た 力、 礼拝が 終わつ 
た 時に 彼 は 私が している こと を 禁じて 次のように いった。 
「アツ ラーの 使徒が 常 日 頃 行って いたよう にしなさい」 
そこで 私 は 尋ねた。 

「アツ ラ— の 使徒 は どのように していた のでし ようか」 
すると 彼 はこうい つた。 

「彼 は 礼拝 中の 証言 礼の ために 座った 時、 右手の 掌 を 右 膝の 上に 置き、 指 を 握りし め、 親 
指に つづく 人差し指 だけ は 上げ、一 方 左手の 掌 は 左 膝の 上に 置いて いた」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



礼拝 を 終える 際の タス リーム (左右の 挨拶 儀礼 (注)） とその 方法 



(注） この 時 次のように 唱える" 貴方の 上に 平安が そして アツ ラ一 の 慈悲が あります よ 
うに" 

アブ一' マ アマ ルは 次のように 伝えて いる 

マッカの 或る アミ一 ルが （左右の） 二回の 挨拶 礼 を 行った。 

そこで アブ ド ッラ一 'ビン' マス ゥ一 ドが 尋ねた 。 

「どこで その スンナ (預言者の 慣行) を 得ました か」 

すると 彼はハ カムが 彼の ハディ一 スの 中で 次のように 語って いると 答えた。 

「アツ ラーの 使徒 はかって そのよう に 行って いた」 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 
或る時 シ ユウ バが次 のように 彼に いった。 
「アミ一 ル もしくは 或る 男が 二回 挨拶 礼 を 行った」 
すると アブ ドッラ 一はこうい つた。 
「彼 (その 男） は どこで その スンナ を 得た のだろう か」 

ァ一 ミル' ビン 'サ アド は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 彼の 頼の 白 さが 見える 程度に 右 を 向いて 挨拶 礼 を 行いつ いで 左 を 
向いて 挨拶 礼 を 行った ところ を 見た。 



礼拝 後の ズィ クル (神の み 名 を 反復す る唱 念） について 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 を 完了した こと を タク ビール (アツ ラ一 は 偉大な りと 唱える こ 
と） によって 知った ものでした。 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 を 完了した こと を タク ビ一ル 以外に よって は 知り 得なかった。 
ところで アム ル 'ビン ■ ディ一 ナ一ル はこうい つた。 

私が アブ一' マ アバ ドに 向かって そのこと について 言及した 時 彼 は それ を 否定して" 私 は 
あなたに それ を 伝えて いない" といった。 

しかし アム ルは" 以前に 彼 (アブ一' マ アバ ド) が 確かに そのこと を 私 （アム ル） に 伝えた" と 
いった （注）。 

(注) アム ル 'ビン' ディ一 ナ一ル の 方が アブ一 マ アバ ドょリ 信頼に 足る と ハディ一 ス 学者 

によって 考えられ ている 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 次のように 伝えて いる 

義務の 礼拝の 後に ズィ クルの 声 を一 段と 高く する ことが 預言者の 生涯の 習わしでした。 
それで 私 は その 声 を 聞く 時に 人々 が 礼拝 を 完了した こと を 知った ものでした。 



墓 中の 貴 苦からの 加護 を 求める ことが 望ましい こと 



ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 私の 部屋に 入って きたが その 時 私と 一緒に一 人の ユダヤの 女が いて 

「あなた 方 はお 墓の 中で 試練 を 受ける ことに 気がつい ています か」 といった。 

それ を 聞いた アツ ラ一 の 使徒 は 体 を 震わせながら こういった。 

「確かに ユダヤ人 のみが 試練 を 受ける だろう」 

さて ァ r シャ はさら につ づけて 次のように 語った。 

それから 私達 は 数 夜 を 過した。 

そして アツ ラーの 使徒 は 私に 次のように いった。 

「あなた 達 (ムス リム) も 墓 中で 試練 を 受ける だろうと いう ことが 私に 啓示され た 力、 お前 は 
そのこと に 気が付いて いるか」 
ァ一 イシ ャは さらにこう 伝えて いる。 

"その後 私 は アツ ラ一 の 使徒が 墓 中の 貴 苦からの 加護 を 求めて 祈る 声 を 聞きました" 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

その 啓示の あった 後 私 は アツ ラーの 使徒が 墓 中の 苦痛からの 加護 を 求めて 祈る 声 を 聞 

いた。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

マディ一 ナに 住む ユダヤ人の 二人の 老女が 私の 家に 入って きて 「真の 中に いる 人々 （死 

者） は 墓 中で も責 苦に 会う だろう」 といった。 

しかし 私 は 彼女 等 二人の 言葉 を 信じなかった。 

私 は 二人が 正しい こと をい つてい ると は 思いたくなかった。 

さて 二人 は 出て 行った が アツ ラ一 の 使徒が 代って 私の 部屋に 入って 来た。 

そこで 私 は 彼に いった。 

「アツ ラ— の 使徒 様、 マデイーナに 住む ユダヤ人の 二人の 老女が 私の 所に やって来て 墓 

の 中に いる 人々 は 己れ の 墓の 中で 責苦を 負う だろうと 主張し ました」 
すると 預言者 はこうい つた。 

「その 二人 は 真実 を 語った の だ、 彼等 墓 中の 人々 は 責苦を 負い 動物で さえ その （うめき） 

声 を 耳に する 程です」 

後に ァ一 イシ ャは 次のように 語った。 

「私 は その後 預言者が 礼拝 中に 墓 中の 貴 苦からの 加護 を 求めて 祈る 姿 を 必ず 見ました」 
この ハディ一 スはァ 一イシ ャ からの 伝聞と して マス ルークに よって 語られて いる。 
その 中で 彼女 はこう 語って いる。 

「彼 (預言者） は その後 礼拝 中に 墓 中の 貴 苦からの 加護 を 必ず 求めて いました」 



その他 礼拝 中に 加護 を 求めるべき こと 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラーの 使徒が 礼拝 中に ダッジ ヤール (偽 救世主 （注）） の 試練からの 加護 を 求め 
る 声 を 聞きました。 

(注） 宗教 的 詐欺師で 30 人 現われる とされて いる。 

キリスト教 では アン テイク リストに 相当す る。 

最大の 偽 救世主 は 終末に 現われる 最後の 詐欺師と されて いる 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

誰でも 礼拝に おいて 証言 礼 を 唱える 時 は アツ ラ一 に 以下の 四つの 苦難からの 加護 を 求め 
て 次のようにい いなさい。 

「おお アツ ラ一、 げに私 は あなたに 地獄の 責 苦から、 また 墓 中の 貴 苦から、 また 生と 死の 
試練から、 また 偽 救世主の 試練の 邪悪からの ご 加護 を 求めます」 

預言者の 妻の ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

預言者 は 礼拝に おいて 常に 次のように 祈願して いた。 

「おお アツ ラ一、 げに私 は あなたに 墓 中の 貴 苦から、 偽 救世主の 試練からの ご 加護 を 求 

めます。 

また 生と 死の 試練からの ご 加護 を 求めます。 

おお アツ ラー、 宗教 上の 罪と 負債からの ご 加護 を 求めます」 

さらに ァ r シャは 次のように 伝えて いる。 

ある 男が 預言者に こう 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 どうして あなた はそう しばしば 負債からの ご 加護 を 求める のです か」 
すると 預言者 はこう 答えた。 

「もし 人が 負債 を 負う と、 応々 にして 話 を すれば 噓を つかざる を 得 なくなり 約束 をしても 破 
ら ざる を 得なくなる からです」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

「誰でも 最後の 証言 礼 を 終えた 時には 次の 四つの 救済 を アツ ラ一 に 求めなさい。 
それら は 地獄の 責 苦と 墓 中の 責 苦と 生と 死の 試練と 偽 救世主の 邪悪です」 
この ハディ一 スは 同一 伝承 者 経路 を 経て ァゥ ザ一 ウイ一 によって 伝えられ ている。 
しかし 彼 は" 誰でも 証言 礼 を 終えた 時" と 伝え" 最後の （証言 礼） "と は 伝えて いない。 



アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 



アツ ラーの 使徒 は 次のように いった。 

「おお アツ ラ一、 げに私 は 墓 中の 責苦、 地獄の 業火の 貴 苦、 生と 死の 試練、 偽 救世主の 
邪悪からの ご 加護 を 請い 願います」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「アツ ラーの （地獄の） 処罰から アツ ラ一 にご 加護 を 求めなさい。 

墓 中の 貴 苦から アツ ラ一 にご 加護 を 求めよ、 偽 救世主の 試練から アツ ラ一 の ご 加護 を 求 

めよ、 生と 死の 試練から アツ ラ一 にご 加護 を 求めなさい」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

同様の ハディ一 スが別 伝承で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 墓 中の 責 苦から また 地獄での 貴 苦から また 偽 救世主の 試練からの 加護 を 求め 
る こと を 常と していた。 

イブ ン. アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は クル ァ一 ンの一 章 を 教える ように 以下の ドア一 (祈願の 言葉） を 彼等に 
教えた ものでした。 

そこで 彼 は 次のように 唱えなさい といって います。 

「おお アツ ラー、 私達 は 地獄の 貴 苦から あなたに ご 加護 を 求めます。 

また 私 は 墓 中の 責 苦から あなたに ご 加護 を 求めます。 

また 私 は 偽 救世主の 試練から あなたに ご 加護 を 求めます。 

また 私 は 生と 死の 試練から あなたに ご 加護 を 求めます」 

ムス リム ゼン' ハッジャー ジュは 次の 話 を 聞いた として 伝えて いる。 

タ一 ゥ一ス は 彼の 息子に" おまえ は 礼拝 中に この 祈願 文 （ドア一) を 唱えた か" と 尋ねた。 

すると 息子 は" いいえ" と 答えた。 

すると タ一 ゥ一ス は" おまえの 礼拝 を やりなおしなさい （注）" といった。 

さて タ一 ゥ一ス はこの ハディ一 ス もしくは 同一 内容の ハディ一 スを 三人 もし 〈は 四 人の 伝 

承 者 を 通じて 伝えて いる。 

(注） この ドア一 を 唱える こと は 決して 義務で はない がその 重要性に 鑑みて 教育的 立場 か 
ら やり直し を 命じた 



礼拝 後の ズィ クル (神の み 名 を 反復す る唱 念) が 好ましい こと、 及び ズィ クル 
の 仕方に ついて 

サゥ バーン は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 礼拝 を 終えた 時 アツ ラーに 三回 赦しを 請し、、 そして 次のように いった。 

「おお アツ ラ一、 あなた は 平安で あり、 平安 は あなたから やってくる、 あなた は 栄光と 栄誉 

の 主として 自ら 尊 〈おわし ます」 

ところで ヮ リード は 次のように 伝えて いる。 

私 はァゥ ザ一 ウイ一 に" どのよう にして 赦しを 請う のです か" と 尋ねた。 

すると 彼 は" あなた は 次のように 唱えます" とこう 云った。 

"私 は アツ ラ一 に 赦しを 請います。 私 は アツ ラ一 に 赦しを 請います" 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 挨拶 礼 を 終える と ただちに 座った まま 次の 祈願 文 を 唱えた。 
「おお アツ ラ一、 あなた は 平安で あり、 平安 は あなたから やってくる。 
あなた は 自ら 尊く あり 栄光と 栄誉の 主で ある」 
ところで イブ ン 'ヌ マイルの 伝承で は" おお 栄光と 栄誉の 主よ" と ある。 

同様の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えら ている。 
ただし ここで は" おお 栄光と 名誉の 主よ" と 伝えて いる。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は 預言者 は" おお 栄光と 栄誉の 主よ" といって いたと ある。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バ (注） は ムァ一 ウイ ャ （ゥ マイヤ 朝の カリフ） に 次のように 書いた 
アツ ラ一 の 使徒 は 挨拶 礼 を 終え 礼拝 を 終えた 時 次のように 唱えた。 
「アツ ラ 一以外に 神 はなし、 アツ ラ一 は 独 一者で あり、 彼に はいかなる 同位 者 もな し、 大権 
は 彼のみ にあり 、讚辞 は 彼に のみ 帰され、 彼 は 全ての ことに 全能で ある。 
おお アツ ラ一、 あなたの 与えた もの を 禁じる 者 はなぐ また あなたが 禁じた もの を 与える 者 
はない。 

そして、 あなたの 元で は 資産家の 富 も 何の 役に もた たない」 

(注) 彼 は ムアー ウイ ャ によって ク一 ファの 知事に 任命され ていた 
同様の ハディ一 スが ムギ一 ラゼン 'シ ュゥバ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし アブ一' バ クルと アブ一' クライブ は 二人の 伝承の 中で ヮッラ 一ド (ムギ 一ラの 解放 奴隸） が 
次のように 報告した と 語って いる。 



ムギ一 ラは私 （ヮッ ラード） にこの ハディ一 スの 原文 を 口述筆記 させ、 私 は それ を ムァ一 ウイ ャに宛 
てて 書いた。 



ムギ一 ラゼン 'シ ユウ バの 解放 奴 隸ヮッ ラ一ド は 次のように 伝えて いる 

ムギ一 ラは ムアー ウイ ャに 次のように 書いた （ヮッ ラードが ムギ一 ラに 代って その 手紙 を 

書いた の だが）。 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 挨拶 礼 を 終えた 時、 前述の 二人が 伝えた ハディ一 スと 同様の ハデ 
ィ一ス を 聞いた。 

しかし ここで は 彼 は" 彼 （アツ ラ一） は 全ての ことに 全能で ある" という一 節に は 言及し なか 

つた。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バの 書記 ヮッ ラード は 次のように 伝えて いる 

ムァ一 ウイ ャは 前述の ハディ一 スと同 内容の ハディ一 スをム ギ一ラ に 書いた。 

ムギ一 ラゼン 'シ ユウ バは、 次のように 伝えて いる 

ムァ一 ウイ ャはム ギ一ラ に" アツ ラ一 の 使徒から あなたが 聞いた こと は 何でも 私に 書きな 
さい" と 書き送った。 

そこで ムギ一 ラは ムァ一 ウイ ャに 次のように 書いた。 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 を 終えた 時 次のように 唱えて いた 言葉 を 聞いた。 

「アツ ラ 一以外に 神 はなし、 アツ ラ一 は 独一 者で あり、 彼に はいかなる 同位 者 もな し、 大権 

は 彼に のみ あり 、讚辞 は 彼に のみ 帰され、 彼 は 全ての ことに 全能で ある。 

おお アツ ラ一、 あなたが 与えた もの を 禁じる 者 はなぐ あなたが 禁じた もの を 与える 者 もな 

い。 

そして あなたの もとで は 資産家の 富 も 何の 役に も 立たない」 

アブ一 'ズ バイ ルは 次のように 伝えて いる 

イブ ン'ズ パイル は 各 礼拝の 挨拶 礼の 後で 次の ような 言葉 を 唱えて いた （注）。 

「アツ ラ 一以外に 神 はなし、 アツ ラ一 は 独一 者で あり、 彼に はいかなる 同位 者 もな し、 大権 

は 彼に のみ あり 、讚辞 は 彼に のみ 帰され、 彼 は 全ての ことに 全能で ある。 

いかなる 権能 も 力 も アツ ラ一 による ことなしに は 存在せ ず、 アツ ラ一 以外に 神 はなし、 われ 

らは アツ ラ一 のみ を 崇拝し、 み 恵み は 彼のみ が 持つ、 美徳 は 彼に のみ 帰す、 またす ばらし 

き 讚辞 は 彼に のみ ある。 

アツ ラ一 以外に 神 はなし、 われら は 彼に のみ 信心の 誠 をつ くす、 たとえ 無 信仰者た ちが 

(どんなに） そのこと を 嫌った としても」 

さて 伝承 者 (アブ一 -ズ バイ ル） はさら に 次のように 伝えた。 

アツ ラ一 の 使徒 は 各 義務の 礼拝の 直後に 前記の 言葉 を 声高に 唱えた ものでした。 



(注) アブ 一ズ パイルと イブ ン 'ズ パイル (アブ ドッラ 一) との 間に は 特に 親子関係 はない。 
前者 は 解放 奴隸の 出身 

解放 奴隸の アブ一 'ズ パイル は 次のように 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' ズ パイル は イブ ン 'ヌ マイルが 伝えた ハディ一 スの如 〈各 礼拝の 直後に 

"アツ ラーの 他に 神な し" と 唱えて いた。 

彼 は それ を ハディ一 スの 最後の 段で 伝えた。 

それから また イブ ン'ズ バイ ルは 次のように 語って いる。 

アツ ラ一 の 使徒 は 各 礼拝の 直後に" アツ ラ一 の 他に 神な じ' と 声高に 唱えて いた。 

アブ一 'ズ バイ ルは 次のように 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'ズ パイル (注) が 説教 壇上で 人々 に 向かって 説教して 次のように 
語って いる 言葉 を 聞いた。 

アツ ラーの 使徒 は 義務の 礼拝 もしくは その他の 礼拝の 最後の 挨拶 礼 を 終えた 後 前記 ハ 
ディ一 スを 述べた ものでした。 

(注) 彼の 母 は 預言者の 妻ァ一 イシ ャの 姉ァス マ一 ゥ である。 
また 彼 は マディ一 ナヘの 移住者 達の 間で 最初に 生れた 子供だった 

アブ一 .ズ パイル 'マッキ一 (解放 奴隸） は 次のように 伝えて いる 

彼 は アブ ドッラ 一ゼン 'ズ パイルが 礼拝の 最後の 挨拶 礼 を 終えた 後に 前記の 二人の ハ 

ディ一 スの 如き 文 言 を 唱えて いる 声 を 聞いた。 

しかし 彼 はまた アツ ラ一 の 使徒から それ を 直接 聞き及んで 伝えて いると も 語った。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる （これ は クタ ィバの 伝えた ハディ一 ス でも ある） 
移住者 達の 中で 貧しい 人達が アツ ラ一 の 使徒の もとへ やって来て こういった。 
「資産家 達 は 既に 最高の 地位と 天国での 久遠の 至福と を 占めて しまって いる」 
すると 預言者 は 尋ねて し、 つた。 
「それ はどうい う 意味です か」 
そこで 彼ら は 次のように 説明した。 

「彼ら 資産家 達 は 私達が 礼拝す る ごとく 礼拝し、 私達が 断食す る ごとく 断食して います。 
その上 彼ら は 施し をし ます。 然し 私達 は 施す 余裕が ありません。 
彼ら は 奴隸を 解放し ますが 私達 は 奴隸を 解放し ません」 
そこで アツ ラーの 使徒 はこうい つた。 

「私 は あなた 方に 対して あなた 方に 先行した 人達に 追いつき、 あなた 方の 後から 来る 者に 
は 先んじる ことができ るすべ を 教えた ではありません か。 



あなた 方が 行った 行為と 同じ 行為 を 行った 者 を 除いて あなた 方に 優る 者 は 誰一 人と して 
いないで はありません か」 

そこで 彼等 は 「はい、 確かに、 アツ ラ一 の 使徒 様」 といった がさら に 預言者 はこうい つた。 

「あなた 方 は 各 礼拝の 直後に アツ ラーの 栄光 をた たえ、 アツ ラ一 は 偉大な りと 唱え、 33 回 
アツ ラ一 を 讃美しなさい」 

ところで アブ一 'サ 一リフ は 次のように 伝えて いる。 

移住者 達の 中で 貧しい 者 達が アツ ラ一 の 使徒の もとに 戻って 来て こういった。 
「私達の 兄弟の 資産家の 人々 は 私達が 行った こと を 聞き それと 同じ 行為 をし ました」 
そこで アツ ラーの 使徒 はこうい つた。 

「これ は アツ ラーの 恩寵で あり、 アツ ラ一 は それ をみ 心の ままに 嘉し 給える 者に 与え 給う」 

ところで ス マイヤ は 次のように 語った。 

「私 は 家族の 何人 かに この ハディ一 スを 伝えた」 

すると 家族の一 人が" あなた は 思し、 ちがいし ている" といって 預言者の 言葉 を 次のように 
伝えた。 

「あなた は 33 回 アツ ラーの 栄光 をた たえ 33 回 アツ ラ一 を 讃美し そして アツ ラ一 は 偉大な リ 
と 33 回 唱えなさい」 

そこで 私 は アブ一 'サ 一リフ のと ころへ 戻り 彼に 事の 次第 を 伝えた。 
すると 彼 は 私の 手 をと リ 次のように 云った。 

「アツ ラ 一は 偉大な リ、 アツ ラーの 栄光に たたえ あれ、 称讃は アツ ラーに のみ、 アツ ラ一 は 
偉大な リ、 アツ ラ一 の 栄光に たたえ あれ、 称讃は アツ ラーに のみ …… 」 
こうして 彼 は それらす ベて を 33 回 唱えつ づけた。 
ところで イブ ン 'アジ ユラ一 ンは 次のように 語って いる。 
私 はこの ハディ一 スをラ ジャ一 ゥ 'ビン 'ハ イワに 語った。 

すると 彼 は それと 同様の ハディ一 スを 預言者、 アブ一 'フ ライラ、 アブ一 'サ 一リフ の 伝承 

順序で 私に 伝えた。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒から 聞いた として 次のように 伝えて いる 
人々 （移住者の うち 貧しい 人々） はこうい つた。 

「アツ ラ一 の 使徒よ、 資産家 達 は 最高の 地位と 天国での 久遠の 至福 を 占めて います」 
さて 残りの ハディ一 スは ライスからの 伝聞と して クタ ィバが 伝えた ものと 同じで ある。 
しかし 彼 は アブ一 'フ ライラの 伝える ハディ一 スの 末尾に アブ一 'サ 一リフ の 言葉 を 挿入し 

た。 

それ は" それから 移住者 達のう ちの 貧しい 人々 は 戻って きた" 以下の一 節で ある。 
また 彼 は 次の 部分 を 付加した。 

「ス ハイル はいって いる、 11 回ず つ 唱えて 全て を 合わせる と 33 回になる （注）」 



(注) 例えば" アツ ラ一 は 偉大な リ、 アツ ラ一 の 栄光に 讚え あれ、 称讃は アツ ラ一 にの み" と 

いう一 連の 言葉 を 11 回 唱えれば 計 33 回 アツ ラ一 を讃 えた ことになる 意 

力 アブ' ビン' ウジ ユラ は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 
「礼拝の 直後に 唱える 言葉が ある。 

それ を 唱える 者 または 行う 者 は 決して 失望す る こと はない。 

その 言葉 は" アツ ラ一 に 栄光 あれ" を 33 回、 "アツ ラ一 に讃ぇ あれ" を 33 回、 "アツ ラ一 は 偉 
大なリ "を 34 回 唱える ことで ある」 

力 アブ' ビン' ウジ ユラ は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 
「礼拝の 直後に 唱える 言葉 （ムァ ツキ バート） が ある。 
それ をし、 う 者 または それ を 行う 者 は 決して 失望す る こと はない。 

それ は" アツ ラーに 栄光 あれ" を 33 回、 "アツ ラーに 讃ぇ あれ" を 33 回、 "アツ ラ 一は 偉大な 
り" を 34 回 各 礼拝の 後に つづいて 唱える ことで ある」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ハ カムに よって 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「各 礼拝の 最後に" アツ ラーに 栄光 あれ" と 33 回 唱え、 また" アツ ラーに 讚え あれ" と 33 回 
唱え、 "アツ ラ一 は 偉大な リ" と 33 回 唱えて 全て 合わせて 99 回 を 唱え、 その上" アツ ラーの 
他に 神な し、 アツ ラ一 は 独一 者な リ、 彼に 同位 者な ぐ 大権 は 彼に のみ あり、 讚辞 は 彼の 
みに 帰され、 彼 は 全てに 全能で ある" という 言葉 を 加えて 100 回と なす 者 は 誰で あれ、 そ 
の 者の 宗教 上の 罪 は、 たとえ それが 波立つ海の 泡の ように 多くと も 全て 赦 される だろう 
(注)」 

(注) これらの 赦 される 罪 は 当然 大罪で なく 小 罪で ある 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラに よって 伝えられ ている。 



礼拝 開始の タク ビールと それに つづく クル ァ一ン 読誦との 間に 唱え 

られる 言葉 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 礼拝 を 始める にあたって タク ビール を 唱え 次の クル ァ―ン の 朗誦に 入 

る 前にし ばらく 間 をと つて 沈黙して いた ものだった。 
そこで 私 は 彼に 次のように 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私の 父母に も 代え 難いお 方よ、 タク ビールと クル ァ一ン 朗誦の 間の 
沈黙 時に あなた は 何 をい つてい るの か 私に お教え 下さい」 
すると 彼 は 次のように 念じて いると 答えた。 

「おお アツ ラ一、 あなたが 西と 東 を 隔てた ように、 私と 私の 数々 の 罪 をお 隔て 下さい。 
おお アツ ラ一、 白い 布が 汚れから 清められる ように 私 を 数々 の 罪から ぉ浄め 下さい。 
おお アツ ラ一、 水と 氷と 雹 （注） でもって 私から 数々 の 罪 を 洗い 落して 下さい」 

(注) アラビア では 雪 は 降らない が 雹 は 時々 降る ことがある 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 第二 回 目 の 屈 身 礼から 身 を 起す 際に ただちに 「アツ ラ一 に 讚え あれ、 万 
世の 主 …… 」 （開扉 章) を 朗唱し その 間に 沈黙す る ことはなかった。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

—人の 男が 息せ き 切って やって きて 礼拝の 列に 加わり、 次のように いった。 

「アツ ラ一 に称讃 あれ、 多くの 称 讚が、 み 恵みと 祝福が あれ かし」 

それから アツ ラ一 の 使徒が 礼拝 を 終えた 時 彼 は 次のように 尋ねた。 

「そのような 言葉 を 誰が いったので すか」 

ところが 人々 は 黙った ままで したので 彼 は 再び 尋ねて こういった。 

「誰が いったので すか。 その 者 は 決して 悪い こと を 口にした わけではありません」 

そこで一 人の 男が 次のように いった。 

「私 は 遅れて やって 参り ましたが 息が 苦しくて ついその ようにい いました」 

すると 預言者 はこう 申された。 

「私 は 12 人の 天使 達が その 言葉 を 誰が アツ ラ一 のみ もとに 伝える かで 相互に 競って いる 
様子 を 見ました」 

イブ ン' ウマル は 次のように 伝えて いる 



私達が アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝 を 捧げて し、 る 最中に 誰かが 次のように いった。 
「アツ ラ 一は 真に 偉大な リ、 アツ ラーに 絶大なる 称讃 あれ、 朝な タ なに アツ ラーに 讃美 あれ 
かし」 

そこで アツ ラーの 使徒 はこうい つた。 
「しかじかの 言葉 を 唱えた 者 は 誰です か」 
すると 人々 の 中の 叫 人が こういい ましたい 
「私です。 アツ ラ一 の 使徒 様」 
そこで アツ ラ一 の 使徒 はこう 申されました。 

「私 は 驚きました。 天国の 門が そのために 開かれた のです から」 さて イブ ン 'ウマル は 次の 

ように 語った。 

「私 は アツ ラーの 使徒の 口から この 言葉 を 聞いた 時 以来 (前述の） 讃美の 言葉 を 唱え つづ 
けて います」 



礼拝 は 厳粛に 平静に 行う ことが 好ましい こと、 あわただしく 行う こと は 禁じら 
れて いる こと 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけ (イカ一 マ） が 詠唱され た 時で も あなた は 礼拝に 急いで 走って 
来て はいけ ません。 
平静に 歩いて 来なさい。 

そして 間に合った 部分 をまず 礼拝し 、やり 過した 部分 は 後で 完了 させなさい」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように いったと 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけが 詠誦され た 時で も 礼拝に 急いで 走って 来て はいけ ません。 
平静に 歩いて 来なさい。 

そして 間に合った 部分 をまず 礼拝し 、やり 過した 部分 は 後で 完了 させなさい。 
なぜならば 誰でも 礼拝に 赴こうと 決めた 時 その 時から 彼 は 実質的に 礼拝 中で あるの だか 
ら です」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒から 聞いた たくさんの ハディ一 ス のうち その一 つ を 次のように 伝 
えてい る 

「礼拝の 呼びかけ があった 時、 あなた 方 は 礼拝に 急いで 走って 来て はいけ ません。 
平静に 歩いて 来なさい。 

そして 間に合った 部分 をまず 礼拝し やり 過した 部分 は 後で 完了 させなさい」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時、 誰でも 礼拝に 走って 来て はいけ ません。 
静かに 落ち着いて 来なさい。 

そして 間に合った 部分 を 礼拝し、 追いついた 時点で イマームが あなたに 先行して いた 部 
分 は 後で 完了 させなさい」 

アブ ドッラ 一ビン' アブ一' カタ一 ダは 彼の 父親からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私達が アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝して いる 最中に 預言者 は (後方で 起こった) 騒ぎ を 耳 
にしました。 

そこで 彼 は 礼拝が 終った 時 「何事です か」 と 尋ねた。 
すると 彼等 は 次のようにい いました。 
「私達 は 礼拝へ 急いで かけつけ たもので」 
すると 預言者 はこうい いました。 
「そのような こと をして はいけ ません。 



いつ 人々 は 礼拝の ために 立ち上がるべき か 

アブ一' カタ一 ダは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 

「礼拝 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時、 あなた 方 は 私 を 見る まで は 立ち上 力 《 つて はなり 
ません」 

ところで 伝承 者の一人 イブ ン 'ハ 一テム は" 礼拝 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時" か、 或 
し、 は" 礼拝への 呼びかけ があった 時" かの どちら かの 表現で あると 伝えて いる。 

アブ一' カタ一 ダが 父からの 伝聞と して 伝えた 別の 伝承で は それ は" 確かに 私 （預言者） が 出て 来 
たと ころ を 見る まで は" と ある。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

礼拝 直前の 呼び掛けが 詠唱され、 そこで 私達 は 立ち上が リア ッラ一 の 使徒が 私達のと こ 
ろへ やって来る 前に 列 を 整え （待って い） た。 
そこへ アツ ラ一 の 使徒が やって来た。 

そして 最初の タク ビール を 唱える 前に 彼の イマ一 ム としての 礼拝の 場所に 立った 時 彼 は 
(急に） 何 か を 思い出した、 そこで 彼 は" あなた 方 は その 場に そのままに" といいながら 立 
ち 去った。 

それで 私達 は 立った まま 彼が やってく るまで そのまま 待ちつ づけた。 

その 間 彼 は 確かに 身体 を 洗って いたが （出て 来た 時には） 彼の 頭から はしず くが 垂れて い 

た。 

それから 彼 は タク ビール を 行い 私達 を 先導して 礼拝した。 

アブ一 'サ ラマ は アブ一 'フ ライラからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
礼拝 直前の 呼びかけが 詠唱され、 人々 は 列 を 整えて 並んだ。 
そして アツ ラ一 の 使徒が 出て きて イマ一 ム としての 彼の 礼拝の 場所に 立った。 
それから 彼 は 手で" あなた 方の 場所に そのまま いるよう に" と 彼等に 合図 をした。 
そして 彼 は 出て いったが その 間 確かに 身体 を 洗って いたので （戻って 来た 時には） 彼の 頭 
力、 ら はしず くが 垂れて いた。 
それから 彼 は 私達 を 先導して 礼拝 を 行った。 

アブ一 'サ ラマ は アブ一 'フ ライラからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

礼拝 直前の 呼びかけが アツ ラーの 使徒の ために 詠唱され た 時、 預言者が 彼の 場所に 立 
つ 以前に 人々 は 列 を 整えて 並んだ。 

ジャ 一ビル' ビン' サム ラは 伝えて いる 



ビラ一 ルは 太陽が 西に 傾いた 時、 ァザ一 ンを 詠唱した が 預言者が 出て くるまで は 礼拝 直 
前の 呼びかけ は 詠唱し なかった （注）。 

(注) つまり ビラ一 ルは 預言者が 出て 来て 彼の 姿 を 見た 時 はじめて 礼拝 直前の 呼びかけ 
を 詠唱した 



礼拝 中の 屈 身 礼に 間に合った 者 は 確かに その 礼拝に 間に合った ことになる 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「礼拝 中の 屈 身 礼に 間に合った 者 は 確かに その 集団 礼拝に 間に合った ことになる」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「イマームと一 緒に 行われる 礼拝 中の 屈 身 礼に 間に合った 者 は 確かに その 礼拝に 間に 
合った ことになる」 

アブ一' フライ ラは 別の 伝承 者 経路 を 経て 同様の ハディ一 スを 伝えて いる。 

しかし ここで は" イマ一 ムと一 緒に" という 語句 は 伝えて いない。 

また 伝承 者の一 人ゥバ イド ッラ一 が 伝えた ハディ一 ス では" 彼 は 確かに 礼拝の 全てに 間に合った" 

と ある。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が 昇る 前 （に 行う）、 日の出 前の 礼拝で、 その 屈 身 礼の一 つに 間に合った 者 は、 確 
かに 日の出 前の 礼拝に 間に合った ことになる （注） 
また 太陽が 沈む 前の 午後の 礼拝で、 その 屈 身 礼の 一つに 間に合った 者 は、 確かに 午後 
の 礼拝に 間に合った ことになる」 

(注） 日の出、 天 中、 日没 時の 太陽 運行に 伴う 三時 点に おける 礼拝 は 太陽 崇拝に 通じる と 
して 禁じられた 力、 これ は それ 以前の ハディ一 ス だろう 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ァ一 イシ ャは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が 沈む 前 （に 行う）、 午後の 礼拝で、 その 平伏 礼の一 つに 間に合った 者、 もしくは 太 
陽が 昇る 前 （に 行う）、 日の出 前の 礼拝で、 その 平伏 礼の一 つに 間に合った 者 は、 確かに 
それらの 礼拝に 間に合った ことになる」 
ところで 平伏 礼と はこ こで は 屈 身 礼 を 暗に 意味して いる。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が 沈む 前に、 午後の 礼拝の 屈 身 礼の一 つに 間に合つ たもの は、 確かに 間に合った 
ことになる。 

太陽が 昇る 前に、 日の出 前の 礼拝の 屈 身 礼の一 つに 間に合った 者 は、 確かに 間に合つ 
たこと になる」 

同様の ハディ一 ス がマァ マルに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



五つの 義務の 礼拝の 時刻 

イブ ン'シ ハーブ は 次のように 伝えて いる 

ウマル' ビン' アブ ドル 'ァズ イーズ はいぐ S; ん 午後の 礼拝 を 遅らせた。 

そこで ウル ヮゼン 'ズ ハイル は 彼に いった。 

「天使 ジブ リール は 確かに 天下って 来て アツ ラ一 の 使徒 を 先導して 礼拝 を 行った ので はな 
いです か （注）」 

そこで ウマル は 彼に こういった。 

「ウル ヮょ、 あなた は 自分が 何 をい つてい るか 解って いるので すか」 
そこで 彼 はこう 語った。 

私 （ウル ヮ） は バシ一 ルゼン 'アブ一' マス ゥ一ド が 次のように 語った 言葉 を 聞いて います。 
私 (バ シール） は 父 （アブ一' マス ゥ一 ド) が アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉 を 耳に した 
とい ラ こと を 伝聞した。 

「天使 ジブ リールが 降りて 来て 私 (預言者) を 先導した。 
そこで 私 は 彼と一 緒に 礼拝した。 

それから 私 は 彼と一 緒に 礼拝した、 それから 私 は 彼と一 緒に 礼拝した。 

それから 私 は 彼と一 緒に 礼拝した、 それから 私 は 彼と一 緒に 礼拝した」 

と 彼 (預言者） は 指で 五 回の 礼拝 を 数えながら いった。 

さて イブ ン 'シ ハーブ はまた 次のように 伝えて いる。 

ウマル' ビン' アブ ドル' ァズィ 一ズが 或る日 礼拝 を 遅らせた。 

そこへ ウル ヮ 'ビン 'ズ パイルが 入って 来て 彼 （ウマル） に 次のように 語った。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バがク 一ファ 在任中の 或る日の こと 礼拝 を 遅らせた ことがある。 

すると アブ一' マス ゥ一ド 'アンサ 一リーが 彼 （ムギ 一ラ） の 所に やって来て 次のように いつ 

た。 

ムギ一 ラょ、 これ は一 体 どうした ことです 力、、 あなた は 次の こと を 知らないので すか。 
天使 ジブ リールが 降りて きて 礼拝した。 
それで アツ ラ一 の 使徒 も 彼と ともに 礼拝した。 

それから また ジブ リールが 礼拝し それで 預言者が 礼拝し、 それから また ジブ リールが 礼 

拝し、 それで 預言者が 礼拝し、 それから また ジブ リールが 礼拝し それで 預言者が 礼拝し、 

それから また ジブ リールが 礼拝し それで 預言者が 礼拝した。 それから 預言者 は" このよう 

に 私 は 命じられました （注）" といった。 

さて ウマル は ウル ヮ にこうい つた。 

「ウル ヮょ あなたが 語って いる こと をよ く 考えて みなさい。 

実に 天使 ジブ リールが アツ ラ一 の 使徒に 礼拝の 時刻 を 教えた ので はない か」 

そこで ウル ヮは" そのよう に バン一 ル 'ビン' アブ一' マス ゥ一ド も 父からの 伝聞と して 伝え 

た" といった。 



ウル ヮは 預言者の 妻ァ一 イシ ャが 彼に 次のように 語った として 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 使徒 は 彼女の 部屋に 日が かげる 前の 未だ 太陽の 光が そこに 射し 込んで いるう 

ちに 午後の 礼拝 を 捧げた ものでした。 

(注) 礼拝の 時刻 もまた 神の 意思に よって 決められた、 礼拝 は その 指定され た 時刻 も 含め 
て アツ ラ一 の 意思に より 命じられた ものの 意 か 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 次のように 伝えられ ている 

預言者 は 太陽の 光が 私の 部屋に 射し 込んで いる 内に 午後の 礼拝 を 行った もので したが 
その 時 はま だ 午後の 日影が 長く 延びて 部屋 を 覆う 前であった。 
また 伝承 者の一人 アブ一 ■ ノ く クル (イブ ン ■ アブ一 ■ シャイ/ も 午後の 日 影が 長く 延びて 未 
だ 部屋に 射し 込む 前で あつたと 証言して いる。 

預言者の 妻ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 太陽が 彼女の 部屋 を 明るく 照して いる 内に 午後の 礼拝 を 行って いた。 

その 時 はま だ 午後の 日影が はっきりと 彼女の 部屋にまで 長く 延びる 前であった。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 使徒 は 太陽の 光が 私の 部屋に まだ ある 内に 午後の 礼拝 を 捧げて いた。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは アツ ラ一 の 預言者が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方が 日の出 前の 礼拝 を 行う 時間帯 は、 太陽の 初 光が 現れる までの 時刻で ある。 
それから 昼過ぎの 礼拝 を 行う 時間帯 は、 午後の 礼拝の 時刻に 入る までの 間で ある。 
また 午後の 礼拝 を 行う 時間帯 は、 太陽が 黄昏 色に 染まる 時刻まで である。 
また 日没後の 礼拝 を 行う 時間帯 は、 黄昏の 光が 消えう せて し 辛つ までの 間で ある。 
そして 夜の 礼拝 を 行う 時間帯 は、 夜半に 至る までの 間で ある」 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

「昼過ぎの 礼拝の 時間帯 は、 午後の 礼拝の 時刻になる 前までの 間で ある。 
また 午後の 礼拝の 時間帯 は、 太陽が 黄昏 色になる 前までの 間で ある。 
また 日没後の 礼拝の 時間帯 は、 日没後の 夕焼けが 消え去る までの 間で ある。 
また 夜の 礼拝の 時間帯 は、 夜半に 到る 前までの 間で ある。 
そして 日の出 前の 礼拝の 時間帯 は、 太陽が 昇る 前までの 間で ある」 

アブ 一'パク ルゼン 'アブ一' シャイ バと ヤヒヤ 一'ビン 'アブ一 ブ カイル は 別の 伝承 者 経路 を 経て 
同様の ハディ一 スを 伝えて いる。 



二人とも シ ユウ バ からの 伝聞と して 伝えて いるが シ ユウ バ はこの ハディ一 スの 伝承 経路 を一 度 だ 
け さかのぼって 検討した が 二度まで は 調べて いないと いっている。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「昼過ぎの 礼拝の 時間帯 は、 太陽が 天 中 を 過ぎた 時から 始まり、 人の 影が 身長と 同じ 長 
さになる 時刻まで、 つまり 午後の 礼拝の 時刻に 到る 前まで、 の 間で ある。 
午後の 礼拝の 時間帯 は、 太陽が 黄昏 色になる 前までで あり、 日没後の 礼拝の 時間帯 は、 
日没後の 夕焼けが 消える 間までで あり、 夜の 礼拝の 時間帯 は、 真夜中まで である。 
日の出 前の 礼拝の 時間帯 は、 暁が 現れた 時から 太陽が 昇る 前までの 間で ある。 
しかし もし 太陽が 昇って しまったならば 礼拝 を 控えなさい。 なぜならば それ は 悪魔の 双 角 
の 間から 昇る からです （注）」 

(注) 太陽 崇拝の 禁止と 関係が あるだろう 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 各 礼拝の 時刻に ついて 尋ねられた。 
そこで 彼 は 次のように 答えた。 

「日の出 前の 礼拝の 最後の 時刻 は、 日の出の 初 光が 現れる 前までで ある。 

そして 昼過ぎの 礼拝の 始まりの 時刻 は、 太陽が. 天頂から 傾いた 時からで あり、 その 最 

後の 時刻 は、 午後の 礼拝に 到る 前までで ある。 

そして 午後の 礼拝の 最後の 時刻 は、 太陽が 黄昏 色と なり その 初 光が 沈む 前までで ある。 
そして 日没後の 礼拝の 時間帯 は、 太陽が 沈んだ 時から 始まり、 日没後の 残光が 消え去る 

前までで ある。 

そして 夜の 礼拝の 時間帯 は、 夜半に 到る までの 間で ある」 

アブ ドッラ 一'ビン' ヤヒヤ一 は 父から 次の 言葉 を 聞いた として 伝えて いる 

人 は 労せ ずして 知識 を 得る こと はでき ない （注）。 

(注) 突然 前後の ハディ一 スと 関係がない ハディ一 スが ここに ある、 せいぜい 礼拝 時刻に 
関する ハディ一 スを 集めて 伝承す る 労苦に 関係して いるの だろう か 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
或る 男が アツ ラ一 の 預言者に 礼拝の 時刻に ついて 尋ねた。 
そこで 預言者 はこうい つた。 
「私達と一 緒に この 二 日 間 礼拝 を 共に しなさい」 
力 、くて 太陽が 天頂から 傾いた 時、 預言者 は ビラールに ァザ一 ンを 命じた。 



ついで 預言者 は ビラールに 昼過ぎの 礼拝 直前の 呼びかけ （イカ一 マ） を 命じた。 
それから また 預言者が 命じ、 それで ビラ一 ルは 午後の 礼拝 直前の 呼びかけ を 詠唱した。 
その 時日 は 高ぐ 白く 澄んで いた。 

それから 太陽が 沈んだ 時、 また 命じた ので ビラ一 ルは 日没後の 礼拝 直前の 呼びかけ を 
詠唱した。 

それから 日 没後の 薄明り が 消えた 時、 また 命じた ので ビラ一 ルは 夜の 礼拝 直前の 呼び か 
け を 詠唱した。 

それから 晩が 現れた 時、 また 命じた ので ビラ一 ルは 日の出 前の 礼拝 直前の 呼びかけ を 
詠唱した。 

二日 目 になった 時、 預言者 は ビラールに 灼熱の 時間帯が 過ぎる まで、 昼過ぎの 礼拝 を 遅 
ら せる ように 命じ、 彼 は そのよう にした。 

力 、くして 預言者 は （一日のう ちで) 最も 暑い 時間帯が 過ぎ去る まで 礼拝 を 遅らせる こと を 許 
した。 

また 預言者 は 日 はま だ 高かった が、 午後の 礼拝 を 前日に 礼拝した 時刻よりも 一層 遅らせ 
て 行った。 

それから 日没後の 薄明り が 消え去る 直前に、 日没後の 礼拝 を 行い、 夜の 三分の一 が 過 
ぎた 頃に 夜の 礼拝 を 捧げた。 

また 預言者 ははつ きりと 夜が 明けた 時に、 日の出 前の 礼拝 を 行った。 
それから 預言者 は 「礼拝の 時刻 を 尋ねた 者 は 誰だった か」 と 尋ねた。 
そこで その 男 （質問者) が 「私です、 アツ ラ一 の 使徒 様」 というと 彼 は 次のようにい つた。 
「あなた 方の 礼拝の 時刻 は、 あなた 方が これまで 見て きた 範囲 内に あります （注）」 

(注） 五つの 義務の 礼拝の それぞれの 時刻に ついて 第一 日日 は 最も 早い 例で 第二 日 目 
は 最も 遅い 例で 示した 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

—人の 男が 預言者の 所に やって来て 各 礼拝の それぞれの 時間帯に ついて 尋ねた。 

そこで 預言者 は 「私達と一 緒に 礼拝 をしなさい」 と 彼に いった。 

そして 預言者 は ビラールに 命じ 、ビラール は 夜明け 間近の 間の 中で ァザ一 ンを 詠唱した。 

そして 彼 は 暁が 現れた 時に 日の出 前の 礼拝 を 行った。 

それから 預言者 は 太陽が 天頂 を 過ぎて 傾いた 

時に、 昼過ぎの 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 

それから 預言者 はま だ 日が 高し、 うちに 午後の 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 

それから 彼 は 太陽が 沈んだ 時に 日 没後の 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 

それから 日没後の 薄明り が 消え去った 時に 夜の 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 

翌日 預言者 は、 あたりが 夜明けの 光で 満たされた 時に、 ビラ一 ルにァ ザ一 ンを 命じた。 



それから 彼 は 一番 暑い 時が 過ぎた 時に、 昼過ぎの 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 
それから 太陽が 未だ 白く 澄みき つていて 黄色 味 を 帯びる 前に、 午後の 礼拝の ァザ一 ンを 

命じた。 

それから 日 没後の 薄明り が 消える 前に、 日 没後の 礼拝の ァザ一 ンを 命じた。 
それから 彼 は 夜の 三分の 一もしくは それより 少し 前 頃に、 夜の 礼拝の アサ一 ンを 命じた。 
ところで、 伝承 者の一 人で ある ハラ ミ一 は 夜間の いつ 頃であった のか その 特定に ついて 
は 疑念 を 抱いて いた。 

朝が やって 釆た 時、 預言者 は 次のように 申された。 

「礼拝の 時間帯に ついて 尋ねた 者 は どこに います か。 

二 日 間で あなたが 見た 各 礼拝の 早晩の 差の 間 それが それぞれの 礼拝の 時間帯です」 

アブ一 ■ ムーサ一 は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の もとに 或る 男が やって来て 礼拝の 時間帯に ついて 尋ねた 力、 預言者 は 
彼に 何も 答えなかった （注）。 

そして 預言者 は 夜明けが 始まった 時、 日の出 前の 礼拝 を 行った。 

しかし この 時 は 人々 はお 互の 顔 を ほとんど 識別 不能な 程の 闇でした。 

それから 預言者 は 太陽が 天頂から 傾いた 時に、 昼過ぎの 礼拝 直前の 呼びかけ を 命じた。 

或る 者 達 は その 時 はきつ かり 正午だった という かも 知れない。 

しかし もともと 預言者 は 彼らよりも はるかに ご存知の はずであった。 

それから 太陽が 未だ 高い 内に、 午後の 礼拝 直前の 呼びかけ を 命じた。 

それから 太陽が 沈んだ 時、 日 没後の 礼拝 直前の 呼びかけ を 命じた。 

それから 日 没後の 薄明り が 消えた 時、 夜の 礼拝 直前の 呼びかけ を 命じた。 

翌日に なって 預言者 は 日の出 前の 礼拝 を かなり 遅らせた ので 礼拝から 戻った 者 は その 

時 確かに 太陽 は 昇り 切って いた 、もしくは まさに 太陽 は 昇り 切らん としていた という 程で し 

た。 

それから 彼 は 昼過ぎの 礼拝 を 昨日の 午後の 礼拝の 時間の 間近になる まで 遅らせた。 
それから 午後の 礼拝 を 遅らせた がその 日 の 礼拝から 戻った 者 は、 確かに 太陽が 赤くな つ 
ていたと いう 程でした。 

それから 彼 は 日没後の 礼拝 を 日没後の 薄明り が 消え ゆく 頃まで 遅らせた。 
それから 夜の 礼拝 は 夜間の 最初の 三分の一 が 過ぎる 頃まで 遅らせた。 
それから 朝が やって来た 時 預言者 は （最初に 彼に) 尋ねた 男 を 呼んで 次のようにい つた。 
「礼拝の 時間 は これら 対応す る 礼拝 時刻の 間の 時間帯に ある」 

(注) 預言者 は 尋ねた 男と 礼拝 を 共に する ことによって 体験 的に 礼拝の 時間帯 を 教える つ 
もりで あつたから 



アブ一 ■ ムーサ一 は 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

或る 男が 預言者の ところへ やって きて 各 礼拝の 時刻に ついて 尋ねた。 

以下の 部分 を 除いて は 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 

" 第二 日日に 預言者 は 日没後の 礼拝 を 日没後の 薄明り が 消え去る 前に 行った 



集団 礼拝に 参集す る 者が 途中で、 灼熱の 太陽の もとに さらされる こと を 避 
ける ために も、 灼熱 時間帯が 過ぎる まで、 昼過ぎの 礼拝 を 遅らせる こと は 好 
ましい ことで ある 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「昼の 暑さが一 段と 激しくな つた 時 は、 最も 暑い 時が 過ぎてから、 昼過ぎの 礼拝 をしなさい。 
なぜならば、 この 酷暑の 厳しさ はま さに 地獄の 業火の 吐息の ような もの だからで ある」 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラに よって 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「酷暑の 日 に は 最も 暑い 時が 過ぎてから、 昼過ぎの 礼拝 をしなさい。 
なぜならば、 この 酷暑の 厳しさ は 地獄の 業火の 吐出の ような もの だから」 
アブ一 'フ ライラに よる 別の 伝承で は" 最も 暑い 時 を やり 過して から 昼過ぎの 礼拝 をし なさ 

い。 

なぜなら この 酷暑の 厳しさ は 地獄の 業火の 吐出の ような もの だから" と ある。 

アブ一' フライ ラは 前記と 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「確かに 酷暑 は 地 鉄の 業火の 吐出で ある。 
されば 涼しくなる 時まで 礼拝 時刻 を 遅らせなさい」 

ハン マ一 ムゼン 'ム ナツ ビフは アブ一 'フ ライラが 預言者から 聞いた ものと してし 、くつ かの ハディ一 

スを 伝えて いる。 

そのうちの 一つが 次の ハディ一 ス であり、 そこで は アツ ラーの 使徒 は 次のように いっている 
「酷暑 を さけて 涼しくな るまで 礼拝 時刻 を 遅らせよ。 
なぜなら この 酷暑の 厳しさ は 地獄の 業火の 吐出で あるから」 

アブ一 ■ ザ ツル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の ム アツ ジン (ァ ザ一 ン 詠唱 者） が 昼過ぎの 礼拝の ァザ一 ンを 詠唱した。 
すると 預言者 は 「涼しくな るまで 遅らせなさい。 涼しくな るまで 遅らせなさい」 もしくは 「待ち 
なさい、 待ちなさい」 といった。 
そして 彼 は 続けて こういい ました。 

「この 酷暑の 厳しさ は 地秩の 業火の 吐出の ような もの だから 著さが 厳しい 時 は、 礼拝 を 涼 

LX なる まで 遅らせなさい」 



アブ—' ザ ツル はさら に 次のように 伝えて いる。 
「私達 は 砂丘の 影 を 見る まで 待った （注) 」 

(注) つまり 日 が 傾き 涼しくな るまでの 意 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「地獄の 業火が 主 (アツ ラ一） に 次の ような 苦情 を 申し立てた。 
『おお 主よ、 混雑の あまり 私の一 部が 別の一 部 を 焼きつ くして 困ります』 
そこで 主 は 業火に 二つの 吐息 をお 許しに なった。 
—息 は 冬の 吐息 、もう一 息 は 夏の 吐息であった。 
それが あなた 方が 体験す る 夏の 酷暑で あり、 また 冬の 酷寒 (注) である」 

(注） この 言葉の 原語 は 外来語 起源の 卑語で ある。 
元来 地獄の 特性 は 極寒と 極熱で ある こと を 暗示して いる 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「暑い 時には 涼しくな るまで 礼拝 を 遅らせなさい。 
なぜなら 確かに その 酷暑の 厳しさ は 地獄からの 吐息な の だから」 
そして さらに 預言者 は 次のように いった。 
「地獄の 業火が 主 (アツ ラー） に 苦情 を 述べた。 
そこで 主 は 毎年 二回の 吐息 を 吐く こと を 許した。 
その一 息 は 冬に、 もう一 息 は 夏で ある」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「地獄の 業火 は 主にこう いった。 
『私の一 部が 別の一 部分 を 焼きつ くして います。 
だから 吐息 を 吐く こと をお 許し 下さい』 
そこで 主 は 火に 二回の 吐息 を 許した。 
その一 つ は 冬に もう一 つ は 夏の 吐息で ある。 

ゆえにに あなた 方が 体験した 酷寒 それ は 地獄からの 吐息で あり、 酷暑 もまた 地獄からの 
吐息で ある」 



酷暑 以外で は 定まった 時間の 初めのう ちに 昼過ぎの 礼拝 を 行う ことが 好ま 
しい 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 太陽が 少し 西に 傾いた 時に 昼過ぎの 礼拝 をして いた。 

ハツ パーブ は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラーの 使徒に 熱砂の 上での 昼過ぎの 礼拝の 歯 難 を 訴えた。 
しかし 預言者 は 私達の 苦情に 注意 を 払わなかった （注）。 

(注） 明かに 前 出の ハディ一 スの 内容と 矛盾す るが ゾ、 ツバ一 ブ 達の 訴えが 遅らせる こと 
の 出来る 時間の 限 度を越え ていた ものであった ためと 解釈され ている 

ハツ バ一ブ は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラーの 使徒の もとに やって来て 非常に 熱くな つた 地面 もしくは 砂の 上での 礼拝 
の 困難 さ を 訴えた。 

しかし 彼 は 私達の 苦情に 耳 を 傾けなかった。 

ところで 伝承 者の 一人ズ ハイル は 次のように 伝えて いる。 

私 は アブ一' イス ハ一ク に 「それ は 昼過ぎの 礼拝に 関する ことです か」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 「そうです」 と 答えた。 

そこで 私 は 再び 「礼拝 を 早めに 行う ことにつ いてです か」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 「そうです」 と 答えた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私達 は 非常に 暑い なかで アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 礼拝して いた。 

そして 私達のう ちの一 人が 彼の 額 を 地面に つける ことができなかった 時、 彼 は 彼の 衣服 
を 広げ その上で 平伏 礼 をした。 



午後の 礼拝 は 早めに 行う ことが 好ましし、 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 太陽が 高く そして 輝いて いる 時に 午後の 礼拝 を 行った。 

それから 或る 男が マデイーナから アワーリー 村 （マデイーナの 近くの 高地の 村) へ 出かけ 

やがて その ァヮ一 リ一 村へ やって来 たが 未だ 太陽が 高い 内に 到着した。 

伝承 者の一 人 イブ ン 'クタ ィバの 伝えた ところに よれば" アワーリー 村に やって きた" という 

—節 は 述べられ ていない。 

前記の ように アツ ラーの 使徒が 午後の 礼拝 を 捧げて いたと いう この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 
を 経ても 伝えられ ている。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

私達が 午後の 礼拝 を 行い それから （私達のう ちの） 誰かが クバ一 ゥ （マデイーナから 3 マイ 
ル 程の 村） に 出かけた としても まだ 日が 高い うちに そこに 着いた ものでした。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私達 は 午後の 礼拝 を 早々 と 済ませた。 

それから 一人の 者が アム ル 'ビン' ァゥフ 部族の 人々 の 居留地 （マデイーナから 二 マイ 
ルの 所） に 出かけ そこに 着いて みると 彼等 は 午後の 礼拝 を 行って いる 最中でした。 

ァラ一 'ビン ■ アブ ドル' ラフ マーン は 次のように 伝えて いる 

彼 は 昼過ぎの 礼拝 を 終えた 後に バスラに ある アナ スゼン 'マ一 リクの 家 を 訪れた。 
彼の 家 は モスクの 脇に あつたが 私達が 彼 を 訪れた 時 彼 はこうい つた。 
「あなた 方 は 午後の 礼拝 を 行いました か」 
そこで 私達 は 彼に こう 答えました。 

「私達 は 丁度 少し 前に 昼過ぎの 礼拝 を 終えた ばかりです」 

すると 彼 はこうい つた。 

「午後の 礼拝 をしなさい」 

そこで 私達 は 立ち上がり 礼拝 を 行った。 

私達が 礼拝 を 終えた 時 彼 は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った といった。 
『さて 偽善者の 礼拝の 仕方 はこうです。 

偽善者 は 太陽が 悪魔の 両 角の 間にある 時 （太陽の 光が 黄 味 を 帯びて くる 時） になる まで 
座って いて、 それから 立ち上がりい やい やながら 急いで 大地 を 四 回つつ く （四ラ カートの こ 
と）、 その 間 彼 はほんの 少しし か アツ ラ一 のみ 名を唱 念し ません』 



アブ— .ゥ マ— マ ■ ビン .サ ハル は 伝えて いる 

私達 は ウマル ゼン 'アブ ドル' ァズィ 一ズ と一緒に 昼過ぎの 礼拝 をし ました。 
それから 私達 は モスクから 出て 行き、 ァ ナス 'ビン' マ一 リク を 訪ねた。 そこで 私達 は 彼が 
午後の 礼拝 をして いる 姿 を 見ました。 
そこで 私 はいった。 

「や一、 おじさん、 あなたが 行った この 礼拝 は 何の 礼拝です か」 
すると 彼 はこう 答えた。 

「午後の 礼拝です、 これ こそ 私達 力 《 アツ ラーの 使徒と一 緒に 行った 預言者の 礼拝です」 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達 を 先導して 午後の 礼拝 をした が 彼が それ を 終えた 時バ ヌ一サ リマ 

族の 者が 使徒の もとに やって来て こういった。 

「我々 はらく だ を 一頭 屠殺 (注） したぐ しっています。 

そこで この 際 あなた 様が これに 出席して 欲しい と 思って います」 

そこで 預言者 は 「わかりました」 と 答えた ので その 男 は 出て いった。 

そして 私達 も 彼と一 緒に 出かける ことにな つた。 

ところで 私達 は あちらで まだ 屠殺され ていない らくだ を 見ました が やがて それが 屠殺され 
細かく 切られ 料理され た。 

そして 私達 は 太陽が 沈む 前に それ を 食べる ことができました。 
ところで この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

(注) 会食 パーティー を 催す 意 

ラー フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 午後の 礼拝 をした。 

それから らくだが 屠殺され 十分に 解体され それから 料理され た。 

そして 私達 は 太陽が 沈む までに その 料理され た 肉 を 食べた。 
この ハディ一 スの別 伝承 も 伝えられ ている。 
しかし 次の 部分 だけが 前記 ハディ一 スと 違って いる。 

"私達 は アツ ラ一 の 使徒の 時代に 午後の 礼拝の 後ら くだ を 屠殺した" と 表現し、" 私達 は 預言者と 
—緒に 礼拝した" と は 述べて いない。 



午後の 礼拝 時間 を やり 過す あやまち 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「午後の 礼拝 (の 機会) を やり 過した 者 は あたかも 彼の 家族と 財産 を 失った ような もの だ」 
同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 預言者にまで さかのぼる 伝承 （マル フ 一ゥ） として 伝 

えられて いる。 

サ一 リム' ビン' アブ ドッラ 一は 父からの 伝聞と して アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と 伝えて い 
る 

「午後の 礼拝 を 失った 者 は あたかも 彼の 家族と 財産 を 失った ような ものである」 

ァリ一 は 次のように 伝えて いる 

ァフ ザ一 ブ （塹壕） の 戦の 時、 アツ ラ一 の 使徒 は 次のようにい つた。 

「アツ ラ一 よ、 彼ら （敵) の 墓 や 家々 を 火で 満たした まえ、 彼ら は 太陽が 沈む まで 我々 を 引 

き 止め 中間の 礼拝 （午後の 礼拝） から 我々 を そらせて しまったの ですから」 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ヒシャ 一ム によって 伝えられ ている。 



中間の 礼拝 それ は 午後の 礼拝の ことで あると 主張す る 人々 の 根拠 

ァリ一 はァフ ザ一 ブの 戦の 日 に アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「彼ら (敵） は 太陽が 沈む まで 我々 の 気 を 中間の 礼拝 (午後の 礼拝) から そらせて しまった 
ので、 アツ ラ一 よ、 彼らの 墓 もしくは 彼らの 家 もしくは 彼らの 腹 （胃袋） を 火で 満たした まえ」 
ところで 伝承 者の 一人シ ユウ バは" 家"" 腹" の 二 語に ついては （言及した かどう か） 疑問 視 
している。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て カタ一 ダ によって 伝えられ ている。 

しかし 彼 は" 彼らの 家と 墓 を…" と 述べた が" 家" ど' 墓" の両 語に ついて 疑し、 を もたなかった。 

ァリ一 はァフ ザ一 ブの 戦の 日に 整壕の 入口の ひとつに 座って いた アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい 
つたと して 伝えて いる 

「彼ら （敵） は 私達の 気 を 太陽が 沈む まで 中間の 礼拝から そらせて しまった。 アツ ラ一 よ、 
彼らの 墓と 彼等の 家と を 業火で 満たし 給え」 もしくは 「彼らの 墓と 彼らの 腹 を…」 

ァリ一 はァフ ザ一 ブの 戦の 日 に アツ ラーの 使徒が 次のようにい つたと 伝えて いる 
「彼ら (敵） は 私達の 気 を 中間の 礼拝つ まり 午後の 礼拝から そらした。 
アツ ラーよ、 彼らの 家と 彼らの 墓 を 業火で 満たし 給え」 
それから 預言者 は 日没後の 礼拝と 夜の 礼拝の 間に それ (午後の 礼拝) を (償いと して) 行 
つた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 次のように 伝えて いる 

多神教 徒 達 は アツ ラ一 の 使徒 を 太陽が 赤くなる まで もしくは 黄色くな るまで 午後の 礼拝 か 
ら 引きと めて いた。 
そこで 預言者 はこうい つた。 

「彼ら (敵） は 私達の 気 を 中間の 礼拝から そらした。 アツ ラ一 よ、 彼らの 腹と 彼らの 墓 を 業 
火で 満たし 給え」 

もしくは 次のようにい つた 「アツ ラ一 よ、 彼らの 腹と 彼らの 墓に 業火 を 詰め込み 給え」 

アブー 'ュ 一ヌス （ァ r シャの 解放 奴隸） は 次のように 伝えて いる 

ァ一 イシ ャは 私に 彼女の ために クル ァ一ン の 写本 を 書き写す よう 命じた。 
そして 彼女 は 私に こういった。 

「あなたが 「各 礼拝 を 守れ、 特に 中間の 礼拝 を 建 厳に 守れ」 （第 2 章 238 節) の一 節の 前 ま 
で 書き写したら その 旨 を 私に 知らせなさい」 

それで その一 節の 手前まで 達した 時 私 は その 旨 を 彼女に 知らせた。 



すると 彼女 は 私に 次のように 書き取らせた。 

『各 礼拝 を 守れ、 特に 中間の 礼拝と 午後の 礼拝 を 謹厳に 守れ (注）、 そして 敬虔に アツ ラ 
一の 御前に 立て』 

そして ァ一 イシ ャは 次のように いった。 
「私 は アツ ラーの 使徒から そのよう に 開いた」 

(注） ここで は 中間の 礼拝と 午後の 礼拝と は 同一 ではない よう だが 中間の 礼拝の 中味 を 
不明確 にしておく ことによって 却って 午後の 礼拝 前後に おける 信徒の 勤行 を一 層 促が そ 
うとした ため か。 

いずれにせよ ァ一 イシ ャ はこの 時点で はこの一 節に 取消し 部分が 後に あつたと いう こと を 
知らなかった 

バラ一 ゥゼン 'ァ 一ズ イブ は 次のように 伝えて いる 

クル ァ一 ンの一 節 「各 礼拝 を 守れ、 特に 午後の 礼拝 を 尊厳に 守れ」 が 下りた。 

そこで 私達 は アツ ラ一 がお 望みの ままに この一 節 を その 通りに 読んだ。 

それから アツ ラ 一はこの一 節 をお 取り消し になり 「各 礼拝 を 守れ、 特に 中間の 礼拝 を 建 厳 

に 守れ」 （第 2 章 第 238 節） と 変えられた。 

ところで シャキ 一ク (伝承 者の一 人） と 一緒に 座って いた 男が 「それで は それ は 午後の 礼 
拝 を 意味して いるだろう」 といった。 
すると バラ一 ゥ はこうい つた。 

「私 は あなたに この一 節が どのよう にして 下った のか また どのよう にして アツ ラ一 がそれ を 
お取り消し になつ たかを 確かに 伝え ましたよ。 
いずれにせよ それ は アツ ラ一 が 最も 良く 御存知の ことです」 
さて イマ一 ム' ムス リム は 次のように 述べた。 

ァシュ ジャィ 一は それ を スフ ヤーン' サゥリ 一から 伝え聞き、 スフ ヤーン は それ を ァスヮ ド- 
ビン' 力 イスより 伝え聞き、 ァス ヮドは それ を シャキ 一クゼ ン 'ゥ クバから 伝え聞き、 シャキ 
—クは それ を バラ一 ゥ ゼン' ァ一ズ イブから 伝え聞いた がその バラ一 ゥは 次のように いつ 

た。 

私達 はフダ イルゼ ン 'アル ズ一ク の 伝える ハディ一 スと 同様に 、取り消し 以前の 最初の一 
節 を しばらくの 間 預言者と ともに よんで いました。 

ジャー ピルゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

ウマル 'ビン' ハッタ一 ブカ 《 ハンダク （塹壕） の 戦いの 日に クライ シュ 族の 無 信仰者 達に 向 

かって 悪口 を 浴びせて いた。 

そして 彼 は 預言者の ところに 来て こういった。 

「アツ ラーの 使徒よ、 アツ ラーに 誓って、 午後の 礼拝が できない ままもう 日が 沈んで しまい 



ました」 

すると アツ ラ一 の 使徒 はこうい つた。 

「アツ ラーに 誓って 私 もまた その 礼拝 をし な 力、 つた」 

それで 私達 は 谷間へ と 降りて 行き、 アツ ラ一 の 使徒 は浄め （ウド ゥ一) を 行い 私達 もまた 浄 

め を 行った。 

力 、くして アツ ラ一 の 使徒 は 太陽が 沈んだ 後に (償いの） 午後の 礼拝 を 行い それに 引き つづ 
いて 日没後の 礼拝 を 行った。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ヤヒヤ一' ビン' アブ一' カス ィ一ル によって 伝えられて 
いる。 



曰の 出前の 礼拝と 午後の 礼拝の 特典と それら 二つの 礼拝の 遵守 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

天使 達 は 夜に 昼に あなた 方の 間に 次から 次へ と 天下り、 日の出 前の 礼拝と 午後の 礼拝 

に 参集す る。 

それから あなた 方の 間で 夜 を 過した 天使 達 は 昇天して 行く。 
もちろん 主 は 彼等の こと を 最もよ くご 存知です が 主 は 彼らに 次のようにお 尋ねになる。 
「どのように、 あなた 方 は 私の 下僕 達 （人間） の もと を 立ち去つ てきた か」 
そこで 彼等 天使 達 はこう 答えます。 

「私達 は 彼等が 礼拝 をして いる 間に 彼等の もと を 立ち去り、 彼等が 礼拝して いる 間に 彼等 
のと ころへ 天下りました （注）」 

(注) アツ ラ一 は 天使 達に 地上の 人間に ついての 情報 を 求めて いる 訳で はない。 
力、 つて 天使 達 は アツ ラーが 人間 を 創造す る ことに 反対した ことがあ るが ここで は 人間が ァ 
ッラ一 の 地上の 代理人と しての 役割 を 果してい る こと を、 確認す る ことによって、 天使 達に 
対する 人間の 優越性 を 単に 示そうと した だけ 

同様の ハディ一 スが 別な 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ただし ここで は 「天使 達 は あなた 方の 間に 次から 次へ と 天下り やってくる」 と 表現され ている。 

ジャリ 一ル' ビン' アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 
私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 座って いた。 
その 時 は 満月の 夜で あり、 彼 は 月 を 見て いた。 
そしてこう いった。 

「あなた 方 はこの 月 を 見る 如く あなた 方の 主に まみえ るであろう。 だが (その 際に） あなた 
方 は 主 を 見る ため （の 混雑） に 悩まされる ことはないでしょう。 
されば あなた 方 は 太陽が 昇る 前と 沈む 前の 礼拝、 つまり 日の出 前の 礼拝と 午後の 礼拝と 
に 圧倒され ないように それら をよ く 守り、 出来れば 主に まみえ るよう 努力しなさい」 
それから ジャリ 一ルは 次の一 節 を誦ん だ。 

「太陽が 昇る 前と 太陽が 沈む 前に 主の 栄光 を 誉め 讚え なさい」 （ク ルアー ン第 20 章 130 

節） 

伝承 者 ヮキ一 ゥが 伝えて いるもの では、 預言者 は 次のように いっている。 
「あなた 方 は まもなく 主の 前に 立ち この 月 を 見る かの 如く 主 を 見る であろう」 
それから 彼 は 前記の クル ァ一 ンの一 節 を誦ん だ。 

しかし この ハディ一 ス では その他の ジャ リールの 伝承 は 伝えられ ていない。 



ウマーラ 'ビンり レア ィバは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った 言葉 を 聞いた。 
「太陽が 昇る 前と 太陽が 沈む 前の 礼拝 (つまり 日の出 前の 礼拝と 午後の 礼拝) を 行う 者 は 
火獄に 落ちる こと はないで あろう」 
すると バスラから 来た 者が 彼 （ゥ マ一 ラの 父） にこうい つた。 
「あなた は それ を アツ ラ一 の 使徒から 自身で 聞いた のか」 
そこで 彼 （ウマーラの 父） は 「はい、 そうです」 と 答えた。 
すると バスラから 来た 者 はこうい つた。 
「私 もまた それ を アツ ラ一 の 使徒から 聞いた こと を 証言し ます。 
私の 両耳が それ を 聞き、 私の 心が 覚えて いた こと を 証言し ます」 

ウマーラ' ビンり レア ィバは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 次のように いった。 

「太陽が 昇る 前と 太陽が 沈む 前に 礼拝 を 行った 者 は 火獄に 落ちる ことはないだろう」 
その 時 彼 （ウマーラの 父） の 脇に は バスラから 来た一 人の 男が 居た がその 男 はこうい つた。 
「あなた は それ を あなた 自 身が 自ら アツ ラーの 使徒から 聞いた のです か」 
すると 彼 （ゥ マ一 ラの 父） は 「はい、 私 はそう である こと を 証言し ます」 といった。 
そこで バスラから 来た 男 はこうい つた。 

「私 もまた あなたが それ を 開いた 場所で 預言者が そのよう にいった こと を 聞いた こと を 証 
言し ます」 

アブ一 'バ クル は 父からの 伝聞と して アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「涼しい 時間帯の 二つの 礼拝 （日の出 前と 午後の 礼拝） を 行った 者 は 天国に 入る だろう」 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て ハン マ一 ム によって 伝えられ ている。 
そして アブ一 'バ クルに ついては 彼が アブ 一'ムーサの 息子で あると いっている。 



曰 没後の 礼拝の 始まり は 曰 没 直後で ある こと 

サ ラマ 'ビン 'ァク ワウ は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 太陽が 沈み、 地平線の 彼方に 見え なくなった 時に 日 没後の 礼拝 をした 
ものでした。 

ラー フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒と ともに 日没後の 礼拝 を 行って いた。 

それから 私達の 一人が 出て 行った が 彼 は 自分が 射 かけた 矢が 落ちる 場所まで 見通す こ 

とが 出来た。 

その 時 それ 程 あたり は 未だ 明るかった。 

同様の ハディ一 スがラ 一フ ィゥ' ビン' ハディ一 ジュ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ てい 

る。 



夜の 礼拝の 時間と その 遅延 

預言者の 妻ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 或る 夜の こと 夜 （イシ ャ一） の 礼拝 （ァ タマの 礼拝 ともいうが) を 遅らせた。 
アツ ラ一 の 使徒 は ウマル ゼン' ハッタ一 ブが 女、 子供が 寝静まつ たと 伝える まで は 礼拝に 
出て 来なかった。 

アツ ラ一 の 使徒が 出て 来た 時 彼 は モスクに 居並ぶ 人々 に 向かって こういった。 

「この 地上で あなた 方 以外に 誰一 人と して それ (遅くな つた 夜の 礼拝） を 待つ 者 はいない 

(注 1)」 

さて この 出来事 は イスラ一 ムが 人々 の 間に あまねく 広がる 以前の ことであった。 
ところで イブ ン 'シ ハーブに よって 伝えられた 伝承で は アツ ラーの 使徒 は 次のように 語った 
とされて いる。 

「あなた 方が アツ ラーの 使徒に 礼拝 を 促して 強制しても よいと いう こと はない」 

さて この 言葉 は ウマル' ビン' ハッタ一 ブが 大声で 預言者 を 呼んだ 時に いった ものである 

(注 2)。 



(注 1) つま リム スリムの 教団 以外 はの 意で あり、 他の 宗教の 信徒 はこれ 程 夜 遅くまで 勤 
行に 励んで いないの 意 



(注 2) 預言者 は 夜の 礼拝の 最も 遅い 刻限に ついて、 体験 を 通して 信徒に 示そうと して 故 
意に 遅らせた ので ある。 

預言者 は アツ ラ一 によって 導び かれて いるの だから、一 般 信者が 宗教 上の ことで は 口 出 
し をす るな の 意 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て イブ ン 'シ ハーブに よって 伝えられ ている。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 或る 夜の こと、 夜の 大部分が 過ぎて モスクに 起居す る 人々 が 寝静まって しまう 
まで、 夜の 礼拝 を 遅らせた。 

そして おもむろに モスクに 出て 行って 礼拝 を 済ませてから こういった。 

「これ こそ 適切な 礼拝 時刻で ある、 もし 万一、 私が 我が 信仰 共同体に 重荷 を 負わせる こと 

にならないならば、 私 は 通常 この 時刻に 礼拝す るでしょう」 

ところで ある 伝承 者が 伝える ハディ一 スには 「もし 万 「この 時刻が 我が 信仰 共同体に 重荷 
を 負わせる ことになら ないならば」 と ある。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

或る 夜、 私達 は 最後の 夜の 礼拝の ために、 アツ ラーの 使徒の 出現 を、 ずっと 待ちつ づけ 
ていました。 

夜の 三分の一 もしくは それ も 過ぎた 頃、 彼 は 私達のと ころに 出て きました。 

その 時 預言者が 家族の ことか、 或いは また 他の 事で 多忙であった のか どうか 私達に は 知 

る 由 もなかった。 

いずれにせよ 預言者 は 礼拝に 出て 来た 時に こういった。 

「あなた 方 以外の 他の 宗教の 民 は、 礼拝 を 待つ こと はない が、 あなた 方 は 確かに 礼拝 を 

(遅くまで) 待って いる。 

もし 万一、 これが 我が 信仰 共同体に とって 負担と ならない のであるなら ば、 私 はこの 時刻 

に 彼ら を 先導して 夜の 礼拝 をす るでしょう」 

それから 預言者 はム アツ ジンに ァザ一 ンの 詠唱 を 命じた。 

それから 礼拝の ために 立ち上がり、 礼拝 を 行った。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 或る 夜、 何事 かで 多忙に なり 夜の 礼拝 を 遅らせた。 

それで 我々 は 彼 を 待って モスクで 居眠り をして しまし、、 それから 私達 は 目 を覚 しました が 

やがて また 居眠り をした 後で 再び 目を覚 しました。 

それから アツ ラーの 使徒 は 私達のと ころに 来て 次のように いった。 



「この 地上の 人々 の 中で、 あなた 方 を 除いて は 誰一 人と して 夜間に 礼拝 を 待つ 者 はいな 
い」 

サ一 ビトは 次のように 伝えて いる 

彼等 （信徒） はァ ナスに アツ ラーの 使徒の 指輪に ついて 尋ねた。 
すると アナ スは 次のように 答えて いった。 

アツ ラ一 の 使徒 は 或る 夜の こと、 夜の 礼拝 を 真夜中 もしくは 夜半が 過ぎる 頃まで 遅らせた。 

それから 我々 の 所に やって来て 彼 はこうい つた。 

「（他の） 人々 は 礼拝 をす でに 行って 寝て しまった。 

しかし あなた 方 は 礼拝の ために 待ちつ づけた が、 その 限りに おいて あなた 達 は その 間 礼 

拝 中であった ことと 同じで ある」 

これ を 伝えた アナ スは 「私 は 銀製の 彼 （預言者） の 指輪の 光沢 を、 今 眼前に 見て いるかの 
如く 感ずる」 といって いかに 預言者 力、 指輪の はまって いる 左の 小指 を その 時 高々 と 上げ 
たかを 示す ために 左の 小指 を 上げた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私達 は 或る 夜、 アツ ラ一 の 使徒 を 真夜中 近くまで 待って いた。 
それから 使徒が やって きて 礼拝 を 行った。 

その後 彼 は顏を 私達の 方に 向けた 力 《 「 私 （ァ ナス） は あたかも 彼の 指に はまって いる 銀製 

の 指輪の 光沢 を、 今 眼前に ながめて し、 る 思いが する」 と 語った。 

同様の ハディ一 スが クッラ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここで は 「それから 彼 は 私達の 方に 顔 を 向けた」 の 部分に は 言及され ていない。 

アブ一 ■ ムーサ一 は 次のように 伝えて いる 

私 は一 緒に 船出した 仲間 達 （注） とともに ブタハ 一の 谷間に 住んで いました がその 時 アツ 
ラーの 使徒 は （既に） マディ一 ナ におり ました。 

さて 彼等のう ちの 幾人 かが 毎夜、 夜の 礼拝の 時刻に アツ ラ一 の 使徒の もとに 次々 と 交互 
に 行きました。 

アブ 一'ムーサ一 はさら に 次のように つづけて し、 つた。 

ある 夜 私達 は アツ ラーの 使徒のと ころに 行った が 彼 は 何 かの 用事に 忙殺されて 真夜中に 
なる まで 礼拝 を 遅らせた。 

それから アツ ラーの 使徒 は 出て 来て 彼等 集って (待って） いる 人々 を 先導して 礼拝 を 行つ 

た。 

そして 彼が 礼拝 を 終えた 時 集って いる 人々 に 向かって こういった。 

「心配す る こと はない 私 は あなた 方に 以下の 福音 を 知らせようと している のです。 

人々 の 間で あなた 方 以外に 誰一 人と して この 時刻に 礼拝す る 者 はいない という こと は、 あ 



なた 方に 対する アツ ラ一 の 恩恵な のです」 もしくは 「この 遅い 時刻に あなた 方 以外に は 礼 

拝し なかった とし、 うこと は、 あなた 方に 対する アツ ラ一 の 恩恵です」 （どちらの 文句 を 云った 

か 我々 に はわから ない） 

さらに アブ一' ム一サ 一はつ づけて こういった。 

「そこで 我々 は アツ ラ一 の 使徒から 開いた お 言葉に 喜び勇んで 帰りました」 

(注) アブ一' ムーサ一 は イエメン 人で マディ一 ナに 向けて 出航した が 暴風の ため 仲間と と 
もに 対岸の エチオピアに 漂流し ここで 七 年間 滞在して 後 カイ バルの 戦いの 起きる 前に 彼 
等と ともに マディ一 ナ にやって 来た 

イブ ン 'ジ ユラ イジ ュは 次のように 伝えて いる 

私 は ァタ一 ゥに 次のように 尋ねた。 「人々 がァ タマと 呼んで いる 夜の 礼拝 を イマーム として、 

または 一人 だけで 私が 礼拝す る 場合に どんな 時刻が 適切で あると あなた は 考えます か」 

すると 彼 は 「私 は イブ ン 'アツ バ一ス が 次のようにい つた」 言葉 を 聞いた と 答えた。 

アツ ラ一 の 預言者 は ある 夜の こと、 夜の 礼拝 を 人々 が 居眠り をす る 時刻まで 遅らせた。 

それから 人々 は 目を覚 し、 また 居眠り をし、 そして 再び 目を覚 しました。 

そこで ウマル' ビン ■ / 、ッタ 一ブが 立ち上がり 「礼拝 だ」 と 叫んだ。 

ァタ一 ゥは イブ ン 'アツ バース 力 《さらに 次のように 語った として 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 預言者が 出て 来た 時、 彼の 頭から は 水が 滴り落ちん ばかりで あり （注 1 ) それで 

彼 は 頭の 片側 半分の 上に 手 を 置いて いる 姿 を 今でも 目前に 見る 思いです 力、 その 時預 

言 者 はこうい いました。 

「もし 私の 信仰 共同体に とって 負担で なければ、 私 はこの 遅い 時刻に 礼拝 をす るよう 命じ 
るだろう」 

さて 私 （イブ ン ■ ジ ユラ イジ ュ） は イブ ン ■ アツ/ く一 スが 伝えた 話の 中 で 預言者が どのように 
彼の 手 を 頭に 載せた か、 ァタ一 ゥに 尋ねた。 

すると ァタ一 ゥは 彼の 指の 間 を 少し 拡げ、 それから 彼の 指の 先端 を 頭の 側部に 置き、 そ 
れ から それら を 頭の 上で こんな 具合に、 次のように 動かした。 
即ち、 彼の 親指が 顔の 側に 近い 耳の 端に 触れる ようにし、 それから こめかみに かかる 髪 
と 顎髭の一 部 を 触る まで 動かした。 

その 動き は ゆっくり でも 早く もなかった （注 2)、 私 は ァタ一 ゥに 再び 次のように 尋ねた。 
「その 夜、 預言者が 礼拝 を どれ 位 遅らせた かにつ いて、 あなた は どのように イブ ン 'ァ ツバ 
—ス によって 伝えられました か」 

すると 彼 は 「私 は 知りません」 と 答え、 ァタ一 ゥ はさら にこうい つた。 
「私 は イマ一 ム としても また一 人で 礼拝す る 時で も その 夜、 預言者が 礼拝 を 遅らせた よう 
に 夜の 礼拝 を 遅らせる ことが 私に は 好ましぐ 思えます、 しかし 遅らせる ことがあな たにと つ 
て （一人の 場合に せよ、 あなたが イマ一 ムを 勤める 集団 礼拝に おいても） また 人々 にと つ 



て も 負担と なり 厳しい ものであるな らば、 早 くもなく 遅く もない それらの 中間の 時刻に、 夜 
の 礼拝 をしなさい」 



(注 1) 礼拝 前の 浄めを 行った こと を 物語って いる 

(注 2) 以上 は 頭髪から 水 をき る 仕草、 また アラブ 人が 言葉の 記憶力に 加えて いかに 状況 
イメージの 記憶に も 優れてい るか を 思わせる 一文で ある 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は （最後の） 夜の 礼拝 を 遅らせた ものでした。 

ジャー ビル 'ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は あなた 方の 礼拝と 同じように それぞれの 礼拝 を 行った。 

しかし 彼はァ タマの 礼拝 (夜の 礼拝） は あなた 方が 普段 行う 礼拝 時刻より 少し 遅らせて 捧 

げた。 

そして その 礼拝 を 短く しました。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「遊牧民が あなた 方の 礼拝の 名前に 関して あなた 方 を 圧倒す る ことがあって はならぬ、 夜 
の 礼拝の 名前 は 『イシ ャ一』 であるべき ではない 力、、 ところで 遊牧民 は それ を" ァ タマ 
(注）" と 呼んで います。 

なぜならば 彼等 はこの 言葉に よって ラクダ の 夜間の 乳搾り を 遅らせる こと を 意味して いる 
からです」 

(注） ここで は 単に 遅らせる ことの 意味 だが、 その他に 夜間の 三分の一 位の 時刻の 意味 も 
ある 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「遊牧民が あなた 方の 礼拝の 名前、 すなわち イシ ャ一 (夜の 礼拝） に関して、 あなた 方 を 圧 
倒す るよう な ことがあって はならない。 

その （夜の 礼拝） の 名前 は アツ ラーの 聖典 (クル ァ一 ン） に イシ ヤーと ある （注） 。 

遊牧民 は それ をァ タマと 呼んで いるが それ は 単に 彼等が 夜間の ラクダ の 乳搾り を 遅らせ 

る ことに 由来して いるに 過ぎない」 

(注) クル ァ一ン 第 24 章 58 節に その 名が ある 



日の出 前の 礼拝 を その 時間帯の 初めに 早めに 行う ことが 好ましい こと、 そ 
の 時刻 は 夜明け 前で ある こと、 また その 間の 読 請の 長さに ついて 



ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

女性の 信徒 達が 預言者と 一緒に 日の出 前の 礼拝 を 行った。 

それから 彼女 達 は マントで 身 を 包み 帰って いった。 

その 時 は 夜明け 前だった 力 、あたり は 未だ 薄暗く 誰一 人と して 彼女 達の 顔 を 確認した も 

の はいなかった。 

預言者の 妻ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

マントに 身 を 包んだ 女性の 信徒 達が 預言者と一 緒に 日の出 前の 礼拝 を 行った。 
それから 彼女 達 は 家に 戻って いった 力、 アツ ラ一 の 使徒が 夜明け 前の 未だ あたりが 薄暗 
し、 うちに 礼拝 を 行った ために、 彼女 達 は 誰に も顏を 知られる ことはなかった。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 日の出 前の 礼拝 を 行った。 

そして 出席した 女性 達 は マントに 身 を 包んで 戻って いった。 

その 時 は 夜明け 前で あたり は 未だ 薄暗かった ので 彼女 達 は顏を 知られる ことはなかった。 

ところで イス/ 、一ク ■ ビン ■ ムーサ一 ■ アンサ一 リ一 は 彼の 伝承の 中で 「 （マントに 身 を） 巻き 

つけて」 として 伝えて いる。 

ム / ヽンマ ド 'ビン' アム ルゼン ■ ハ サン' ビン' ァリ一 は 次のように 伝えて いる 

ハツ ジャ一 ジュが マディ一 ナに 来た 時だった が 私達 は ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一に預 
言 者の 礼拝 時刻に ついて 尋ねた 所 彼 はこうい つた。 
アツ ラ一 の 使徒 は 昼過ぎの 礼拝 を 日中の 暑い 時間に、 午後の 礼拝 を (未だ) 太陽が 輝い 
ている 時に、 日没後の 礼拝 は 太陽が 完全に 沈んだ 時に、 夜の 礼拝 は、 時には それ を 遅ら 
せ 時には それ を 早めて 行って いた。 

つまり 預言者 は、 教 友達が 既に 集まって いた 時には 早めに、 また 彼等が 遅れて 集まった 
時には 遅らせた。 

日の出 前の 礼拝に ついていえば、 預言者 は 夜明け 前の 薄暗し、 うちに 礼拝 をした。 

ムハンマド' ビン' アム ル 'ビン ■/、 サン ゼン' ァリ— は 次のように 伝えて いる 
ハツ ジャ一 ジュ （注） は 諸 礼拝 をい つも 遅らせて いた。 
そこで 私達 は ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一に 預言者の 礼拝 時刻に ついて 尋ねた。 
残りの ハディ一 スは 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 



(注） ゥ マイヤ 朝の 猛将 ハッジャー ジュ 'ビン' ユースフ のこと。 

この頃よ リム スリムの 統治者 達 は 宗教 的 献身に 欠けて いると みられて いた 



シ ユウ バは次 のように 伝えて いる 

サイ ヤール' ビン' サラ一 マ は 私に 次のように 伝えた。 

「私 （サイ ャ一 ル） は 私の 父が アブ一' バル ザに アツ ラ一 の 使徒の 礼拝に ついて 尋ねて い 

る 対話 を 聞いた」 

そこで 私 （シ ユウ バ） はこうい つた。 

「あなた は それ を アブ一 ■ / く ルザより 直接 聞いた のです か。 

私 は あなたが 丁度 その 時に それ を 聞いて いたよう に 聞こえます」 

すると サイ ヤール は 「私 は 私の 父が アツ ラーの 使徒の 礼拝に ついて アブ一' バル ザに 尋 

ねて いる 所 を 耳に したので す」 といった がさて その 中で アブ一' バル ザ は 答えて 次のように 

いっている。 

預言者 は 礼拝に よって は それ を 遅らせる ことにつ いて 気にして いなかった。 
例えば、 夜の 礼拝 は 夜半まで 遅らせた が、 彼 は それ を 行う 前に 眠る こと や、 また それ を 終 
えた 後でお 喋りな どす る こと を 好まなかった。 
さて シ ユウ バ はまた 次のように 伝えて いる。 

それから 私 は その後 また、 彼 （サイ ヤール） に 会って 預言者の 礼拝に ついて 尋ねた。 
すると 彼 は 次のように 伝えた。 

彼 (預言者） は 昼過ぎの 礼拝 を 太陽が 天 中から 傾いた 頃に 行った。 

そして 午後の 礼拝 は、 それ を 終えて マディ一 ナの 郊外に 出かけて 当地に 着いても まだ 太 

陽が 輝いて いる 程の 時刻に、 それ を 行った。 

そして 日没後の 礼拝 は、 その 時刻に ついては 彼が 何とい つた か 覚えて いない。 

それから その後 私 （シ ユウ バ） は 再び 彼 （サイ ヤール） に 会し、、 預言者の 礼拝に ついて 彼 

に 尋ねた。 すると 彼 はこうい つた。 

日の出 前の 礼拝 は、 その 礼拝 を 終えて 家に 戻った 者が、 彼の 隣人の 顏を一 目 ちらっとみ 

てよう やく それと 認識で きる 位の 早い 時刻に、 預言者 は 礼拝した。 

また 彼 は その 礼拝に おいて 六十から 百 節ぐ らいの クル ァ一ン を 読誦した ものだった。 

サイ ヤール' ビン' サラ一 マ は 伝えて いる 

私 は アブ一' バル ザが 次のように 語った ところ を 聞きました。 

かって アツ ラ一 の 使徒 は 時に より、 夜の 礼拝 を 真夜中まで 遅らせる こと を 気に かけません 

でした。 

また その 礼拝の 前に 寝る ことと、 その 礼拝の 後に お喋り をす る こと を 嫌いました。 
ところで シ ユウ バは次 のようにい つた。 



指定され た 礼拝 時間より 礼拝 を 遅らせる こと は 好ましくない こと 、イマーム 
が 礼拝 時刻 を 遅らせた 場合 イマームに 従って 礼拝す る 人々 （マ 一ムーン） 
は 何 をな すべき か 

アブ一 ■ ザ ツル は 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒 は 私に こういった。 

「もし あなたの 統治者 達が 礼拝 を 所定の 時間より 遅らせた 場合、 あなた はどうし ます か」 
そこで 私 は 逆にこう 尋ねました。 
「あなた は 私に どうしろ と 命じます か」 
それで 彼 は 次のように 答えました。 

「あなた は 所定の 時間 内に 礼拝しなさい、 それから あなたが 遅れた 彼等の 礼拝に 間に合 
つたなら、 それ も一 緒に 合同で 礼拝しなさい。 
なぜならば、 それ は あなたに とって 随意の 礼拝け一 フ イラ） （注） になる からです」 
ところで ハ ラフ （この 伝承 者の一 人） は 「所定の 時間より」 という 言葉 を 伝えて いない。 

(注） この 礼拝 は 日の出 前の 礼拝の 際に も 午後の 礼拝の 際に も 日 没後の 礼拝の 際に も 許 
されて いない。 

従って ここて は 多分 昼過ぎの 礼拝 か 夜の 礼拝の 際につ いて 語られて いるので あろう 

アブ一 ■ ザ ツル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「アブ 一ザ ツルよ、 私な き 後に 礼拝 を 死なせる （遅らせる) 統治者 達が 出現しょう。 

しかし あなた は 礼拝 を 所定の 時間 内に 済ませなさい。 

そうすれば 次の 集団 礼拝 は あなたに とって 随意の 礼拝になります。 

またもし その 集団 礼拝 をし なくと も、 あなた は あなたの 義務の 礼拝 をき ちんと 守った ことに 

なります」 

アブ—. ザ ツル は 次のように 伝えて いる 

私の 親友 （預言者） は、 私が 統治者 達に 良く 耳 を 傾けて 従うよう に、 いい 残しました。 
たとえ その 統治者が 手足 を 切断され た奴隸 であった としても 従うよう、 いい 残しました。 
また 彼 は、 私に 礼拝 は 所定の 時間に 済ませる ようにと、 いい 残しました。 
そして 預言者 は 次のように もい いました。 

「もし 人々 力 《 (遅れた） 礼拝 をし 終えた ことが わかった としても、 その 時までに あなた は 既に 
義務の 礼拝 を 果してし まって おり、 またもし そうでなかった としても （人々 の 遅れた 礼拝が 
完了して おらず その 礼拝に 加わった 意） その 礼拝 は あなたに とって 随意の 礼拝と いう こと 
になる でしよう」 



アブ—. ザ ツル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 私の 太股 をた たきながら 次のように いった。 

「もし あなたが 所定の 礼拝の 時刻 を 遅らせる 人々 の もとにいた としたら どうします か」 

そこで アブ一 ■ ザ ツル はこうい つた。 

「あなた は 何 を 命じます か」 

すると 彼 はこうい つた。 

「まず 礼拝 を 所定の 時刻に 済ませ、 その後 あなたの 用事 を 済ませなさい。 

もし 次の （遅れた） 礼拝が 始まった 時に あなたが モスクに 居合わせたなら、 その 時 は 彼ら 

と一緒に (もう一 度) 礼拝しなさい」 

アブ一 ■ アーリ ャ ■ ' く ッラ一 ゥ は 伝えて いる 

イブ ン ■ ジ ヤードが 礼拝 を 遅らせた。 

ところで アブ ドッラ 一'ビン 'サ 一ミトが 私の 所に やって来 たので、 私 は 彼に 椅子 をす すめ 

彼が その上に 座った ところで、 私 は 彼に イブ ン' ジャー ド のした こと を 話した。 

すると 彼 は 口唇 を 咬み 私の 股 を 打ちながら こういった。 

私 は アブ一 ■ ザ ツルに 丁度 あなたが 尋ねた こと を 尋ねました。 

すると 彼 は 私の 股 を 丁度 私が あなたの 股 を 打った ように 打ちこう いった。 

私 (アブ 一ザ ツル） は 預言者に 丁度 あなた (アブ ドッ ラー) が 尋ねた ように 尋ねた。 

すると 彼 は 丁度 私が あなたの 股 を 打った ように 私の 股 を 打って こういった。 

「礼拝 は （一人で も） 決められた 所定の 時間 内に 済ませなさい。 

もし 彼等が その後に 礼拝す るよう なら 彼等と一 緒に 集団で 礼拝しなさい。 

その 時 あなた は" 私 はもう 礼拝 を 済ませた から 礼拝 はしません" といって はいけ ません」 

アブ—. ザ ツル は 預言者が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「もし あなた 達が 或いは あなたが、 いつも 礼拝 を 遅らせる 人々 の もとに 居た としたら どうし 
ます か。 

そういう 時には、 あなた 達 はまず 礼拝の 時間に なったら 所定の 礼拝 を 済ませなさい。 
その後 集団で 礼拝が 始まったら 彼等と一 緒に (再び) 礼拝しなさい。 
そうすれば それで さらに 良い 事 を 重ねた ことになります」 

アブ 一'アーリ ャ'バ ッラ一 ゥは 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'サ 一ミトに 「我々 は 礼拝 をい つも 遅らせる 統治者 達の 背後で ジュ 
ムァの 礼拝 （金曜日の 合同 礼拝） をして います」 といった ところ、 彼 は 私の 股 を 痛い ほど 打 

つてこう いった。 

私 （アブ ドッラ 一） が アブ一 ■ ザ ツルに そのこと を 尋ねた 所、 彼 は 私の 股 を 打って こういった。 
私 (アブ一 ■ ザ ツル） は アツ ラ一 の 使徒に そのこと を 尋ねました。 



集団 礼拝の 特典と それへの 参加 を 避ける ことに 対する 厳しい 警告 (注) 



(注）一 日 五 回の 義務の 礼拝 は 元来 全て 集団の 礼拝で あるべき もの、 金曜の 昼過ぎ 
の 集団 合同 礼拝 （ジュ ムァ） だけに 限った ものではなかった 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「集団の 礼拝 は あなた 達が一 人で 行う 礼拝よ リニ 十五 倍の 徳が ある」 

アブ一' フライ ラは 預言者の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「集団の 礼拝 は一 人で 行う 個人 礼拝よ リニ 十五 倍 優れてい る。 また 夜と 昼の 天使 達 （注） 
は 日の出 前の 礼拝に 参集し ます」 

ところで アブ一' フライ ラ はこうい つた。 もし 皆さんが お望みな らば 次の一 節を誦 みなさい。 

「確かに 曰の 出前の ク ルアー ン 読誦に は 立会人 (天使 達) がいる」 （第 1 7 章 78 節） 

(注）一 人の 人間に 四 人の 天使が ついて 昼夜 交替で その 者の 行動 を 記録して いると いわ 
れ ている 

同様の ハディ一 スは アブ一 'フ ライラに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 し 力、 しこ こで 
は 「二十 五倍の 徳」 と 表現され ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 
「集団 礼拝 は 個人の 礼拝の 二十 五倍の 価値に 相当す る」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 

「イマームと一 緒に 行う 集団 礼拝 は 個人で 行う 二十 五 回の 礼拝よりも 優って し、 る」 

イブ ン' ウマル は アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 
「集団 礼拝 は 個人で 行う 礼拝よ リニ 十七 倍 も 優って いる」 

イブ ン' ウマル は 預言者が 次のように いったと して 伝えて いる 
「集団 礼拝 は一 人で 行う 礼拝の 二十 七 倍よりも 勝る」 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが、 それらに よれば 「二十 数倍」 とも 

「二十 七 倍の 価値」 とも 表現され ている。 

また 別 伝承で は 「二十 数倍」 とも 伝えられ ている。 



アブ一' フライ ラは 次のように 語って いる 

アツ ラ一 の 使徒 は一 部の 人々 （多分 偽 信者 達 か (注 1 )) が 何回 か 礼拝に 参加し ない こと を 
知った。 

そこで 彼 は 次のように いった。 

「私 はいつ そのこと 人々 を 導いて 礼拝す る こと を 誰かに 命じて おいて （その） 集団 礼拝に 参 
加し なかった 人々 の 所に 出向いて いき、 彼等の 家 を まきで 焼き払って しまうよう 命じよう か 
と 思いました。 

その 結果と して 肉の たっぷり 付いた 骨 （焼死体) を 彼等が みる ことになると はじめから 解つ 

ていたならば、 彼等 はきつ と 夜の 礼拝に 参加す る ことになるでしょう （注 2)」 

(注 1) マデイーナ における 偽 信者 達 は 信者 集団に 対する 最も 面倒な 政治的 敵対 集団で あ 
つたので ここで は 以下で みる 如く 彼等に 対する 敵意 を むきだし にした 表現が みられる 

(注 2) 集団 礼拝に 加わらな 力、 つたから といって 焼 討 を かけても よいと いう 法的根拠と はな 
ら ない。 

なぜならば 預言者 はた だそう 思った だけで 実際に はそう しなかった の だから 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「偽 信者に とって 一番 重荷に 感ずる 礼拝 は、 夜の 礼拝と 日の出 前の 礼拝で ある。 

もし 彼等が それら 二つの 礼拝の 重要性 を 知るならば、 彼等 はきつ と はって でも やって来た 

ことで しょ ラ。 

さて 私 は 礼拝の 開始 を 命じ、 或る 男に 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 命じて おいて、 自ら は 
礼拝に 加わらない 人々 の 家 を 火で 焼き払う ために まきを 持った 数人の 男 達 を 連れて 本気 
で 出動し ようかと 思った 程です」 

ハン マ一 ムゼン .ム ナツ ビフは 伝えて いる 

これ は アブ一 'フ ライラが アツ ラーの 使徒に ついて 語った し 、くつ かの ハディ一 ス のうちの一 

つで ある。 

さて アツ ラーの 使徒 はこうい つた。 

「私 は 若者 達に まきの 束 を 準備す るよう 命じ それから 誰かに 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 
命じて おいて、 その後 礼拝に 加わらない 人々 の 家 を その 中に 居る 人間 も 含めて （注) 全て 
焼き払って しまおうかと 考えた 程でした」 

(注） その 時 礼拝に 敗て 参加して いないで 家の 中に いる 人々 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 



アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 金曜日の 合同 礼拝に 参加し ない 人々 に 向かって 次のように いった。 

「私 は 或る 男に 人々 を 先導して 礼拝す るよう に 命じて おいて その後 （礼拝に) 参加し なかつ 

た 者 達 を、 彼等の 家 もろとも 焼き払って しまおうかと 本気で 考えた 程でした」 



礼拝への 呼び掛け を 聞いた 者 は、 モスクに 赴いて 礼拝す る ことが 義務で あ 
る 



アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

預言者の 所に 日の 不自由な 男 （イブ ン' ゥンム 'マ ク！ ム 力、） が やって来て こういった。 
「私に は モスクに 連れていって くれる 者が いません」 

そして、 彼 は アツ ラ一 の 使徒に 彼 だけ 特別に 家で 礼拝しても よいと いう 許可 を 求めた。 
そこで 預言者 は 特例と して 許可 を 与えた。 

さて その 者が 立ち去ろ うとした 時 預言者 は 彼 を 呼びと めて こういった。 
「あなた は 礼拝への 呼びかけが 聞こえます か」 
そこで 彼 は 「はい」 と 答えた。 すると 預言者 はす かさず こういった。 
「それなら それに 答えるべき だ (注)」 

(注） 原則的に は 理由が 明らかな ので 集団 礼拝に 参加し なくても よい。 

しかし その 男が イブ ン' ゥンム ■ マタト一 ム とすれば 例外 中の 例外と なる。 

なぜならば、 彼は教 友の 中で も 長老 格の 人物で、 かって 預言者が マディ一 ナ不 在中 は、 

しばしば イマ一 ムを 勤めた ことがある。 

このような 理由で、 預言者 は 彼の 集団 礼拝 参加 を 強く 望んだ 



集団 礼拝 は スンナ 'フダ 一(預言者の 導きの 慣習 (注)） である 



(注) スンナ (預言者の 慣習に は 二種 ある、一 つ は スンナ 'フダ 一(導び きの 慣習） で 他 
は スンナ ■ ザヮ 一イド ( 附加 的な 慣習） である。 

前者 は 集団 礼拝の ように ムス リムが 従わない と 非難され る もので 後者 は 預言者の 歩 
き 方と か 座り 方 等で 従わな くと も 非難に 値しない 慣習で ある 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

私 は 我々 の 中で はっきりと 偽 信者と して 知られて いる 者 か、 或いは 病人 を 除いて、 礼拝に 

参集し ない 者 は 他に いなかつ たこと を、 ずっと 見て 参りました。 

し 力、 も その 病人で すら 左右の 二人の 男に 支えられて どうにか 歩け る 者 は、 礼拝に やって 

来ました。 

また アツ ラ一 の 使徒 は 私達に 様々 な 導び きの 慣習 （スナ ウダ一) を 教えて くれました。 
そして ァザ一 ンの 詠唱に よって 始まる モスクでの 礼拝 こそ は、 導び きの 慣習の一 例です。 

アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

明日 （来世で） ムス リムと して アツ ラーに まみえ たいと 思う 者 は 礼拝への 呼びかけ があった 
時には、 それに 答えて 遵守すべき である。 
なぜならば アツ ラ一 は あなた 達の 預言者に 様々 な 導び きの 方法 を 定めました。 
そして 礼拝 は その 中の一 つです。 

だからた とえ あなた 達が 自分の 家で 礼拝した としても、 それ は モスクでの 礼拝 を 拒否して 
家で一 人で 礼拝す る 者と 同様で あり、 あなた 達 は 預言者の 慣行 を 無視し 捨てた ことにな リ 

ます。 

そして あなた 達が 預言者の 慣行 を 捨てる という こと は、 あなた 達が 正しい 道 を 見失い 迷つ 
たこと を 意味し ます。 

浄めを 十分に 行い、 それから モスクに 向かう 者に は、 誰で あれ アツ ラ一 は 彼が一 歩 歩く 毎 
に その 報償 を 記録に 留め、 また 彼の 来世の 地位 を 弓 I き 上げて くれる と 同時に、 また 彼の 
罪 を 取り去って くれます。 

私 は 我々 の 中で 礼拝に 参集し ない 者 は、 その 偽 信者 振りが よく 知られて いる 者 以外の 何 
者で ない こと を 見て 参りました。 

また その一 方で、 自ら は 歩け ないた めに 礼拝の 列に 加わる まで 二人の 男の 肩に 捉 まって 
連れて こられた 者が いました。 



ム アツ ジン （ァ ザ一 ンの 詠唱 者） がァ ザ一 ンを 詠唱し、 それ を モスクの 中で 
聞いた 者 は、 その後 礼拝が 終る まで そこから 出る こと は 禁じられ ている 



アブ一 ■ シャ アサ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

私達が アブ一 'フ ライラと 一緒に 座って いると ム アツ ジンが ァザ一 ンの 詠唱 を 行った。 
すると一 人の 男が 立ち上がり モスクから 出ようと 歩き 出した。 
その 時 アブ一 'フ ライラの 視線 は その 男の 行く手 を 追った 力、 とうとう 彼 は モスクの 外に 出 
てし まった。 

そこで アブ一' フライ ラ はこうい つた。 

「あの 男 は アブ一' 力一 シム （預言者 ムハンマドの 別名） を 裏切って しまった」 

イブ ン 'アブ一 'シャ アサ一 ゥは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （アブ一 'シャ アサ一 ゥ） は アブ一 'フ ライラが ァザ ーンの 後に一 人の 男が モスクから 出 

て 行く 姿 を 見て 次の 様に いった こと を 耳に しました。 

「彼 は アブ一 力一 シム （預言者 ムハンマドの 別名） を 裏切って しまった」 



夜の 礼拝と 日没の 礼拝 を 集 同で 行う こと は 美徳で ある こと 

アブ ドル ■ ラフ マーン 'ビン' アブ一 'ァ ムラが 次のように 伝えて いる 

日没後の 礼拝の 後に ウス マ一 ンゼン 'アツ ファ一 ン （後に 第三 代 カリフ） が モスクに 入り一 
人で 座った ので 私 は 彼の そばに 座った。 
すると 彼 はこうい つた。 

「私の 兄弟の 息子よ、 私 は アツ ラ一 の 使徒が 次のように いった 言葉 を 耳に しました。 
『夜の 礼拝 を 集団で 行った 者 は 彼が 夜の 半分 を一 人で 祈りに 費した と 同じ 価値が ある。 
また 日の出 前の 礼拝 を 集団で 行った 者 は 彼が 夜通しお 祈りに 要した と 同じ 価値が ある 

(注)』」 

同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

(注) 朝早く 起きる こと は 夜 遅くまで 起きて いる ことより 一層 困難 を 伴う ので アツ ラーの 報償 
にも 差が ある 

ジ ユン ダブ' ビン' アブ ドッラ 一は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 
「 日の出 前の 礼拝 を 集団で 行った 者 は アツ ラ一 の 庇護の もとに 居る。 
アツ ラ一 はこの 庇護と 引き替えに あなた 方に 対して この 他に 何も 求め はしない。 
もし アツ ラ一 の 庇護の もとに ある 者に 害 を 加えれば アツ ラ一 は その 者 を 地獄の 業火に 投 
げ 込んで しまわれ るだろう」 

—方 アツ ラーの 使徒が 次のように 語った とジ ユン ダブ' カスリ一 が 伝えて いる。 

「 日の出 前の 礼拝 を 集団で 行った 者 は アツ ラ一 の 庇護の もとにい る。 

し 力、 も アツ ラ一 は その 庇護と 引き替え にこの 他に 何も 要求し 給わぬ。 

なぜなら もし 誰かが アツ ラーの 庇護と 引き替えに 何 力、 を 求めた ととしても （この場合 は 日 

の 出前の 集団 礼拝 をし ない ことになる 力 《 ) アツ ラ一 は 全て 御存知で ある （皮肉な 表現 か）。 

そして アツ ラ一 は 彼 を 地獄の 業火に さっさと 投げ込んで しまわれ るだろう」 

ジ ユン ダブ' ビン' スフ ヤーンの 前記の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている 力、 し 
かしこ こで は 「アツ ラ一 は 彼 を 地 鉄の 業火に 投げ込んで しまわれ るだろう」 という一 節に は 言及して 
いない。 



何ら かの 正当な 理由に よって は 集団 礼拝への 不参加 も 許される こと 

マフムード' ビン ■ ラビ一 ゥ は 伝えて いる 

イト バ一 ンゼン 'マ一 リク （彼 は 預言者の 教 友の一人 であ リバ ドルの 戦に 参加した マディ 
—ナ 出身の 信者 （注 1 ) の 一人で ある） が アツ ラーの 使徒の 所に やって来て こういった。 
「アツ ラ一 の 使徒よ、 私 は一 族 を 先導して 礼拝す る 立場に あります が 視力 を 失って しまい 
ました。 

ところで もし 雨が 降る と 私と 彼等の 間にある ヮジ (渦 谷） に 洪水が 流れ だし、 それで 私が 彼 
等の モスクに 行って 彼等 を 導いて 礼拝す る こと は 出来なくなります。 
そこで アツ ラーの 使徒よ、 どうか あなたが 私の 家に 来て 礼拝す る 場所 を 私の 家の 中で 選 
んで 礼拝して 下さい。 

そうすれば 私 は その 場所 を 以後 礼拝 所に する ことができます」 

すると アツ ラ一 の 使徒 はこうい つた。 

「アツ ラーが 望まれるなら そのよう にしましょう」 

さて イト バーン はさら につ づけて こう 語った。 

翌日 アツ ラーの 使徒と アブ一 'バ クルが 日 も だいぶ 高ぐ よった 頃に 私の 所に やって来た。 
そして アツ ラ一 の 使徒 は 家に 入る 許可 を 求め 私 は 当然 彼に 許可 を 与えた が 彼 は 家に 入つ 
て も 座ろうと しなかった。 
そして 彼 はこうい つた。 

「さて 私が あなたの 家の どこで 礼拝して 欲しい のです か」 
そこで 私 は 家の 片隅 を 指した。 

すると アツ ラ一 の 使徒 は その 場所に 礼拝の ために 立ち タク ビ一ル を 唱えた。 

そして 私達 も 彼の 背後に 立って ニラ カートの 礼拝 を 捧げた。 

それから 預言者 は タス リーム を 唱えて その 礼拝 を 終えた。 

その 時 私達 は 彼のた めに 用意した 肉 カレ一 を 食べて もらうべく 彼 を 引き留めました。 

そこへ 近所の 男 達が やって来 たので かなりの 人数が 私の 家に 集まりました。 

その 時 彼らの 中の一 人が こういった。 

「マ一 リク' ビン 'ド フシ ユン は どこに いる」 

それに 答えて一 部の 人 々力に ういった。 

「あいつ は 偽 信者 だ、 アツ ラ一 も その 使徒 も 好きで はない のだろう よ」 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 次のように いった。 

「彼の こと を そのよう にいって はいけ ない。 

彼が 『アツ ラ一 以外に 神 は 無い』 といった こと を あなた 達 は 知っている でしよう。 

こうして 彼 もまた アツ ラーの ご 尊顔 を 拝す る こと （つまり アツ ラーのお 喜び) を 願って いる こ 

とになる のです から」 

これ を 聞いて 彼等 はこうい つた。 



「アツ ラ一 とその 使徒の みが 最も 良く 御存知で ある」 
すると 聴衆の一 人が こういった。 

「私達 は 彼 (マ一 リク） の 顔と 彼の 忠告が (なにかと) 偽 信者 達に 傾斜して いる こと を 知って 

いる だけです (注 2) 」 

ここで アツ ラ一 の 使徒 は 次のように いった。 

「アツ ラ一 は アツ ラ一 以外に 神 は 無い と 唱えて アツ ラ一 のお 喜び を 望む 者に は 地獄の 業火 
を 禁じられた」 

ところで この ハディ一 スの 伝承 者の一 人 イブ ン' シハ一 ブ はこう 伝えて いる。 

それ 力、 ら私 （イブ ン ■ シ / ヽ一 ブ） はサ一 リム 族の リ一ダ 一の一 人で ある フサ イン ■ ビン ■ ム, \ 

ンマド 'アンサ一 リ一 にこの ハディ一 ス について 尋ねました。 すると 彼 は それ を 正しい と認 

めた。 

(注 1) イスラ一 ムの 信仰 共同体が 未だ 数の 上で も 物質的に も 劣勢だった 初期の パドルの 
決戦に 生命と 財産 を 投げう つて これに 参加した 人々 は ムス リム 社会の 中で 尊敬 を 集め 高 
い 地位が 与えられ ている 

(注 2) 預言者の 証言の 如く マ一 リク は 真の ムス リムて あった。 だが 何 かの どうに もなら な 
い 事情が あって 偽 信者 達に 傾斜した 行動が みられた ので あろうと 考えられ ている 

イト バーン ゼン' マ一 リク は 伝えて いる 

「私 は アツ ラ一 の 使徒の 所に やって来た」 
以下 は 前記 ハディ一 スと 同じ こと を 伝えて いる。 
しかし 下記の 部分 は 違って いる。 
—人の 男が こういった 

「マ 一リク' ビン' ドフシ ユン （または ドハ イシ ユン） は どこに いる」 

また 次の ような 追加 表現が みられる。 

マフムード は 次のように 語った。 

そこで 私 はこの ハディ一 スを 一団の 人々 に 話しました。 

その 中には アブ一' アイ ュ一ブ 'アンサ一 リ一 がいて こういい ました。 

「あなたが 語った こと は 私に は アツ ラ一 の 使徒が 語った と は 思われな いの だが」 

すると マフムード は 次のようにこう 語った。 

「そこで 私 はもう一 度 イト バーンのと ころに 出向いて その 件に 関して 彼に 問い正して みる こ 

と を 誓った。 

こうして 私 は 彼 （イト バ一 ン） の 所に 再びし、 つたので すが 彼 は 大変 年老いて いて 視力 を 全く 
失って いました。 

しかし 彼 は一 族の イマ一 ムを 務めて おり、 私 は 彼の 隣り に 座り込んで この ハディ一 ス につ 
いて 尋ねました。 



その 時 彼 は 最初に 私に 話して くれた ものと 同じ ハディ一 スを 語りました」 
ところで ズフリ 一は 次のように 伝えて いる。 

その後 幾多の 義務 行為 やまた 私達が もはや 変る こと は あるまい と 思われる いくつかの 命 
令が 啓示され た （注 1)。 

それで 崩されまい とする 者 はも はや 騙されない ようになった （注 2) 。 

(注 1) この ハディ一 スの もとは 極めて 初期の ものである こと を 物語って いる 
(注 2) 後に なって してよ いこと といけ ない ことが 明示され るよう になり、 信者と 偽 信者の 間 
に はっきりした 線が 引かれる ようにな つたので、 その 気になり さえ すれば 信者が 迷う 危険 
が なくなつ たの 意 

マフムード' ビン 'ラビ一 ゥ は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が 私達の 家の 手桶から 水 を 汲み 口に 含んで いまだ 小さ 力、 つた （五 才） 私 
の 顔に ピューと 水 を かけた (私 を 笑わせる ために） こと を 私 は 今でも 良く 覚えて いる。 
さらに マフムード はこうい つた。 
イト バーン ゼン' マ一 リク は 私に 次のように 語った。 

私 は 「アツ ラーの 使徒よ、 私の 目 はすつ かり 悪くな つてし まいました」 といった。 

ついで イト バ一ン は 以下の ハディ一 スを 伝えた。 

「彼 (預言者） は 私達 を 導いて ニラ カートの 礼拝 を 行った。 

そして 私達 は 彼のた めに 用意した プディング (注) を 食べても らうた めに 彼 を 弓 I き 留め まし 
た」 

しかし それ 以下の 前 出の ハディ一 ス （の 追加 分） について は 何も 言及し なかった。 
(注） 小麦粉と 肉と ナツメ ヤシの 実で つくった 料理 



随意の 礼拝 を 合同で 礼拝しても よい こと、 礼拝に おいて 敷物と 冠り 物、 着る 
物 その他の もの は 清潔で ある こと 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

彼の 祖母 ムラ イカ （実は 母と も 云われて いる） は、 彼女が つくった 料理に アツ ラ一 の 使徒 を 
招いた。 

それで 預言者 は それ を 食べてから こういった。 

「さあお 立ちなさい。 私 は あなた 方 ご一 家の 祝福の ために 礼拝 をし ます （注）」 

アナ スゼン 'マ一 リク はさら につ づけて こういった。 

そこで 私 は 敷物の 上に 立ち上った。 

だが その 敷物 は 長い間 使った ために 黒くな つていた。 

そこで 私 は それ を柔 くす るた めに その上に 水 を ふりまいた。 

そして アツ ラ一 の 使徒 は その上に 立ち上った。 

それから 私と 孤児 （ダ ミ一 ルゼン 'サ アドの こと） は 彼の 背後に 並んだ が 年寄り （ァ ナスの 
(祖) 母の こと） はさら に 私達の 後に 並んだ。 

こうして アツ ラ一 の 使徒 は 私達 を 導いて 祝福の ニラカ 一卜の 礼拝 を 行い それから 戻って 行 
つた。 

(注) 特に この 家の 女性 達に とって は 預言者に よる 礼拝の デ モンス トレイン ヨンに 接する 良 
い チャンス となった 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 人々 の 中で 最も 性格の 優れたお 人柄であった。 

彼が 私達の 家に 居る 間に 礼拝の 時間が やってく ると、 彼 は 彼の 足元に 敷物 を 敷く こと を 

命じた。 

そのため その 敷物 は 掃除され、 その上に 水が まかれた。 

それから アツ ラーの 使徒 は イマーム として 立ち上がり、 私達 は 彼の 後方に 並んで 立った。 

それから 彼 は 私達 を 先導して 礼拝 をした。 

ところで 彼らの 敷物 は ナツメ ヤシの 枝葉から つくられ ていた。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

預言者が 私達の 家 を 訪れた。 その 時 家に は 私と 母と 母の 叔母の ゥンム 'ハラ一 ム しかお 
りませんでした。 

そして 預言者 はこうい つた。 「立ちなさい、 私 は (礼拝 時間 以外の 時間に) あなたがた を 導 
いて 礼拝し ます」 

こうして 彼 は 私 等 を 先導して 礼拝し ました。 



ところで 或る 男が サ一 ビト (ァ ナスから 最初に 直接 開いた 伝承 者） にこう 尋ねた。 
「その 時 預言者 はァ ナス を 彼の どの位 置に 立た せました か」 
すると サ一 ビトは 答えて こういった。 
「預言者 は 彼 を 彼の 右側に 立た せました」 

さて それから 預言者 は 私達 家族 (ァ ナスの 家族） のために 現世と 来世の すべての 良き も 
のがあります ようにと 祈った。 
そこで 私の 母 はいった。 

「アツ ラーの 使徒 様、 ここに あなたの 小さな 召使 （ァ ナスの こと） がいます。 彼のた めに アツ 
ラーに 祈って 下さい まし」 

こうして 預言者 は 私の ために 良き もの すべてが あります ようにと 祈った （注）。 

彼 は 私の ために 祈った 最後に こういった。 

「おお アツ ラ一、 彼の 富と 子供 を 増し 給え、 彼 を 祝福し 給え」 

(注) アナ スは 以後 預言者が 他界す るまで 預言者の もとで 仕えた。 

アナ スは 百才 以上になる まで 生き、 多くの ハディ一 スを 保持し 人々 に 伝えた 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 彼 （ァ ナス） と 彼の 母 または 彼の 叔母 を 導いて 礼拝 を 行った。 
その 時 預言者 は 私 (ァ ナス) を 彼の 右に 立た せ、 女性 達 は 私達の 背後に 立た せました。 
同様の ハディ一 ス はまた 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

預言者の 妻 マイム一 ナは 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 を 行って いた。 
その 時 私 は 彼の そばに いた。 

そして 彼が 平伏 礼 を 行う と 時々 彼の 服が 私に 触れた （注) がその 時 彼 は 小さな 敷物の 上 
で 礼拝して いた。 

(注） イスラ一 ム では 女性 を 汚らわし いと 考えて いない 証拠 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

彼が アツ ラーの 使徒のと ころに 入って し、 つた 時 彼 は 預言者が 敷物の 上で 礼拝して おり、 平 
伏 礼 をして いるお 姿 を 目 撃した。 



義務の 集団 礼拝の 特典と その 礼拝 を 待つ 美徳 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「集団で 行う 礼拝 は 家で 行う 礼拝 や 市場 (職場） で 行う 礼拝に 比べて 二十 数倍 勝って いる。 
その わけ は 集団 礼拝に 参加す る 者 は浄め をす る 際に はしつ かりとした 浄めを 行し、、 それ 
力、 ら モスクまで 出向いて 行き、 その 時の 彼の 行為に はた だ 集団 礼拝に 参加したい 一心で 
それ 以外に は 何の 強制 もな ぐ また 彼 は 礼拝 を 除いて 他の いかなる 目 的 も 抱かない から 
て ある。 

彼 は モスクに 向かって 一歩 進む ごとに一 段と アツ ラ一 からの 得点 を 上げ、 罪の 方 は一 つ 

—つ 消滅して ゆく うちに モスクに 入る ことになります。 

そして 彼が モスクに 入った 時 彼 は 礼拝一 筋に 没頭して し、 るが その 際 彼が 自分の 礼拝の 

場に いる 限り 天使 達 は 彼のた めに 次のように 祈りつ づけます。 

『おお アツ ラ一、 彼に 慈悲 を 与え 給え、 おお アツ ラ一、 彼の 罪 を赦し 給え、 おお アツ ラ一、 彼 

の 悔悟 をう け 入れ 給え』 

こうして 天使 達 はこの 祈り を 彼が 自ら 害 をな さぬ 限り また 彼の 浄 めの 状態が 解消す るまで 
祈りつ づける でしよう」 

同様な ハ ディースが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「天使 達 は あなた 方が 礼拝の 場に いる 限り 礼拝 者の ために 次のように 祈りつ づける でしよ 

ラ。 

『おお アツ ラ一、 彼の 罪 を赦し 給え、 おお アツ ラ一、 彼に 慈悲 を かけ 給え』 

かくて 浄 めの 状態 か仙聯 消されず、 彼が 礼拝 中で、 それに 没頭して いる 限り 天使 達 はこ 

のように 祈りつ づけます」 

アブー' フ ライラ は アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「アツ ラ一 の 下僕 (信徒) が 集団 礼拝 中で 彼が 己れ の 礼拝 場に いる 限り、 たとえ 礼拝 時間 

を 待って いる 間で も 天使 達 は 次のように いい 続けて いる。 

『おお アツ ラ一、 彼の 罪 を赦し 給え、 おお アツ ラ一、 彼に 慈悲 を かけ 給え』 

この 天使 達の 祈り は 彼が 礼拝 所 を 出て 行く かまた は 彼の 浄 めの 状態が 解消す るまで つ 

づきます」 

そこで 私 はこう 尋ねました。 

r 浄 めの 状態が 解消す ると は どんな ことです か」 

すると 預言者 は 次のように 答えた。 

「有声 無声の 放屁に よって 解消す る」 



アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方の 誰に ついても いえる こと だが、 礼拝 だけが 彼 を 引き留め ていて、 礼拝 以外に 
彼が 家族の もとに 戻る こと を 防げて いない 限り その 者 は その 間ず つと 礼拝 をつ づけて いる 
ことになります」 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方の 誰でも、 集団 礼拝の 場で 礼拝 を 待ちながら 座って おり、 かつ 彼の 浄 めの 状態 
が 解消し ない 限り 天使 達 は 彼のた めに 次のように 祈りつ づけて います。 
『おお アツ ラ一、 彼の 罪 を赦し 給え、 おお アツ ラ一、 彼に 慈悲 を かけ 給え』」 

前記 同様な ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



モスクまでの 歩数の 多 さは 美徳のう ち 

アブ一 ■ ムーサ一 は アツ ラ一 の 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「集団 礼拝で 最大の 報酬 を 受ける 者 は 人々 のうちで (モスクから） より 遠くに 住んで いる 人 
であり、 その 遠い 道程 を 歩いて くる 人で ある。 

また イマ一 ム と一 緒に 礼拝す るまで それ を 待って いる 者 は一 人で 礼拝 をして それから 寝 
てし まう 者よりも 報酬 を 受ける 者と して一 層 優れてい る」 
さて ある 伝承 者の ハディ一 ス では 次のように 語られて いる。 
「イマームと一 緒に 集団で 礼拝す るまで (待って いる）」 

ゥ パイ ュ 'ビン' 力 アブ は 次のように 伝えて いる 

或る 男が いたが 私 は 彼よりも モスクから 遠くに 住んで いる 者 を 他に 知らない。 
だが 彼 は 決して 集団での 礼拝に 遅れた こと はな 力、 つた。 
それで 彼 は 次のように いわれた。 
或いは 私が 彼に こういった。 

「もし あなたが ろば を一 頭 買ったならば、 あなた は 真暗闇の 中で も、 また 焼けつ く 熱砂の 
中で も それに 乗る ことができる でしよう に」 
すると 彼 は 次のようにい つた。 

「私 は 私の 家が モスクの そばに あれば 嬉しい と は 思わない。 

私 は モスクに 歩いて ゆく ことにより、 また 自分の 家族の もとに 歩いて 帰る ことにより 報酬が 

私に 定められる こと を 望みます」 

そこで アツ ラーの 使徒 はこうい つた。 

「確かに アツ ラ一 は そのような 全ての 報酬 を あなたに お集め 下さった」 

同様の ハディ一 スが 同一 伝承 者 経路 を 経て タイ ミ一 によって 伝えられ ている。 

ゥ バイ ュ 'ビン' 力 アブ は 次のように 伝えて いる 

アンサ一 ルの ある 男の 家 は マディ一 ナの 中で 最も 遠く 離れた 所に あった。 

しかし 彼 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 行う 礼拝に 決して 遅れた こと はな 力、 つた。 

私達 は 彼に 同情して いたので 私 は 彼に こういい ました。 

「誰々 さん、 もし あなたが ろば を一 頭 買ったならば それ は 焼け付いた 熱砂から あなた を 救 

つて くれる でしよう。 

また 地面の 害虫から も あなた を 守って くれる でしよう」 
すると 彼 は 次のようにい つた。 

「聞いて 下さい、 私 は アツ ラーに 誓って、 私の 家が ムハンマド （預言者） の 家の 隣り にある 
こと を 欲しません」 



それで 私 は 彼の 言葉 を 聞き捨てに できない 非常に 不快な ものに 感じた ので アツ ラ一 の 使 
徒の もとに 行き そのこと を 告げ口し ました。 

すると 預言者 は 彼 (その 男） を 呼びよ せた が、 彼 は 預言者 を 前にして 私に いった ことと 全く 
同じ こと をい つた。 

そして 彼 は 彼の 歩み (モスクと 家の 間の） の 報酬 を 望む こと を 告げた。 

そこで 預言者 は 彼に こういった。 

「確かに あなたに は あなたが 期待す る ものが あります」 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アース ィム により 伝えられ ている。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
私達の 家 は モスクから 遠く離れていた。 
そこで 私達 は モスクに 近付く ために その 家 を 売りたい と 思って いました。 
しかし アツ ラ一 の 使徒 は 私達が そうする こと を 禁じました。 
そして 次のように 仰せられた。 

「モスクへ 向かう あなたた ちの 一歩一 歩に は アツ ラーの 報償が あります」 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

モスクの まわりの 土地が 空地に なって いました。 
そこで バヌ一 'サ リマの一 族が モスクの 近くに 移り 住みたい と 欲した。 
そして そのこと が アツ ラーの 使徒の 耳に 入った。 それで 彼 は 彼等に こういった。 
「あなた 方が モスクの 近くに 移り 住もうと している ことが 私の 耳に 入りました」 
すると 彼等 はこうい つた。 

「はい、 その 通りです アツ ラ一 の 使徒 様、 確かに 私達 は そのよう に 望みました」 
そこで 預言者 は 二回 線り 返して 次のように 仰せられた。 
「バヌ 一'サ リマ一 族よ、 あなた 方の 今の 家に 住みなさい。 
そうすれば あなた 方の モスクへの 歩み は 精進と して 記録され るでしょう」 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

バヌ一 'サ リマ一 族 は モスクの 近くに 移り 住む こと を 望んで いた。 
その 時 丁度 モスクの まわりの 土地が 空いて いた。 
そして そのこと が 預言者の 耳に 入った。 
そこで 預言者 はこうい つた。 

「バヌ 一'サ リマ一 族よ、 あなた 方の 家に そのまま 住みなさい。 
そうすれば あなた 方の モスクへの 歩み は 精進と して 記録され よう」 
これ を 聞いて 彼等 は 次のように いった。 



礼拝に 出向く 歩行 は 罪 を 消し 天国での 報 価の 階段 を 登らし める こと 



アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

家で 身体 を浄 め、 それから アツ ラ一 に対する 義務の 礼拝の一 っを果 すため に アツ ラ一 の 

家 （モスク） の一 つに 出向く 者 その 者の 歩みに は 二 歩 ある。 

その一 つ は 彼の 罪 を 消しもう 一歩 は 天国での アツ ラ一 からの 報酬の 階段 を 登らし める。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる。 

また アブ一 'バ クルの 伝承に おいても 預言者に よる 同様の ハディ一 スが 語られて いる 
「あなた 方 は 次の 事 を 考えた ことがあります か。 

もし、 あなた 方の 誰か一 人の 家の 戸口の 近くに 川が 流れて おり、 毎日 五 回 そこで 身体 を 

洗うならば 何 か 不浄な ものが 残ります か」 

すると 彼等 はこうい つた。 

「いいえ、 不浄な もの は 何も 残りません」 

そこで 預言者 はこうい つた。 

「それ は あたかも 一日 五 回の 礼拝の ような ものです。 

アツ ラ一 は その 五 回の 礼拝に よって 罪 を 消して 下さる のです （注）」 

(注) 罪 を 消す といっても 様々 な 小 罪 を 消す 意味で 大罪 (殺人、 姦通な ど） は 礼拝に よって 
消える こと はない 

使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 

「一日 五 回の 礼拝 は あたかも あ をた 方の 家の そばに 満々 と 水 をた たえて 流れて いる 川が 
あり そこで 毎日 五 回 身体 を 洗い流す ような ものである」 
ところが ハサ ンは 次のように 付け加え ている。 
「こうすれば 汚れ は 何も 残らない」 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように いったと して 伝えて いる 

「モスクに 早朝 もしくは 夕方に、 出向いた 者に は アツ ラ一 は 彼のた めに 天国に おいて 早朝 
もしくは 夕方に、 宴 を 用意して 下さる でしよう」 



曰の 出前の 礼拝の 後 そのまま そこに 正座す る こと は 美徳で ある こと、 及び 
モスクの 美徳 

スイマー ク 'ビン ■ / 、ルブ は 次の ようにい つた 

私 (スイマー ク） は ジャー ビル ゼン 'サ ムラに 次のように いった。 

「あなた は アツ ラーの 使徒のお そばに 座って いた ことがあります か」 

すると 彼 は 「はい 何度も」 と 答えて 次のようにい つた。 

預言者 は 日の出 前の 礼拝 または 早朝の 礼拝 (ガダ 一ト) を 行った 後、 太陽が 昇る まで そ 

の 場に そのまま 座って いて 立ち上がらなかった。 

そして 彼 は 太陽が 昇った 時よう やく 立ち上がった がその 間教 友達 は ジャ一 ヒリ一 ャ （イス 

ラーム 以前の 無明 無道 時代） に関する 話 をして は 大声で 笑って いた (注）。 

その 間 預言者 はた だほ ほえんで いる だけでした。 

(注) 教 友達 は 皆 ジャ一 ヒリ一 ャ から イスラ 一ム 時代に かけて 生きた 人々 である。 
彼等 力 《 イスラ一 ム から それ 以前の 時代 を 眺めた 時、 その 大きな 違いに 気付き 大声で 話し、 
力、 つ 笑って いたのだろう が この 彼等の 姿 を 預言者 は 満足そう にかた わらで 見て いたと いう 
こと 

ジャ 一ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 日の出 前の 礼拝 を 行った 後、 太陽が 充分 高く 昇る まで そのまま そこに 正座して 

いた。 

同様の ハディ一 スがス イマ一 ク によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は 「充分に 高ぐ ■■」 と は 伝えて いない。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラ一 にと つて 最も 愛すべき 場所柄 は その 地に ある モスクで あり 最も 嫌いな 所 は その 地 

にある 巿場 である。 



イマーム として 誰が 適格 か 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は アツ ラ一 の 使徒が 次のようにい つたと して 伝えて いる 
人が 三人 集まった とすれば そのうちの 一人が イマ一 ム となりなさい。 
そして イマ一 ム としての 適任者 は 彼等の なかで 最も クル ァ一ン を 上手に よむ 者で ある。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て カタ一 ダ により 伝えられ ている。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 ■ サイ一 ド によっても 伝えられ ている。 

アブ一' マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「クル ァ一ン をよ むこと に 最も 熟達した 者が まず 人々 の イマーム となる。 

もし 彼等 カ^ルア一 ンの 読誦に おいて 同じで あれば スンナ （預言者の 慣行） を 最もよ く 知つ 

ている 者が イマ一 ム となる。 

もし 彼等が スンナ においても 同じ 知識で あるならば 最も 早く ヒジ ユラ （マッカから マデイーナ 
への 移住） をした 者が イマ一 ム となる （注 1)。 

もし 彼等が ヒジ ユラに おいて 同時なら ばより 早く イス ラームに 改宗した 者 力 《 イマームになる。 
また 誰も 権力の座 にある 人 (領主、 統治者な ど) を 従えて 礼拝 を 先導す る こと は 許されな 

い (注 2)。 

また 誰でも その 家の 主人の 許しな くして 上座に 座って はいけ ない」 

ところで ァ シャツ ジュは 彼の 伝承の 中で "より 早く イスラ一 ムに 改宗した" という 部分 を "より 
年 をした" と 伝えて いる。 

(注 1) マデイーナの 信徒 (アンサ一 ル） はヒジ ユラす る ことはなかった ので 彼等 は 除外され 
ている ので はない かとい う 疑問が 持 たれる が、 これ は マッカ 出身の 初期の 信徒の 間で ィ 
マ一 ムを 誰に 決める かとい う 特定 ケースと 考えられる 

(注 2) イスラ一 ム 初期で は 政治的 リーダ一 と 宗教 上の リーダ一 は 同一 人物で ある ことが 

多かった。 

勿論 この 際に 領主 や 統治者に 人々 の 礼拝 を 導く だけの 宗教 的 知識と 権威が 充分に 具わ 
つてい る ことが 前提になる。 

また リ一ダ 一に は 既に 現在、 イマ一 ムの 座に ある 人と いう 解釈 も ある。 
そういう 人の 許可な しに おしのけて 先導す る こと を も 戒めて いる 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュ により 伝えられ ている。 



アブー' マス ゥ一ド は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 彼等に 語った として 伝えて いる 

「まず クル ァ一ン を 最も 熟知し その 読誦に おいて 最も 熟達した 者が 人々 の イマーム となる。 
もし 彼等が 読誦に おいて 同じ レベルで あれば 最も 早い 時期に ヒジ ユラ をした 者 力 《 イマーム 

となる。 

もし 彼等 力 《 ヒジ ユラに おいて 同時であるなら ばより 年 をした 年配者 力 《 イマ一 ム となる。 
また あなた は 他人の 家の 中で、 または 相手が 権力者で ある 場合に は 決して 彼 を 導いて ィ 
マ一 ム となって はならない。 

また 他人の 家に おいて 彼が あなたに 前もって 許可 を 与えない 限り、 もしくは あなたの 方 か 
ら 彼の 許可 を 得ない 限り 彼が すわる 席に すわって はならない」 

マ一 リク' ビン' フワ イリ スは 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒の 所に やって来ました。 

その 時 私達 は 皆 同年 代の 若者でした。 

そして 私達 は 預言者と ともに 二十 夜 を 過し ました。 

アツ ラーの 使徒 は 大変 優しく 思いやりの あるお 方で あり 私達が 家族 を 恋し 力 《 つてい るので 

はない かと 心配され て 私達が 残して きた 家族の ことにつ いてお 尋ねに なりました。 

そこで 私達 は 家族の こと を 彼に 話しました。 

すると 預言者 は 次のように 申された。 

「あなた 方 は 家族の もとに 戻りなさい。 

そして 彼等と一 緒に 募しなさい。 

そして 彼等に 信仰と イスラ一 ム に関する こと を 教えなさい。 

また 彼等に は 善い こと を 説き勧めなさい。 

そして 礼拝の 時刻が 来たならば あなた 方のう ちの一 人が ァザ一 ンを 詠唱しなさい。 
それから あなた 方の 中で 一番の 年配者が イマーム をつ とめなさい」 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アイ ュ一ブ により 伝えられ ている。 

アブ一 .ス ライマ一 ン （マ一 リク ゼン' フワ ィ リス） の 別の 伝承で は 次のように 伝えて いる 
私 は 人 々と一 緒に いる アツ ラ一 の 使徒の もとに やって来ました。 
その 時 私達 は 皆 同年 代の 若者であった。 
この ハディ一 スの 残りの 部分 は 前述の ハディ一 スと 同じで ある。 

マ一 リク' ビン' フワ イリ スは 伝えて いる 



私 は 私の 友人の 一人と一 緒に 預言者の もとに やって来ました。 

そして 私達 二人が 彼の もとから 帰ろうと した 時 彼 はこうい つた。 

「礼拝の 時刻が 来た 時 は、 まず ァザ一 ンを 詠唱し それから イカ一 マ を 唱えなさい。 

そして あなた 方のう ち 年配の 方が イマーム となりなさい」 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが それに は 次の 言葉が 付け加えられ 
ている。 

"彼等一 人 は クル ァ一ン の 読誦に おいて 同じであった" 



ムス リム 達に 災難が 降り かかって きた 時には 全ての 礼拝に おいて ク ヌート 
(祈願と 呪い) を 唱える ことが 好ましい こと 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 日の出 前の 礼拝の 際に クル ァ一ン の 読誦 を 終えて 屈 身 礼に 入り その 
後 タク ビ一ル を 唱えて 頭 を 上げた 時 次のように 唱えた。 
「アツ ラ一 は 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う、 われらの 主よ、 称讃は あなたに のみ」 
それから 彼 は 立った ままで 続けて 次のように いった。 

「おお アツ ラ一、 ヮ リ一 ドゼン 'ヮ リ一ド (注 1 ) を 救い 給え、 サ ラマ' ビン' ヒシャ 一ム （注 2) 
を 救い 給え、 アイ ャ一 シュ 'ビン' アブ一' ラビ一 ァ （注 3) を 救い 給え、 また ムス リムの 内で 
も 弱い 立場に あり 無力な 人々 （ムス タダァ フィ一 ン) を 救い 給え。 

おお アツ ラ一、 厳しく ム ダル 族 (注 4) の 者 を 踏みつけ 給え、 また 彼等に は 預言者 ュ一 スフ 
の 時代の 飢饉 を 与え 給え、 おお アツ ラ一、 リフャ 一ヌ族 （注 5) とリ ウル 族 （注 6) と ザ クヮ一 
ヌ族 （注 6) と ウサイ ャ族 （注 6) の それぞれに 呪し、 を かけ 給え、 げに 彼等 は アツ ラ一 とその 
使徒に 背いた のです」 

それから 預言者 は 次の クル ァ一 ンの一 節が 啓示され た 時から 前述の クヌ一 ト (祈願と 呪 
し、） を 止めた という 知らせが 私達の 耳に 入りました。 

「アツ ラ一 が 彼等に 哀みを かける のか それとも 懲罰 を 下す のか は汝 (預言者) に 関わる こ 
とで はない。 もっとも 彼等 は 罪深い 者 達で ある こと は 確かで あるが」 （クル ァ一ン 第 3 章 

128 節） 

(注 1 ) パドルの 戦で 捕虜と なる。 

その後 マッカに 帰って イス ラームに 改宗 そのため 投獄され 様々 な 拷問 をう ける。 
イスラ一 ムの剣 ハーリドの 兄弟 

(注 2) イスラ一 ム 初期の 敵 マッカの クライ シュ 族の 頭目 アブ一 'ジャ ハルの 兄弟、 イスラ一 
ムには 極く 初期に 改宗す るが マッカの 多神教 徒によ つて 様々 な 残虐 行為 をこう むる 

(注 3) アブ一 'ジャ ハルの 義理の 兄弟、 初期の 改宗者で 様々 な 試練 をう ける 

(注 4) 最も 激しく イスラ一 ムに 敵対した 部族 

(注 5) ヒジ ユラ 四 年に 預言者が 流通した 六 人の クル ァ一ン 読誦 者 を 死に 至らし めた 部族 

(注 6) これらの 部族 は 彼等の 要請 をう けて 預言者が 通わした 七十 人の クル ァ一ン 読誦 者 
を 裏切って 殺害した 



同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 'フ ライラに よって 伝えられ ている がそれ は 次 
の一 節までで ある。 

「また 彼等に は 預言者 ュ一 スフの 時代の 飢饉 を 与え 給え」 

アブ一 'サ ラマ は アブ一 'フ ライラが 次のように 語った として 伝えて いる 
預言者 は 屈 身 札の 後に 祈願と 呪い を一 ヶ月 間つ づけて 行った。 
彼 は 「アツ ラ一 は 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う」 と 唱えた 後で 次のように いった。 
「おお アツ ラ一、 ヮリ一 ド 'ビン' ヮリ一 ドを 救い 給え、 おお アツ ラ一、 サ ラマ' ビン' ヒシャ 一ム 
を 救い 給え、 おお アツ ラ一、 アイ ャ一 シュ 'ビン' アブ一' ラビ一 ァを 救い 給え。 
おお アツ ラ一、 信仰 深き 者 達のう ち 無力で 非力な 弱い 立場に ある 者 達 (ムス タダァ フィ一 
ン) を 救い 給え。 

おお アツ ラ一、 ム ダル 族の 者 を 厳し 〈踏みつけ 給え、 また 彼等に は 預言者 ユースフの 時代 
の 飢饉 を 与え 給え」 

また アブ一' フライ ラ はさら に 次のように 伝えて いる。 

それから 私 は アツ ラーの 使徒が その後 この 祈願と 呪い （ク ヌート) を やめた こと を 知りこう 

いいました。 

「私 は アツ ラーの 使徒が 確かに 彼等 （非力な 人々） のために 祈願す る こと を 止めた ところ を 
見た」 

そのような わけで アブ一' フライ ラは （人々 によって） 次のように いわれる ことにな つた。 
「あなた は 預言者に よって 祈願 を 受けた 人々 力 《 (迫害 を 逃れて） やって来た （実際に 救わ 
れた） ところ を 見なかった か （見た でしよう）」 

伝承 者 アブー ■ サ ラマ は アブ一 ■ フ ライラが 彼に 次のように 知らせた として 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 夜の 礼拝 中に 「アツ ラ一 は 彼 を 讃美す る 者の 声 を 聞き届け 給う」 と 唱え 

それから 平伏 礼に 入る 前に 次のように いった。 

「おお アツ ラ一、 アイ ャ一 シュ' ビン' アブ一' ラビ一 ァを 救い 給え」 

それから この ハディ一 スの 残りの 部分 は "ユースフの 時代の ような "という一 節まで は 前述 

の ハディ一 スと 同じで あるが その後の 部分 は 何も 伝えて いない。 

アブ一 'サ ラマ ゼン' アブ ドル' ラフ マ一 ンは アブ一 'フ ライラが 次のように 語った として 伝えて いる 
「アツ ラーに 誓って、 あなた 方と ともに 私 は アツ ラーの 使徒の 礼拝に 最も 近付きたい」 
そして アブ一' フライ ラは 昼過ぎの 礼拝と 夜の 礼拝と 日の出 前の 礼拝に おいて 祈願と 呪い 

を 唱えた。 

信者の ために は 祈願し 無 信仰者に 対して は 呪い を かけた。 
ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 



アツ ラ一 の 使徒 は 日の出 前の 礼拝に おいて マウ一 ナの泉 （の 戦） で教 友達 を 殺した 者 達 
を 三十日 間 呪し、、 アツ ラ一 とその 使徒に 背いた リ ウル 族と ザ クヮ一 ヌ 族と リフャ 一ヌ 族と 
ォ サイ ャ族を （三十 曰 間） 呪った。 
さらに アナ スは つづけて こういった。 

アツ ラ一 は マ ウーナの 泉で 殺された 人々 のために クル ァ一 ンの一 節 を 下し 給うた。 

私達 は それが その後 取消し をう ける まで それ を 読誦して いました。 

さて その一 節と は 次の ような 言葉でした。 

「人々 に 次の便り を 伝えなさい。 

確かに 私達 はわれら の 主にお 会いした。 

そして 主 は 私達に 満足され、 私達 は 主に 満足し ました （注）」 

(注） この 意味に 相当す る クル ァ一 ンの節 は 5 章 122 節 、 9 章 101 節、 …などで ある 

ムハンマド は 次のように 伝えて いる 

私はァ ナスに アツ ラーの 使徒が 曰の 出前の 礼拝に おいて 祈願と 呪い を 唱えた かどう か尋 

ねた。 

すると 彼 は 「はい 屈 身 礼の 後 しばらくの 間」 と 答えた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 日の出 前の 礼拝で 屈 身 礼の 後、 祈願と 呪いの 言葉 を一 ヶ月 間 唱えて い 

た。 

彼はリ ウル 族と ザ クヮ一 ヌ族を 呪し、 r ォ サイ ャ族は アツ ラ一 とその 使徒に 背いた」 といって 
いた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 日の出 前の 礼拝の 屈 身 礼の 後に 祈願と 呪いの 言葉 を一 ヶ月 間 唱えて 

いた。 

そして 彼はォ サイ ャ族を 呪って いました。 

アース ィムは 次のように 伝えて いる 

私はァ ナスに 祈願と 呪い （ク ヌート） は 屈 身 礼の 前に 唱えられた のか それとも その後に 唱 

えられた のか を 尋ねた。 

すると 彼 は 「屈 身 礼の 前だった」 と 答えた。 

そこで 私 は 彼に 「人々 は アツ ラ一 の 使徒が 屈 身 礼の 後に 祈願と 呪い を 唱えた」 と 主張して 
いると いった。 

すると 彼 は 「アツ ラーの 使徒が一 ヶ月 間 祈願と 呪い を 唱えて いた」 とし 「彼の 教 友達のう ち 



で クッラ 一(クル ァ一ン 読誦 者） と 呼ばれる 人々 の 多く を 殺した 者 達 を 呪って いた」 といった 

(注)。 



(注) つまり 屈 身 礼の 前に 呪って いた ことになる。 

この 立場 は ハナ フィ一 法学 派が 支持して いる 見解で ある 

アース ィ ムはァ ナスが 次のように いったと して 伝えて いる 

私 (ァ ナス） は マウ一 ナの 泉の 戦で 戦死した 七十 名 のク ッラ一 (クル ァ一ン 読誦 者) と 呼ば 
れた者 達に 対する、 アツ ラ一 の 使徒の 悲しみよ うは、 これまでの いかなる 小隊の 壊滅で も 
—度 も 見た ことがあ りませんでした。 
それで 預言者 は一 ヶ月 間 彼等 を 殺した 人々 を 呪い 続けた 程でした。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ァ ナスに よって 伝えられ ている。 
しかし ここで は 部分的に は 多少の 省略と 付加され た 部分が みられる。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

預言者 は 一ヶ月 間 祈願と 呪いの 言葉 を 唱えつ づけ リウ ル 族と ザ クヮ一 ヌ 族と ォ サイ ャ族 
を 呪って いた。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て ァ ナスに よって 伝えられ ている。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は一 ヶ月 間 祈願と 呪い をつ づけ アラブ 部族のう ちの し、 くつ かの 部族 を 呪つ 
ていた。 

しかし その後 彼 は 呪い を 中止した。 

パラ一 ゥ' ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 日の出 前の 礼拝と 日 没後の 礼拝 中に 祈願と 呪いの 言葉 を 唱えて いた。 

パラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 日の出 前の 礼拝と 日 没後の 礼拝に おいて 祈願と 呪い を 唱えて いた。 

クファ 一フ ■ ビン ■ ィ一 マ一 ゥ ■ ギフ ァ一リ 一は 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 礼拝 中に 次のように いった。 

「おお アツ ラ一、 リフャ 一ヌ 族と リウ ル 族と ザ クヮ一 ヌ 族と ォ サイ ャ族を 呪い 給え、 彼等 は 
アツ ラ一 とその 使徒に 背きました。 



ギフ アール 族 (注） について は アツ ラ一 は 彼等 を 許しました。 
ァス ラム 族に ついては アツ ラ一 は 彼等 をお 守り 下さった」 

(注) 彼等 は イスラ一 ムに 改宗す る 以前 は 巡礼者 を ねらって 追 剥 をして いた 

クファ 一フ ゼン' ィ一 マ一 ゥ は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 屈 身 礼 を 行い それから 頭 を 上げて こういった。 

「ギフ アール 族に ついては アツ ラーよ、 彼等 を 許し 給え。 

また ァス ラム 族に ついては アツ ラーよ、 彼等 をお 守り 下さい。 

そして ウサイ ャ 族に ついては 彼等 は アツ ラ一 とその 使徒に 背きました。 

おお アツ ラ一、 リフャ 一ヌ族 を 呪い 給え、 また リウ ル族を 呪い 給え、 また ザ クヮ一 ヌ族を 呪 

い 給え」 

そして 預言者 は 平伏 礼に 移りました。 

さて クファ 一フは さらにつ づけて こう 伝えた。 

こうして その後、 無 信仰者 達への 呪いが 是認され るに 到った。 

同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て クファ 一フ 'ビン 'ィ一 マ一 ゥ によって 伝えられ ている。 
しかし ここで は" かくして 無 信仰者 達への 呪いが 是認され るに 到った" という一 節 は 伝えなかった。 



礼拝の 機会 を 失した 時の 償い。 

また、 それに 気付いた 時、 速やかに 礼拝 を 挙行すべき こと 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ハイバルの 遠征から 帰る 時、一 晚中旅 を 続けられた。 

そして 彼が 眠気 を もよう された 時、 休息の ため 乗り物から 降りて (従者の） ビラ一 ルに 「今 

夜 われわれ のために 監視に 立て」 と言われた。 

ビラール は アツ ラーの み使いと 彼の 親友た ちが 眠って いる 間に （安全 を 確認しつつ） 出来 
る だけ 礼拝 を 行った。 

夜明けが 近くな つた 時、 彼 は 太陽が 昇る 方向 をむ き 彼のら くだに 寄り掛かった。 
彼 はそう している うちに 何時しか 眠って しまった。 
そして、 太陽が 彼等の 上 を 明るぐ 照す まで、 預言者 も ビラ一 ル もまた 他の 教友 たち も 誰一 
人 目を覚まさなかった。 

彼等の 中で 最初に 起きた の は アツ ラ一 のみ 使いであった。 

み使い は （日の出に） 気がつく とお 立ちに なって 「ビラ一 ルは 何処か」 と言われた。 

ビラ一 ルは 「おお アツ ラー…、 たとえ 私の 父母 を 身代りと しょうと も、 どうか アツ ラ一 のみ 使 

し、 をお 護り 下さい ますよう… （と 祈った 後）、 あなた は 眠気 を もよう されて 眠られました。 私 

も それに 勝てず 眠って しまいました」 と 言った。 

み使い は 「らくだ を 引いて まいれ」 とお 命じに なった。 

それから 人々 は 少し 離れた 位置に 移動した （注 1)。 そこで アツ ラ一 のみ 使い は 沐浴され、 

ビラールに 礼拝の 挙行 を 告げさせた。 

そして 人々 の 先に 立って 朝の 礼拝 を 挙行され た。 

礼拝 終了後、 み使い は 「誰でも 礼拝の 機会 を 失した 者 は、 それに 気付いた 時に 礼拝せ よ。 

アツ ラ一 は 「われ を 心に 抱いて 礼拝の 務め を 守れ」 （クル ァ一ン 第 20 章 14 節） （注 2) 」 と 
申された。 

ュ一 ヌスは 「イブ ン 'シ ハーブ は その一 節 を" 記憶して （礼拝の 務め を 守れ）" のように 常々 
読唱 していた」 と 言った。 

(注 1 ) 多数の 人々 が 休息した 場所 は 排泄物 等で 不浄になる ため 礼拝の 場所 は 他に 選ぶ 
べきで ある 

(注 2) 礼拝 を 忘れずに 務め 守る の は 常に アツ ラ一 を 心に 抱いて いると いう ことで も ある 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと （ある 場所で) 休息した。 
(そして そこで 眠って しまい） 太陽が 昇る まで 目が 覚めなかった。 



み使い は、 めいめい 乗り物の 手綱 を 取って （この 場所 を 出る よう） 申された。 
この 場所に は 既に 悪魔が 訪れて われわれに つきまとって いるから である （注） 。 
—同 その 言葉に 従った。 

それから み使い は 水 を 要求し 沐浴され てから ニラ カートの 礼拝 を 行われた。 
ャ一 ク一ブ は 「それから 彼 は 二回 叩頭され た。 
その後" アツ ラ一 は 偉大な リ" という 言葉が 唱えられ、 朝の 礼拝の 始まりが 告げられた。 
み使い は （人々 を 先導され て) 朝の 礼拝 を 済まされた」 と 言った。 

(注) そこ は 皆が 眠り こんで 礼拝 を 失って しまった 場所で あると 同時に、 前述 同様、 不浄の 
場と 化した の を 意味す る 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 夕刻から 夜に かけて 旅行し、 朝、 水の ある 所に 到着す る 

ように するがよい」 と 説教され た。 

そこで 人々 は 他の 者に かまう ことなく 旅 をした。 

時に、 アツ ラ一 のみ 使いが 深夜、 乗り物に 乗って 旅 をされ たこと があった。 

私が み使いの 側に おりました 時、 彼 は 居眠り をされ らくだの 上で 片側に 傾かれた。 

私 は 近寄って 彼が ねむり を 覚まさな いよう 気 を 配って 支え 、らくだの 背に 安定 させた。 

彼 は 旅 を 続けられ、 夜 も 大分 ふけた 頃に (再び) 乗り物の 上で 傾かれた。 

私 はお 側に 寄って 彼 を 目覚めさせない ようそつ と 支えて その 背に 安定 させた。 

彼 はなお も 旅 を 続けられた。 

明け方 近くに なって、 （今度 は) 前の 二回より 更に 大きく 片側に 傾かれ、 らくだから 落ちそう 
になった。 

私 はかけ 寄って 彼 を 支え 頭 を 起して 差し上げた。 

彼 は 「誰です か」 と 申された。 

私 は 「アブ一' カタ一 ダ です」 と 言った。 

み使い は 「あなた は どのくらいの 間 私と一 緒に 歩いて いるので すか」 と言われた。 
「私 は一 晩 中 歩き続け ております」 と 言った。 

彼 は 「あなたが 彼 (アツ ラ一） のみ 使い を 守った ように、 アツ ラ一 が あなた をお 守り 下さる よ 
うに…」 と 私の こと を 祈って 下された。 

そして 再び 「あなた はわれ われが 人々 から はぐれて しまったと 思います か」 と言われ、 続 
いて 「あなた は 誰か を 見ました か」 と 申された。 
私 は 「ここにら くだに 乗った 者が おります」 と 言った。 

私 は 再び 「そこに もらく だに 乗った 者が おります」 と 言った。 

われわれが 集って 見る とらく だに 乗った 者 七 人 だけであった。 

それ 力、 ら アツ ラ一 のみ 使い は 幹線道路 を 少し はずした 所で 休息の ために 横たわられて 



「諸君、 礼拝 を 守らねば ならぬ」 と 申された。 

(だが 人々 は 皆 眠って しまった。 そして） 最初に 目を覚まされ たの は アツ ラーの み使いで あ 

つた。 

その 時、 太陽 は 既に 昇り 始め 彼の 背 を 照らして いた。 
われわれ は 驚いて 起き 上った。 
彼 は 「乗れ」 と言われた。 
—同ら くだに 乗って 進んだ。 

そして 太陽が (完全に） 昇りき つた 時、 み使い は 乗り物から 降り、 私が 携帯して いた 水差し 
を 要求され た。 

それに はいくら かの 量の 水が 入って いた。 

彼 は 通常の 沐浴と 比べる と、 それ は 比較に ならない 程 少量の 水で それ を 済まされた。 

その 水差しの 中にはな お 若干の 量の 水が 残って いた。 

み使い は アブ一' カタ一 ダに 「その 水差しの 水 をと つてお くように、 それに は （それ をめ ぐつ 

て）一 つの 話が 生まれる であろう」 と言われた。 

その後、 ビラ一 ルがァ ザ一 ン （礼拝の 時刻 を 告げる こと） を 唱えた。 

アツ ラ一 のみ 使い はまず ニラ 力一 トを 行われ、 それから 彼が 毎日され るよう に 朝の 礼拝 を 

挙行され た。 

み使いが 乗り物に 乗られる とわれ われ も （めいめいの 乗り物に） 乗った。 

—同の 中の 幾人 か は 彼等の 不注意で 礼拝 を 失し、 不敬 を はたらいて しまった ことにつ い 

て 互いに （後悔の） つぶやき を 交して いた。 

すると、 アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 私の 日常生活の 中から 規範 を 得て はいない の 
です か」 と言われた。 

そして、 「眠って しまった 場合 は 怠慢で はない。 

ほことの） 怠慢 は 今 挙行すべき 礼拝 を 別の 礼拝の 時刻まで 意図的に 延ばす ことで ある。 
(眠り、 あるいは 避け 難い 理由で) 礼拝 を 失した 者 は それに 気付いた 時に 行う が 良い。 
それが 翌日に なって しまった 場合に は 定められた 礼拝の 時に 挙行せ よ」 と 申された。 
それから み使い は のろのろ している 人々 を 引き離して しまわれて、 「あなた 方 は 彼等 （後 
れた 人々） が 私達の こと を どのように 言って いると 思います か」 と言われた。 
(—方) 後れた 人々 は 預言者が 彼等の 間に いないのに 気付き 始めた。 
アブ一 'バ クルと ウマル は 「アツ ラ一 のみ 使い は あなた 方の 後に 居られる に 違いなし、。 み 
使い は あなた 方 を 置き去りに はなさらない」 と 言った。 
しかし 人々 は 「アツ ラーの み使い は あなた 方の 前に 居られます。 それで、 もし 後れた 人々 
が アブ一 'バ クルと ウマルに 従って 行けば 道 を 誤る こと はないで あろう」 と 言った。 
われわれ は （その 二人に 従って） 道 を 急ぎ、 前の 人々 に 追いついた がその 時 は 既に 太陽 
が 昇って からかな りの 時間が 経過して いて、 すべての 物 は （太陽の 熱で） 熱くな つていた。 
彼等 (教 友た ち） は 「アツ ラ一 のみ 使いよ…、 われわれ は 喉が 乾いて 死にそう です」 と 言つ 



た。 

彼 は 「あなた 方 は 死に はせ ぬ」 と 申され、 更に 「私の 小 コップ を 持って来なさい」 と言われ 

た。 

それから 彼 は 例の 水差し を 要求され、 アブ一 • カタ一 ダに、 一同に 飲ませる ようにと 言って 
その 小 コップに 水 を 注がれた。 

人々 は 水差しに 水が あるの を 知る と 押し合って （われ 先に 飲もうと した。） 

アツ ラ一 のみ 使い は 「一同、 節度 を 保つ がよ い。 水 は 皆に 与えられ るの だ」 と言われた。 

人々 は 彼の 言葉 を 謹聴し 従った。 

み使い は 小 コップに 水 を 満たして 与え 続け、 残る は 私と み使い 二人 だけであった。 

彼 は コップに 水 を 注ぐ と 私に 「飲みなさい」 と言われた。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は あなたが お飲みになる まで は 飲みません」 と 言った。 

み使い は 「人々 の 奉仕者 は 一番 最後に 飲む」 と 申された。 

私 は 飲んだ。 

アツ ラーの み使い もまた お飲みに なった。 

こうして 一同 は 気力 を 回復し 水の ある 場所に 無事 到達 出来た。 

アブ ドッラ 一'ビン' ラバ一 フは 「私 はこの ハディ一 スを （ク一 ファ の） 偉大な モスクで 話す で 

あろう」 と 言った。 

その 時、 ィ ムラ一 ンゼン 'フサ インカ 《 「 おお 若者よ…、 どうして 君が (それ を) 話す のか。 実 

は、 私 は その 夜、 一行に 加わって いた一 人 だ」 と 言った。 

私 は 「それで は、 あなた はこの ハディ一 スを 良く 御存知に 違いない」 と 言った。 

彼 は 「君 はどうい う 者 か」 と 尋ねた。 

私 は 「アンサ一 ル （マディ一 ナ 出身で み使いに 協力した 信者） の一 人です」 と 答えた。 
この 時 彼 は 「では 君が 話し 給え。 

あなた 方の ハディ一 ス について は、 あなた 方が より 良く 御存知であろう から」 と 言った。 
そこで 私 は 人々 に それに 関して 話した。 

ィ ムラ一 ンは 「私 は その 夜 現場に いた。 しかし、 君の ように それ を 記憶して いる 者 は 一人 
も 無い という こと を 感じと つたの だ」 と 言った。 

ィ ムラ一 ン ■ ビン ■ フサ イン は 伝えて いる 

私 は 預言者と 一緒に ある 旅 をした。 

われわれ は 夜 どお し 旅 を 続けた。 

明け方に なって、 われわれ は 休息の ため 横にな つた。 

すると一 同 眠って しまし、 （気が付いた 時 は) 太陽が 昇って いた。 

われわれの 中で 最初に 目を覚ま したの は アブ一 'バ クルであった。 

われわれ は 預言者が 眠られる と 御 自 分で 目覚める まで 起こさない ようにし ていた （注 1 ) 。 

次に 起きた の は ウマルであった。 



彼 は 預言者の 側に 立ち、 大声で" アツ ラ一フ 'ァク バル (アツ ラ一 は 偉大な り）" と 唱えた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 目 を 覚まされた。 

彼が 頭 をお 上げに をった 時、 太陽 は 昇って しまって いた。 

み使い は 「一同、 移動せ よ」 と言われた。 

われわれ は 彼と一 緒に 進んだ。 

太陽が (赤い 色から） 白日 色に なった 時、 彼 は 乗り物 を 降りて一 同 を 導き 朝の 礼拝 を 挙行 
された。 

その 時、 われわれから 離れ、 一緒に 礼拝 を 行おうと しな 力、 つた 男が一 人いた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 礼拝 終了後 その 男に 「某よ、 あ をた は 何故 われわれと 一緒に 礼拝し 

ない のか」 と 尋ねられた。 

彼 は 「預言者よ…、 （水が 無くて) 私 は 沐浴し なかった のです」 と 言った。 

み使い は 彼に タヤ ンムム （注 2) をお 命じに なった。 
その 男 は それ を 行い 礼拝 を 済ませた。 

それから み使い は 水 を 見つける ため 私に らくだに 乗った一 行の 前に 急いで 進む ようお 命 
じに なった。 

その 時 われわれの 喉 は 既に 乾きで ひつ 付きそう であった。 

—同道 を 進んで 行く と、 突然 （らくだの） 両側に 大きな 皮の 水 袋 を 置き その 間に 座る ように 

して 乗って いた 女性に 出合った。 

彼女 は 顔に ベ一 ルを 掛けて いた。 

われわれ は 「水 は 何処に あります か」 と 彼女に 尋ねた。 

彼女 は 「遠ぐ 遠ぐ とっても 速くです。 あなた 方に は 水 は 得られません」 と 答えた。 
われわれ は 再び 「あなたの 家から 水の ある 所まで どのくらいの 道のりで すか」 と 尋ねた。 
「一昼夜 かかります」 と 彼女 は 言った。 

われわれ は 「あなた、 アツ ラ一 のみ 使いのと ころに 行きなさい」 と言うと、 彼女 は 「アツ ラ一 

のみ 使いと は どのような 方です か」 と 言った。 

われわれ はこの 問題 を 放置す る こと は 出来なかった。 

そこで 直ちに 彼女 をみ 使いの 所に 連れて行った。 

み使い は 彼女に 合い いろいろと 尋ねられた。 

彼女 は そこで も われわれに 話した 事と 同様の 話 をした。 

そして 彼女が 孤児 を かかえて いる 寡婦で あると も 告げた。 

み使い は 水 を 積んだら くだ をす わらせる よう 命じられた。 

それから、 その 水 袋の 口 を 開いて うがい をされ た。 

そして 再びす わって いたらく だ を 立ち上がらせた。 

この 時、 われわれ 喉の 乾きき つていた 四十 人 は （袋の 下部に ついている 水口から） 十分に 
飲んだ。 

そして、 われわれが 持って いた 携帯 用の 水 袋に も 水 を 満たし、 友人 達と 沐浴の ため 水 を 



与え 合った。 

それでも らくだに は 水 を 与える 必要が 無かった ので、一 同の 水 袋 はなお かなりの 水で 満ち 
ていた。 

この 後、 アツ ラーの み使い は 一同に 「あなた 方が 所持して いる 物 は 何でも ここへ 持って来 
なさい」 と言われた。 

われわれ は 彼女の ために パンの 部分、 干した なつめ 椰子の 実 等 を 集めて 布切れに 包み 

「これ を 持って行きなさい。 

これ は あなたのお 子 達に 上げる のです。 

それで、 われわれが あなたの 水 を 奪った ので はない こと を 知って 欲しい のです」 とこと わつ 

た。 

彼女 は 家に 着く と 「私 は 人間の 中で 最も 偉大な 魔術師、 それとも 昔から よく 言われて いる 
預言者であろう か、 そのような 人に 出合った」 と 言った。 
その後、 アツ ラ一 は その 婦人 やその 家族の 人々 を イスラ一 ムに 導かれ、 彼等 は 皆 ムス リ 
ム になった。 

(注 1 ) これ は アツ ラ一 からの 啓示 か あるか もしれ ない というた めで ある 

(注 2) タヤ ンムム (水の ない 場合の 小浄） 場所に よって 水が 得られな かつたり、 病気な ど 
で 水が 使えな し、 とき、 清い 土 や 砂 または 壁に 手 を ふれて 行う 浄 めの 方法 をい う。 ゥ ドウ一 
(水で 行う 小浄） と 同じく 一定の 順序で 行う 

ィ ムラ一 ン ■ ビン ■ フサ イン は 伝えて いる 

われわれ は 預言者と ある 旅に 出た。 

われわれ は 夜通し 旅 を 続け 夜明け 少し 前に (休息の ため） 横たわった。 

それ は 旅行者に とって この 上な く 甘美な ものな の だ。 

それで一 同 （寝込んで しまい） 太陽の 熱気 を 感じて 始めて 目を覚ました。 

残りの ハディ一 スは 前述の ものと 同様 だ 力、 ここで は 次の 追加が ある。 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブが 目を覚ました 時、 人々 は 皆 眠り込んで いるの がわ 力、 つた。 

彼 は 太鼓腹の 立派な 体格 をした 人であった。 

その 彼が 大声 を 上げて" アツ ラ一フ 'ァク バル" と 唱えた。 

アツ ラ一 のみ 使い は その" アツ ラ一 は 偉大な り" の 強力な 音声で 目を覚まされた。 
み使いが 目を覚ました 時人々 は 眠り を 覚まされた ことに 対する 不平 を 訴えた。 
するとみ 使い は 「何も 悪い こと はなし、。 旅 を 進めよ」 と 申された。 
残余の ハディ一 スは 既述した。 



アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使い は 旅 中には、 夜、 休息の ため 乗り物から 降りる と 右側 を 下にして 横たわ 
られ るの が 常であった。 

そして、 彼が 明け方 近く 乗り物から 降りて 憩われる 時 は （腰を下ろして） 両腕 を 立て、 手の 
平に 顔 を うずめて 休息され ていた。 

アブ一' カタ一 ダはァ ナス ゼン' マ一 リクからの 話と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「礼拝の 挙行 を 忘れた 者 は それに 気付いた 時に 行う が 良し、。 それ 以 
外に それ を 償う 方法 はない」 と言われた。 

カタ一 ダは 「アツ ラ一 は 「われ を 心に 抱いて 礼拝の 務め を 守れ」 （クル ァ一ン 第 20 章 14 節) 
と 仰せられた」 と 言った。 

この ハディ一 スは アブ一' カタ一 ダ によって 口述され た。 

しかし 「それ 以外に それ を 償う 方法 はなし、」 という 言葉 はこれ に は 述べられ ていな 力、 つた。 

カタ一 ダはァ ナス' ビン' マ一 リク を 根拠と して 口述して いる 

預言者 は 「礼拝 を 忘れた 者、 あるいは 眠って それ を 失した 者の 償い は、 それ を 思い出した 
時に 挙行す る こと だけで ある」 と 申された。 

カタ一 ダはァ ナス ■ ビン ■ マー リク を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「誰でも 眠り、 または 忘れて 礼拝 を 失した 者 は それ を 思い出した 時挙 
行せ よ。 アツ ラ一 は 「われ を 心に 抱いて 礼拝の 務め を 守れ」 と 仰せられた」 と 申された。 



旅行者の 礼拝と それの 短縮 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

礼拝 は 居住地に 在っても 旅 中に おいても それぞれ ニラ カートが 義務づけられました。 
それから 旅 中の 礼拝 は 規定 通り 行われる ことにな りました が、 居住地での 礼拝 は 増加 さ 
れ ました (注）。 

(注) イスラ一 ム 法学者 シャ一 フ ィ一、 マ一 リク' ビン 'ァ ナス その他 多くの 学者が、 旅 中 は 
短縮 礼拝 も 完全な 礼拝 も、 いずれも 許される と 述べて いる。 
アブ 一■/、 二一 ファは 短縮が 義務づけられ ると 言って いる。 
ナヮ ウイ 一は、 旅 中 は 短縮 礼拝の 挙行が ふさわしい と 述べて いる 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 は 礼拝 を 義務づけられ ましたが、 最初 義務と して 定められた 時 はニラ 力一 ト でし 

た。 

それから 居住地に 在って は （四ラ カート を 行って） 完全と されました。 
しかし、 旅での 礼拝 は 最初に 義務と して 定められた ことが 認められました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

最初 義務と して 定められた 礼拝 は ニラカ 一卜でした。 
旅 中の 礼拝 は （最初の） 規定 通りです が、 居住地での 礼拝 は 完全な ものが 行われました。 
この ハディ一 スに 関連し、 伝承 者 (ズフ リ一） はァ一 イシ ャの話 を 聞いた 伝承 者 (ウル ヮ） に 
「どうして ァ一 イシ ャは旅 中での 完全な 礼拝 形式に ついて 話した のであろう」 と 尋ねた。 
彼 は 「彼女 は ウス マ一 ンが 解釈した ように 彼女 自身が 解釈した のです」 と 答えた。 

ャ アラー 'ビン 'ゥ マイヤ は 述べた 

私 は ウマル ゼン 'ハッタ一 ブに 「アツ ラ一 は 「もし 信仰の ない 者た ちに 害 を 加えられる 恐れ 

の ある 時 は、 礼拝 を 短縮しても 罪 はない」 （クル ァ一ン 第 4 章 101 節） と 仰せられた。 
しかし、 今、 人々 は 全く 安全です。 それでも…」 と （いぶかって） 言った。 
ウマル は 「あなたが 不思議に 思った 事 を 私 も 不思議に 思った の だ。 
そこで、 それにつ いて アツ ラ一 のみ 使いに 尋ねた。 

すると 彼 は 『それ は アツ ラーが あなた 方に おかけに なった 御 慈悲 ゆえ、 慎んで それ を 受け 
入れよ』 と 申された」 と 言った。 



前記 ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

イブ ン.ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 は あなた 方の 預言者 を 通して、 居住地で は四ラ 力一 ト、 旅 中 はニラ 力一 ト、 危険 
(状態） にあった 場合 は 一ラ カート （の 礼拝) を 義務と して 定められた。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 は あなた 方の 預言者の 言葉に よって、 旅行者に は 二 ラカーに 滞在 者に は 四ラカ 
—ト 危険な 状態に ある 者に は 一ラ カートの 礼拝 を 義務と して 定められた。 

ムーサ一 ■ ビン ■ フザリ 一は 述べて いる 

私 は イブ ン 'アツ バ一ス に 「私が マッカに 居て イマ一 ム （指導者） と 一緒に 礼拝し ない 場合、 
どのように それ を 行えば よいの か」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 「ニラ カートの 礼拝が アブ一' 力一 シム （預言者の 別称） の スンナ （聖 行) であ 

る」 と 答えた。 

これと 類似の ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て アブ一' カタ一 ダ によっても たらされ ている。 

ハフ ス. ビン ■ ァ一 スィム （ウマルの 孫） は 述べて いる。 
私 は マッカへの 道 を イブ ン' ウマルと 歩いた。 
彼 は 正午に、 われわれ を 先導して ニラ カートの 礼拝 を 行った。 
それから 彼 は 先に 進んだ。 
われわれ も 彼に 従って 行き、 彼の 宿場に 到着した。 
彼が 座る とわれ われ も 一緒に 座った。 
その 時、 彼 は 先程 礼拝 を 行った 場所の 方向に 目 を 転じた。 
すると そこに 立って いる 人々 のい るの が 見えた。 
彼 は 「彼等 は 何 をして いるの か」 と 言った。 
私 は 「彼等 は アツ ラ一 の 栄光 を 讃美して おります」 と 言った。 
彼 は 「私の 甥よ、 もし 私が 完全な 礼拝 を 行う ので あれば そのよう にした であろう。 
私 は アツ ラーの み使いの 旅の 伴 をした が、 み使い は 亡くなられ るまで (旅 中 は） ニラ カート 
以上の 礼拝 はされ なかった。 
私 は アブ一 'バ クルの 伴 もした。 
彼 も 亡ぐ よるまで (旅 中の 礼拝 は) ニラ 力一 トを 越えなかった。 
そして （父） ウマルに も 同伴した が 彼 も 亡くなる まで ニラ カート を 越えな 力、 つた。 
また、 私 は ウス マーンに も 同伴した が、 彼 も 亡くなる まで ニラ カート を 越える こと はな かつ 
た。 



アツ ラー は 「本当に アツ ラ一 のみ 使い はお 前 達に とって 立派な 模範であった」 （クル ァ一ン 

第 33 章 21 節） と 仰せられた」 

/ 、フス ■ ビン ■ アース ィム は 伝えて いる 

私 は 重い 病気に なった。 

すると ウマルの 息子が 見舞に 訪れた。 

その 時、 私 は 旅 中に おいての" アツ ラーの 讃美" について 尋ねた。 

彼 は 「私 は アツ ラーの み使いの 旅の 伴 をした。 その 間、 み使いが それ を 行う こと はな かつ 

た。 

それで、 もし 私が それ を 行う とすれば、 それ は 礼拝 を 完全に 行う 場合であろう。 

アツ ラー は 「本当に アツ ラーの み使い はお 前 達に とって 立派な 模範であった」 （クル ァ一ン 

第 33 章 21 節） と 仰せられた」 と 言った。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は マディ一 ナで 正午の 礼拝に 四ラ 力一 ト 行われた。 

そして、 ズ一ル 'フライ ファ （注） での アスル （夕方の 礼拝） はニラ カートであった。 

(注） マディ一 ナょリ 六 マイルの 地点 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 次のように 言った と 伝えられ ている 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと マディ一 ナで 正午の 礼拝 を四ラ 力一 ト 行った。 
そして、 ズ一ル 'フライ ファ では アスルの 礼拝 をみ 使いと ニラ カート 行った。 

ヤヒヤ —'ビン' ャズィ —ド' フナ— ィは 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リクに 礼拝の 短縮に ついて 尋ねた。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使い は 三 マイル、 あるいは 三 パラ サン グ (注 1) 離れた 地に 行かれれ 

ばニラ カート 挙行され ていた」 と 言った。 

シ ユウ バ (伝承 者の一 人） は それにつ いて 疑って いる （注 2)。 

(注 1 ) 三 パラ サン グは九 マイル 

(注 2) ハナ フィ一 派 は、 礼拝 短縮の 可能な 旅の 最短距離 は 18 マイルで あると している 

ジュ パイル' ビン 'ヌ ファイル は 伝えて いる 

私 はシュ ラフ ビール' ビン. スィム 卜と 17 マイル か 18 マイル 遠隔の 地に ある 村に 行った。 
そこで 彼 はニラ カートの 礼拝 を 行った。 



私 は （それにつ いて） 彼に 尋ねた。 

彼 は 「私 は ウマルが ズ一ル 'フライ ファで ニラカ 一卜の 礼拝 を 行う の を 見た。 

私 は （それにつ いて ウマルに） 尋ねた ことがある。 

(その 時) 彼 は 『私 は アツ ラ一 のみ 使いが そうな される の を 見て、 私 も そのよう にす る だけ 

である』 と 言った」 と 答えた。 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路で シ ユウ バ によっても たらされた。 

シ ユウ バ はこれ を スィム 卜の 息子から 開いた と 言った。 

彼 はシュ ラフ ビールと は名づ けられて いな 力、 つたと もい われる。 

彼 (スィ ムトの 息子） は 18 マイル 遠隔地に ある ド一 ミ一ン と 呼ばれて いた 地に 行った、 と述 
ベて いる。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと マデイーナ を 出て マッカに 行った。 

み使い はわれ われと マデイーナに、 帰られる まで、 礼拝 は、 その都度 ニラ カート を 行われ 
ていた。 

私が 「何日 マッカに 滞在され ました か」 と 尋ねる と、 「10 日です」 と言われた。 
これに 類似す る ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路ても ァ ナスに よって 伝えられ ている。 

ヤヒヤ一 ■ ビン ■ アブ一 ■ イス/ ヽ一ク は 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リク 力 《(次のように 言った の を） 聞いた。 
「われわれ は マディ一 ナ から ハツ ジに 出かけた」 
その後の 話 は 前述と 同様で ある。 



ミナ 一での 短縮 礼拝 



サ一 リム' ビン' アブ ドッラ 一（ウマルの 孫） は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は ミナ一 やその 他の 場所で、 旅の 礼拝と して ニラ カート 挙行され た。 
アブ一 'バ クル、 ウマル、 そして ウス マーン も カリフの 地位に ついた 初期の 頃まで は ニラカ 
—トを 挙行して いた。 

し 力、 し、 ウス マ一 ンは （その後 マッカで） 四ラカ 一卜の 完全 礼拝 を 行った （注） 。 

(注） ウス マーンが ニラ カートから 四ラ カートに 変更した 理由と して 次のように 言われる 

1 、 時の 推移に つれて 多くの 部族 力 《 イス ラームに 帰依した。 

それらの 人々 が カリフの ニラ カートの 礼拝 を 見て、 礼拝 はニラ カートに よって 成る もの だと 
考える の を 懸念した。 

そこで 彼 は 四ラカ 一卜に よる 完全な 礼拝 を 行い、 居住地での 礼拝に ついての 範を たれた 

2、 ウス マーン は マッカの 女性と 結婚した。 

こうして 出来た 親戚の 住居 は その 人 自身の 住居と して 扱われる ためで ある。 
つまり 旅行者で も 親戚の 住居 地に 行った 場合 は 旅行者の 資格 は 失われる。 
これにつ いて 人々 から 異議の 声が 上 力ち た 力、、 彼 は 四ラカ 一卜の 礼拝 を 断行し 彼の 正当 
性 を 主張した 

3、 イマーム 'ァフ マド' アブ ドッラ 一'ビン 'ズ パイル、 そして フマ ルディに よって 伝えられた 
ハディ一 ス によると、 アツ ラ一 のみ 使い は 「人が 都会で 結婚す る 時 は、 その 者 は 居住者と 
しての 礼拝 を 挙行し なければ ならない」 と言われた。 

これ こそ ウス マーンが マッカで 完全な 礼拝 を 行った 最も 確かな 理由と されて いる 
これに 類す る ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ズハリ 一によっても たらされた。 それに は ミナ 
—だけにつ いて 話されて おり、 他の 場所に ついては 述べられて はいない。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は ミナ一 でニラ カート を （行うよう） 言われた。 

そして、 アブ一 'バ クル はみ 使いの 後に、 ウマル は アブ一' バ クルの 後に、 そして ウス マ一 
ンは カリフの 地位に ついて その 初期の 頃に は (それぞれ 前者の） 行為に 倣った。 
その後、 ウス マ一 ン は四ラ 力一 トを 行った。 イブ ン' ウマル は イマ一 ム （ここで は ウス マーン 
のこと） と 一緒に 礼拝す る 時 は四ラ カート 行い、 彼 一人で 礼拝す る 場合 はニラ カート 行つ 

ていた (注）。 



(注） これ は その 地の 居住地 を イマ一 ム として 礼拝 を 行う 場合 は、 たとえ 旅行者であって も、 
イマ一 ムに 従う こと を 明らかにした ものである 
これに 類似の ハ ディース は 同一の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ミナ一 で 旅行者の 礼拝に ついて 話された。 

アブ一' バ クルと ウマル は 同じように 行った。 ウス マーン は それ を 八 年 あるいは 六 年 行つ 

た。 

ハフ スは、 イブ ン 'ウマル は 常々 ミナ一 で ニラカ 一卜の 礼拝 を 行った 後 就寝して いた。 
私 は 彼に 「おじさん、 もし あなた 力 《 もう 二 ラカ一 ト 行った とすれば、 それ はどうい う 礼拝に な 
るので しょう」 と言うと、 「もし 私が (それ を） 行えば、 私 は 完全な 礼拝 を 行った ことになるで 

あろう」 と 言った。 

この ハディ一 スは同 一の 伝承 者 経路 を 経て シ ユウ バ によっても たらされ たが、 これに は ミナ一 での 
旅の 礼拝に ついて だけで、 その他の 事 は 述べられて はいない。 

イブ ラヒ一 ムは 伝えて いる 

私 は アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'ャズ イードが (次のように） 言って し、 るの を 聞いた。 

われわれ は ウス マ一 ンを イマ一 ム として、 ミナ一 で 四ラカ 一卜の 礼拝 を 行った。 

この 事が アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド に 話された。 

すると 彼 は 「げ に われら は アツ ラーの もの、 その 御 許に われら は 帰り 行く ものな り」 （クル ァ 

—ン第 2 章 156 節） を読唱 し、 私 はみ 使いと ミナ一 で ニラカ 一卜の 礼拝 を 行った。 
私 は アブ一' バ クル 'ス イツ ディ一 クに 従って ミナ一 でニラ カートの 礼拝 を 行った。 
同じぐ 私 は ウマル ゼン' ハッタ一 ブ とも一 緒に ミナ一 でニラ カートの 礼拝 を 行った。 
「どうか、 四ラカ 一卜の 中の、 私の 行った ニラカ 一卜が アツ ラ一 に 受け入れられる もので あつ 
て くれます ように」 と 祈った。 

これに 類似す る ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュに よっても たらされた。 

ハ 一リサ' ビン' ヮハブ は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 傾い と ミナ一 で ニラカ 一卜の 礼拝 を 行った。 
ほとんどの 人々 がそ こで は ニラカ 一卜の 礼拝 を 行って 満足して いた。 

ハ 一リサ 'ビン' ヮハブ 'フ ザ一 ィ一 は 伝えて いる 

私 は ミナ一 で、 アツ ラ一 のみ 使いの 後に 立って 礼拝した。 そこに は 非常に 多数の 人々 がい 

た。 



み使い は 離別の 巡礼に ニラカ 一卜の 礼拝 を 行われた。 

ムス リム は 「ハ一 リサ' ビン' ヮハブ 'フサ一 ィ一 は ウマル' ビン' ハッタ一 ブの 息子 ゥ バイ 

ドッラ 一の 異母 兄弟で ある」 と 言った。 



雨天の 曰 は 住居で 礼拝 を 行って 良い 

イブ ン" ウマル は 寒くて 風の 吹く 夜、 ァザ一 ンを 唱えた。 

そしてな お 「諸君の 家で 礼拝 を 行う が 良し、」 と （大声で) 言った。 

更に 「アツ ラ一 のみ 使い はム アツ ジン （注 1) に 『雨の 降る 寒い 夜 は それぞれの 住居で 礼拝す るよう 

呼びかけよ』 とお 命じに なって いた」 と 言った （注 2)。 

(注 1) 礼拝の 時刻 をァ ザ一 ン 詠唱で 告げたり、 モスクの 雑事 を 行う 者 

(注 2) この ハディ一 スに 関連して" はき 物が ぬれる 時 は 住居で 礼拝 を 行う" というの が ある 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

彼 は 寒くて 風雨の 夜、 人々 に 礼拝 を 呼びかけた。 

その 呼びかけの 最後に 「諸君の 居所で 礼拝せ よ、 諸君の 居所で 礼拝せ よ」 と 大声で 告げ 

た。 

それから 「アツ ラ一 のみ 使い は、 旅 中、 寒い 夜 や 雨の 日 は 居所での 礼拝 を 呼びかけ るよう、 
常々 お命じに なって いた」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

彼 は ダジュ ナ一ン (マッカ 近郊の 山） で 礼拝の 呼びかけ を 行った。 
その後の ハディ一 スは 前述の ものと 同様で ある。 

しかし 彼 は 「諸君の 居所で 礼拝せ よ」 と は 言った 力、 それ を 繰り返え す こと はな 力、 つた、 と 
ぼって いる。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと 旅に 出た 時、 雨に 降られた。 

その 時み 使い は 「諸君の 中で 礼拝の 挙行 を 望む 者 は その 居所で 行う が 良い」 と言われ 

た。 

アブ ドッラ 一ビン' アツ バ一ス は 伝えて いる 
彼 は 雨天の 曰ム アツ ジンに 

「あなた は" アツ ラ一 以外に 神 はない と 証言し、 ムハンマド は アツ ラ一 のみ 使で あると 証言 
します" と 言った 後続け て" 礼拝に 急いで 集れつ" と 言って はならぬ。 
(その代りに）" あなた 方の 家で 礼拝 を 挙行せ よつ" と 言え」 と 言った。 
彼 (伝承 者） は 「人々 は それに 対して 不満の 意 を 表明した」 と 言った。 
イブ ン 'アツ バース は 



「諸君 は それに 驚いて いるので すか。 

アツ ラ一 のみ 使い、 その 方 は 私より はるかに 立派な 方です が、 その 方が そのよう にされ た 
のです。 

金曜日の 礼拝 は 確かに 義務で は あるが、 私 は あなた 方に 強いて 家 を 出て す ベリ やすい 
ぬか るんだ 道 を 歩かせる の を 好まない のです」 と 言った。 
アブ ドル 'ハミード は 伝えて いる。 

私 は アブ ドッ ラ一 'ビン ■ / ヽ一 リス 力 《 「アブ ド ッラ一 ■ ビン' アツ/ く一 スは 雨降り の 目 について 
私達に 説教した」 と 言った の を 聞いた。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同じで ある 力、 彼 は 金曜の 礼拝に は 言及し な 力、 つた。 
そして、 「それ は 私より はるかに 立派な 方が 既にな された ことで ある」 という 言葉 をつ け 加 

えた。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリス は 伝えて いる 

イブ ン 'アツ バ一ス は 雨天の 金曜日、 彼の ム アツ ジンに 礼拝への 呼びかけ を 行わせた 後、 
人々 に それぞれの 家で 礼拝 を 行うよう 告げさせた。 
彼 は 「私 は あなた 方に す ベリ やすいぬ かるんだ 道 を 歩かせる の は 好まない」 と 言った。 
残余の ハディ一 スは 他と 同様で ある。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリス は 伝えて いる 

イブ ン 'アツ バ一ス は 彼の ム アツ ジンに 金曜の 礼拝の 呼びかけ を 行わせた が、 その 曰 は 
雨天であった のでめ いめいが 家で 礼拝す るよう 告げさせた。 
これ はマァ マル その他の 者に よっても たらされた。 

この ハディ一 スには 「私 （イブ ン 'アツ バース） より はるかに 立派な お 方が そうされた」 という 
言葉が 述べられ ていた。 

このような ハディ一 スは アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリス によって 伝えられた。 

ゥハ イブ （この ハディ一 スを もたらした 伝承 者の一 人） は 「イブ ン 'アツ バ一ス が 雨天の 金曜日、 彼 

のム アツ ジンに （これこれ のこと を） 告げさせた、 という 話 は 彼 （アブ ドッラ 一） から 聞かなかった」 と 
言った。 



旅 中、 乗り物の 上に あって、 それが どの 方向 をむ いていようと ナ フル （随意 
の 礼拝） は ゆるされる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はらく だに 乗って 出かける どのような 場所で もナ フルの 礼拝 を 行って お 

られた （注）。 

(注) ハディ一 スの 権威の 中には、 汽車 や 飛行機の 中で 礼拝 を 義務づけ るの は 間違いで 

00 なと iPSsfe i る。 

しかし 法学者 達 は 義務の 礼拝 は 小舟の 中で も 実行され るべき ものである、 という 意見で 
—致して いる。 

故に、 それ は 汽車、 飛行機 その他の 乗り物で も 行われる のが 論理的 だとして いる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は どこに 行かれても らくだの 背で 礼拝され ていた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はらく だに 乗って マッカに 向かわれる 時、 御顔が 向いて いる 方向 （前進 
方向） に対して 礼拝 を 行って おられた。 

これ は、 あなた 方が 向く 方向 は どちらで も アツ ラーの 御前で ある、 という こと を 示した もの 

である。 

この ハディ一 ス はもう一 つの 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

それ は イブ ン' ムバ一 ラクと イブ ン 'アブ一 ■ ザ 一イダに よって 伝えられ ている 力、 その 中に 次の よう 
な 箇所が ある。 その 時、 イブ ン 'ウマル は 「あなた 方が どの 方向に 向いても アツ ラ一 の 御前に ある」 

(クル ァ一ン 第 2 章 1 15 節） を読唱 していた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ハイバルに 向かわれる 間、 ろばの 背で 礼拝して おられた。 

サイ一 ド' ビン 'ャ サール は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに 従って マッカに 向かって いた。 

途中、 私 は 夜明け を 懸念し、 乗り物から 下りて 単独で 礼拝 を 行った。 

その後で 急ぎ、 彼に 追いついた。 

イブ ン 'ウマル は 私に 「あなた は どこに いたの か」 と 尋ねた。 

私 は 「夜明けが 心配で したので 乗り物 を 下りて一 人で 礼拝して きました」 と 答えた。 



すると アブ ドッラ 一が 「あなた は アツ ラーの み使いが 良い 例 を 示されて いるの を 知らないの 
です か」 と 言った。 

私 は 「はい、 アツ ラーに 誓って、 全く 知りません」 と 答えた。 

彼 は 「み使い はらく だの 上で ウイ トル (注) を 行って おられた」 と 言った。 

(注） ウイ トルの 礼拝 は 夜の 礼拝の 一部と して 行われる。 

それ は イシ ャ一 (夜の 礼拝） または タ ハツ ジュド (深夜に 行う 礼拝） のい ずれ かと一 緒に 

行われるべき ものである 

アブ ドッラ 一'ビン' ディ一 ナ一ル は イブ ン 'ウマル を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 乗り物の 背で、 彼の 向かわれる 方向に むかって 礼拝され ていた。 
アブ ドッラ 一'ビン' ディ一 ナ一ル は 「イブ ン 'ウマル はみ 使いと 同じように していた」 と 言つ 

た。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ウイ トルの 礼拝 を 彼の 乗り物の 上で 行って おられた。 

サリー ムゼン 'アブ ドッラ 一は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 向かわれる 方向が どちらで あっても （その 方向に 関係な く） 乗り物が 
向かう 方向に 対して アツ ラ一 を 讚え、 ウイ トルの 礼拝 を 行って おられた。 
しかし、 彼 は 乗り物の 上で 義務の 礼拝 を 挙行され たので はな 力、 つた。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ァ 一ミル ゼン' ラビ一 ァは 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

彼 (アブ ドッラ 一の 父、 ァ一 ミル） は 夜 旅 をされ ていたみ 使いが、 彼の 乗り物の 上で、 お 向 
きになつ ている 方向に ナ フルの 礼拝 を 挙行され るの を 見た。 

ァ ナス' ビン 'スィ 一リーン は 伝えて いる 

われわれ はァ ナス 'ビン' マ一 リク か シリアに 来た 時、 アイ ニッ タム ル （注） で 彼に 会った。 
その 時、 私 は 彼が ろばの 上で 彼の 顔が 向いて いる 方向に 対して 礼拝して いるの を 見た。 
ハン マ一 ム (伝承 者の一 人） は それが キ ブラ （礼拝の 際に 向かう 方向） より 左に 寄った 方 
向で ある こと をし めした。 

そこで 私 は 彼に 「あなた はキ ブラで はない 方角に 対して 礼拝して おります」 と 言った。 
彼 は 「私 は アツ ラーの み使いが そうな さるの を 見なかった なら、 私 もそう はしなかった であ 
り ましよ ラ」 と 言った。 



(注) シリアから イラクへの 道筋に ある 村 



旅 中 は 二つの 礼拝 を 同時に 行って 差し支えない 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 道 をお 急ぎの 場合に はマグ リブと イシ ャ一 の 二つの 礼拝 を 合わせて 
行って いた。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 旅で 道 を 急いでい る 場合に はマグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 をタ 暮れの 明り 
が 消えた 後に 合わせて 行って いた。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使い はお 急ぎの 時 はマグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 を 合わせて 行って い 
た」 と 言って いた。 

サ一 リム は 彼の 父 力 《 「 私 は アツ ラ一 のみ 使いが 道 をお 急ぎの 時 はマグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 を 合 
わせて なさる の を 見た」 という 話 をして いたと 伝えて いる。 

サ一 リム 'ビン' アブ ドッラ 一は 彼の 父 力 《 「私 は アツ ラーの み使いが 旅で 道 を 急いで おられる 場合に 
は、 マグ リブの 礼拝 を イシ ヤーの 礼拝 時に 合わせて 行われる ために、 その 時刻まで 遅らせて おら 
れ たの を 見た」 と 言った と 伝えて いる。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 太陽が 頂点に 達する 前に 出立され た 時はズ フルの 礼拝 を アスルの 
刻まで 遅らせに なった。 

そして その 刻に は 乗り物から 降りられて (ズ フルと アスルの 礼拝 を） 合わせて 挙行され て 
いた。 

しかし、 もし 太陽が、 出立の 前に 頂点より 西に 傾いて いれば、 ズ フル を 済ましてから 乗り 
物に 乗られた。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 旅で 二つの 礼拝 を 同時に 挙行され たい 場合 は、 アスルの 刻まで ズフ 
ルの 礼拝 を 遅らせに なった。 

そして、 その 刻に 入る とほ どなく その 二つの 礼拝 を 合わせて 行って おられた。 
アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 旅 をお 急ぎの 時はズ フルの 礼拝 を アスルの 刻まで 遅らせ、 その 刻に 
入る と 間もなく その 二つの 礼拝 を 合わせて されて いた。 



定住者の 併合 礼拝に ついて 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はズ フルと アスルの 礼拝 を、 また、 マグ リブと イシ ヤーの 礼拝 を 危険な 
状態で も 旅 中で もない 時に 合わせて 行って おられた。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は マデイーナで 危険な 状態で も 旅 中で もない 時に、 ズ フルと アスルの 礼 
拝 を 合わせて 行って おられた。 

アブ一 'ズ ハイル は サイ一 ド (伝承 者の一 人） に 「どうして 彼 はそう された のです か」 と 尋ね 

た。 

すると 彼 は 「私 は イブ ン 'アツ バ一ス にあな たが 私に 尋ねた ように 尋ねました。 彼 は 『み 使 
いは 彼の ゥンマ （イスラ一 ム 信仰 共同体） の 中の 誰一 人と して 礼拝の ことで 難儀 しないよ 
う 望まれた のです』 と 答えた」 と 言った。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は タブ一 ク （注） の 遠征の ために 旅 をした 時 併合 礼拝 を 行われた。 
(その 時) 彼はズ フルと アスル、 また、 マグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 を それぞれ 合わせて 行わ 
れた。 

サイ一 ド (伝承 者の一人） は イブ ン 'アツ バ一ス に 「どうして み使い は そのよう にされ たので 
すか」 と 尋ねた。 

彼 は 「み使い は 彼の ゥン マに 難儀な こと を 望まれなかった のです」 と 答えた。 

(注) ダマスカスから マディ一 ナヘの 巡礼 道路に ある 町 

ムァ一 ズは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと タブ一 クの 遠征に 出た。 

(その 時） み使い はズ フルと アスルの 礼拝 を 合わせて 行われ、 また、 マグ リブと イシ ャ一 の 

礼拝 を 合わせて 行って おられた。 

ムアー ズゼン ■ ジャ バル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は タブークの 遠征で ズ フルと アスルの 礼拝と、 マグ リブと イシ ヤーの 礼 

拝 を (それぞれ) 合わせて 行って おられた。 

彼 (伝承 者の一 人） が 「どうして み使い は そのよう にな さるので すか」 と 尋ねた。 

彼 (ムァ 一ズ） は 「あの 御 方 は 彼の ゥン マに 難儀 を かける の を 望まれなかった のです」 と 答 

えた。 



イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は マディ一 ナで 危険な 状態で も 雨天で もない 時、 ズ フルと アスルの 礼拝 
を、 また、 マグ リブと イシ ヤーの 礼拝 を 合わせて 行って おられた。 
ヮ一 キゥ によって 伝えられた ハディ一 スには 「私 は イブ ン'ァ ツバ一 スに、 どうして み使い 
は そのよう にな さるの か、 と 尋ねた。 

すると 彼 は 『それ は 彼の ゥン マが 難儀 をし ないた めです』 と 答えた」 と 述べられ ている。 
これに 関して ムアー ウイ ャ によって 伝えられた ハディ一 スも ある。 
その 事で イブ ン 'アツ バース は 「み使い はどうして そのよう にな さるので すか」 と 尋ねられた。 
すると 彼 は 「み使い は 彼の ゥン マに 不必要な 難儀 を かけた ぐよ いのです」 と 答えた、 と述 
ベら れ ている。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと 八ラカ 一卜の 併合 礼拝 を 行った。 

そして また、 （時 をお いて） 七ラカ 一卜の 併合 礼拝 を 行った。 

私 (伝承 者の一 人） は 「おお、 アブ一' アツ シャ アサ一 ゥょ、 それ はみ 使いが ズ フルの 礼拝 

を 遅らせて アスルの 礼拝と 合わせて、 また、 マグ リブの 礼拝 を 遅らせて イシ ャ一 の 礼拝と 

合わせた の だと 思います」 と 言った。 

彼 は 「私 も そのよう に 思う」 と 言った （注）。 

(注) ズ フル 礼拝 は四ラ 力一 ト、 アスル は四ラ 力一 ト、 マグ リブ は三ラ 力一 ト、 イシ ャ一 は四ラ 
力一 ト である 

イブ ン' アツ パース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は マディ一 ナで 七ラカ 一卜と 八ラカ 一卜の 礼拝 をされ た。 

すなわち、 （み使い は） ズ フルと アスルの 礼拝 （八ラ 力一 ト） とマグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 （七 

ラカ一 ト) を 合わせて 行われた。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

イブ ン 'アツ バース は ある 日、 アスルの 礼拝の 後、 日没まで われわれに 説教 をした。 
やがて 星が 輝き 始めた。 

人々 は 「礼拝、 礼拝」 と 言い 始めた。 その 時 タミ一 ム 族の 男が 彼の 所に 近付いて 執よう に 

「礼拝、 礼拝」 （と 叫び 続けた） イブ ン 'アツ バ一ス は 「拾われた 奴め （注 1) ！ お前 は 私に 
スンナ （注 2) を 教える のか」 と 言った。 

それから 彼 は 「私 は アツ ラーの み使いが ズ フルと アスルの 礼拝 を、 そして、 マグ リブと イシ 
ャ一 の 礼拝 を 合わせて なさる の を 見た の だ」 と 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一ク は、 これにつ いて 私の 心に 若干の 疑問が 生じた。 



そこで 私 は アブ一 'フ ライラの 所に 行って （それにつ いて） 尋ねた。 
すると 彼 は 「彼 （イブ ン' アツ バース） の 言葉 は 真実で ある」 と 証言した。 

(注 1) 麻義は 「母 を 知らない 者」 という 意で 非難、 ののしりの 言葉 

(注 2) み使いの 聖行 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

ある 男が イブ ン 'アツ バ一ス に (彼が 礼拝 を 遅らせた 時） 「礼拝」 と 言った。 
彼 は 黙って いた。 

彼 は 再び 「礼拝」 と 言った。 彼 はなお 黙った ままであった。 
すると 彼 は 再び 「礼拝」 と 叫んだ。 

彼 はなお 沈 獣 州した ままで あつたが、 しばらくの 時 をお いて 「お前の 母が 奮われよ つ、 お 
前 は 私に 礼拝に ついて 教える の 力、。 私 は アツ ラ一 のみ 使いの 時代に、 しばしば 二つの 礼 
拝 を 合わせて 行った もの だ」 と 言った （注）。 

(注) 居住者、 危険な 状態、 あるいは 雨天の いずれで もない 場合の 併合 礼拝に は 多くの 説 
明が あるが、 それ はどうしても それが 必要な 場合、 例えば 病気の ような、 に 限られる と 結 
删され る。 

これ は 規則で はな 《あくまで 例外 だとい うこと を 記憶し なければ ならない。 

預言者 は 平和 時 や 居住者と しての 状況で は ほとんど 併合 礼拝 は 行わなかった という。 

併合 礼拝 は 異常な 状況 や 例外的な ケースに のみ 行われる ものである 



礼拝 終了後、 左右い ずれの 方向 を 向いて 行動 を 起こしても 良い 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

あなた 方 誰 一人たり と、 サタンに は あなたの 側に 場所 を 与えて はならない。 
礼拝 者 は （礼拝 後） 右方 向に のみ 行動 を 起こす のが 正しい と 考えて はならない。 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが しばしば 左方 向に 向かって 行動 をお こされる の を 見た （注）。 

(注) イスラ一 ム では 左側 を 嫌う 傾向が ある。 

シャ一 ム （シリア） は 左の 国の 意で、 アラブの 敵国 ビザ ン ティン 帝国の 方向であった からだ 

と言われる。 

—方 ヤマン （イエメン） は 右の 国の 意で、 良い 事が 多い 地と 考えられ ていた 
このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュに よっても たらされ ている。 

スッ ディ一 は 伝えて いる 

私はァ ナスに 「礼拝 終了後 は、 右方 向に 行動す るので しょうか、 それとも 左方 向でしょう 
か」 と 尋ねた。 

彼 は 「私 は アツ ラ一 のみ 使いが 右方 向に 多く 行動され るの を 見た」 と 言った。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 常々 （礼拝 終了後 は） 右方 向に 行動され て おられた。 



イマームの 右側に 位置す る ことが 好まれる 

バラ一 ゥは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いの 後に 立って 礼拝 を 行った 時、 彼の 右側に 位置す るの を 好 

んだ。 

それ は （礼拝の 終りに） み使いの 御顔が われわれの 方に 向く と 思われる からであった。 
また （礼拝の 折 われわれ は） み使いが 「お^ わが 主よ、 あなたが 復活 させ 給う 日、 または、 
あなた を 畏敬す る 者 達 をお 集めに なられる 日、 あなたの 懲罰より 救われます ように」 とお 
祈りになる 言葉 を 聞きました。 

同一 の 伝承 者 経路 を 経て ミス アルに よっても たらされ たものに は 「アツ ラ一 のみ 使いが われわれ 

の 方に 向く と 思われる」 という こと は 述べられて はいない。 



ム アツ ジンが ァザ一 ンを 唱え 始めた 時には、 ナ フルの 礼拝 挙行 は 好ましくな 
し、 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「（イカ一 マが 唱えられて） 礼拝が 始まった 時 は、 義務と しての 礼拝 以 
外 はない」 と 言って おられた。 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ヮ ルカ一 ゥに よっても たらされた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「イカ一 マが 唱えられた 時、 そこに は 義務の 礼拝 を 除いて はない」 と 
申された。 

このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て イス ハークに よっても たらされた。 

アブ一' フライ ラ によって 伝えられ たこの ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 
ハン マ一 ド (伝承 者の一 人） は 「私 は アム ル (伝承 者の一 人） に 会った。 彼 は それにつ いて 
私に 話した が、 それ は アツ ラーの み使いから 直接 伝えられた ものではなかった」 と 言った。 

アブ ドッラ 一ビン' マ一 リク ゼン 'ブハ イナ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜明けの 礼拝が 始まった 時、 礼拝 を 行って いた一 人の 男の 側 を 通ら 

れた。 

み使い は その 男に 何 か 申された が、 それが どのようなことであった かわからなかった。 
み使いが そこ を 去られた 時、 われわれ は その 男の 周囲に 集まって 「み使い は あなたに 何 
を 言われた のです か」 と 尋ねた。 

彼 は 「み使い は 『あなた 方の 中の一 人が 早朝 礼拝に、 まさに 四ラ 力一 ト 行おうと している』 
と 申された」 と 言った (注）。 

カァ ナビ一 は 「アブ ドッラ 一'ビン' マ一 リ クゼ ンづハ イナ はこれ を 彼の 父 を 根拠と して 話 

した」 と 言った。 

アブ一' フサ イン' ムス リム は 「この ハディ一 ス について 彼の 父 を 根拠と したと いう 彼の 言 
葉 は 間違いで ある」 （と 言った） 

(注) 早朝の 礼拝 はニラ 力一 ト である 

イブ ン 'ブハ イナ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はム アツ ジンが イカ一 マ を 唱えて いた 時、一 人の 男が 礼拝して いるの を 
御覧に なった。 

み使い は その 男に 「あなた は 早朝の 礼拝に 四ラ 力一 ト行 うのです か」 と言われた。 



アブ ドッラ 一'ビン 'サル ジス は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 早朝の 礼拝 を 挙行され ている 時、一 人の 男が モスクに 入って 来た。 
彼 は その モスクの 一隅で ニラカ 一卜の 礼拝 を 行った。 
それから 彼 はみ 使いと一 緒に 礼拝した。 

み使いが'' あなた 方に 平安 を" の 挨拶 を 終えられた 時、 「おお 某よ ！ 二回の 礼拝の 中の 
どちら を （義務の 礼拝と して） 行った のです か。 あなたが 一人で 行った もの、 それとも、 わた 
し 達と一 緒に 行った ものです か」 といわれた。 



モスクに 入った 時に 言う 言葉 

アブ一 'フマ イド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰でも モスクに 入った 時 は" おお アツ ラ一、 私に あなたの 
御 慈悲の 扉 をお 開き 下さい" と言うよ うに、 そして （そこから） 出る 時 は" おお アツ ラ一、 私 は 
あなたの 御仁 慈 を 請い 願います" と言うよ うに」 と 申された。 
アツ ラ一 のみ 使いから 語られた この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

モスクに 入った 時、 そこへの 挨拶と して 二 ラカー 卜の 礼拝 挙行が 好ましく、 
それ を 行う 前に 座る の は 好ましくない 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなた 方の 誰でも モスクに 入った 時 は、 座る 前に ニラ カートの ナ フル 
を 挙行しなさい」 と 申された （注）。 

(注) ナ フル （随意の 礼拝） は 信者の アツ ラ一 への 限りない 愛の 象徴で ある。 

モスクに 入った 際の その 礼拝 は、 その 人の 精神 を 現実 界 から 天地 を 支配す る 宗教 界へ 

の 意識へ と 高揚させる ものである 

教 友の 一人、 アブ一' カタ一 ダは 言った 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 人々 の 間に 座って おられた 時 モスクに 入った。 
私 も 人々 の 中 に 入って 座った。 

その 時み 使い は 私に 「あなた はどうして 座る 前に ニラカ 一卜の 礼拝 を 行わない のです か」 
と言われた。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は あなたが 座って おられる の や、 人々 が 座って いるの を 見 
ました （ので 座って しまいました）」 と 言った。 

するとみ 使い は 「あなた 方の 誰でも モスクに 入った 時 は、 ニラ カートの 礼拝 を 行う まで 座つ 
て はなり ません」 と言われた。 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 負債 （注） があった。 

彼 は それ を 返して 下さり、 その上に 余分の ものまで 下された。 

私が モスクに 入る と 私 は 「ニラ カートの 礼拝 をしなさい」 と言われた。 



(注） らくだの 代金 



旅から 帰った 者 は モスクに 入って ニラ カートの 礼拝 挙行が 好ましい 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私から らくだ をお 買いに なった。 

彼が マデイーナから お帰りに なった 時、 私に モスクに 来る ようお 命じに なった。 

私が そこへ 行く とみ 使い は 私に ニラ カートの 礼拝 を 行うよう 言われた （注）。 

(注) 預言者 は 彼 を モスクに 呼んで、 ムス リムの あらゆる 活動の 基礎と なる アツ ラーに 対す 
る 意識、 それへの 恭敬、 献身 を 促された 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 のみ 使いと 遠征に 出た。 
私の らくだ は 足が のろくて すっかり 遅れて しまった。 
私 は 疲れ切った。 

このような わけで アツ ラーの み使い は 私より 早くお 帰りに なった。 
私が 帰った の は 翌日であった。 
私が モスクに 行く と 彼 は その 入 リロの 所に 居られた。 
み使い は 「あなた は 今 着いた のです か」 と言われた。 
私 は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼 は 「あなたの らくだ を 置いて (モスクに） 入りなさい。 そして、 ニラカ 一卜の 礼拝 を 挙行し な 
さい」 と言われた。 

彼 (語り手） は 「そこで 私 は (モスクに） 入りに ラカ 一卜の 礼拝 を) 行って 帰りました」 と 言つ 

た。 

力 アブ' ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 旅から お帰りになる 時 はいつ も 正午 前であった。 

彼 はお 帰りに なると 最初に モスクに 入って ニラ カートの 礼拝 をし、 それから そこに 座られ 

た。 



午前の 礼拝 は 好ましい。 

それの 最も 短 いのは ニラ カート、 最も 長いの は八ラ カートで、 四ない し 六ラカ 
一 卜の 場合 も ある 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

私はァ 一"^ r シャに 「アツ ラーの み使い は ドハ 一（八〜 九 時 頃から 正午までの 亥 ij) の 礼拝 を さ 
れ ておりました か」 と 尋ねた。 

彼女 は 「いいえ、 み使い は 旅から お帰りに なった 時 以外 は （されて おりませんでした）」 と 答 
えた。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに 「アツ ラーの み使い は ドハ一 の 礼拝 をされ ておりました か」 と 尋ねた。 
彼女 は 「いいえ、 み使い は 旅から お帰りに なった 時 以外 は （してお りませんでした）」 と 答え 

た (注）。 

(注) アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一ク のこの 二つの ハディ一 スは 全く 同 一である 力、 これ は 
預言者が ドハ一 の 礼拝 を モスクで は 行わな 力、 つたこと を 明瞭に する ためで あると している 

ウル ヮは 伝えて いる 

ァ一 イシ ャは 「私 は アツ ラーの み使いが 午前の 礼拝で 規定され たものより 多く 行われて い 
るの を 見た こと は ございません。 
そして、 私 も 同じように 行いました。 

もしみ 使い 力、 実際 は 挙行され る こと をお 望みの 何 かの 行為 を 放棄され たような 場合 は、 
人々 かそれ に 倣って 行って いるう ちに それ を 義務と 思って しまう ので はない か、 という こと 
を 心配され るた めです」 と 言った （注） 。 

(注） 預言者 は ドハ一 を 行った が、 その ほとんど は 人々 の 目のと どかない 家の 中であった。 
また、 彼が 時々 それ を 放棄した の は、 それが 義務的 行為と 受け取られない ようにであった。 
もし、 彼 か 規則的に それ を 行えば 人々 がそれ に徴 つて 義務的な 行為と 見なされ かねない 
と 考えた ので ある。 

預言者 は 人々 に 不必要な 負担 を かける の を 望まれなかった し、 また、 人々 かいかなる プ 
レッシャー も 感ずる ことなぐ それぞれに 合う 宗教 的 献身 を 推進す る こと を 望まれた ので あ 
る 



ムァ一 ザ は 「アツ ラーの み使い は 午前の 礼拝に は何ラ カート をされ ておりました か」 とァ一 イシ ャに 
尋ねた。 



彼女 は 「四ラ カートです。 でも、 み使いが 好んだ 時 はもつ と 多く （されて おりました）」 と 答えた 



これに 類似の ハ ディース は 同一の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられた。 

しかし 「アツ ラ一 が 喜ばれる から」 と 伝承 者が 言った という 言葉の 付加が ある。 

ムアー ザ ■ ァダ ウイ— ャは 伝えて いる 

ァ一 イシ ャは 「み使い は 四 ラカー 卜される のが 習慣でした 力、 アツ ラーが 喜ばれる ので 時に 
は それより 多くの （ラ カート） をされ ておりました」 と 言いました。 
このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て カタ一 ダ によっても たらされた。 

アブ ドル' ラフ マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ ライラ一 は 伝えて いる 

ゥンム ■/、一 二一 を 除いて は、 誰も 私に アツ ラ一 のみ 使いが 午前の 礼拝 を 行って いるの を 
見た と 告げた 者 は 無い。 

彼女 は 「アツ ラ一 のみ 使い は マッカ 征服の 日 、 彼女の 家に 入り 八ラカ 一卜の 礼拝 をされ ま 

した。 

そのと き、 み使い は ルク一 （立 礼） と サジダ （叩頭） を 完全に 行われました 力、 み使いが あ 
のように 軽い 礼拝 （注) をされ るの をけ つして 見た ことがあ りませんでした」 と 言った。 
イブ ン'バ ッシ ヤール (伝承 者の一 人） は 彼の 話の 中で は" けっして" という 言葉 は 言わな 

かった。 

(注) クル ァ一ン の 長い 章句 や、 アツ ラ一 の 讃美 を 多く 唱える こと を 放棄した 礼拝 

アブ ドッラ 一'ビン 'ハーリス' ビン' ヌ一フ アル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 午前の 礼拝 を 行われた かどう かにつ いて 告げて くれる 人 を 熱心 
に 探した。 

しかし、 私 は アブ一 'タ 一リブの 娘 ゥンム 'ハ一 二一 (注） 以外 は 誰も 見付けられなかった。 
彼女 は 「み使い は マッカ 征服の 日、 日が 高くな つてから （私の 家に） 来られました。 
そして、 衣服が 運ばれて、 それで その 御 方の ために 人目 力 《 とどがない 場所が つくられ まし 

た。 

彼 は 沐浴され てからお 立ちに なり、 八ラ カートの 礼拝 をされ ました。 

私 は （彼の 礼拝 中） その 御 方の 立った 姿勢が いちばん 長かった の 力、、 それとも お辞儀 力、、 

あるいは 叩頭 力、、 または それら すべてが 同程度の 長さだった のか は 存知ません。 

私 はこの 時 以外み 使いが 感謝の 言葉 を 唱えて いる ナ フルの 礼拝 をされ ている の を 見 ませ 

ん でした」 と 言った。 

ムラ一 ディ一 はュ一 ヌスを 根拠と して 伝えて いる 力 《 「 彼 （ュ一 ヌス） がそれ を 私に 告げた」 と 
は 言って はいない。 



(注） ゥンム 'ハ 一二一 は ァリ一 （預言者の 娘 ファーティマの 夫で 四 代 正統 カリフ） の 実の 兄 
弟で ある 



アブ一 タ一 リブの 娘、 ゥンム 'ハ一 二一 の マウ ラ一 (奴隸 の 身分から 解放され た 自由 民) アブ一 
ムッラ は 伝えて いる 

ゥンム ■/、一 二一 は 「私 は マッカ 征服の 年、 アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行きました。 
その 時、 み使い は 身体 を 清められ、 彼の 息女 ファーティマが 彼 を 衣服で 人目のと どかぬ 
よう 手助けして いるの を 見ました （注 1)。 
私 はみ 使いに 挨拶し ました。 

彼 は 「どなたで すか」 （注 2) と 申しました。 

私 は 「アブ一 'タ 一リブの 娘、 ゥンム -ハ 一二一 です」 と 申しました。 
彼 は 「ようこそ、 ゥンム ■/ ヽ一 二一」 と 申されました。 

彼 は 沐浴 を 完全に 終えられ ると、 一枚 布の 衣服 を まとわれて お立ちに なり、 八ラ カートの 
礼拝 をされ ました。 

み使いが 礼拝 を 終えられた 時、 私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私の 母の 息子 ァリ一 'ビン 'タ 
—リブ は 私が 保護した フラー ヌゼン 'フバ イラ (注 3) を 殺害に 行きました」 と 申します と 彼 

は r ゥ ンムゾ 、一二一 よ、 わたし 達 もまた、 あなたが 保護した 人物 を 保護し ました」 と 申され 
ました。 

「それ は 午前の 礼拝の 時でした」 と 彼女 は 申しました。 

(注 1) 沐浴の 時 も 体の 下部 を 布で 覆う のが 預言者の 慣行であった。 

彼 は 身体の 上部 も 人目に さらさな いよう 気配りし ていたと いう。 

娘の ファーティマ は ァリ一 に 嫁ぐ 前 は、 家庭で 預言者の 世話 をす る一 人で もあった 

(注 2) 沐浴 を 行って いる 間で も 挨拶に 対する 返答 は 許される 

(注 3) 彼の 名前 は ハーリス 'ビン' ヒシャ 一ム 'マ ハズ一 ミ一 であった。 

しかし、 幾人 かの 学者 は、 その 者 は アブ トツ ラ一' ビン' ラビ一 ァ であると 主張して いる 

アブ一 ■ ムッラ は ゥンム 'ハ 一二一 を 根拠と して 述べて いる 

マッカ 征服の 日、 アツ ラ一 のみ 使い は 彼女の 家で一 枚 布の 衣服 （注） を まとわれて 八ラカ 
—卜の 礼拝 をされ た 力 《 、その 衣服の 両端 は 交差して 肩に かけられ ていた。 

(注） この 衣服 は 白色の 幅の広い 布 を 体に 巻く ようにして 身に つける ものと 考える と 良い 



アブ一 'ザ ツル は 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使い は 「午前中に、 あなた 方 各々 の 身体の 骨一 つ 一つに 慈善 行為が 課せら 

れ ている （注 1)。 

アツ ラ一 の 栄光 を讃 える 言葉の一 つ 一つが 慈善 行為で ある。 

アツ ラ一 を 讃美す る一 つ 一つの 言葉が 慈善 行為で ある。 

アツ ラ一 の 唯一 性 を 告白す る 言葉の 一つ一 つが 慈善 行為で ある。 

"アツ ラ一 は 偉大な り" と 唱える 言葉の 一つ一 つが 慈善 行為で ある。 

善行 を 命ずる こと も 慈善 行為で ある。 

アツ ラ一 が 否認され たこと を 禁止す るの も 慈善 行為で ある。 

故に、 それらの 言葉 を 唱えて ニラ 力一 トを 行えば (午前の 礼拝と して は） 十分であろう。 

(つまり、 礼拝 は 身体の すべての 器官 を 使用して 行われる からで ある （注 2)) 
(注 1 ) ここに は 午前の 礼拝の 意義 か 示されて いる。 

その 実践が あって、 人間の 骨の一 つ 一つ は 病気 を 免れて 十分に 機能し 形態 も 保 たれる と 
される 

(注 2) イスラ一 ムの 慈善 行為と は 財貨の 消費の み を 意味す る もので はない。 

それ は、 人の アツ ラーへの 強い 恭敬 や 献身で あるし、 悪い 行為 を 憎む の も イスラ一 ム では 

慈善 行為と なる 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私の 親友 （アツ ラーの み使い） は 私に 三つの 事 を 行うよう 勧められた。 

(それ は） 毎月 三日間の 断食、 午前中に ニラ カートの 礼拝の 挙行、 夜、 寝る 前に ウイ トル 

の 礼拝の 励行で ある。 

このような ハディ一 スは アブ一 'フ ライラに よって、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私の 親友 アブ一' 力一 シム (預言者の 別称） は 私に 三つの 事 を 行うよう 勧められた。 それ 
は 前述の ハディ一 スと 同様で ある。 

ゥンム ■/ ヽ一 二一 の マウ ラ一、 アブ一 ■ ムッラ は アブ一 ■ デルタ一 ゥを 根拠と して 伝えて いる 

私の 親友 （預言者） は 三つの 行為 を 勧められた。 
私 は 生涯、 けっして それ を 放棄し ないで あろう。 

それ は 毎月 三 日 間の 断食、 午前の 礼拝、 そして ウイ トルの 礼拝 を 済ませる まで 就寝し な 
いこと である。 



早朝の 礼拝で スンナ としての ニラ カート は 好ましい。 

その 中での 読唱が 好まれる クル ァ一ン の 章句に ついて （注） 

(注） 早朝の 礼拝で スンナ としての 二 ラカー トは大 へん 強調され ている。 
これ は 義務と しての 礼拝に 加えた ものの 中、 最も 重視され る ものである 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

信者 達の 母、 ハフ サは 「ム アツ ジンが 早朝の 礼拝の ァザ一 ンを 唱え 終って 静まる と、 アツ 
ラ一 のみ 使い は 義務と しての 礼拝が 開始され る 前に 短い 礼拝 を 挙行され ました」 と 話し 

た。 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ナ一 フィゥ によっても たらされた。 

ハフ サは 伝えて いる 

早朝の 礼拝に、 み使い は 短い ニラカ 一卜の 礼拝 以外 は 行われませんでした。 

このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て シ ユウ バ によっても たらされた。 

ハフ サは 伝えて いる 

早朝の 礼拝に、 アツ ラ一 のみ 使い は ニラカ 一卜の 礼拝 をされ ました。 

ァ 一 > r シャは 伝えて いる 

み使い はァ ザ一 ンを お開きに なると、 短い 礼拝で したが、 ニラ 力一 ト による 早朝の 礼拝 を 
されて おりました。 

この ハディ一 スは 同一の 伝承 者 経路で 伝えられた。 

なお、 アブ一' ゥサ一 マに よって 話された ハディ一 スの 中には" 夜が 明けた 時" という 言葉 

が 入って いる。 

ァ r シャは 述べて いる 

み使い は (早朝の） ァザ一 ン とその 礼拝が 開始され る 間に、 （義務で はない） ニラカ 一卜の 
礼拝 をされ ておりました。 

ァ一 イシ ャは 述べて いる 

み使い はニラ カートの 早朝 礼拝 をされ ておりました 力、 私 力 《 「み使い は ファー ティ/ 、（開 端 
章) を読唱 された のか しら （注)」 と言う 程に (礼拝 を) 短く されて おりました。 



(注） 「み使い は ファ一 ティ ハを 読唱 された のか しら」 という 表現 は、 預言者の その 時の 礼 

拝が 大 へん 短い もので あつたの を 意味して いる。 

なお 、ファー ティ/、 （開 端 章） は クル ァ一ン の 章の 中で も 極めて 短い 章の一 つで ある 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はフ アジ ュルの 刻になります と、 ニラ カートの 礼拝 をされ ておりました。 
私 は （それが あまり 短い ので） 「あの 御 方 は その 礼拝で ファー ティ ハを 読唱 される のかし 
ら」 と 申して おりました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い はナ フルの 礼拝に 関しまして は、 早朝の ニラカ 一卜の 礼拝 ほど 気づか われる の は 
他に はありませんでした。 

ァ一 イシ ャは 述べて いる 

私 はみ 使いが ナ フルと しての 礼拝の 中で、 早朝の （義務の） 礼拝の 前の ニラ 力一 ト程、 
(気づか われて） お急ぎになる （注） の を 見ませんでした。 

(注) それ を 行おうと して 熱心になる 

ァ r シャは 述べて いる 

み使い は 「早朝の ニラ 力一 トは 現世、 あるいは それに 存在す る 何にも 増して すばらしい」 と 

申されました。 

ァ一 イシ ャは 述べて いる 

み使い は 早朝の 義務と してで はない ニラ 力一 卜の 礼拝に ついて 「それ は 私に とって 全 世 
界 以上に 好ましい ものである」 と 申されました。 

アブ一' フライ ラは 述べて いる 

アツ ラーの み使い は 早朝の 礼拝の ニラ カートで 「言って やる がよ し、。 『おお、 不信者た ちょ 
■■■』」 （クル ァ一ン 109 章） と 「言って やる がよ し、。 彼 は アツ ラ一、 唯一なる 御 方で あられる」 

(クル ァ一ン 1 1 2 章） を読唱 されて いた。 

イブ ン 'アツ バース は 述べて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 早朝の 礼拝の ニラカ 一卜で、 最初の 一ラカ 一卜に は 「（ムス リムよ 祈つ 
て) 言う がよ い。 『わたしたち は、 アツ ラーと わたしたちに 啓示され たもの を 信じます』」 （ク 



ルァ一 ン第 2 章 136 節） ともう一 つに は 「わたしたち は 信じます。 あなた は、 わたしたちが 
ムス リムで ある こと を 立証して 下さい」 （クル ァ一ン 第 3 章 52 節） を読唱 されて いた。 

イブ ン.ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 早朝の ニラカ 一卜で 「（ムス リムよ 祈って） 言う がよ い。 『わたしたち は、 
アツ ラーと わたしたちに 啓示され たもの を 信じます』 と 『わたしたちと あなた 方との 間の 共 
通の ことば (の 下） に 来なさい』」 （クル ァ一ン 第 3 章 64 節） を読唱 されて いた。 

別の 伝承 者 経路で も 同じ ハディ一 スが 伝わって いる。 



義務と しての 礼拝の 前後に 行う スンナ の 礼拝に そなわる 徳点 （注） 

(注) スンナ としての 礼拝 は 二 類型に わかれる。 ス ナン (ス ンナの 複数） 'ラ 一ティ バ、 ま 
たは、 ムヮ ッカダ （大 へん 強調され る もの） と ガイル 'ラ 一ティ バ または、 ガイル' ムヮッ 
カダ (それ 程 強調され ない もの） である。 

これら スンナ の 礼拝 は 重要で あり、 義務と しての 礼拝に おける 不十分な 点 を 補う もの 
とされて いる。 

重要 さでの 序列 を 述べれば、 

—) 夜明け （早朝） の 義務と しての 礼拝の 前の ニラカ 一ト。 

二） 夕刻の ニラ カート。 

三） 正午の ニラ カート。 

四） イシ ャ一 のニラ カートで ある。 

二） 三） 四） は 義務の 礼拝の 後で 行われる。 五） は 正午の 義務の 礼拝の 前の 四 ラカー 
卜で ある 

ゥンム 'ハ ビーバ (預言者の 妻） は 伝えて いる 

み使い は 「昼と 夜に け フルの） 十二 ラカ一 ト （注） を 行った 者に は、 天上の 楽園に 家が 建 
てられる であろう」 と 申されて おりました。 

更に 彼女 は 「私 は それ をお 聞きして から は、 けっして それ を 怠って はおりません」 と 言った。 
伝承 者の 幾人 か は 「私 は それ を （誰々 からまた 誰々 から） 開いて 以来 （その 礼拝 を 怠って 
はいない」 と一 様に 言って いる。 

(注） この 十二 ラ カート は、 ス ナン 'ムヮ ッカダ のこと である 

ヌ アマ一 ン 'ビン 'サ 一リム は 「一日に （ナ フルの） 十二 ラカ一 トを 行った 者 は、 彼の 為に 天国に 家が 
建てられる であろう」 （という ハディ一 スを） 同 一の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 

預言者の 妻、 ゥンム 'ハ ビーバ は 伝えて いる 

み使い は 「アツ ラーの 下僕た る ムス リム は 誰でも アツ ラ一 への 一途な 心で (義務の 礼拝 以 
外に） 毎 日 十二 ラカ一 トを 捧げれば、 アツ ラ一 は 彼の 為に 天国に 家 をお 建て 下さる であろ 
う。 または、 彼の 為に 天国に 家が 建てられる であろう」 と 申されて おりました。 
それで 私 は それ を 聞きまして から、 その 礼拝 を 続けて おります。 
(アム ルとヌ アマ一 ン もまた、 それと 同様の こと を 言った） 



ゥンム ■/ ヽビ一 バは 言った 



み使い は 「アツ ラーの 下僕た る ムス リム は 誰でも 毎日 沐浴 をし、 それ を 完全に 行った 後、 

礼拝 を 行う」 と 申されました。 

残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと 共に 正午の （義務の 礼拝の） 前に ニラ 力一 ト、 後に ニラ 力一 ト、 マ 
グ リブの 礼拝の 後に ニラ 力一 ト、 イシ ャ一 の 礼拝の 後に ニラ 力一 ト、 そして、 金曜の 礼拝の 

後 金曜の それ は、 アツ ラ一 のみ 傾い と一 緒に 彼の 家で 行った （注 1)、 （注 2)。 

(注 1) イマ一 ム' シャ一 フィ一 はこの ハディ一 スを 根拠と して、 正午の 礼拝の 前の スンナ の 
礼拝 はニラ 力一 ト である ことに 賛成して いる。 

—方、 ハナ フィ一 派の 人々 は、 ァ リ一、 ァ一 イシ ャ、 ゥンム 'ハ ビーバに よって 伝えられた 
ハディ一 スを 根拠と して 四ラカ 一卜に 賛成して いる。 
他の 法学者 達 も 四ラカ 一卜に 賛成して いる 者が 多い 

(注 2) イブ ン 'ウマル は 預言者の 妻、 ハ フサの 実の 兄弟で ある。 
それ 故、 彼 は 預言者が 家で 行った スンナ の 礼拝 を 見て いる 



ナ フルの 礼拝 は 立って 行っても 座って 行っても 良い。 

また 正当な 理由が あれば 挙行 中の 一部の ラカー トは、 その 時 在った 姿勢 か 

ら 直ちに 座る、 あるいは 立つ に 変える ことが 許される 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 述べて いる 

私 はァ一 イシ ャに アツ ラ一 のみ 使いの ナ フルの 礼拝に ついて 尋ねた。 

ラ カート を 行って から 出て 行かれ、 そして、 人々 を 礼拝に 先導され ておりました。 

それから 家に 帰られて ニラ 力一 ト 挙行され ておりました。 

み使い はまた、 マグ リブの 礼拝 を 人々 と共に された 後、 家で ニラ カートされ ておりました。 

イシ ャ一 の 場合 も 人々 と共に された 後、 家で ニラ 力一 ト 行って おられました。 

夜間に は ウイ トル を 含む 九ラ 力一 トを 行って おられました。 

み使い は 夜、 長い間お 立ちの ま、、 あるいは 長い間 座った ま、 礼拝され ておりました。 

あのかたが お立ちの まま クル ァ一ン を読唱 された 時 は、 その 姿勢で 先ず 立 礼され、 それ 

力、 ら 叩頭され ました。 

その かたが 座った ま、 クル ァ一ン を読唱 された 時 は、 座った 姿勢で 腰 を 曲げて 礼 を 行い、 
それから 叩頭され ました。 

そして フ アジ ュル （未明の 亥 ID が 参ります とニラ カート を 行われました」 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 夜、 長い間 礼拝され ておりました。 

その かたが 立って 礼拝され た 時 は 立った 姿勢で 立 礼し、 座って 礼拝され た 時 は 座った 姿 
勢で 腰 を 曲 げて札 をされ ました （注） 

(注） ナ フルの 礼拝 は 立った ま、、 あるいは 座った ままの いずれの 姿勢で 行っても 良い。 
もし それが 座った 姿勢で 行われるなら、 礼拝 者 は その 姿勢 を 保って 礼拝 を 遂行し 特別の 
事情がない 限り 立ち上がって はならない 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

私 は ペルシアで 病気に なった。 

そこで 私 は 座った 姿勢で 礼拝 を 行った。 

私 はこれ について ァ r シャに 尋ねた。 

彼女 は 「み使い は 夜間、 長い間 座って 礼拝され ておりました」 と 答えた。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一ク 'ゥカ イリ一 は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの 夜間の 礼拝に ついて ァ一 イシ ャに 尋ねた。 

彼女 は 「み使い は 夜間、 長い間お 立ちの まま、 あるいは 長い間お 座りに なった まま 礼拝 さ 



れ ておりました。 そして、 あのかたが 立って クル ァ一ン を読唱 された 時 は 立った 姿勢で 礼 
をされ、 座って クル ァ一ン を読唱 された 時 は 座った 姿勢で 腰 を 曲げて 礼 をされ ており まし 
た」 と 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一ク 'ゥカ イリ 一は 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに アツ ラ一 のみ 使いの 礼拝に ついて 尋ねた。 
彼女 は 「み使い はお 立ちに なって 礼拝され るのと 同じく らい 、お座りに なっても それ をな さ 
いました。 そして、 もし あのかたが 立って 礼拝 を 始められた 時 は 立った 姿勢で 礼 をされ、 座 
つて それ を 始められた 時 は 座った 姿勢で 腰 を 曲げて ネ し をされ ておりました」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

私 はみ 使いが (結婚して 最初の 頃 は） 夜の 礼拝に 座って クル ァ一ン を読唱 される の を 見た 
ことがあ りませんでした。 

しかし、 み使いが 年 を 召されてから はお 座りに なって 読唱 されて おりました。 

そして、 （読唱 される） ス一ラ （クル ァ一ン の 章） の 中、 あと 三十 乃至 四十 節になります と 立 

たれて 残りの ス一ラ を読唱 されました。 

それから 立ネ L されて おりました （注）。 

(注) 礼拝 者 は 立った 姿勢での 礼拝に 耐えられない 場合 は 座って 行っても 良い。 

また、 正当な 理由が あれば 礼拝の 途中で も、 立つ、 またはす わる 姿勢の 変化が 許される 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は （お 年 を 召されてから は) 座って 礼拝され ておりました。 

あのかたが そうする ようになられてから クル ァ一ン を読唱 します 時 、残りの 節が 三十 乃至 

四十 節 程になります とお 立ちに なって それ を読唱 されました。 

それが 終る と立ネ L され、 次に 叩頭され ました。 

み使い は 二回 目 のラ カートで も 同じよう になさい ました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は （深夜の 礼拝の 間） よく 座って （クル ァ一ン を） 読唱 されて おりました。 

そして、 あのかたが 立 礼 を 望まれる とお 立ちに なって、 一般の 人が クル ァ一ン の 四十 節 を 

読唱 する くらい （の 間） お立ちに なって おりました。 

アル 力 マ' ビン ■ ヮッ カース は 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに、 アツ ラ一 のみ 使いが どのように ニラ カート を 座って 行われ たかを 尋ね 

た。 



彼女 は 「み使い はニラ カートで クル ァ一ン を読唱 されて おりました 力、 立 礼 を 望まれる とお 
立ちに なって それ をなさい ました」 と 言った （注）。 

(注） このような 方法での ナ フルの 礼拝 も 許されて いる。 

この場合、 立った 後で 若干の 節 を 読み、 その後、 ルク一 (立 礼) する のか 好ましい とされて 

いる 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

私はァ 一"^ r シャに 「アツ ラーの み使い は 座って 礼拝され ました か」 と 尋ねました。 
彼女 は 「はい、 人々 が あのかた を 破壊して しまった 後で (注）」 と 言った。 

(注） 「人々 が あのかた を 破壊して しまった 後で」 は 直訳で、 これ は" 人々 の 仕 合せの 為の 
労苦が 重荷と なって 老い込んで しまった 後で" の 意 

アブ ドッラ 一'ビン' シャキ 一クは 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに 尋ねた。 

すると 彼女 は アツ ラーの み使いに ついて （上記 同様の 話 を） した。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 亡くなられる 少し 前に は ほとんど 座って 礼拝 をされ ていました。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い はお 年 を 召し 体力が お弱りに なつてから は、 ほとんどの 礼拝 を 座って されました。 

ハフ サは 伝えて いる 

私 はみ 使いが お亡くなりになる 一年 前まで は、 その 御 方が ナ フルの 礼拝 を 座って なさる の 
を 見た ことがあ りませんでした。 

み使い は クル ァ一 ンのス 一ラ を読唱 されて おり ましたが、 それが より 長く 長く あるよう に、 
ゆっくりした 調子の ふし をつ けて 読唱 されて おりました。 

前記の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 それに は "一年 あるいは 二 年" の 言葉 
が 入って いる。 

ジャー ビル ゼン 'サム ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 亡くなられる 少し 前 は 座って 礼拝して おられた。 



アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（ナ フルの 礼拝で） 男子の 座っての 礼拝 は 半分の もので しかな し、 （注 

1)」 と言われ たとの 事 を 私 は 聞いた。 

私が み使いの 許に 行く と 彼 は 座って 礼拝して おられた。 

私 は 私の 手 をみ 使いの 頭に 置いた （注 2)。 

彼 は 「おお アブ ドッラ 一'ビン' アム ルか、 どうした のか」 と言われた。 

私 は 「アツ ラーの み使いよ、 あなた は 『男子の 座っての 礼拝 は 半分の もので しかない』 と 申 

された、 と 伺いました。 

でも あなた は 座って 礼拝 をされ て おられます」 と 言った。 

み使い は 「その 通りで ある。 だ 力、 私 は あなた 方と 同じで はない （注 3)」 と 申された。 

(注 1) 正当の 理由な く 座って 行われた 礼拝に は 半分の 報償し か 得られぬ 

(注 2) 手 をみ 使いの 頭に 置いた 時 は 彼が 礼拝 を 終えた 後の ことで ある。 

人々 が 預言者と 対面しょう とする 際に そのよう にした 力、、 それ は 決して 礼 を 失する 行為で 

はない とされる 

(注 3) これに は 二つの 考え方が ある 

_) これ を 預言者の 特典と する ものである。 

彼 は 多くの 時間 を 瞑想と 礼拝に ついやし たこと。 

また アツ ラ一 のみ 使いと しての 重大な 責任 を 負った ことで、 たとえ 座って それ を 行った とし 
て も 立って 行った 場合と 同じ 特別の 扱いと なる、 という 考え方で ある 
二） この 時 彼 は 既に 老齢に 達して いたと する 考え方で あるが、 前者の 考え方に 多くの 学者 
は 賛成して いる 

このような ハディ一 スは同 一の 伝承 者 経路 を 経て アブ一 ■ ヤヒヤ一 'ァァ ラジュに よって 伝えられ 

た。 



夜の 礼拝と 預言者が その 時 行った ラ カートの 数、 そして 一ラカー 卜の ウイ 卜 

ルの 遵守 （注） 

(注） 夜の 礼拝 はタ ハツ ジュド と キヤ 一ムル 'ライルと される 力 、一般に それら は 同一 の 

ものと みなされ ている。 

しかし、 厳密に は 若干の 相違が ある。 

タ ハツ ジュド は 就寝 後、 夜 も 大分 ふけた 頃に 行われる" 深夜の 礼拝" である。 
キヤ ームル 'ライル はサ ラー トル' ライルと も 呼ばれ、 眠ったら 容易に 目覚めぬ 者、 早 
朝の 起床が 困難な 者、 疲労から タ ハツ ジュド が 行えぬ 者の ために、 それらの 代りと し 
て 推奨され る 夜間 礼拝で ある 

ウイ トルの 礼拝 は 奇数の ラ カートに よる もので 通常 は三ラ カートで ある 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 夜、 十 一ラカ 一卜の 礼拝 をされ ており ましたが、 その 中には 一ラ 力一 ト による ウイ 
トルが 含まれました。 

それが 終ります と、 彼はム アツ ジンが 参ります まで 体の 右 を 下にして 横たわられました。 
それから （ム アツ ジンが 参ります と） 短い ニラ カート をされ ました （注） 。 

(注) 前述の ように ウイ トル は 奇数の ラカ一 ト による 礼拝で 通常 は三ラ カートで ある。 
し 力、 し、 この ハディ一 ス にも あるよう に、 それ は 一ラ カートの 場合 も あり、 時には 五、 七、 九 
のラカ 一卜の 時 も ある 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは 述べて いる 

み使い は 人々 が" アル 'ァ タマ" と 呼んで いる イシ ャ一 の 礼拝から 早朝の 礼拝の 間、一 ラカ 

—ト による ウイ トル を 含む、 十 一ラカ 一卜の 礼拝 をされ ておりました。 

そして ニラ 力一 ト 終了す る 度に" 汝の 上に 平安 あれ" の 挨拶 を 唱えて おられました。 

(夜明け 近くに なって） ム アツ ジンが 早朝の 礼拝への 呼び掛け を 唱え 終ります と、 御自身で 

も 早朝の 刻に なった かどう か を 確かめられました。 

そして、 ム アツ ジンが 御 側に 参ります とお 立ちに なって 短い ニラ カートに よる 礼拝 をされ ま 

した。 

その後、 ム アツ ジン 力 《 イカ一 マ （義務 礼拝 開始 呼びかけ） の 為に 再び 彼の 所に 参ります ま 
で 体の 右側 を 下にして 横たわって おられました。 
同一 の 伝承 者 経路 を 経て イブ ン 'シ ハーブに よっても たらされた この種の ハディ一 スには 
イカ一 マに ついては 述べられて はいない。 



ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜間 礼拝に 十三 ラカ一 トを 行って おられました。 

それらの 中の 五 ラカー トは ウイ トルと しての ものです。 

なお、 み使い は 最後の 挨拶まで お座りに なりませんでした （注） 。 

(注) 預言者の 慣行の 多く はニラ 力一 ト 終了の 度に 挨拶 を 行う ものであった。 

し 力、 し、 この ハディ一 ス では 二 ラカ一 ト 毎に 挨拶 を 行わず、 最後に それ を 行った こと を 示し 

ている。 

なお、 この ハディ一 スに 預言者が 十三 ラカ 一卜の 夜間 礼拝 を 行った と あるが、 その 中には 
スンナ の 早朝 礼拝 ニラカ 一卜が 含まれて いる 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ヒシャ 一ムに よっても たらされた。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 夜間 （ス ンナ としての） 早朝 礼拝 ニラ 力一 トを 含む 十三 ラ カートの 礼拝 をされ てお 
りました （注）。 

(注) 早朝の ニラ 力一 トを 除いた 十 一ラ カートが 夜の 礼拝で ある。 

さらに その 中より、 ウイ トルが 三ラ カート、 残りの 八ラ 力一 トがナ フルの 礼拝と なる 

アブ一' サラ一 マ' ビン' アブ ドル' ラフ マーン は ラマ ダーンの 間、 アツ ラ一 のみ 使いの 夜の 礼拝が ど 

のよう であった かにつ いて ァ一 イシ ャに 尋ねた 

彼女 は 「み使い は ラマ ダーンで も、 また 他の 月で も 十 一ラ カートより 多く はなさい ませんで 
した。 

あのかた は （最初） 四ラ 力一 ト 行われました。 

その 完璧 さ 長さな どに ついては お尋ね 下さい ますな (注 1)。 

あのかた は 再度 四ラ カート 行われました がその 完璧 さ 長さな どに ついては お尋ねに なら 

ないで 下さい。 

それから あのかた は三ラ 力一 ト 行われました」 と 言った。 

続けて ァ 一"^ r シャは 「私 は あのかたに 『み使い 様、 あなた は ウイ トル をなさい ます 前にお 寝 

みになります か』 と 申しました。 

すると 『ァ一 イシ ャょ、 私の 両眼 は 眠っても 私の 心 は 眠らな し、 （注 2)』 と 申されました」 
(注 1) 預言者の 礼拝の 完全無欠 さは 説明が 困難と いう こと 



(注 2) アツ ラ一 のみ 使いの ような 人の 心 は、 たとえ 眠って いても、 心の 認識 は 弱まる こと は 
ない という。 

ムハンマド 以前の 預言者 達の 心 も 皆 同様であった 

アブ一 'サ ラマ は アツ ラ一 のみ 使いの 礼拝に ついて ァ一 イシ ャに 尋ねた 

彼女 は 言った 「み使い は (夜間） 十三 ラ カート 行って おられました。 

あの 御 方 は八ラ 力一 ト 行われてから ウイ トル をされ、 それから ニラ 力一 トを 座って 行われ ま 

した （注）。 

あの 御 方が 立 礼 を 望まれる とお 立ちに なって それ を 行われました。 

そして、 夜明けの 礼拝への 呼びかけと、 （義務と しての） 早朝の 礼拝 開始 を 告げる イカ一 

マとの 間に ニラ カートに よる 礼拝 をされ ました」 

(注） これ は 規則的な 夜間 礼拝で はない ようで ある。 
これ を 預言者が 行った の は 稀であった。 

つまり、 この 礼拝 は ウイ トルの 後に ナフ ルを 行っても 良い という こと を 人々 に 教える 為で あ 

る 

アブ一 'サ ラマ は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの （夜間の） 礼拝に ついて ァ一 イシ ャに 尋ねた。 

この ハディ一 ス は、" アツ ラーの み使いが ウイ トル を 含む 九ラ カート を 行った" という ことが 

今までの ハディ一 スと 異なって いる。 

アブ一 'サ ラマ は （次のように 言った と） 伝えられ ている 

私 はァ一 イシ ャの 所に 行き 「信者 達の 母よ、 アツ ラーの み使いの （夜間の） 礼拝に ついて 
告げて 下さい」 と 言った。 

彼女 は 「み使いの ラマ ダーンと その他の 月に おける （夜間の） 礼拝 は、 早朝の （ス ンナ の） 
ニラ 力一 トを 含む 十三 ラカ 一卜でした」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使いの 夜間の 礼拝 は 十ラカ 一卜でした。 

あの 御 方 は 一ラカ 一卜の ウイ トルと 早朝の スンナ のニラ 力一 ト もされました ので、 全部で 十 
三ラカ 一卜です。 

ァ一 イシ ャは アツ ラ一 のみ 使し、 （の 夜間の 礼拝に） ついて （次のように） 伝えて いる 



み使い は 夜 は 早くお 寝み になり、 夜 も 大分 深まって から 目を覚まされました。 
そして、 もし 妻との 交り を 望まれたならば、 それ を 終えられて (再び） 眠られました。 
そして、 最初の 祈りへの 呼びかけ を 耳に すると、 あの 御 方 は 飛び起きられました。 
(アツ ラーに 誓って、 彼女 は 「あの 御 方 は 起床され ました」 と は 言わなかった） そして あの 御 
方 は 水 を 御 自 身の上に (溢れる ように） 注がれました （注） 。 
(アツ ラ一 に 誓って、 彼女 は 「あの 御 方 は 身体 を 清められました」 と は 言わなかった。 私 は 
彼女の 意味す る こと を 理解した） 

そして、 み使いが 交り をされ ない 場合 は 男性と しての ゥ ドウ一 （小 浄） だけで ニラ カートの 
礼拝 をされ ました。 

(注） ここで は大浄 (全身 を 洗い清める こと) を 意味す る、 これに 対し一 般のゥ ドウ一 を 「小 
浄」 と 言って いる 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 夜間の 礼拝 を 行われる と、 その 最後に ウイ トル を 行って おられました。 

マス ゾ レーク は 伝えて いる 

私はァ 一"^ r シャに アツ ラ一 のみ 使い 力 《 （最も 喜ばれる） 行為に ついて 尋ねた。 

彼女 は 「み使い は 継続的に なされる （行為 を） お好みでした」 と 言った。 

私 力 《 「 み使い は 夜間、 何時 礼拝され ました か」 と 尋ねます と、 「み使い は 鶏が 鳴く の を 開か 

れ ると 起床して、 礼拝され ました」 と 彼女 は 答えた。 

私 は 夜明けの 直前に み使いが 私の 家の 中、 または 私の 近くで、 必ず、 お寝み になって い 
るの を 見て おります (注）。 

(注) 預言者 は 深夜に 礼拝 を 含む 信仰の 務めに 多くの 時間 をつ いやして いた。 

故に その 疲労から 早朝の 礼拝に 起床す る 前 、つまり 明け方 近く はいつ も 眠って いたと いう 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 夜明けの 礼拝 ニラ 力一 卜 を 終えられた 時、 もし 私が 目覚めて いれば 私に 話し か 

けられ ましたが、 そうでない 時 はお 体 を 横たえられ ておりました。 
この ハディ一 スはァ 一イシ ャ によって 伝えられた 力 、他の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 常々、 夜間 礼拝 をされ ておりました 力、 あの 御 方が ウイ トル を 行われる 時、 私に、 
「ァ一 イシ ャょ 起きなさい。 そして、 ウイ トル を 捧げなさい」 と 申されました （注）。 



(注） この ハディ一 スは ウイ トルの 礼拝が タ ハツ ジュド のよう な 随意の もので はな 《強制的 
な ものである 事 を 示す ものと されて いる 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 常々、 夜間 礼拝され ており ましたが、 その 前で 私 は 寝て おりました。 
そして、 ウイ トルの 礼拝が 未だ 済まなし、 うちに あの 御 方 は 私 を 起されました。 
こうして 私 は ウイ トル を 済ませました。 

ァー イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 毎晩 ウイ トル をされ ておりました。 

そして、 あの 御 方の ウイ トル は 早朝までに は 終りました。 

マス ルーク はァ一 イシ ャを 根拠と して 伝えて いる 

彼女 は 「み使い は 毎晩、 宵の口、 真夜中、 夜明け 方の （いずれの 時間に も） ウイ トル をされ 
ました。 

そして、 あの 御 方の ウイ トル は 早朝までに は 終りました」 と 言った （注）。 

(注) ハディ一 ス にある ように ウイ トル は 夜の 何時に 行われても よいが、 必ず 実行され ねば 
ならない。 

なお、 ここでの 早朝と は、 早朝の 礼拝の 前 を 意図す る 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 毎晩 ウイ トル を 行われて おりました 力、 それ は 早朝までに は 終りました。 



夜の 礼拝と 眠ったら 容易に 覚めぬ 者、 病人の 場合に ついての 包括的な 事 

柄 



サ アド （注 1) ゼン' ヒシャ 一ム 'ァ 一ミル は アツ ラーへの 御 奉公の ために 遠征に 参加す る こと を 望 

んだ。 

そこで 彼 は マデイーナに 来て、 そこにあった 彼の 所有地 を 売却し、 それで 武具 や 馬 を 購入し、 一命 

を 投げう つて 口一 マ （ビザ ン ティン 帝国） と 戦う こと を 決意した。 

マデイーナに 着く と、 彼 は その 地の 人々 に 会って （いろいろと 尋ねた）。 

人々 は 彼に （一度 決めた） 決心 を ひるがえ すよう 忠告した。 

そして、 彼に 「六 人の 男 達の グループが 預言者の 在世中に （あなたと 同様の こと を） 決心した が、 

み使い は 彼等が そうする の を 止められ、 『あなた 方 は 私の （これまでの 生き方の） 中に 手本と する 

ものがない のです か』 と 申された （注 2)」 と 告げた。 

この 話 を 聞いた サ アド' ビン セシャ 一ムは 彼の 妻の 許に 帰って 行った。 

(これより 先） 彼 は （アツ ラーへの 御 奉公の ため 命 を 捧げる 決心 をした 際) 離婚して しまって いた 力、 
復縁 を 願って （人々 を) 証人に 立てた。 

その後、 彼 は イブ ン 'アツ バースの 許に 来て アツ ラ一 のみ 使いの ウイ トルに ついて 尋ねた。 

イブ ン' アツ バース は 「アツ ラ一 のみ 使いの ウイ トルに ついて この 世で 最もく わしい お 方 を、 是非 あ 

なた におし えよう」 と 言った。 

サ アド は 「それ は 誰です か」 と 言った。 

イブ ン 'アツ バース は 「それ はァ一 イシ ャ である」 と 言った。 

そして、 「そういう わけで 彼女の 所に 行って お尋ねなさい。 その後で 再び 私の 所に 来て 彼女が あな 
たに 話した 事 を 告げなさい」 と 言った。 

私 は 先ず ハキーム • ビン' アフラ フの 許に 行って 私 を 彼女の 所に 連れて行 くよう 頼んだ。 
すると、 彼 は 「私 は 彼女の 所へ は 行きたくないの だ。 というの も 私 は 彼女に ニグ ル一プ (かた ゃァ 
リ一、 力、 たや ムアー ウイ ャを 支持す る それぞれの グループ) の 間の （闘争に ついて） 口を出さない 
よう 求めた のに、 彼女 は (私の 忠告 を) 拒否して （その 争いに） 加わった の だ」 と 言った。 
私 は 彼に 「後生 だから」 と 彼女の 許に 案内す るよう 懇願した。 

(彼 は 私の 願い を 聞いて くれて) 連れ だって ァ一 イシ ャの 所に 行き 彼女に 面会 を 求めた。 

彼女 は それに 応じて くれた。 

そこで、 われわれ は 彼女の 居所に 入って 行った。 

彼女 は 彼に 「あなた は ハキームで すね」 と 申しました。 

(彼女 は 彼が 誰で あるか わ 力、 つたので す） 

彼 は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼女 は 「あなたと 御 一緒の 方 は どなたで すか」 と 申 しま した 。 

彼 力 《 「サ アド' ビン セシャ 一ム です」 と言うと、 「どちらの ヒシャ 一ム です か」 と 彼女 は 申しました。 
彼が 「イブ ン 'ァ 一ミルです」 と言うと (彼女 は 理解した）。 



そして、 彼女 は 「彼 (私の 祖父 ァ一 ミル） に、 "アツ ラ一 のお 恵み あれ"」 と 祈りました。 

それから 彼女 は 私の 祖父の 立派な 業蹟を 話しました。 

(カタ一 ダは、 彼 は ゥフド の 戦で 殉教した と 言った） 

私 は 「信者 達の 母よ、 私に アツ ラーの み使いの 徳性に ついて 話して 下さい」 と 言った。 

彼女 は 「あなた は クル ァ一ン をお 読みに ならない のです か」 と 申しました。 

私 は 「確かに 読んで おります」 と 言った。 

彼女 は 「み使いの 徳性 は クル ァ一ン に 明らかにされ ております」 と 申しました。 

サ アド は 「私 は、 その 時、 そこ を 立って、 生涯、 もう 誰に も 何も 尋ねまい、 というよ うな 気持であった。 

しかし、 私 は 考えな おして 「アツ ラ一 のみ 使いの （夜間の） 礼拝に ついて お話し 下さい」 と 言った （注 

3)。 

彼女 は 「あなた は 『衣 を 纏う 者 章』 （クル ァ一ン 第 73 章) をお 読みに なって はいない のです か」 と 申 
しました。 

私 は 「読みました」 と 言った。 

彼女 は 「アツ ラ一 はこの 章の 初めに 夜の 礼拝の 励行 を （義務と して） お命じに なりました。 

それで、 み使い やその 御 方の 親友 達 は一 年間 （夜の 礼拝 を） 実行なさい ました。 

その 時、 アツ ラ一 は天界 にて 十二 ヶ月 間、 その 章の 終結の 啓示 を 遅らせに なられた のです。 

そして、 その 章の 終結 時に それ を 緩和され て 夜の 礼拝 は 義務から 随意の ものに 変った のです」 と 

申された。 

私 は 「信者 達の 母よ、 私に、 アツ ラ一 のみ 使いの ウイ トルに ついて お話し 下さい」 と 言った。 
彼女 は 「私 はみ 使いの ために ス イワ一 ク (歯 を 磨く ための 芳香 を もつ 植物の 小枝) と 沐浴の 水 を 
常々 用意 致しました。 

アツ ラ一 がみ 使いの 起床 を 望まれた 刻に あの 御 方 は 起床され ました。 

そして、 ス イワ一 クを 使用され、 沐浴 もす まされてから、 九ラ カートの 礼拝 をされ ましたが 八 番目の 
ラ カート 以外に はお 座りに なりませんでした。 

その 時、 み使い は アツ ラ一 の 御名 を 唱えられ、 讃美され、 そして 祈願され ておりました。 
それから （礼拝の 最後に 唱える） 挨拶の 言葉 を 唱えずに お立ちに なって、 九 番目の ラカ一 ト をされ 
ました。 

その後、 再び 座られて アツ ラ一 の 御名 を 唱えられ、 讃美され、 祈願され てから 私達に 聞え る （礼拝 
終了後の） 挨拶 をされ ました。 

その 挨拶の 後、 み使い は 座って ニラ 力一 ト 行われました。 
それで、 その 礼拝 は 十 一ラ カートに なります。 

おお、 わが 息子よ （サ アドに 対して）、 しかしながら、 み使いが お 年 を 召され （お 体に） 肉 もお 付きに 
なった 時、 あのかた は七ラ カートの ウイ トル をされ ました。 
その後、 以前 もそう であった ように ニラ カート を 行われました。 
(すなわち） それ は九ラ 力一 ト になります。 

おお、 わが 息子よ、 み使い は （夜の） 礼拝 をされ る 時 は、 それが 継続的に 行われる の を 好まれ まし 



た。 

彼が 眠って しまつたり、 体の どこか 痛んで 夜の 礼拝が お出来に ならな 力、 つた 時 は、 昼の 間に 十二 

ラカ一 トを 行って おられました （注 4)。 

なお、 私 はみ 使いが 一晩に クル ァ一ン を 全部お 読みに なった こと、 また、 早朝まで 夜 を 通して 礼拝 
された こと、 そして、 ラマ ダーン 以外の一 ヶ月 を 完全に 断食され たこと 等に ついては 承知して おり ま 
せん」 と 申しました。 

彼 （サ アド） は 「私 は、 それから イブ ン 'アツ バ一ス の 所に 行って (彼女から 聞いた） その ハディ一 ス 
を 伝えた。 

すると 彼 は 『彼女 は 真実 を 話した。 もし 私が 彼女の 近くに 居た 力、、 あるいは 彼女の 所へ 行って いた 
ら、 彼女から 直接に 聞け たで あろうに』 と 言った」 と 述べた。 

なお サ アド は 「もし 私が、 あなたが 彼女の 所に 行かない の を 知っていたなら、 彼女の 話 を あなたに 
は 伝えなかった のに （注 5) 」 と 言った。 

(注 1) ハディ一 ス にも 述べられて いるよう に、 彼 (サ アド） は ゥフド の 戦で 殉教した 教 友の 孫で ある。 
彼 は 最も 信頼のお ける 伝承 者の一 人と して 知られて いる。 

彼が 伝えた ハディ一 ス にはァ 一"^ r シャゃ イブ ン 'ウマルからの ものが 多い 

(注 2) 預言者の 生活 は 一途な 宗教 的 献身で はあった 力、 健全な 社会 活動に も 忙殺される ことが 

多かった。 

彼は教 友達に 生活の 楽しみ を 放棄す るよう な こと は 決して 勧めなかった。 
もちろん、 それ は 道徳上の けじめ を もった 健全な 楽しみ 方で ある 

(注 3) ここで は クル ァ一ン の 十分な 理解に ハディ一 スの 必要性 を 暗示して いる。 

クル ァ一ン は 人々 を 正道に 導く ための 教え を 包括的 かつ 簡潔に 述べた 聖 なる 教典で ある。 

しかるに われわれ カ^ルア一 ンの 教えの 詳細な 実践 を 知る に は ハディ一 スを 研究し なければ なら 

ない。 

ここに この ハディ一 スの 伝承 者が 考え を 変えた 理由が ある 

(注 4) これ はタ ハツ ジュド の 償いに ついての 指針 を 示して いる。 
タ ハツ ジュド を 常に 行って いる 者が それ をし なかった 時大 へんな 損失と して 受け取る。 
その 償いの ため、 日中、 義務 以外の 礼拝と して 十二 ラカ一 トを 行う ことが 認められ ている。 
これ を 行う の は 正午の 礼拝の 後で ある 

(注 5) イブ ン 'アツ バース も 有名な 伝承 者の一 人で ある 力、 ここで は 彼が 進んで ァ一 イシ ャの 許に 
行って 彼女から 有益な 話 を 聞こうと しない 態度 を 非難して いる 



ズラ一 ラゼン 'ァ ウファ一 は、 サ アド 'ビン セシャ 一ムは 彼の 妻 を 離婚し 彼の 所有地 を 売る ために 

マディ一 ナに 赴いた、 と 言った。 

この 後の ハディ一 ス について は 前述と 同様で ある。 

サ アド' ビン セシャ 一ムは 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'アツ バ一ス の 許に 行き、 彼に ウイ トルの 礼拝に ついて 尋ねた。 
そこで 起った 出来事 は 前述の通り である 力、 ァ一 イシ ャの 所に 行く と 彼女 は 私に 「どちら 
の ヒシャ 一ム です か」 と 申しました。 

私 力 《 「ァ 一ミルの 息子です」 と 言います と 「ァ一 ミル は 何とす ばらしい 人だった のでしょう。 
彼 は ゥフド の 戦で 殉教 致しました」 と 彼女 は 申しました、 という 部分に 相違が ある。 

ズラ一 ラゼン 'ァ ウファ一 は 伝えて いる 

サ アド' ビン' ヒシャ 一ムは 彼の 隣人であった。 
そして サ アド は 妻 を 離婚した こと を ズラ一 ラに 告げた。 
ズラ一 ラはサ アドの 話 を 伝えて いる。 

その 中に、 彼女 （ァ一 イシ ャ） は 「どちらの ヒシャ 一ム です か」 と 申しました。 
彼 は r ァ一 ミルの 息子です」 と 言った。 

彼女 は 「彼 は 何とす ばらしい 人だった のでしょう。 彼 は ゥフド の 戦に み使いに 従って 出陣し 
殉教し ました」 

また、 ハキ一 ムゼン 'アフラ フは （サ アドの 言葉と して） 「もし 私 (サ アド） 力、 あなたが ァ一 
イシ ャの 許に 行って （進んで 尋ねない の を） 知っていたなら、 彼女の 話 を あなたに 告げる 
のではなかった のに」 と 言って いた 事 を 伝えて いる。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は （肉体的） 苦痛 その他で 夜の 礼拝 をし なかった 時 は 昼の 問に 十二 ラ カートの 礼 
拝 をされ ておりました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は どんな 事で も 行う こと を 決められた 以上 は それ を 継続して されました。 
そして、 彼が 夜 眠って しまわれ たか、 または 病気に なられた 時 は、 昼の 間に 十二 ラ カート 
の 礼拝 をされ ておりました。 

私 はみ 使いが 朝まで 夜通し 祈られて いた こと、 また、 ラマ ダ一ン 以外の一 ヶ月 を 通して 断 
食され たこと は 知りません。 

ウマル' ビン ■ / 、ッタ 一ブは 伝えて いる 



強い 罪悪感で 苦悩す る 人達 は、 子ら くだの 脚が 砂の 熱で 焼きつ くような 熱さ 
を 感ずる 刻に 礼拝す る 



ザ イド' ビン • アル カム は 人々 が 午前 （の 暑くな つてし まった 刻に） 礼拝して いるの を 見て 
「彼等 は、 礼拝 はこの ような 刻 を 外した 方が 良い の を 知っている であろうに。 
アツ ラ一 のみ 使い は 『強い 罪悪感で 苦悩す る 人達 は 子ら くだの 仰が 焼きつ くような 熱 を 感ずる 刻に 
行う (注)』 と言われた」 と 言った。 

(注） 子ら くだの 脚が 焼きつ くような 熱さと いうの は 日 も 高くな つて一 日の ほぼ 四 分の一 が 過ぎた 頃 
で、 人々 は 休息に 入る 頃で ある 

ザ イド' ビン' アル カム は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は クバ一 ゥの 人々 が 礼拝して いる 所へ 行かれた。 

そして 「強い 罪悪感で 苦悩して いる 人達 は 、らくだの 子の 脚が 砂の 熱で 焼きつ くような 熱さ 

を 感ずる 刻に 行う」 と言われた。 



夜の 随意の 礼拝 は 対 ( ニ ラ カートず つ） で 行われる。 
そして、 ウイ トル は その 礼拝の 最後の 一 ラカー 卜で ある。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

—人の 男が アツ ラ一 のみ 使いに 夜の 随意の 礼拝に ついて 尋ねた。 

み使い は 「夜の 随意の 礼拝 は 対 (ニラ 力一 ト ずつ） で 行われる。 

だ 力、 もし あなた 方の 誰かが 早朝の 近い こと を 心配す る 時 (注） は 奇数の 一ラ カート を 行う 

べきで ある」 と言われた。 

(注） 早朝の 義務の 礼拝の 時間に 入って しまう の を 懸念す る 場合 

サ一 リム' ビン ■ アブ ドッラ 一（ウマル' ビン' / 、ッタ 一ブの 孫） は 彼の 父 を 根拠と し 伝えて いる 
—人の 男が アツ ラ一 のみ 使いに 夜の 随意の 礼拝に ついて 尋ねた。 
み使い は 「それ は 対 （ニラ 力一 ト ずつ） で 行われる。 しかし、 礼拝 者が 朝に なって しまう の を 
心配す る 時 は 一ラ カートの 奇数の 礼拝 を 行うべき である」 と言われた。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

—人の 男が 立って 「アツ ラーの み使いよ、 夜の （随意の） 礼拝 は どのように 行えば よいの 
です か」 と 尋ねた。 

み使い は 「夜の （随意の） 礼拝 は 対 （ニラ 力一 ト ずつ） で 行われる。 しかし、 もし あなたが 夜 
明けになる の を 懸念した 時 は 一ラ カートに よる 奇数で 行うべき である」 と言われた。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

—人の 男が アツ ラ一 のみ 使いに 尋ねた 時、 私 はみ 使いと その 男の 間にいた。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 夜の 礼拝 は どのように 行えば よいので すか」 と 尋ねた。 

み使い は 「それ は 対 （ニラ カートず つ） の ものである。 

しかし、 もし あなたが 夜明けになる の を 懸念した 時 は 一ラ カート を 行い、 あなたの 最後の 

礼拝 を ウイ トルの ように （注） しなさい」 と言われた。 

それから （しばらくの 後）、 み使いの ごくお 側に いた一 人の 男が み使いに 尋ねた。 

私 は （その 時 も） み使いの 近くに いた 力、 その 男が 前に 尋ねた 人物と 同一 人であった かど 

うかに ついては 知らない。 

その 時 も アツ ラの み使い は 同様の 答 をして おられた。 
(注） これ は ウィト ノレの 礼拝で はない。 

明け方 近くに なって 礼拝の 時間が なくなる こと を 懸念して ニラカ 一卜で あるべき もの を一 ラ 
カートに 短縮した ため ウイ トルの ような 形と なった と 考えるべき ものである 



この ハディ一 スは イブ ン* ウマルに よって 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

しかし、 次の 言葉" それから 一人の 男が アツ ラーの み使いに 尋ねた" 云々 について は 述べられて 

はいない。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「早朝 （の 礼拝） 前 は ウイ トル を 急ぐ 力ない」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 「夜の 随意の 礼拝 を 行った 者 は、 最後の 礼拝 を ウイ トルの ようにすべき である。 
アツ ラ一 のみ 使い はこれ を 命じて おられた」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 夜の 礼拝の 最後 は ウイ トルと するがよい」 と 申された。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 
イブ ン 'ウマル は 

「夜の 礼拝 を 行った 者 は、 早朝 前に は 最後の 礼拝 を ウイ トルと すべきで ある。 
アツ ラーの み使い は そのよう に 命じて おられた」 と 言って いた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ウイ トル は 夜の （随意の） 礼拝の 最後の 一ラ 力一 ト である」 と 申された 

(注)。 

(注） ウイ トルの ラカ 一卜の 数 は 前述した ように 奇数で 三ラカ 一卜が 一般的で ある。 
しかし、 それ は それだけで 行われる もので はなく 夜の 随意 礼拝の 最後の ニラカ 一卜の 礼 
拝と 一緒に 行われる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「ウイ トル は 夜の 礼拝の 最後の 一ラ カートで ある」 と 申された。 

アブ一 ■ ミジ ユラ ズは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'アツ バースに ウイ トルの 礼拝に ついて 尋ねた。 

彼 は 「私 は アツ ラ一 のみ 使い 力^ それ は 夜の 礼拝の 最後の一 ラカ一 ト である』 と言われる 

の を 聞いた」 と 言った。 

また、 イブ ン 'ウマルに 尋ねた。 

すると アツ ラ一 のみ 使いが 「それ は 夜の 礼拝の 最後の 一ラ 力一 ト である」 と言われ るの を 
聞いた と イブ ン 'ウマル は 答えた。 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが モスクに 居られた 時、 一人の 男が み使いに 大きな 声で 「アツ ラ一 のみ 
使いよ、 私が 夜の 礼拝の ラカ一 トを 奇数に する に はどう すれば よいので しょう」 と 言った。 
み使い は 「（夜の） 礼拝 を 行う 者 は それ を 対に ラカ一 ト ずつ） で 行わねば ならぬ。 
しかし、 もし その 者が 早朝の 刻が 来て しまう と 懸念したなら、 彼 は一 ラカ一 トを 行うべき で 

ある。 

そうすれば その 者の ラ カートの 数 は 奇数と なる」 と言われた。 

伝承 者の一 人 はこの ハディ一 スはゥ バイ ドッラ 一'ビン' アブ ドッラ 一が 言った もので イブ 

ン- ウマルが 言った もので はない と 伝えて いる。 

ァ ナス 'ビン 'シ一 リーン は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに 早朝の 義務の 礼拝の 前に 行う ニラカ 一卜の 中で は、 クル ァ一 ンの読 

唱を 長く 行う のか どう 力、、 預言者の 慣行に ついて 話して くれる よう 求めた。 

彼 は 「アツ ラーの み使い は 夜の 礼拝 を 対で 行って おられた。 そして 最後に 一ラカー トを行 

われて その 数 を 奇数に されて いた」 と 言った。 

私 は 「私が あなたに お尋ねして いるの はそう いう 事で はない」 と 言った。 

彼 は 「あなた はまこと に 巨大な お 方 （注 1) である。 

あなた は 私が あなたに その ハディ一 スを 完全に お話ししょう としてい るのに 辛抱 出来ない 
のです か。 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜の 礼拝 を 対で 行われて いた。 

それから 一ラ カート を 行われて その 数 を 奇数に されて いた。 

それから み使い は 早朝の 義務の 礼拝が 開始され る ほんの 少し 前に スンナ としての ニラカ 

—トを 行って おられた （注 2) 」 

(/、ラフの 伝承に は" その 礼拝" と 言及して いない）。 

(注 1)" あなた はまこと に 巨大な お 方で ある" は 相手の 愚鈍 さ、 無ネ しさ を 暗に 知らし める 表 

現で あり、 人の 話 を 最後まで 聞かずに 途中で 口 を はさむ 人に 多く 言われる 

(注 2) 預言者 は スンナ としての 夜明けの 礼拝 を 早朝の 義務の 礼拝が 始まる 数 分 前に 行つ 

ていた。 

従って それ はかなり 短し、 ものであった と考えられる 

ァ ナス 'ビン 'シ一 リーン は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに (前述の ハディ一 ス にある ような） 質問 をした。 
彼 は （前述の ものに） 加えて 次の ような こと も 言った。 

それに は 「み使い は 夜の 礼拝の 最後 を一 ラカ一 ト にして 奇数に されて いた」 また 「やめよ、 
やめよ、 あなた はまこと に 巨大な 御 方で ある」 等が ある。 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「夜の 礼拝 は 対で 行われる。 そして、 あなたが 夜明けが 近付いた の を 

知ったら、 その 数 を一 ラカ一 ト による 奇数に せよ」 と言われた。 

すると イブ ン' ウマル は 「対と は 何です か」 と 尋ねた。 

み使い は 「それ は 各 ニラカ 一卜の 後で (あなた 方の 上に 平安 あれ） の 挨拶 を 唱える ことで 

ある」 と 申された。 

アブ一 ■ サイ一 ド (フ ドリ一） は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ウイ トルの 礼拝 は 朝になる 前に 挙行せ よ」 と言われた。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 「アツ ラ一 のみ 使いの 教 友の 幾人 かがみ 使いに ウイ トルに ついて 尋ねた。 する 
と 『ウイ トル は 朝になる 前に 挙行せ よ』 と言われた」 と 言った。 



明け方 近くの 起床が 困難な の を 懸念す る 者 は 宵の口に ウイ トル を 済ます 



ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「明け方 近くの 起床が 困難な の を 懸念す る 者 は、 宵の口に ウイ トル を 
済ませよ。 

そして、 明け方 近くに 起床し その 刻の ウイ トル を 切望す る 者 は それ を 挙行せ よ。 
明け方 近くの 礼拝 は （慈悲の） 天使が 見て いる。 
それ はより 好ましい ことで ある」 と 申された。 
(アブ一' ムァ一 ウイ ャは 「天使が 訪れる」 と 言った） 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 中で 明け方 近くの 起床が 困難な こと を 懸念す る 者 は、 宵 
の 口に ウイ トル を 済ませよ。 
それから 休む がよ い。 

明け方 近く 起床し 礼拝の 挙行に 確信の ある 者 は その 刻に 挙行せ よ。 
明け方 近くの 読 唱には (天使が) 訪れる。 
それ はすば らしい ことで ある」 と言われた。 



長い 立 礼が 望ましい 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「最も 良い 礼拝 は 立った ま ^ の 時間が 長く 続く ものである」 と言われた 

(注)。 

(注) アブ一' ハニ一 ファと シャ一 フィ一 は 立った ま、 の 礼拝 は 脆 拝 を 行うよ リ 良い としてい 

る。 

これに は 昼夜の 区別 はない 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は どのような 礼拝が 最も 良い のかに ついて 尋ねられた。 
み使い は 「それ は 立った ま、 の 礼拝の 時間が 長く 継続す る ものである」 と言われた。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 



夜間の 祈願 は 受け入れられる 



ジャー ビル は 「アツ ラ一 のみ 使い 力 《 『夜間に は、 ムス リムが アツ ラ一 に 現世 や 来世の 幸福 を 祈願す 
れば、 主 も 必ず それ をお 聞きと どけ 下さる 時が ある。 それ は 毎夜で ある』 と言われ るの を 聞いた」 と 

言った。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「夜間に、 アツ ラ一 の 下僕た る ムス リムが 現世、 来世の 幸福 を 祈願す 
れば、 主 は 必ず それ をお 聞き 下さる 時が ある」 と言われた (注）。 

(注） アツ ラーへの 祈願 はいつ か は 必ず 叶えられる。 

祈願す る 者 は 叶えられる とはいっても 私利 私欲からの 願い も 叶えられる というの ではない 



明け方 近くの 請願に は (特に) 主のお 応えが ある 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 「われらの 主 は 毎夜、 未だ その 三分の一 が 残って いる 頃に （天界 か 
ら） 下界の 空まで 降臨され る。 

そして 『われ は、 われに 祈願す る 者に は 応える であろう。 われに 求める 者に は 与える で 
あろう。 われに 許し を 請う 者に は 許す であろう』 と 仰せになる」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「主 は 毎夜 その 三分の一 が 過ぎた 頃に （天界 から） 下界の 空まで 降 
臨され る。 

そして 『われ は 至高の 王者で ある。 
われ は 至高の 王者で ある。 
われに 祈願す る 者 は 誰か。 
われ は その 者に 応える であろう。 
われに 求む る 者 は 誰か。 
われ は その 者に 与える であろう。 
われに 許し を 請う 者 は 誰か。 

われ は その 者 を 許す であろう』 主 は 夜が 明ける まで このように 仰せに なって いる」 と 申され 

た (注）。 

(注） 以上の 二つの ハディ一 ス では 主の 降臨 時間が 異なって いる。 
これ は、 夜半 を 中心とした 数 時間 は 常にそう あると いう ことで ある。 
また、" 下界の 望まで 降臨され る" に はいろ いろの 見解が ある。 
-) 主 自らが 降臨され る。 

二） 主の 慈悲と 恩寵で ある。 

三） 主の 命 をお びた 天使で ある、 などで ある。 

ここで 間違えて はなら な いのは、 主 はこの 時間に のみ 祈願に 応えられる というの ではない、 
とし、 うこと である。 

常に 慈悲 あふれる 主 は 夜の その 時間に は、 より 慈悲 深く なられ、 その 別に 主の ため 甘い 
眠り を 捨てて 起床し 祈願す る 者に、 ひとしおの 慈悲と 恩寵 を 垂れ 給う、 というの である 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「主 は 夜、 その 半分、 または 三分の 二が 経過す る 頃 (天界 から） 下界 
の 空まで 降臨され る。 



そして 『与えられ るよう 願って いる 者 は ある 力、。 応え を 求めて 祈願す る 者 は あるか。 許され 
るよう 請い 願って し、 る 者 は あるか』 と 朝が 来る まで 仰せ 続けられる」 と言われた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「主 は 夜、 その 半分、 または 三分の 二が 経過す る 頃 (天界 から） 下界 
の 空まで ご 降臨され る。 

そして、 『われに 祈願す る 者に は 応える であろう。 
または、 われに 求める 者に は 与える であろう。 

それから、 貸し をす る 者 （の 相手 は) 貧し くもなく 暴君で もない (注) と 申された』」 と言われ 

た。 

(注）" 貸し をす る 者" と は 善行 をな す 信者で ある。 

(その 相手 は）" 貧し くもなく 暴君で もない" と は 主の ことで ある。 

主 は 御 自 身 を 借りる 者の 立場に おかれた。 

貧しい 人 は 借金 をしても その 返済 手段 を もたない であろう。 

また、 暴君 はたと え 返済 手段 はあって も、 それ を 実行し ないか も 知れない。 

主 は 万有の 所有者で あり、 慈悲 深き 御 方で ある。 

それ 故、 善行 を 為す 者 は その 行為に 見合う 報酬が 必ず 約束され る 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て、 次の ハディ一 スも 付加され てサ アド' ビン' サイ一 ドに 

よって 伝えられた 

「それから 主 は 『貸し をす る 者 （の 柏手 は) 貧し くもなく 暴君で もない』 と 仰せられて その 両 
手 を 広げられる （注)」 

(注)" 両手 を 広げられる" は 主の 御 慈悲 や 恩寵が あまねく ゆきわた るの 意 

アブ一 ■ サイ一 ドと アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「主 は 夜に なって その 三分の一 が 過ぎる までお 待ちに なられて 下界 
の 空まで 降臨され る。 

そして 『許し を 請い 願って いる 者 は あるか。 悔い改め ている 者 は あるか。 慈悲と 恩寵 を 求 
めて いる 者 は あるか。 そして （それらす ベての ため） 祈願して いる 者 は あるか』 と 朝になる 
まで 仰せ 続けられる」 と言われた。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても たらされ ている。 



ラマ ダーン 月 における タラ ウイ一 フ (注) 礼拝の 勧め 



(注） この 礼拝 は ラマ ダーン 月の 斎戒 中に 毎晩 イシ ヤーの 礼拝 後 二十 ラ カート 捧げる 

ものである 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ラマ ダーンに 夜間、 信仰 （と 善行） に対する 報償 を 求めて 礼拝 を 行う 
者 は その 者の 過去の 罪科 は 許される であろう」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は （彼の 親友 達に) タラ ウイ一 フの 礼拝 をお 命じに はなら な 力、 つた 力、 ラ 

マ ダーン （の 夜） に 義務の ように それ を 行うよう 勧めて きた。 

そして、 「ラマ ダ一ン に 信仰 （と 善行） に対する 報償の ために、 夜間 礼拝 を 行う 者 は その 者 

の 過去の 罪 料 は 許される であろう」 と言われた。 

アツ ラ一 のみ 使いが 亡くなられて もこれ は 実行され た （注）。 

それ は カリフ' アブ一 'バ クルの 時 や、 ウマルの 初期の 時代まで 続いた。 

(注） 人々 はこの 礼拝 を 多く は 個人的に 家庭で、 または 小人数の グループで 行った。 
これ は アブ一 'バ クルの 時代、 ウマルの 初期の 時代まで 続いた 力、 ウマルの 時代に 国内 
が 安定す ると、 かって 預言者が 行われた ことの ある 三日 だけ 集合して 行うよう になった 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ラマ ダーンに 信仰と 報償の ため 断食 を 行う 者 は 過去の すべての 罪 
科が 許される。 

そして、 ライラ トル' 力 ドル （注） に 信仰と 報償の ために 礼拝 を 行う 者 は 過去の すべての 罪 
料が 許される」 と言われた。 

(注) ライラ トル' 力 ドル は ラマ ダーンの 二十 六日から 二十 七日に かけての 夜で あり、 クル 
ァ一ン が 啓示され た 夜であった 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ライラ トル' 力 ドルに 礼拝 を 捧げる 者 は それが その 夜で ある こと を認 
識す るであろう」 と言われた。 

(その 意味に ついて) 私 はみ 使いが 「それ を 信仰と 報償の ために 行う 者 は、 その 者の （過 
去の） 罪科が 許される」 と言われた （のと 同じで ある） と 確信す る。 



ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は ある 夜 モスクで 礼拝され、 人々 も その 御 方と一 緒に 礼拝し ました。 
み使い は 次の 夜 も 礼拝され ました。 
そこに は 大勢の 人々 が 集まりました。 

それから 三日 目 、 あるいは 四 曰 日の 夜 も そこに は 大勢の 人々 が 集まりました。 

しかし、 アツ ラ一 のみ 使い は その 両日に は （タラ ウイ一 フの 礼拝 を 先導す るた めに） 彼等の 

所へ は 出て 行かれませんでした。 

朝に なって み使い は 「私 は あなた 方が 大勢 集まった の を 知っていた。 それで、 私 は あなた 
方の 所に 出て 行く にやぶ さかで はな 力、 つたが 思い止まった。 

それ はこの 礼拝が あなた 方に とって 義務と なって しまう の を 恐れた からで ある」 と言われ 

た。 

(伝承 者 は） 「それ は ラマ ダーンの 月であった」 と 言った。 

ァー イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 夜間 モスクに 行って 礼拝され ました。 

(その 時） 若干の 人々 が 彼と一 緒に 礼拝し ました。 

朝に なって、 その 人達 は その 事 を 人々 に 話しました。 

そうします と、 次の 日 はもつ と 多くの 人々 が 集まりました。 

二日 日の 夜 も、 み使い は 出て 行かれました。 

そして、 そこに 参集した 人々 は、 その 御 方と一 緒に 礼拝し ました。 

朝になる と、 人々 は その 事に ついて 語り 始めました。 

そうし ますと 、三日 日の 夜 は 人々 で モスク は 埋まりました。 

(この 時 は） み使い は 出て 行かれました。 

そして、 人々 は その 御 方と一 緒に 礼拝し ました。 

四日 日の 夜になります と、 モスク は 身動きの 不自由な くらい （人々 が) 集まりました。 

しかし、 み使い は （そこに は） 出て 行かれませんでした。 

人々 の 中の 幾人 かが 突然" 礼拝" と 叫びました。 

でも、 み使い は 早朝の 礼拝 （の 亥 lj) までお 出に はなり ませんで した。 

その 御 方が 早朝の 礼拝 を 完全に 済まされた 時、 ぉ顏を 人々 の 方に 向けて 「私 は、 " アツ 

ラーの 他に 神 はない" と 証言し、 そして、 "ムハンマド こそ は アツ ラ一 のみ 使いな り" と 証言 

すると 誓われてから、 私 は あなた 方の 夜の 事 は 良く 知っていた。 

だ 力 《 (私の 継続的な 礼拝で) あの 夜の 礼拝が あなた 方に とって 義務と 化し、 （あげくに は） 

あなた 方に とって 実行が 困難な ものと なる の を 恐れた の だ」 と言われた。 



ズ イツ リレ 'ビン 'フノ く イシ ュ は 伝えて いる 

私 は、 ゥ バイ ュゼン '力 アブ 力 《 「 アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 『一年 を 通して （毎夜） 礼 

拝の 為に 起床す る 者 は ライラ トル' 力 ドルに 出合う』 と 言った」 と 話して いるの を 聞いた。 
ゥ バイ ュは 「アツ ラ一 以外に 神 はない。 

その アツ ラーに 誓って、 それ （ライラ トル' 力 ドル） は ラマ ダーン 月に ある。 
(彼 は 絶対的な 誓い をして） 私 は アツ ラーに 誓し、、 その 夜 を 知っている。 
それ は アツ ラーの み使いが われわれに 礼拝 をお 命じに なった 夜で ある。 
それ は 二十 七 日 の 朝 を 迎える 夜で ある。 
その 徴候 は、 その 日の 太陽が 毫光 のない 輝きで 昇って くる」 と 言った。 

ゥ バイ ュゼン '力 アブ は 伝えて いる 

「アツ ラ一 に 誓し、、 私 は ライラ トル' 力 ドルに 関して 知っている。 

私 は それが (ラマ ダ一ン 月の） 二十 七日の 夜で、 アツ ラ一 のみ 使いが われわれに 礼拝の 

挙行 をお 命じに なった その 夜で ある こと を 熟知して いる」 

だが シ ユウ バ (伝承 者の一 人） は" アツ ラ一 の 御 使いが われわれに 礼拝の 挙行 をお 命じに 

なった その 夜" という 言葉に ついて 疑った。 

この 事 は 私の 友人が 私に 話して くれた。 

シ ユウ バ はこの ハディ一 スが 同一 の 伝承 者 経路 を もってい ると 伝えて はいるが、 彼が 疑つ 
た 事、 また その後の ことに ついては 言及して いない。 



夜の 礼拝に おける 祈願 



イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

私 は ある 夜、 私の 母の 姉妹で あるおば (マイム一 ナ） の 許で一 夜 を 過した。 

アツ ラ一 のみ 使い は、 夜間 起床され て 用 をた された。 

それからお 顔と 両手 を 洗われて （また） お休みに なった。 

その後、 その かたは 再び 起床され て 水の 入った 皮 袋の 所へ 行かれ、 その 草 ひも を ゆるめ 

て、 二つの 沐浴の 間の ウド ゥ一 された （注 1)。 

(その 時） その かたは 水 を 無駄に する ことなぐ 定められた 部分 を 清められ、 お立ちに なつ 
て 礼拝され た。 

私 もまた、 み使い 力 せれる こと を 知っていながら 眠って いる ふり をして いる、 とし、 うこと を 彼 
に 気付かれ るの を 恐れて (ちょうど 今 眠から 覚めた ような ふり をして） 体 を 伸ばした。 
そして、 私 も 沐浴 をして 礼拝の ために 立った。 
それ は その かたの 左側であった。 

すると、 その かたは 私の 手 を 掴んで 御自身の 右側へ まわして 立た せられた。 

それから み使い は、 夜の 礼拝 十三 ラ カート を 行われた。 

その後、 その かたは 横たわられて 休まれる といび きを かいて おられた。 

(それ はみ 使いが お休みに なって いる 時の 習癖であった） 

やがて、 ビラ一 ルが 来て み使いに 礼拝の 時刻 を 告げる と、 その かたは 礼拝の ためにお 立 

ちに なられた が 沐浴 はされ なかった （注 2) 。 

その 時の 彼の 祈願の 言葉の 中には 「おお アツ ラ一、 私の 心に 光 を、 私の 視覚に 光 を、 私 
の 聴覚に 光 を、 私の 右に 光 を、 私の 左に 光 を、 私の 上に 光 を、 私の 前に 光 を、 私の 後に 
光 をお 置き 下さい。 そして、 私の ために 光 を 強力に して 下さい」 というの があった。 
クライブ (伝承 者） は 「（更に） 七つ （の 言葉) が 私の 心に は あるが、 それら を 思い出す こと 
が 出来ない。 

私 は アツ バースの 幾人 かの 子供達に 会った。 
彼等 は 私に それらの 言葉 を 言った。 

(すなわち） 私の 神経に （光 を）、 私の 肉に （光 を）、 私の 血に （光 を）、 私の 毛に （光 を）、 私 
の 皮膚に (光 を） という 言葉 を 述べた 他に、 更に 二つの 言葉 を 述べて いた」 と 言った (注 3)。 

(注 1) 二つの 沐浴の 間の ウド ゥ一 は、 二つの 両極端の ゥ ドウ 一、つまり、 非常にて いねい 
な もの、 辛うじて 認められる ものとの 間 

(注 2) 前述した 力、 預言者の 眠り は 目 は 眠って いても 心 はそう ではない といわれる。 
それ は、 彼が 眠って いる 間で も 啓示 は 下る からで ある。 



アツ ラ一 は 預言者の 心が 常に その 命 を 受けられ るよう 用意 させて おかれた。 
故に、 預言者 はたと え 眠っても 彼 自身の こと は 十分 知ってい るので ある 

(注 3) 更に 二つの もの は 「私の 魂に 光 を、 私の 舌に 光 を」 である 

イブ ン ■ アツ/ く一 スの マウラー、 クライブ は 伝えて いる 
イブ ン 'アツ バース は 彼に （次のように） 話した。 

イブ ン 'ァ ツバ一 スは一 夜、 信者 達の 母で 彼の 母の 姉妹で ある マイム一 ナの 家で 過した。 
彼 は 「私たち は （一つの 細長い 枕 を 共用し) 私 は 横の 狭い 部分 を 使用して その 方向に、 み 
使い 御 夫婦 は 縦の 方向に 並んで 休まれた。 

その かたは 眠られて、 真夜中 か あるいは その 少し 前、 あるいは その 少し 後に 起床され た。 
そして 、眠り を 覚ます ために 両手で 顔 を こすり 始められた。 
それから ィ ムラ一 ン家 章の 結びの 十 節 を読唱 された。 

その後、 み使い は 立って 皮の 水 袋が 掛カ、 つてい る 所に 行き、 ていねいに 沐浴され た。 

そして、 お立ちに なって 礼拝 を 行われた」 と 言った。 

イブ ン 'アツ バ一ス は 「私 は 起きて アツ ラ一 のみ 使いが された ようにした。 

そして、 その かたの 所に 行き その 側に 立った。 

み使い は 彼の 右手 を 私の 頭の 上に 置かれてから、 私の 右の 耳 を 掴んで よじられた （注）。 
それから み使い はニラ 力一 ト、 次に ニラ 力一 ト、 次に ニラ 力一 ト、 次 もニラ 力一 ト、 更に ニラ 
力一 ト、 更に ニラ 力一 ト をされ、 最後に （ウイ トル） の一 ラカ一 トを 行われた。 
その後、 彼 は 横たわられた。 

(早朝 近ぐ よって） 彼 はお 立ちに なって 短い ニラ カート を 行われてから 出て 行き、 早朝の 礼 
拝 を 捧げられた。 

(注） はっきりと 目 を 覚まさせる ための 行為 

マ ハラ マ' ビン 'ス ライマ一 ン はこれ に 次の ハディ一 スを 付加して いる 
「み使い は それから 水 袋の 所へ 行き、 歯 を 磨かれた。 
そして、 ていねいに 沐浴 を 行われた 力、 水の 使用 はむしろ 少な 目であった。 
それから、 その かたは 私 を 起された。 私 は 立った」 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

私 は （一夜) 預言者の 妻で ある マイム一 ナの 所に 泊った。 
アツ ラ一 のみ 使い は、 その 夜 は 彼女と一 緒に 過され た。 
み使い は (夜半まで 眠られた 後 起床され) 沐浴され た。 



そしてお 立ちに なって 礼拝され た。 

私 も 立って その かたの 左側に 立った。 

み使い は 私 を 掴まれて その かたの 右側に 立た された。 

み使い は その 夜 十三 ラカ 一卜の 礼拝 を 捧げられた。 

その後、 み使い は 眠られて いびき を かかれた。 

眠って いる 間 その かたがい びき を かかれる の は 習癖であった。 

それから ム アツ ジンが 彼のと ころへ （礼拝の 刻 を 告げに） 来た。 

み使い は 出て 行って 礼拝され た 力、 （その 時 は） 沐浴 はされ なかった。 

(アム ルは 「ブカイ ルゼン 'ァ シャツ ジュが 私に これ を 話した」 と 言った） 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

私 は、 一夜、 私の 母の 姉妹で ハ一 リスの 娘、 マイム一 ナの 家に 泊った。 
私 は 彼女に 「アツ ラ一 のみ 使い 力 《 (夜） 礼拝に 起きられたら 私 も 起こして 下さい」 と 言った。 
(彼女が 私 を 起こして くれた 時） アツ ラーの み使い は 礼拝の ためにお 立ちに なって いた。 
私 はみ 使いの 左側に 立った。 

すると その かたは 私の 手 を 掴んで 彼の 右側に 立た された。 

そして、 私が 完全に 目を覚まし 切れな いでいる 時 は 耳た ぶ を 掴まれた。 

彼 (伝承 者） は 「み使い は 十一 ラカ一 トを 行われた。 

それから その かたは 衣服 を 体に 巻き 両膝を 抱える ようにして 眠られた ので、 私 は 彼の 眠 

つてい る 時の 寝息 を 聞かなかった。 

そして 夜が 明ける と、 その かたは （ス ンナ の） 短い ニラ 力一 トを 行われた」 と 言った。 

イブ ン' アツ パース は 伝えて いる 

私 は、 夜、 私の 母方のお ば、 マイム一 ナの 所に 泊った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜、 お起きに なって 近くに 掛けられ ていた 皮の 水 袋 （の 水） で 短い 沐 

浴 をされ た。 

(預言者の 沐浴の 様子 を) イブ ン 'アツ バ一ス は 「それ は 短時間に 少量の 水で 行われた」 と 

吕 —つた。 

そして 「私 は 立って み使いが 行われた と 同様の こと を 行った。 

それから （み使いの 所へ） 行って その 左側に 立った。 

すると その かたは 私 を 彼の 背後 を まわして 右側に 立た された。 

み使い は 礼拝 を 済ます と 休まれて いびき をお 力、 きになった。 

やがて 、ビラール がその かたに 礼拝 （の 刻 を） 告げに 来た。 

み使い は 出て 行き 早朝の 礼拝 をされ たが (その 時 は） 沐浴 はされ な 力、 つた」 と 言った。 

スフ ャ一ン は 「これ は 預言者に 限られた 行為で ある。 われわれに は" 預言者の 目 は 眠って 

いても 心 は 眠らない" という ことが 伝わって いる」 と 言った。 



イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

私 は一 夜、 私の 母方のお ば マイム一 ナの 家に 泊った。 

そして、 アツ ラ一 のみ 使いが 夜、 どのように 礼拝され るの か を 観察した。 

その かたは 起きて 用 をた された。 

それから、 顔と 手 を 洗い また 眠られた。 

しばらくの 後、 再び 起き 上 力 《 られ 皮の 水 袋のと ころに 行って 紐 を 解かれた。 

そして 少量の 水 を 器に とり 御自身の 手に 注がれた。 

そして その かたは 二つの 沐浴の 良い 方 を 行われた。 

それから 礼拝の ために 立 たれた。 

私 も （その かたの 所へ） 行き その 左側に 立った。 

するとみ 使い は 私 を 掴んで 彼の 右側に 立た せられた。 

み使いが 行った 礼拝 は 十三 ラカ 一卜であった。 

その後、 み使い は 休んで いびき を かかれた。 

われわれ は その かたが 眠った 時 はいびき をお かきになる の を 知っていた。 

(夜明けの 礼拝の 刻になる と） 彼 は 出て 行き 礼拝され た。 

み使い は （顔 を 上げて) 祈る 時、 あるいは ひれ 伏して 祈る 時 

「お、 アツ ラ一、 私の 心に 光 を、 私の 聴覚に 光 を、 私の 視覚に 光 を、 私の 右に 光 を、 私の 

左に 光 を、 私の 前に 光 を、 私の 後に 光 を、 私の 上に 光 をお 置き 下さい。 

そして、 私の ために 光 をお 与え 下さい。 

あるいは、 私に 光 をお 与え 下さい」 と 申されて いた。 

サ ラマ は 「私 は クライブに 会った。 彼 は イブ ン 'アツ バ一ス が (次のように) 言った」 と 述べた 
「私 は 私の 母方のお ば マイム一 ナの 所に 居た。 
そこへ アツ ラ一 のみ 使いが 来られた」 
それから クライブ はグン ダルに よって 伝えられた ハディ一 スを 述べた。 
(すなわち） イブ ン 'アツ バ一ス は 疑いな く 「私に 光 をお 与え 下さい」 という 言葉 （の 方) を 言 
つたと いう ものである。 

アブ一' リシ ュ ディ一 ン （マウ ラ一 'クライブの 異名） は 伝えて いる 

イブ ン 'アツ バ一ス は 「私 は一夜、 私の 母の 姉妹 マイム一 ナの 家で 過した」 と 言った。 
それから (前述の ような) ハディ一 スを 話した が、 彼 は (預言者が) 顔と 両手 を 洗った ことに 
ついては 述べなかった。 

しかし、 彼 は 「み使い は 皮の 水 袋の 所へ 行って 紐 を 解かれ、 二つの 沐浴の 間の ゥ ドウ一 を 

行われた。 

それから ベッドに 戻って 眠られた。 

しばらくの 後、 その かたは 再度 起床され 水 袋の 所に 行って 紐 を 解き 沐浴され た。 



それ はまこと にて いねいな ものであった。 

そしてみ 使い は 『主よ、 私に たくさんの 光 をお 与え 下さい』 と は 言われな 力、 つた」 と 言った。 



クライブ は イブ ン 'アツ バースが アツ ラーの み使いの 家で一 夜 を 過し (次のように） 言った と 伝えて 
いる 

「アツ ラ一 のみ 使い は 皮の 水 袋の 近くに 立ち、 水 を 注いで 沐浴され た。 
その 時の 水の 量 は 多 くもなく 少なくもなかった」 

その後の ハディ一 スは 他と 同じで あるが、 その 中に アツ ラ一 のみ 使いが その 夜、 十九の 
祈願の 言葉 を 述べた というの が ある。 

クライブ は 「私 は それらの 中から 十二の 言葉 を 覚えて し、 るが 残り は 忘れた。 

(その 十二 は) 私の 心に 光 を、 私の 舌に 光 を、 私の 聴覚に 光 を、 私の 視覚に 光 を、 私の 上 

に 光 を、 私の 下に 光 を、 私の 右に 光 を、 私の 左に 光 を、 私の 前に 光 を、 私の 後に 光 をお 置 

き 下さい、 私の 魂に 光 をお 置き 下さい。 

そして、 私の ために 光 を 強力に して 下さい。 である」 と 言った （注） 。 

(注） 残りの 七つの 言葉 は、 私の 神経に、 私の 肉に、 私の 血に、 私の 毛に、 私の 皮膚に 光 
をお 置き 下さい、 私に 光 をお 創り 下さい、 私に 光 をお 与え 下さい、 である 

イブ ン. アツ パース は 伝えて いる 

「私 は アツ ラ一 のみ 使いが おられる 時、 その かたが 夜の 礼拝 を どのように される のか を 拝 

見す るた めに、 マイム一 ナの 家で一 夜 を 過した。 

み使い は 彼の 妻と しばらくの 間 話 をされ ていて、 それから お休みに なった」 

その後の ハディ一 スは 他と 同様で あるが、 その 中に、 「彼 は 起き上がって 沐浴 をし 歯 を 磨 

かれた」 というの が ある。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

私 は （一夜） アツ ラ一 のみ 使いの 家で 過した。 

み使い は 起床す ると 歯 を 磨かれてから、 「本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中 

に は 思慮 ある 者への 印が ある」 （クル ァ一ン 第 3 章 1 90 節） と 唱えられ、 その 章の 最後まで 
読唱し 続けられた。 

それから その かたは 時間 をお かけに なって、 直立、 立ネし 叩頭に よる ニラ カートの 礼拝 を 

行われた。 

それ を 終える とお 休みに なって いびき をお かきに なった。 

み使い は そのような こと を 三度 行われた ので 合計 六ラ 力一 トを 捧げられた ことになる。 
彼 は 毎回、 歯 を 磨き 沐浴され (クル ァ一ン の） それらの 節 を読唱 された。 
それから その かたは 三ラカ 一卜の ウイ トル を 行われた （注）。 



やがて ム アツ ジンが ァザ一 ンを 唱える と、 み使い は 「おお アツ ラ一、 私の 心に 光 を、 私の 舌 

に 光 をお 置き 下さい。 

私の 聴覚に 光 をお 置き 下さい。 

私の 視覚に 光 をお 置き 下さい。 私の 後に 光 を、 私の 前に 光 をお 置き 下さい。 

私の 上に 光 を、 私の 下に 光 をお 置き 下さい。 お、、 アツ ラ一、 私に 光 を 強力に して 下さい」 

と 申されながら 礼拝に 出て 行かれた。 

(注） イスラ一 ム 法学者、 アブ 一■/ ヽニ一 ファが ウイ トルの 礼拝 は一二 ラカ 一卜から 成る と 信 
ずるの は、 この ハディ一 スに 由来して いる 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

「私 は一 夜、 私の 母の 姉妹、 マイム一 ナの 家で 過した。 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜、 ナ フルの 礼拝の ために 起床され た。 

み使い は 皮の 水 袋の 所に お立ちに なって 沐浴され、 そして 礼拝され た。 

私 も その かたが そのよう にされ るの を 見た 時 起きた。 

そして、 水 袋の 水で 沐浴 を 済ませて その かたの 左側に 立った。 

すると、 彼 は 後方から 私の 手 を 掴み、 御自身の 背後 を まわして その 右側に 立た せられた」 

私 (ァタ 一ゥ • 伝承 者） は 「それ はナ フルの 礼拝でした か」 と 尋ねた。 

彼 は 「そうです」 と 答えた。 

イブ ン' アツ パース は 伝えて いる 

「私の 父 （アツ バース） は 預言者が 私の 母方のお ば マイム一 ナの 家に いた 時、 私 をみ 使い 
の 所に 行かせた。 

私 は その 夜、 み使いと一 緒に 過した。 
その かたは 起きて 夜の 礼拝 をされ た。 

そこで 私 は 彼の 左側に 立った。 その かたは 後方から 私 を 掴み (彼の 背後 を まわして) 御自 
身の 右側に 立た された」 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

「私 は一 夜、 私の 母の 姉妹、 マイム一 ナの 家で 過した」 
この 後の ハディ一 スは 他と 同一 である。 

アブ一 ■ ジャム ラは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'アツ バースが 「アツ ラーの み使い は 夜 （の 礼拝に） 十三 ラ カート を 行って おられ 
た」 と 言って いるの を 聞いた。 



ザ イド' ビン 'ハーリド' ジュハ 二一 は 伝えて いる 

私 は 夜、 アツ ラ一 のみ 使いの 礼拝 をた しかに 見た。 
その かたは ニラカ 一卜の 短い 礼拝 を 行った。 
それから ニラカ 一卜の 長い 長い 礼拝 を 行った。 

次に その かたは ニラカ 一卜の 礼拝 を 行った 力、 それ は 前の ニラ 力一 卜より は 短い もので あ 

つた。 

それから （また） ニラ カート を 行われた がそれ は 前の ニラ カートより 更に 短い ものであった。 
それから ほた） ニラ カート を 行われた が、 それ も その 前の ニラ カートより 更に 短い もので 

あった。 

そして ほた） ニラ カート を 行われた。 

それ も その 前の ニラ カートより 短い ものであった。 

次に その かたは 一ラ カートの 礼拝 （ウイ トル） をされ た。 それら は 都合 十三 ラ カートで ある 

(注)。 

(注） これ は 預言者が テントで 一夜 を 過した 時の 話で ある 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に 旅 をした。 

われわれが 水の ある 所に 来た 時、 み使い は 「ジャ 一ビル、 お前、 （水の 中に） 入って くれぬ 

か」 と言われた。 

私 は 「はい」 と 答えた。 

それから み使い は （らくだから） 降りられた。 

私 は 水に 入った。 

その 時、 み使い は 用 をた しに 行かれた。 
私 はみ 使いに 沐浴の 水 を 用意した。 

み使い は 帰って来られ ると 沐浴し、 お立ちに なって、 一枚の 布で 出来た 衣服の 両端 を 交 

差させて 肩に お掛けに なって 礼拝され た。 

私が その かたの 後に 立つ と 私の 耳 を 掴まれて 御自身の 右側に 立た された。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 夜、 礼拝に 立 たれた 時 は、 短い ニラカ 一卜の 礼拝で 始められました。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰でも、 夜、 起きた 時 は 短い ニラカ 一卜で 礼拝 を 始める よ 
うに」 と言われた。 



イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜間、 礼拝に お立ちに なると 「おお アツ ラ一、 栄光 は あなたに ございま 

す。 

あなた は 天地の 光です。 

栄光 は あなたに ございます。 

あなた は 天地 を 創造され 保護され る 御 方です。 

栄光 は あなたに ございます。 

あなた は 天と地と それに 存在す るすべ てのものの 主です。 

あなた は 真理で ございます。 

あなたの 約束 は 真実です。 

あなたのお 言葉 は 真実です。 

あなたとの 出合い は 真実です。 

天国 は 真実です。 

地獄 も 真実です。 

(復活の） その 時 も 真実です。 

おお アツ ラ一、 私 はせ つに あなたに 服従いた します。 

私 は 心より あなたへの 信仰 を 告白いた します。 

私 は ひたすら あなた を 頼りと してお ります。 

私 は あなたに ざんげい たします。 

私 は あなたが お与え 下さった 証明に よって （真理 を 否定す る 者 すべてに） 論駁し ました。 
あなたの 御 決定 を 仰ぎます。 

そして、 私がず つと 以前に 犯した 罪、 また 最近 犯した もの、 公然と 為した る もの、 密かに 行 

つた もの をお 許し 下さい。 

あなた は 私の 唯一 至高の 神 でございます 。 

あなた 以外に 神 は ございません」 と 申して おられた。 

この ハディ一 スは イブ ン 'アツ バ一ス を 根拠と し、 二 語 程の 相違 を もって 別の 伝承 者 経路で も 伝え 
られ ている。 

それ は、 p^J qayyam (上述の ハディ一 ス では" 支持者" の 意 を、 ここで は f^J qayyim" 守護' 監視 
者" として 使用して いる。 

また、 預言者 力 《 「 私が 密かに 行った もの」 と 言って し、 る 言葉に ついて、 イブ ン 'ゥ マイヤに よって 伝 
えられた ハディ一 スには 若干の （言葉の） 付加が ある。 



この ハディ一 スは イブ ン 'アツ バ一ス を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 その 
葉 は （上述の ものと） ほとんど 同じで ある。 



アブ ドル' ラフ マーン' ビン 'ァ ゥフは 伝えて いる 

私 は 信者 達の 母ァ一 イシ ャに 預言者が 夜、 礼拝に 立 たれた 時 は、 どのような 言葉で それ 
を 始められた のかに ついて 尋ねた。 

彼女 は 「み使いが 夜 （礼拝に） お立ちに なった 時 は 『おお アツ ラ一、 ガブリエル、 ミカ エル、 
そして イスラ一 フィ一 ル (音楽の 天使） の 主、 天と地の 創造主、 見えぬ (世界）、 見える （世 
界) を 知り 給う 御 方、 あなた は あなたの 下僕ら の 行状 を 裁かれる 御 方。 
どうか、 （人々 が) 進む 正しい 道に ついての 様々 な 意見の 中で、 あなたが 適合と 看な す も 
ので 私 をお 導き 下さい。 

あなた は 必ず あなたが 望まれる 者 を 正しい 道に お導きに なられます』 と 申されました」 と 言 
つた。 

ァリ —ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 夜、 礼拝に お立ちに なった 時、 彼 は (次のように） 言われた。 
「私 は 天地創造の 主に 異教の 念 を もって 対します。 
私 は 多神教 徒 達の 一人ではありません。 

まことに、 私の 礼拝、 献身、 私の 生と 死 は 唯一 無二の 万有の 主の もので ございます。 

私 は ムス リムの一 人と して そのような (信仰の 告白 を) 命じられました。 

おお アツ ラ一、 あなた は 王で あり、 あなた 以外に 神 は ございません。 

あなた は 私の 主、 私 は あなたの 下僕です。 

私 は 私 自 身に 過ち を 犯しました （注） 。 

私 は 私の 罪の 告白 をいた します。 

どうか 私の すべての 罪 をお 許し 下さい。 

まことに、 あなた 以外に 罪 を 許す 者 は ございません。 

どうか、 私 を この 上な き 徳性の 者に お導き 下さい。 

あなた 以外に 導 〈者 は ございません。 

私から 罪 を 払いの けて 下さい。 

あなた 以外に それの 出来る 者はありません。 

私 は 常に あなたに お仕えい たします。 

善、 そのす ベて は あなたに よっても たらされる ものであります。 

そして、 悪 は あなたの せいで は ごぎい ません。 

私の 能力 は あなたの 恩恵の 賜で あり、 私 は あなたに おすがり する 者です。 

あなた は 讃美、 賞揚され る 御 方です。 

私 は あなたに 許し を 請い 願います。 

私 は あなたに ざんげい たします」 

そして、 み使いが ひぎまず かれた 時 は 「おお アツ ラ一、 私 は あなたの ために 立札 を 捧げ ま 

す。 



私 は ひたすら あなたに 服従いた します。 

私 は 心より あなたへの 信仰 を 証言いた します。 

そして、 私の 聴覚、 視覚、 脳髄、 骨 そして 神経 は あなたの 御前に 畏れ 従ってお ります」 

そしてみ 使いが 頭 を 上げた 時 は 「おお アツ ラ一、 われらの 主、 天 は 満ち 地 は 満ち、 その 間 

に 存在す る 空間 も 満たされました。 

そして その後、 あなたの 望まれた もの はすべ て、 満たされました。 

故に、 栄光 は あなたに ございます」 と 申されました。 

み使いが 叩頭され ました 時 は 「おお アツ ラ一、 私が ひれ 伏します の は あなたに 対してで ご 

ざいます。 

私 は 心より あなたへの 信仰 を 告白いた します。 

私 は ひたすら あなたに 服従いた します。 

私の 顔 は それ を 創造され 形造られた 御 方の 前に ひれ 伏してお ります。 

そして、 耳 は 聞き 目 は 見守って おります。 

アツ ラ一、 この 上な き 創造主、 彼 は 尊く 高く おわし ます」 と 申されました。 

そして 最後に 「アツ ラ一 の 他に 神 はなし」 という 誓いの 言葉と、 

礼拝の 最後に 行う 挨拶の 間に 

「おお アツ ラ一、 私が 犯した 古い 罪過、 また 最近の もの、 公然とな せる もの、 密かに 行える 

もの、 そして 私が 制限 を 越えて 行った 行為 もお 許し 下さい。 

それにつ いて あなた は 私よりも 良く 御存知で ございます。 

あなた は （望まれる 者 を) 上位に つけられ、 （また 望まれる 者 を) 下位に 下げられます。 

あなた を 除いて 神 は ございません」 と 言って おられました。 

(注) 預言者 は 決して 意図的に 罪 は 犯さない。 

彼が 過ちと している の は、 小さな 省略 や なおざりの ような ものである 

ァァ ラジュ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 礼拝 を 始められた 時 は 

「アツ ラ一フ 'ァク バル (アツ ラ一 は 偉大な り）」 を 唱えられた 後、 

「私 は 私の 顔 を （あなたに） お向けし ました。 

私 は 最初の ムス リムで ございます」 と言われた。 

その かたが 立 礼から 頭 を 上げられた 時 「アツ ラ一 が 彼 (アツ ラ一) を 称えた 者の 言葉 を 聞 こ 
し 召されます ように。 

おお、 われらの 主よ、 栄光 は あなたに ございます」 と言われた。 

それから 「主 は （人間 を） 形造られました。 その 形状 はなん とすば らしい ことでありましょう」 

と言われた。 

ここで 彼 (伝承 者） は 「み使い 力 《 (礼拝の 終りの） 挨拶 を 唱えられた 時 



『おお アツ ラ一、 私がず つと 以前に 犯した 罪 をお 許し 下さい』 

から、 この ハディ一 スの 終りまでの 言葉 を 言われた」 と 言った。 

しかし、 「それ を" アツ ラ一 の 他に 神な じ' と 誓う 言葉と 礼拝の 最後の 挨拶の 間に 言われ 

た」 と は 言わなかった。 



夜の 礼拝での 読唱は 長い 方が 好ましい 

フザィ ファは 伝えて いる 

私 は一 夜、 アツ ラ一 のみ 使いと 礼拝 を 行った。 

その かたは 初めに 雌牛 章 (クル ァ一ン 第 2 章） を 読まれた。 

私 は、 み使い は 100 節 読まれた 後に 立 礼され るので はない かと 思って いた。 

しかし その かたは （なお も読唱 を) 続けられた。 

そこで 私 は、 み使い は 一ラカ 一卜で その 章の 大半 を 読まれて しまう ので あろうと 考えた。 
しかし その かたはな おも 続けられた。 

私 は、 み使い はこの 章 を 完結した 後 立 礼され るので あろうと 思った。 

それから み使い は 婦人 章 (クル ァ一ン 第 4 章） に 入られて それ を 読唱し 終えられ、 更に ィ 

ムラ一 ン家章 （クル ァ一ン 第 3 章） に 入られて、 それ を ゆっくりと 読まれた。 

そして その かたは アツ ラ一 を 讃美す る ことに 言及して いる 節に かかります ど' アツ ラ一 に 称 

讃 あれ" と 讃美され ました。 

み使い は （主への） 祈願の 節に さしかか ります と 祈願され ました。 

また （主に) 救し、 を 求める 節に さしかかります と、 救い を 求められた 後立ネ しされ、 そして 「偉 
大 なる アツ ラ一 に 称え あれ」 と言われました。 

み使いの 立 礼の 時間 は その かたが 立って いたのと 同じく らい 継続し ました。 

そしてみ 使 いはほた 直立の 姿勢に 戻られて） 「アツ ラ一 が 彼 を 称えた 者の 言葉 を 聞こし召 

されます ように」 と言われた。 

それから その かたは、 その かたが 立 礼され ていたのと 同じく らい 長い間 立って おられて か 
ら 叩頭に 移られました。 

そして 「至高の わが 主に 称え あれ」 と言われました。 み使いの 脆 拝の 時間 は その かたが 
立って いた それに 近い ものでした。 

ジャリ 一ル によって 伝えられた これと同じ ハディ一 スの 中には、" み使い は 「アツ ラ一 が 彼 
を 称えた 者の 言葉 を 聞こし召されます ように。 われわれの 主、 彼に こそ 栄光 はお わし ま 
す」 と言われた" が ある。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に 礼拝した。 

その かたは 私が (その 間に） 悪い 考え を 心に 抱く 程 長い 時間 を それに かけられた。 
(その後） み使い は 私に 「あなた は どんな こと を、 心に 抱いた のか」 と言われた。 
私 は 「座りたい こと や、 あなた を 置いて 去る こと を 考えて おりました」 と 言った。 

このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュに よっても たらされた。 



朝まで 夜もすがら 眠り 続ける 者に ついての 預言者の 言葉 



アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 朝まで 夜 どお し 眠って いる 者に ついて 「それ は 悪魔が 彼の 両耳に 放 
尿した 者で ある （注）。 あるいは、 彼の 耳に 放尿した 者で ある」 と言われた。 

(注） 悪魔が 彼 を 意の ま、 にした という 風刺で ある。 

これ は 悪魔が その 者 を 愚弄し 完全に 支配して しまう ことで、 この 為に 彼 は アツ ラーへの 服 
従 を 怠って、 眠って しまう ので ある。 

不浄なる もの は 身体に 付着し やすぐ それが 体内に 侵入して 諸々 の 器官に 害 を 及ぼし、 
怠惰な 肉 体と なる 因と なる。 

糞尿 は 不浄な ものの 代表で、 人体の あらゆる 孔 から 侵入して 器官 を 侵す。 
特に 耳 は 鋭敏な 器官の一 つで、 侵され やすいと される 

フサ イン' ビン' ァリ一 は （彼の 父） ァリ 一ビン 'アブ一 'タ 一リブ を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は ある 夜、 私 （ァリ 一） と ファーティマ （預言者の 娘） に 会いに 来られ 「あ 
なた 方 は （夜の） 礼拝 を 行わない のか」 と言われた。 
私 （ァリ 一） は 「アツ ラーの み使いよ、 確かに わたし 達の 魂 は アツ ラーの 御手の 中に ありま 
す。 彼 (アツ ラー) がわれ われ を 目 覚めさせようと 望まれれば われわれ を 目 覚めさせます」 
と 申します と、 み使い はお 帰り になった （注 1 ) 。 

彼 は 帰る 道す がら 御自身の 大腿部 をう ちながら （注 2) 「まことに、 人と いう もの は (都合の 
良い ように） 色々 のこと を 論議す る ものである」 と言われた。 

(注 1) ァリ一 と ファーティマが 敏 度な ムス リムであった こと は 言 を またない。 

彼等 は 常々 その 礼拝 を 行って いたが、 その 夜に 限って 夜の 礼拝 をし なかった ので ある。 

ァリ一 は その 時、 ハディ一 ス にある ような 言葉 を 預言者に 言った。 
しかし、 彼 は 怒らず 黙って 帰った。 

というの も 彼 は 強制 を 好まな 力、 つたし、 また、 夜の 礼拝が 随意の もので もあった からで あ 

る。 

実のところ 預言者 は、 己れ の 怠慢 を 正当化しょう とする ァリ一 の 言葉に は 不快 を 覚えて い 

た。 

確かに 人の 魂 は アツ ラーの 御手の 中に あると はいえ、 夜の 礼拝の ような 敬神 的 行為 は自 
らの 努力で 行われねば ならない ものである 

(注 2) 大腿部 をう つと いう こと は、 アラブが 不愉快な 言葉 や 行動に 接した 際に 行う 習慣で 

ある 



アブ一' フライ ラは アツ ラ一 のみ 使いから （次の ような 話 を 開いた と） 伝えて いる 

「あなた 方の 誰でも 就寝した 時、 悪魔が あなた 方の 首筋に 三つの 結び目 をつ くる （注）。 

もし それら 一つ一 つの 結び目 をつ けた まま 寝れば 苦しみの 長い 夜 を 過す ことと なる。 

もし、 彼が 起きて アツ ラ一 の 御名 を 唱えれば その 結び目の 一つ は 解ける。 

そして、 もし 彼が 沐浴 すれば 二つの 結び目が 解ける。 

なお、 彼が 礼拝 を 行えば もう一 つの 結び目 は 解けて、 彼 はは つらつ として 朝 を 迎える であ 

ろう」 

(注) 悪魔が つくる 結び目と は 人 を 怠惰な 習性に 落しめ る 端緒と なる 事柄 を 比喩的に 表現 
した ものである。 

夜間の 礼拝に は 三つの 関門が ある。 

_) 深夜の 起床、 二） 沐浴、 三） 礼拝で あり、 それ それの 行為 遂行 は なまやさしい ことで は 

ない。 

それ を 悪魔の 三つの 妨害に 例えた ので ある。 

そして、 人が 敬神 性 を 喪失し、 あるいは 忘却して 惰眠 を むさぼる ことで、 その 結び目 は 固く 
なって 解け なくなって しまう 



家庭での ナ フルの 礼拝 は 好ましい が、 それ は モスクで 行っても 良い 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 礼拝のう ち どれ か は 家庭で 挙行せ よ。 ここ を （家） を 墓場 
のようにして はならぬ （注）」 と 申された。 

(注） 死者が 墓で 礼拝し ないように、 家庭 をた だ 眠る だけの 墓 同様の 空しい 状態に しない 
ように、 とし、 うこと である 

この 他、 家庭での 礼拝の 重要性に ついて、 いくつか 言われて いる。 
_) 本人 自身への 影響で ある。 それ は、 誠実 さや ひたむきな 敬神 性 を 教え 培う ものである。 
というの も 家庭での 人知れぬ 宗教 的 行為 は 世間の 称讃を 目的と はしない からで ある。 
二） 家族への 影響で ある。 家族で 宗教 的 行事 を 実践す る ことで、 高潔な 人格の 形成、 健 
康 的な 雰囲気の 家庭つ くりに 役立つ ので ある 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 家で 礼拝 を 挙行せ よ。 そして、 そこ を 墓場の ようにして は 
ならぬ」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰でも モスクで （義務と しての） 礼拝 を 行う 時、 （義務 以外 
に 行う 礼拝の 中から） 彼の 家庭で 行う もの をと つてお くべき である。 誠に アツ ラ一 は、 人が 
家庭で 礼拝 を 行えば その 家に 祝福 を 垂れ 給う」 と 申された。 

アブー 'ムーサ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 御名が そこで 唱えられる ような 家庭と、 アツ ラーの 御名が 
そこで 唱えられな いような 家庭と では 生と 死の ような 相違が ある」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 家 を 墓地に して はならぬ。 誠に、 悪魔 は 雌牛 章が 読唱さ 
れる 家から は 逃避す る」 と 申された。 

ザ イド' ビン 'サ 一ビト は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 椰子の 葉で 編んだ ござで 囲んだ 小さな 部屋 をつ くられ、 そこで 礼拝 
する 為に 出て こられた。 

人々 は 彼の 後に 続き 、彼と一 緒に 礼拝しょう とやって 来た。 
それから 彼等 は、 ある 日 、 再び やって来て み使い を 待った。 



しかし、 彼 は 容易に 彼等の 所に 出て こられなかった。 
人々 は 声高に 呼び、 小石 を 扉に 投げた。 アツ ラ一 のみ 使い は 怒って 出て 来られた。 
そして 「私 は あなた 方の 行為が 継続的に 行われる ことで、 あなた 方に 義務と 化して しまう 
ので はない かと 考えた の だ。 あなた 方 は 各自の 家庭で 礼拝 を 行う が 良い。 義務の 礼拝 以 
外 は、 人が 家庭で 礼拝 を 行う の は 大いに 結構な ことで ある」 と言われた。 

ザ イド' ビン 'サ 一ビト は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は モスクの 中に (椰子の 葉で 編んだ) ござで 部屋 をお つくりに なった。 そ 
こで、 後 は 幾夜も 礼拝され て おられた ので、 人々 がその 周囲に 集まり 始めた。 
この 後の ハディ一 スは 前と 同様で あるが、 これに は （次の ような 言葉が） 付加され ている。 
「もし この （ナ フルの） 礼拝が あなた 方に 義務に なったら、 あなた 方 は それ を 遵守し 得ない 
であろう」 



宗教 上の 行為で 尊ばれる の は 継続的な 行為で ある 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は ござ を もって おられて、 夜間に は それで 部屋 をし つらえ、 その 中で 礼拝され てい 
ました。 

人々 は その 御 方と一 緒に 礼拝し 始めました。 

み使い は それ を 昼 は 広げて いらっしゃいました。 

人々 は ある 夜、 その 御 方の 周囲に 集まりました。 

その 時 あの 御 方 は 「あなた 方 は 皆、 あなた 方に 出来る こと は 完全に 果 さなければ ならぬ。 

まことに、 アツ ラ一 はお 飽きに なること はない が あなた 方 は 飽きて しまう。 アツ ラーが 最も 

喜ばれる 行為 （注） は、 たとえ それが 少し、 もので あっても 継続して なされる ものである」 と 

申されました。 

預言者 ムハンマドの 家族 は 彼等が ある こと を 始めた 時 は、 それ を 継続して 行って おり まし 

た。 

(注） ここでの 行為 は 主として 宗教 上の 事柄に ついて である 

ァ r シャは 「アツ ラ一 のみ 使いが アツ ラーの 最も 好まれる 行為に ついて 尋ねられた 時 『それが た 
とえ 少しで はあって も、 継続的に なされる ものである』 と 申されました」 と 言った。 

アル 力 マ は 伝えて いる 

私 は 信者 達の 母、 ァ一 イシ ャに 「信者 達の 母よ、 アツ ラーの み使い は どのように 物事 を さ 
れ ていました か。 （たとえば) 彼 は 日 を 選んで 何 か 事 を 起されて いたので しょうか」 と 尋ね ま 
した。 

彼女 は 「いいえ、 み使いの 行為 は 継続的に 行われて おりました。 そして、 あの 御 方の され 
たこと は あなた 方の 誰に でも 可能な ものです」 と 申されました。 

力一 シム ゼン' ムハンマド はァ一 イシ ャに ついて 伝えて いる 

ァ一 イシ ャは アツ ラーの み使い 力 《 「 アツ ラーの 最も 好まれる 行為 は、 たとえ それが 少しで あ 

つても 継続して 行われる ものである」 と 話して いた。 

また ァ一 イシ ャは、 ある こと を 始めたならば、 続けて 行って いた。 



礼拝 中に 居眠り をした リク ルアー ンの 読唱に 口ごもる 者 は 、はっきり 目覚め 
るまで それ を 中止させる こと 

アナ スは アツ ラ一 のみ 使いが モスクに 入られる と 二 本の 柱の 間に 綱が 張られて いるの を 見て （次 
のように） 言われた と 伝えて いる 
「これ は 何のた めか」 

彼等 は 「ザ ィ ナブが 礼拝す るた めです。 彼女が 疲れて 気力 を 失ったら それにつ かまる の 
です」 と 言った。 

するとみ 使い は 「それ を 解け。 礼拝 は 人が 元気で ある 時に のみ 行わせる がよ し、。 人が 疲 
れて 元気 を 失うよう な 場合 は それ を 止めさせよ」 と 申された。 
別の 伝承 者の ハディ一 スには 「彼 を 座らせよ」 と ある。 
別の 伝承 者 経路で 同様な ハディ一 スが 伝わって いる。 

ウル ヮゼン 'ズ ハイル は 伝えて いる 

預言者の 妻ァ一 イシ ャはソ 、ウラー ゥ ゼント 'ト ワイド ビン ■/、 ビ一ブ 'ビン 'ァ サド' ビン- 

アブ ドル' ゥッザ 一が 彼女の 側 を 通った 時、 

そばに いた 預言者に 「これ はト ワイトの 娘 ハウラ一 ゥ です。 

人々 は、 彼女 は 夜 寝ない と 言って おります」 と 言った。 

するとみ 使い は 「彼女 は 夜 寝ない のか。 

あなた 方 は、 あなた 方に 可能な 行為 を 行えば 良い ので ある。 

アツ ラ一 に 誓って、 アツ ラ一 はお 疲れに はならない が、 あなた 方 は 疲れて しまう であろう」 と 

申された。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は、 ある 女性が 私と一 緒に おりました 時、 私の 所に 来られました。 

彼 は 「この 女性 は どなたで すか」 と 申されました。 

私 は 「彼女 は 礼拝の ために 眠らない という 女性です」 と 言いました。 

み使い は 「あなた 方に 出来る こと をしなさい。 アツ ラーに 誓って、 アツ ラ一 はお 飽きに ならな 

し、 が あなた 方 は 飽きて しまう であろう。 アツ ラ一 の 最も 好まれる 宗教 上の 行為 は 継続的に 

行われる ものです」 と 申されました。 

アブ—' ゥサ— マに よって 伝えられた ハディ— ス によると、 この 女性 はァ サド 族の 女性で あ 

つたと されて いる。 



ァー イシ ャは 伝えて いる 



み使い は 「あなた 方の 誰かが 礼拝の 最中に 眠ぐ よったら、 眠気が 消える まで 眠らせよ） 誰 
でも 居眠りしながら 礼拝 すれば、 彼 は 許し を 請うて いるの 力、、 それとも 自分 をのろ つてし、 る 
の 力、、 分別 出来ない であろう」 と 申されました。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰かが 夜 （礼拝の ために) 起床し、 クル ァ一ン の 読唱に 
口ごもったり、 何 を 読んで いるの か 分らない 時 は その 者 を 眠らせよ」 と 申された。 



クル ァ一ン の 記憶が うすれな いよう 配慮すべき こ 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 夜、 ある 人が クル ァ一ン を読唱 している の をお 聞きに なった。 

その 時 彼 は 「彼に アツ ラーの 御 慈悲が あります ように、 彼 は 私が 忘れて いた （注) 何々 の 

章の 何々 の 節 を 思い出させて くれた」 と 申されました。 

(注) アツ ラ一 が 私に その 章句の 読唱を 忘れさせ るの 意 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は モスクで、 ある 人が クル ァ一ン を読唱 している の をお 聞きに なった。 

その 時み 使い は 「彼に アツ ラ一 の 御 慈悲が あります ように。 彼 は 私が 忘れて いた 章句 を 思 

い 出させて くれた」 と言われました。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「クル ァ一ン を 暗記して いる 者 をた とえれば、 （逃げない ように） 足 を 縛 
られ ている らくだ を 所有して いるよう な ものである。 
もし 彼が 用心深 《しっかり 縛って） いれば、 それ を 保持して いられる 力、 ゆるめれば それ 
は 逃げて しまう （注)」 と 申された。 

(注） らくだ は 注意 深く 監視して いれば、 保持し 駆使 出来る。 

クル ァ一ン を 暗記して いる 者 も、 それと 同様に、 注意 深く 繰り返し 読唱 する よう 心がけて い 

れば、 身から 触れる こと はない。 

しかし、 一旦、 無関心に なれば 忘れて 失われて 行く 

この ハディ一 スは 預言者から 聞いた 話と して イブ ン 'ウマルに よって 伝えられた 力、 ムーサ一 'ビ 
ン-ゥ クバに よって 伝えられ たものに は （次の ような） ハディ一 スの 付加が ある 

クル ァ一ン を 暗記 （または 精通） したなら、 夜 も 昼 も それ を読唱 して 記憶 を 保持す るので あ 

る。 

だ 力、 もし 彼 力 《 (夜の 礼拝に も 起きず 読唱 もしなければ) 忘れて しまう。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「人々 の 中で、 私 は クル ァ一ン のこれ これの 節 を 忘れて しまった、 と 
言う 者 こそ まことに あわれな 者で ある。 

(彼 はこの ように 言う 代りに） 私 は それ を 忘れる ようにして 来たの だ （と言うべき である）。 



それ は （逃げられ ぬよう） 足 を 縛られて いるら くだより 人の 記憶から 失われ 易い ものである 
から、 その 暗記 を 保持し 続ける よう 心がけよ」 と 申された。 



アブ ドッラ 一（について 次のように） 伝えられ ている 

神聖な 教典に 関する あなた 方の 知識 を はっきりと 記憶して いるよう にせよ ほた は、 この 
神聖な 教典に 関する あなた 方の 知識 を 常に 保ち 続ける ようにせ よ） と 言って いた。 
また 彼 は 時々 次のように 言って いた。 

クル ァ一ン についての 記憶 は、 足 を 縛られた 動物より、 人の 記憶から 逃げ 易い ものである。 
アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰一 人、 私 は クル ァ一ン のこれ これの 節 を 忘れた、 と 言 
つて はならぬ。 

彼 は （それ を） 忘れる ようにして 来たの だ」 と 申された。 

イブ ン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は （クル ァ一ン の） これこれの 章 を 忘れた。 

あるいは、 私 はこれ これの 節 を 忘れた、 と言う 者 こそ まことに あわれな 者で ある。 

彼 は （それ を） 忘れる ようにして 来たの だ」 と 言って おられた。 

アブ一. ムーサ一 ■ アシュアリー は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「クル ァ一ン に関する あなた 方の 知識 を、 はっきりと 保持して いるよう 
にせよ。 

ムハンマドの 心が その 御手の 中に ある 御 方 （注） に 誓って 言う。 

それ は 足 を 縛られたら くだより、 人の 記憶から 逃れ やすい ものである」 と言われた。 

(注） これ も、" アツ ラーに 誓って" のよう な 誓いの 言葉で ある 



美声に よる クル ァ一ン の読唱 がより 好ましい ものである 

アブ一' フライ ラは 預言者から 直接 聞いた 次の 言葉 を 伝えて いる 

アツ ラ一 は 預言者が 甘美な 声で クル ァ一ン を読唱 される の をお 聞きに なられる。 
(しかしながら） 他の 何 ごと も それと 同じように お聞きになる という もので はなし、 （注）。 

(注） つまり、 アツ ラ一 は 甘美な 声に よる クル ァ一ン の 読唱を ひとしおの 喜びで お聞きに な 
ると いう こと 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て、" 預言者が 甘美な 声で クル ァ一ン を読唱 される の を 
お聞きに なられる （と 同様に）" という 言葉 を そえて、 イブ ン 'シ ハーブに よって 伝えられた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 彼のみ 使いが 甘美な 声で クル ァ一ン を 声高に 読唱 する 

の を 聞かれる。 

しかしながら、 他の 何 ごと も それと 同じように、 お聞きになる という もので はない」 と 申され 
たの を 聞いた。 

このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て イブ ン 'ハードに よっても たらされた。 

彼 は アブ 一フライ ラは 「アツ ラ一 のみ 使いが (かくかく） 申された」 と は 言った 力、 彼が それ を 「み 使 

いから 聞いた」 と 言った、 というよ うに は 言って はいない。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 彼のみ 使いが 甘美な 声で クル ァ一ン を読唱 される の を 聞 
かれる ように、 すべての もの をお 聞きになる ので はない」 と言われた。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられた 力、 言葉に 若干の 変更が ある。 

アブ ドッラ 一'ビン' ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アブ ドッラ 一'ビン' 力 イス、 または、 ァ シュア リ一 （アブ一 'ム 一サ一 ■ 
アシュアリー) の 美声 は、 ダウ一 ド (ダビデ) の一 族が もつ 美声 を わかち 与えられ たの だ」 と 
言われて いた （注）。 

(注) 預言者の 一人 ダビデ はたい へんな 美声の もち 主で、 常々 礼拝の 形式 を そなえた 歌、 
アツ ラーへの 讃歌 を 歌って いたと 言われる ところから、 上記の ような ハディ一 スが 出た もの 
と考えられる 



アブー 'ムーサ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は アブ一' ムーサ一 に 「私 は 昨夜、 あなたの クル ァ一ン の 読唱を 聞いた。 
もし あなたが その 時の 私 を 見たなら、 あなた はきつ と 喜んだ であろう。 
あなた はたし かに ダウ一 ドの 一族の 美声 を わかち 与えられ ている」 と 申された。 



預言者 は マッカ 征服の 日" 勝利 章" （クル ァ一ン 第 48 章) を読唱 された 

ムアー ウイ ャ ■ ビン ■ クッラ は 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アル' ムザニ 一は （次のように） 言った。 

「アツ ラ一 のみ 使い は マッカ 征服の 年、 進行 中の 乗物の 上で" 勝利 章" を 繰り返し 読唱 され 

ていた」 

ムァ一 ウイ ャは 「もし 私 力、 人々 が 私の 周囲に 群がる の を 恐れなかったなら、 彼 (アブ ドッ 
ラー) の 読唱を 実際に 行って 見せる の だが」 と 言った。 

ムアー ウイ ャ 'ビン' クッラ は アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アルが （次のように） 言って いるの を 聞いた 
と 伝えて いる 

私 は 預言者が マッカ 征服の 日 、 彼のら くだの 上で" 勝利 章" を読唱 されて いるの を 見た。 
彼 (伝承 者） は 「イブ ン 'ム ガッフ アル は、 （み使い は) それ を 読唱し 繰り返された」 と 言った。 
ムァ一 ウイ ャは 「人々 が 群 力 《 ら ないなら アブ ドッラ 一ゼン 'ム ガッフ アルが 預言者に ついて 
話した 様子 を、 実際に 行って 示す の だが」 と 言った。 

" (マッカ 征服の 日 ） 預言者 は 彼の 乗り物の 上で 進行 中に" 勝利 章" を読唱 されて いた" という ハディ 

—スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 



クル ァ一ン の読唱 によって" 静穏" (注) の 降臨が ある 



(注) アラビア 語の sakina を" 静穩" と 直訳した 力、 これ は" 神の 臨在" とも 訳さ 
れ ている。 

し 力、 し、 次の ハディ 一スを 見る とこ こで は dJ _ J*>Lo malaika (天使 ■ 複数） のこと である 

アル' パラ一 ゥは 伝えて いる 

ある 男が 洞窟 章 （クル ァ一ン 第 18 章) を読唱 していた。 
彼の 近くに は 二 本の 綱で つながれ ていた 馬が いた。 

その 時、 雲が 彼の 上に 陰 をつ くり、 それ か 次第に その 馬に 近付く と 馬 は それに おびえた。 
翌朝 彼 は 預言者の 許に 行き その 事 を 話した。 

預言者 は 「それ は クル ァ一ン の読唱 によって 下った 静穏であった」 と 申された。 

イブ ン 'イス ハーク は 伝えて いる 

私 は バラ一 ゥカ 《 (次のように 話した の を） 聞いた。 

(すなわち） ある 男が 動物が いる 建物の 中で 洞窟 章 (クル ァ一ン 第 18 章) を読唱 していた。 
すると その 動物 はおの のき 始めた。 

そこで 彼が あたり を 見廻す と 雲の 陰が その上に かかって いた。 
彼 は それ を 預言者に 話した。 

預言者 は 「読唱 せよ、 それ は 静穏 (のた め） である。 あなたが クル ァ一ン を読唱 した 際に、 
(または、 クル ァ一ン の読唱 のために） 降った の だ」 と 申された。 
この ハディ一 スは 言葉に 若干の 変更が あるが、 バラ一 ゥを 根拠と して 伝えられた。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 はゥ サイド 'ビン 'フ ダイ ル について 次のように 伝えて いる 

ある 夜、 ゥ サイド 'ビン 'フ ダイ ルは 動物 をつな いで 置く 所で、 クル ァ一ン を読唱 していた。 

その 時、 彼の 馬が 跳ね 始めた。 

彼が 再び読 唱を 始める と、 （その 馬 は) 再び 跳ねた。 

彼が また 読唱 すると、 また 同じように 跳ねた。 

ゥ サイド は 言った 

「私 は それが 私の 息子 ヤヒヤ一 を 踏みつ ぶし はしない かと 恐れた。 

そこで、 私 は 立って 馬の 側へ 行った。 

その 時、 突然 私の 頭上に 天蓋の ような もの を 見た。 

それに は 幾つかの ランプの ような ものが 付いていて、 天 高く 昇って 行って 遂に 見え なくなつ 

た。 



翌朝 アツ ラ一 のみ 使いの 所へ 行き、 『み使いよ、 私 は 夜間、 わが 家の 家畜 小屋で クル ァ一 
ン を読唱 してお りました 時、 私の 馬が 跳ね 始めた のです』 と 私 は 言った。 
『イブ ン 'フ ダイ ル （ウサイ ド 自身の こと) よ、 あなた は 読唱を 継続すべき であった』 とみ 使い 
は 申された。 

『私 は読唱 しました。 すると それ はまた 跳ねました』 と 私 は 言った。 

『イブ ン 'フ ダイ ル、 あなた は 読唱を 継続すべき であった』 み使い は 再び 申された。 

『私 は読唱 しました。 すると またもや それ は 跳ねた のです』 と 私 は 言った。 

『イブ ン 'フ ダイ ル、 あなた は 読唱を 継続すべき であった』 み使い はなお も 申された。 

『私 は 息子 ヤヒヤ一 が （馬の） 近くに 居りました ので (読唱 を) 止めました。 

私 は それが 息子 を 踏みつ ぶし はしない かと 恐れた のです。 

私 は 幾つかの ランプの ような もの を 付けた 天蓋の ような もの を 見ました 力、 それ は 天に 昇 

つて 遂に 見え なくなりました』 と 言った。 

すると、 『それ は あなた （の 読唱） を 聞いて いた 天使であった。 そして、 もし あなたが 読唱を 
続けて いたなら、 人々 は 朝 彼等 (天使) を 見た であろう。 彼等 もまた、 彼等 自身の 姿 を 隠さ 
なかった であろう』 と アツ ラーの み使い は 申された （注）」 



(注) この ハディ一 スは 例外的な 場合に おいて、 人間が 天使 を 見る ことが 出来る の を 証拠 
立てる ものと している 



クル ァ一ン 暗誦 者の 徳点 



アブ一 ■ ムーサ一 ■ アシュアリー は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「クル ァ一ン を読唱 する 信者 は、 甘い 香りと 美味な オレンジ のよう であ 

る。 

クル ァ一ン の 読唱を 行わない 信者 は、 美味で はあって も 芳香の ない 椰子の 実の ような も 

ので ある。 

ク ルアー ン を読唱 する 偽善者 は、 めぼう き （注 1) のよう な もので 香り は 良い がその 味 は 苦 

い。 

偽善者で しかも クル ァ一ン の 読唱を 行わない 者 は、 コロ シン ト瓜 （注 2) のよう で 芳香 はなく 
その 味 は 苦い」 と言われた。 

(注 1) はっかに 似た 草で 香味料 

(注 2) アラビア 語で は ハン ザラ といい、 アジア、 地中海 方面の 温暖 地方に 産す る 瓜科の 
植物 

これと 同様の ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ たが、 ハン マ一 ム による ものに は 

お LJ_» munafiq(偽善者）を J _ ? L」fa」ir(邪悪な者）とぃぅ語に入れ替ぇてぁる。 



クル ァ一ン に 熟達して いる 者と それ を 口ごもる 者の 徳点 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は 「クル ァ一 ンの読 暗に 熱 達した 者 は 、気高くて 敬虔な 記録 天使と 会い まみえ る。 

(—方) それに 口 ごもる 者 は （注 1 ) 刻苦勉励 する ことで、 二倍の 報償 （注 2) が 得られる」 と 

申されました。 

(注 1) ここで は、 アラビア 語 を 母国語と していない 人々 を 指して いるよう である 

(注 2) 二倍の 報償と いうの は、 それに 熟達した 者の 二倍と いう 意味で はない。 

刻苦勉励の 後、 熟達した 者に は、 それなりの 多くの 報償が あると いう ことで ある。 
この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て カタ一 ダ によって 伝えられた 力、 ヮキ一 ゥの ものに は 
「(クル ァ一ン の読唱 に） 困難 を 見出す 者に は 二倍の 報償が ある」 と 述べられ ている。 



クル ァ一ン の読唱 は読唱 者の 地位の いかん を 問わず 、より 熟達せ る 者に よ 
る 方が 好ましい 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はゥ バイ ュゼン '力 アブに 「アツ ラ一 は 私が あなたの ために クル ァ一ン 

を読唱 する ようお 命じに なった」 と言われた。 

ゥ バイ ュは 「アツ ラ一 は あなたに 名指しで 私の こと を 申された のでし ようか」 と 言った。 

み使い は 「アツ ラ一 は 私に あなたの 名前 を 述べられた」 と言われました。 

にれ を 聞く と） ゥ バイ ュゼン '力 アブ は (感激して) 泣いた。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はゥ バイ ュゼン '力 アブに 「アツ ラ一 は あなたの ため 私に 「（真理 を） 拒 

否した 者 も 多神教 徒 も…」 （クル ァ一ン 第 98 章） の読唱 をお 命じに なった」 と言われた。 
彼 は 「アツ ラ一 は 名指しで 私の こと を 申された のでし ようか」 と 尋ねた。 
み使い は 「その 通りです」 と 答えられた。 
この 時ゥ バイ ュは （感激して） 涙 を 流した。 



カタ一 ダは 伝えて いる 

私はァ ナスカ 《 「アツ ラ一 のみ 使い はゥ バイ ュ に対して (前述の ハディ一 スと） 同 じこと を 言 
われた」 と 言って いるの を 聞いた。 



クル ァ一ン の読唱 者に 読唱を 求め、 それに 傾聴して 涙 を 流し 反省の 時 を も 
つ こと は 好ましい ことで ある 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に クル ァ一ン の読唱 をお 求めに なった。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 それ は あなたに 啓示され たもので すのに、 （どうして） 私が あな 

たにお 読みす るので しょう」 と 言った。 

み使い は 「私 は 私 以外の 誰かから それ を 聞きたい の だ」 と言われた。 

そこで 私 は" 婦人 章" を 「われが、 それぞれの ゥン マから 一人の 証人 を 連れてく る 時、 また 

あなた (ムハンマド) を、 彼等の 悪に 対する 証人と する 時 は、 どんな (有様) であろう か」 （ク 

ルァ一 ン第 4 章 41 節） まで 読娼 した。 
私 は 頭 を 上げた。 

あるいは 誰か 私の わき 腹に 触れた ので、 私 は 頭 を 上げた。 
その 時、 私 はみ 使いが 涙 を 流されて いるの を 見た （注）。 

(注） いつの 時代に も、 預言者 達 は アツ ラ一 に 託された 使命 を 誠実に 遂行し、 人々 を 正道 
に 導いて 来た。 ムハンマド は アツ ラーの 最後の み使いと して、 大使 命 をに なう 存在と なつ 

た。 

彼が 涙 を 流した の は、 最後の み使いと しての 責任の 大きさ を 考えての ことであった。 
この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路で ァ アマ シュに よっても たらされた。 

しかし、 これに は" アツ ラ一 のみ 使いが 私に 読唱を 求められ たの は 説教 台の 上であった" という 言 
葉が ハンナ一 ド によって 付加され ている。 

イブ ラヒ一 ムは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド に （クル ァ一ン の） 読唱 をお 求めに なつ 

た。 

彼 は 「それ は あなたに 啓示され ましたのに 私が 誦 まなければ なりません か」 と 言った。 
み使い は 「私 は 誰か 他の 者から それ を 聞きたい の だ」 と言われた。 
そこで 彼 （アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一 ド） は その 御 方に 婦人 章の 初めから 「われ 力、 それ 
ぞれ のゥン マから一 人の 証人 を 連れてく る 時、 また あなた (ムハンマド) を、 彼等の 悪に 対 
する 証人と する 時 は、 どんな (有様) であろう か」 （クル ァ一ン 第 4 章 41 節) まで 誦ん だ。 
するとみ 使い は 涙 を 流して おられた。 

これ は イブ ン 'マス ゥ一ド を 根拠と して 伝えられた 力、 別の 伝承 者 経路 を 絶た ものに は、 預 
言 者が" 私が 彼等の 中で 生活した、 あるいは 私が 彼等の 中で 生活して 来た 限り は 私が 彼 
等の 証人で ある" と言われ たという 話が 伝えられ ている。 



アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は （シリアの 町） ヒ ムスに いた。 

その 時、 人々 は 私に クル ァ一ン の 読唱を 求めた。 

そこで 私 は 彼等に" ヨセフ 章" （第 12 章) を読唱 した。 

すると 彼等の 中の一 人が 「アツ ラ一 に 誓って、 それ は そのよう に 啓示され たので はな かつ 
た」 と 言った。 

私 は r 汝に 災い あれ、 アツ ラ一 に 誓って、 私 はこれ を アツ ラ一 のみ 使いに ぉ誦 みした。 その 

力、 たは 私に 『あなたの 読唱は 見事で ある』 と 申された」 と 言った。 

私が その 男と 言い合って いると、 彼に 酒のに おいが した。 

私 は 「お前 は 酒 を 飲んで アツ ラーからの 聖 なる 教典 をう そ 呼ばわり する。 私が お前 を 鞭で 

打つ まで は 去って はならぬ」 と 言って、 （飲酒の） 罰と して 規定され ている ものに 従って 鞭で 

打った。 

このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ァ アマ シュ によっても たらされた。 

しかし、 アブ一 ■ ムァ一 ウイ ャを 経た ものに は" アツ ラ一 のみ 使い は 私に 『あなたの 読唱は 見事で あ 

る』 と 申された" という 言葉 は 除かれて いる。 



クル ァ一ン の読唱 とそれ を 教える ことの 徳点 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなた 方が 家族の 所に 帰った 時、 そこに 三 頭の 肥えて 身 ごもった 大 

きなら くだが いたら 嬉しいで あろう」 と言われた。 

われわれ は 「言われる 通りで ございます」 と 言った。 

すると、 その かたは 「礼拝 時の （クル ァ一ン の） 三 節の 読唱は あなた 方の 誰に とっても、 三 

頭の 肥え 身 ごもった 大きなら くだより 良し、 ものな ので ある」 と言われた。 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

われわれが ス ッファ （注 1) にいた 時、 アツ ラ一 のみ 使いが お出に なって 「あなた 方の 中で、 

毎朝、 ブト/ ヽ一ン (注 2) または アル' アキ一 ク （注 3) に 行って 罪 を 犯す とか、 あるいは 親族 
との 縁が 断 たれる というよ うな ことと は 無関係に、 二 頭の 大きな 牝 らくだ を 手に入れて くる 
の を 望む 者 はない か」 と言われた。 

われわれ は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は それ を 望みます」 と 言った。 

するとみ 使い は 「それで、 あなた 方の 中には 朝 モスクへ 行って 聖 クル ァ一ン の 中の 二 節 を 

教えたり、 あるいは 読唱 しょうと いう 者 はない のか。 

その 行為 は 二 頭の 牝 らくだよ リ良 いもので ある。 

それが 三 節で あれば (三 頭の 牝 らくだより） 良い し、 四 節なら 四 頭の （牝 らくだより） 良い。 
同様にして、 （それ以上の 節 を 読む こと は） その 節の 数に 匹敵す る 叱らく だより 良い ものな 
ので ある」 と 申された。 

(注 1) マディ一 ナ にある 預言者の モスクの 一隅に あって、 一段と 高い 場所の ことで ある。 
そこ は、 アツ ラーの 道に 献身す る教 友達の 為にし つら われた もので、 常々 そこにいた 教友 
達 は、 "ス ッフ ァの教 友" と 呼ばれて いた 

(注 2、 3) ブト ハーンと アキ一 クは、 マデイーナ にある 二つの 場所で ある。 

前者 は 中心に 近い 位置に あり、 後者 は 中心から 四 マイル 程の 地点に ある。 それぞれ らく 

だの 巿が 開かれる ことで 知られて いる 



クル ァ一ン の" 雌牛 章" (第二 章) 読 唱の徳 点 

アブ一 'ゥ マ一 マ は アツ ラーの み使い 力 《 （次のように） 言われる の を 聞いた と 言った 
「クル ァ一ン を読唱 せよ。 

復活の 日 、 それ は それ を読唱 した 者の 仲裁者と して 来て くれる。 

読唱 せよ、 光輝の 二 章、 雌牛 章と ィ ムラ一 ン家章 を。 

復活の 日、 それら は あたかも 二つの 雲 か 陰の ように、 あるいは 翼 を 広げた 二 群の 鳥の よ 

うに、 それ を 読んだ 者の 弁護の ために 来て くれる。 

雌牛 章 を読唱 せよ、 その実 行 は 喜びの 因で あり それの 放棄 は 悲しみの 因で ある。 

魔術師に 雌牛 章 は 出来ぬ ことで ある」 

(ムァ 一ウイ ャは 私に ここで" 使用され た "batala (という 語） は" 魔術師" を 意味す ると 言つ 

た） （注)。 

(注) アラブ は 古来より 魔術で 知られた 民族 
このような ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て ムアー ウイ ャ によって 伝えられた。 
しかし、 前述の ハディ一 スの 最後に ある （ムァ 一ウイ ャが 云々） という 言葉 は 述べられ てはいな か 
つた。 

ナツ ワース' ビン ■ サム ァ一ヌ は アツ ラ一 のみ 使いが （次のように） 言われる の を 聞いた と 言った 

「復活の 日 、 クル ァ一ン とその 教えに 従って 行動して 来た 人々 は、 雌牛 章と ィ ムラ一 ン家 
章に 導かれ (弁護され) るであろう」 

なおみ 使い は その 様子 を 三つの 例で 示された 力、 私 は 未だ それら を 忘れて はいない。 
み使い は 「その 二 章が 二つの 雲、 あるいは 明かり をつ けて いる 二つの 黒い 天蓋、 または 
(クル ァ一ン を読唱 した 人々 の 弁護の ための） 二 群の 鳥 たちのよう である」 と言われた。 



開 端 章 (ク ルアー ン 第一章） と 雌牛 章 (クル ァ一ン 第二 章） の 終り 数 節の 徳 
点と 雌牛 章の 結びの 二 節 読唱の 勧め 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

ガブリエルが アツ ラ一 のみ 使いの 側に 座って いた 時、 彼の 上で 軋る 音 を 聞いた。 

彼 は 頭 を 上げ 「今まで 開けられな 力、 つた 天の 扉が 今 日 開かれた」 と 言った。 

そして、 そこから 天使が 降りて 来た 時 「これ は 今日 始めて 地上に 降臨され た 天使です」 と 

ぼった。 

天使 は 挨拶 をして 「お喜び あれ、 あなた 以前の いかなる 預言者に も 与えられなかった 二つ 
の 光 を、 あなた は 与えられ たのです。 （それ は) クル ァ一 ンの開 端 章と 雌牛 章の 最後の 数 
節です。 そして、 あなたが 読唱 する もの は 一文字たり と、 報償の 対象と されぬ もの はない 

で& りましょう」 と 言った。 

アブ ドル' ラフ マーン' ビン 'ャズ イード は 伝えて いる 

私 は アブ一' マス ゥ一ド に その 家 （力一 バ聖 殿） の 近くで 会った。 

私 は 彼に 「雌牛 章の 結びの 二 節に ついて あなた を 根拠と する一 つの ハディ一 スが 私に 伝 

わった」 と 言った。 

彼 は 「確かに 私 は 言った。 アツ ラ一 のみ 使い は 誰でも 夜、 雌牛 章の 結びの 二 節 を 読唱す 
る 者 は それによ つて 満足 を 覚える であろう」 と言われた。 
この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て マンス一 ル によっても たらされた。 

アブ一' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「夜、 雌牛 章の 結びの 二 節 を読唱 する 者 は 誰でも、 それによ つて 満足 
を 覚える であろう」 と言われた。 

アブ ドル' ラフ マ一 ンは 「私 は 力一 バ聖殿 を 巡回して いる アブ一' マス ゥ一ド に 出合った。 そ 
こで 私 は 彼に それにつ いて 尋ねた。 すると 彼 は それ を アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた と 私に 
話した」 

このような ハディ一 ス (すなわち） アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた とする もの は、 別の 伝承 者 経路 を 経 
て アブ一 ■ マス ウー ド によって 伝えられ ている。 



洞窟 章 (クル ァ一ン 第 18 章) 全 110 節と 雌牛 章 (クル ァ一ン 第 2 章) 第 255 
節 (注) の徳点 



(注）" 玉座の 節 （ァ 一ャ トル' クル シ _)" として 有名な 啓示 

アブ一 ■ ダル ダ一ゥ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「洞窟 章の 最初からの 十 節 を 暗記した 者 は 誘惑 （の 手） から 庇護され 
る」 と言われた。 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て、 カタ一 ダ によって 伝えられた。 
しかし、 シ ユウ バ (伝承 者の一 人） は 「洞窟 章の 最後の 節」 と 言った。 
また ハン マ一 ムは 「洞窟 章の 最初の 節」 と 言った 

ゥ パイ ュゼン '力 アブ は 言った 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アブ一 ■ ムン ズィル よ、 あなた は クル ァ一ン の 中の どの 節が 最も 偉大 

であるか 知っています 力、」 と 聞かれた。 

私 は 「アツ ラ一 とその み使いが 最も 良く 御存知です」 と 言った。 

み使い は 再び 「アブ一 ■ ムン ズィル よ、 あなた は クル ァ一ン の 中の どの 節が 最も 偉大で あ 

るか 知っています か」 と言われた。 

私 は 「「アツ ラ一、 彼の 外に 神 はなぐ 永生に 自在され る 御 方」 （クル ァ一ン 第 2 章 255 節） 」 

と 言った。 

するとみ 使い は、 私の 胸 をお 打ちに なり 「アブ一 ■ ムン ズィル よ、 その 知識が あなたに 有益 
な ものである ように」 と 申された （注）。 

(注） これ は アブ一 ■ ムンズ ィルが 正しい答え をした のに 対する 祝福で ある 



純正 章 （クル ァ一ン 第 112 章） の 「言え、 彼 は アツ ラー 、唯一なる 御 方で あ 
る」 読 唱の徳 点 



アブ一 ■ ダル ダ一ゥ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「誰か あなた 方の 中で一 夜に クル ァ一ン の 三分の一 を読唱 しきれる 
者 は あるか」 と言われた。 

彼等 (教 友達） は 「いかにして クル ァ一ン の 三分の一 も （一夜で) 読唱 出来ましょう か」 と 言 

つた。 

み使い は 「言え、 彼 は アツ ラ一、 唯一なる 御 方で ある」 （クル ァ一ン 第 112 章 1 節） （または 
その 章） は クル ァ一ン の 三分の一 に 相当す る （内容 を もつ ものである）」 （注） と 申された。 

(注) クル ァ一ン に は、 神の 唯一性の 信仰、 イスラ一 ム聖 法、 人格 教育が 解かれて いる。 
アル' イフラー ス （純正 章） に は その 三つの 基本的 知識の 中の一 つで ある 神の 唯一 性の 
信仰が 述べられ ている ためで ある 

この ハディ一 スは カタ一 ダを 根拠と し、 同一 の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられた。 
なおこれ を 伝えた 伝承 者の 中には、 アツ ラーの み使い は 「アツ ラ一 は クル ァ一ン を 三つの 部分に 分 
けられた。 そして 「言え、 彼 は アツ ラ一、 唯一 なる 御 方で ある」 を その 中の一 つに された」 と言われ 
た、 という 言葉 を 付加して いる 者 も ある。 

この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して 伝えられた 

アツ ラ一 のみ 使い は 「一同、 集合せ よ、 私 は あなた 方に クル ァ一ン の 三分の一 を読唱 する 
であろう」 と言われた。 
人々 は 急いで 集まった。 

み使い は 出て 来られて 「言え、 彼 は アツ ラ一、 唯一 なる 御 方で ある」 を読唱 され 家に お入り 

になった。 

われわれ は 互いに 「多分、 天から あるお 告げ 力 《 もたらされて み使い は 家の 中に お入りに 
なった のであろう」 と 言った。 

それから み使い は 再び 出て 来られ 「私 は あなた 方に クル ァ一ン の 三分の一 を 読む であろ 
うと 述べた 。そして一 同心に 止めて おくが 良し、。 これ （純正 章） は クル ァ一ン の 三分の一 に 
相当す る」 と言われた。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はわれ われの 所に 出て 来られ 「私 は あなた 方に クル ァ一ン の 三分の一 
を 読む であろう」 と言われた。 

そして 「言え、 彼 は アツ ラ一、 唯一 なる 御 方で ある」 を その 章の 終りまで 読唱 された。 



ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は一 人の 男 を 分遣隊に 送られました。 

その 人 は 彼の 仲間の ために 礼拝の 時 は クル ァ一ン の 読唱を 行って いました。 

彼 は 「言え、 彼 は アツ ラ一、 唯一 なる 御 方で ある」 で (読 唱） を 終りました。 

彼等が 帰った 時、 そのこと が アツ ラ一 のみ 使いに 告げられました。 

み使い は 彼等に 「どうして 彼が そのよう にした のか を 尋ねて みよ」 と 申されました。 

彼等 は 彼に 尋ねました。 

すると、 彼 は 「それ は 慈悲 深い 特性 を もつ もので、 私 は それ を読唱 する の を 好む のです」 
と 答えました。 

にれ を 聞いて) み使い は 「彼に、 アツ ラ一 が あなた を 愛する であろう、 と 告げよ」 と 彼等に 

言われました。 



アツ ラーの 御 加護 を 求め 願う 二 章 (クル ァ一ン 第 113 章、 第 114 章) 読唱の 
徳点 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「今日、 啓示され た 数 節 は 何とす ばらしい のであろう。 私 は そのような 
もの は 今まで 知らなかった」 と言われた。 

それ は 「言え 『黎明の 主に 御 加護 を 求め 願う』」 （クル ァ一ン 第 1 1 3 章) と、 「言え 「御 加護 を 
求め 願う』」 （クル ァ一ン 第 114 章) である （注）。 

(注) 両章 とも 数 節から 成る 短い 章で ある 

ゥ クバ' ビン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 「私が 今まで 全く 知らなかった （すばらしい） 数 節の 啓示が あった。 
それら は 「御 加護 を 求め 願う」 二つの 章 (注) である」 と言われた。 

(注） この 二 章 は 前述の 「黎明 章」 と 「人々 章」 である 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられた。 

なお、 これ は 預言者の 教 友から 直接 伝えられた ものである。 



クル ァ一ン の 教え を 実践し、 イスラ一 ム 法学 その他より 学んだ もの を 遵守し、 
かつ それ を 教える 者の 徳点 

サ一 リム は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ねたみ は （次の） 二 例 を 除いて は 正当で はない。 

(その 一は） アツ ラーに よって クル ァ一ン （の 知識) を 与えられ、 昼と いわず 夜と いわず それ 

を読唱 し、 （その 内容 を 実践) する 者に 対してで ある。 

(その 二 は) アツ ラ一 によって 富 を 与えられ、 昼と いわず 夜と いわず (他人の 幸福 を 願い ァ 

ッラ一 の 御 満足 を 求めて） それ を 消費す る 者に 対してで ある」 と言われた。 

サ 一リム' ビン' アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 彼の 父 を 根拠と して （次の こと を） 言った と 伝えられて 
いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ねたみ は （次の） 二 例 を 除いて は 正当で はない。 

すなわち、 アツ ラ一 によって この 書物の 知識 (クル ァ一ン の 知識） を 与えられ、 昼と いわず 

夜と いわず それ を 読唱し (それ を 実践す る） 者に 対してで ある。 

そして、 （もう一 例 は) アツ ラ一 から 富 を 与えられ、 それ を 昼と なく 夜と なぐ 慈善の ために 費 

す 者に 対してで ある」 と言われた。 

アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ねたみ は （次の） 二 例 を 除いて は 正当で はない。 
(すなわち） アツ ラーに よって 富 を 与えられ、 それ を 真理の ために 行使す る 者に 対して。 
そして （もう一 例 は） アツ ラーに よって 知恵 （注) を 与えられ、 それによ つて いろいろな （事件、 
懸案な ど を) 解決し、 また （人々 に） それ を 教える 者に 対してで ある」 と言われた。 

(注） ここでい う 知恵 は、 クル ァ一 ンゃス ンナの 勉強 をと おして 得られた 洞察力 を 意味す る 
とされる 

ァ一 ミル ゼン ■ ワース イラ は 伝えて いる 

ナ一 フィゥ ■ ビン ■ アブ ドル 'ハーリス は ウス ファーンの 地で ウマルに 会った。 

ウマル は 彼 を マッカで 徴税 吏と して 採用して いた。 

彼 はナ一 フィゥ に 「あなた は 峡谷の 人々 に 対し 誰 を 徴税 吏と して 採用した か」 と 言った。 

彼 は 「イブ ン 'アブ ザ一 という 者です」 と 答えた。 

「イブ ン 'アブ ザ一 と は どのような 者 か」 と ウマル は 尋ねた。 

彼 は 「それ はわれ われの マウ ラ一 (奴隸 の 身分から 解放され た 自由 民) です」 と 答えた。 

「そうか、 あなた は 彼等に 対して マウ ラ一 を 指名 したの か」 

「はい、 彼 は アツ ラ一 の聖 なる 教典の 良き 読唱 者です。 また 宗教 上の 諸事に も 精通して お 



ります」 

これ を 聞いて ウマル は ほこと、 あなた 方の 預言者 は 『アツ ラ一 はこの 聖 なる 教典に よって 
ある 人々 を 高め、 また 他の 者 達の 等級 を 下げ 給う （注)』 と 申されて いた」 と 言った。 

(注) クル ァ一ン を 信じ それに 従って 行動す る 者の 社会的 地位 は 高まり、 それに 反して、 記 
憶 もせず 行動 も 起こさない 者 達の 地位 は 下る 

前述と 同様な ハディ一 スは 別な 語り手で も 伝えられ ている。 



クル ァ一ン の 七つの 読唱 法と その 意図の 説明 



ウマル' ビン ■ , V ンタ一 ブは 言った 

私 は ヒシャ 一ム' ビン' ハキ一 ムゼン 'ヒ ザ一 ムが 識別 章 （クル ァ一ン 第 25 章） を、 私の 読 
唱とは 違った 誦み 方で 行って いるの を 聞いた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 読唱 をお 教えに なって いたので、 私 は 彼に 論争 をし かけんば か 
りであった。 

しかし、 彼が (その 読唱 を) 終える まで 待った。 

それから、 私 は 彼の 外衣 を 掴み、 彼 を アツ ラ一 のみ 使いの 許に 連れて来て 言った。 
「アツ ラーの み使いよ、 私 はこの 者が、 あなたが 私に 教えて 下さった 読 唱とは 異なった 様 
式で、 識別 章 を読唱 している の を 聞きました」 

すると アツ ラーの み使い は 私に 「彼に かまわずに （そのまま にして） おくが 良い」 と言われ、 
彼から 彼の 読唱を 求められた。 

(それ を 聞かれた 後) み使い は 「それ は そのよう にく だされた のです」 と言われ、 私に も 「読 

唱 せよ」 と言われた。 

そこで 私 は 私の 様式で 読唱 した。 

彼 は 「それ は そのよう にく だされた のです。 クル ァ一ン は 七つの 方言で くだされ たのです。 
そういう わけで、 その 中から 容易と 思われる 様式で 読唱 せよ」 と 申された （注）。 

(注) この ハディ一 ス に関して は、 真実の 意 をめ ぐって 非常に 多くの 解釈と 多数の 学者の 
激論の 交換が あった。 

しかしながら、 現在で は クル ァ一ン は 単に それ を読唱 する 者が 困難で ないように、 七つの 
方言に よる 読み方が あると いう 意見で一 致して いる 

この ハディ一 スは ウマル' ビン' ハッタ一 ブ によって 伝えられ たが、 （伝承 者に より） 若干の 言葉の 
相違 を もっている。 

(すなわち） 「私 は アツ ラ一 の 御 使いが 生存 中、 ヒシャ 一ム ゼン' ハキ一 ムが 識別 章 を読唱 してい 
るの を 聞いた」 である。 

残りの ハディ一 スは 同様 だ 力、 その 中に 「私 は 礼拝 中に 彼に つかみかかろう としたが、 彼 力 《 (礼拝 
の 終りの） 挨拶 を 済ます まで 待った」 という 付加 も ある。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

イブ ン.ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ガブリエル は 私に一 つの 様式での 読唱を 教えた。 私 は 彼の 意見 を 
請い 更に 多くの (様式) を 与える よう 願った。 すると 彼 は それに 応じ (アツ ラ一 の 御 許し を 



得） て 七つの 方言まで 増加して くれた」 

イブ ン' シハ一 ブは 「その 七つの 方言 は それぞれ 非常に 重要な もので あり、 どれが 許され 
て どれが 禁止され ると いうよう な 相違 を もつ もので はなし、、 という ことが わかった」 と 言つ 

た。 

前述の ハディ一 スは 別の 語り手で も 伝えられ ている。 

ゥ バイ ュゼン '力 アブ は 伝えて いる 

私が モスクに いた 時、 一人の 男が 入って 来て 礼拝し、 私が 反対した 様式で (クル ァ一ン 
を) 読唱 した。 

それから また、 別の 男が 入って 来て 先の 仲間と は 違った 様式で 読唱 した。 

われわれ 一同が 礼拝 を 終えた 時、 預言者の 所に 入って 行った。 

私 はみ 使いに 「この 者 は 私が 反対した 様式で 読唱を 行いました。 それから 別の 者が 入つ 

て 来て、 彼の 友人と はまた 違った 様式で 読唱を 行いました」 と 言った。 

すると、 アツ ラ一 のみ 使い は その 二人に 読唱を 求められた。 

二人が 読唱し 終える と、 み使い は 両者の 読唱の 様式に 賛成の 意 を 表された。 

その 時 私の 心に は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代に さえ 起きなかった 預言 能力に 対する ある 種の 否 

定の 気持ちが 起こった。 

アツ ラ一 のみ 使い は （悪い 考えに よる） 私の 心の 動き をみ て、 私の 胸 をお 打ちに なった。 

私 は 冷や汗が どっと 溢れ出る の を 感じた。 

それ はちょう ど 恐怖の 念で アツ ラ一 を 見つめて いるかの ようであった。 

彼 は 私に 言われた 

「ゥ バイ ュょ、 神託 は （初め） 私に一 つの 方言で クル ァ一ン を読唱 する よう 降った。 

私 は" 私の 国民の ために (諸事 を) 容易なら しめ 給え" と 祈願した。 

すると、 私に 『それ は 二つの 方言で 読唱 して 良い』 とのお 告げが あった。 

私 は （また）" 私の 国民の ために 諸事 を 容易なら しめ 給え" と 祈願した。 

すると、 私に 『それ は 七つの 方言で 読唱 して 良い』 とのお 告げが あった。 

今 私 は あなたが 捜し求め ていた 問題の 一つ一 つに ついて 答えた。 

私 は 既に 二度" お ^ アツ ラ一、 私の 国民 をお 許し 下さい、 私の 国民 をお 許し 下さい" と 祈願 

した。 

ここに 私 は 預言者 イブ ラヒ一 ムを 含め、 全ての 人々 が 私に （仲裁 を） 頼む 日の 為に 第三の 
仲裁 (の 祈願) を 延期して いる」 

ゥ バイ ュゼン '力 アブ は 伝えて いる 

彼が モスクに 座って いた 時、一 人の 男が 入って 来て 礼拝 を 行い 読唱 した。 
この 後の ハディ一 スは （前述の ものと） 同一 である。 



ゥ バイ ュゼン '力 アブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが ギフ ァ一ル 族の 沼地の 近くに おられた 時、 ガブリエルが 彼の 所に 来 
て 「アツ ラ一 は あなたに あなたの 国民が クル ァ一 ンを一 つの 方言で 読唱 する こと をお 命じ 
に なられました」 と 言った。 

み使い は 「私 は アツ ラ一 の 御 救済と お許し を 祈ります。 私の 国民 は 仰せの ように は 出来な 
いでしょう」 と 申された。 

それから ガブリエル は 再度み 使いの 所に 来て 「アツ ラ一 は あなたに あなたの 国民が 二つ 

の 方言で 読唱 する ようお 命じに なりました」 と 言った。 

み使い は 「私 は アツ ラ一 の 御 救済と 御 許し を 祈ります。 私の 国民 は 仰せの ように は 出来な 

いでしょう」 と言われた。 

それから、 彼 は 三度み 使いの 所に 来て 「アツ ラ一 は あなたに あなたの 国民が クル ァ一ン を 

三つの 方言で 読唱 する ようお 命じに なりました」 と 言った。 

み使い は 「私 は アツ ラ一 の 御 救済と 御 許し を 祈ります。 私の 国民 は 仰せの ように は 出来な 

いでしょう」 と言われた。 

それから、 彼 は 四 度み 使いの 所に 来て 「アツ ラ一 は あなたに あなたの 国民が クル ァ一ン 

を 七つの 方言で 読唱 する ようお 命じに なられました。 

それで (それらの 中の） どの 方言で 人々 がそれ を読唱 しても 彼等 は 正しい のです」 と 言つ 

た。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても もたらされ ている。 



クル ァ一ン の読唱 は、 ある 程度の スピードと 明瞭 さがなければ ならない。 

しかし、 度を越え た 速さ は 慎まねば ならない。 

なお、 ーラ カートに おける 読唱 に、 二 章ない しそれ 以上の 章の 結合が 許され 

ている 

アブ一 ■ ヮ 一ィル は 伝えて いる 

ナヒ 一クゼ ン 'ス イナ一 ン という 名の 者が アブ ドッラ 一（'ビン' マス ゥ一 ド） の 所に 来て 「ァ 

ノ I- ノレ -フ ノマ ― ンの 父よ、 め, よ 7 二 は 己し X _ i i^mj I mm ma in ghaira asm または、 

已 L_o j; _ i ビバ l _ I mm ma in ghaira yasm に 見 b れる alif または ya (注 1 ) をと のよ つに an; まれ 

るので すか」 と 尋ねた。 

アブ ドッ ラー は 「あなた はこ こに （指摘した） もの を 除いて クル ァ一ン 全て を 記憶され たよう 
です ね」 と (答えに ならない こと を) 言った (注 2) 。 

ナヒ一 クは （再び） 「私 は 一ラカ 一卜で 全ての 解明 諸 章 （注 3) を読唱 します」 と 言った。 
アブ ドッラ 一は 「（あなた は それ を) 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならない。 
まこと、 多くの 人々 力 《 クル ァ一ン を読唱 する。 
しかし、 それ は 彼等の 鎖骨より 下に 降りる こと はなし、 （注 4)。 

それが 心にまで 到達して そこに 根 を 張り、 確固不動の ものと なって こそ 有益な ので ある。 
礼拝での 最 重要 事 は 立 礼と 叩頭で ある。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 立 礼 ごとに 二つの 章 を 結合 させて おられた のに 気付いて いる 
(注 5) J 

こう 言って、 アブ ドッラ 一は 立って 出て 行った。 
その 直後、 アル 力 マが 入って 来た。 

彼 はわれ われに 近付き 「イブ ン 'ヌ マイルが ハジ一 ラ 族の 男が アブ ドッラ 一の 所に 来た、 と 
は 言った 力、 ナヒ一 クゼ ン 'ス イナ一 ン という 名前 は 出さなかった」 と 言った。 

(注 Dasin の a (ァ リフ） と yasin の ya (ャ一 ） 

(注 2) そのような 問題 は 取る に 足らぬ もので、 クル ァ一ン に は、 他に 重要な 問題が 多く あ 
ると いう こと を 暗に 示した の だとい う 

(注 3、 5) アブ一' タウ一 ドは み使いが どの 章 を 結合 させて いたかに ついて 述べて いる。 
それによ ると、 一ラ 力一 ト 目 に は" 慈悲 あまねく 御 方 章" (第 55 章) と "星 章" (第 53 章) を 
結合 させ、 第二 ラカ 一卜で は" 月 章" （第 54 章） ど' 真実 章" （第 69 章) を 結合され た。 同様に 
して、 "山 章" （第 52 章） と" 撒き散らす もの 章" （第 51 章) そして" 出来事 章" （第 56 章） と 
"筆 章" （第 68 章） 、 "階段 章" （第 70 章） と" 引き離す もの 章" （第 79 章) そして" 慈善 章" （第 
1 07 章) ど' 眉 を ひそめて 章" (第 80 章） 、 "包る 者 章" (第 74 章) ど' 衣 を まとう 者 章" （第 73 
章） 、 "人間 章" （第 76 章） と" 復活 章" （第 75 章） 、 "消息 章" （第 78 章） ど' 送られる 者 章" 
(第 77 章）、" 煙霧 章" (第 44 章) と" 包み隠す 章" (第 81 章) などで ある。 



これらの 各 章が いわゆる ムフ アツ サル (解明 諸 章） とされて いるの は、 その それぞれ がそ 
れ だけで 完備され 他と は 明瞭に 分離され た 独自の 存在 だからで ある 

(注 4) クル ァ一ン は 完全な 知識、 知恵、 信仰な どの 教え を 内蔵す る 巨大な 宝庫で ある。 
しかし それ は 衷心からの 宗教 的 献心を もって のぞまない 限り 開く ことが 出来な し、 もので あ 
る 

アブ一 ■ ヮ 一ィル は 伝えて いる 

ナヒ 一クゼ ン 'ス イナ一 ン という 者が アブ ドッラ 一の 所に 来た。 

そして （次に 記す こと を 除いて） 残余の ハディ一 スは 同一 である。 

(すなわち） アル 力 マ は 彼 (アブ ドッラ 一'ビン 'マス ゥ一 ド） の 所に やって来た。 

そこで、 われわれ は アル 力 マに 「彼に み使いが 一ラ カートに 読唱 されて いた 諸 章に ついて 

尋ねなさい」 と 言った。 

すると、 彼 は アブ ドッラ 一の 所に 入って 尋ねた。 

そして、 われわれの 所に 戻って 来る と 「アブ ドッラ 一が 編集した 解明 諸 章の 数 は 20 章で あ 
る」 と 言った。 

この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路 を 経て、 ァ アマ シュ によっても たらされた。 

その 中に （アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一 ド） は 「私 は アツ ラ一 のみ 使い は 一ラカ 一卜で 二 章お 読みに 

なって いた。 それ 故十ラ カートで は 二十 章と なる」 と 言った、 というの も ある。 

アブ一 ■ ヮ 一ィル は 伝えて いる 

われわれ は ある 日、 早朝の 礼拝 を 行った 後、 アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド の 所に 行き 門 
の 側に 立って 挨拶した。 

彼 はわれ われに 入る よう 言った が、 なおしば らくの 間、 門の 所に 立って いた。 

すると、 女の 召使いが 出て 来て 「皆様 方、 どうして 内に お入りに ならない のです か」 と 言つ 

た。 

そこで、 われわれ は 内に 入った。 

そこに は、 アブ ドッラ 一ビン' マス ゥ一ド が アツ ラ一 を 讃美し な 力ち 座って いた。 

彼 は 「私が 入りなさい と 言った のに どうして あなた 方 はお 入りに ならなかった のです か」 

と 言った。 

わたし 達 は 「いえ、 別に どうと いう わけではありません。 ただ 御 家族の 中で どなた か 未だお 
休みで はない のかと 考えた のです」 と 言った。 

彼 は 「あなた 方 は イブ ン' ゥンム 'アブ ド (注 1) の 家族に (宗教 上の 義務の 上で) 何 か 怠慢 
な ことがあ ると 思った のです か」 と 言った。 

そう 言って 彼 は (再び) アツ ラ一 を 讃美し 始めた が (その 時) 太陽 は 昇って いると 思った。 
そして 例の 女性に 「太陽 は 昇った であろう。 見よ」 と 言った。 



彼女が 外 を 見る と 太陽 は 未だ 昇って いなかった。 
彼 はまた アツ ラ一 を 讃美し 始めた。 

そしてもう 太陽 は 昇った であろうと 考えて、 その 女性に 「太陽 は 昇った であろう。 見て みよ」 
と 言った。 

この 時 太陽 は 昇って いた。 

彼 は 「われわれ はこの一 日、 われらの 罪 をお 咎めに ならなかった アツ ラ一 を 讃美し 奉る」 と 

a つた。 

(マハディ一 は 「私 は 彼が 『アツ ラ 一はわれ われが 罪深く ある にもかかわらず われわれ を 
破滅 させ 給わず』 と 言った と 思う」 と 述べた） 

人々 の 間にいた 一人の 男が 「私 は 昨夜の 間にす ベての 解明 諸 章 を読唱 しました」 と 言つ 

た。 

アブ ドッラ 一は 「あなた は それ を 詩の ように （朗朗と 読まなければ ならない）。 私 は (み使い 

力り 幾 章 か を 結合され て読唱 される の を 聞いた。 

なお、 私 は 彼が 結合 させて 読唱 されて いた 章 を 覚えて いる。 

それ は 解明 諸 章の 18 の 章と ハ一' ミ一ム （注 2) で 始まって いる 二つの 章であった」 と 言つ 

た。 

(注 1) イブ ン' ゥンム 'アブ ドと は、 アブ ドッラ 一の 母の 息子と いう 意で あるから、 彼 自身の 
こと を 言って いる 

(注 2) クル ァ一ン の 章の 中には、 ァリフ 'ラ 一ム 'ミ 一ム、 ァリフ 'ラ一 ム' ミ一 ム'サ 一ド ある 
いは ァリフ 'ラーム 'ラ 一のように、 深遠 神秘な 真理 を 表わす 象徴と 解され る 文字で 始まる 

章が ある。 

この ハディ一 ス にある ハ 一. ミ一ム で 始まる 章 は 40、 41 、 42、 43、 44、 45、 46 の 各 章で ある。 
それの 意味す る ものに ついては 諸説が ある 力 、本当の 意 は アツ ラ一 のみが 御存知で ある 
とされて いる 

シャキ 一クは 伝えて いる 

名前が ナヒ 一クゼ ン 'ス イナ一 ン というよ うに 言われて いる ハジ一 ラ 族の 男が、 アブ ドッラ 
—の 所に 来て 「私 は 解明 諸 章 を 一ラ カートで 読唱 します」 と 言った。 
アブ ドッ ラー は 「あなた は それ を 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならな し、。 私 は アツ 
ラ一 のみ 使いが一 ラ カートで 結合して 読唱 されて いた 解明 諸 章の、 それぞれの 二 章が ど 
れ であるか を 知った」 と 言った。 



アブ一 ■ ヮ 一ィル は 伝えて いる 

ある 男が アブ ドッラ 一ビン' マス ゥ一ド の 所に 来て 「私 は 解明 諸 章 を一晩の 中に すべて 読 
唱 しました」 と 言った。 

アブ ドッラ 一は 「あなた は それ を 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならない」 と 言った。 

そして 彼 は 「私 は アツ ラ一 のみ 使いが 結合され ていた 各 二 章 を 知った」 と 言し、、 20 の 解明 
諸 章と (み使いが) 一ラ 力一卜で (それら 20 章の 中から） 結合され ていた 各 二 章に ついて 述 

ベた。 



クル ァ一ン 読誦に 関する ことがら 



アブ 一 r ス ハーク は 伝えて いる 

私 は、 モスクで クル ァ一ン を 教えて いた ァス ヮド 'ビン 'ャズ イードに、 ある 男 力 《 (次の よう 
に） 尋ねて いるの を 見た。 

「あなた はこの 節の J^lJ fahal min muddakir の： ■ d と i dh のい ずれに お読みに 

なります か」 

「それ は」 d です。 私 は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド が 『アツ ラーの み使い は 乂ね 
muddakir を j d で 読まれて いるの を 聞いた』 と 言って いたの を 知っています」 とァス ヮドは 
B つた。 

イス ハーク は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド を 根拠と して 伝えて いる 

彼が ァス ヮド から 聞いた 話で は、 アツ ラーの み使い は J^」 o-o j^a^, fahal min muddakir と 
読まれて いたと いう ことて ある。 

アル 力 マ は 伝えて いる 

われわれ は シリアに 行った。 その 時 アブ一 ■ ダル ダ一ゥ がわれ われの 所に 来て 「どなた か 
あなた 方の 中で アブ ドッラ 一の 読唱で 読まれる 方はありません か」 と 言った。 
私 は 「はい、 私が 読みましょう」 と 言った。 
彼 は 再び 言った 

「あなた は アブ ドッラ 一が この 節 J^l」i j I i[ wa'HaiH-idhayaghsha (覆われる 夜 

において） を どのように 読んだ か 聞きました か」 

彼 (アル 力 マ） は 「私 は 彼が J^Ji _>_J JU i j ^ i リ I j wa'HaiH - idha 

yaghsha wa' dhdhakar- i- wa' 卜 untha (覆われる 夜に おいて、 男女 を） のように 読む の を 聞い 
た」 と 言った。 

彼 は 「アツ ラ一 に 誓って、 私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 （それと は 異なって、 これこれの ように） 
読まれる の を 聞いた」 と 言った。 

この 他、 彼等 （シリアの ムス リム 達） は 私に 対してし j ^ wama khalaqa (創造され たお 
方に） を 読み 入れる よう 望んだ。 
しかし 私 は 彼等に 従わなかった (注） 。 

(注） これ は 夜 章 (第 92 章） の一 節から 三 節 間の、 語句の 脱落に 関する 問題で ある。 
時に、 クル ァ一ン の 集録 は ウス マーンの 時代に なつてから であった。 
それまで は、 アブ ドッラ 一のよう な クル ァ一ン を 読唱し 説明す る 人 は 自分の 記憶の ため、 
また 説明の ために 部分的に 書き留め ていた 程度に 過ぎない。 

このような わけで、 これ は アブ ドッラ 一カ^ルア一 ンの 完全な もの を 所持して いな 力、 つたた 



めに 起こった 問題で ある。 

ところで、 アブ ドッラ 一が 脱落 させた 言葉 は し J^j ma khalaqa (創造され たお 方に） である。 
彼が 常々 読唱 していた の は、 この ハディ一 スには 記述され てはいな いが^」 I j I i I 

j L^i_l I 。 I i I u L# j_J JU i 9 ^ j"i I 。 wa' 卜 laii_i_idha yaghsha 

wan — nahar — i 一 idha tajalla wa'dhdhakar — i 一 wa'l — untha (覆われた 夜 I こおし ゝて、 $軍< 昼 I こおし ゝて、 
男女 を) である。 

ここで、 実は 対格で あるべき はずの 次の 語が j^Jui j i j 

wa'dhdhakhar-i-wa'll-untha のように 属格に なって いるの は、 アブ ドッラ 一の メモランダム 
に は、 し j_L^ ma khalaqa 力 《欠落して いた 為で ある。 

なお、 ハディ一 スに は" シリアの 人々 は 私に し ^ ma khalaqa を 読み 入れる よう 望んだ" 
と あるが、 これ は その 言葉 を 読み 入れて、 その 目 的 語と して >JU I ^s ^^ ^ i I j 
a'dhdhakar-a-wa'1-untha と 対格で 読む よう 望んだ という 意味で ある 

イブ ラヒ一 ムは 伝えて いる 

アル 力 マ は シリアに 釆て モスクに 入った。 

礼拝 を 終えた 後 そこに 輪に なって 座って いた 人々 の グループに 加わった。 

その 時、一 人の 男が そこに 来た。 私 は （彼の 到来に） 人々 の 困惑した 気配 を 感じ取った。 

その 男 は 私の 側に 座って 「あなた は アブ ドッラ 一が どのように （クル ァ一ン を） 読唱 してい 

たか 知っている 力、」 と 言った。 

残余の ハディ一 スは 既述の 通りで ある。 

アル 力 マ は 伝えて いる 

私 は アブ一' ダル ダ一ゥ に 会った。 

彼 は 私に 「あなたのお 国 は どちらで すか」 と 言った。 

私 は 「イラクの 者です」 と 言った。 

彼 は 再び 「で、 どちらの 都市です か」 と 尋ねた。 

私 は r ク一 ファに 住んで います」 と 答えた。 

彼 はまた 「あなた は アブ ドッ ラ一 ゼン' マス ゥ一ド に 習って 読唱 している のです か」 と 言つ 

た。 

私 は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼 は 「この j^i」ij I ii メ^ wa'HaiH- idha yaghsha (覆われる 夜に おいて） の 節 を読唱 
して 下さい」 と 言った。 

そこで 私 は J_d」i j に! j L^_L」I j に! [S ~~ Ljf I j ^ —— ii I j wa'hlail-i-idha 

yaghsha wan-naha「Hdha tajalla wa'dhdhakaH-wa' ト untha (覆われた 夜 【こおし ゝて、 輝く 赴 
において、 男女 を） と読唱 した。 

すると 彼 は 笑し、 「私 は アツ ラーの み使いが (これこれの ように) 読まれる の を 聞いて いる」 と 



言った (注）。 

(注) アブ 一ダル ダ一ゥ が 笑った の は、 読唱 された 節の 中の^^ khalaqa という 語の 脱落 
に 帰 因す ると 考えられる。 

前述した ように、 預言者から クル ァ一ン の 集録 • 記述 を 委任され た 人達 を 除いて は、 自身 

の 記憶の 為に 部分的に メモ を 取る 程度であった という。 

従って、 その 中には 言葉の 脱落が あつたの も 十分に あり 得る ことで ある 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられた ものである。 



礼拝が 禁止され ている 時刻に ついて 

アブ一' フライ ラは 次のように 言った と 伝えられ ている 

アツ ラ一 のみ 使い は アスルの 礼拝 後日 没まで、 また 早朝の 礼拝 後 太陽が 昇る までの 間 
は、 礼拝の 挙行 を 禁じられた。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

私 は 多くの 教 友達から それ (前述の ハディ一 ス) を 聞いた が、 その 中の一 人で 私の 最も 親 
愛な 方 ウマル 'ビン' ハッタ一 ブは 「アツ ラーの み使い は、 早朝の 礼拝から 日の出までと、 
アスルの 後 日 没まで、 礼拝の 挙行 を 禁じられた」 と 言った。 
この ハディ一 スは 同一 の 伝承 者 経路で カタ一 ダ によっても たらされ たが 言葉に 若干の 変 

更が ある。 

アブ一 ■ サイ一 ド ■ フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アスルの 礼拝の 後より 曰 没までの 間の 礼拝 は、 有効で はない。 
また 早朝の 礼拝の 後より 日の出までの 間の 礼拝 も、 有効で はない」 と言われた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 一人たり と 太陽が 昇る 時、 また それが 沈む 時に 礼拝 を 意 
図して はならぬ」 と言われた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 太陽が 昇る 時、 または それが 沈む 時に 礼拝 を 意図して 
はならぬ。 

それ は 悪魔の 角の 間に 昇る の だ (注）」 と言われた。 

(注) 背信者、 特に 太陽 崇拝者た ちが その 時刻に 太陽に 向かって ひれ 伏す ため、 とい わ 
れ ている 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「太陽の 縁が 現れ 始めたら、 それが 完全に 現れる まで 礼拝 を 延ばす 
がよ い。 

また 太陽の 縁が 沈み かけたら、 それが 完全に 沈む まで 礼拝 を 延ばす がよ い」 と言われ 

た。 

アブ一' バスラ' ギフ アーリ一 は 伝えて いる 



アツ ラ一 のみ 使い はム ハン マス （地名） で われわれの アスルの 礼拝 を 先導され た。 

その 時み 使い は 「この 礼拝 は あなた 方の 前に （生き そして） 亡くなられた 方々 のために、 捧 

げられ たもので ある。 

その 人々 は （多忙の 時期に 生きられ たために） 礼拝の 継続 を 放棄せ ざる を 得なかった の 
である。 

この 礼拝 を 遵守し 続ける 者に は、 アツ ラーから 二倍の 報償が ある。 
そして、 その 礼拝の 後 星が 現れる までの 礼拝 は 有効で はない」 と言われた。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て、 アブ一' パスラ' ギフ アーリ一 によっても たらされた。 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが われわれに 禁じられた 礼拝の 時刻と、 死者 埋葬の 時刻が ある。 
それ は 太陽が 昇り 始めて 高くなる までの 間、 太陽が 中央に かかる 刻から 傾く 間、 そして そ 
れが 沈み 始めてから 沈んで しまうまでの 間で ある。 



アム ル' ビン ■ アバ ザの イスラ一 ム への 帰依に ついて 



アム ル 'ビン 'ァ / くサ ■ スラミ 一は 伝えて いる 

私 は ジャー ヒリ一 ャ 時代に 人々 は 正道 を 誤って 歩いて いると 考えて いた。 

彼等 は 偶像 を 崇拝し (正道と 考えられる ような) まともな 生き方 は 何 一つして いなかつ たの 

だ。 

時に、 私 は マッカで (預言 的 知識に 基づいて） 情報 を 与える 人物に ついて 耳に した。 
そこで 私 はらく だに 乗って その かた を 尋ねた。 

その 頃 アツ ラ一 のみ 使い は その 地の 人々 に 厳しい 仕打ち を 受けて いたので、 身 を 隠して 
おいででした。 

そこで、 私 は （マッカの 人々 に） 友交 的な 態度 をと る ことで （はじめて） その かたの 所に 行き 
つく ことが 出来た。 

私 は 彼に 会って 「あなた は どのような 方な のです か」 と 言った。 

彼 は 「私 は 預言者で ある」 と言われました。 

私 は (再び） 「預言者と は どのような 者です か」 と 尋ねた。 

彼 は 「アツ ラ一 から そのみ 使いと して 送られた 者で ある」 と言われた。 

私 は 「アツ ラ一 は どのような 事柄で あなた を （み使いと して） 送られた のです か」 と 言った。 

彼 は 「（アツ ラ一 は 愛情 や 思いやりで) 血族関係 を 強固に し、 偶像 を 破壊し、 そして アツ ラ一 

は 唯一 にして 同位 者 は 全く 無い こと を 宣言す るた めで ある」 と 申された。 

私 は 「それで、 （それらの こと を 信じ) あなたと (行動 を） 共に している の は 誰です か」 と 尋ね 

た。 

彼 は 「一人の 立派な 市民と一 人の 奴隸 である」 と 申された。 
(彼 〔伝承 者〕 は 「その 時み 使と一 緒に いた 者 は イス ラームに 帰依した 人々 の 中の アブー- 
バクルと ビラ一 ル であった」 と 言った）。 
その 時 私 はみ 使いに 「私 は あなたに ついて 参ります」 と 言った。 
彼 は 「今 は そのよう にす る わけに は 行かぬ。 あなた は 私 や (私の） 人々 が 厳しい 状況 下に 
あるの を 知らないので すか。 

あなた は 御 家族の 許に 帰って 私の 勝利 を 聞いたら お出になる とよい」 と 申された。 

それで、 私 は 私の 家族の 所に 帰った。 

私 は 色々 の 情報 を 得ようと して 多くの 人々 を 尋ねた。 

この 時、 ヤス リブ (マデイーナ） の 人達の グループが 私の 所 を 訪れた。 

私 は （彼等に） 「マディ一 ナに 来られた 方 はどうされ ました か」 と 尋ねた。 

彼等 は 「人々 は その 方の 許に 馳せ参じました。 一方、 彼の地の 人々 （マッカの 多神教 徒 

達） はみ 使い を 殺害し ようと 企て ましたが 果たせませんでした」 と 話した。 

(この 話 を 聞いた 時) 私 は マディ一 ナに 行った。 

そしてみ 使いに お会いして 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなた は 私 を 御存知で すか」 と 言った。 



み使い は 「存じて いる。 あなた は マッカで お会いした 方で ある」 と 申された。 私 は 「その 通り 
です」 と 言った。 

つづけて 「預言者よ、 アツ ラーが あなたに 教えられた ことで 私が 知らないと 思われる ことに 

ついて お話し 下さい。 礼拝に ついても 是非」 と 言った。 

その かたは 申された 

「早朝の 礼拝 を 挙行しなさい。 

それから 太陽が 昇りき るまで は それ を 止めなさい。 

それが 昇る 時 は 悪魔の 角の 間に 昇って 来る のです。 

その 刻、 背信者 達 は それに 対して ひれ 伏す のです。 

それから 礼拝しなさい。 

まこと、 槍の 影 力 《 (大地から） 消える まで (注） の 礼拝 は 天使が それ を 証明して くれる もの 
です。 

その後、 礼拝 を (再び) 止めなさい。 

その 刻、 地獄の 業火 は 燃えさ かってい る 最中です。 

影が 長ぐ よってき たら 礼拝しなさい。 

アスルの 前の 礼拝 は 天使が それ を 証明して くれます。 

その後 太陽が 沈みき るまで は 礼拝 を 止めなさい。 

それ は 悪魔の 角の 間に 沈みます。 その 刻、 背信者 達 は それに 対して ひれ 伏す のです」 

私 は （次に） 「預言者よ、 沐浴の ことにつ いてお 話し 下さいませんで しょうか」 と 言った。 

み使い は 申しました 

「あなた 方 誰でも 沐浴に 水 を 使用して 口 をす すぎ 鼻孔 を 清潔に すれば、 その 者の 顔、 口、 
鼻孔の 過ちが 流し 落される のです。 

それから、 アツ ラ一 がお 命じに なった ように 顔 を 洗えば その 者の 顔の 過ち は あご 髭の 先端 
から 水と 共に 落ちます。 

そして、 両手で 肘まで 洗えば、 その 者の 両手の 過ち は 指先から 水と 共に 落ちます。 
髪の毛 をぬ ぐえば、 その 者の 頭の 過ち は 頭髪の 先端から 水と 共に 落ちます。 
両足 を くるぶしまで 洗えば、 その 過ち は 指先から 水と 共に 落ちます。 
こうして 彼 は 礼拝の ために 立ち、 まことに そうする ことが ふさわしい、 アツ ラ一 の 栄光 を讃 
美し 称 讚し 奉るなら 彼の 過失 は 消え去って、 彼の 母が 生んで くれた 日の 彼の 肉体の よう 
に、 全くけ がれの 無い ものに なりましょう」 

アム ルゼン ■ ァバサ はこの ハディ一 スを アツ ラ一 のみ 使いの 親友 アブ一 'ゥ マ一 マに 話し 

た。 

アブ一' ゥマ一 マ は 「アム ル 'ビン' アバ ザよ、 君 は、 一つの 場所で (唯 沐浴と 礼拝す る だけ 
で) そのような （多大な 報償が) 与えられ ると 言って いるが (その 言葉に 責任 を もてる のか） 
よ 〈考えて みるが よい」 と 言った。 
アム ルは 「アブ一' ゥマ一 マよ、 私 は 既に 歳 をと つてし まった。 



私の 骨 は 脆くな つて 死期 もそう 遠い ことで は あるまい。 

(どうして 今） 私が アツ ラ一 やその み使いに 噓 をつ く 必要が あるだろう か。 

それに、 私が そのこと をみ 使いから 一回、 あるいは 二回、 いや 三回 （彼 は 七 回まで それ を 

数えた） と （幾度 も） 聞いた のでなかったら、 けっして それ を 話し はしなかった であろう。 

しかし、 私 は それ を 彼から それ 以上 多く 聞いた の だ」 と 言った。 

(注) 槍の 影が 消える 、つまり 太陽が 真上に 来る。 
アラブ は 真昼の 刻 を、 昔、 槍 を 立てて 知る 習慣が あった 



日の出と 日没の 刻に 礼拝 を 意図して はならない 

ァ r シャは 伝えて いる 

ウマル は、 アツ ラ一 のみ 使いが 日の出と 日没の 刻の 礼拝の 挙行 を 禁じられた 事実に つい 
ての 解釈 を 誤りました (注）。 

(注） ウマル は アスルの 後の 時間 すべてに おいて それが 禁じられ たものと 考えた 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

み使い は アスルの 礼拝の 後、 随意の ニラ 力一 トを 必ず 挙行され ておりました。 
なおみ 使い は、 太陽が 昇る 刻と 沈む 刻に 礼拝 を 意図して はならぬ。 
礼拝す る こと は （もちろん) ならぬ、 と 申されました。 



アスルの 礼拝 後の 二 ラカー 卜に ついて 

イブ ン ■ アツ/ く一 スの マウラー ■ クライブ は 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース、 アブ ドル' ラフ マ一 ン' ビン 'ァズ ハル、 ミス ヮル 'ビン 'マハ 
ラマ は 彼 （マウ ラ一 'クライブ) を 預言者の 妻ァ一 イシ ャの 許に 送った。 
(その 時) 彼等 は 「先ず われわれ一 同からの 挨拶 を 彼女に 伝えた 後、 アスルの 礼拝の 後 
の ニラカ 一卜に ついて 尋ねよ。 

そして、 われわれ は アツ ラ一 のみ 使いが その ニラ 力一 トを 禁止され たのに あなた は 挙行 さ 

れ ている と 聞き及んで います、 と 伝えよ」 と 言った。 

イブ ン 'アツ バース は 「私 は ウマル ゼン' ハッタ一 ブ と共に 人々 に （その ニラ カート を) 行わ 

ないように 言って 来た」 と 述べた。 

クライブ は 言った 

「私 は 彼女の 所に 行って 私が 託された 伝言 を 伝えた。 

すると 彼女 は 『ゥ ンム 'サ ラマ (注 1) に 尋ねて 下さい (その 方が 良い)』 と 言った。 

私 は 彼等の 所に 戻り 彼女の 言葉 を 伝えた。 

すると 彼等 は 私 をァ一 イシ ャの 許に 送った のと 同じ 目的で サ ラマの 所に 行かせた。 

ゥンム -サ ラマ は 『私 はみ 使いが それ を 禁止され るの を 聞きました。 

その後、 私 は その かたが その 礼拝 を 行われて いるの を 見た のです。 

その かたが その ニラ 力一 トを 挙行され たの はたし かに アスルの 礼拝 を 終えた 後でした。 

時に、 私が アンサ一 ルの ハラ一 ム 族の 女性 達と一 緒に 居りました 折、 み使いが 来られて 

その ニラ 力一 トを 挙行され ました。 

私 は奴隸 女に 申しつ けました 

『お前、 み使いの 所に 行って ゥンム 'サ ラマ 力、 "み使い 様、 私 は あなたが その ニラ 力一 ト 
を 禁止され るの を 聞いて おります。 

それな のに 私 は あなたが それ を 挙行され るの を 目に します"、 と 申して おります と 言いな さ 

い。 

そして、 もし その かたが 手で (待つ よう） 合図され たら 待つ のです』 とこの ように。 

彼女 は 私の 言いつけ 通りに しました。 

彼 は 手で 合図され ました。 

そこで 彼女 は 離れた 所で 待ちました。 

み使いが 礼拝 を 終えた 時 『アブ一 'ゥ マイヤの 娘よ、 あなた は アスルの 礼拝の 後の ニラカ 
—卜に ついて 尋ねた。 

これより 先、 アブ ドル' 力 イス （注 2) の 中で イス ラームに 帰依す るた めに 私の 所へ 来た 
人々 が 正午の 礼拝の 後に 挙行す るニラ カート を 妨げた。 

それで、 あの ニラ カートが (今、 私が 行った） それで ある』 と 申されました」 とこの ように 彼女 
は 言いました （注 3)。 



(注 1) ゥンム 'サ ラマ は 預言者の 妻の一 人で ある。 

彼女の 実名 は ヒンド 'ビン ト' アブ一 ■ ゥ マイヤ ■ ホザ ィファ ■ ビン ■ ムギ一 ラ ■ マ/ 、ズミ 一であ 

る 

(注 2) アブ ドル' 力 イス 家はバ ハレ一 ン 北部に 拠った 部族で 628 年に イス ラームに 帰依し 
ている 

(注 3) 預言者が 正午の 礼拝の 後 挙行す る はずの 随意の 礼拝 を 後ら していた の は、 イスラ 
—ムを 信奉す るた めに 訪れた 人々 に、 この 宗教に ついて 説いて いたた めで ある。 
これ は イスラ一 ムを 説いて 人々 を 正道に 導く こと 力、 ナ フルの 礼拝 以上に 重要で あるの を 
示した ものであると される。 

なお、 一般的な 規則と して は、 アスルの 礼拝 後の ニラ 力一 トは 禁止され ている。 
しかし、 預言者 はこの 限りで はない 

アブ一. サ ラマ はァ 一"^ T シャ に、 アツ ラーの み使いが アスルの 礼拝 後に 挙行され ていた ニラ カート 
について 尋ねた。 

彼女 は 「み使い は それ を 最初、 アスルの 前に 行って おりました。 

その後、 その 御 方 は その ニラ カートに 差し障り をお 感じに なった の 力、、 アスルの 後に 挙行され るよ 
うにな りました。 

それから は 続けて そのよう にされ ております。 

その 御 方が 礼拝 を 行われた 時 は、 それ を 継続的に される のが (習慣です）」 と 申しました。 
イス マイ一 ルは 「それ はみ 使いが その ニラ 力一 トを 継続して 行われた こと を 意味す る」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使い は 私の 家で は アスルの 後の ニラカ 一卜の 礼拝 を 決して 放棄され る こと はあり ませ 
ん でした。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

み使いが 私の 家で、 公然と あるいは 内々 に、 欠かす ことなく 挙行され たニラ カート は、 早 
朝の 未明の ニラカ 一卜と、 アスルの 後の ニラカ 一卜です。 

ァスヮ ドと マス ルーク は 述べて いる 

ァ r シャカ 《 「 み使い は 私と 共に 居られた 日 は、 私の 家で アスルの 後の ニラ 力一 トを 決し 
て 欠かす ことはありませんでした」 と 言った ことにつ いて、 われわれ は 証言 致します。 



マグ リブの 礼拝の 前に 二 ラカー 卜の 挙行 は 好ましい ものである 

ムフタール' ビン' フル フル は 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リクに アスルの 後の 自発的な 礼拝に ついて 尋ねた。 
彼 は 「ウマル は アスルの 後の 礼拝に 対して は 彼の 手 をた たいていた （注 1 ) 。 
そして、 われわれ は 預言者が 御 存命の 時 は 太陽が 沈んだ 後の マグ リブの 礼拝の 前に 二 
ラカー トを 行って いた」 と 言った。 

私 は 彼に 「アツ ラーの み使い は その ニラ カート を 挙行され ていました か」 と 尋ねた。 

彼 は 「み使い はわれ われが それ を 行う の を 御覧に なって おられた 力、 別に それ をお 命じに 

なるとい うので もな 力、 つたし、 禁止され もしなかった」 と 答えた （注 2)。 
(注 1) 手 をた たくの は 不愉快な 感情 を 示す 動作 

(注 2) この ニラ 力一 トは あくまで 随意の ものと して、 イスラ一 ムが 起こった 初期の 頃に 行わ 
れ ていた。 

だか、 これが マグ リブの 礼拝 を 遅らせる 因と なった ようで あり、 やかて 行われない ようにな 
つてし まった。 

し 力、 しながら、 ほとんどの イスラ一 ム 法学者 は、 この ナ フルの 礼拝 は 許される ものと 考え 
ている 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

われわれ は マディ一 ナに 居た。 

そこで、 ム アツ ジンが マグ リブの 礼拝の ァザ一 ンを 唱えた 時人々 は モスクの 支柱の 所へ 
急行した (注）。 

そして 彼等 はめい めい ニラ 力一 トニ ラカ 一卜と、 礼拝 を 行った。 

もし (状況 を） 知らない 人が モスクに 入ったなら 、あまりに も 多くの 人々 が 礼拝 を 行って いる 
ので、 義務と しての 礼拝 は 既に 終えた ので はない かと 考える ような 光景であった。 

(注) 人々 が 柱の 側へ 急行す るの は その後に 位置 を 占める の を 望む からで ある。 
その 理由 は 礼拝 中に 前 を 歩かれる の を 嫌うた めで ある 



ァザ一 ンの 間の 礼拝 



アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 二つの 呼び掛け （ァ ザ一 ンと イカ一 マ） の 間に 礼拝が ある」 と 申された。 
み使い は それ を 三度 言われた が 三度 目に 「（これ は) それ を 望む 者が 行えば 良い」 と 申さ 

れた。 

この ハディ一 スは アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アルに よって 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 
だが それに は 若干の 相違が ある。 

(すなわち） み使い は 四 度 目に 「（これ は) それ を 望む 者が 行えば 良い」 と 申された。 



危険 時の 礼拝に ついて 

サ一 リム' ビン' アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 二つの グループの 一つが 敵と 対 峠して いる 間に 他の一 つの グループ 

を 導いて、 危険 時に一 ラカー 卜の 礼拝 を 挙行され た。 

その後、 彼等 (礼拝 を 行った グループの 人々） は それまで 敵と 対 峠して いた 仲間と 交代し 

た。 

第二の グループが 来る とみ 傾い は (再び) 彼等 を 導いて 一ラ カートの 礼拝 を 挙行され た。 

これ を 終える とみ 使い は (礼拝 終了の） 挨拶 をされ た。 

その後 (第 一の グル一 プの） 人々 は (再度） 一ラ 力一 トを 挙行し、 次いで (第二の グル一 プ 

の） 人 々も一 ラカ一 トを 挙行した （こうして 礼拝 は 完全に 行われた） （注） 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

(注） これ は 危険 時に おける 十六の 礼拝 形式の 中の一 つで ある。 
これ は 状況に 応じて 変えられる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ある 日、 危険 時に （次の ような 方法で) 礼拝 を 挙行され た。 

—つの グループが 敵と 対 峠し、 別の グループ はみ 使いと 礼拝 を 行った。 

この グループの 人々 がみ 使いと 一ラ 力一 トを 挙行し 終える と (前線へ） 戻った。 

(代って） 別の グループの 人々 が 来て （み使いと 共に） 一ラ 力一 トを 挙行した。 

この 後両 グループ は それぞれ一 ラカ一 トを 済ませて 礼拝 を 完結した。 

イブ ン 'ウマル は 「そこに 非常な 危険が ある 場合に は （馬、 らくだに） 乗った まま、 あるいは 

立った まま (礼拝の） 身ぶ りで それ を 挙行せ よ」 と 言った。 

ジャ 一ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は 危険 時に アツ ラーの み使いと 礼拝 を 行った。 

み使い は 敵が われわれと キ ブラとの 間にい る 時 われわれ を 横に 二列に 整列 させ、 前列 を 
彼のす ぐ 後に 位置 させた。 

み使い 力 《「アツ ラ一フ 'ァク バル」 と 唱えられ ると われわれ も 「アツ ラ一フ 'ァク バル」 と 唱え 

た。 

彼が 立 礼され ると われわれ も 立 礼した。 
彼が 頭 を 上げられ ると われわれ も 頭 を 上げた。 
それから、 彼が 叩頭され ると 前列 は それに 従って 叩頭した。 
その 時、 後列 は 敵 を 監視す るた めに 立った ままであった。 
み使いが 叩頭 を 終えられ ると 前列 も 立ち上った。 



それに 代って 後列が 叩頭した。 

全員が 立った 時、 前列と 後列 は 位置 を 交代した。 

それから み使い 力 《 (再び) 立ネ しされる と、 われわれ 全員 も 立 礼した。 

み 使 いが 頭 を 上 げられ ると、 全員 頭 を 上 げた 。 

その かたが 叩頭され ると、 前列 （それ は 最初の一 ラカ一 ト では 後列であった） は その かた 
に 従って 叩頭した。 

その 間、 後列 は 敵 を 監視して 立った ままであった。 

み使いと 前列が 叩頭 を 終える と、 後列が 叩頭した。 それから み使い は （礼拝の 最後の） 挨 

拶 をされ、 われわれ も 全員 挨拶した (注） 。 

(ジャ 一ビル は） あなた 方の 護衛た ちが 長に つき 従うよう に （われわれ もそう した） と 言った。 

(注） これ は、 イスラ一 ム 法に のっとった 危険 時での 第二の 礼拝 形式で ある。 
この 形式で は、 人々 は イマームの 後に 二列に 整列し、 一ラ カートで その 位置 を 交代す る 
力、 その 場合 一グループ は 敵 を 監視し なければ ならない ために、 必要が あれば その 姿勢 
を 変えても 良い とされる 

ジャー ビル は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラーの み使いと 一緒に 出陣して、 ジュハ イナ 族と 戦った。 
彼等 はわれ われに 激しく 挑んで 来た。 

ところで、 われら一 同が 正午の 礼拝 を 遂行し 終えた 時、 多神教 徒た ち は 「もし われわれが 

(あの 礼拝の 折に) 速攻して いれば 彼等 を 殺す ことが 出来た であろうに」 と 言った。 

天使 ガブリエル は その 事 を アツ ラ一 のみ 使いに 告げた。 

み使い は それ を われわれに 話された。 

多神教 徒た ち は 「間もなく 彼等に は アスルの 礼拝の 時刻が 来る。 

それ は 彼等が 彼等の 子供達 以上に 重要視して いるもの だ」 と 言った。 

アスルの 礼拝の 時刻が 来た 時、 敵が われわれと キ ブラとの 間にい る 状況の 中で、 われ わ 

れは 横に 二列に 整列した。 

み使い 力 《 r アツ ラ一フ 'ァク バル」 と 唱えられた。 

われわれ も それに 従って 「アツ ラ一フ 'ァク バル」 と 唱えた。 

み使いが 立ネ L される と 全員 立 礼した。 

その かたが 叩頭され ると 前列が 叩頭した。 

彼等が 立ち上った 時、 後列が 叩頭した。 

(それが 終る と) 前列 は 後へ さがり、 後列が 前へ 出て 位置 を 交代した。 

その 時、 み使い は 「アツ ラ一フ 'ァク バル」 と 唱えられた。 

われわれ も 「アツ ラ一フ ■ ァクノ くル」 と 唱えた。 

その かたが 立 礼され ると 全員 立 礼した。 



その かたが 叩頭され ると、 前列 は それに 従って 叩頭した。 
後列 は (敵 を 監視して） 立った。 

そして、 後列 も 叩頭し 終え われわれ 全員が （大地に) 座 わると み使い は （礼拝 終了 時の） 
挨拶 を 彼等に された。 

アブ一 -ズ パイル は 「それから ジャ一 ビル は 『ちょうど あなた 方の 長た ち 力 《 (部下に 危険が 
およばな いよう 配慮して） 礼拝 を 行うよう に』 という 言葉 を 特につ け 加えた」 と 言った。 

サノ、 ル 'ビン ■ アブ一 ■/ ヽスマ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 危険 時に 教 友達 を 導かれて 礼拝され た。 

み 使 は 人々 を 横に 二列に 整列 させ 後に 立た せた。 

その かたは (最初） 前列の 人々 と 一ラ カート を 挙行して お立ちに なった。 

(それから 後列の 人 々が一 ラカ一 トを 行った が) 彼 は 後列の 人々 が 礼拝し 終える まで 立ち 

続けて おられた。 

それから 後列の 人々 は 前に、 前列の 人々 は 後に さ 力 《 つて 位置 を 交代した。 
み使い はまた 前列に 位置した 人々 を 導いて 、一ラ カート を 挙行され て 座った。 
そして、 後列の 人 々が一 ラカ一 トを 終了す るの を 待って 挨拶 を 行われた。 

ャズ イード 'ビンつ レ 一マーン は ザ一 トル' リカ一 ゥ （注） の 戦で、 危険 時に アツ ラーの み使いと 礼拝 
を 共に した 教友を 根拠と した サ一 リハ • ビン ■/、 ゥヮ 一卜の 話 を 伝えて いる 

—グループが 横に一 列に なって み使いと 礼拝して いた 間に、 別の 一グループ は 敵と 対 峠 

していた。 

み使い は その かたと一 緒の 人々 と 一ラ カート を 挙行され て、 お立ちの ままであった。 

人々 は 彼等 自身で (残りの 一ラ カート を 行って その 礼拝 を) 完結した。 

礼拝 を 終えた 人々 は （敵と 対 峠す るた めに） 去った。 

(それと 交代に） 別の グループが やって来た。 

するとみ 使い は その 人 々と一 緒に、 彼の 残りの 一ラ 力一 トを 済まされて 座られた。 

人々 は 彼等 だけで 礼拝 を 完結した。 

それと 同時にみ 使い は 挨拶 を 行われ 人々 も それに 従った。 

(注) ガタ ファーンの 一地区 遠征の 戦いで ある。 
これ はヒジ ユラ 暦 五 年の ことで ある 

ジャー ビル は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 共に 道 を 進んで いた。 

ザ一 トル' リカ一 ゥに 着く とそ こに 木陰が あって、 み使い は その 下にお 入りに なった。 

そこに 多神教 徒の一 人が 現れて 木に 掛けて あつたみ 使いの 剣 を 奪った。 



彼 は 鞘 を はらって み使いに、 「お前 は 私 を 恐れない のか」 と 言った。 

み使い は 「恐れない」 と言われた。 

彼 は 「私の 襲撃に、 お前 を 護る 者 は 誰か」 と 言った。 

み使い は 「アツ ラ一 が 私 をお 前から お 護り くださる」 と言われた (注）。 

その 時、 み使いの 親友 達が その 男 をお どかした。 

彼 は 剣 を 鞘に 収め （もと 在った ように 木に) 掛けた。 

折りし も、 礼拝の ァザ一 ンが 唱えられた。 

み使い は、 一グループと ニラ 力一 ト 挙行され た。 

それから （その グループ は） 後に さがった。 

み使い は 別の グループ とまた ニラ 力一 ト 挙行され た。 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ここで は、 四ラ 力一 ト 挙行され、 人々 はニラ 力一 ト 挙行した ので ある。 
(注） これ は 預言者の アツ ラーに 対する 黙 信の 観念の 表明で あると される 

アブ一 'サ ラマ' ビン' アブ ドル' ラフ マーン は 伝えて いる。 

ジャ一 ビル は 危険な 時に アツ ラ一 のみ 使いと 礼拝 をした と 彼に 告げた。 

み使い は、 ニグ ループの 中の一 グループと、 ニラ 力一 ト 挙行され た。 

その後み 使い は、 残りの グループと、 ニラ 力一 ト 挙行され た。 

すなわち、 アツ ラ一 のみ 使い は四ラ 力一 ト、 各々 の グループ はニラ 力一 ト 挙行した ので あ 

る。 
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